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正 誤 表

誤 正

三頁 上段　5行目
輸出は三億六千万ドル　　　　　　　．　　　一　　　へ 輸出は四億六千万ドル

四頁 第二表　対世界輸出の欄最： 十58 十85
後の行 ｝ 一

五頁・ 上段最後の行 二五五％ 二〇五％

下段　1行目 これにつぐ これとならぶ

～六頁 第四表　輸出額1951の欄 16 163

3行目東アジア ㎝ ㎝
七頁 第九表東南アジア依存度 53 33

の欄（1956）12行目 … …
17行目
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東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

一
朝
鮮
動
乱
後
の
推
移
に
つ
い
て

川

田

冨

久

雄

一、
二
、

三
、

四
、

五
、

目
　
　
　
次

序
　
　
　
論

商
品
構
成
の
推
移

地
域
構
成
の
推
移

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
の
推
移

結
　
　
　
語

　
戦
後
日
本
の
貿
易
は
一
九
五
〇
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
動
乱
を
契
機
と

し
て
急
速
に
拡
大
し
た
。
即
ち
、
一
九
五
〇
年
に
は
輸
出
八
直
上
千
万
ド
ル
、

輸
入
九
億
六
干
万
ド
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
五
一
年
に
は
一
躍
し
て
輸

出
は
十
三
億
五
干
四
百
万
ド
ル
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
動
乱
に
よ
る
世
界
的

な
再
軍
備
需
要
の
増
大
と
価
格
の
先
高
見
越
に
よ
る
各
国
の
買
急
ぎ
に
よ
る

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
に
お
い
て
輸
入
は
特
需
な
ど
に
よ
る
外
貨
事
情
の
好

転
と
国
内
の
生
産
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
二
十
億
四
千
万
ド
ル
に
達
し
た
。

一
九
五
二
年
に
は
海
外
購
買
力
の
増
大
の
主
要
な
原
因
を
な
し
た
ア
メ
リ
カ

の
軍
備
拡
張
計
画
が
繰
延
べ
ら
れ
た
こ
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
が
輸
入
制

限
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
輸
出
は
十
二
億
七
千
万
ド
ル
に
縮
少
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
輸
入
は
国
内
の
旺
盛
な
需
要
と
手
持
外
貨
の
豊
富
な
こ

と
に
よ
っ
て
順
調
に
推
移
し
、
二
＋
億
二
千
万
ド
ル
と
大
体
前
年
並
み
の
水

準
を
維
持
し
た
。
一
九
五
三
年
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
輸
入
制
限
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
や
、
日
本
物
価
の
国
際
的
な
割
高
も
手
伝
っ
て
、
輸
出
は
十

二
億
七
千
万
ド
ル
と
前
年
同
様
の
水
準
に
停
滞
し
た
が
、
輸
入
は
国
内
消
費

の
増
大
や
設
備
の
拡
張
な
ど
経
済
規
模
の
拡
大
や
、
凶
作
に
よ
る
緊
急
食
糧

輸
入
な
ど
も
あ
っ
て
二
十
四
億
一
千
万
ド
ル
と
著
増
し
た
。
こ
の
た
め
に
国

際
収
支
が
著
し
く
悪
化
し
た
の
で
五
三
年
秋
か
ら
金
融
引
締
措
置
が
実
施
さ

（1）



　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

れ
た
。
五
四
年
の
輸
出
は
金
融
引
締
措
置
の
効
果
、
海
外
景
気
の
好
調
、
相

手
国
の
輸
入
制
限
の
緩
和
な
ど
に
よ
っ
て
十
六
億
二
千
九
百
万
ド
ル
に
増
加

し
た
が
、
輸
入
は
前
年
下
期
よ
り
の
大
量
輸
入
の
反
動
と
国
内
経
済
の
デ
フ

レ
的
基
調
の
影
響
に
よ
っ
て
二
＋
三
億
九
千
九
百
万
ド
ル
と
前
年
よ
り
も
微

落
し
た
。
一
九
五
五
年
に
は
西
欧
の
景
気
好
調
を
主
軸
と
す
る
世
界
景
気
の

著
し
い
好
調
と
、
五
四
年
来
の
企
業
合
理
化
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
輸
出
は

二
十
億
一
千
百
万
ド
ル
と
二
十
億
ド
ル
の
線
を
突
破
し
た
。
し
か
る
に
輸
入

は
二
＋
四
億
七
干
百
万
ド
ル
と
停
滞
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
年
は
食
糧
の

緊
急
輸
入
が
行
わ
れ
た
が
、
五
五
年
は
国
内
の
豊
作
で
食
糧
輸
入
は
平
年
並

に
低
下
し
た
こ
と
、
綿
花
や
機
械
類
の
輸
入
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
五
六
年
に
は
依
然
と
し
て
好
調
を
つ
づ
け
る
世
界
景
気
を

反
映
し
て
輸
出
は
引
続
き
増
加
し
て
二
十
五
億
ド
ル
の
水
準
に
達
し
た
。
輸

入
も
ま
た
国
内
の
生
産
規
模
の
拡
大
に
よ
る
原
材
料
輸
入
の
増
加
を
申
心
と

し
て
膨
張
し
て
つ
い
に
三
十
億
ド
ル
の
線
を
突
破
し
三
十
二
億
ド
ル
を
記
録

し
た
。
こ
れ
が
た
め
に
国
際
収
支
が
ま
た
も
や
大
幅
に
悪
化
し
た
の
で
五
七

年
春
よ
り
再
び
金
融
引
締
政
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
一
九
五
七
年

（
一
一
九
月
）
に
は
輸
出
は
二
十
億
九
千
五
百
万
ド
ル
、
輸
入
は
三
十
四
億

一
千
四
百
万
ド
ル
で
い
ず
れ
も
前
年
同
期
の
輸
出
十
七
億
七
千
九
百
万
ド
ル
、

輸
入
二
十
三
億
二
千
五
百
万
ド
ル
を
上
廻
っ
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
輸
出
は
一
九
五
〇
年
に
は
二
億
二
干
八
百
万

ド
ル
、
輸
入
は
二
億
ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
動
乱
ブ
ー
ム
の
最

盛
期
で
あ
る
一
九
五
一
年
に
は
輸
出
は
四
号
九
千
九
百
万
ド
ル
、
輸
入
は
四

馬
二
千
二
百
万
ド
ル
と
い
ず
れ
も
前
年
の
二
倍
以
上
に
激
増
し
た
。
、
一
九
五

二
年
に
は
ブ
ー
ム
の
鎮
静
に
よ
っ
て
輸
出
は
三
億
八
千
七
百
万
ド
ル
、
輸
入

、
は
四
億
一
千
七
百
万
ド
ル
と
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
一
九
五
三
年
に
は
ス
タ

ー
リ
ン
グ
地
域
の
輸
入
制
限
の
強
化
に
よ
っ
て
輸
出
は
さ
ら
に
減
少
し
て
三

韓
二
千
九
百
万
ド
ル
に
落
下
し
た
。
東
南
プ
ジ
ア
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
に

対
す
る
輸
出
は
前
年
の
二
億
六
千
七
百
万
ド
ル
か
ら
五
三
年
に
は
一
億
二
千

九
百
万
ド
ル
へ
と
半
減
し
た
。
し
か
し
、
輸
入
は
却
っ
て
前
年
よ
り
増
加
し

．
て
五
号
三
千
七
百
万
ド
ル
に
達
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
凶
作
の
た
め
に
こ

の
地
域
よ
り
の
米
の
輸
入
が
前
年
の
七
千
七
百
万
ド
ル
よ
り
一
億
一
千
五
百

万
ド
ル
へ
と
三
千
八
百
万
ド
ル
増
加
し
た
こ
と
や
国
内
消
費
景
気
の
好
調
を

反
映
し
て
一
般
的
に
輸
入
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
五
四
年
に
は
緊
縮
政

策
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
輸
入
制
限
緩
和
と
に
よ
っ
て
輸
出
は
四
季
八
千

万
ド
ル
に
増
加
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
へ
の
輸
出
は
前

年
の
一
億
二
干
九
百
万
ド
ル
よ
り
二
朗
唱
千
万
ド
ル
へ
と
増
加
し
た
。
輸
入

は
米
の
輸
入
が
一
億
一
千
万
ド
ル
と
大
体
に
お
い
て
前
年
と
同
一
水
準
を
維

持
し
た
け
れ
ど
も
、
国
内
の
緊
縮
政
策
を
反
映
し
て
そ
の
他
の
商
品
の
輸
入

の
減
少
に
よ
っ
て
四
型
五
千
九
百
万
ド
ル
に
縮
減
し
た
。
一
九
五
五
年
に
は

世
界
的
な
好
況
に
よ
っ
て
輸
出
は
四
億
八
千
五
百
万
ド
ル
、
輸
入
は
五
億
五

（2）



千
二
百
万
ド
．
ル
に
増
大
し
た
。
一
九
五
六
年
に
も
引
続
き
好
況
の
波
に
乗
っ

て
輸
出
は
五
車
三
千
万
ド
ル
と
五
億
ド
ル
台
に
達
し
、
動
乱
ブ
ー
ム
の
最
盛

期
で
あ
っ
た
一
九
五
一
年
の
記
録
的
な
輸
出
額
を
は
じ
め
て
突
破
し
た
。
輸

入
も
ま
た
著
増
し
て
六
億
四
干
四
百
万
ド
ル
に
達
し
た
。
　
一
九
五
七
年
（
一

一
九
日
刀
）
　
に
は
輸
…
出
は
三
億
六
干
万
ド
ル
　
（
』
剛
年
同
期
は
一
二
億
六
千
万
ド

ル
）
、
輸
入
は
五
鷹
野
千
万
ド
ル
（
前
年
同
期
は
四
書
八
千
八
百
万
ド
ル
）
で

い
ず
れ
も
前
年
同
期
の
水
準
を
上
廻
っ
て
い
る
。
（
第
一
表
参
照
）

　
尚
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
尻
は
一
九
五
二
年
以
来
、
毎
年
わ
が
国
の
入

超
と
な
っ
て
い
る
。

1．日本の対東南アジア貿易の推移

　　　　　　　　　　　　（百万ドル）

年次 輸出総額
対東南アジ
A輸出額

輸入総額
対東南アジ
A輸入額　

P

1934～36 928 163 951 156

1950 820 228 969 220

1951 1，354 499 2，044 422

1952 1，273 387 2，028 417

1953 1，275 329 2，410 537

1954 1，629 448 2，399 459

1955 2，011 485 2，471 551

1956 2，501 530 3，230 644

1957 2，095 464 3，414 551

（1～9月）

1956 1，779 360 2，325 488
（1～9月）

1

（資料）通商白書，日本外国貿易年表，日本外国貿易月表

（註）東南アジアには貿易統計上の南アジア及び東南

アジアを含む。即ち，イγド，パキスタン，ビルーマ

　セイ官y，マラヤ連邦，シyガポーノレ，英領ボルネ

　ォ，タイ，イyドγナ諸国，ブイリピソ，インドネ

シヤ，葡領アジア，アフガニスタyを含むが，香港
は含まない。（以下同様）

東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
目
本
貿
h
易

　
わ
が
国
の
対
東
南
プ
ジ
ア
貿
易
の
年
々
変
動
率
を
見
る
と
（
第
二
表
参

照
）
輸
出
に
お
い
て
は
一
九
五
〇
一
五
一
年
に
お
い
て
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出

の
増
加
率
が
対
世
界
輸
出
の
増
加
率
よ
り
高
か
っ
た
が
、
五
一
f
五
二
年
に

は
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
の
減
少
率
は
対
世
界
輸
出
の
減
少
率
よ
り
高
く
、
増

減
と
も
に
大
き
く
変
動
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
五
二
～
五
三
年
に
は
対

世
界
輸
出
は
停
滞
的
で
あ
っ
た
が
、
対
東
南
プ
ジ
ア
輸
出
は
一
五
％
の
減
少

を
示
し
た
。
こ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
輸
入
制
限
が
大
き
く
ひ
び
い
た

も
の
と
い
え
よ
う
。
一
九
五
三
～
五
四
年
は
対
世
界
輸
出
よ
り
も
対
東
南
ア

ジ
ア
輸
出
の
増
加
率
が
高
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
輸
出
増
加
率
は
対
世
界
輸

出
の
方
が
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
よ
り
遙
か
に
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
五
四

年
秋
よ
り
は
じ
ま
っ
た
世
界
好
況
に
よ
る
輸
出
増
加
は
主
と
し
て
東
南
プ
ジ

プ
地
域
以
外
仕
向
け
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
一
五
六
年
間
に
対
世
界
輸
出
は
二
一
〇
％
の
増
加
を
示
し
た
の

に
対
し
て
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
は
一
三
二
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た

一
九
五
一
－
五
六
年
間
に
対
世
界
輸
出
は
八
五
，
％
増
加
し
た
の
に
対
し
て
対

東
南
ア
ジ
ア
輸
出
は
僅
か
に
六
％
増
加
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
輸
入
の
面
に
つ
い
て
見
れ
ば
一
九
五
〇
～
五
一
年
に
は
対
世
界
輸

入
増
加
率
と
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
入
増
加
率
は
大
体
等
し
く
、
五
一
む
五
二
年

に
は
両
者
の
減
少
率
も
大
体
同
一
で
あ
っ
た
。
五
二
～
五
三
年
に
は
対
世
界

輸
入
は
一
・
九
％
増
加
し
た
の
に
対
し
て
対
東
南
プ
ジ
ブ
輸
入
は
二
八
％
増
加

（3）



　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
臼
本
貿
易

し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
食
糧
の
緊
急
輸
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
五
三

～
五
四
年
は
緊
縮
政
策
の
効
果
が
あ
っ
て
対
世
界
輸
入
は
微
減
し
た
が
、
対

東
南
ア
ジ
ア
輸
入
は
激
減
し
た
。
五
四
～
五
五
年
に
は
対
世
界
輸
入
は
微
増

し
た
が
、
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
入
は
大
幅
に
増
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

と
反
対
に
五
五
～
五
六
年
に
は
対
世
界
輸
入
が
三
一
％
も
増
加
し
た
の
に
対

し
て
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
入
は
一
七
％
の
増
加
を
示
し
た
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
一
九
五
〇
～
五
六
年
間
の
変
化
を
見
る
と
対
世
界
輸
入
は
二
三
三
％
増
加

し
た
が
、
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
入
は
二
二
二
％
増
加
し
た
。
ま
た
五
一
～
五
六

年
に
つ
い
て
見
る
と
対
世
界
輸
入
は
五
八
％
増
加
し
た
の
に
対
し
て
対
東
南

ア
ジ
ア
輸
入
は
五
三
％
増
加
し
た
。

　
そ
こ
で
一
九
五
〇
年
～
五
六
年
、
五
一
～
五
六
年
に
つ
い
て
輸
出
と
輸
入

の
増
加
率
を
比
べ
る
対
世
界
輸
出
に
比
べ
て
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
の
増
加
率

は
低
く
、
特
に
一
九
五
一
～
五
六
年
に
つ
い
て
は
両
者
の
差
が
著
し
い
。
ま

た
輸
入
の
増
加
率
は
対
世
界
輸
入
に
比
べ
て
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
入
の
増
加
率

の
方
が
幾
分
低
い
が
、
両
者
の
間
に
は
大
差
は
な
い
。
こ
れ
は
輸
出
は
東
南

ア
ジ
ア
地
域
以
外
に
向
っ
て
動
乱
以
後
大
き
く
拡
大
し
た
の
に
対
し
て
、
輸

入
は
対
世
界
輸
入
増
加
と
大
体
平
行
し
て
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
行
わ
れ
て
来
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
右
に
の
べ
た
こ
と
は
わ
が
国
の
輸
出
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
占
め

る
割
合
が
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
及
び
輸
入
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
市
場

の
比
重
が
比
較
的
不
変
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

2．わが国の対世界及び対東南ア

　・ジア貿易の変動率（％）

輸 出 輸 入
年　次

対世界
対東南

Aジア
対世界

対東南アジア

1950戸》51 十65 十117 十111 十111

1951～52 一　　6 ＿　18 一〇，8 ＿1．2

1952～53 十〇．1 ＿15 十19 十28

1953～54 十28 十36 一〇5 ＿14

1954～55 十23 十　8 十　3 十20

1955～56 十24 十　9 十31 十17

1950～56 十210 十132 十233 十222

1951～56 十58 十　6 十58 十53

（資料）日本外国貿易年表より算出。

　
い
ま
、
わ
が
国
の
貿
易
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
占
め
る
割
合
を
見

れ
ば
、
輸
出
に
お
い
て
は
戦
前
は
一
八
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
五
〇
年

に
は
二
八
％
に
増
加
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
一
年
に
は
三
七
％
と
い
う
高
水

準
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
は
一
九
五
二
年
に
三
〇
％
、
五
三
年
に
二
六
％
、

五
四
年
に
二
八
，
％
、
五
五
年
に
二
四
％
、
五
六
年
に
二
一
％
と
漸
減
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
五
七
年
（
一
－
九
月
）
に
は
二
二
％
を
示
し
、
前
年
同
期
よ

り
多
少
比
率
は
増
加
し
た
。

　
輸
入
の
面
で
は
戦
前
に
は
一
六
％
で
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
比
率
は

一
九
五
学
年
に
は
二
一
％
に
上
昇
し
た
。
動
乱
ブ
ー
ム
以
後
も
こ
の
比
塞
－
は

余
り
変
ら
ず
、
五
二
年
に
一
二
％
、
五
三
年
に
二
二
％
、
五
四
年
に
一
九
％
、

（4）



五
五
年
に
二
二
％
、
五
六
年
に
二
〇
％
と
大
体
二
〇
％
前
後
の
水
準
を
離
れ

な
い
。
た
だ
し
、
一
九
五
七
年
（
一
－
九
月
）
に
は
一
六
％
と
前
年
同
期
の

二
一
，
％
に
比
べ
て
著
し
く
低
落
し
た
。
　
（
こ
れ
は
主
と
し
て
米
の
輸
入
の
減

少
に
よ
る
）

　
輸
出
入
合
計
額
に
お
い
て
東
南
プ
ジ
ア
市
場
の
占
め
る
比
率
は
戦
前
は
一

七
，
％
で
あ
っ
た
が
、
　
一
九
五
〇
年
に
は
二
四
％
、
五
一
年
に
は
二
七
，
％
と
最

高
水
準
に
達
し
た
が
、
そ
れ
以
後
は
五
二
年
及
び
五
三
年
は
い
ず
れ
も
、
二

四
％
、
五
四
年
及
び
五
五
年
は
い
ず
れ
も
二
三
％
、
五
六
年
に
は
一
二
％
と

下
落
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
五
七
年
目
一
i
九
月
）
に
は
一
八
％
と
更
に
下

落
し
、
前
年
同
期
の
二
一
％
を
下
廻
っ
た
。

　
要
す
る
に
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
比
重
は
一
九
五
一
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低

下
傾
向
に
あ
る
が
、
特
に
輸
出
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
（
第
三
表
参

照
）　

こ
の
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
比
重
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、
日
本
貿

易
の
拡
大
が
主
と
し
て
他
の
地
域
へ
向
っ
て
大
き
く
進
展
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
ま
一
九
五
一
年
と
一
九
五
六
年
と
の
日
本
貿
易
の
地
域
構
成
を
比
較
す

れ
ば
、
輸
出
に
つ
い
て
は
こ
の
期
間
に
日
本
の
総
輸
出
額
は
八
五
％
増
加
し

た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
は
僅
か
に
六
％
だ
け
増
加
し
た
の
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
増
加
の
著
し
か
っ
た
の
は
北
米
州
で
そ
の
増
加
率
は
二
五
五
％
で

　
　
　
　
東
南
…
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

3．日本の貿易において東南ア

　ジア市場の占める割合（％）

輸入脚姶言輸出年次

17

@
2
4
　
2
7
　
2
4
　
2
4
　
2
3
　
2
3
　
2
1
　
1
8
　
　
2
1

16

@
2
1
　
2
1
　
2
1
　
2
2
　
1
9
　
2
2
　
2
0
　
1
6
　
　
2
1

18

@
2
8
　
3
7
　
3
0
　
2
6
　
2
8
　
2
4
　
2
1
　
2
2
　
　
2
0

1934．v36

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957
（1－v9）

1956
（1・一9）

（註）通商白書及び日本外国貿易

　　　年表及び同月表より算出。

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
ア
フ
リ
カ
州
で
そ
の
増
加
率
は
二
五
〇
％
で

あ
っ
た
。
も
っ
と
も
ア
フ
リ
カ
州
へ
の
輸
出
の
申
に
は
り
ベ
リ
や
向
の
鋼
鉄

船
（
一
九
五
六
年
に
お
い
て
二
二
三
・
四
百
万
ド
ル
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
船
舶
は
事
実
上
北
米
向
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
差
引
く
と

増
加
率
は
五
〇
％
と
な
る
。
ま
た
こ
の
船
舶
を
北
米
に
加
え
る
と
北
米
の
増

加
率
は
三
五
五
％
以
上
と
な
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
で
東
ア
ジ
ア
一
五
〇
％
、
西
ア
ジ
ア
一
四
〇
％
、
欧
州
七
〇

南
米
州
六
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
て
一
方
、
大
洋
州
へ
の
輸
出
は
五

二
，
％
減
少
し
た
。

　
尚
、
ア
ジ
ア
州
全
体
と
し
て
の
増
加
率
は
四
八
％
で
あ
っ
た
。
（
第
四
表
）

　
輸
入
の
面
に
お
い
て
は
、
一
九
五
一
－
五
六
年
の
期
間
に
輸
入
総
額
は
五

八
，
％
の
増
加
を
示
し
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
の
輸
入
は
五
三
，
％
の
増
加
で

（5）



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

あ
っ
た
か
ら
、
全
体
の
増
加
率
・
と
比
べ
て
大
差
は
な
か
っ
た
。

　
輸
入
増
加
率
の
大
き
か
っ
た
の
は
西
ア
ジ
ア
で
二
三
四
％
を
示
し
、
こ
れ

に
つ
い
で
東
ア
ジ
ア
一
〇
三
％
、
大
洋
州
九
一
％
、
北
米
州
五
二
％
（
こ
の

比
率
は
東
南
ア
ジ
ア
と
殆
ど
等
し
い
）
欧
州
四
五
％
、
ア
フ
リ
カ
ニ
六
％
、

南
米
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
ア
ジ
ア
州
全
体
と
し
て
の
増
加
率
は
七

4．日本の輸出地域別構成の推移　（百万ドル）

地　　域　　名
輸　出 額 　増減額

i1951～1956）
増減率（％）

i1951～1956）1951 1956

総　　　　　　計 1β55 2，501 十1，146 十　85

東南　ア　ジ　ア 499 530 十　31 十　　6

：東　　ア　　ジ　　ア 16 406 十243 十　150

西　　ア　ジ　　ア 36 86 十　50 十　140

（ア　ジ　ア　州） （698） （1，002） （十334） （十48）

欧　　　　　　州 145 245 十　100 十　70

北　　　米　　　州 213 651 十438 十255
南　　　米　　　州 80 134 十　54 十　67

ア　フ　リ　カ　州 112 393 十281 十250
（リベリや向船舶を除く） （112） （170） （十58） （十50）

大　　　洋　　　州 107 51 ＿　　56 一　　52

（資料）通商白書，日本外国貿易年表

（註）東アジアには韓国，中共，台湾，琉球，香港，ソ連領

　　アジア，蒙古を含む。

　　西アジアにはイラン，イラ・’一’ク，サウディアラビア，

　　　クウェイト，アデy，シリヤを含む。（以下同様）

六
，
％
で
あ
っ
た
。
（
第
五
表
参
照
）

　
ま
た
輸
出
増
加
を
金
額
に
つ
い
て
見
れ
ば
一
九
五
一
一
五
六
年
の
期
間
に

輸
出
総
額
は
十
一
億
四
千
六
百
万
ド
ル
増
加
し
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
増
加

額
は
僅
か
に
三
千
万
ド
ル
で
輸
出
増
加
額
の
三
％
に
も
み
た
ず
、
北
米
州
の

四
強
三
千
七
百
万
ド
ル
、
ア
フ
リ
カ
州
の
二
億
八
千
万
ド
ル
（
そ
の
う
ち
リ

ベ
リ
や
向
船
舶
は
二
億
二
千
三
百
万
ド
ル
）
東
ア
ジ
ア
の
二
億
四
千
二
百
万

ド
ル
、
欧
州
の
一
億
ド
ル
な
ど
巨
額
の
増
加
と
比
べ
る
と
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

輸
出
増
加
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て

大
洋
州
は
五
千
六
百
万
ド
ル
の
減
少
を
示
し
た
。
な
お
、
ア
ジ
ア
州
全
体
と

し
て
は
三
夕
三
千
四
百
万
ド
ル
の
増
加
を
示
し
た
。
（
第
四
表
参
照
）

　
輸
入
に
お
い
て
は
同
じ
期
間
に
輸
入
総
額
は
十
一
億
八
千
五
百
万
ド
ル
増

加
し
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
の
輸
入
は
二
億
二
千
三
百
万
ド
ル
増
加
し
て

輸
入
増
加
額
の
約
二
割
を
占
め
た
。
輸
入
増
加
額
の
大
．
き
か
っ
た
の
は
北
米

州
五
二
一
千
万
ド
ル
、
西
ア
ジ
ア
一
億
五
千
四
百
万
ド
ル
、
大
．
洋
州
一
億
三

千
七
百
万
ド
ル
、
東
ア
ジ
ア
九
干
三
百
万
ド
ル
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
ア
ジ
ア
州
全
体
と
し
て
の
輸
入
増
加
額
は
四
型
七
千
百
万
ド
ル
で

あ
っ
た
。
（
第
五
表
参
照
）

　
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
一
九
五
一
年
当
時
に
お
い
て
は
輸
出
市
場
と
し
て

は
東
南
ア
ジ
プ
が
首
位
を
占
め
、
輸
入
市
場
と
し
て
は
、
北
米
州
が
首
位
を

占
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
一
九
五
五
年
以
来
輸
出
に
お
い
て
も
輸
入
に
お

（6）



5．日本の輸入地域別構成の推移　（百万ドル）

．地域名
輸入額 増減額 増減率（％）

・95・
P・9・6 （1951【げ1956）（1951～1956）

十

十

十

十

58

53

100

177

陶
輔
囎
駈
％
9
。

e
＋
＋
＋
＋
＋

十1，185

十　222

十　91

十　142

（十56）

十　72

十　488

十　18

十　21

十　138

総　　計

東南アジア

東アジア

西アジア

（アジア州）

欧　　　州

北米　州

南米州
アフリカ州

大洋州

2，044

　422

　92

　78

（592）

　160

945

　110

　80

　150

3，230

　644

　183

　220

（1，048）

　232

1，433

　128

　101

　288

（資料）前表に同じ

い
て
も
北
米
が
首
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
（
第
六
表
参
照
）
即
ち

輸
入
に
お
け
る
北
米
の
王
座
は
依
然
と
し
て
揺
が
ぬ
一
方
、
輸
出
に
お
い
て

は
北
米
向
輸
出
は
一
九
五
二
年
以
来
、
着
々
と
増
加
し
、
一
九
五
二
年
に
は

二
六
七
百
万
ド
ル
、
五
三
年
に
は
二
九
三
百
万
ド
ル
、
五
四
年
に
は
三
四
八

百
万
ド
ル
と
毎
年
上
昇
し
、
一
九
五
五
年
に
お
い
て
五
三
二
百
万
ド
ル
を
記

録
し
て
、
つ
い
に
東
南
ア
ジ
ア
を
凌
駕
し
て
首
位
に
立
ち
、
ひ
き
つ
づ
き
一

九
五
六
年
に
も
首
位
を
動
か
な
か
っ
た
。
　
（
た
だ
し
、
ア
ジ
ア
州
全
体
と
し

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
目
本
貿
易

6．わが国の対北米及び対東南アジア

　貿易の比較　　　　（百万ドル）

　入

対東南ア
ジア

輸出輸

対北米対東南
アジア

対北米
年次

初
繭
姐
附
加
闘
儂

　473

　945

1，005

1，023

1，102

1，021

1，433

脚
靭
謝
謝
蜥
鰯
脚

210

213

267

293

349

532

651

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

十222

十53％

十488

十52．0／o

十31

十6％

十438

十205％

1951．v56

増加額
1951A”56
増加率

（資料）前表に同じ

て
見
れ
ば
輸
出
額
に
お
い
て
は
ア
ジ
ア
州
は
北
米
州
よ
り
多
か
っ
た
。
）

　
こ
の
期
間
に
お
け
る
対
北
米
輸
出
増
加
率
は
二
〇
五
％
、
輸
入
増
加
率
は

五
二
％
で
あ
っ
て
輸
出
増
加
率
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
輸
入
増

加
率
は
東
南
ア
ジ
ア
と
殆
ど
等
し
か
っ
た
。

二

　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
対
す
る
輸
出
比
率
の
停
滞
の
事
情
は
こ
の
地
域
に
対

す
る
輸
出
商
品
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
に
す
る
こ
ど
が
出
来

る
。

　
い
ま
標
準
国
際
貿
易
分
類
（
ω
富
巳
胃
山
剛
巨
道
話
臼
δ
口
巴
摩
巴
①
9
僧
。
・
。
・
臨
。
雪
一
8
．

（7）



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

ω
肩
。
）
に
よ
つ
て
商
品
を
分
類
し
、
そ
の
各
類
別
の
輸
出
増
加
を
見
る
と
、

こ
の
期
間
に
お
い
て
わ
が
国
の
輸
出
は
機
械
類
が
船
舶
を
主
と
し
て
三
七
四

百
万
ド
ル
増
（
船
舶
を
除
く
と
一
三
一
百
万
ド
ル
増
）
原
料
別
製
品
類
が
合

板
、
ス
フ
織
物
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
を
主
と
し
て
三
四
〇
百
万
ド
ル
増
、
雑
製

品
類
が
衣
類
及
び
玩
具
を
主
と
し
て
二
〇
六
百
万
ド
ル
増
、
食
糧
類
が
魚
介

類
、
魚
介
類
缶
詰
な
ど
を
主
と
し
て
＝
0
百
万
ド
ル
増
、
化
学
薬
品
類
が

化
学
肥
料
を
中
心
と
し
て
七
〇
百
万
ド
ル
増
と
い
ず
れ
も
大
幅
に
伸
長
し
た
。

こ
の
よ
う
に
対
世
界
輸
出
は
著
し
く
増
加
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
品
目
に
お
い

て
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
は
機
械
重
三
八
百
万
ド
ル
増
（
船
舶
以
外
の
機
械
類

に
つ
い
て
見
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
増
加
三
八
百
万
ド
ル
は
対
世
界
輸
出

増
加
一
三
一
百
万
ド
ル
の
約
三
三
％
で
あ
っ
た
。
）
　
雑
製
品
五
百
万
ド
ル
増
、

食
糧
五
百
万
ド
ル
増
、
化
学
薬
品
類
三
百
万
ド
ル
増
と
い
ず
れ
も
そ
の
増
加

は
僅
少
で
あ
り
、
原
料
別
製
品
及
び
原
材
料
に
つ
い
て
は
か
え
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
九
百
万
ド
ル
及
び
＝
二
百
万
ド
ル
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
輸
出
増
加
は
三
〇
百
万
ド
ル
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
比
重

は
一
九
五
一
年
の
三
七
％
よ
り
、
一
九
五
六
年
の
一
＝
％
へ
と
低
下
し
た
の

で
あ
る
。

　
い
ま
商
品
類
別
に
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
が
総
輸
出
に
占
め
る
割
合
を
検
討

す
る
と
一
九
五
一
年
に
お
い
て
は
機
械
類
が
最
も
高
く
、
四
三
％
を
占
め
、

こ
れ
と
並
ん
で
原
料
別
製
品
が
四
二
％
、
少
し
下
っ
て
原
材
料
が
二
一
％
、

化
学
薬
品
類
が
二
〇
％
、
以
下
雑
製
品
一
九
％
、
食
糧
一
六
％
、
鉱
物
性
燃

料
三
一
四
％
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
六
年
に
は
各
類
と
も
に
低
下
し
た
が
、

類
別
に
見
れ
ば
五
一
年
に
首
位
に
あ
っ
た
機
械
類
に
代
っ
て
原
料
別
製
品
が

首
位
に
立
ち
三
〇
％
を
示
し
（
五
山
年
に
は
四
二
％
）
機
械
類
は
一
七
％
に

急
落
し
た
。
つ
づ
い
て
化
学
薬
品
九
％
、
食
糧
九
％
、
鉱
物
性
燃
料
九
％
、

雑
製
品
八
％
、
原
材
料
四
％
と
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。

　
た
だ
し
、
船
舶
以
外
の
機
械
類
に
つ
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
比
重
は

三
七
％
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
比
率
の
低
下
は
そ
の
商
品
類
が
東
南
ア
ジ
ア
地
域
以
外
へ
相
対
的
に

も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

よ
り
多
く
輸
出
さ
れ
た
（
輸
出
減
少
の
場
合
は
他
地
域
へ
の
輸
出
が
よ
り
少

もく
減
少
し
た
）
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
機
械
類
の
有
望
市
場

と
見
ら
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
に
対
し
て
機
械
類
の
輸
出
比
率
が
低
下
し
て
い
る

の
は
機
械
類
輸
出
増
加
の
大
部
分
を
し
め
る
船
舶
の
輸
出
が
一
九
五
六
年
に

は
東
南
ア
ジ
ア
に
対
し
て
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
標
準
国
際
貿
易
分
類
で
は
貿
易
商
品
を
十
種
類
に
分
類
し
、
　
0
飲
料

　
　
（
閃
。
＆
）
、
1
食
糧
及
び
タ
バ
コ
（
⇔
δ
。
＜
。
冨
σ
q
①
ω
9
巳
8
冨
。
8
）
、
2
非
食
用
原
材
料

　
　
（
除
燃
料
）
（
ρ
＆
①
目
⇔
8
匿
一
。
。
り
ぼ
。
岳
匡
ρ
。
蓉
ぞ
昏
貯
・
一
ω
）
、
3
鉱
物
性
燃
料
、

　
　
潤
滑
剤
及
び
関
連
品
（
察
ま
冨
＝
口
。
飼
巨
訂
8
騨
昌
曾
。
・
㍉
①
討
8
山
目
碧
。
同
芭
ω
）
、
4
動

　
　
植
物
性
油
脂
（
ぎ
ぎ
巴
・
。
巳
く
。
㎝
。
冨
げ
♂
。
一
一
。
・
・
。
二
二
。
・
）
、
5
薬
品
（
o
冨
邑
。
薗
一
。
・
）

　
　
6
原
料
別
製
品
（
竃
9
目
ず
9
弓
頭
㎝
8
牙
⊆
島
㎝
田
巴
ξ
亡
国
紳
巴
巴
）
、
7
機
械
及

　
　
び
運
搬
用
具
（
竃
9
。
。
ま
ロ
。
q
輩
。
匡
貫
碧
娼
自
酔
①
ρ
巳
唱
ヨ
。
具
）
、
8
雑
製
品
（
霞
。
、
。
①
7

’（　8）



一
き
8
扇
ヨ
p
。
目
貯
9
弩
巴
四
型
酔
罵
①
ω
）
及
び
9
特
殊
取
扱
品
（
別
掲
を
除
く
）
（
霞
ω
8
－

貯
昌
8
岳
＃
き
器
a
o
塁
騨
巳
8
筥
ヨ
。
象
晋
。
。
リ
ロ
・
o
・
。
D
●
）
と
な
っ
て
い
る
。

7．日本の輸出総額と対東南アジア輸出額の商品類別比較

輸出総額
（対世界）

・東南アジア　増　減　額
輸出額（1951～1956）

本
稿
で
は
2
は
原
材
料
、
3
は
鉱
物
性
燃
料
、

と
そ
れ
ぐ
略
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
）
南
ア
。
東
ジ
一
対
ア
D
　
（

凶
誘
㈱
』
噌
。
ω
飽
田
唖
然
ゼ
㈱
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
（
　
　
（

`
　
一
旦
B
（

㎜
脚
翻
湿
㈹
輯
醐
調
端
⑥
囎
甥
欄
㈱
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

6
）
9
5
D
－
（駅
①
紛
。
3
①
－
。
⑥
m
ω
認
器
認
諾
②
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

－
）
9
5
C
－
（禦
②
①
。
ぷ
。
。
ゆ
7
［
器
留
謬
説
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

6
）
9
5
B
－
（

饗
糊
3
講
u
嵩
調
端
階
調
謂
岡
。

－
）
9
5
A
－
（

君
恩
2
謬
－
B
傷
鎚
劉
勉
吸
器
。

類
品
商

計
糧
蜘
麗
却
騨
類
淘
類
鷲
物
鋤
蕪
潮
音
融
融
掘
　
　
介
類
タ
料
　
　
性
脂
　
　
品
　
　
別
織
　
　
　
び
鉄
製
　
　
　
取
　
　
　
介
料
厚
物
　
　
学
料
　
．
諏
　
　
殊
食
漁
欝
原
性
鉱
油
膏
薬
佛
原
㈱
黙
欝
雑
肉
翫
特
総
α
　
　
　
L
a
　
　
a
生
　
　
義
　
　
6
　
　
　
　
　
τ
　
　
8
，
　
　
　
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

4
は
油
脂
類
、
マ
は
機
械
類

（資料）　日本外国貿易年表及び通商白書。

な　万　は　し　で
底f　　ド　砦　　■一　・k、

8．商品類別：東南アジア市場へ

　の輸出比重（％）

1956類 1951品商

21

X
0
4
8
0
9
3
0
1
7
8
0

37

P6

O
2
1
1
4
0
2
0
4
2
4
3
1
9
0

額
糧
コ
糊
料
類
三
品
類
品
品

　
　
バ
燃
燃
　
　
製
　
　
扱

　
　
タ
縣
羽
州
品
別
械
肥
取

　
　
尋
物
　
料
　
殊

　
食
飲
原
鉱
泊
三
原
機
雑
特

恩
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

（資料）通商白書　日本外国貿易年

　　　表より算出

　
い
ま
一
九
五
一
年
よ
り
五
六
年
の
問
の
輸
出
伸
長
率
が
平
均
増
加
率
よ
り

も
高
か
っ
た
品
目
の
う
ち
で
東
南
ア
ジ
ア
市
場
．
と
関
係
の
深
い
商
品
は
セ
メ

ン
ト
（
四
五
％
）
、
繊
維
機
械
類
（
三
五
％
）
、
ス
フ
織
物
（
二
二
％
）
だ
け

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

で
あ
る
。
特
に
金
額
で
見
て
二
億
五
千
万
ド
ル
余
も
増
加

し
た
鋼
鉄
船
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
一
九
五
六
年
に

は
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
は
（
一
九
五
一
年
に
は
二
∴
二
百

万
ド
ル
）
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
比
率
を
低
く
し
た
大
き

な
原
因
で
あ
る
。
反
対
に
人
絹
織
物
や
綿
糸
、
綿
織
物
、

人
絹
糸
な
ど
輸
出
伸
長
率
の
低
い
商
品
及
び
輸
出
の
減
少

し
た
商
品
に
つ
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
関
係
深
い
も

の
が
多
い
。
　
（
第
九
表
参
照
）
こ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
の
伸
長
率
の

低
か
っ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。

　
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
重
要
輸
出
品
（
一
九
五
六
年
に
お
い
て
輸
出
金
額

（9）



東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

9．商品別輸出伸長率の比較（％）

伸　長　率一
（1951一“1956）
c東南アジア依存度
　　　（1956）

目ロ
ロロ

0
2
5
2
2
1
4
5
1
0
3
4
5
3
5
　
　
　
5
3
1
9
1
6
4
4
4
　
一
3
6
3
　
　
8
4
1
6
2
5
3

醐
鷺
難
題
西
府
　
・
，
弱
箋
歪
9
1
5
脇
・
。
妬
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
　
　
　
十
十
十
十
十
十
十
十
　
　
　
［
　
一
　
一
　
一

増
　
　
舶
料
ラ
　
物
板
目
バ
類
類
材
　
ト
　
械
増
【
　
糸
　
ン
　
器
物
物
属
目
鯛
糸
　
　
　
　
　
物
画
譜
軌
目
罪
職
　
油
締
響
シ
蕊
轟
　
嗣
織
絹
加
品
船
化
カ
ス
合
玩
衣
魚
木
セ
繊
加
品
ス
ミ
野
砲
土
野
鉄
生
た
茶
綿
綿
入
増
た
　
．
　
●
　
・
　
●
　
・
　
．
　
巳
　
・
　
。
　
．
　
．
増
た
　
・
　
●
　
．
　
・
　
．
　
・
　
●
　
．
し
　
’
　
・
　
●
　
●
均
し
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
均
し
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
少
2
0
2
1
2
2
2
3
平
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減

■

願
9
5
の
一
と

31

T9

Q5

@
［
十
十
十
十
　
一
　
十
十
十
　
［
十
十
　
一
　
　
　
　
一
　
一

鱒

枷
皿
8
。
組
四
π
遁
聡
n
9
8
8
8
7
6
5
5
5

以
上
の
も
の
）
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
　
　
　
輸
翁
時
よ
り
減
少
・
た
も
の
繍
織
吻
藁
・
陶
馨
隷
機
　
礁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
（
ど
で
あ
っ
て
、
他
の
品
目
は
増
加
し
て
い
る
。
へ
第
一
〇
表
参
照
）
　
　
　
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
ル
い
て
も
一
九
五
一
－
五
六
年
間
の
伸
長
状
況
を
商
・
叩
類
別
覧
　
　
森
一
表
参
照
）
輸
入
総
額
に
お
い
て
原
材
料
類
が
鉄
鉱
石
、
鉄
く
　
　
　
”
栢
ど
を
中
心
と
し
て
四
丸
七
募
・
ル
増
加
・
鉱
物
性
燃
料
が
原
　
繭
臨
一
五
三
百
万
ド
ル
増
加
、
化
学
業
品
類
が
一
二
六
百
万
ド
ル
増
　
　
　
n

目
品

計
物
鋼
物
物
ト
糸
輌
ブ
紙
器
品
ソ
品
類
品
糸
糸
織
織
織
・
∴
磁
部
シ
蕊
フ
絹
　
　
　
絹
・
メ
導
．
輔
機
藪
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
織
　
　
奪
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
戸
綿
鉄
人
ス
セ
綿
鉄
ゴ
紙
陶
土
ミ
紡
子
日
ス
入

加
、
原
料
別
製
品
が
一
一
〇
百
万
ド
ル
、
機
械
類
が
一
〇
四
百
万
ド
ル
と
そ

（
註
）
　
一
九
五
六
年
に
お
い
て
輸
出
額
五
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
も
の

（IO）



輸
入
総
額
に
お
け
る
各
商
品
類
別
の
東
南
ア
ジ
ア
の
比
重
の
こ
の
期
間
に

お
け
る
推
移
を
計
算
す
れ
ば
、
一
九
五
一
年
に
お
い
て
は
原
材
料
二
六
％
、

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

原
料
別
製
品
一
九
％
、
鉱
物
性
燃
料
一
五
％
、
食
糧
一
．
五
％
、
飲
料
及
び
タ

バ
コ
九
％
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
五
六
年
に
は
原
材
料
は
二
七
％
、
鉱
物

11・日本の輸入総額と対東南アデア輸入額の商

　品類別増減の比較　（百万ドル）

商品類

総　　 計

0．食　　糧

　（小　 麦）

　（　米　）

　（砂　 糖）

1．飲料・タバコ

2．原材料（除燃料）

（繰　 綿）

（原羊毛）

（鉄鉱石）

（混くず）

（生ゴム）

3．鉱物性燃料

（原　 油）

（粘結炭）

（重　 油）

4・油脂類
5．薬品類
6・原料別製品

7・機械及運搬用具

8．雑製1 i
9・特殊取扱品

輸入総額　対東南アジ
（対世界）　ア輸入額

1951

（A）

1956

（B）

1951

（C）

1956

（D）

増減額
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アジア
（D－C）
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（資料）　日本外国貿易年表及び通商白書

れ
そ
れ
増
加
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
の
増
加
は
鉄
鉱
石
を
中
心
と
す
る
原
材
料
に
お
．
い
て
一

四
七
百
万
下
ル
、
源
油
を
中
心
と
す
る
鉱
物
性
燃
料
に
お
い
て
四
六
百
万
ド

ル
、
錫
塊
を
中
心
と
す
る
原
料
別
製
品
に
お
い
て
一
二
百
万
ド
ル
、
食
糧
に

（11）

お
い
て
は
主
食
で
あ
る
米
の
輸
入
が
減
少
し
た
が
、
砂
糖
、
と
う
も
ろ
こ
し

な
ど
の
輸
入
増
加
に
よ
っ
て
一
一
百
万
ド
ル
の
増
加
を
示
し
た
の
で
合
計
二

二
二
百
万
ド
ル
の
増
加
と
な
り
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
入
源
と
し
て
の
比
重
は
殆

ど
変
ら
な
か
っ
た
。



　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

性
燃
料
は
一
七
％
と
そ
れ
ぞ
れ
畿
分
上
昇
し
た
が
食
糧
は
一
五
％
で
変
ら
ず
、

原
料
別
製
品
は
一
三
％
へ
低
落
し
た
。
飲
料
及
び
タ
バ
コ
も
四
％
へ
下
落
し

た
。
特
に
増
加
し
た
の
は
油
脂
類
で
あ
っ
て
一
九
五
一
年
に
は
微
小
で
あ
っ

た
が
、
五
六
年
に
は
一
九
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
　
（
第
十
二
表
参
照
）
こ
れ

は
パ
ー
ム
油
の
輸
入
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

12・商品類別東南アジアよりの

　　輸入比重（％）

1956
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食

商
総
α
1．飲料・タバコ

2・原　材　料

3・鉱物性燃料

肉
類
品
類
品
品

　
　
　
製
　
　
　
　
扱

脂
品
別
械
製
取

　
　
　
料
　
　
　
　
殊

油
三
原
三
三
特

生
　
翫
　
　
6
　
　
τ
　
　
a
　
9

（註）…は微少を示すQ

13．東南アジアよりの重
　　要輸入品（百万ドル）

1951年と
の比較

鞘
藁
鵡
憐
暗
岩
担
。
。
鴛
頓
ゴ
。

額
．
4
9
4
9
7
2
2
6
8
6
4
4
1
9
9
8
8
7
7
7
5

金
．
6
4
1
0
7
6
6
5
4
2
1
1
1
1
1

目口
「旧

計
石
ム
材
綿
　
油
ず
油
塊
糖
ず
石
麻
鉱
し
炭
　
ト
ラ
ト

鉱
ゴ
攣
－
棚
鉱
認
置
プ
剃

総
覧
生
木
繰
　
原
鉄
起
臥
砂
綿
銅
マ
マ
と
無
　
ジ
コ
ボ

（註）1956年において輸入額
500万ドノレ以上のもの

　
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
重
要
輸
入
品
を
あ
げ
る
と
第
十
三
表
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
五
一
年
よ
り
輸
入
額
の
減
少
し
た
品
目
は
生
ゴ
ム
、
繰
綿
、
米
、
ジ
ュ

ー
ト
、
コ
ブ
ラ
な
ど
で
あ
っ
て
、
他
の
品
目
は
増
加
し
た
。

三

　
次
に
わ
れ
わ
れ
は
東
南
プ
ジ
ア
各
国
別
の
輸
出
入
の
増
減
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
Q

　
ま
ず
輸
出
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
一
九
五
一
一
五
六
年
間
に
東
南
ア
ジ
ア
へ

の
輸
出
増
加
は
三
二
百
万
ド
ル
、
増
加
率
は
六
％
で
あ
る
が
、
個
々
の
国
々

に
つ
い
て
は
増
加
し
た
国
も
あ
れ
ば
減
少
し
た
国
も
あ
る
。
大
き
く
増
加
し

た
国
と
し
て
は
イ
ン
ド
及
び
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
が
あ
り
、
減
少
し
た
国
と
し

て
は
パ
キ
ス
タ
ン
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
が
あ
る
。

　
増
加
し
た
国
の
増
加
分
の
合
計
は
一
八
五
百
万
ド
ル
、
増
加
率
は
平
均
七

四
％
に
達
す
る
け
れ
ど
も
、
減
少
し
た
国
の
減
少
額
合
計
が
一
五
三
百
万
ド

ル
（
減
少
率
・
六
二
，
％
）
に
及
び
、
そ
の
結
果
全
体
と
し
て
増
加
額
ゴ
一
二
百
万

ド
ル
、
増
加
率
六
％
と
な
っ
た
。
（
第
十
四
表
参
照
）

　
次
に
各
国
別
に
そ
の
輸
出
額
の
推
移
を
略
述
し
よ
う
。

　
　
（
1
）
パ
キ
ス
タ
ン

　
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
わ
が
国
の
輸
出
品
は
綿
織
物
を
中
心
と
し
て
、
繊
維
機

械
、
鉄
鋼
な
ど
で
あ
る
が
、
綿
織
物
は
同
国
の
綿
業
の
発
達
に
よ
っ
て
供
給

（12）



14・東南アジア諸国への輸出額の推移

　　　　　　　　　　　　　（百万ドル）

1951～56年
増減率（％）

十103

十560

十50

十100

十35

十39

十10

十35

十290

十400

翻工学顕名国

担
櫛
砂
郡
櫛
此
中
遇
、
緬
郷

鵬
邸
5
6
％
a
α
碓
垢
，
m

イ　ン　ド
イソドシナ諸国

イフリピン’

ビ　 ノレ　 ・マ

タ　　　イ

セノfPン
シンノガポ’ノレ

十74十185435

マ　　ラ　　ヤ

アフガニスタン

英領ボルネオ

小 計

一85

－41

－50

－62

蝿
4

18

V6

P

一15395

パキスタy
イyドネシや

葡領アジア

小 計

十6十32530計合

（資料）通商白書

　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

力
が
増
加
し
た
こ
と
や
同
国
の
消
費
財
輸
入
抑
制
政
策
に
よ
っ
て
、
ま
た
繊
・

維
機
械
は
同
国
の
綿
業
拡
充
計
画
が
進
捗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
需

要
が
減
退
し
た
。
（
註
～
一
九
五
六
年
に
は
紡
機
一
八
○
万
客
、
織
機
二
万
七
千
台

目
達
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
y
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
以
来
紡
糸
能
力
は
一
〇
倍
、

織
布
能
力
は
五
倍
に
な
っ
た
。
）

　
ま
た
鉄
鋼
に
つ
い
て
は
綿
織
物
に
対
す
る
よ
う
な
輸
入
抑
制
措
置
は
な
い

け
れ
ど
も
、
同
国
の
市
場
に
お
け
る
国
際
競
争
が
激
し
い
た
め
に
国
際
競
争

力
に
お
い
て
劣
る
日
本
の
鉄
鋼
の
輸
出
が
伸
び
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
な
お
、
一
九
五
六
年
の
特
殊
事
情
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
は
洪
水
、
虫
害
な

ど
に
よ
っ
て
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、
食
糧
の
輸
入
の
た
め
に
他
の
商
品
の
輸
入

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

を
強
く
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
輸
出
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
五

六
百
万
ド
ル
（
う
ち
綿
織
物
四
〇
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
の
数
字
は
綿
織

物
）
五
一
年
＝
七
百
万
ド
ル
（
六
三
百
万
ド
ル
）
五
二
年
二
八
百
万
ド

ル
（
三
四
百
万
ド
ル
）
五
三
年
一
五
百
万
ド
ル
（
O
・
一
百
万
ド
ル
）
五
四

年
五
六
百
万
ド
ル
（
一
七
百
万
ド
ル
）
五
五
年
四
四
百
万
ド
ル
（
六
百
万
ド

ル
）
五
六
年
一
八
百
万
ド
ル
（
二
百
万
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
変
動

の
は
げ
し
い
の
が
一
つ
の
特
色
で
あ
っ
て
、
極
め
て
不
安
定
な
市
場
で
あ
る
。

　
　
（
2
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
に
対
．
す
る
輸
出
は
綿
織
物
を
中
心
と
し
、
人
絹
織
物
、
セ

メ
ン
ト
、
陶
磁
器
、
鉄
鋼
な
ど
で
あ
る
が
、
累
積
債
権
が
巨
額
に
上
っ
た
の

で
一
九
五
四
年
七
月
以
降
、
輸
出
調
整
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
か
ら
、
　
一
九
五

五
年
以
来
、
輸
出
は
減
少
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
に
対
す
る
輸
出
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
四
六
百
万

ド
ル
（
う
ち
綿
織
物
三
五
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
は
綿
織
物
）
五
一
年
】

二
八
百
万
ド
ル
（
六
九
百
万
ド
ル
）
五
二
年
六
〇
百
万
ド
ル
（
二
七
百
万
ド

ル
）
五
三
年
一
〇
五
百
万
ド
ル
（
五
八
百
万
ド
ル
）
五
四
年
一
二
〇
百
万
ド

ル
（
五
四
百
万
ド
ル
）
を
示
し
た
が
、
輸
出
調
整
措
置
に
よ
っ
て
、
五
六
年

に
は
六
五
百
万
ド
ル
（
二
〇
百
万
ド
ル
）
五
六
年
に
は
七
六
百
万
ド
ル
（
二

五
百
万
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

（13）



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
目
本
貿
易

　
　
（
3
）
　
イ
　
　
ン
　
　
ド

　
イ
ン
ド
は
一
九
五
六
年
に
お
い
て
わ
が
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
の
約
二

割
を
占
め
る
重
要
市
場
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
輸
出
は
鉄
鋼
、
鉄
道

車
輌
、
繊
維
…
機
械
な
ど
が
主
で
あ
る
。
第
一
次
五
力
年
計
画
を
終
え
て
、
さ

ら
に
第
二
次
五
力
年
計
画
の
実
行
に
着
手
し
た
イ
ン
ド
は
今
後
ま
す
ま
す
資

本
財
の
需
要
を
増
加
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
国
際
競
争
が
激
し
い
こ
と

も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
イ
ン
ド
に
対
す
る
輸
出
は
一
九
五
〇
年
二
〇
百
万
ド
ル
、
五
一
年
五
一
百

万
ド
ル
、
五
二
年
三
七
百
万
ド
ル
、
五
三
年
二
七
百
万
ド
ル
、
五
四
年
四
四

百
万
ド
ル
、
五
五
年
八
四
百
万
ド
ル
、
五
六
年
一
〇
五
百
万
ド
ル
を
示
し
、

五
三
年
以
来
そ
の
金
額
は
年
々
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

　
　
（
4
）
　
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国

　
ヅ
ェ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ャ
、
ラ
オ
ス
な
ど
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
に
対
す
る

輸
出
は
こ
れ
ら
諸
国
が
一
九
五
四
年
十
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り
経
済
的
主
権

を
獲
得
し
て
以
来
、
急
激
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
米
国
の
I
C
A
援
助
が
与

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
I
C
A
援
助
は
五
四
年
に
一
〇
四
百
万
ド
ル
、
五

五
年
に
四
二
九
百
万
ド
ル
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
約
三
〇
％
が
対
日
輸
入

に
あ
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
主
要
な
る
輸
出
品
は
綿
織
物
、
人
絹
織
物
、
ス
フ
織
物
、
綿
糸
、
セ
メ

ン
ト
な
ど
で
あ
る
。

　
輸
出
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
二
百
万
ド
ル
、
五
一
年
一
〇
百
万

ド
ル
、
五
二
年
九
百
万
ド
ル
、
五
三
年
八
百
万
ド
ル
、
五
四
年
＝
二
百
万
ド

ル
、
五
五
年
三
七
百
万
ド
ル
、
五
六
年
六
四
百
万
ド
ル
と
五
五
年
以
来
の
上

昇
が
著
し
い
。

　
こ
の
こ
と
は
こ
の
地
の
潜
在
需
要
が
大
で
あ
り
、
購
買
力
が
与
え
ら
れ
れ

ば
わ
が
国
よ
り
の
輸
出
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

　
　
（
5
）
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
輸
出
は
鉄
鋼
、
ス
フ
織
物
、
綿
織
物
、
セ
メ
ン
ト

を
主
と
し
て
い
る
。

　
輸
出
額
は
一
九
五
〇
年
一
八
百
万
ド
ル
（
う
ち
鉄
鋼
四
百
万
ド
ル
、
以
下
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

括
弧
内
の
数
字
は
鉄
鋼
輸
出
額
）
五
一
年
三
七
百
万
ド
ル
（
一
七
百
万
ド
　
（

ル
）
五
二
年
一
九
百
万
ド
ル
（
一
〇
百
万
ド
ル
）
五
三
年
二
八
百
万
ド
ル

（
二
二
百
万
ド
ル
）
五
四
年
三
一
百
万
ド
ル
（
九
百
万
ド
ル
）
五
五
年
五
一

百
万
ド
ル
（
一
四
百
万
ド
ル
）
五
六
年
五
五
百
万
ド
ル
（
一
〇
百
万
ド
ル
）
、

と
五
二
年
に
は
減
少
し
た
が
、
そ
れ
以
来
は
順
調
な
増
加
を
つ
づ
け
て
い
る
。

　
　
（
6
）
　
ビ
　
　
ル
　
　
マ

　
ビ
ル
マ
に
対
す
る
輸
出
は
綿
糸
、
綿
織
物
を
主
と
し
て
い
る
。

　
輸
出
額
は
一
九
五
〇
年
一
六
百
万
ド
ル
（
う
ち
綿
織
物
八
百
万
ド
ル
、
以

下
括
弧
内
の
数
字
は
綿
織
物
の
輸
出
額
）
五
一
年
一
八
百
万
ド
ル
（
二
百
万
．

ド
ル
）
五
二
年
二
一
百
万
ド
ル
（
二
百
万
ド
ル
）
五
三
年
三
三
百
万
ド
ル



（
八
百
万
ド
ル
）
五
四
年
四
六
百
万
ド
ル
（
＝
二
百
万
ド
ル
）
五
五
年
三
八

百
万
ド
ル
（
八
百
万
ド
ル
）
五
六
年
三
六
百
万
ド
ル
（
九
百
万
ド
ル
）
と
な

っ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
よ
り
五
四
年
ま
で
は
年
々
増
加
を
つ
づ
け
て
来
た

が
、
五
五
年
、
五
六
年
差
少
し
ず
つ
低
下
傾
向
に
あ
る
。

　
　
（
7
）
　
タ
　
　
　
　
　
イ

　
タ
イ
へ
の
輸
出
品
は
綿
織
物
、
鉄
鋼
、
鉄
道
車
輌
が
主
で
あ
る
。

　
輸
出
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
四
三
百
万
ド
ル
（
う
ち
綿
織
物
一

七
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
は
綿
織
物
の
輸
出
額
）
五
一
年
四
五
百
万
ド
ル

（
一
三
百
万
ド
ル
）
五
二
年
三
六
百
万
ド
ル
（
九
百
万
ド
ル
）
五
三
年
五
三

百
万
ド
ル
（
一
七
百
万
ド
ル
）
五
四
年
六
五
百
万
ド
ル
（
二
一
百
万
ド
ル
）

五
五
年
六
三
百
万
ド
ル
（
一
八
百
万
ド
ル
）
五
六
年
六
一
百
万
ド
ル
（
一
七

百
万
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
ビ
ル
マ
の
場
合
と
同
じ
く
、
一
九
五
四
年
以
来
タ
イ
向
け
の
輸
出
額
は
漸

減
傾
向
に
あ
る
。

　
　
（
8
）
　
セ
　
イ
　
ロ
　
ン

　
セ
イ
ロ
ン
に
対
す
る
輸
出
は
綿
織
物
及
び
人
絹
織
物
、
ス
フ
織
物
な
ど
織

物
類
を
主
と
し
て
い
る
。

　
輸
出
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
七
百
万
ド
ル
（
う
ち
綿
織
物
三
百

万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
の
数
字
は
綿
織
物
の
輸
出
額
）
五
一
年
一
七
百
万
ド

ル
（
四
百
万
ド
ル
）
五
二
年
一
七
百
万
ド
ル
（
四
百
万
ド
ル
）
五
三
年
一
四

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
目
本
貿
旦
別

百
万
ド
ル
（
四
百
万
ド
ル
）
五
四
年
一
七
百
万
ド
ル
（
五
百
万
ド
ル
）
五
五

年
二
〇
百
万
ド
ル
（
七
百
万
ド
ル
）
五
六
年
二
四
百
万
ド
ル
（
一
一
百
万
ド

ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
輸
出
額
は
五
三
年
に
低
落
し
た
が
、
そ
れ
以
来
は
年
々
増
加
を
つ
づ
け
て

い
る
。

　
　
（
9
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
対
す
る
輸
出
は
綿
織
物
、
人
絹
織
物
、
ス
フ
織
物
、
鉄

鋼
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
を
主
と
し
て
い
る
。

　
輸
出
額
は
一
九
五
〇
年
に
一
四
百
万
ド
ル
（
う
ち
綿
織
物
四
百
万
ド
ル
、

以
下
括
弧
内
は
綿
織
物
）

　
五
一
年
に
五
七
百
万
ド
ル
、
五
二
年
目
五
一
百
万
ド
ル
、
五
三
年
に
は
三

二
百
万
ド
ル
（
七
百
万
ド
ル
）
五
四
年
に
は
三
八
百
万
ド
ル
（
一
〇
百
万
ド

ル
）
五
五
年
に
は
五
九
百
万
ド
ル
（
一
四
百
万
ド
ル
）
五
六
年
に
は
六
二
百

万
ド
ル
（
一
六
百
万
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。
他
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
諸
国
と

同
様
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
輸
入
制
限
が
強
化
さ
れ
た
一
九
五
三
年
に
は

前
年
に
比
べ
て
減
少
が
著
し
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
制
限
緩
和
に
従
っ
て
順

調
に
増
加
を
つ
つ
け
て
い
る
。

　
　
（
1
0
）
マ
ラ
ヤ
連
邦

　
マ
ラ
ヤ
遠
隔
に
対
す
る
輸
出
品
は
鉄
鋼
、
綿
織
物
、
人
絹
織
物
な
ど
が
主

と
な
っ
て
い
る
。
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東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
け
易

　
輸
出
額
は
一
九
五
〇
年
四
百
万
ド
ル
（
う
ち
鉄
鋼
0
・
三
百
万
ド
ル
、
以

下
括
弧
内
の
数
字
は
鉄
鋼
輸
出
額
）
五
一
年
一
二
百
万
ド
ル
（
三
百
万
ド

ル
）
五
二
年
一
二
百
万
ド
ル
（
四
百
万
ド
ル
）
五
三
年
七
百
万
ド
ル
（
二
百

万
ド
ル
）
五
四
年
頭
百
万
ド
ル
（
二
百
万
ド
ル
）
五
五
年
一
三
百
万
ボ
ル

（
三
百
万
ド
ル
）
五
六
年
一
六
百
万
ド
ル
（
三
百
万
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
同
様
に
五
三
年
に
輸
出
額
は
低
下
し
た
が
、
五

四
年
以
来
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　
一
九
五
一
～
五
六
年
の
対
東
南
ア
ジ
ア
輸
入
の
推
移
を
各
国
別
に
見
れ
ば

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
　
マ
ラ
ヤ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英

領
ボ
ル
ネ
オ
、
一
領
ア
ジ
ア
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
い
ず
れ
も
輸
加

し
、
増
加
国
の
増
加
額
を
見
れ
ば
二
九
〇
百
万
ド
ル
、
増
加
面
一
〇
七
％
に

も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
反
面
に
お
い
て
パ
キ
ス
タ
ン
、
及
び
タ
イ
よ
り
の

輸
入
の
減
少
が
合
計
六
八
百
万
ド
ル
（
減
少
率
四
四
％
）
に
達
し
た
の
で
東

南
ア
ジ
ア
全
体
と
し
て
は
こ
の
期
間
の
輸
入
は
二
二
二
百
万
ド
ル
の
増
加
、

（
増
加
率
五
三
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
（
第
＋
五
表
参
照
）

　
次
に
各
国
別
に
そ
の
輸
入
額
の
推
移
を
略
正
し
よ
う
。

　
　
（
1
）
パ
キ
ス
タ
ン

　
パ
キ
ス
タ
ン
よ
り
の
輸
入
は
綿
花
を
主
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
で
ジ
ュ
ー
ト

で
あ
る
。

15・東南アジア各国よりの輸入額の

　　推移　　　　　　　　　（百万ドル）

1951～56年
の増減率％

十134

十98

十84

十66

十640

十240

十310

十38

十353

十110

十33

十107

i1951～56年
の増減額
67

T1

T0

R7

Q6

Q2

P4

P2

P1

Q
㎝

十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

十290

1956年の
輸入額
117

103

108

91

30

31

18

42

14

　　3

　　0A

558

名国

フイ　リピン
イ　　ン　　ド

・マ　　ラ　　ヤ

インドネシヤ
シyガポーノレ
英領ボルネオ

葡領アジア
ビ　　ノレ　　・マ

イyドシナ諸国
セ　イ　P　》／

アフガニスJt　y

50

R1
一
　
一

52

P6
一
　
一

51

R5

一44

十53

一68

十222

86

644

小 計

パキスタンノ

タ　　　イ
小 計

計合

（資料）前表に同じ

（註）旧領アジアよりの輸入は殆どが葡領イ

　　　ンドよりの鉄鉱石の輸入である。

　
輸
入
額
の
推
移
を
見
る
と
一
九
五
〇
年
三
九
百
万
ド
ル
（
う
ち
綿
花
三
〇

百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
は
綿
花
輸
入
額
）
五
一
年
一
〇
二
百
万
ド
ル
（
九

〇
百
万
ド
ル
）
五
二
年
八
二
百
万
ド
ル
（
七
四
百
万
ド
ル
）
五
三
年
一
〇
八

百
万
ド
ル
（
八
八
百
万
ド
ル
）
五
四
年
に
は
急
減
し
て
三
六
百
万
ド
ル
（
二

五
百
万
ド
ル
）
五
五
年
に
は
四
七
百
万
ド
ル
（
三
八
百
万
ド
ル
）
五
六
年
五

一
百
万
ド
ル
（
四
一
百
万
ド
ル
）
を
示
し
て
い
る
。

　
輸
入
額
の
う
ち
大
部
分
が
綿
花
で
あ
り
、
輸
入
額
の
変
動
の
は
げ
し
い
の

も
特
色
で
あ
る
。

　
　
（
2
）
　
タ
　
　
　
　
　
イ

（16）



　
タ
イ
よ
り
の
輸
入
は
米
が
主
で
あ
る
。
輸
入
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五

〇
年
四
四
百
万
ド
ル
（
そ
の
う
ち
米
四
〇
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
は
米
の

輸
入
額
）
、
五
一
年
五
一
百
万
ド
ル
（
四
三
百
万
ド
ル
）
、
五
二
年
六
二
百
万
ド

ル
（
五
五
百
万
ド
ル
）
、
五
三
年
八
四
百
万
ド
ル
（
七
五
百
万
ド
ル
）
、
五
四
年

六
九
百
万
ド
ル
（
五
九
百
万
ド
ル
）
、
五
五
年
六
三
百
万
ド
ル
（
五
〇
百
万
ド

ル
）
、
五
六
年
三
五
百
万
ド
ル
×
一
八
百
万
ド
ル
）
と
な
っ
て
居
り
、
輸
入
額

の
動
き
は
米
の
輸
入
額
の
変
動
に
呼
応
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
農
業
技
術
の

改
善
に
よ
っ
て
米
の
自
給
度
が
向
上
し
、
ま
た
消
費
者
の
需
要
が
変
化
す
れ

ば
、
タ
イ
よ
り
の
米
の
輸
入
は
減
少
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
が
ま
た
わ
が
国

よ
り
の
輸
出
に
も
反
作
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
3
）
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
の
輸
入
は
木
材
、
鉄
鉱
石
、
砂
糖
、
麻
類
な
ど
が
主
で

あ
る
。

　
輸
入
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
二
三
百
万
ド
ル
、
五
一
年
老
〇
百

万
下
ル
、
五
二
年
五
一
百
万
ド
ル
、
五
三
年
六
三
百
万
ド
ル
、
五
四
年
六
七

百
万
ド
ル
、
五
五
年
八
九
百
万
ド
ル
、
五
六
年
一
一
七
百
万
ド
ル
と
年
々
上

昇
し
て
、
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
の
輸
入
額
の
六
分
の
一
を
占
め
る
重

要
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
4
）
　
イ
　
　
ン
　
　
ド

　
イ
ン
ド
よ
り
の
輸
入
は
鉄
鉱
石
、
綿
花
、
綿
紡
く
ず
、
鉄
く
ず
、
マ
ン
ガ

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
日
勿

ン
鉱
な
ど
を
主
と
し
て
い
る
。

　
一
九
五
〇
年
以
来
の
輸
入
額
の
推
移
は
一
九
五
〇
年
一
八
百
万
ド
ル
、
五

一
年
五
二
百
万
ド
ル
、
五
二
年
七
三
百
万
ド
ル
、
五
三
年
七
五
百
万
ド
ル
、

五
四
年
五
二
百
万
ド
ル
、
五
五
年
七
七
百
万
ド
ル
、
五
六
年
一
〇
三
百
万
ド

ル
で
あ
り
、
五
四
年
の
減
少
を
除
け
ば
順
調
に
増
加
を
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
は
そ
の
包
蔵
す
る
豊
富
な
鉄
鉱
、
石
炭
、
そ
の
他
の
資
源
よ
り
見

て
今
後
日
本
の
産
業
高
度
化
に
必
要
な
資
源
の
重
要
な
供
給
者
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
（
5
）
マ
ラ
ヤ
連
邦

　
マ
ラ
ヤ
連
邦
よ
り
の
輸
入
は
生
ゴ
ム
、
鉄
鉱
石
、
錫
塊
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト

な
ど
で
あ
る
。

　
輸
入
額
は
一
九
五
〇
年
三
九
百
万
ド
ル
（
う
ち
生
ゴ
ム
三
一
百
万
ド
ル
、

以
下
括
弧
内
は
生
ゴ
ム
の
輸
入
額
）
五
一
年
に
は
五
九
百
万
ド
ル
（
三
九
百

万
ド
ル
）
、
五
一
一
年
に
は
五
四
百
万
’
ド
ル
（
一
一
二
百
万
ド
ル
）
、
五
三
年
に
は
五

〇
百
万
ド
ル
（
二
四
百
万
ド
ル
）
、
五
四
年
に
は
五
六
百
万
ド
ル
（
三
〇
百
万

ド
ル
）
、
と
五
一
年
以
来
五
千
万
ド
ル
台
を
上
下
し
て
い
た
が
、
五
五
年
目
は

九
二
百
万
ド
ル
（
五
三
百
万
ド
ル
）
と
急
増
し
、
五
六
年
に
も
ひ
き
つ
づ
い

て
増
加
し
、
一
億
ド
ル
を
突
破
し
、
一
〇
八
百
万
ド
ル
（
四
五
百
万
ド
ル
）

に
達
し
た
。

　
　
（
6
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
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東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
且
別

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
よ
り
の
輸
入
品
は
生
ゴ
ム
、
原
油
、
砂
糖
、
コ
ブ
ラ
、
パ

ー
ム
油
、
油
椰
子
の
核
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
な
ど
で
あ
る
。

　
輸
入
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
に
一
三
百
万
ド
ル
（
う
ち
生
ゴ
ム

九
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
は
生
ゴ
ム
の
輸
入
額
）
五
一
年
は
五
四
百
万
ド

ル
（
三
七
百
万
ド
ル
）
、
五
二
年
に
は
二
七
百
万
ド
ル
（
一
五
百
万
ド
ル
）
と

半
減
し
た
。
五
三
年
に
は
四
九
百
万
ド
ル
（
二
一
百
万
ド
ル
）
、
五
四
年
六
〇

百
万
ド
ル
（
七
百
万
ド
ル
）
、
輸
出
調
整
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
九
五
五
年
に

は
八
一
百
万
ド
ル
（
＝
二
百
万
ド
ル
）
と
増
加
し
、
五
六
年
目
は
さ
ら
に
九

一
百
万
ド
ル
に
（
二
七
百
万
ド
ル
）
増
加
し
た
。

　
　
（
7
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
の
輸
入
品
は
重
油
、
鉄
鋼
く
ず
、
錫
塊
、
生
ゴ
ム
な

ど
で
あ
る
。

　
輸
入
額
は
一
九
五
〇
年
○
・
三
百
万
ド
ル
、
五
一
年
四
百
万
ド
ル
（
う
ち

重
油
0
・
九
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
は
重
油
の
輸
入
額
）
、
五
二
年
七
百
万

ド
ル
（
0
・
八
百
万
ド
ル
）
、
五
三
年
＝
二
百
万
ド
ル
（
五
百
万
ド
ル
）
、
五
四

年
七
百
万
ド
ル
（
二
百
万
ド
ル
）
、
五
五
年
一
六
百
万
ド
ル
（
七
百
万
ド
ル
）
、

五
六
年
三
〇
百
万
ド
ル
（
一
七
百
万
ド
ル
と
）
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
8
）
　
ビ
．
ル
　
　
マ

　
ビ
ル
マ
よ
り
の
輸
入
品
は
米
が
主
で
あ
り
、
綿
花
や
豆
類
が
こ
れ
に
つ
い

で
い
る
。

　
輸
入
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
一
八
百
万
ド
ル
（
う
ち
米
一
八
百

万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
の
数
字
は
米
の
輸
入
額
）
、
五
一
年
三
〇
百
万
ド
ル

（
二
五
百
万
ド
ル
）
、
五
二
年
三
〇
百
万
ド
ル
（
二
二
百
万
ド
ル
）
、
五
三
、
．
五

四
は
凶
作
に
よ
る
米
の
緊
急
輸
入
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
百
万
ド
ル
（
四

〇
百
万
ド
ル
）
、
六
三
百
百
万
ド
ル
（
五
一
百
万
ド
ル
）
、
に
増
加
し
た
が
、
五

五
年
に
は
四
五
百
万
ド
ル
（
三
五
百
万
ド
ル
）
五
六
年
四
二
百
万
ド
ル
（
三

四
百
万
ド
ル
）
と
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

　
な
お
、
日
本
と
ゼ
ル
マ
と
の
問
に
は
米
の
長
期
買
付
契
約
が
あ
り
、
五
四

年
度
三
〇
万
ト
ン
、
五
五
～
五
七
年
度
は
毎
年
二
〇
万
～
三
〇
万
ト
ン
の
米

が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
が
取
極
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
9
）
イ
ン
ド
シ
ナ

　
イ
ン
ド
シ
ナ
よ
り
の
輸
入
は
石
炭
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
塩
な
ど
で
あ
る
。

　
輸
入
額
の
推
移
を
見
れ
ば
一
九
五
〇
年
に
は
二
百
万
ド
ル
（
う
ち
石
炭
○

・
七
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
の
数
字
は
石
炭
の
輸
入
額
）
、
五
．
一
年
三
百
万

ド
ル
（
二
・
七
百
万
ド
ル
）
、
五
二
年
五
百
万
ド
ル
（
三
百
万
ド
ル
）
と
増
加

し
た
が
、
五
三
、
五
四
年
は
米
の
緊
急
輸
入
が
行
わ
れ
た
の
で
輸
入
額
は
急

増
し
た
、
即
ち
五
三
年
一
五
百
万
ド
ル
（
う
ち
石
炭
五
百
万
ド
ル
、
米
八
百

万
ド
ル
）
、
五
四
年
一
五
百
万
ド
ル
（
う
ち
石
炭
四
百
万
ド
ル
、
米
九
百
万
ド

ル
）
と
な
っ
た
。
五
五
年
に
は
六
百
万
ド
ル
（
四
百
万
ド
ル
）
と
減
少
し
た

が
、
五
六
年
に
は
一
四
百
万
ド
ル
（
八
百
万
ド
ル
）
に
増
加
し
た
。

（18）



　
　
（
1
0
）
英
領
ボ
ル
ネ
オ

　
英
領
ボ
ル
ネ
オ
よ
り
の
輸
入
品
は
原
油
及
び
木
材
が
主
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
の
輸
入
額
は
四
百
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
五
一
年
置
は
九
百

万
ド
ル
（
う
ち
原
油
六
百
万
ド
ル
、
以
下
括
弧
内
の
数
字
は
原
油
）
、
五
二
年

に
は
一
七
百
万
ド
ル
（
一
三
百
万
ド
ル
）
、
五
三
年
に
は
二
二
百
万
ド
ル
（
一

九
百
万
ド
ル
）
と
順
調
に
増
加
し
た
。
五
四
年
に
は
一
九
百
万
ド
ル
（
一
六

百
万
ド
ル
）
と
僅
か
に
下
落
し
た
が
、
五
五
年
に
は
二
一
百
万
ド
ル
（
一
六

百
万
ド
ル
）
、
五
六
年
に
は
三
一
百
万
ド
ル
（
二
三
百
万
ド
ル
）
に
増
加
し
た
。

四

　
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
自
体
の
貿
易
情
勢
を
検
討
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
額
の
推
移
を
見
る
と
一
九
五
〇
年
に
は
五

一
億
ド
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
五
一
年
に
は
七
十
四
億
ド
ル
に
激
増
し
た
。

し
か
し
、
五
二
年
に
は
五
五
億
ド
ル
、
五
三
年
に
は
四
九
億
ド
ル
と
減
少
し

た
。
そ
の
後
は
幾
分
回
復
し
て
、
五
四
年
に
は
五
〇
億
ド
ル
、
五
五
年
に
は

五
六
億
ド
ル
と
増
加
し
、
五
六
年
に
は
五
五
億
ド
ル
と
前
年
と
略
同
一
の
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。
一
九
五
一
年
と
五
六
年
と
を
比
較
す
る
と
減
少
額
は

十
九
億
ド
ル
、
減
少
率
は
二
五
％
で
あ
る
。

　
こ
の
期
間
の
世
界
の
総
輸
出
額
の
増
加
率
は
二
二
％
で
あ
り
、
日
本
の
輸

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
且
別

出
増
加
率
は
八
五
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
が

如
何
に
低
迷
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
世
界
総
輸
出
額
に
占
め
る
東
南
ア
ジ

ア
の
比
重
は
一
九
五
一
年
の
九
・
七
％
よ
り
一
九
五
六
年
に
は
五
・
九
％
へ

と
低
下
し
た
。
　
（
第
十
六
表
参
照
）

16・世界の輸出と東南アジアの輸出

　　　　　　　　　　　（10億ドル）

（BA）％東南アジア
　（B）

世 界
（A）年次

鱒
卯
篇
邸
磁
α
”

5．1（70）

7．4（100）

5．6（75）

4．9（66）

5．0（68）

5．6（77）

5．5（75）

56．7（74）

76．7（100）

73．9（97）

74．8（98）

77．6（102）

84．3（110）

93．5（122）

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

資料　IMF，　IFS・

　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
こ
の
よ
う
な
輸
出
額
の
減
少
は
主
と
し
て
そ
の
特

産
物
の
輸
出
価
格
及
び
数
量
の
低
落
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
は
米
、
ゴ
ム
、
綿
花
、
コ
ブ
ラ
、
コ
コ
ナ
ツ
・
オ
イ
ル
、
茶
、
ジ
ュ

ー
ト
、
マ
ニ
ラ
麻
、
錫
な
ど
の
特
産
物
の
輸
出
が
総
輸
出
額
の
大
部
分
を
占

め
る
国
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
特
産
物
の
輸
出
価
格
は
第
十
七
表
に

（19）



　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
鳳
別

見
る
如
《
茶
、
砂
糖
を
除
い
て
低
落
し
て
居
り
、
ま
た
そ
の
輸
出
総
量
も
茶
、

砂
糖
、
錫
以
外
は
減
少
し
て
い
る
の
で
こ
れ
ら
諸
国
の
輸
出
収
入
は
低
下
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

17・東南アジア特産物の輸出数量及び

　　価格の増減　　（％）

　　　　　　　　　　　　　（1951．一v1956）

格価且里数

調
照
　
超
…
輯
　
櫛
榔
　
粥
凋
燭
…
　
調
調
踊
　
「
∞
…
　
踊
　
踊
　
魂
　
一

十45

H20

十50

十2，720

十80

標
的
ゴ
ず
巧
罷
調
μ
』
榔

マ
イ

ノレ

　
ビ
タ
糖

一
米
　
　
　
砂

　フイ　リヒ。ン｛碁・・ネ・詳

　　　　　’茶　
｛　セ　ノf　ロ　ン

　イ　　ン　　ド
コプラ及びココナツ油

　tブイ　リピソ

ヤ
ン
ヤ

シネ
戸
　
　
ラ

ド　
イ

ソイ
セ
　
マ

　
ヤ
ヤ
ン
　
　
ン
ド

　
シ
　
　
　
タ

　
ネ
　
　
ロ

　
ド
ラ
　
　
　
ス
ン

　
ン
　
ィ
　
キ

ム
イ
マ
印
花
パ
イ

　
く
　
　
　
　
く

ゴ
　
　
　
　
綿

シエート

　パキ・スタソ
ジユート布

　イ　y　ド
マニラ麻

　ブイリヒ。こ／

血塊
　マ　ラ　ヤ

（資料）IMF，　IFS，並びにECAFE季報及び年報

（註）……は不明，イソドネシヤの砂糖の輸出

　　　は1951年には年額わっか64千トンであっ

　　　たが1956年にはこれが169千トンに増加

　　　したので増加率が高いのである6

　
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
輸
出
額
の
推
移
を
見
れ
ば
こ
の
期
間
に
ビ
ル
マ
（
一
二

〇
百
万
ド
ル
増
）
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一
五
百
万
ド
ル
増
）
を
除
い
て
各
国
い

ず
れ
も
減
少
し
た
。
特
に
マ
ラ
ヤ
（
六
二
三
百
万
ド
ル
減
）
、
パ
キ
ス
タ
ン

（
四
二
四
百
万
ド
ル
減
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
（
四
一
〇
百
万
ド
ル
減
）
イ
ン
ド

（
三
四
四
百
万
ド
ル
減
）
な
ど
の
減
少
額
が
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
国
の

減
少
額
だ
け
で
十
八
億
ド
ル
に
達
し
、
総
減
少
額
の
殆
ど
全
部
を
占
め
る
。

　
（
第
十
八
表
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
諸
国
の
う
ち
、

ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、

少
し
た
。
た
だ
し
、

輸
出
…
数
量
が
増
加
し
た
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ビ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
な
ど
で
あ
る
が
、
輸
出
価
格
は
各
国
と
も
に
減

　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル
マ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
輸
出
価
格
の
下
落
率
が
輸
出

数
量
の
上
昇
率
よ
り
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
輸
出
金
額
は
増
加
し
た
。
従
っ

て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
額
の
低
下
は
一
般
的
に
い
っ
て
輸
出
価
格
の
低

下
に
よ
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

　
日
本
と
比
較
す
れ
ば
日
本
の
輸
出
価
格
も
二
十
三
％
程
低
下
し
て
い
る
が
、

（20）



東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

19・東南アジア各国あ輸出数量

　及び輸出価格の変化（％）

　　（1951・’v1956）

輸
出
数
量
の
増
加
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

18．東南アジア各国の輸出額の推移

　　　（1951～56）　　　（百万ドル）

国．名

フィリピン
ビ　ノレ　マ

セイロン
イ　ン　ド

パキスタy
・マ　ラ　 ヤ

イソドネシヤ

タ　　　イ
（比較）

日　　　本

輸出数量

十45

十42

十12

十5

一・
R0

－2

0

0

十139

輸出価格

一8

－16

－25

－30

－27

－42

－35

－16

一23

（資料）　　IMF，　IFS・

　U．　N．　Economic　Bulletin　for

　Asia　and　the　Far　East．

国　　名

ビ　　ノレ　　ーマ

セ　イ　P　ン

ノf　ソ　　ド

パキ・スタン’

・マ　　ラ　　ヤ

英領ボルネオ

イソドネシヤ

ブイ　リピこ／

タ　　　　イ

イyドシナ諸国

合　　計

1951

212

400

1，611

763

1，984

203

1，292

436

367

135

7，403

1956

242

364

1，269

339

1，361

198

882

451

335

82

5，523

増減額

十30

－36

－344

－424

－623

－5

－410

十15

－32

－53

一1，880

（資料）　IMF，　IFS

20・東南アジアの輸出入額及び貿易差額

　　　　　　　（10億ドノレ）

年次
1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1951Av56

増減額

増減率

輸出　輸入
5JO

7．40

5．58

493

5．00

5．63

5，52

一1，88

－25％

4．23

6．50

6A7

5．31

5」6

5．52

6．26

一〇．24

－4％

差額
十〇．87

十〇．90

－O．89

－o・38

－O．16

十〇，11

－O．74

一1．641

（資料）　IMF，　IFS

（註）本図の東南アジア諸国はIMF統計に

　　示されている諸国に限られている。

　　即ちアフガニスタン，葡領アジアな

　　どは除かれているQ

　
東
南
プ
ジ
ア
諸
国
は
輸
出
が
不
振
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の

経
済
開
発
の
実
行
の
た
．
め
の
開
発
資
材
の
輸
入
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
ま
た

開
発
計
画
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
圧
力
の
発
生
な
ど
は
輸
入
の
縮
減
を
阻
害
し
た
。

そ
の
上
に
、
交
易
条
件
の
悪
化
も
手
伝
っ
て
貿
易
尻
は
悪
化
の
一
路
を
た
ど

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
九
五
五
年
だ
け
は
世
界
好
況
の
影
響
を
う
け
て
輸

出
が
か
な
り
増
加
し
た
の
で
出
超
を
記
録
し
た
。

　
一
九
五
一
～
五
六
年
間
に
輸
出
は
約
十
九
億
ド
ル
、
（
二
五
％
）
減
少
し
た

の
に
対
し
て
輸
入
は
約
二
二
四
千
万
ド
ル
（
四
％
）
減
少
し
た
の
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
貿
易
尻
は
十
六
億
四
千
万
ド
ル
も
悪
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
〇
表
参
照
）
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東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
輸
入
額
は
全
体
に
し
て
こ
の
期
間
に
二
四
四
百
万
ド

ル
減
少
し
た
が
、
ビ
ル
マ
（
六
〇
百
万
ド
ル
増
）
セ
イ
ロ
ン
（
一
五
百
万
ド

ル
増
）
英
領
ボ
ル
ネ
オ
（
四
一
百
万
ド
ル
増
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
四
八
百
万
ド

ル
増
）
な
ど
の
諸
国
は
増
加
し
、
イ
ン
ド
（
八
二
百
万
ド
ル
減
）
、
パ
キ
ス
タ

ン
　
（
一
九
八
百
万
ド
ル
減
）
　
マ
ラ
ヤ
　
（
一
九
七
百
万
ド
ル
減
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ヤ
（
二
〇
百
万
ド
ル
減
）
、
タ
イ
（
一
〇
百
万
ド
ル
減
）
な
ど
は
減
少
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
十
一
表
参
照
）

21・東南アジア各国の輸入額の推移

　　　　　　　　　　　　　（百万ドル）

増減領

十60

十15

－82

－198

－197

十41

－20

十48

一一
P0

－1

19561951名国

　197

　342

1，711

　351

1，357

　189

　853

　598

　262

　303

　137

　327

1，793

　549

1，554

　148

　873

　550

　272

　304

マ
　
ソ
ド

ル
　
　
ン

　
イ
ビ
　
セ
イ

パキ・スタン’

マ　　ラ　　ヤ

英領ボルネオ

イソドネシヤ

フイ　リピソ

タ　　　　イ
インド・crナ諸国

一2446，507 6，263響動

（資料）　IMF，　IFS

各
国
の
輸
入
数
量
は
増
加
し
て
い
る
が
、
輸
入
価
格
は
減
少
（
パ
キ
ス
タ

ン
を
除
き
）
し
て
い
る
。

　
輸
入
価
格
は
低
下
し
た
が
、
そ
の
低
下
率
が
輸
入
数
量
の
上
昇
率
を
上
廻

る
国
が
多
い
の
で
、
全
体
と
し
て
輸
入
額
は
低
下
し
て
い
る
。

　
日
本
と
比
較
す
れ
ば
日
本
の
輸
入
価
格
も
約
二
〇
％
低
下
し
た
が
、
輸
入

数
量
の
増
加
が
著
し
く
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

22・東南アジア各国の輸λ数量及び

　　価格の変化（1951・v1956）（％）

輸入価格

一20

－15

－3

十41

－25

－19

一21

輸入数量

十27

十23

十17

十13

十7

十106

名画

ビ　ノレ　・マ

フイリピン
イ　こ／　ド

セイPソ
パキスタン
・マ　ラ　ヤ

インドネシヤ

（比較）

日　　本

（資料）　第十九表に同じ

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
全
体
と
し
て
の
貿
易
尻
は
一
九
五
一
年
の
八
九
六
百
万

ド
ル
の
黒
字
か
ら
一
九
五
六
年
の
七
四
〇
百
万
ド
ル
の
赤
字
へ
と
十
六
億
三

千
六
百
万
ド
ル
の
悪
化
を
見
た
。

　
こ
れ
を
各
国
別
に
見
る
と
改
善
さ
れ
た
国
は
マ
ラ
ヤ
（
二
七
七
百
万
ド
ル
）

だ
け
で
、
他
の
諸
国
は
い
ず
れ
も
悪
化
し
た
。
悪
化
の
著
し
い
も
の
は
イ
ン

（22）



ド
ネ
シ
ヤ
（
三
九
〇
百
万
ド
ル
）
、
イ
ン
ド
（
二
六
二
百
万
ド
ル
）
、
パ
キ
ス
タ

ン
（
二
二
六
百
万
ド
ル
）
、
タ
イ
（
一
二
二
百
万
ド
ル
）
な
ど
で
あ
る
。
　
（
第

二
三
表
参
照
）

　
こ
の
貿
易
収
支
の
悪
化
の
要
因
の
一
と
し
て
は
交
易
条
件
の
不
利
化
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
一
九
五
一
～
五
六
年
間
に
お
け
る
交
易
条
件
の
不
利
化
を
計

算
す
る
と
パ
キ
ス
タ
ン
四
七
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
ニ
一
％
、
イ
ン
ド
一
七
％
、

マ
ラ
ヤ
一
五
％
、
セ
イ
ロ
ン
一
一
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
三
％
と
な
っ
て
い
る
Q

23．東南アジア各国の貿易差額の推移

　　　　　　　　　　　　　（百万ドル）

改善又は
悪化（一）

一30

－51

－262

－226

十277

－36

－390

－33

－122

－52

19561951名国

十45

十22

－444

－12

十4

十9

十29

－147

－27

－221

十75

十73

－182

十214

－243

十45

十419

－114

十95

－169

マ
　
ン
ド

ル
　
　
ン

　
イ
ビ
セ
イ
パキ・スタy

・マ　ラ　ヤ

英領ボルネオ

イyドネシヤ

フiリピンt
タ　　　ノf

インドシナ

一1，636一740十896計合
肘

（資料）　IMF，　IFS

　
貿
易
収
支
の
悪
化
の
結
果
、
米
国
そ
の
他
よ
り
援
助
を
う
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
金
及
び
外
貨
準
備
が
減
少
し
、
外
貨
の
不
足
が
著
し
く
な
っ
て
い

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

る
。　

い
ま
外
貨
準
備
保
有
額
と
輸
入
額
の
推
移
を
見
る
と
一
九
五
一
年
を
頂
点

と
し
て
外
貨
は
一
九
五
五
年
を
除
き
年
々
減
少
し
て
居
り
、
輸
入
額
と
外
貨

保
有
額
と
の
比
率
も
低
下
し
て
い
る
。
（
第
二
四
表
参
照
）

24．東南アジアの外貨保有額の推移

　　　　　　　　　　　（10｛意ドノレ）

（4B）％輸入額（B）

囲
釣
皿
鎚
％
％
硲

2　96

4．50

4．61

3，71

3．63

3．77

4．41

外貨保有
額（A）

3．76

4．02

3．29

3　14

3．13

3．22

2．80

年次
1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

　（資料）　IMF，　IFS

（註）東南アジア諸国のうちビルマ，セ

　　　イPこ／，インド，／fンドネシヤ，

　　　パキ’スタンtpフィリピン’，タイの

　　みの合計である。外貨保有額は各

　　年末現在高である。

　
ま
た
外
貨
保
有
額
の
推
移
を
各
国
別
に
見
る
と
セ
イ
ロ
ン
を
除
き
全
て
の

国
が
こ
の
期
間
に
保
有
額
を
減
少
し
た
。
減
少
率
の
高
い
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ヤ
ハ
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
が
こ
れ
に
つ

ぎ
、
タ
イ
の
減
少
率
が
最
も
少
い
。

　
金
額
よ
り
見
れ
ば
イ
ン
ド
の
減
少
額
が
五
億
ド
ル
を
上
廻
り
首
位
に
あ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
二
億
五
千
万
ド
ル
ず
つ
の
減
少

で
こ
れ
に
つ
い
で
居
り
、
こ
の
三
国
の
減
少
額
だ
け
で
十
億
四
千
万
ド
ル
に

（23）



　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
易

達
し
、
総
減
少
額
の
約
九
割
に
達
し
て
い
る
。
（
二
五
表
参
照
）

　
な
か
で
も
イ
ン
ド
の
外
貨
危
機
は
深
刻
で
あ
る
が
、
こ
の
主
要
な
原
因
は

一
九
五
六
年
四
月
よ
り
は
じ
め
ら
れ
た
第
二
次
五
力
年
計
画
で
あ
る
。
こ
の

計
画
は
第
一
次
五
力
年
計
画
（
一
九
五
二
～
五
六
年
）
に
比
べ
る
と
極
め
て

野
心
的
で
あ
っ
て
（
国
民
所
得
上
昇
率
は
第
一
次
計
画
の
一
八
％
に
比
し
て

二
五
％
）
イ
ン
ド
の
経
済
的
な
実
力
を
上
廻
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
イ
ン
ド
は
外
貨
危
機
の
打
開
の
た
め
に
外
国
か
ら
借
款
や
援
助
の
獲
得
に

努
力
し
て
お
り
、
米
国
、
ソ
連
、
西
独
な
ど
か
ら
相
当
多
額
の
借
款
や
援
助

が
得
ら
れ
る
模
様
で
あ
る
。
わ
が
国
か
ら
も
一
八
0
億
円
の
借
款
が
供
与
さ

25・東南アジア各国の外貨保有額の推移

　　　　　　　　　（百万ドル）（各年末）

増減率
（％）

．一一　24

十2

一一
Q7

一一
S0

－50

－34

－13

増減額

一38

十4

－528

－256

－257

－86

－48

1951 1956三国

　121

　221

1，360

　373

　254

　161

　311

　159

　217

1，888

　638

　51J

　247

　359

ビ　ノレ　rt

セイPy
イ　ソ　ド
パキスタン’

インドネシヤ

ブイリピン’

タ　　イ
一30一1，2182，8014，019計合

（資料）　IMF，　IFS・

れ
る
こ
止
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
に
は
輸
出
不
振
↓
貿
易
赤
字
↓
外
貨

保
有
減
少
↓
輸
入
制
限
強
化
と
い
う
一
連
の
動
き
が
あ
る
。
こ
の
中
に
あ
っ

て
対
日
輸
出
額
が
総
輸
出
額
に
占
め
る
割
合
は
一
九
五
一
年
の
四
％
よ
り
五

六
年
に
は
八
へ
％
と
増
加
し
、
対
日
輸
入
額
が
総
輸
入
額
の
う
ち
に
占
め
る

割
合
は
同
期
間
に
七
％
よ
り
一
〇
％
へ
と
増
加
し
た
。
（
第
二
六
表
参
照
）

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
程
度
で
は
英
国
（
一
九
五
六
年
の
対
英
輸
出
八
八
四

百
万
ド
ル
、
対
英
輸
入
九
七
二
百
万
ド
ル
）
、
米
国
（
一
九
五
六
年
の
対
米
輸

出
九
三
一
百
万
ド
ル
、
対
米
輸
入
八
六
八
百
万
ド
ル
）
に
比
べ
る
と
約
半
分

で
あ
る
か
ら
、
今
後
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

26・東南アジアの対日輸出入額（百万ドル）

日本の比
重（％）

7
　
　
7
　
　
6
　
　
8
　
　
910

輸入額

　　486

　　478

　　383

　　424

　　480

　　569

酬額呈翻比
4
　
　
7
　
　
9
　
　
8
　
　
8
　
　
8

323

369

441

376

448

451

年　次

1951

1952

1953

1954

1955

1956

（資料）U・N・　Direction　of　lnternational　Trade

　　及びEconomic　Bulleti且for　Asia　and　the

　　Far　East

　　より算出
（註）　本表の東南アジアにはビルマ，セ・伽

　y，インド，イン’ドシナ，イン’ドネシヤ，

　マラヤ，シンガポーノレ，サラワク，パキ’ス

　タソ，フィリピy，タイが含まれている。

　比重はこれらの諸国の総輸出入額のうちで
　対日輸出入額が占める割合を示す。

　本表ではこの地域の対日輸出額より対日輸

　入額の方が大であって第一表の示すところ

　と異っているが，これは仲継貿易など統計
　上の誤差にもとつくものと思われる。
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特
に
こ
の
地
域
に
対
す
る
資
本
財
輸
出
を
中
心
と
し
た
西
独
の
め
ざ
ま
し

い
進
出
を
老
え
る
と
わ
が
国
産
業
構
造
の
高
度
化
と
輸
出
資
本
財
の
国
際
競

争
力
の
強
化
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
。

五

　
朝
鮮
動
乱
後
日
本
の
貿
易
は
著
し
く
増
大
し
、
一
九
五
一
～
五
六
年
間
に

輸
出
は
八
五
％
、
輸
入
は
五
八
％
増
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
東
南
ア

ジ
ア
貿
易
は
輸
入
は
五
三
％
と
大
体
平
均
的
な
増
加
率
よ
り
幾
分
低
目
の
程

度
で
あ
っ
た
が
、
輸
出
は
六
％
の
増
加
に
止
っ
た
。
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
輸
入
力
の
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
入
力
は
基
本

的
に
は
そ
の
特
産
物
の
輸
出
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
輸
出
は

主
と
し
て
輸
出
価
格
の
低
落
に
よ
っ
て
一
九
五
六
年
に
お
い
て
一
九
五
一
年

当
時
の
二
五
％
減
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
輸
入
は
開
発
資
材
の
輸
入
な
ど

増
加
の
た
め
に
減
少
率
は
僅
か
に
四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
従
っ
て
巨
額
の
貿

易
赤
字
を
生
じ
、
金
及
び
野
営
保
有
額
は
減
少
し
た
。
輸
入
制
限
が
強
化
さ

れ
た
が
、
わ
が
国
よ
り
の
輸
入
品
は
繊
維
製
品
な
ど
消
費
財
が
多
く
不
急
不

要
品
と
し
て
抑
制
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
需
要
の
旺
盛
な
資
本

財
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
際
競
争
力
が
必
ず
し
も
充
分
で
な
い
か

ら
、
こ
れ
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は
わ
が
国
の
資
本
財
の

輸
出
市
場
と
し
て
は
地
理
的
に
も
重
要
で
あ
り
、
鉄
道
車
輌
、
鉄
鋼
製
品
な

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
日
本
貿
旦
別

ど
は
東
南
ア
ジ
ア
を
重
要
市
場
と
し
て
い
る
。
機
械
類
全
体
と
し
て
東
南
ア

ジ
ア
市
場
の
比
重
は
こ
の
地
域
に
対
し
て
船
舶
の
輸
出
が
僅
少
で
あ
る
た
め

に
一
九
五
六
年
に
は
低
下
し
た
が
、
船
舶
を
除
け
ば
、
そ
の
比
重
は
依
然
と

し
て
重
い
か
ら
、
資
本
財
の
輸
出
伸
長
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
賠
償
の
実
施
は
或
程
度
ま
で
は
正
常
輸
出
を
阻
害
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

外
貨
不
足
に
苦
し
む
こ
れ
ら
諸
国
に
と
っ
て
は
経
済
開
発
の
促
進
、
生
活
水

準
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
し
、
長
い
目
で
見
れ
ば
わ

が
国
資
本
財
の
輸
出
増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
消
費
財
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
潜
在
的
な
需
要
は
大
き
い

と
思
わ
れ
る
が
、
外
貨
不
足
の
た
め
輸
入
を
低
水
準
に
抑
え
て
い
る
傾
向
が

あ
る
か
ら
、
米
国
そ
の
他
に
よ
る
援
助
．
、
東
南
ア
ジ
ア
開
発
基
金
の
構
想
な

ど
が
実
現
し
、
購
買
力
が
付
与
さ
れ
れ
ば
、
わ
が
国
の
国
際
競
争
力
に
し
て

充
分
な
る
限
り
こ
の
地
域
へ
の
輸
出
は
拡
大
す
る
見
込
は
多
い
。

　
輸
入
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
点
は
、
東
南
ア
ジ
ア
が
米
や
綿
花
の
供
給
源

か
ら
、
鉄
鉱
石
、
原
油
な
ど
基
礎
物
資
の
供
給
源
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

　
米
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
四
九
年
に
は
わ
が
国
の
米
の
輸
入
の
殆
ど
全

部
、
一
九
五
〇
年
に
は
約
七
割
を
タ
イ
、
ビ
ル
マ
に
仰
い
だ
が
、
そ
の
後
、

わ
が
国
の
食
糧
事
情
が
改
善
さ
れ
、
消
費
者
の
需
要
も
普
通
外
米
に
対
し
て

は
減
少
し
、
準
内
地
米
に
重
点
が
移
行
し
た
。
こ
の
た
め
に
輸
入
先
も
タ
イ
、

（25）



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
山
巾
場
と
日
本
貿
け
易

ゼ
ル
マ
よ
り
、
申
土
ハ
、
台
湾
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
タ
イ
、
ビ
ル
ぐ

よ
り
の
輸
入
割
合
は
一
九
五
三
年
の
緊
急
輸
入
の
場
合
（
五
四
％
）
を
除
け

ば
一
九
五
二
年
以
来
は
四
〇
％
台
に
あ
る
。

　
タ
イ
、
ゼ
ル
マ
の
対
日
輸
出
の
大
部
分
が
米
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ

の
傾
向
は
両
国
の
対
日
輸
入
力
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
わ
が
国
の

こ
れ
ら
両
国
と
の
貿
易
の
将
来
に
困
難
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
同
様
に
、
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
の
綿
花
の
輸
入
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
即
ち
、

一
九
五
一
年
に
は
二
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
五
五
年
に
は
一
七
％
、
五
六

年
に
は
一
五
％
に
低
下
し
て
い
る
。
特
に
パ
キ
ス
タ
ン
よ
り
の
輸
入
が
減
少

し
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
対
パ
キ
ス
タ
ン
輸
入
の
大
部
分
は
綿
花
で
あ
る
か

ら
、
綿
花
輸
入
の
低
下
傾
向
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
貿
易
に
一
抹
の
暗
影
を
投

げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
米
や
綿
花
の
こ
の
よ
う
な
輸
入
減
少
傾
向
と
反
対
に
鉄
鉱
石
や
原
油
な
ど

の
輸
入
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
鉄
鉱
石
は
マ
ラ
ヤ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
曲
葡
領
一
イ
ン
ド
な
ど
よ
り
輸

入
さ
れ
る
が
、
そ
の
金
額
、
数
量
は
逐
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
輸
入
割
合
も

一
九
五
一
年
の
五
七
％
よ
り
五
四
年
に
は
七
六
％
、
五
五
年
に
は
八
三
％
、

五
六
年
に
は
七
五
％
と
増
加
し
て
い
る
。
今
後
は
日
印
共
同
の
イ
ン
ド
鉄
鉱

資
源
開
発
計
画
の
進
展
に
よ
っ
て
更
に
増
加
す
る
見
込
が
大
で
あ
る
。

　
原
油
に
つ
い
て
も
、
英
領
ボ
ル
ネ
オ
及
び
イ
ン
ド
、
邪
シ
ヤ
よ
り
の
輸
入
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
輸
入
割
合
は
一
九
五
一
年
に
は
一
二
％
で
あ
っ
た
が
、

五
四
年
に
は
一
八
，
％
、
五
五
年
に
は
二
五
，
％
、
五
六
画
面
は
一
九
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
尚
、
イ
ン
ド
よ
り
の
粘
結
炭
の
輸
入
も
一
九
五
〇
年
よ
り
行
わ
れ
、
一
九
五
二

　
年
に
は
粘
結
炭
の
輸
．
入
量
の
二
三
％
、
（
六
五
万
ト
y
）
に
も
及
ん
だ
が
、
イ
ン
ド

　
側
の
粘
結
炭
輸
出
制
限
政
策
に
よ
っ
て
そ
の
後
は
漸
減
し
、
五
五
年
以
来
は
輸
入

　
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
に
見
る
如
く
、
東
南
プ
ジ
プ
は
食
糧
や
繊
維
原
料
の
供
給
源
か
ら
、

重
化
学
工
業
の
基
礎
原
料
の
供
給
源
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

わ
が
国
産
業
高
度
化
の
資
源
的
基
礎
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
重
要
性
が
増
加

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
主
要
参
考
文
献

　
　
通
産
省
　
通
商
白
書

　
　
　
　
　
　
日
本
貿
易
の
展
開
（
昭
和
三
十
一
年
）

　
　
大
蔵
省
　
日
本
外
国
貿
易
年
表

　
　
　
　
　
　
日
本
外
国
貿
易
月
表

　
　
経
済
企
画
庁
　
経
済
白
書

　
　
d
三
冨
自
2
9
菖
。
旨
9
0
冒
0
9
一
〇
5
0
h
困
冨
臼
臼
b
9
ざ
5
昌
診
目
目
㊤
山
①
●

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
団
8
ぎ
目
卜
い
自
く
辻
商
の
冨
9
巳
o
h
臼
げ
①
司
臼
国
器
『

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
国
o
o
ロ
O
日
一
〇
切
ロ
一
一
①
飢
μ
ま
円
b
o
D
鼠
国
昌
山
昏
『
①
閃
孚
畠
尉
国
㊤
ω
ジ

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
q
D
冨
鼠
o
D
議
0
9
一
団
①
臼
7
ぴ
◎
o
評
O
馬
一
巨
帥
①
『
昌
臼
鼠
。
昌
に
9
一
目
門
ε
9
自
9

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
≦
〇
二
山
国
8
き
目
ざ
し
。
目
く
。
ざ

　
　
同
冒
押
一
5
＄
円
謬
9
沖
。
頃
鑑
明
ヨ
臼
昌
9
巴
u
Q
冨
ユ
。
・
該
。
。
。
・
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社

外

船

の

系

揃翌日

そ
　
の
　
こ

瀬
戸
内
海
グ
ル
ー
プ
（
嶋
谷
海
蓮
業
の
発
展
）

佐

々

木

誠

治

一、

｣
戸
内
海
海
運
業
の
特
殊
性

　
瀬
戸
内
海
は
、
天
与
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
古
来
、
わ
が
国
の
最
重
要

交
通
路
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
き
た
し
、
現
に
利
用
さ
れ
つ
づ
け
て
い

る
。
あ
の
青
々
と
し
た
海
水
に
は
、
一
体
、
今
ま
で
、
豊
麗
幾
万
条
の
白
い

航
跡
が
印
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
人
類
文
明
発
展
史
上
或
い
は
世
界
交

通
史
上
、
人
間
が
最
初
に
利
用
し
た
「
大
自
然
の
提
供
せ
る
偉
大
な
公
路
」

は
河
川
で
あ
り
、
海
は
、
「
越
え
ね
ば
な
ら
ぬ
最
後
の
障
害
」
で
あ
っ
た
と
は

イ
ギ
リ
ス
の
卓
越
せ
る
海
運
史
家
C
・
E
・
フ
ェ
イ
ル
の
道
破
せ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
一
般
通
説
と
し
て
は
、
こ
れ
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
わ
が

国
・
瀬
戸
内
海
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
些
か
こ
れ
に
修
正
を
ほ
ど
こ
す
必
要
が

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
瀬
戸
内
海
と
い
う
海
を
利
用
す
る
交
通
は
、

太
古
か
ら
行
な
わ
れ
、
そ
の
沿
革
は
、
ナ
イ
ル
河
や
チ
グ
リ
ス
河
・
ユ
ー
フ

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

ラ
チ
ス
河
・
ガ
ン
ジ
ス
河
・
揚
子
江
・
黄
河
等
々
の
偉
大
な
河
川
の
流
域
に

敢
え
て
劣
ら
ぬ
く
ら
い
古
い
繁
栄
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
か

ろ
う
。

　
そ
の
周
囲
を
九
州
・
四
国
・
淡
路
島
・
本
州
の
四
つ
の
陸
地
で
囲
ま
れ
、

且
つ
海
上
い
た
る
と
こ
ろ
に
大
小
無
数
の
島
喚
が
点
在
す
る
と
い
う
内
海
独

特
の
条
件
が
、
た
だ
に
、
船
舶
の
通
航
に
至
便
・
好
適
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
沿
岸
や
島
々
で
、
船
舶
の
出
入
・
停
泊
に
都
合
よ
い
入
江
や
港
が

容
易
且
つ
多
数
見
出
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
わ
が
国
民
一
少
な
く
と
も
瀬
戸

内
海
沿
岸
の
住
民
た
ち
一
は
、
お
よ
そ
、
船
を
も
つ
て
貨
客
を
運
送
す
る

こ
と
を
知
っ
た
と
き
か
ら
、
最
大
限
に
こ
の
海
を
利
用
し
て
き
た
。
大
部
分

は
、
土
着
の
船
舶
を
も
つ
た
で
あ
ろ
う
が
、
み
ず
か
ら
に
所
属
す
る
船
舶
を

も
た
な
く
と
も
出
入
港
す
る
他
国
（
港
）
の
船
を
通
じ
て
、
沿
岸
の
港
・
住

民
は
、
古
く
か
ら
海
上
交
通
を
認
識
し
、
理
解
し
、
実
践
し
、
彼
等
の
生
活
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社
外
船
　
の
　
系
譜

と
繁
栄
と
を
、
船
・
海
を
利
用
す
る
商
業
お
よ
び
運
送
業
に
、
或
い
は
、
船

舶
の
所
有
・
建
造
・
乗
組
に
、
ま
た
は
、
船
舶
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ヴ

ィ
ス
に
も
と
め
よ
う
と
し
た
。

　
今
日
と
い
え
ど
も
、
瀬
戸
内
海
の
東
端
に
位
置
す
る
神
戸
お
よ
び
大
阪
の

両
港
は
、
わ
が
国
最
大
・
最
重
要
の
港
と
し
て
、
日
夜
、
内
外
多
数
の
船
舶

を
出
入
せ
し
め
、
目
玉
の
、
ま
た
世
界
の
、
海
運
・
貿
易
申
心
地
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
の
湿
土
を
別
格
と
し
て
も
、
広
畑
・
尾
道
・
糸
崎
・
呉
・
広
島

・
岩
国
・
徳
山
・
宇
部
・
関
門
・
坂
出
・
新
居
浜
・
今
治
等
々
、
わ
が
国
屈

指
の
重
要
港
多
数
が
こ
の
内
海
周
囲
に
存
、
在
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
全
域
が

日
本
の
内
外
貿
易
上
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
海
運
上
の
最
大
基
地
を
形
成

し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
今
日
の
瀬
戸
内
海
を
中
心
も
し
く
は
根
拠
と
し
て
い
と
な
ま

れ
て
い
る
海
運
業
務
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
ぎ
、
神
戸
お
よ
び
大
阪
を
の
ぞ

い
た
他
の
い
わ
ゆ
る
瀬
戸
内
海
諸
港
は
、
た
と
え
日
夜
相
当
数
の
船
舶
を
送

り
迎
え
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
事
実
上
、
海
運
業
そ
の
も
の
の
真
の
本
拠

地
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
け
だ
し
、
こ
れ
ら
の
港
に
は
、
今
日
、
有
力
な
土

着
船
主
・
海
運
企
業
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以

降
、
わ
が
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
上
の
情
勢
変
化
は
、
次
第
に
且
つ
決
定

的
に
、
い
わ
ゆ
る
地
方
船
主
の
京
浜
な
ら
び
に
阪
神
両
地
域
へ
の
移
住
を
招

じ
た
事
実
、
貿
易
・
海
運
が
東
は
横
浜
、
西
は
神
戸
を
機
軸
と
し
て
発
展
す

る
に
つ
れ
て
、
そ
の
他
の
諸
港
が
相
対
的
に
さ
び
れ
、
そ
れ
ら
諸
港
居
づ
き

の
地
方
船
主
が
没
落
ま
た
は
劣
勢
化
し
た
事
実
は
、
歴
史
に
徴
し
て
明
白
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
一
般
的
傾
向
を
一
応
二
項
に
容
れ
て
さ
え
、
曽
っ
て
の

瀬
戸
内
海
漁
港
お
よ
び
そ
の
土
着
海
運
業
の
繁
栄
は
、
余
り
に
も
多
く
失
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
あ
る
ま
い
。

　
な
る
ほ
ど
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
地
方
船
・
王
の
大
都
市
移
住
に
伴
な

っ
て
、
他
地
方
の
船
主
、
た
と
え
ば
北
払
削
船
系
グ
ル
ー
プ
の
ご
と
き
も
、
幾

人
か
本
拠
地
を
京
浜
・
阪
神
へ
移
し
た
し
、
残
留
者
の
多
く
は
没
落
し
た
。

一
般
的
に
見
て
、
地
方
の
港
・
海
運
業
の
昔
日
の
繁
栄
と
い
う
も
の
は
、
太

半
失
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
北
前
船
系
船
主
た
ち
の
場
合
に
は
、
そ
の
後
も

比
較
的
な
が
く
海
運
業
の
継
続
が
認
め
ら
れ
、
且
つ
、
少
な
く
と
も
、
阪
神

・
京
浜
へ
移
住
し
た
著
名
の
船
主
た
ち
は
積
極
的
な
発
展
策
を
講
じ
て
近
代

船
主
に
ま
で
成
長
し
た
。
現
に
、
今
日
の
わ
が
国
章
無
界
に
お
い
て
活
躍
を

つ
づ
け
て
い
る
も
の
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
う
し
た
由
緒

あ
る
歴
史
・
伝
統
を
誇
る
に
足
る
海
運
企
業
、
す
な
わ
ち
明
治
初
期
或
い
は

そ
れ
以
前
か
ら
帆
船
を
も
つ
て
海
運
業
務
を
い
と
な
み
、
の
ち
蒸
汽
船
船
主

に
転
化
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
社
外
船
」
の
一
員
を
成
し
、
現
代
に
自
己
の
発

展
を
持
続
し
て
い
る
業
者
の
列
に
か
ぞ
え
入
れ
ら
る
べ
き
瀬
戸
内
海
・
九
州

出
身
者
は
、
驚
く
べ
し
た
だ
一
社
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
、
瀬
戸
内
海
を

舞
台
・
根
拠
と
し
て
展
開
さ
れ
た
海
運
活
動
の
古
い
歴
史
性
と
繁
栄
と
対
照

（28）



し
て
も
、
或
い
は
ま
た
、
今
日
現
実
に
見
ら
れ
る
頻
繁
な
船
舶
往
来
か
ら
考

え
て
も
馬
き
わ
め
て
奇
妙
な
現
実
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
海
運
業
固
有
の
特
殊

性
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
特
異
事
情
は
如
何
に
し
て
あ
ら
わ
れ
た
か
。
そ
の
原
因
・
理
由

に
つ
い
て
は
種
々
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
次
ぎ
の
諸
点
は
、
な
か
ん
づ

《
、
主
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
港
と
し
て
の
神
戸
お
よ
び
大

阪
の
中
心
性
と
巨
大
性
と
で
あ
る
。
両
眼
は
、
た
だ
に
、
歴
皮
上
古
く
よ
り

わ
が
国
貿
易
．
海
運
の
中
心
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
以
降
の
近
代

的
発
達
過
程
に
お
い
て
も
、
特
殊
的
に
偉
大
な
進
展
を
示
し
て
、
’
他
の
瀬
戸

内
海
金
港
を
へ
い
げ
い
し
、
大
き
な
支
配
力
を
発
揮
・
保
持
し
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
阪
神
地
方
が
わ
が
国
経
済
上
の
中
心
と
し
て
資
本
・
生
産
・
流

通
あ
ら
ゆ
る
面
で
強
大
な
勢
威
を
有
し
た
か
ら
で
、
輸
（
移
）
出
入
貨
物
の

積
揚
の
面
か
ら
で
も
、
荷
主
と
の
接
触
の
面
か
ら
で
も
、
海
運
業
者
は
業
務

の
太
半
を
大
阪
・
神
戸
で
処
理
せ
ざ
る
を
得
ず
、
両
港
の
海
運
活
動
に
対
す

る
地
位
」
役
割
は
、
殆
ん
ど
絶
対
的
で
さ
え
あ
っ
た
。
他
の
〔
瀬
戸
内
海
〕

諸
港
怯
、
神
戸
・
大
阪
に
従
属
し
て
の
み
、
よ
り
端
的
に
言
亮
ぱ
、
両
港
を

「
親
の
脛
」
と
し
て
の
み
、
み
ず
か
ら
の
存
続
と
或
る
程
度
の
発
展
と
を
は

か
り
得
る
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
方
船
主
に
し
て
一
か
ど
の
働
き

を
な
し
た
も
の
或
い
は
よ
り
以
上
の
発
展
を
願
う
も
の
は
、
殆
ん
ど
、
否
応

な
し
に
神
戸
か
大
阪
へ
居
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
海
運
企

　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

業
の
阪
神
集
中
化
と
他
の
諸
港
お
よ
び
地
方
船
主
の
阪
神
経
済
・
海
運
市
場

に
対
す
る
隷
属
化
・
自
己
の
相
対
的
沈
滞
と
が
進
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
右
両
港
の
港
と
し
て
の
独
占
化
傾
向
に
併
立
ま
た
は
匹
敵
す
る

要
素
と
し
て
、
海
運
業
に
お
け
る
巨
大
独
占
企
業
の
発
達
と
そ
の
支
配
力
に

も
と
ず
く
影
響
が
あ
っ
た
。
明
治
以
降
の
日
本
海
運
界
を
支
配
し
た
日
本
郵

船
と
大
阪
商
船
と
の
排
他
的
発
展
・
強
力
な
支
配
力
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
特

に
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
群
小
船
主
の
合
同
に
よ
っ
て
で
き
た
後
者
は
、
こ

の
海
域
に
お
い
て
、
会
社
成
立
の
当
初
か
ら
圧
倒
的
な
強
大
企
業
と
し
て
君

臨
し
、
他
の
競
争
者
に
圧
迫
を
加
え
る
と
と
庵
に
、
た
え
ず
新
し
い
競
争
者

の
現
わ
れ
る
の
を
お
そ
れ
且
つ
阻
ん
だ
。
大
阪
商
船
の
設
立
に
際
し
て
、
こ

れ
に
合
同
し
た
七
十
余
の
瀬
戸
内
短
小
蒸
汽
船
業
者
の
な
か
に
は
、
或
い
は

父
祖
伝
来
の
海
運
業
を
い
と
な
ん
だ
船
主
も
あ
っ
た
か
し
れ
ず
、
見
方
に
よ

っ
て
は
、
こ
う
し
た
形
で
瀬
戸
内
海
出
身
船
主
の
海
運
業
務
の
若
干
が
、
今

日
の
大
阪
商
船
ま
た
は
関
西
汽
船
の
な
か
に
そ
の
こ
の
発
展
を
つ
づ
け
て
い

る
と
強
弁
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
、
今
日
、
大
阪
商
船
設
立
に
参
加

し
た
諸
船
主
の
名
称
・
経
歴
さ
え
、
な
お
、
確
実
に
知
得
で
き
が
た
い
状
態

で
あ
り
、
合
同
し
た
諸
船
主
た
ち
は
、
同
会
社
株
券
と
引
換
え
に
そ
の
海
運

業
務
を
委
譲
し
て
、
爾
後
海
運
界
か
ら
身
を
ひ
い
た
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
阪
商
船
お
よ
び
日
本
郵
船
の
成
立
直
後
、
或
い
は
そ

れ
以
前
か
ら
、
瀬
戸
内
海
を
基
盤
と
し
て
海
運
業
に
従
事
し
た
別
個
独
立
の
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祉
外
船
　
の
　
系
譜

船
主
も
決
し
て
絶
無
で
な
い
－
本
稿
は
そ
の
一
例
を
後
述
す
る
で
あ
ろ

う
一
が
、
こ
う
し
た
企
業
は
、
い
ず
れ
も
、
日
本
郵
船
・
大
阪
商
船
に
対

す
る
叛
逆
者
と
認
め
ら
れ
、
徹
底
し
て
、
両
社
の
強
力
な
妨
害
・
圧
迫
・
競

争
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
耐
え
て
発
展
し
つ
づ
け
得
た
例
は
ほ
と
ん
ど

皆
無
に
近
い
。
か
く
て
、
巨
大
な
特
権
独
占
海
運
企
業
の
成
立
・
発
展
が
ま

た
、
一
般
に
お
け
る
と
同
様
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
も
他
に
強
力
な
船
主
を
そ

だ
て
さ
せ
な
か
っ
た
重
要
な
一
因
を
な
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
に
、
瀬
戸
内
海
の
諸
港
お
よ
び
そ
の
船
主
の
う
ち
に
潜
む
内
的
脆
弱

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
港
そ
れ
自
体
の
自
然
的
条
件
が
、
帆
船
か
ら
蒸

汽
船
へ
の
推
移
、
特
に
後
者
の
大
型
優
秀
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
場
合
が

甚
だ
多
い
。
吃
水
が
浅
く
、
さ
ま
で
大
き
く
な
い
帆
船
、
な
か
ん
づ
く
大
和

型
帆
船
は
、
天
候
事
情
は
も
ち
ろ
ん
操
縦
・
運
航
技
術
上
の
必
要
と
習
慣
と

に
よ
っ
て
、
随
意
に
ま
た
は
適
宜
の
行
程
で
、
港
か
ら
港
へ
わ
た
り
あ
る
く

の
が
例
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
出
入
・
停
泊
可
能
な
水
深
と
若
干
の
設

備
と
が
あ
り
さ
え
ず
れ
ば
、
い
ず
れ
の
港
も
、
こ
れ
ら
の
船
舶
を
送
迎
で
き

た
。
最
も
船
舶
通
航
量
の
多
い
瀬
戸
内
海
の
諸
港
が
帆
船
時
代
に
繁
栄
し
た

所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
蒸
汽
船
時
代
に
な
る
と
、
事
情
は
大
い
に
異
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
曽
っ
て
は
多
数
の
帆
船
を
寄
港
せ
し
め
た
港
で
あ
っ

て
も
、
大
型
・
深
吃
水
の
蒸
汽
船
を
出
入
せ
し
め
得
る
と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ

た
。
一
方
蒸
汽
船
の
躍
進
に
お
さ
れ
て
帆
船
は
次
第
に
衰
退
し
て
、
そ
の
出

入
港
隻
数
は
当
然
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
た
と
え
蒸
汽
船
の
出
入
も
可
能
な

比
較
的
良
港
で
あ
っ
て
も
、
蒸
汽
船
の
運
航
能
力
や
配
船
事
情
に
よ
っ
て
、

寄
港
を
期
待
で
き
な
い
場
合
、
或
い
は
寄
港
を
停
止
さ
れ
る
場
合
も
で
て
く

る
。
明
治
以
降
に
さ
び
れ
た
瀬
戸
内
海
の
一
そ
れ
以
外
の
地
方
で
も
同
様

だ
が
－
港
町
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
苦
い
経
験
を
嘗
め
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
と
若
干
関
連
し
て
、
瀬
戸
内
海
を
中
心
的
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
た

帆
船
活
動
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
内
海
諸
港
在
住
の
船
主
・
海
運
業
者

に
よ
っ
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
内
海
以
外
の
港
を
基
般
皿
と
す
る
船
主
た
ち
に

よ
っ
て
、
よ
り
主
役
的
に
い
と
な
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
内
海

生
粋
の
船
主
は
、
本
来
最
も
能
動
的
に
活
躍
す
べ
き
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
、

現
実
に
は
、
概
し
て
小
規
模
・
限
定
的
ま
た
は
第
二
次
的
な
活
動
に
従
事
し

た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ゆ
え
に
、
蒸
汽
船
時
代
の
到
来
に
対
応
で
き
る
ほ
ど

の
財
力
蓄
積
・
地
盤
と
い
う
も
の
を
充
分
に
も
ち
得
る
に
い
た
っ
て
い
な
か

っ
た
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
歴
史
に
記
さ
れ
る
著
名
な
瀬

戸
内
海
航
行
船
の
多
く
は
、
大
阪
商
人
・
北
陸
船
主
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ

て
い
わ
ゆ
る
内
海
諸
港
〔
船
主
〕
の
所
有
船
は
、
小
型
で
、
ご
く
近
隣
地
域

間
の
交
通
、
せ
い
ぜ
い
、
母
港
と
阪
神
と
の
間
の
航
海
に
主
と
し
て
従
事
し

た
に
す
ぎ
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
述
瀬
戸
内
海
出

身
の
由
緒
あ
る
一
海
運
企
業
の
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
地
方
出
身
船

主
に
し
て
比
較
的
大
型
の
帆
船
を
所
有
し
、
や
や
活
濃
な
海
上
運
送
を
い
と
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な
ん
だ
も
の
は
、
た
と
え
瀬
戸
内
海
を
主
舞
台
と
し
て
で
あ
っ
て
も
、
実
際

上
、
瀬
戸
内
海
以
外
の
港
と
阪
神
と
の
間
を
む
す
ぶ
仕
事
を
主
要
な
業
務
内

容
と
し
て
い
た
。
し
か
も
、
帆
船
時
代
に
一
応
成
功
的
な
活
動
を
な
し
た
こ

う
し
た
ご
く
一
部
の
例
外
的
内
海
船
主
た
ち
の
殆
ん
ど
は
、
蒸
汽
船
勃
興
に
．

際
し
て
は
、
も
は
や
海
運
業
務
か
ら
手
を
引
い
て
、
蓄
積
資
本
を
他
に
投
ず

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
ら
ず
し
て
、
な
お
、
海
運
業
務
に
従
事
し
つ
づ
け

た
も
の
は
、
所
有
帆
船
の
喪
失
に
つ
れ
て
否
応
な
し
に
没
落
す
る
か
、
わ
ず

か
に
、
今
日
の
機
帆
船
業
者
的
存
在
の
形
で
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
営
業
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
だ
が
、
今
日
認
め
ら
れ
る
こ
う
し
た
肢
行
的
特
殊
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

瀬
戸
内
海
〔
の
港
〕
に
は
、
古
く
か
ら
、
そ
れ
自
体
の
海
運
業
の
発
展
史
が

あ
り
、
こ
れ
に
従
事
し
た
船
主
の
な
か
か
ら
甚
だ
少
数
で
は
あ
る
が
、
現
代

ま
で
発
展
を
持
続
し
た
も
の
も
い
る
。
以
下
、
こ
れ
が
発
達
過
程
を
通
じ
て
、

瀬
戸
内
海
船
主
グ
ル
ー
プ
の
興
亡
と
そ
の
生
態
と
を
う
か
が
う
こ
と
と
し
よ

う
Q

二
、
瀬
戸
内
海
海
運
企
業
の
類
型

　
単
寧
か
ら
阪
神
に
い
た
る
瀬
戸
内
海
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
船
舶
ま
た
は
海

運
企
業
の
す
べ
て
が
、
必
ず
し
も
、
内
海
沿
岸
諸
港
土
着
の
も
の
で
な
か
っ

た
こ
と
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
内
海
沿
岸
の
諸
港

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

を
母
港
と
し
根
拠
地
と
し
た
船
舶
・
船
主
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
い

ま
、
こ
う
し
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
各
地
お
よ
び
一
部
九
州
の
港
に
自
己
の
本
拠

を
お
い
た
海
運
企
業
を
営
業
内
容
も
し
く
は
主
た
る
運
送
対
象
に
も
と
ず
い

て
分
類
考
察
し
て
見
る
に
、
旅
客
輸
送
を
中
心
と
す
る
も
の
と
貨
物
輸
送
を

主
体
と
す
る
も
の
と
に
大
別
で
き
よ
う
。

　
前
者
、
す
な
わ
ち
、
旅
客
輸
送
を
中
心
と
す
る
海
運
企
業
は
、
明
治
期
に

入
っ
て
の
ち
、
い
わ
ゆ
る
小
蒸
汽
船
業
蚊
頭
の
波
に
乗
っ
て
興
隆
し
た
も
の

で
、
そ
の
起
源
は
、
よ
り
新
し
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
陸

上
交
通
機
関
特
に
鉄
道
の
未
発
達
な
時
代
、
旅
行
者
は
、
船
便
に
依
存
す
る

と
こ
ろ
大
き
く
、
殊
に
、
比
較
的
平
穏
な
航
海
が
期
待
で
き
且
つ
古
く
よ
り

開
け
た
通
路
で
あ
る
だ
け
に
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
相
当
な
旅
客
運
送
．
需
要
が

つ
ね
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
確
か
で
あ
る
。
徳
川
期
に
お
け
る
参
勤
交
替
制

度
や
信
仰
上
の
理
由
に
も
と
ず
く
四
国
渡
り
、
或
い
は
、
商
用
旅
行
は
、
こ

の
種
旅
客
運
送
業
務
を
発
達
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ご
く
小

規
模
・
短
区
間
の
、
ま
た
は
臨
時
の
も
の
を
除
い
て
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
幕

末
な
い
し
明
治
初
期
ま
で
、
純
粋
・
専
門
的
な
旅
客
運
送
企
業
、
し
た
が
っ

て
、
客
船
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
渡
し
ぶ

ね
」
の
類
い
を
の
ぞ
い
て
、
一
般
に
は
、
諸
貨
物
の
積
取
・
輸
送
を
本
来
の

主
使
命
と
す
る
帆
船
に
若
干
数
の
乗
客
収
容
設
備
を
も
う
け
て
、
い
わ
ゆ
る

「
便
乗
」
さ
せ
る
の
が
通
常
の
在
り
方
で
あ
っ
て
、
西
国
諸
大
名
の
渡
海
の

（31）



　
　
　
　
社
堺
船
の
系
譜

と
き
も
、
臨
時
的
に
、
こ
う
し
た
帆
船
を
一
隻
ま
た
は
数
隻
専
用
し
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

　
明
治
維
新
に
よ
る
旅
行
制
限
の
解
除
と
小
型
蒸
汽
船
の
導
入
、
こ
れ
を
用

い
て
の
阪
神
地
区
に
お
け
る
内
外
人
の
旅
客
運
送
業
の
開
始
に
刺
戟
さ
れ
て

海
上
旅
客
交
通
需
要
の
さ
か
ん
な
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
、
比
較
的
早
く
、
貨

物
運
送
と
別
個
に
、
短
距
離
間
の
も
し
く
は
離
島
航
路
就
役
用
の
小
型
客
船

が
出
現
し
、
こ
こ
に
、
、
こ
の
種
旅
客
輸
送
を
目
的
と
す
る
企
業
が
成
立
し
は

じ
め
、
や
が
て
、
阪
神
と
瀬
戸
内
海
諸
港
ま
た
は
九
州
と
を
結
ぶ
や
や
長
距

離
な
小
蒸
汽
船
航
路
も
開
設
・
経
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旅
客
と
一
部

の
小
貨
物
と
を
積
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
種
小
蒸
汽
船
業
は
、
事
業

開
始
に
さ
ま
で
多
額
の
資
金
を
要
せ
ず
比
較
的
容
易
に
着
手
さ
れ
得
た
の
と

前
述
の
ご
と
く
、
か
な
り
の
需
要
が
あ
っ
た
が
た
め
に
、
同
業
者
す
こ
ぶ
る

多
数
輩
出
し
、
遂
に
は
、
相
互
に
激
し
い
競
争
を
演
じ
る
に
い
た
っ
た
。
こ

う
し
た
瀬
戸
内
海
小
蒸
汽
船
業
者
の
共
倒
れ
を
防
ぐ
の
が
、
大
阪
商
船
会
社

の
設
立
へ
導
く
主
要
理
由
だ
つ
た
こ
と
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
瀬
戸
内
海
小
蒸
汽
船
船
主
の
す
べ
て
が
、
大
阪
商
船
会
社
に
合

同
・
吸
収
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
独
占
的
大
会
社
設
立
後
に
も

新
し
く
瀬
戸
内
海
で
貨
客
運
送
を
い
と
な
も
う
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
彼

等
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
大
阪
商
船
と
対
立
・
反
抗
し
、
と
き
に
は
、
甚

だ
強
力
な
競
争
相
手
と
さ
え
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
存
在
の
一
つ
は
徳
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
共
栄
社
」
で
あ
る
。
同
社
に
つ
い
て
は
、
一
部
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
本

稿
は
単
に
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
貨
物
輸
送
を
主
と
し
た
帆
船
時
代
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
諸
港
に
は
、
殆
ん

ど
い
ず
れ
の
港
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
港
町
ま
た
は
そ
の
背
後
地
域
の
特

産
物
を
搬
出
す
る
と
と
も
に
、
他
所
か
ら
生
活
必
需
品
・
原
材
料
関
係
品
そ

の
他
を
運
び
入
れ
る
こ
と
を
主
任
務
と
し
た
土
着
の
海
運
業
者
・
船
主
〔
回

漕
問
屋
ま
た
は
船
問
屋
〕
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
存
在
し
て
い
た
。
そ
の

大
部
分
は
、
数
十
石
積
船
か
ら
二
、
三
百
石
積
船
ま
で
の
比
較
的
小
・
中
型

の
大
和
型
帆
船
を
、
一
隻
ま
た
は
せ
い
ぜ
い
数
隻
、
所
有
・
運
航
す
る
概
し

て
小
規
模
な
経
営
体
で
あ
っ
て
、
活
動
領
域
も
比
較
的
狭
少
・
限
定
的
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
殆
ん
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
回
漕
問
屋
と
し
て
船
舶
業
務

と
同
時
に
物
品
の
仕
入
と
販
売
、
す
な
わ
ち
商
業
を
営
な
む
商
人
船
主
か
、

製
塩
・
酒
造
の
よ
う
な
生
産
業
を
主
と
し
な
が
ら
当
該
自
己
生
産
物
な
ら
び

に
所
要
原
料
・
燃
料
等
を
輸
送
す
る
目
的
で
副
業
的
に
船
舶
を
所
有
・
運
航

す
る
も
の
か
、
い
ず
れ
に
も
て
も
、
自
己
の
貨
物
を
運
ぶ
た
め
に
海
運
業
務

を
兼
営
し
た
も
の
で
、
明
白
に
、
自
己
運
送
形
態
を
原
則
と
し
て
い
た
。

　
北
海
道
の
海
産
物
・
北
陸
ま
た
は
奥
羽
の
米
を
大
阪
（
と
き
に
は
江
戸
へ

も
）
へ
運
び
、
大
阪
か
ら
雑
貨
を
積
み
と
っ
て
帰
え
る
「
北
前
船
」
や
、
長

崎
で
中
継
さ
れ
る
外
国
貿
易
貨
物
の
運
送
船
の
場
合
に
お
け
る
如
き
比
較
的

大
規
模
・
長
距
離
の
且
つ
歴
史
上
著
名
な
海
運
活
動
に
対
し
て
は
、
瀬
戸
内
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海
各
港
船
主
は
殆
ん
ど
関
与
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
由
緒
あ
る

船
舶
も
、
し
ば
し
ば
、
航
海
途
中
、
瀬
戸
内
海
の
い
ず
れ
か
の
港
に
寄
港
し

た
か
ら
、
船
主
た
る
と
同
時
に
商
人
も
し
く
は
商
品
生
産
者
で
あ
る
瀬
戸
内

海
海
運
業
者
が
、
つ
ね
に
こ
う
し
た
船
・
海
運
活
動
と
接
触
を
保
つ
た
こ
と

は
喜
実
で
あ
る
。
な
か
ん
づ
く
、
彼
等
は
、
し
ば
し
ば
、
「
北
前
船
」
の
積
荷

を
購
入
ま
た
は
委
託
販
売
し
、
塩
そ
の
他
の
返
り
荷
を
供
給
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
他
国
・
他
地
方
の
船
舶
と
い
え
ど
も
、
瀬
戸
内
海
の
港
の
繁
栄
と
海

運
業
務
の
発
達
に
刺
戟
を
あ
た
え
、
貢
献
す
る
と
こ
ろ
決
し
て
少
な
く
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
「
北
前
船
」
は
北
陸
地
方
船
主
に
よ
っ
て
、
ま
た

長
崎
貿
易
は
阪
神
の
大
商
人
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
船
舶

は
、
い
わ
ば
、
通
り
が
か
り
の
船
に
す
ぎ
ず
、
瀬
戸
内
海
独
自
の
海
運
業
と

は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
産
す
る
同
類
・
酒
・
石
材
・
藺
草
お

よ
び
畳
表
・
煙
草
・
綿
・
海
狸
・
二
等
は
、
瀬
戸
内
海
の
土
着
船
主
が
取
扱

つ
た
第
一
義
的
重
要
貨
物
で
あ
り
、
そ
の
輸
送
こ
そ
、
．
こ
れ
ら
各
港
海
運
業

の
成
立
発
展
基
盤
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
船
舶
の
出
入
・
停
泊
に
好
適
の

地
で
あ
る
が
そ
の
地
自
身
に
積
出
す
べ
き
土
産
が
な
く
、
背
後
地
と
の
陸
上

交
通
も
制
限
さ
れ
た
状
態
の
港
に
あ
っ
て
も
、
海
運
業
者
は
輩
出
し
た
し
、

む
し
ろ
そ
う
し
た
環
境
の
ゆ
え
に
、
特
殊
且
つ
最
も
目
覚
し
い
発
達
を
示
し

た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
母
港
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
土
産
を
積
ん
で
消
費
地

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
　
譜

i
主
と
し
て
大
阪
・
神
戸
・
九
州
お
よ
び
一
部
の
日
本
海
沿
岸
諸
港
1

に
到
着
し
た
瀬
戸
内
海
帆
船
は
、
返
り
荷
と
し
て
、
阪
神
の
雑
貨
、
九
州
の

石
炭
〔
と
き
に
北
陸
米
里
〕
を
積
ん
だ
。
一
般
的
な
傾
向
が
、
母
港
お
よ
び

そ
の
背
後
地
の
経
済
・
生
活
と
直
結
す
る
海
運
活
動
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

活
動
範
囲
も
経
営
規
模
も
さ
ま
で
大
き
く
な
く
、
時
代
の
進
展
、
な
か
ん
づ

く
鉄
道
の
開
通
と
蒸
汽
船
の
発
達
に
つ
れ
て
没
落
す
る
運
命
に
さ
ら
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
で
も
、
瀬
戸
内
海
各
戸
を
根
拠
と
す
る
海
運
業
は
、
一
応
か

な
り
、
活
況
を
呈
し
得
た
し
、
同
海
域
通
航
隻
数
の
点
で
は
、
も
と
よ
り
、

内
海
沿
岸
諸
港
所
属
の
帆
船
が
大
半
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
。
上
記
瀬
戸
内
海

沿
岸
産
物
が
も
は
や
帆
船
（
大
和
型
）
で
有
利
に
運
ば
れ
な
く
な
る
に
お
よ

ん
で
、
他
に
転
業
・
移
住
し
た
船
主
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
方
に
は
、

依
然
、
父
祖
伝
来
の
海
運
業
を
固
執
し
、
西
洋
型
帆
船
・
機
帆
船
・
小
型
蒸

汽
船
を
採
用
し
て
延
命
・
存
続
を
は
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
い

わ
ん
や
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
よ
く
、
時
流
に
乗
じ
て
近
代
海
運
業
に
脱
皮

し
、
多
数
の
優
秀
・
大
型
蒸
汽
船
を
所
有
・
運
航
し
た
も
の
、
さ
ら
に
は
、

現
代
日
本
海
運
界
に
厳
た
る
存
在
を
保
つ
も
の
さ
え
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、

そ
の
代
表
例
と
し
て
嶋
谷
汽
船
の
発
達
史
を
取
扱
う
。

　
（
1
）
拙
稿
「
大
阪
商
船
の
強
敵
共
栄
社
（
徳
山
）
に
つ
い
て
」
日
本
船
長
協
会

　
　
誌
第
一
八
号
所
載
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社
外
船
　
の
　
系
譜

三
、
由
宇
海
運
業
お
よ
び
嶋
谷
海
運
業
の
発
達
過
程

　
（
－
）
　
は
　
し
　
が
　
き

　
わ
が
国
に
お
け
る
一
般
蒸
汽
船
事
業
の
発
達
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
い
わ

ゆ
る
、
「
社
外
船
」
の
勃
興
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
前
身
三
菱
会
社
の
時

代
か
ら
手
厚
い
政
府
保
護
を
享
受
し
て
特
権
的
に
発
達
し
た
日
本
郵
船
と
、

大
阪
財
界
お
よ
び
地
方
・
中
央
政
府
の
支
持
を
背
景
に
多
数
の
小
蒸
汽
船
主

が
合
同
し
て
一
大
汽
船
会
社
を
結
成
し
、
も
っ
て
、
瀬
戸
内
海
を
毒
心
と
す

る
西
日
本
海
域
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
大
阪
商
船
と
に
対
抗
し
て
、
新
に
近

代
的
蒸
汽
船
業
を
営
な
も
う
と
す
る
機
運
が
易
ま
っ
た
と
き
、
有
力
な
地
方

帆
船
園
主
が
そ
の
主
導
的
地
位
に
立
つ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
す
ぎ
る
成
行
で

あ
る
が
、
た
だ
、
こ
の
場
合
、
北
前
船
主
や
阪
神
お
よ
び
京
浜
出
身
の
海
運

業
者
が
そ
の
主
役
を
演
じ
て
、
瀬
戸
内
海
・
九
州
船
主
は
殆
ん
ど
「
蒸
汽
船

に
の
り
お
く
れ
」
或
い
は
、
ふ
り
落
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
ぬ
。
帆
船
時
代
か
ら
蒸
汽
船
時
代
に
移
っ
て
、
な
お
、
引
き
つ
づ
き
海
運

業
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ
た
由
緒
あ
る
瀬
戸
内
海
・
九
州
出
身
船
主
と
い
え

ば
、
わ
ず
か
に
、
深
川
汽
船
と
嶋
谷
汽
船
と
を
か
ぞ
え
る
く
ら
い
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
深
川
喜
一
郎
の
統
卒
す
る
深
川
汽
船
の
名
は
、
大
正
末
期
ま
で
わ
が
国
海

運
界
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
常
に
大
阪
商

船
の
頸
敵
と
し
て
瀬
戸
内
海
航
路
で
相
争
っ
た
事
実
や
、
四
国
沖
を
通
っ
て

沖
縄
・
大
阪
間
直
三
三
を
は
じ
め
た
り
、
沖
縄
砂
糖
積
取
に
先
鞭
を
つ
け
た

と
い
う
こ
と
は
、
海
運
史
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
不
幸
、
第
一
次
大
戦
後

の
パ
ニ
ッ
ク
で
倒
産
し
、
わ
が
国
海
運
界
か
ら
姿
を
消
す
に
い
た
っ
た
が
、

そ
の
家
柄
・
海
運
業
の
歴
史
と
活
躍
ぶ
り
は
、
い
ま
な
お
、
少
な
く
と
も
、

そ
の
名
を
記
憶
す
る
一
部
の
人
々
か
ら
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
九
州
出

身
の
近
代
船
主
と
し
て
、
深
川
汽
船
に
ま
さ
る
由
緒
あ
る
伝
統
と
輝
か
し
い

活
動
実
績
を
も
つ
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
特
に
、
深
川

家
が
徳
川
期
・
明
治
期
の
帆
船
時
代
以
来
、
主
と
し
て
、
肥
後
米
・
筑
後
米

を
平
心
と
す
る
九
州
米
を
大
阪
・
兵
庫
に
運
び
、
瀬
戸
内
海
を
そ
の
活
動
舞

台
と
し
て
活
躍
し
、
の
ち
蒸
汽
船
へ
転
移
し
て
内
外
に
発
展
し
た
こ
と
は
、

後
述
嶋
谷
汽
船
の
場
合
に
酷
似
し
た
面
を
も
ち
、
な
し
得
れ
ば
、
本
稿
研
究

対
象
に
加
え
た
い
存
在
で
あ
る
。
だ
が
、
三
角
湾
東
北
部
大
川
町
に
あ
っ
た

同
家
邸
宅
は
戦
災
で
喪
失
し
、
某
海
運
会
社
に
勤
務
中
の
若
い
当
主
は
じ
め

深
川
汽
船
関
係
者
た
ち
に
も
昔
の
こ
と
に
つ
い
て
の
知
識
・
記
憶
が
な
く
、

今
日
、
資
料
的
に
、
当
企
業
発
展
史
を
う
か
が
う
こ
と
を
得
な
い
。

　
こ
れ
に
比
べ
て
、
同
様
、
筑
後
川
河
口
玉
津
港
を
基
盤
と
し
て
筑
後
米
・

肥
後
米
の
輸
送
を
営
な
む
こ
と
か
ら
海
運
業
に
手
を
染
め
、
の
ち
帆
船
か
ら

蒸
汽
船
へ
の
発
展
に
成
功
し
、
さ
ら
に
、
近
代
汽
船
業
経
営
途
上
に
お
い
て

も
、
幾
多
顕
著
な
活
動
・
成
長
を
示
し
た
嶋
谷
家
は
、
今
日
神
戸
に
滝
谷
汽
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船
株
式
会
社
の
看
板
を
か
か
げ
て
営
業
を
継
続
し
、
戦
争
被
害
を
克
服
し
て

い
ま
や
、
一
層
の
発
展
を
期
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
な
お
必
ず
し
も
豊
富

・
充
分
な
資
料
と
は
言
え
ぬ
に
せ
よ
、
埋
る
程
度
ま
で
、
そ
の
発
展
過
程
を

知
る
手
掛
り
も
残
っ
て
い
る
。
嶋
谷
海
運
業
は
、
そ
の
活
動
初
期
か
ら
若
津

・
兵
庫
間
の
筑
後
米
・
肥
後
米
輸
送
に
従
事
し
、
そ
の
店
舗
も
、
当
初
、
九

州
若
津
町
に
設
け
た
と
は
い
え
、
も
と
も
と
、
同
家
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
山

口
県
玖
珂
郡
由
宇
港
の
産
で
」
嶋
谷
家
の
船
は
中
薬
を
母
港
と
し
、
そ
の
業

務
と
生
活
と
は
、
他
の
由
宇
船
主
と
同
様
、
由
宇
港
を
基
地
と
し
て
営
な
ま

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
い
わ
ば
、
生
粋
の
瀬
戸
内
海
船
主
の
一
員
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
嶋
谷
海
運
業
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
、
同
家
を
ふ
く
む
由

字
海
運
業
の
歴
史
を
解
明
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
嶋
谷
海
運
業
史
は
即
由
宇
海
運

史
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
由
宇
海
運
史
は
瀬
戸
内
海
運
史
の
一
部
で
あ
り
、

か
く
て
、
嶋
谷
海
運
業
史
は
、
帆
船
か
ら
蒸
汽
船
へ
ま
で
進
化
し
た
瀬
戸
内

海
海
運
グ
ル
ー
プ
の
主
要
な
、
殆
ん
ど
唯
一
の
、
発
達
史
で
も
あ
る
。

　
（
2
）
　
由
宇
海
運
業
の
起
源
と
特
色

　
一
説
に
、
吉
川
墨
家
が
関
ケ
原
戦
役
に
お
け
る
徳
川
方
へ
の
内
通
・
忠
勤

に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
、
現
山
口
県
玖
珂
郡
の
大
部
約
六
万
石
の
領
地
（
岩

国
藩
）
を
あ
た
え
ら
れ
て
、
前
居
城
鳥
取
よ
り
海
路
移
住
し
て
由
宇
に
上
陸

し
た
が
、
陸
上
交
通
難
の
ゆ
え
に
、
同
藩
は
、
以
後
由
宇
を
海
軍
根
拠
地
兼

　
　
　
社
　
外
船
　
の
　
系
譜

交
通
出
入
口
と
定
め
、
海
岸
に
五
〇
軒
の
「
飼
子
屋
敷
」
を
建
て
た
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
飼
子
屋
敷
に
住
ん
だ
人
々
は
、
本
来
、
参
勤
交
替
そ
の
他
の
藩

御
用
の
場
合
に
船
舶
　
　
藩
が
所
有
し
た
の
か
他
か
ら
借
り
た
か
定
か
で
な

い
が
、
i
に
乗
組
む
（
こ
の
た
め
に
彼
等
は
二
人
扶
持
を
あ
た
え
ら
れ
て

い
た
）
以
外
は
、
平
常
み
ず
か
ら
小
舟
を
操
っ
て
漁
業
に
従
事
し
た
り
、
短

区
間
の
小
運
搬
仕
事
を
い
と
な
ん
だ
り
し
て
い
た
。
だ
が
、
や
が
て
、
彼
等

は
、
そ
の
海
上
経
験
を
生
か
し
て
、
丈
化
・
文
政
の
頃
に
は
、
ニ
ー
三
端
帆

の
小
型
帆
船
を
も
つ
て
、
沿
岸
ま
た
は
離
島
の
物
品
輸
送
を
行
な
う
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
、
由
宇
海
運
業
ま
た
は
「
岩
国
船
」
の
起
源
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
由
宇
に
海
運
業
が
発
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
元
藩
士

田
申
清
兵
衛
が
関
ケ
原
戦
後
に
暇
を
願
い
出
て
商
人
と
な
り
、
船
を
所
有
・

運
航
し
て
商
業
・
海
運
業
を
開
始
し
た
の
が
最
大
・
最
初
の
動
機
だ
と
い
う

同
地
古
老
も
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
田
中
清
兵
衛
の
子
孫
は
、
「
岩
田
屋
」

の
屋
号
を
か
か
げ
、
明
治
末
年
ま
で
由
宇
港
の
最
終
船
主
と
し
て
帆
船
業
を

つ
づ
け
た
由
で
あ
る
。
だ
が
、
一
般
的
に
見
て
、
丈
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

に
「
藤
屋
開
作
」
が
な
さ
れ
、
次
い
で
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
1
四
二
）
に

由
宇
町
最
南
西
部
に
「
由
宇
崎
開
作
」
が
行
な
わ
れ
て
、
こ
こ
に
良
好
の
船

着
場
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
以
降
、
由
宇
が
瀬
戸
内
海
上
の
一

良
港
と
し
て
繁
栄
し
、
船
間
屋
・
船
主
が
興
隆
し
、
そ
の
船
舶
も
ま
た
、
大

型
化
・
多
数
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
は
由
宇
西
方
の
部
落
「
有
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社
外
船
　
の
　
系
譜

家
」
が
む
し
ろ
よ
り
大
き
な
海
上
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
が
、
い
ま
や
、
由
宇

が
こ
れ
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
と
な
り
、
大
島
の
若
者
た
ち
を
乗
組
員
に
採

用
し
て
「
岩
国
船
」
の
盛
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
い
ま
、
こ
の
問
の
事
情
を
、
篤
学
の
由
宇
町
郷
土
誌
研
究
者
た
ち
が
諸
旧

家
に
残
存
せ
る
古
文
書
を
基
に
調
べ
た
記
録
に
よ
っ
て
う
か
が
う
に
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。
「
享
保
単
記
」
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
年
）
の
由
宇
三
所

賊
船
お
よ
び
隣
の
有
家
浦
所
属
船
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五
十
六
艘
と
二
十
艘
と

記
し
て
い
る
が
、
前
者
の
所
有
船
は
、
二
面
帆
か
ら
六
端
帆
ま
で
の
甚
だ
小

型
の
帆
船
ば
か
り
で
、
有
家
浦
が
た
と
え
半
数
以
下
の
所
有
隻
数
で
あ
っ
て

も
七
端
帆
・
八
端
帆
の
帆
船
を
有
し
た
の
に
比
べ
て
、
む
し
ろ
見
劣
り
す
る

状
態
で
あ
っ
た
。
宝
暦
（
一
七
五
一
－
六
二
）
か
ら
文
化
（
一
八
〇
四
－
一

七
）
ま
で
の
約
五
＋
年
間
に
は
、
両
浦
発
展
上
の
差
は
一
層
歴
然
と
な
り
、

有
家
浦
に
松
元
治
平
（
松
野
家
）
・
村
井
重
右
衡
門
（
高
砂
屋
）
・
村
中
福

松
（
村
屋
）
・
村
井
常
次
郎
、
（
三
尾
屋
）
の
諸
船
主
が
あ
ら
わ
れ
、
二
五
〇

石
積
の
住
吉
丸
・
神
力
丸
・
虎
福
丸
等
を
所
有
運
航
し
た
が
、
由
宇
に
は
い

ま
だ
殆
ん
ど
一
隻
の
大
型
船
・
一
名
の
大
船
主
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
ち
な

み
に
、
有
家
の
優
位
は
、
其
後
由
宇
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
上

記
諸
船
・
王
の
ほ
か
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
－
二
九
）
に
新
開
卯
三
郎
（
新

屋
）
1
国
吉
丸
（
四
百
石
）
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
1
四
三
）
に
松
尾
兵

蔵
（
松
屋
）
一
軸
栄
丸
（
三
百
石
）
・
小
菅
栄
丸
（
二
百
石
）
、
嘉
永
年
間

（一

ｪ
四
八
一
五
三
）
に
重
岡
弥
八
郎
（
新
屋
本
家
）
i
八
幡
丸
（
四
百

石
）
の
船
主
が
あ
り
、
さ
ら
に
明
治
此
期
に
も
、
重
岡
富
次
郎
（
薪
屋
新
宅
）

が
あ
ら
わ
れ
て
虎
福
丸
（
六
百
石
）
・
大
虎
福
丸
（
千
石
）
・
招
徳
丸
（
八
百

石
）
・
大
招
徳
丸
（
千
三
百
石
）
一
瀬
戸
内
海
上
当
時
稀
な
大
型
船
で
実
に

二
十
八
端
帆
を
有
し
た
と
い
う
一
を
所
有
運
航
し
た
。

　
由
宇
浦
に
、
は
じ
め
て
、
船
主
ら
し
い
大
船
主
が
出
現
し
た
の
は
丈
化
年

間
で
あ
っ
て
、
奥
村
甚
左
衛
門
・
河
野
幸
助
・
中
野
宗
十
郎
が
そ
の
先
駆
者

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
丈
化
四
年
の
築
港
工
事
（
既
述
「
藤
屋
開
作
」
）
と
密

接
な
関
連
を
も
つ
こ
と
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
以
後
天
保
時
代

の
開
作
が
行
な
わ
れ
、
船
舶
の
出
入
・
停
泊
が
ま
す
ま
す
便
と
な
る
に
従
っ

て
、
由
宇
の
船
主
・
船
舶
が
多
数
と
な
り
、
諸
国
の
帆
船
の
訪
れ
も
繁
く
な

っ
た
。
資
料
的
に
確
認
で
き
る
幕
末
よ
り
明
治
初
年
に
お
け
る
由
宇
の
船
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

名
と
そ
の
所
有
船
名
と
を
か
か
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　丈
〃　化

　年
　　間

　
〃

天
保
年
間

嘉
永
年
間

　
〃

万
延
年
問

奥
村
甚
左
衛
門
（
奥
屋
本
家
）

中
野
宗
十
郎
（
中
屋
）

河
野
幸
助

広
田
庄
六
（
広
島
屋
本
家
）

角
井
六
郎
兵
衡
（
角
屋
）

広
田
太
平
（
広
島
屋
部
屋
）

小
沢
三
郎
兵
衛
（
小
松
屋
）

明
神
丸
（
四
〇
〇
石
）

幸
丸
（
一
五
〇
石
）

幸
徳
丸
（
五
〇
〇
石
）

大
蛭
子
丸
（
二
〇
〇
石
）

順
宝
丸
（
三
〇
〇
石
）

小
蛭
子
丸
（
一
五
〇
石
）

明
神
丸
（
二
五
〇
石
）
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元
治
年
問

慶
応
年
間

　
〃

　
〃

明
治
初
年

〃〃〃

山
中
重
三
郎
（
桝
屋
隠
居
）

小
沢
孫
兵
衛
（
小
松
屋
新
宅
）

角
井
昇
三
郎
（
角
屋
隠
居
）

曝
露
太
左
衛
門
（
新
屋
）

富
田
耕
三
郎
（
勢
喜
屋
）

中
尾
利
丘
ハ
衡
…
（
雄
樋
ノ
上
）

角
井
清
八
（
角
清
）

南
本
吉
次
郎
（
南
屋
）

花
咲
丸
（
三
〇
〇
石
）

流
徳
丸
（
二
五
〇
石
）

明
栄
丸
（
二
五
〇
石
）

蛭
子
丸
（
二
五
〇
石
）

勢
虎
丸
（
四
〇
〇
石
）

勢
竜
丸
（
三
〇
〇
石
）

天
神
丸
（
三
〇
〇
石
）

大
神
丸
（
三
〇
〇
石
）

天
力
丸
（
三
〇
〇
石
）

「
岩
国
船
」
と
し
て
知
ら
れ
た
こ
れ
ら
由
宇
の
帆
船
が
、
具
体
的
に
、
如
何

な
る
積
荷
を
取
扱
い
、
如
何
な
る
区
域
に
就
航
し
た
か
を
詳
か
に
示
す
資
料

は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
海
運
業
務
経
営
形
態
は
、
船
主
・
商
人
・
船
長
を

三
位
一
体
と
す
る
自
己
運
送
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
所
有
船
舶
が
一
隻
よ
り
多
い
場
合
に
は
、
船
主
以
外
の
も
の
が
船

長
と
し
て
塔
乗
ず
る
が
、
多
く
は
、
船
主
の
兄
弟
・
縁
者
も
し
く
は
充
分
信

用
す
る
に
足
る
使
用
人
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
、
船
主
の
指
図
と
信
任
と
の
も

と
に
船
舶
の
運
航
と
同
時
に
積
荷
の
販
売
・
購
入
を
な
す
権
限
を
附
与
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
銀
字
の
船
舶
は
、
徳
川
期
の
日
本
帆
船
大
半
が
そ
う

で
あ
っ
た
と
同
じ
「
豊
年
船
」
と
し
て
瀬
戸
内
海
を
往
来
し
な
が
ら
も
、
一

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

面
で
は
、
著
し
い
特
色
を
も
つ
て
い
た
。
母
港
か
ら
積
出
さ
れ
る
土
地
産
物

に
殆
ん
ど
恵
ま
れ
ず
、
ま
た
積
入
れ
る
べ
き
消
費
商
品
と
て
多
く
な
い
と
い

う
立
地
条
件
の
ゆ
え
に
、
由
宇
の
帆
船
は
、
母
港
も
し
く
は
そ
の
背
後
地
の

入
洛
∵
生
活
と
直
結
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
他
地
域
・
他
港
間
の
物
品
輸
送
を

目
標
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
国
際
的
三
国
間
輸
送

の
国
内
版
も
し
く
は
そ
れ
に
相
通
ず
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
、

日
本
海
運
史
上
著
名
な
存
在
で
あ
る
「
菱
垣
廻
船
」
・
「
樽
廻
船
」
が
そ
れ
ぞ

れ
、
大
阪
の
雑
貨
と
御
影
・
灘
・
西
宮
の
酒
と
を
江
戸
に
運
ぶ
こ
と
を
主
要

業
務
と
し
、
ま
た
「
北
前
船
」
も
、
北
海
道
海
産
物
の
搬
入
と
北
国
米
の
搬

出
と
を
本
来
の
任
務
と
し
て
発
達
し
た
の
と
は
甚
だ
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
由
宇
海
運
業
の
発
展
性
と
同
時
に
限
界
性
を
規
定
す
る
基
本

的
性
格
・
特
徴
と
し
て
充
分
に
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
由
宇
の
船
主
た
ち
は
、
九
州
産
米
特
に
肥
後
米
・
筑
後
米
を

兵
庫
に
運
び
、
返
り
荷
と
し
て
大
阪
の
雑
貨
を
九
日
目
輸
送
す
る
み
ち
を
選

ん
だ
。
彼
等
が
如
何
な
る
関
係
・
動
機
に
も
と
ず
い
て
こ
う
し
た
肥
後
米
・

筑
後
米
の
輸
送
を
中
核
と
す
る
海
運
活
動
に
の
り
出
し
た
か
は
必
ず
し
も
判

然
と
し
な
い
け
れ
ど
、
根
本
的
に
は
、
彼
等
が
船
主
で
あ
る
と
同
時
に
商
人

な
か
ん
つ
く
米
穀
商
人
で
あ
り
、
他
方
、
肥
後
・
筑
後
米
が
当
時
供
給
量
も

つ
と
も
豊
富
に
し
て
阪
神
米
穀
市
場
の
代
表
的
銘
柄
で
あ
っ
た
が
た
め
と
見

倣
さ
れ
る
。
以
上
の
本
項
所
説
を
重
ね
て
要
約
す
る
意
味
か
ら
、
由
宇
海
運
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社
外
船
　
の
　
系
譜

業
の
性
格
・
特
色
に
関
す
る
嶋
谷
亮
輔
氏
　
　
嶋
谷
分
家
一
の
示
唆
ふ
か

・
ぎ
書
翰
の
一
部
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。

　
「
由
宇
の
船
主
が
隆
盛
に
な
っ
た
原
因
は
海
運
業
薫
り
で
は
無
か
っ
た
ら

　
し
い
。
吾
々
の
祖
父
で
あ
る
徳
右
エ
門
氏
が
成
功
し
た
主
因
は
米
相
場
に

　
あ
っ
た
ら
し
い
。
艶
紅
時
差
を
為
す
に
は
誰
も
彼
も
米
相
場
を
や
っ
た
ら

　
し
い
。
当
時
通
信
機
関
の
無
い
時
で
あ
る
か
ら
飛
脚
に
よ
る
の
外
は
な
か

　
つ
た
。
中
尾
氏
の
大
番
頭
と
し
て
の
徳
右
エ
門
氏
は
丘
ハ
庫
の
相
場
を
迅
速

　
に
九
州
に
於
て
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
し
め
を
や
り
迅
速
に
自
家
船
に
よ

　
り
て
兵
庫
に
運
漕
し
巧
妙
に
利
益
を
博
さ
れ
た
よ
う
だ
。
此
意
味
か
ら
い

　
う
と
海
運
は
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
無
論
回
漕
問
屋
の
品
物
を
も
運
搬

　
し
た
に
相
違
な
い
が
、
利
益
を
得
た
の
は
相
場
で
あ
っ
た
。
」
（
昭
和
三
〇

　
・
一
二
・
二
二
付
書
翰
）

　
（
1
）
　
由
宇
土
着
の
人
ば
か
り
で
な
く
、
他
国
出
身
の
船
主
も
あ
っ
た
。
た
と
え

　
　
ば
、
九
州
臼
木
の
人
、
豊
川
某
は
幕
末
・
明
治
初
期
、
由
宇
に
お
い
て
「
臼

　
　
木
屋
」
な
る
船
問
屋
を
い
と
な
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
藩
主
の
信
用
を
得
て
、

　
　
少
な
く
と
も
、
二
隻
の
帆
船
を
所
有
し
、
瀬
戸
内
海
は
勿
論
、
し
ば
し
ば
鹿
児

　
　
島
新
潟
方
面
に
も
配
船
し
た
。
彼
が
、
藩
主
の
休
息
用
に
供
す
る
た
め
由
宇
に

　
　
建
て
た
階
建
の
豪
邸
の
跡
は
、
土
地
古
老
の
問
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
由
字
帆
船
の
最
盛
時
と
嶋
谷
海
運
業
の
発
展

瀬
戸
内
海
上
を
九
州
・
大
阪
間
に
就
役
し
て
、
次
第
に

「
岩
国
船
」
の
名

を
た
か
め
た
由
宇
の
帆
船
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
、
む
し
ろ
、
一
層
の
発

展
を
む
か
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
筆
者
が
現
地
調
査
行
の
際
に

「
由
宇
の
船
主
が
没
落
し
た
の
は
明
治
五
、
六
年
頃
電
報
が
開
始
さ
れ
た
と

ぎ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
」
と
語
ら
れ
た
一
古
老
の
見
解
に
そ
む
ぐ
よ
う
だ

が
、
事
実
上
、
由
宇
の
海
運
は
、
そ
の
船
主
数
に
お
い
て
も
、
船
舶
の
数
お

よ
び
大
き
さ
に
お
い
て
も
、
明
治
中
期
、
す
な
わ
ち
朋
治
十
年
代
に
最
も
盛

大
を
き
わ
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
頃
に
存
在
し

た
船
主
と
そ
の
所
有
船
舶
と
を
み
る
に
、
少
な
く
と
も
、
次
の
ご
と
き
は
確

実
で
あ
る
。

　
中
尾
弥
右
衛
門
（
岩
国
屋
本
家
）
　
　
　
　
蛭
子
丸
（
一
〇
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
蛭
子
丸
（
七
〇
〇
石
）

　
　
　
　
外
に
、
船
名
不
詳
な
る
も
、
西
洋
型
帆
船
（
九
七
噸
）
　
一
隻
お
よ
び

　
　
　
　
妹
婿
中
尾
金
三
郎
と
共
同
所
有
の
鴻
山
丸
（
石
数
不
明
）
と
あ
り
。

　
田
中
清
兵
術
（
岩
田
屋
）
　
　
　
　
　
　
　
春
日
丸
（
七
〇
〇
石
）

　
嶋
谷
徳
右
エ
門
（
嶋
屋
）
　
　
　
　
　
　
　
昌
栄
丸
（
七
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
宝
丸
（
五
〇
〇
石
）

　
田
辺
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
流
栄
丸
（
石
数
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
流
栄
丸
（
　
〃
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
け
い
丸
（
　
〃
　
　
）

　
佐
田
弥
五
郎
（
讃
岐
屋
）
　
　
　
　
　
　
　
長
久
丸
（
九
〇
〇
石
）
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長
昌
丸
（
七
〇
〇
石
）

中
尾
弥
八
郎
（
岩
田
屋
隠
居
）
　
　
　
　
　
大
宝
丸
（
九
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
黒
丸
（
七
〇
〇
石
）

山
中
太
一
郎
（
桝
屋
新
店
）
　
　
　
　
　
　
観
音
丸
（
八
0
0
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
当
馬
（
三
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
（
七
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
（
九
〇
〇
石
）

　
　
　
こ
の
外
に
、
観
寿
丸
・
観
福
丸
∵
観
徳
丸
　
　
そ
れ
ぞ
れ
一
号
よ
り

　
　
　
五
号
ま
で
一
を
所
有
し
た
ら
し
い
。

中
柴
弥
次
郎
（
中
町
岩
田
屋
）
　
　
　
　
　
大
徳
丸
（
七
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
招
徳
一
丸
（
六
〇
〇
石
）

角
弁
仙
介
（
角
屋
新
宅
）
　
　
　
　
　
　
　
榊
丸
（
五
〇
〇
石
）

中
柴
弥
六
（
角
屋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
虎
福
丸
（
四
〇
〇
石
）

堀
田
藤
治
郎
（
堀
田
屋
）
．
　
　
　
　
　
　
天
栄
丸
（
二
五
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
一
）

重
岡
肯
畠
次
郎
（
新
屋
漸
宅
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虎
福
丸
（
六
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
虎
福
丸
（
一
〇
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
招
徳
丸
（
八
0
0
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
招
徳
丸
（
＝
二
〇
〇
石
）

大
久
保
孝
助
（
川
乃
新
宅
）
　
　
　
　
　
　
小
幸
福
丸
（
八
0
0
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
幸
福
丸
（
不
明
）

　
　
　
社
　
外
船
　
の
　
系
譜

　
も
っ
て
、
船
主
お
よ
び
船
舶
の
多
数
な
る
こ
と
、
ま
た
と
り
わ
け
、
そ
の

船
舶
が
甚
だ
大
型
化
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
幕
末
お
よ
び
明
治
初
期

の
船
主
と
そ
の
船
舶
の
多
く
も
、
な
お
こ
こ
に
挙
げ
た
明
治
中
期
の
船
主
・

船
舶
と
と
も
に
活
動
を
つ
づ
け
た
に
ち
が
い
な
い
。
か
く
し
て
、
明
治
中
期

「
由
宇
ニ
ハ
一
軒
デ
和
船
ヲ
十
一
隻
モ
持
ツ
テ
居
タ
船
主
ガ
ア
リ
、
　
一
隻
又

ハ
ニ
隻
持
ツ
テ
居
タ
モ
ノ
ハ
数
知
レ
ヌ
程
デ
ア
ッ
タ
」
し
、
「
此
小
港
二
当
時

ノ
大
船
千
石
船
ノ
ニ
三
隻
休
養
セ
ザ
ル
ハ
無
ク
、
出
船
入
船
ノ
盛
況
ヲ
呈
シ

活
気
横
三
山
ル
モ
ノ
ガ
ア
ツ
タ
」
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
「
今
日
叢
爾
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
漁
港
二
過
ギ
ナ
イ
此
小
港
が
関
西
海
運
界
ノ
主
要
ナ
ル
役
割
ヲ
演
」
ず
る

「
夢
ノ
如
キ
」
繁
栄
を
謳
歌
し
た
。
さ
れ
ば
、
明
治
六
年
東
京
・
長
崎
間
電

信
の
開
通
に
よ
っ
て
、
由
字
の
船
主
が
影
響
を
蒙
っ
た
と
い
う
古
老
の
言
を

無
碍
に
退
け
よ
う
と
い
う
の
で
な
い
が
、
そ
れ
は
、
せ
い
ぜ
い
、
同
一
人
が

船
主
で
あ
る
と
同
時
に
米
商
人
で
あ
っ
た
由
宇
の
業
者
の
半
分
の
面
、
す
な

わ
ち
商
業
面
に
若
干
の
作
用
を
あ
た
え
た
と
い
う
ぐ
ら
い
に
解
す
べ
き
か
と

思
う
。
け
だ
し
、
電
信
開
通
前
に
あ
っ
て
は
、
由
宇
の
大
問
屋
は
、
通
常
、

一
、
二
名
の
専
属
飛
脚
を
か
か
え
て
お
っ
て
、
兵
庫
・
大
阪
の
米
相
場
を
由

宇
に
報
知
せ
し
め
、
し
か
る
の
ち
米
買
人
を
九
州
に
派
し
た
が
、
い
ま
や
、

電
報
の
利
用
に
よ
っ
て
、
い
ず
こ
に
お
い
て
も
、
米
穀
市
況
を
知
り
、
米
の

買
入
れ
と
船
積
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
由
宇
を
中
心
と
し
て
米
商
い
と
配
船
と
を
行
な
う
昔
流
の
商
法

（39）



　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

が
時
代
お
く
れ
と
な
り
、
業
務
の
相
当
部
分
を
本
拠
地
回
に
移
す
こ
と
と
な

っ
た
け
れ
ど
、
電
信
の
発
達
は
、
そ
れ
自
体
、
由
宇
の
商
業
お
よ
び
海
運
業

に
没
落
を
も
た
ら
す
契
機
と
は
な
ら
ず
、
却
っ
て
一
層
の
便
宜
を
あ
た
え
た

筈
で
あ
る
。
そ
の
後
、
西
南
戦
役
に
伴
な
う
船
腹
需
要
も
何
程
か
由
宇
の
帆

船
に
活
気
を
あ
た
え
た
に
ち
が
い
な
い
し
、
同
戦
役
後
に
取
引
米
の
著
増
を

示
す
「
兵
庫
米
商
会
所
」
の
活
況
は
、
筑
後
米
・
肥
後
米
の
売
買
お
よ
び
輸

送
に
従
事
す
る
由
宇
の
商
人
船
主
に
対
し
て
絶
好
の
発
展
機
会
を
提
供
し
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
前
記
由
宇
海
運
業
の
最
盛
期
が
現
出
し
た
。

　
嶋
谷
海
運
業
の
始
祖
嶋
谷
徳
右
衛
門
（
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
生
、
明

治
二
二
年
六
月
二
十
八
日
五
二
才
で
没
）
が
帆
船
船
主
下
米
商
人
と
し
て
登

場
し
た
の
は
、
由
宇
帆
船
業
の
繁
栄
期
が
は
じ
ま
る
頃
、
お
そ
ら
く
明
治
十

年
前
後
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
前
記
舶
子
屋
敷
出
身
で
、
若
く
し
て
由
宇
の

船
主
問
屋
仁
尾
（
分
）
家
に
奉
公
し
、
米
商
売
と
船
舶
業
務
と
を
習
得
し
た

が
、
そ
の
才
智
は
つ
ね
に
衆
人
に
抜
ん
で
、
到
底
、
一
生
を
人
に
使
わ
れ
て

す
ご
す
と
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
　
〔
多
分
、
主
家
没
落
に
際
し
て
）
昌
栄
丸
・

昌
宝
丸
二
隻
の
帆
船
を
入
手
し
た
の
が
先
か
、
或
い
は
、
筑
後
川
河
口
大
川

町
若
君
で
米
商
売
を
は
じ
め
た
の
が
先
き
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
は
、
間

も
な
く
、
他
の
由
宇
船
主
と
同
様
、
筑
後
米
・
肥
後
米
の
売
買
と
輸
送
と
を

い
と
な
む
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
、
み
ず
か
ら
船
長
と
し
て
持
船
を
指
揮
し

た
と
い
う
が
、
若
津
に
間
口
三
間
奥
行
五
間
あ
ま
り
の
倉
庫
二
棟
を
建
て
て

九
州
米
の
買
集
・
保
管
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
糞
船
で
兵
庫
に
送
っ
て
売
捌
い

た
。
既
掲
書
翰
よ
り
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
彼
が
蓄
財
に
成
功
し
た
主
因
は

む
し
ろ
米
相
場
し
た
が
っ
て
米
穀
取
引
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
事
実
、
自
己

の
米
を
所
有
帆
船
で
ば
か
り
で
な
く
、
若
津
に
寄
港
す
る
よ
う
に
な
っ
た
尼

崎
汽
船
の
蒸
汽
船
を
利
用
し
て
兵
庫
へ
送
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
業
務
の

力
点
は
、
米
商
い
の
方
に
お
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
こ
こ
に
、
嶋
谷
海

運
業
が
当
初
商
業
に
包
摂
さ
れ
た
自
己
運
送
形
態
で
出
発
し
た
こ
と
も
明
か

に
看
取
さ
れ
る
。

　
徳
右
衛
門
時
代
の
海
運
業
ま
た
は
商
業
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
資
料
は
残
存

せ
ず
、
こ
れ
以
上
多
く
を
述
べ
得
な
い
が
、
嶋
谷
海
運
業
が
明
治
十
年
前
後

か
ら
大
和
型
帆
船
を
も
つ
て
開
始
さ
れ
た
由
緒
あ
る
歴
史
と
す
ぐ
れ
た
創
設

者
と
を
も
っ
て
い
る
こ
と
す
で
に
明
か
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
「
岩
国
船
」
の

伝
統
の
も
と
に
繁
栄
し
た
由
宇
海
運
業
の
構
成
分
子
た
り
し
こ
と
も
判
然
と

し
た
で
あ
ろ
う
。

へ
一
）
　
前
出
。
当
時
、
由
宇
と
有
家
と
は
、
も
は
や
、
殆
ん
ど
一
体
化
し
て
い
た

　
が
、
重
岡
は
、
狭
義
に
は
、
有
家
浦
出
身
で
あ
る
。

（
2
）
　
「
嶋
谷
汽
船
略
史
」
昭
和
十
八
年
十
月
前
嶋
谷
汽
船
株
式
会
社
発
行
の
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
Q
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（
4
）
　
由
宇
帆
船
業
の
衰
退
と
嶋
谷
汽
船
業
の
成
立

　
　
ω
　
由
宇
帆
船
業
の
衰
退

　
明
治
十
年
代
を
通
じ
て
、
由
宇
の
帆
船
業
は
大
い
に
繁
栄
し
、
船
主
た
ち

は
一
1
た
と
え
輸
送
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
で
な
く
、
よ
り
多
く
、
、
米
商
い
に

よ
っ
て
で
あ
れ
t
多
大
の
富
を
蓄
積
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
　
一
般
的
に
言
っ

て
、
わ
が
国
で
は
、
朋
治
十
年
の
西
南
戦
役
後
に
大
和
型
帆
船
か
ら
西
洋
型

帆
船
へ
の
移
行
が
は
じ
ま
り
、
よ
り
性
能
の
す
ぐ
れ
た
船
舶
の
所
有
・
運
航

に
船
主
の
関
心
が
よ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
由
宇
の
船
主
た
ち
に
関

す
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
船
舶
に
お
け
る
近
代
化
も
し
く
は
近
代
化
へ
の
過

渡
的
発
展
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
由
宇
の
帆
船
々
主
だ

ち
の
多
く
は
、
な
お
、
大
和
型
帆
船
に
固
執
し
て
、
敢
え
て
、
西
洋
型
帆
船

を
採
用
し
よ
う
と
せ
ず
、
い
わ
ん
や
、
さ
ら
に
蒸
汽
船
へ
す
す
も
う
な
ど
と

は
、
た
だ
唯
一
の
例
外
者
を
除
い
て
、
意
図
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
わ
が
国
で
用
い
ら
れ
て
き
た
大
和
型
帆
船
は

甚
だ
幼
稚
・
旧
式
な
船
舶
で
あ
っ
て
、
な
か
ん
づ
く
、
西
南
戦
役
中
七
十
余

日
間
吹
ぎ
荒
れ
た
烈
風
「
西
郷
ま
ぜ
」
に
よ
っ
て
そ
の
低
性
能
を
如
実
に
暴

露
さ
れ
、
た
め
に
、
帆
船
船
主
た
ち
も
遂
に
こ
れ
に
見
限
り
を
つ
け
て
西
洋

型
帆
船
の
採
用
に
向
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
欧
米
海
運
界
で
は
、
す
で
に
、
蒸

汽
船
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
西
洋
型
帆
船
は
、
わ
が
国
大

和
良
帆
船
に
比
す
れ
ば
数
等
進
歩
し
た
船
舶
で
あ
っ
て
、
こ
れ
へ
の
移
行
は

　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

わ
が
国
海
運
近
代
化
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
由
宇
の
場
合
に
は
事

情
が
異
な
り
、
よ
り
進
歩
し
た
船
舶
お
よ
び
そ
れ
を
も
っ
て
す
る
海
運
業
務

の
よ
り
以
上
の
発
展
・
近
代
化
に
対
す
る
船
主
の
認
識
と
意
図
と
は
殆
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
前
項
に
示
し
た
資
料
の
な
か
で
明
治
中
期
の
一

船
主
が
九
七
噸
の
西
洋
型
帆
船
を
所
有
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
の
ほ

か
に
も
、
大
久
保
・
嶋
谷
・
松
永
・
山
中
の
四
人
の
船
主
が
西
洋
型
帆
船
喜

多
丸
（
八
五
噸
）
を
共
有
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
附
加

す
れ
ば
、
嶋
谷
徳
三
郎
（
徳
右
街
門
の
長
子
）
は
持
船
財
宝
丸
を
の
ち
に
改

造
し
て
九
百
石
積
の
「
あ
い
の
こ
船
」
i
す
な
わ
ち
大
和
型
帆
船
と
西
洋

型
帆
船
と
の
中
間
船
種
～
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
由
宇
の
船
主

す
べ
て
が
船
舶
の
進
歩
に
全
然
注
目
せ
ず
、
一
隻
の
西
洋
型
帆
船
も
用
い
な

か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
な
い
け
れ
ど
も
、
入
手
さ
れ
得
た
記
録
・
資
料
に
徴

し
て
、
こ
こ
に
指
摘
し
た
二
隻
の
西
洋
型
帆
船
と
一
隻
の
「
あ
い
の
こ
船
」

の
ほ
か
、
由
宇
の
帆
船
は
す
べ
て
大
和
型
帆
船
で
あ
る
。

　
近
代
的
船
舶
に
対
す
る
由
宇
船
主
一
般
の
無
関
心
は
、
結
局
、
そ
の
海
運

業
の
近
代
化
を
阻
害
し
、
わ
が
国
海
運
界
に
蒸
汽
船
時
代
が
訪
れ
た
時
に
、

由
緒
あ
る
歴
史
を
生
か
し
て
発
展
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
海
運
業
か
ら
足

を
洗
っ
て
し
ま
っ
て
、
今
日
で
は
、
由
宇
の
港
や
そ
の
曽
っ
て
の
海
運
活
動

に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
世
間
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
る
と
い
う
状
態
を
結
果
し
た
。

す
な
わ
ち
、
上
述
の
よ
う
に
、
由
宇
の
船
主
た
ち
が
大
和
型
帆
船
か
ら
西
洋

（41）



　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

型
帆
船
へ
の
移
行
に
は
無
関
心
ま
た
は
立
ち
お
く
れ
を
示
し
た
に
せ
よ
、
も

し
も
よ
り
一
層
近
代
的
な
蒸
汽
船
に
関
心
を
抱
き
そ
れ
を
採
用
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
由
宇
の
海
運
業
は
発
達
し
て
、
或
い
は
、
現
代
目
本
海
運
界
に
多
数

の
同
地
出
身
業
者
を
列
せ
し
め
た
か
も
し
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
わ

が
国
海
運
近
代
化
過
程
は
、
一
般
に
i
特
権
的
・
特
殊
的
な
郵
・
商
両
社

の
場
合
を
の
ぞ
い
て
i
大
和
型
帆
船
↓
西
洋
型
帆
船
↓
蒸
汽
船
の
順
に
推

移
し
た
と
は
い
え
、
帆
船
に
お
け
る
推
移
ま
た
は
西
洋
型
帆
船
と
い
う
船
種

は
、
そ
れ
自
体
、
い
わ
ば
、
過
渡
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
大
和
型
帆
船
か
ら

蒸
汽
船
へ
直
接
移
行
し
て
も
、
な
ん
ら
、
近
代
化
・
発
展
過
程
に
も
と
る
わ

け
で
な
い
。
他
地
方
の
船
主
の
場
合
な
ら
ば
兎
も
角
、
い
わ
ゆ
る
小
蒸
汽
船

や
先
進
的
内
外
蒸
汽
船
が
早
く
か
ら
活
躍
し
は
じ
め
た
瀬
戸
内
海
の
環
境
か

ら
考
え
て
、
由
宇
の
船
主
が
、
西
洋
型
帆
船
の
段
階
を
飛
び
こ
し
て
、
　
一
挙

に
蒸
汽
船
へ
移
行
し
て
も
筋
道
は
通
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
現
実
は
全
く

ち
が
う
の
で
あ
っ
て
、
大
和
型
帆
船
か
ら
西
洋
型
帆
船
へ
さ
え
ほ
と
ん
ど
移

行
し
な
か
っ
た
由
宇
の
船
主
た
ち
は
、
た
だ
一
船
主
の
み
を
例
外
と
し
て
、

蒸
汽
船
に
関
心
を
よ
せ
ず
、
か
え
っ
て
、
｝
般
の
蒸
汽
船
業
の
発
達
に
お
さ

れ
て
、
自
分
た
ち
の
船
舶
所
有
・
運
航
を
断
念
し
、
そ
の
海
運
史
に
殆
ん
ど

終
止
符
を
う
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
前
に
も
一
寸
ふ
れ
た
が
、
蒸
汽
船
業
に
進
出
し
た
嶋
谷
を
別
と
す
れ
ば
、
由
宇

で
は
、
田
中
清
兵
衛
が
も
っ
と
も
後
代
ま
で
海
運
業
を
持
続
し
た
。
彼
の
み
は
、

　
他
の
船
主
た
ち
が
海
か
ら
足
を
洗
っ
た
の
ち
も
、
網
船
「
春
日
丸
」
（
七
百
石
積
の

　
大
和
型
帆
船
）
を
も
っ
て
祖
先
伝
来
の
業
を
継
ぎ
、
し
た
が
っ
て
、
由
宇
海
運
の

　
伝
統
を
つ
た
え
た
が
、
明
治
四
十
五
年
同
船
が
兵
庫
附
近
で
沈
没
し
た
た
め
遂
に

　
斯
業
か
ら
手
を
ひ
い
た
。
嶋
谷
・
田
中
以
外
の
諸
船
主
は
、
お
お
む
ね
、
日
清
戦

　
争
を
機
と
し
て
転
業
し
た
。
そ
の
太
半
は
、
朝
鮮
お
よ
び
台
湾
に
蓄
積
資
本
を
投

　
じ
、
特
に
朝
鮮
で
は
、
大
地
主
・
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
も
の
少
な
く
な
か
つ

　
た
が
、
今
次
敗
戦
に
よ
っ
て
一
切
を
放
棄
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
　
一
部
の
船
主
は

　
山
口
県
で
山
林
・
田
地
を
買
入
れ
た
が
、
こ
れ
も
ご
く
少
数
の
例
外
を
の
ぞ
い
て

　
今
日
ほ
と
ん
ど
没
落
し
て
い
る
。

　
由
宇
海
運
業
の
衰
退
を
惹
起
し
た
同
地
帆
船
々
主
の
停
滞
性
－
特
に
新

し
い
船
舶
に
対
す
る
一
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
彼
等
が
海
運
業
務
を
米

商
い
に
従
属
す
る
手
段
と
考
え
て
い
た
点
に
基
因
し
よ
う
。
船
主
蘇
蜜
商
人

で
あ
っ
た
由
宇
の
富
豪
に
と
っ
て
は
、
米
相
場
或
い
は
米
穀
売
買
に
も
と
ず

く
利
殖
が
最
大
の
目
的
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
所
有
・
運
航
そ
れ
自
体
は
、
む

し
ろ
第
二
義
的
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
、
も
と
も
と
、
彼
等
が
み
ず
か
ら
船
舶

を
所
有
・
運
航
す
る
よ
り
も
他
人
の
船
舶
や
鉄
道
を
利
用
し
て
米
を
運
ぶ
こ

と
が
有
利
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
海
運
業
務
を
放
棄
し
て
も
よ
い
立
場
に
あ

っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
海
上
輸
送
機
関
と
し
て
大
和
型
帆
船
よ
り
も
西
洋
型

帆
船
、
西
洋
型
帆
船
よ
り
も
蒸
汽
船
が
一
層
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
し
自

明
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
新
し
い
資
本
投
下
を
行
な
う
と
い
う

こ
と
は
、
こ
う
し
た
彼
等
の
立
場
・
か
ら
見
て
房
々
困
難
で
あ
っ
た
。
瀬
戸
内

（　42’　）



海
で
激
烈
を
き
わ
め
た
小
蒸
汽
船
競
争
や
由
宇
港
の
自
然
的
条
件
も
、
彼
等

に
よ
り
以
上
の
海
運
面
に
お
け
る
発
展
を
企
図
さ
せ
る
こ
と
を
阻
ん
だ
要
因

で
あ
る
が
、
由
宇
の
海
運
業
が
こ
の
よ
う
な
従
属
的
自
己
運
送
形
態
に
と
ど

ま
っ
て
、
海
運
の
た
め
の
海
運
業
に
ま
で
脱
皮
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
そ
の

衰
退
を
も
た
ら
し
た
最
大
理
由
と
み
ら
れ
る
。

　
　
回
　
嶋
谷
汽
船
業
の
成
立

　
最
盛
期
に
は
三
十
有
余
隻
に
も
の
ぼ
る
帆
船
を
も
ち
、
明
治
二
十
二
、
三

年
頃
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
社
外
船
」
勃
興
の
当
初
に
お
い
て
、
な
お

「
あ
の
狭
い
港
に
は
常
に
十
二
三
隻
の
船
が
兵
庫
九
州
筑
後
問
の
本
拠
地
と

し
て
乃
至
仲
継
港
と
し
て
停
泊
し
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
由
宇
の
繁
栄
は
、

ほ
ぼ
日
清
戦
争
を
境
と
し
て
急
激
に
喪
わ
れ
て
行
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
船
・
王

は
、
帆
船
時
代
の
終
了
と
と
も
に
海
運
業
か
ら
手
を
ひ
き
、
ご
く
少
数
の
残

存
船
主
も
、
そ
の
持
船
の
寿
命
が
つ
づ
く
間
の
み
細
々
と
営
業
し
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
全
般
的
な
由
宇
海
運
業
の
没
落
傾
向
の
な
か
に
あ
っ

て
、
ひ
と
り
、
嶋
谷
家
の
み
が
例
外
的
発
展
を
遂
げ
て
「
社
外
船
」
の
重
要

構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
近
代
海
運
業
を
成
立
・
完
成
せ
し
め
た
の
は
確
か

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
由
字
船
主
中
の
唯
一
の
例
外
的
成
功
者
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
同
時
に
、
曽
っ
て
の
由
宇
港
の
繁
栄
と
そ
の
海
運
業

を
今
日
お
よ
び
将
来
に
伝
え
る
た
だ
一
つ
の
貴
重
な
継
承
者
で
あ
る
。

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

　
す
で
に
見
た
ご
と
く
、
嶋
谷
家
が
海
運
業
に
染
手
し
た
は
明
治
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
由
宇
船
主
仲
間
の
う
ち
で
必
ず
し

も
古
株
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
所
有
船
舶
数
或
い
は
事
業
規
模
に
つ
い
て
見

て
も
決
し
て
大
き
い
方
で
な
か
っ
た
。
徳
右
衛
門
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
彼

の
晩
年
お
よ
び
嗣
子
徳
三
郎
の
活
躍
初
期
に
手
広
く
い
と
な
ま
れ
た
米
穀
売

買
業
兼
帆
船
業
が
か
な
り
の
成
功
を
収
め
た
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
さ
り
と

て
、
ず
ば
ぬ
け
た
繁
栄
・
富
の
蓄
積
を
な
し
得
た
わ
け
で
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
徳
三
郎
（
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

十
一
月
七
日
生
・
昭
和
三
年
五
月
二
十
日
六
十
二
才
で
没
）
が
最
初
の
蒸
汽

船
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
資
金
調
達
に
か
な
り
苦
労
し
、
一
部
を
親

戚
・
知
人
か
ら
借
金
し
て
よ
う
や
く
代
金
を
支
払
つ
た
由
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
帆
船
時
代
の
嶋
谷
家
の
事
業
は
、
一
応
の
発
展
を
と
げ
な
が
ら
も
、
必

ず
し
も
、
蒸
汽
船
へ
の
転
化
を
ス
ム
ー
ス
に
行
な
い
う
る
ほ
ど
充
分
な
も
の

で
な
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
状
態
で
あ
り
つ
つ
、
嶋
谷
家
の
み
が
他
の
由
宇
船
主
の
没
落
ま

た
は
転
業
を
よ
そ
眼
に
近
代
海
運
業
へ
発
展
し
、
こ
れ
に
成
功
し
た
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、
徳
右
衛
門
↓
徳
三
郎
↓
武
次
（
明
治
二
四
年
（
一
八
九

一
）
三
月
十
日
生
・
昭
和
一
七
年
六
月
二
十
日
五
二
才
で
没
）
三
代
に
わ
た

っ
て
、
英
明
・
進
取
的
な
家
主
が
つ
づ
き
、
い
ま
な
お
、
四
代
目
当
主
文
雄

（
大
正
八
年
二
月
＋
日
生
・
現
嶋
谷
汽
船
株
式
会
社
社
長
）
お
よ
び
武
次
実

（43）



　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

弟
勇
（
明
治
三
八
年
六
月
二
十
三
日
生
・
同
社
専
務
）
が
堅
実
な
経
営
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
に
帰
さ
れ
よ
う
。
現
在
の
主
人
公
た
ち
は
さ
て
お
き
、
少

な
く
と
も
、
家
業
開
始
以
来
今
次
大
戦
ま
で
の
発
展
期
を
指
導
し
た
三
人
の

歴
代
当
主
に
す
ぐ
れ
た
人
物
を
得
た
と
い
う
好
運
こ
そ
、
嶋
谷
海
運
業
躍
進

の
原
動
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ひ
と
り
由
宇
船
主
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
の

み
な
ら
ず
、
日
本
船
主
全
体
に
つ
い
て
見
て
も
、
容
易
に
は
他
の
追
随
を
許

さ
ぬ
特
徴
で
あ
り
恵
ま
れ
た
利
点
で
あ
る
。

　
嶋
谷
海
運
業
の
本
格
的
発
展
・
近
代
化
は
、
二
代
目
当
主
徳
三
郎
に
よ
っ

て
指
導
・
達
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
事
実
、
今
日
の
嶋
谷
汽
船
株
式
会
社
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

脳
自
身
、
自
己
の
海
運
業
の
実
質
的
創
立
者
を
徳
三
郎
と
み
て
い
る
。
こ
の

徳
三
郎
が
、
九
州
筑
後
川
河
口
若
津
に
本
拠
を
お
い
て
自
評
自
船
主
義
で
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

州
米
の
兵
庫
輸
送
を
主
目
的
と
し
た
父
徳
右
術
門
の
下
で
家
業
を
見
習
つ
た

の
は
、
今
の
こ
と
ば
で
言
え
ば
、
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
少
年
時
代
で
あ

っ
た
。
彼
の
聰
明
は
曽
っ
て
由
宇
で
評
判
だ
つ
た
父
に
ま
さ
る
ほ
ど
で
あ
っ

て
、
二
十
才
に
も
な
ら
ぬ
う
ち
に
、
米
穀
売
買
・
米
相
場
・
配
船
そ
の
他
船

舶
業
務
に
通
暁
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
、
明
治
二
十
二
年
夏
、
彼
二
十

二
才
の
と
き
に
父
が
死
去
し
た
後
、
た
だ
に
、
家
業
を
充
分
継
承
し
た
ば
か

り
か
よ
り
一
層
の
発
展
軌
道
に
乗
せ
得
た
所
以
で
あ
っ
た
。
大
和
型
帆
船
が

す
で
に
時
代
お
く
れ
の
託
種
で
あ
る
こ
と
明
白
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
父
を

も
或
る
程
度
ま
で
含
め
て
、
由
宇
ま
た
は
九
州
・
瀬
戸
内
海
船
主
の
多
く
が

依
然
そ
れ
に
固
執
し
た
保
守
性
を
、
彼
は
家
督
相
続
後
た
だ
ち
に
払
拭
し
よ

う
と
し
た
。
前
に
の
べ
た
大
和
葺
帆
船
「
昌
額
髪
」
の
「
あ
い
の
こ
船
」
化

す
な
わ
ち
西
洋
型
帆
船
的
改
装
が
そ
の
第
一
着
手
で
あ
っ
た
。
持
船
の
速
力

お
よ
び
礒
装
に
改
良
を
加
え
て
、
よ
り
有
利
な
活
動
を
営
な
も
う
と
す
る
彼

の
当
初
の
企
て
は
、
な
お
、
当
時
の
海
運
界
の
一
般
的
動
向
に
比
す
れ
ば
些

か
見
劣
り
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
新
し
い
船
舶
に
対
す
る
彼

の
着
眼
は
、
新
し
い
立
場
か
ら
す
る
家
業
振
興
の
意
慾
特
に
海
運
業
務
経
営

観
と
と
も
に
充
分
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
徳
三
郎
は
、
晩
年
、
家
の
も
の
が
徒
ら
な
投
機
心
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う

辞
し
め
る
つ
も
り
で
、
自
分
は
生
来
賭
事
は
嫌
い
で
株
に
手
を
出
さ
な
か
っ

た
と
語
っ
た
そ
う
で
、
こ
の
た
め
、
彼
が
米
相
場
に
さ
え
手
出
し
し
な
か
っ

た
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
後
述
の

よ
う
に
有
力
な
反
証
も
あ
げ
ら
れ
得
る
が
、
大
体
に
お
い
て
、
彼
は
、
進
取

的
積
極
的
で
は
あ
る
が
、
着
実
な
物
の
考
え
方
を
し
堅
実
な
業
務
に
努
力
し

た
人
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
た
彼
の
考
え
・
進
み
方
は
、
次
第
に
、
家
業
を
一

つ
の
仕
事
、
ま
さ
に
、
海
運
業
の
形
に
集
申
・
統
一
す
る
必
要
と
有
利
と
を

見
抜
き
、
し
か
も
、
こ
れ
を
前
記
新
し
い
船
舶
の
採
用
と
む
す
び
つ
け
て
実

行
し
よ
う
と
し
た
。
か
く
て
、
家
業
を
継
い
で
か
ら
数
年
に
し
て
、
徳
三
郎

は
、
不
経
済
・
時
代
お
く
れ
の
帆
船
を
売
却
し
て
、
断
然
、
蒸
汽
船
を
購
入

し
新
し
い
方
法
に
お
い
て
海
運
業
に
専
念
し
よ
う
と
し
た
。
明
治
二
十
八
年

（44）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

鉄
製
蒸
汽
船
「
浦
門
丸
」
を
帆
船
売
却
代
金
を
含
む
全
財
産
と
信
用
を
得
て

い
た
大
阪
の
商
人
（
船
主
と
も
い
う
）
そ
の
他
か
ら
借
り
た
金
と
を
も
っ
て

買
い
入
れ
た
の
が
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
嶋
谷
汽
船
」
の
名

と
そ
の
発
展
と
は
、
こ
の
時
に
は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
「
嶋
谷
汽
船
略
史
」
に
も
同
様
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
確
定
的
な
資
料
は
な
い
が
、
徳
右
衛
門
の
時
代
お
よ
び
徳
三
郎
の
初
期
に

　
　
は
、
時
に
、
伏
木
・
三
国
か
ら
北
陸
米
を
馬
関
経
由
阪
神
に
輸
送
す
る
と
い
う

　
　
ま
さ
に
「
北
前
船
」
の
領
域
に
ぞ
く
す
る
仕
事
に
も
従
事
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

　
　
い
る
。
嶋
谷
汽
船
の
第
十
三
次
（
中
型
）
新
造
船
申
込
参
考
資
料
参
照
。

　
（
3
）
　
こ
の
と
き
は
、
所
有
帆
船
二
隻
の
う
ち
一
隻
が
売
却
（
こ
の
売
却
収
入
四

　
　
〇
〇
〇
円
位
と
い
う
）
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
浦
門
馬
購
入
後
に
、
他
の
一
隻

　
　
が
処
分
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
困
　
蒸
汽
船
事
業
開
始
当
初
の
活
動
概
要

　
嶋
谷
徳
三
郎
が
時
勢
の
推
移
を
明
察
し
て
明
治
二
十
八
年
に
購
入
し
た
蒸

汽
船
「
浦
門
丸
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
・
明
確
な
資
料
に
と
ぼ
し
い
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
嶋
谷
家
々
族
や
古
い
従
業
員
の
記
憶
を
基
と
し
て
、
同
船

は
、
総
屯
数
三
二
〇
屯
・
船
艇
四
〇
年
近
い
懐
古
鉄
製
蒸
汽
船
で
イ
ギ
リ
ス

の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
建
造
さ
れ
、
曽
っ
て
三
菱
会
社
が
所
有
し
て
西
南
戦
役
時

に
御
用
船
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
船
名
は
土
佐
浦
門
湾
に
ち
な
ん
で
命
名
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
信
愚
す
る
に

足
る
も
の
と
思
え
な
い
。
古
く
よ
り
嶋
谷
汽
船
に
勤
務
し
た
一
老
船
長
は
、

　
　
　
　
社
　
外
船
　
の
　
系
譜

同
船
が
約
六
百
総
屯
の
木
鉄
混
合
汽
船
で
あ
っ
た
と
語
っ
て
お
り
、
筆
・
者
も

前
記
総
屯
数
三
二
〇
屯
は
お
そ
ら
く
登
簿
屯
数
の
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
郵
船
が
前
身
三
菱
会
社
よ
り
継
承
し
て
明
治
二
十

「
年
十
一
月
売
却
一
こ
れ
は
嶋
谷
に
対
し
て
で
な
い
こ
と
ほ
ぼ
確
実
で
あ

る
t
す
る
ま
で
所
有
・
運
航
し
た
鉄
製
蒸
汽
船
「
浦
門
丸
」
は
、
原
名
オ

リ
ッ
サ
号
・
一
八
六
五
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
製
造
・
総
屯
数
五
〇
〇
屯
と
記
載
さ

　
　
（
1
）

れ
て
お
り
、
多
分
、
こ
の
船
が
該
当
船
で
あ
ろ
う
。
本
船
購
入
費
も
正
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
知
り
が
た
い
け
れ
ど
も
、
嶋
谷
家
古
文
書
か
ら
推
測
し
て
最
低
三
三
、
七

〇
八
円
一
六
銭
四
厘
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
も
か
く
、
由
宇
の
船
・
王
中
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
帆
船
か
ら
蒸
汽
船
へ

転
換
を
策
し
た
嶋
谷
徳
三
郎
は
、
購
入
後
三
菱
造
船
所
で
大
修
繕
を
完
了
し

た
「
浦
門
丸
」
を
も
っ
て
新
な
情
熱
と
計
画
と
の
も
と
に
汽
船
事
業
経
営
へ

つ
き
す
す
ん
だ
。
時
は
、
ま
さ
に
日
清
戦
争
を
機
と
す
る
経
済
産
業
の
躍
進

期
・
日
本
資
本
主
義
の
成
立
期
で
あ
り
、
海
運
界
に
お
い
て
も
郵
・
商
「
回

船
」
の
海
外
発
展
と
「
社
外
船
」
の
顕
著
な
成
育
興
隆
が
は
じ
ま
る
時
代
で

あ
っ
た
。
広
海
・
大
家
・
馬
場
・
右
近
・
浜
中
等
の
北
前
船
系
社
外
船
主
や

浅
野
・
灘
興
業
会
社
そ
の
他
の
阪
神
お
よ
び
京
浜
地
区
の
先
進
的
社
外
船
主

の
活
動
開
始
よ
り
は
数
年
お
く
れ
た
と
は
い
え
、
嶋
谷
は
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に

蒸
汽
船
業
に
乗
り
出
し
た
板
谷
宮
吉
（
板
谷
商
船
）
等
と
と
も
に
、
日
清
戦

争
頃
か
ら
活
躍
を
は
じ
め
た
初
期
祉
外
船
主
グ
ル
ー
プ
の
一
角
を
占
め
る
由
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祉
外
船
　
の
　
系
譜

緒
あ
る
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
北
前
船
系
お
よ
び
阪
神
・

京
浜
出
身
の
社
外
船
・
王
た
ち
ほ
ど
郵
・
商
両
既
成
勢
力
に
対
立
・
反
抗
す
る

意
識
も
抱
か
ず
、
行
動
に
も
出
ず
、
し
た
が
っ
て
、
初
期
社
外
船
主
た
ち
の

結
成
せ
る
団
体
組
織
に
も
加
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
嶋
谷
所
有
の

「
浦
門
丸
」
そ
の
他
の
蒸
汽
船
も
ま
た
、
当
然
に
、
郵
・
商
（
ま
た
は
両
社

に
東
洋
汽
船
を
加
え
た
）
「
社
財
」
外
の
船
す
な
わ
ち
「
社
外
船
」
の
範
疇
に

属
す
る
こ
と
朋
白
で
あ
る
。

　
の
み
な
ら
ず
、
直
接
「
繋
船
」
と
対
立
・
競
合
し
た
事
例
は
見
あ
た
ら
ぬ

よ
う
で
あ
る
と
は
い
え
、
嶋
谷
徳
三
郎
の
蒸
汽
船
経
営
も
、
や
は
り
、
事
実

上
、
郵
・
商
の
地
位
・
勢
力
に
制
約
影
響
さ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
「
磐
船
」
の
活

動
範
囲
或
い
は
圧
迫
と
い
う
も
の
を
明
白
に
意
識
・
前
提
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
初
期
「
社
外
船
」
活
動
一
般
の
様
相
、
な
か
ん
づ
く
新
興

海
運
業
者
の
す
す
み
方
を
知
る
う
え
で
興
味
も
あ
り
有
益
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
浦
門
丸
」
は
、
当
初
、
数
航
海
も
し
く
は
一
、
二
年
の
間
九

州
米
の
阪
神
輸
送
す
な
わ
ち
帆
船
時
代
と
同
じ
航
路
と
業
務
と
に
従
事
し
た

が
、
ま
も
な
く
、
こ
の
輸
送
お
よ
び
航
路
か
ら
他
へ
転
じ
た
。
こ
の
こ
と
自

体
嶋
谷
海
運
業
史
の
研
究
上
甚
だ
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
が
ら
で
あ
る
が

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
段
に
ゆ
ず
っ
て
、
現
実
の
新
し
い
活
動
部
面
を
ま
ず
う

か
が
お
う
。
瀬
戸
内
海
を
舞
台
と
し
た
三
晃
送
か
ら
転
出
し
た
「
浦
門
丸
」

は
、
主
と
し
て
、
北
海
道
お
よ
び
北
陸
方
面
の
航
路
に
就
役
し
該
地
方
の
物

産
輸
送
に
従
事
し
た
。
こ
う
し
た
転
換
は
、
一
つ
に
は
、
偶
々
同
船
々
長
が

北
海
道
地
方
諸
航
路
の
経
験
に
富
み
そ
の
海
路
・
商
況
に
通
暁
し
て
お
っ
て

当
方
面
へ
の
進
出
を
進
言
し
た
た
め
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
一
つ
に
は
、

し
か
も
よ
り
基
本
的
理
由
と
し
て
は
、
同
船
が
船
令
三
、
四
十
年
に
近
い
老

朽
船
で
あ
っ
て
、
大
阪
商
船
が
す
で
に
強
力
な
支
配
体
制
を
し
き
つ
つ
あ
り
、

こ
れ
に
尼
崎
汽
船
そ
の
他
多
数
の
蒸
汽
船
も
加
わ
っ
て
、
す
で
に
、
激
甚
な

蒸
汽
船
競
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
た
瀬
戸
内
海
で
は
、
ぎ
わ
め
て
不
利

な
立
場
に
立
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
瀬
戸
内
海
以

外
に
新
し
い
活
動
分
野
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
郵
・
商
の
勢
力
圏
内
で
は

困
離
で
あ
る
。
　
「
章
魚
」
と
の
対
立
を
避
け
つ
つ
、
自
己
に
有
利
な
活
動
分

野
を
見
出
そ
う
と
す
る
意
図
と
努
力
と
が
嶋
谷
汽
船
業
の
北
海
道
・
北
陸
地

方
進
出
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
次
の
一
鶴
申
に
も
充
分
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
「
日
本
海
北
海
道
ハ
風
浪
が
猛
烈
デ
ア
ル
。
千
屯
以
下
ノ
小
船
デ
ハ
航
海

　
ハ
容
易
デ
ナ
イ
。
殊
二
根
室
方
面
ト
来
テ
ハ
全
国
一
ノ
難
航
路
デ
ア
ル
。

　
郵
｛
問
船
ノ
定
期
仙
下
路
以
外
二
割
込
ン
評
ブ
古
川
鼎
果
ヲ
拡
張
ス
ル
ニ
ハ
、
立
川
ル
難

　
航
路
デ
常
人
ノ
企
テ
ナ
イ
処
ヲ
狙
フ
ヨ
リ
外
二
無
カ
ッ
タ
。
当
時
此
方
面

　
ニ
ハ
燈
台
モ
至
ッ
テ
少
ク
、
見
ル
ベ
キ
港
湾
ノ
設
備
ト
言
ッ
テ
ハ
皆
無
ノ

　
状
態
デ
ア
ッ
タ
ノ
デ
、
航
海
ハ
一
層
困
難
デ
ア
ッ
タ
。
然
シ
嶋
谷
汽
船
ノ

　
稲
船
ハ
此
困
難
ヲ
意
ト
セ
ズ
、
如
何
ナ
ル
荒
天
ニ
チ
モ
許
ス
限
り
航
海
シ

　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
タ
ノ
デ
ア
ッ
タ
。
」

（46）



明
治
中
期
に
勃
興
し
は
じ
め
た
一
般
蒸
汽
船
業
が
、
す
で
に
十
三
た
る
地
盤

を
形
成
し
て
い
た
日
本
郵
船
お
よ
び
大
阪
商
船
の
二
大
特
権
独
占
企
業
の
圧

迫
・
競
争
に
絶
え
ず
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
と
の
摩
擦
・
衝
突
を
巧
み
に

避
け
な
が
ら
、
両
社
の
未
進
出
分
野
も
し
く
は
比
較
的
重
要
視
し
な
い
領
域

で
自
己
の
活
動
・
発
展
の
機
会
を
と
ら
え
得
た
も
の
が
成
功
し
て
行
っ
た
こ

と
は
、
，
筆
者
が
し
ば
し
ば
強
調
・
例
証
し
た
点
で
あ
る
が
、
嶋
谷
の
場
合
も

事
情
は
全
く
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
徳
三
郎
の
手
記
に
成
る
嶋
谷
一
h
家
古
文
書
「
財
産
記
録
」
は
、
殆
ん
ど
な
ん

ら
の
説
明
文
句
も
附
さ
ず
に
、
財
産
項
目
と
金
額
数
字
と
を
示
す
だ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
が
、
こ
の
な
か
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
三
十
五
年
度
ま
で
の
「
浦
門

丸
」
所
得
－
一
運
賃
収
入
を
摘
出
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
「
同
門
丸
」
が
就
役
当
初
の
瀬
戸
内
海
航
路
か
ぢ
北
海
道
・
北
陸
間
航
路

へ
転
じ
た
過
程
と
時
期
お
よ
び
そ
の
成
功
と
を
湿
る
程
度
想
像
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
高
卑
丸
所
得

　
明
治
二
十
八
年
度

〃〃〃〃

二
＋
九
〃

三
　
十
〃

三
＋
一
、
〃

三
＋
二
〃

　
祉
　
外
船

の
　
系
　
譜

　
　
七
、

（
損
失
）

　
　
三
、、

五
、

四
六
一
円
二
五
銭
五
厘

五
七
七
〃
　
七
〃
九
〃

二
五
三
〃
六
一
二
〃
九
〃

二
九
三
〃
二
七
〃
九
〃

五
一
四
〃
四
二
〃
二
〃

〃〃〃

三
十
三

三
十
四

三
＋
五

〃〃〃

九四一一　　一　　N

六
六
七
〃
七
九
〃
九
〃

二
九
〇
〃
四
八
〃

七
〇
四
〃
四
五
〃
五
〃

　
「
浦
門
丸
」
を
も
っ
て
す
る
新
航
路
の
開
拓
と
畔
豆
か
な
収
益
と
は
、
嶋
谷

汽
船
業
の
前
途
に
き
わ
め
て
明
る
い
希
望
を
抱
か
し
め
た
。
　
「
嶋
谷
汽
船
略

史
」
は
、
「
此
汽
船
が
毎
年
彩
大
ナ
ル
収
益
ヲ
蓄
電
」
「
第
一
船
齢
門
丸
ノ
利
益

ハ
間
モ
ナ
ク
第
二
船
常
盤
丸
・
第
三
船
周
洋
丸
共
二
総
屯
数
四
百
屯
ノ
木
造

船
ヲ
生
ム
ニ
至
ツ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
つ
ま
た
、
明
治
末
期
か
ら
嶋
谷
所
有

蒸
汽
船
に
勤
務
し
た
老
海
員
（
の
ち
船
長
と
な
っ
た
）
は
、
第
二
番
目
の
蒸

汽
船
を
「
周
洋
丸
」
i
木
造
蒸
汽
船
、
五
〇
〇
総
屯
・
明
治
二
八
年
頃
購

入
t
第
三
船
を
「
常
馬
丁
丸
」
I
l
鉄
製
蒸
汽
船
、
六
五
〇
総
屯
・
明
治
三

十
年
頃
購
入
1
と
し
、
明
治
三
＋
年
代
前
半
に
お
い
て
嶋
谷
所
有
蒸
汽
船

は
合
計
三
隻
で
、
こ
の
う
ち
「
周
洋
丸
」
は
若
津
阪
神
聞
の
九
州
米
輸
送
に

も
っ
ぱ
ら
従
事
し
、
他
の
二
隻
「
浦
門
丸
」
と
「
常
盤
丸
」
と
は
、
夏
期
北

陸
・
北
海
道
間
に
就
航
、
冬
季
は
阪
神
を
基
点
と
し
て
阪
神
雑
貨
と
九
州
米

と
を
折
返
し
輸
送
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
略
史
」
の
叙
述
も
老
船

員
の
記
憶
域
も
、
と
も
に
、
第
二
船
以
下
の
獲
得
年
月
に
つ
い
て
些
か
不
確

実
で
あ
る
。
け
だ
し
、
唯
一
の
そ
し
て
最
も
信
頼
す
べ
き
典
拠
で
あ
る
前
掲

「
財
産
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
嶋
谷
徳
三
郎
は
、
明
治
三
十
五
年
以
前
に
お
い
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て

　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

「
豊
門
丸
」
の
み
を
所
有
・
運
航
し
た
と
白
蝋
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
日
本
郵
船
株
式
会
社
五
十
年
史
」
六
三
四
頁

（
2
）
　
明
治
二
十
二
年
四
月
に
始
る
嶋
谷
徳
三
郎
自
筆
の
「
財
産
記
録
」
。
明
治

　
二
十
九
年
三
月
十
五
日
現
在
の
財
産
と
し
て
、
浦
鶴
丸
船
価
三
三
、
七
〇
八
円

　
十
六
銭
四
厘
の
記
載
が
あ
り
、
同
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
は
、
三
五
、
四

　
八
○
円
八
十
六
銭
九
厘
の
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
前
掲
「
略
史
」

（
4
）
　
明
治
三
十
五
年
度
よ
り
、
周
鶴
丸
の
所
得
が
併
記
さ
れ
は
じ
め
た
。

目
　
嶋
谷
海
運
業
経
営
の
他
人
運
送
形
態
へ
の
発
展

　
蒸
汽
船
「
直
門
丸
」
の
活
動
と
そ
の
業
績
と
は
前
項
に
述
べ
た
ご
と
く
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
通
し
て
新
し
い
発
展
段
階
を
む
か
え
た
嶋
谷
家
の
海
運
業

経
営
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
己
運
送
か
ら
他
人
運
送
へ
」
の
近
代
化
を
も
達
成

し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
海
運
企
業
史
の
研
究
上
わ
れ
わ
れ
が

も
っ
と
も
重
要
視
す
る
点
で
あ
る
。

　
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
為
重
丸
」
は
主
と
し
て
北
海
道
・
北
陸
間
の
日

本
海
航
路
に
活
躍
・
就
役
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
航
行
分
野
は
徳

川
期
以
来
「
北
前
船
」
が
地
盤
と
し
て
歴
史
的
発
展
を
と
げ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
帆
船
か
ら
蒸
汽
船
へ
の
推
移
に
先
覚
者
的
地
位
を
占
め
た
北
前
船

系
社
外
船
主
た
ち
多
数
も
、
依
然
こ
の
伝
統
的
活
動
分
野
に
そ
の
所
有
船
舶

を
就
役
せ
し
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
北
陸
地
方
の
船
・
王
た
ち
と
ち
が
っ
て
、
帆

船
時
代
に
は
も
っ
ぱ
ら
瀬
戸
内
海
を
往
来
し
て
い
た
嶋
谷
は
、
蒸
汽
船
経
営

に
入
っ
て
か
ら
始
め
て
こ
の
方
面
へ
進
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か

ら
見
て
も
、
北
海
道
・
北
陸
間
航
路
は
、
如
何
に
、
豊
富
な
運
送
需
要
が
あ

り
、
わ
が
国
帆
船
・
蒸
汽
船
に
屈
強
の
働
き
場
所
を
提
供
し
て
関
係
船
主
の

海
運
業
務
発
展
に
至
大
の
貢
献
を
な
し
た
か
を
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
本
来
、
若
津
ま
た
は
由
字
を
本
拠
と
す
る
瀬
戸
内
海
出
身
船
主
グ
ル
ー

プ
に
属
し
て
い
な
が
ら
、
嶋
谷
汽
船
が
北
前
船
系
グ
ー
ル
プ
に
似
通
っ
た
活

動
を
い
と
な
み
、
北
海
道
ま
た
は
目
本
海
に
勢
威
を
は
っ
た
船
主
と
し
て
知

ら
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
　
「
嶋
谷
の
浦
門
構
が
沖
合
を
は
し
る
の
を

柏
崎
（
雄
魂
県
）
の
丘
上
か
ら
眺
め
た
板
谷
宮
吉
さ
ん
が
俺
も
船
を
も
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
発
奮
し
た
そ
う
だ
」
と
い
う
古
老
の
談
話
も
、
こ
う
し
た
嶋
谷
海
運
業
活

動
の
一
面
を
伝
え
て
い
る
。
後
年
、
嶋
谷
汽
船
が
日
本
海
に
定
期
航
路
を
開

設
し
た
の
も
、
古
い
歴
史
的
成
果
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　
「
浦
門
丸
」
は
、
も
ち
ろ
ん
北
海
道
・
北
陸
方
面
だ
け
に
就
航
し
た
わ
け

で
な
い
。
海
上
条
件
に
よ
っ
て
、
裏
日
本
や
北
海
道
の
航
海
は
、
当
時
、
夏

季
期
間
中
に
か
ぎ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
　
「
北
前
船
」
も
し
く
は
同
系

統
の
「
社
外
船
」
と
同
様
、
「
雷
門
丸
」
は
、
夏
期
に
北
陸
米
・
縄
・
莚
・
夙

そ
の
他
の
漁
業
用
材
料
と
漁
夫
た
ち
を
北
海
道
へ
運
び
魚
・
魚
粕
・
木
材
等

の
北
海
道
産
物
を
北
陸
諸
港
に
も
た
ら
す
航
海
を
何
回
か
繰
返
え
し
た
の
ち

い
よ
い
よ
、
日
本
海
航
行
が
困
難
化
す
る
初
冬
に
伏
木
・
三
国
な
ど
の
港
か
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ら
北
陸
米
を
積
取
っ
て
こ
れ
を
阪
神
へ
回
送
し
た
。
そ
れ
以
後
は
、
修
繕
ま

た
は
阪
神
雑
貨
・
九
州
米
の
交
互
輸
送
に
日
を
す
ご
し
た
が
、
年
末
か
ら
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

始
に
か
け
て
は
、
紀
州
箕
島
方
面
で
蜜
柑
を
積
込
み
東
京
へ
運
送
す
る
一
航

海
を
年
中
行
事
的
に
行
な
う
を
つ
ね
と
し
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
「
浦
門
丸
」
の
輸
送
活
動
、
す
な
わ
ち
嶋
谷

〔
蒸
汽
船
〕
海
運
業
務
は
、
当
初
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
他
人
運
送
形
態
を
と
っ

た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
明
治
三
十
三
年
、
徳
三
郎
が
事
業
…

の
本
拠
地
を
九
州
油
津
か
ら
郷
里
由
宇
に
移
す
と
き
ま
で
、
嶋
谷
家
の
家
業

の
中
心
は
、
「
米
穀
ヲ
買
出
シ
テ
之
テ
持
船
デ
阪
神
地
方
二
回
漕
ス
ル
コ
ト
」

で
あ
っ
た
と
「
略
史
」
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
既
述
老
船
長
の
記
憶

談
の
よ
う
に
、
嶋
谷
汽
船
が
「
浦
門
田
」
・
「
周
洋
丸
」
・
「
常
磐
丸
」
の
三
隻

を
も
つ
て
蒸
汽
船
活
動
を
展
開
し
た
頃
、
「
周
洋
丸
」
が
若
津
・
阪
神
間
の
九

州
米
輸
送
に
専
従
し
、
，
冬
期
に
は
他
船
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
少
な
く
も
い
く
ら
か
の
、
自
家
米
自
家
船

輸
送
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

有
力
且
つ
根
拠
あ
る
反
証
も
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
に
お
け
る

嶋
谷
徳
三
郎
の
米
穀
業
と
海
運
業
と
の
兼
営
が
実
際
上
そ
の
海
運
業
務
の
経

営
を
し
て
自
己
運
送
ま
た
は
せ
い
ぜ
い
半
他
人
運
送
の
形
態
に
と
ど
ま
ら
し

め
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
一
面
筆
者
自
身
の
主
張
し
た
い
点
で
も
あ
る
が
、

米
以
外
の
諸
貨
物
お
よ
び
旅
客
の
輸
送
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
嶋
谷
の
蒸
汽
船

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

は
輸
送
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
運
賃
を
収
得
し
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。

　
嶋
谷
徳
三
郎
は
、
最
初
の
蒸
汽
船
コ
里
門
丸
L
を
家
族
・
親
戚
に
披
露
し

た
際
に
、
申
甲
板
に
設
け
た
「
と
り
は
ず
し
棚
」
を
示
し
て
、
そ
こ
に
乗
客

を
収
容
す
る
の
だ
と
説
明
し
、
こ
れ
か
ら
は
米
だ
け
で
な
く
、
木
材
や
海
産

物
そ
の
他
な
ん
で
も
積
ん
で
大
い
に
金
儲
け
す
る
ん
だ
と
抱
負
を
語
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
て
、
彼
が
当
時
如
何
な
る
超
え
・
方
針
の
も
と
に

新
し
い
蒸
汽
船
の
所
有
・
運
航
に
の
り
出
し
た
か
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

海
運
業
経
営
形
態
に
お
け
る
「
自
己
運
送
か
ら
他
人
運
送
へ
」
の
推
移
、
す

な
わ
ち
純
粋
独
立
の
海
運
業
の
確
立
は
、
蒸
汽
船
と
と
も
に
進
行
す
る
こ
と

欧
米
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
社
外
船
発
達
過
程
に
お
い
て
も
明
瞭
に

看
取
さ
れ
る
が
、
か
か
る
一
般
発
展
法
則
は
嶋
谷
海
運
業
史
に
も
見
出
さ
れ

得
る
。
帆
船
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
大
き
な
性
能
の
蒸
汽
船
を
運
航
す
る

に
は
、
自
己
貨
物
の
み
で
は
不
充
分
・
不
採
算
と
な
ゆ
、
ど
う
し
て
も
、
他

人
お
よ
び
他
人
貨
物
を
塔
載
．
輸
送
し
て
運
賃
の
収
得
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
聰
明
な
徳
三
郎
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
父
か

ら
受
け
継
い
だ
家
業
・
米
穀
業
と
海
運
業
の
兼
営
方
針
或
い
は
商
業
に
包
摂

さ
れ
た
形
で
の
海
運
業
務
経
営
形
態
か
ら
、
一
挙
に
海
運
業
専
一
へ
脱
皮
す

る
に
は
い
く
つ
か
の
困
難
も
あ
り
、
そ
れ
が
果
し
て
成
功
す
る
か
ど
う
か
慎

重
に
試
す
必
要
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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社
外
船
　
の
　
系
譜

　
嶋
谷
徳
三
郎
が
明
治
二
十
二
年
四
月
家
督
相
続
の
と
き
以
来
大
正
十
二
年

十
二
月
末
日
ま
で
自
ら
輿
入
に
筆
書
し
て
遺
し
た
上
掲
「
財
産
記
録
」
帳
は

た
だ
単
に
嶋
谷
家
（
海
運
）
事
業
の
発
展
過
程
を
調
べ
る
う
え
で
唯
一
的
貴

重
資
料
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
記
載
方
法
お
よ
び
内
容
は
、
範
記
・
会

計
学
或
い
は
経
済
史
の
立
場
か
ら
見
て
も
き
わ
め
て
興
味
ふ
か
い
も
の
が
あ

る
。
た
だ
し
、
同
家
秘
密
事
項
も
あ
る
べ
く
、
こ
れ
を
詳
細
・
明
ら
さ
ま
に

発
表
す
る
こ
と
は
、
当
主
そ
の
他
の
特
別
な
好
意
に
あ
ま
り
に
も
甘
え
す
ぎ

る
と
思
う
の
で
、
以
下
最
少
限
必
要
の
も
の
の
み
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
二
年
四
月
か
ら
二
十
三
年
末
ま
で
の
各

期
勘
定
と
し
て
単
に
商
店
利
（
損
）
益
金
の
一
項
目
だ
け
が
掲
げ
ら
れ
、
二

十
四
年
一
月
か
ら
二
十
六
年
末
ま
で
は
、
こ
れ
を
第
｝
財
産
利
（
損
）
益
金

と
第
二
財
産
利
（
損
）
益
金
と
に
区
分
し
て
い
る
が
、
後
者
、
す
な
わ
ち
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

増
損
益
一
財
産
区
分
に
お
け
る
所
有
金
に
見
合
う
も
の
が
圧
倒
的
比
重
を
占

め
る
と
と
も
に
、
不
動
産
・
株
券
・
船
舶
元
価
か
ら
成
る
第
一
財
産
の
明
細

別
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
二
十
六
年
十
月
十
三
日
か
ら
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
第
十
七
回
勘
定
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
株
券
（
式
）

利
益
・
船
舶
利
益
・
商
店
利
益
の
三
区
分
が
あ
ら
わ
れ
、
お
お
む
ね
明
治
二

十
八
年
末
ま
で
こ
の
方
法
が
つ
づ
い
た
。
こ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
商
店
利

（
損
）
益
は
、
他
の
二
項
目
に
比
し
て
と
び
は
な
れ
た
比
重
を
占
め
て
い
る

こ
と
前
期
ま
で
と
殆
ん
ど
変
り
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
十
七
回
（
二
六
・
一

0
・
一
三
－
二
七
・
三
・
三
一
）
勘
定
で
は
、
商
店
利
益
七
八
％
と
や
や
低

い
が
、
次
の
第
十
八
回
（
二
七
・
四
－
七
月
前
勘
定
で
は
九
八
％
と
な
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
両
期
に
お
け
る
株
券
利
益
と
船
舶
利
益
と
の
実
数
を
示

せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
回
　
　
　
　
　
　
第
十
八
回

　
株
券
利
益
　
　
　
　
　
二
七
円
　
　
　
　
　
　
　
一
八
円

　
船
舶
利
w
益
　
　
　
　
　
　
一
六
四
円
五
六
銭
　
　
　
　
　
　
一
〇
円
一
二
九
銭
四
厘

た
だ
し
、
船
舶
利
益
の
意
味
・
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
或
る
程
度
の
運
賃
収

入
が
あ
っ
た
と
思
惟
さ
れ
は
す
る
が
、
い
ま
だ
、
例
外
的
・
副
業
的
で
あ
っ

た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
入
営
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
第
二
十
四
回
（
明
二
九
・
一
・
一
－
三
・
一
五
）
勘
定
で
は

前
期
の
二
十
八
年
十
月
一
十
一
一
月
の
第
二
十
三
回
勘
定
に
お
い
て
「
本
船
登

航
海
中
二
付
決
算
出
来
不
申
」
当
期
へ
く
り
こ
さ
れ
た
分
を
含
む
船
舶
損
益

が
一
つ
の
項
目
と
し
て
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
　
「
浦
門

下
所
得
」
と
い
う
項
目
が
新
し
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
爾
後
も
所

有
蒸
汽
船
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
各
留
別
所
得
が
地
所
（
家
屋
）
所
得
・
株

式
所
得
・
商
（
ま
た
は
米
穀
）
店
所
得
そ
の
他
と
明
白
に
区
別
し
て
記
録
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
財
産
明
細
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
、
浦
門

丸
船
価
（
そ
の
他
蒸
汽
船
分
も
）
は
独
立
の
一
項
目
と
し
て
示
さ
れ
、
明
白

に
帆
船
を
意
味
す
る
船
舶
所
有
高
或
は
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
の
ち
に
記
さ
れ
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た
上
荷
船
二
曲
と
、
は
っ
き
り
、
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
財
産
記
録
」
に
お
い
て
、
蒸
汽
船
元
価
お
よ
び
同
損
益
の

項
目
・
金
額
が
独
立
単
位
と
し
て
示
さ
れ
、
商
店
資
本
お
よ
び
商
業
損
益
と

区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
、
明
か
に
、
蒸
汽
船
を

も
つ
て
す
る
海
運
業
開
始
に
あ
た
っ
て
、
嶋
谷
徳
三
郎
が
如
何
に
大
ぎ
な
決

意
と
全
く
新
し
い
事
業
方
針
と
を
庵
っ
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
か
を
告
げ
て

い
る
。
だ
が
、
も
と
よ
り
、
記
載
の
方
法
だ
け
が
革
命
的
変
化
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
。

　
嶋
谷
徳
三
郎
が
、
所
有
財
産
を
地
所
建
物
所
有
高
・
株
式
所
有
高
・
船
舶

所
有
高
（
当
初
こ
の
三
つ
を
第
一
財
産
と
称
す
）
と
正
金
（
第
二
財
産
）
お

よ
び
頼
母
子
掛
金
（
第
三
財
産
）
に
区
分
し
た
こ
と
前
に
触
れ
た
が
、
こ
の

う
ち
、
船
舶
所
有
高
と
正
金
す
な
わ
ち
商
業
資
金
と
の
全
財
産
に
対
し
て
占

め
る
比
率
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
　
　
　
　
船
舶
所
有
高

　
明
二
二
・
四
二
現
在
　
　
　
　
七
一
％
　
　
　
一
八
％

　
　
二
六
・
三
・
三
一
〃
　
　
　
　
　
　
七
〇
〃
　
　
　
　
一
二
〃

　
　
二
八
・
四
・
一
三
〃
　
　
　
　
　
七
三
〃
　
　
　
　
一
四
〃

で
あ
っ
て
、
帆
船
の
所
有
量
ま
た
は
同
船
価
が
も
っ
と
も
大
き
い
時
期
（
二

六
年
当
時
）
で
も
前
者
は
全
財
産
の
二
割
に
み
た
ず
、
こ
れ
に
対
し
て
、
米

穀
売
買
に
投
じ
得
る
正
金
は
つ
ね
に
七
割
以
上
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
浦

　
　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜

門
丸
所
有
に
と
も
な
っ
て
、
財
産
構
成
は
、
明
治
二
十
九
年
三
月
十
五
日
現

在
で
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
。

　
浦
門
丸
船
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
・
○
％

　
船
舶
所
有
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
一
％

　
若
津
米
穀
商
店
資
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
・
七
％

　
早
撃
売
店
資
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
七
％

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・
五
％

　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
・
0
％

そ
の
こ
、
商
店
資
本
が
最
高
一
万
円
に
達
し
た
頃
（
明
治
三
二
、
三
年
頃
）

で
も
、
浦
門
丸
船
価
は
全
体
の
七
割
を
占
め
、
商
店
資
本
は
二
割
弱
に
す
ぎ

ず
、
曽
っ
て
の
構
成
比
率
と
は
全
く
逆
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
ま
た
、
各
期
損
益
勘
定
に
も
明
瞭
に
反
映
さ
れ
、
第
二
十
四
回

勘
定
で
は
じ
め
て
記
入
を
見
た
浦
門
丸
所
得
i
二
十
八
年
度
分
の
但
書
が

あ
る
が
一
は
、
全
利
益
の
八
六
・
七
％
に
あ
た
る
七
、
四
六
一
円
強
を
示

し
、
他
方
、
米
穀
店
所
得
は
二
六
〇
円
五
四
銭
五
厘
、
若
津
売
店
利
益
は
僅

々
六
八
円
に
す
ぎ
な
い
。
　
「
浦
門
丸
」
が
瀬
戸
内
海
か
ら
北
海
道
・
北
陸
方

面
へ
転
出
し
た
の
ち
で
あ
り
、
且
つ
、
米
穀
業
が
か
な
り
優
秀
な
成
績
を
あ

げ
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
明
治
三
十
二
年
度
の
勘
定
で
も
、
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

　
商
店
利
益
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
三
五
円
二
〇
銭
二
厘
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社
外
　
船

地
所
所
得
金

株
式
所
得
金

上
荷
船
利
益
金

浦
門
丸
利
益
金

雑
　
益

計上
記
に
よ
っ
て
、

の
　
系
譜

五
、

七
、

一
三
二
円

　
二
二
円
二
七
銭
五
厘

一
六
一
円
九
六
銭
五
厘

五
一
四
円
四
二
銭
二
厘

　
四
九
円
八
六
銭
二
厘

三
一
五
円
七
二
銭
七
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
谷
海
業
の
性
格
が
帆
船
か
ら
蒸
汽
船
へ
の
推
移
に
伴

な
い
す
で
に
一
変
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
新
し
い
蒸
汽
船
業
が
米
穀
業
に
と

っ
て
か
わ
っ
て
同
家
事
業
の
中
心
業
務
と
な
り
、
徳
三
郎
の
財
産
も
事
業
収

益
も
、
い
ま
や
、
も
つ
ば
ら
蒸
汽
船
浦
門
丸
に
依
存
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と

が
明
白
で
あ
ろ
う
。
浦
門
丸
亀
得
し
た
が
っ
て
同
船
の
活
動
目
的
が
、
他
人

お
よ
び
他
人
貨
物
の
運
送
に
よ
る
運
賃
収
得
の
み
に
淵
源
・
設
定
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
、
上
掲
資
料
か
ら
は
な
お
断
じ
が
た
い
と
い
う
疑
念
も
残
る
か

し
れ
ず
、
ま
た
、
当
時
の
鳴
母
家
が
海
運
業
以
外
に
米
穀
業
そ
の
他
を
い
と

な
ん
だ
こ
と
も
朋
白
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
前
者
の
疑
念
に
対
し
て
は
、
紙

幅
並
び
に
引
用
上
の
制
約
の
ゆ
え
に
省
い
た
「
財
産
記
録
」
の
各
期
勘
定
に

お
い
て
、
浦
門
丸
損
益
は
つ
ね
に
独
立
の
項
目
と
し
て
商
店
損
益
と
区
別
さ

れ
て
い
る
事
実
、
或
い
は
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
商
店
損
失
が
あ
っ
て

浦
門
丸
利
益
の
あ
る
場
合
、
甚
だ
多
額
の
商
店
利
益
に
対
し
極
少
額
の
浦
門

丸
利
益
し
か
な
い
場
合
、
智
歯
丸
の
損
失
が
商
店
損
失
を
は
る
か
に
上
廻
る

場
合
i
し
か
も
こ
の
時
に
は
、
浦
門
丸
損
失
と
い
う
項
目
と
な
ら
ん
で

「
船
舶
商
業
損
失
」
と
い
う
甚
だ
興
味
あ
る
表
現
文
句
で
商
店
損
失
が
示
さ

れ
て
い
る
一
が
あ
っ
て
、
実
質
的
に
両
項
目
が
別
個
独
立
の
関
係
に
あ
る

と
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
、
或
る
程
度
の
解
答
を
あ
た
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
浦
門
丸
」
は
相
当
程
度
に
、
否
、
ほ
と
ん
ど
主
と

し
て
、
他
人
貨
物
を
輸
送
し
て
運
賃
を
収
度
し
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ

う
。　

問
題
は
む
し
ろ
、
蒸
汽
船
に
二
手
し
て
の
ち
も
、
嶋
谷
徳
三
郎
が
米
穀
業

を
併
弔
し
つ
づ
け
た
点
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
帆
船
の
頃
と
は
財
産
構
成
上

で
も
事
業
内
容
上
で
も
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
海
運
業
務
が
申
心
と
な
っ

た
と
は
い
え
、
米
穀
業
が
つ
づ
け
ら
れ
る
か
ぎ
り
「
米
穀
ヲ
買
出
シ
テ
之
ラ

持
船
デ
阪
神
地
方
二
回
漕
ス
ル
」
父
以
来
の
家
業
方
針
は
な
お
改
ま
ら
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
「
浦
門
丸
」
の
購
入
・
運
航
以
降
、
嶋
谷
海
運
業
の
経

営
形
態
は
著
し
く
他
人
運
送
へ
傾
い
た
に
せ
よ
、
な
お
若
干
の
自
己
運
送
性

が
残
り
、
い
わ
ゆ
る
半
他
人
運
送
形
態
で
あ
っ
た
と
見
る
所
以
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
れ
が
転
機
・
嶋
谷
海
運
業
発
展
過
程
の
最
大
・
最
重
要
の
画
期
は
、

明
治
三
十
三
年
に
お
と
ず
れ
た
。

　
嶋
谷
亮
輔
書
翰
は
、
「
明
治
三
十
三
年
北
清
事
変
で
徳
三
郎
は
米
を
買
入
れ

て
失
敗
し
た
。
こ
れ
が
米
相
場
を
や
っ
た
最
後
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
略
史
」

も
ま
た
「
豊
年
ヲ
以
テ
断
然
此
商
売
ヲ
ヤ
メ
テ
、
汽
船
業
二
専
ラ
カ
ヲ
集
中

（52）



ス
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
タ
L
「
若
津
ヲ
引
揚
ゲ
テ
、
郷
里
由
宇
二
本
店
ヲ
移
ス
ニ
至

ツ
タ
」
と
記
し
て
い
る
。
最
後
に
い
ま
一
度
「
財
産
記
録
」
に
つ
い
て
見
る

に
、
明
治
三
十
三
年
度
に
は
一
万
三
千
円
余
の
商
店
損
失
金
－
念
の
た
め

附
記
す
れ
ば
当
時
の
商
店
資
本
は
一
万
円
i
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
右
記

引
用
文
の
事
実
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
損
失
の
補
填
に
は

ほ
ぼ
ニ
カ
年
を
要
し
た
ら
し
く
、
且
つ
、
三
＋
四
年
以
降
、
商
店
資
本
・
商

店
利
益
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
以
後
の
時
代
に
も
、
一
時
、
親
戚
の
商
店
開
業
資
金
を
提
供
し
て
利

益
の
幾
分
か
を
受
取
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
徳
三
郎
は

海
運
業
一
本
槍
で
す
す
む
よ
う
に
な
っ
た
。
純
粋
・
独
立
の
嶋
谷
海
運
業
が

名
実
と
も
に
、
確
立
し
発
展
す
る
時
期
を
こ
の
年
（
明
治
三
十
三
年
）
に
求

め
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

け
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
の
借
入
金
額
を
除
去
し
た
正
味
財
産
高
は
至
剛
丸
船

価
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。

　
徳
三
郎
そ
れ
以
後
の
経
営
お
よ
び
次
ぎ
の
当
主
武
次
の
時
代
の
顕
著
な
発
展
ぶ

り
に
つ
い
て
の
叙
述
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
嶋
谷
海
運
業
の
自
己

運
送
か
ら
他
人
運
送
へ
の
推
移
を
中
心
と
し
て
そ
の
発
生
・
成
長
を
概
観
し
た
。

嶋
谷
家
当
主
そ
の
他
嶋
谷
汽
船
重
役
・
勤
務
員
の
方
々
の
御
好
意
と
御
教
示
に
厚

謝
の
意
を
表
し
て
、
一
応
筆
を
欄
く
こ
と
と
す
る
。
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（
1
）
　
故
甲
斐
縁
翁
　
談
話

（
2
）
　
当
時
、
東
京
港
で
は
、
芝
浦
ま
で
入
る
こ
と
を
得
ず
、
品
川
沖
に
到
藩
し

　
て
投
錨
し
、
艀
取
り
を
し
た
と
い
う
。

（
3
）
　
商
店
損
失
が
あ
っ
た
時
は
別
だ
が
、
商
店
利
益
は
、
こ
の
間
毎
期
利
益
総

　
計
の
九
十
二
一
九
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

（
4
）
　
厳
密
に
い
え
ば
、
明
治
二
十
八
年
に
は
、
商
店
利
益
が
米
穀
店
損
失
金
と

　
な
っ
て
お
り
、
同
時
に
、
売
店
（
若
津
に
酒
店
を
設
け
た
）
利
益
金
の
一
項
目

　
が
加
わ
っ
て
い
る
。

（
5
）
　
こ
の
時
、
相
当
の
借
入
金
が
あ
り
、
浦
門
丸
購
入
の
為
他
よ
り
援
助
を
う

　
　
　
社
外
船
　
の
　
系
譜
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移

住

者

の

母

村

高
知
縣
伊
野
町
勝
賀
瀬
部
落
の
調
査
報
告

斉

藤

廣

士」巳、

ま
え
が
き

一、

ｺ
の
概
況

　
山
村
と
し
て
の
性
格

　
経
済
的
な
基
盤

二
、
村
の
社
会

　
家
族
と
親
族

　
地
縁
組
織

　
階
　
層

三
、
移
り
行
く
人
々

　
初
期
の
移
住
者

　
戦
後
の
移
住
者

　
母
村
へ
の
影
響

ま
　
え
　
が
　
き

　
一
九
五
七
年
八
月
の
中
・
下
旬
に
亙
っ
て
、
筆
者
は
高
知
県
吾
川
郡
伊
野

　
　
し
ょ
う
が
せ

町
の
勝
賀
瀬
部
落
の
笑
態
調
査
を
施
行
し
た
。
本
文
は
そ
の
報
告
で
あ
る
。

調
査
の
目
的
は
海
外
移
住
者
の
母
村
と
し
て
の
、
勝
賀
瀬
部
落
の
性
格
を
把

え
、
移
住
者
の
社
会
的
背
景
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
筆

者
は
一
九
五
二
年
以
降
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
邦
人
移
住
者
の
調
査
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

従
事
し
、
と
く
に
数
次
に
わ
た
り
戦
後
移
住
者
の
調
査
に
参
加
し
た
。
し
か

し
海
外
に
お
け
る
日
系
人
（
日
本
人
及
び
そ
の
子
孫
）
の
同
化
（
・
ω
。
。
一
巳
巨
δ
昌
）

と
丈
化
変
容
（
9
0
0
ロ
一
臼
口
目
即
臼
一
〇
昌
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
文
化
要
素
の
変
化
・
社
会

組
織
の
再
編
成
・
親
族
集
団
の
解
体
な
ど
、
個
々
の
問
題
を
通
じ
て
研
究
す

る
た
め
に
は
、
移
住
者
の
母
胎
社
会
の
観
察
と
分
析
と
が
必
要
で
あ
る
。
高

知
県
勝
賀
瀬
部
落
の
調
査
は
、
こ
の
観
点
か
ら
計
画
さ
れ
た
調
査
研
究
の
一

（55）
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部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　
高
知
県
下
の
山
村
を
調
査
対
象
と
し
て
取
上
げ
た
理
由
は
、
　
ω
今
ま
で

に
施
行
さ
れ
た
移
住
者
母
村
の
調
査
と
地
域
的
に
重
合
す
る
こ
と
を
避
け
る

　
　
（
註
二
）

こ
と
、
　
回
内
海
沿
岸
の
農
村
で
は
従
来
コ
ミ
ニ
＝
ア
イ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
が

数
多
く
行
わ
れ
た
が
、
四
国
の
太
平
洋
岸
地
域
で
は
そ
う
い
う
試
み
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
　
8
高
知
県
は
早
く
か
ら
ブ
ラ
ジ

ル
へ
移
民
を
送
出
し
、
と
く
に
勝
賀
瀬
部
落
は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
ブ
ラ

ジ
ル
移
住
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
勝
賀
瀬
部
落
の
調
査
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
タ

ー
デ
ィ
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
調
査
法
（
。
Q
8
芭
。
。
貝
く
①
図
）
を
採
り
、
重
点

的
に
面
接
法
を
行
っ
た
。
本
報
告
に
お
い
て
も
、
村
お
よ
び
部
落
の
歴
史
的

か
つ
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
基
般
皿
を
移
住
者
の
生
活
環
境
と
し
て
把
え
、
ま
た
部

落
の
構
造
・
階
層
制
を
移
住
者
の
社
会
的
背
景
と
し
て
分
析
す
る
と
い
う
重

点
主
義
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
な
お
本
調
査
に
対
し
て
は
外
務
省
移
住
局
の
援
助
が
与
え
ら
れ
た
。
野
外

作
業
に
は
、
明
治
大
学
講
師
蒲
生
正
男
、
明
治
薬
科
大
学
講
師
島
澄
の
両
氏

が
協
力
者
と
し
て
参
加
し
た
。
海
外
協
会
連
合
会
、
高
知
県
農
地
開
拓
課
及

び
同
県
海
外
協
会
、
伊
野
町
役
場
、
」
勝
賀
瀬
部
落
の
有
志
諸
氏
か
ら
種
々
便

宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
厚
く
謝
す
る
。

　
註
（
一
）
　
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
邦
入
移
住
者
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
諸
拙

　
　
　
　
移
住
　
者
　
の
　
母
村

　
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
「
ア
マ
ゾ
ン
・
そ
の
風
土
と
日
本
人
」
（
泉
靖
一
と
共
著
）
、
東
京
・
古
今
書
院
刊
、

　
一
九
五
四
年
。
　
「
戦
後
移
民
の
同
化
と
定
着
」
泉
靖
一
編
移
民
、
東
京
・
古
今

　
書
院
、
一
九
五
七
年
。
　
「
ア
マ
ゾ
ン
辺
境
の
日
本
人
」
及
び
「
洗
動
ず
る
邦
人

　
移
民
」
、
多
田
文
男
編
ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
と
社
会
、
東
大
出
版
会
、
一
九
五
七
年

　
0
9
§
…
ミ
蕊
§
。
§
昏
職
9
。
譜
9
嵩
ρ
国
ω
8
『
山
①
Q
Q
。
。
一
〇
ざ
㎝
す
。
団
。
年
8
臼
餌
①

　
ω
僧
O
国
巾
巳
。
　
μ
ゆ
朝
O
・

　
　
　
　
層

　
．
。
竃
。
包
達
註
。
。
》
。
・
。
・
ぎ
辞
8
0
山
①
一
当
σ
q
冨
三
Φ
。
・
掛
唱
8
Φ
。
・
①
・
。
”
．
．
§
ミ
。
託
霧
§
、

　
㌧
ミ
竃
N
ξ
p
申
婁
馬
ミ
『
P
け
。
ヨ
。
月
国
。
・
8
げ
山
o
Q
。
0
9
0
ポ
σ
q
一
9
①
剛
亀
三
雷
山
①
も
∩
き

　
旧
9
口
二
一
〇
　
H
O
加
ひ
．

　
　
　
層

（
二
）
移
住
者
母
村
の
調
査
と
し
て
は
和
歌
山
県
日
高
郡
三
尾
村
（
福
武
直
編

　
「
ア
メ
リ
カ
村
」
）
と
、
国
際
移
住
研
究
会
に
よ
る
山
口
県
大
島
郡
沖
家
室
の

　
調
査
を
先
ず
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
れ
も
カ
ナ
ダ
及
び
米
国
へ
の
移
住
者
を

　
多
く
出
し
た
地
域
で
あ
る
。

一、

ｺ
　
の
　
概
　
況

　
高
知
市
の
南
方
を
流
れ
る
仁
淀
川
の
流
域
は
、
古
く
か
ら
土
佐
紙
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
、
と
く
に
伊
野
町
は
製
紙
の
中
心
地
で
あ
る
。
仁
淀
川
の
上

流
々
域
の
山
村
で
栽
培
さ
れ
る
楮
や
三
純
な
ど
の
原
料
は
、
古
く
は
川
舟
で

仁
淀
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
交
通
の
ひ
ら
け
た
今
日
で
は
川
沿
い
に
ト
ラ
ッ
ク

や
オ
ー
上
二
輪
に
積
ん
で
、
製
紙
工
場
の
煙
突
が
林
立
す
る
伊
野
へ
と
集
荷

さ
れ
る
。
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移
住
者
　
の
　
母
村

　
三
豊
も
楮
も
代
表
的
な
傾
斜
作
物
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
製
紙
原
料
を
産

出
す
る
仁
淀
川
上
流
は
、
両
岸
に
そ
そ
り
立
つ
よ
う
な
急
傾
斜
の
山
稜
が
迫

り
、
住
民
は
狭
い
山
峡
の
帯
状
の
平
地
に
零
細
な
米
作
を
営
み
、
耕
し
て
山

頂
に
い
た
る
こ
と
も
で
き
ぬ
急
斜
面
に
僅
か
な
畑
作
を
の
こ
す
以
外
は
、
山

林
資
源
に
頼
っ
て
材
木
を
伐
り
炭
を
焼
い
て
、
幾
世
紀
も
の
こ
の
方
、
生
活

を
た
て
て
き
た
。

　
伊
野
町
の
勝
賀
瀬
部
落
も
そ
う
い
っ
た
山
村
の
一
つ
で
あ
る
。
高
知
市
か

ら
伊
野
町
の
役
場
所
在
地
ま
で
僅
か
一
二
粁
、
伊
野
か
ら
勝
賀
瀬
部
落
の
入

口
ま
で
九
粁
、
合
せ
て
二
〇
粁
そ
こ
そ
こ
の
距
離
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
野
付

近
ま
で
ひ
ろ
が
る
高
知
の
平
野
は
、
町
を
過
ぎ
て
か
ら
俄
か
に
山
間
へ
と
移

行
す
る
た
め
に
、
こ
こ
か
ら
上
流
は
昔
か
ら
仁
淀
川
が
重
要
な
水
路
と
な
っ

た
。
高
知
一
－
伊
野
間
の
電
車
の
開
通
し
た
の
が
明
治
四
二
年
と
い
う
の
は
、

伊
野
の
産
業
上
の
優
位
を
示
し
て
い
る
が
、
今
で
は
国
鉄
も
あ
れ
ば
、
バ
ス

便
も
多
い
。
県
交
通
の
赤
バ
ス
は
日
に
一
五
回
往
復
し
て
、
高
知
市
の
播
磨

屋
橋
横
か
ら
発
車
し
て
、
約
三
〇
分
で
伊
野
に
い
た
る
。

　
伊
野
は
海
抜
一
四
米
の
平
地
に
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
約
一
〇
キ
ロ
ば
か
り

仁
淀
川
を
潮
っ
て
勝
賀
瀬
に
入
る
と
、
す
で
に
九
二
〇
米
の
鷹
羽
ケ
森
が
そ

び
え
る
。
支
流
の
勝
賀
瀬
川
は
、
北
方
で
下
細
川
・
上
八
川
の
隣
接
部
落
に

接
す
る
標
高
七
－
八
0
0
米
の
山
間
部
か
ら
発
し
て
、
渓
流
と
な
っ
て
山
峡

を
流
れ
、
勝
賀
瀬
を
形
成
す
る
小
部
落
を
貫
い
て
、
仁
淀
川
に
合
す
る
。
伊

野
か
ら
こ
の
合
流
点
ま
で
、
県
道
は
川
沿
い
に
走
っ
て
い
る
が
、
右
方
は
急

斜
面
の
山
腹
を
控
え
、
左
方
は
仁
淀
の
急
流
を
の
ぞ
ん
で
断
崖
を
な
し
、
加

え
て
急
カ
ー
ブ
の
連
続
で
あ
る
た
め
に
、
自
動
車
は
注
意
深
く
徐
行
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
距
離
は
一
〇
粁
に
み
た
な
い
が
、
バ
ス
で
約
三
五
分
の
行
程
と

な
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
県
道
の
開
設
工
事
は
伊
野
と
吾
北
村
か
ら
始
め
ら
れ
、
勝
賀
瀬
の
あ
た
り

で
開
通
し
た
の
が
明
治
四
二
年
ご
ろ
。
そ
の
後
昭
和
の
初
め
ま
で
は
フ
ジ
・

バ
ス
が
日
に
二
往
復
し
て
い
た
が
、
次
第
に
運
転
回
数
も
増
え
、
日
に
七
、

八
往
復
と
い
う
状
態
が
な
が
く
つ
づ
い
た
の
ち
、
こ
こ
三
年
掛
ど
前
か
ら
は
、

県
交
通
の
赤
バ
ス
が
日
に
十
五
往
復
と
い
う
ほ
ど
に
便
利
と
な
っ
た
。
と
く

に
朝
夕
に
バ
ス
便
が
多
い
の
は
、
近
年
県
道
沿
線
の
農
村
か
ら
高
知
や
伊
野

に
通
勤
す
る
者
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。
叉
、
山
村
の
住
民
で
経
済
的
な
余

裕
に
恵
ま
れ
た
者
は
、
伊
野
か
ら
高
知
に
い
た
る
沿
線
の
平
野
に
水
田
を
購

め
て
バ
ス
で
出
作
り
に
通
う
も
の
す
ら
出
て
き
た
。
か
よ
う
に
し
て
交
通
が

至
便
と
な
る
に
伴
っ
て
、
都
会
風
な
考
え
方
や
習
慣
が
漸
次
山
村
に
浸
透
し

は
じ
め
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
か
つ
て
は
山
問
部
の
産
物
を
伊
野
・
高
知

の
市
場
に
搬
出
す
る
た
め
の
唯
一
の
釣
魚
で
あ
っ
た
仁
淀
川
も
、
今
で
は
観

光
客
め
あ
て
の
鵜
飼
船
や
物
見
遊
山
の
舟
し
か
通
わ
な
く
な
っ
た
。

山
村
と
し
て
の
性
格

（58）



　
農
業
経
営
の
様
式
及
び
耕
種
か
ら
み
て
、
高
知
県
の
農
業
は
五
つ
の
型
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

分
類
さ
れ
る
と
い
う
が
、
勝
賀
瀬
部
落
は
そ
の
位
置
か
ら
い
う
と
米
作
中
心

の
中
央
型
の
地
域
に
含
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
実
際
は
、
三
極
・
楮
な
ど
の
製

紙
原
料
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
玉
、
茶
な
ど
の
商
品
作
物
に
主
力
を
お
き
、
自
給
用

に
米
作
を
営
む
と
い
う
県
境
型
に
属
す
る
よ
う
で
あ
る
。
県
の
申
央
部
に
位

置
し
な
が
ら
、
県
境
型
の
営
農
と
い
う
の
は
奇
異
に
聞
え
る
が
、
何
れ
に
し

て
も
勝
賀
瀬
の
山
村
的
な
性
格
は
否
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
わ
ば
勝
賀
瀬

は
、
高
知
平
野
の
米
作
下
心
農
村
か
ら
、
県
境
へ
向
っ
て
山
村
型
農
業
へ
と

移
行
す
る
端
境
の
地
帯
に
位
置
す
る
。
高
知
と
い
う
消
費
市
場
を
近
距
離
に

ひ
か
え
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
立
地
条
件
に
因
っ
て
園
芸
農
業
が
発
達
せ
ず
、

住
民
は
材
木
・
製
炭
な
ど
の
林
業
や
心
裏
・
楮
な
ど
の
商
品
作
物
に
よ
っ
て

そ
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
農
村
に
浸
透

し
た
都
市
化
或
は
近
代
化
の
波
は
、
高
知
に
接
近
し
て
い
る
だ
け
に
、
い
ち

早
く
勝
賀
瀬
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
点
に
勝
賀
瀬
の
特
徴
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

　
山
村
の
特
色
と
し
て
勝
賀
瀬
は
古
く
か
ら
焼
畑
（
切
替
畑
）
に
、
麦
、
喬

麦
、
粟
、
稗
、
き
び
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
さ
つ
ま
い
も
、
大
豆
、
小
豆
な
ど

の
自
給
作
物
を
蒔
き
、
谷
間
で
営
ま
れ
る
僅
か
ば
か
り
の
水
田
は
主
食
の
一

部
に
も
足
り
な
か
っ
た
。
明
治
五
年
の
人
身
登
録
で
は
勝
賀
瀬
は
戸
数
一
四

一
を
算
し
な
が
ら
、
旧
藩
領
時
代
の
米
穀
生
産
は
五
五
石
二
等
八
升
で
あ
っ

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

た
と
い
う
か
ら
水
田
の
規
模
が
窺
わ
れ
よ
う
。

　
同
じ
旧
三
瀬
村
で
も
製
紙
原
料
の
生
産
は
仁
淀
本
流
に
面
し
た
楠
瀬
と
柳

瀬
の
両
部
落
で
は
大
き
か
っ
た
が
、
勝
賀
瀬
は
こ
れ
ら
二
部
落
に
比
べ
る
と

少
か
っ
た
。
明
治
初
年
ご
ろ
は
、
専
業
の
紙
漉
き
は
僅
か
に
二
、
三
戸
を
算

え
た
の
み
ら
し
い
。
む
し
ろ
勝
賀
瀬
の
重
要
性
は
、
仁
淀
沿
い
に
県
道
が
開

設
さ
れ
る
ま
で
は
、
勝
賀
瀬
川
沿
い
に
奥
の
諸
部
落
か
ら
搬
出
さ
れ
る
製
紙

原
料
の
中
間
集
荷
地
と
い
う
点
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
す
な
わ
ち
県
道
が
開
通
す
る
ま
で
、
北
方
の
上
盛
業
、
下
荒
川
方
面
の
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
う
ち
　
　
　
　
　
な
か
お
い

民
は
、
馬
匹
の
背
に
製
紙
原
料
を
積
ん
で
、
渓
流
沿
い
に
三
内
の
峠
と
申
追

さ
る
や
ま

去
山
の
峯
を
下
り
、
勝
賀
瀬
に
搬
出
し
た
。
こ
こ
で
川
舟
に
荷
を
積
替
え
、

仁
淀
の
流
れ
を
下
っ
て
伊
野
に
送
っ
た
。
こ
う
い
う
関
係
か
ら
勝
賀
瀬
に
は

問
屋
が
あ
り
川
舟
の
運
送
屋
が
あ
っ
た
。
県
道
の
開
設
後
も
こ
の
状
態
は
暫

ら
く
続
い
て
、
大
正
六
、
七
年
ご
ろ
は
ま
だ
勝
賀
瀬
の
弘
瀬
に
宿
屋
が
あ
っ

て
旅
人
の
便
に
供
し
、
ま
た
荷
を
売
っ
た
百
姓
の
た
め
の
飲
屋
は
女
の
嬌
声

で
賑
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
い
ま
は
開
拓
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
勝
賀
瀬
川
上
流
の
、
標
高
五
～
六
〇

〇
米
の
高
地
に
あ
る
三
内
部
落
も
明
治
の
末
期
ま
で
四
五
、
六
戸
も
あ
る
部

落
で
あ
っ
た
。
一
説
に
は
平
家
の
落
武
者
た
ち
が
こ
の
山
奥
に
隠
れ
て
部
落

を
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
、
い
ま
で
も
鏡
、
小
束
、
硯
な
ど
が
開
墾
者
の
鍬
の

先
で
出
土
す
る
と
い
う
。
そ
．
の
後
三
内
は
住
民
が
離
散
し
、
全
く
荒
廃
に
帰
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移
住
者
　
の
　
母
村

し
て
い
た
の
を
、
戦
後
開
拓
地
と
な
り
、
現
在
で
は
外
地
か
ら
の
引
揚
者
な

ど
数
戸
が
開
墾
に
従
事
し
て
い
る
。

　
こ
う
み
る
と
v
明
治
四
二
年
置
県
道
の
開
設
を
契
機
と
し
て
仁
淀
流
域
に

浸
透
し
た
近
代
化
の
波
は
、
か
え
っ
て
勝
賀
瀬
か
ら
原
料
搬
出
ル
ー
ト
を
奪

い
、
さ
さ
や
か
な
殿
賑
を
持
ち
去
っ
て
、
住
民
は
一
方
で
は
商
品
経
済
の
波

及
に
よ
っ
て
現
金
支
出
を
生
じ
な
が
ら
、
他
方
こ
れ
に
対
処
で
き
る
よ
う
な

産
業
上
の
変
革
は
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
村
民
の
生
活
は
、
僅

か
に
製
紙
原
料
を
現
金
に
代
え
、
材
木
を
伐
り
出
し
木
炭
を
製
造
し
て
き
た
。

そ
れ
で
も
伐
替
畑
に
雑
穀
を
作
り
、
谷
間
の
水
稲
で
主
食
を
補
っ
て
い
る
間

は
何
と
か
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
た
が
、
戦
時
申
か
ら
の
主
食
配
給
制
で

白
米
食
が
普
及
し
て
か
ら
は
現
金
収
入
が
経
済
生
活
の
基
調
を
な
す
よ
う
に

な
っ
た
。

　
経
済
的
な
基
盤

　
勝
賀
瀬
部
落
が
包
括
さ
れ
る
三
瀬
地
区
の
産
業
上
の
位
置
は
、
同
じ
伊
野

町
の
他
の
地
区
と
比
較
す
る
と
そ
の
特
色
が
窺
わ
れ
る
。
旧
三
瀬
村
の
耕
地

面
積
は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
田
畑
の
外
に
、
三
瀬
村
は
採
草
地
を
二
五

二
三
町
歩
、
宅
地
九
三
反
も
つ
て
お
り
、
畑
地
も
伐
替
畑
を
含
め
る
と
約
九

二
反
と
な
っ
て
い
る
。

債野町地区別耕地面積（昭和31年）（＊）第一表

山林火旺f地（＊＊＊）

2492
　　　反
1811

1601

895

23448

29628

59875

1344
　　　反

1125

845

630

1091

370r

5410

水　稲
収穫量

　　1746

　　　　　石

　　2064

　　1609

　　1172

　　1113

　　　414

　　8118

水田地区面積地区名（＊＊）

1219
　　　反

1487

1158

894

1053

488

6299

9．25

平方粁
9．56

8．17

3．86

35．62

32．08

98・54

野
治
内
田
谷
瀬

伊
宇
川
八
神
三
計

＊

＊＊

＊＊＊

伊野町役場調べ。

地区名は合併以前の町村を指している。

いわゆる切替畑を含んでいない。

　
他
の
地
区
と
比
較
し
て
容
易
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、

　
ω
　
山
林
が
多
く
て
水
田
の
少
な
い
こ
と
。
地
区
面
積
で
は
神
谷
に
次
い

で
大
き
く
、
又
山
林
で
は
最
も
大
き
い
が
、
水
田
の
保
有
で
は
最
も
少
な
い
。

例
え
ば
面
積
に
お
い
て
伊
野
地
区
（
旧
伊
野
町
）
．
の
約
十
倍
で
あ
る
が
水
田

は
そ
の
半
ば
に
も
達
し
な
い
。
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回
　
水
稲
の
反
当
収
量
が
著
し
く
低
い
こ
と
。
例
え
ば
伊
野
地
区
の
反
当

一
、
四
三
石
、
、
川
内
の
一
、
三
九
石
に
対
し
て
三
瀬
は
○
、
八
五
、
つ
ま
り

反
当
一
石
に
み
た
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
な
お
昭
和
三
一
年
度
の
雑
穀
の
生
産
高
を
み
る
と
麦
七
二
〇
石
、
甘
藷
二

五
万
貫
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
産
物
で
は
木
炭
六
万
俵
、
製
紙
原
料

（
楮
・
三
櫨
）
二
、
五
〇
〇
貫
、
木
材
一
五
、
○
0
0
石
、
茶
三
〇
〇
貫
で

あ
り
、
何
の
面
を
と
り
あ
げ
て
も
、
三
瀬
の
山
村
的
性
格
は
著
し
い
。

　
次
に
勝
賀
瀬
を
中
心
に
、
三
瀬
地
区
に
お
け
る
諸
産
業
の
状
態
を
み
よ
う
。

　
製
紙
原
料
　
ご
の
地
方
に
お
け
る
製
紙
原
料
の
生
産
は
古
く
が
ら
行
わ
れ

（
二
）
　
み
つ
窪
た
　
こ
う
ぞ

た
。
三
極
と
楮
（
又
は
梶
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
楮
は
陽
あ
た
り
の
良
い
急
傾

窮
地
や
伐
替
畑
、
畑
田
の
隅
な
ど
を
利
用
し
て
栽
培
さ
れ
、
永
年
性
で
あ
る

か
ら
毎
年
十
一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
初
旬
に
か
け
て
刈
取
る
。
束
ね
て
大
桶

で
蒸
し
た
ら
皮
を
剥
い
で
乾
燥
さ
せ
る
。
こ
れ
が
黒
皮
で
あ
る
が
、
次
い
で

ヘ
グ
つ
て
黒
皮
を
の
ぞ
き
、
川
水
に
漬
け
て
中
一
日
お
い
て
か
ら
晒
す
。
村

で
は
戦
後
楮
の
作
付
が
激
減
し
た
が
、
こ
れ
は
食
料
増
産
の
立
場
か
ら
楮
を

引
抜
い
て
あ
と
に
甘
藷
な
ど
雑
穀
を
作
付
し
た
か
ら
で
あ
る
。
楮
の
繁
殖
は

根
分
け
に
依
る
も
の
で
俄
か
に
繁
殖
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
み
つ
ま
た

　
楮
と
ち
が
っ
て
三
極
の
方
は
日
蔭
を
好
み
、
植
付
の
翌
年
に
第
一
回
め
刈

取
り
を
行
っ
て
、
あ
と
は
三
年
毎
に
収
穫
す
る
。
勝
賀
瀬
で
は
も
と
楮
と
同

　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

様
に
三
極
も
よ
く
栽
培
し
た
が
、
昭
和
の
初
年
頃
か
ら
病
害
が
発
生
し
植
付

け
て
か
ら
数
年
経
つ
と
立
枯
れ
と
な
る
の
で
栽
培
し
な
く
な
っ
た
。
楮
も
三

覆
も
原
料
と
し
て
伊
野
の
製
紙
工
場
に
販
売
さ
れ
る
が
、
八
割
ほ
ど
は
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

の
手
を
通
じ
、
農
協
は
僅
か
に
二
割
を
取
扱
う
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
伊
野

を
中
心
と
す
る
製
紙
原
料
の
需
給
関
係
は
、
古
く
か
ら
根
を
張
っ
た
専
業
の

取
扱
業
者
の
手
に
握
ら
れ
て
い
て
、
地
方
の
各
部
落
の
雑
貨
商
が
集
荷
を
受

け
も
つ
て
い
る
。
商
人
と
原
料
供
給
者
と
の
問
に
は
、
こ
れ
ら
雑
貨
商
を
仲

介
と
し
て
、
資
金
の
前
貸
し
を
含
め
、
特
殊
な
人
間
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。

製
紙
原
料
に
限
ら
ず
、
同
じ
よ
う
な
「
仕
込
」
制
度
と
そ
れ
に
基
く
前
近
代

的
な
人
間
関
係
と
は
、
材
木
製
炭
業
者
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
農
家
で
の
紙
漉
も
近
年
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
朋
治
末
期
か
ら
大
正
初

期
ま
で
は
川
沿
い
の
農
家
は
戸
毎
に
紙
漉
に
従
事
し
た
と
い
う
が
、
や
が
て

工
業
化
の
巨
大
な
勢
い
に
圧
伏
さ
れ
て
、
家
庭
工
業
と
し
て
の
紙
漉
は
次
第

に
衰
微
し
、
伊
野
の
製
紙
企
業
へ
と
集
中
さ
れ
て
行
っ
た
。
と
く
に
手
工
業

の
危
機
は
第
一
次
大
戦
の
前
後
に
ヤ
マ
が
あ
っ
た
。
機
械
漉
の
発
達
は
手
漉

業
者
の
転
・
廃
業
を
促
し
、
農
家
の
子
弟
は
こ
ん
ど
は
工
場
労
働
者
と
し
て

都
市
に
吸
収
さ
れ
、
か
く
て
農
村
の
経
済
構
造
が
変
貌
を
と
げ
て
い
く
過
程

は
、
都
市
化
・
工
業
化
が
農
村
に
及
ぼ
す
影
響
と
し
て
、
ど
こ
で
も
同
じ
で

あ
る
。
そ
し
て
叉
、
こ
の
よ
う
な
危
機
が
海
外
移
住
へ
の
動
機
ず
け
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

こ
と
も
屡
々
指
摘
ざ
れ
て
い
る
。
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移
住
者
　
の
　
母
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
製
紙
原
料
の
価
格
も
絶
え
ず
変
動
に
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
で

は
昭
和
廿
五
、
六
年
ご
ろ
三
章
の
好
況
で
白
皮
一
束
（
一
〇
貫
）
が
一
万
数

千
円
の
高
値
で
取
引
せ
ら
れ
大
い
に
県
下
の
山
村
を
潤
し
た
が
、
そ
の
後
次

第
に
低
落
し
て
、
昭
和
三
二
年
に
は
六
千
円
台
と
な
っ
た
。
な
お
三
極
原
皮

は
紙
幣
用
と
し
て
大
量
に
造
幣
局
に
納
付
さ
れ
る
が
、
昭
和
三
二
年
度
の
局

納
三
鷹
は
単
価
七
一
二
五
円
（
純
度
八
○
％
）
で
あ
っ
た
。

　
畑
作
　
前
述
の
よ
う
に
三
瀬
地
区
は
水
田
が
少
い
。
そ
れ
が
勝
賀
瀬
と
な

る
と
尚
更
僅
少
で
あ
る
。
同
じ
勝
賀
瀬
で
も
上
流
に
な
る
ほ
ど
少
な
い
。
こ

れ
は
渓
流
を
重
る
ほ
ど
渓
谷
が
狭
く
、
弘
瀬
、
長
原
比
を
経
て
中
追
に
い
た

れ
ば
水
田
は
皆
無
と
な
り
、
専
ら
畑
作
で
あ
る
（
第
一
図
参
照
）
。
例
を
長
原
比

に
と
っ
て
も
、
上
・
下
合
せ
て
約
六
〇
戸
の
部
落
で
水
田
の
保
有
面
積
は
僅

か
に
四
町
歩
で
、
し
か
も
反
当
三
～
四
俵
の
収
量
し
か
な
い
。
反
当
収
量
は

勝
賀
瀬
の
下
流
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
る
。
仁
淀
と
の
合
流
点
川
口
で
は
五
俵

と
い
う
。
長
原
比
・
弘
瀬
の
水
田
が
劣
る
の
は
、
昔
か
ら
幾
度
か
ツ
エ
（
潰

え
）
が
あ
る
毎
に
渓
谷
が
埋
ま
っ
て
砂
礫
で
水
田
が
埋
没
し
た
め
に
表
土
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

浅
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
う
し
て
勝
賀
瀬
部
落
の
水
田
は
土
質

が
悪
く
反
当
収
量
が
低
い
に
も
拘
ら
ず
、
水
田
の
価
格
は
平
地
農
村
に
比
べ

る
と
む
し
ろ
高
い
。
も
っ
と
も
稀
少
価
値
と
い
う
か
、
狭
少
な
田
畑
の
値
が

高
い
の
は
山
村
の
特
色
で
も
あ
る
。
山
村
に
山
林
景
気
が
訪
れ
る
と
、
材
木

を
売
っ
た
金
で
村
民
は
田
畑
を
買
漁
り
、
村
内
で
は
田
畑
が
入
手
し
難
い
の

で
、
近
く
の
平
坦
地
に
水
田
を
購
っ
て
「
出
作
り
」
を
行
う
。
長
原
比
や
弘

瀬
で
も
ぼ
つ
ぼ
つ
「
出
作
り
」
が
み
ら
れ
る
。

　
次
に
山
村
の
畑
作
と
し
て
は
焼
畑
（
伐
替
畑
）
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
伐

替
畑
と
い
う
の
は
、
山
林
を
伐
つ
た
あ
と
へ
数
年
間
、
製
紙
原
料
や
雑
穀
を

作
付
し
、
そ
の
の
ち
に
植
林
す
る
焼
畑
の
こ
と
で
あ
る
。
隣
接
の
土
佐
山
で

は
七
月
の
初
め
頃
雑
草
や
雑
木
を
伐
採
し
て
お
い
て
火
を
入
れ
て
焼
払
い
、

そ
こ
へ
蕎
麦
を
蒔
く
の
で
、
伐
替
畑
の
こ
と
を
蕎
麦
山
と
も
い
う
。
昔
は
五

月
ご
ろ
か
ら
火
を
入
れ
た
も
の
で
、
峰
か
ら
麓
に
向
っ
て
火
を
放
つ
と
、
「
山

を
焼
く
ぞ
う
、
山
を
焼
く
ぞ
う
。
這
出
る
虫
は
賑
う
て
出
よ
、
飛
出
る
虫
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

飛
う
で
出
よ
」
と
大
声
で
唱
え
た
と
い
う
。

　
薪
炭
用
の
雑
木
材
な
ら
約
二
十
年
、
杉
・
松
そ
の
他
の
植
林
な
ら
ば
三
〇

四
〇
年
を
経
な
い
と
伐
採
し
な
い
か
ら
、
伐
替
畑
は
二
〇
な
い
し
四
〇
年
の

周
期
を
も
つ
て
め
ぐ
る
。
土
佐
山
で
は
畑
の
約
八
割
が
こ
の
焼
畑
だ
と
い
う

が
、
勝
賀
瀬
で
は
約
七
割
と
い
わ
れ
る
。
立
替
畑
も
そ
の
作
付
方
式
に
よ
っ

て
幾
つ
か
の
形
態
が
見
ら
れ
る
が
、
吾
川
郡
池
川
、
土
佐
郡
木
川
、
長
岡
郡

大
杉
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
　
ω
ひ
え
地
域
（
純
焼
畑
）
、
　
回
と
う
も
ろ
こ
し

地
域
（
み
つ
ま
た
中
心
式
）
、
困
そ
ば
地
域
（
植
林
中
心
式
）
に
分
れ
る
と

い
冨

　
こ
の
よ
う
な
伐
替
畑
に
作
付
さ
れ
る
雑
穀
や
原
料
が
山
村
住
民
の
生
活
を

支
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
は
主
食
の
米
穀
偏
重
と
共
に
焼
畑
の
も
つ
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焼畑耕作における作付方式

第四年年三才第二年第一年

みつまた

（一部休閑植

林）

大豆，小豆

みつまた

みつまた

休閑（植林は

少ない）

大豆

とうもろこし

みつまた

みつまた

植林（一部は

雑木林）

みつまた

大豆，小豆，

とうもろこし

あわ

小豆，大豆，

みつまた

とうもろこし

そば

むぎ

吾川郡池川

町付近

え
　
わ
　
ば

ひ
　
あ
　
そ

土佐郡本

川村付近

大豆，小豆

みつまた

植林

に依る

ば
　
根

そ
　
大

長岡郡大

杉村付近

横川末吉，高知県の焼畑耕作

意
味
も
変
っ
て
き
た
。
　
「
焼
畑
の
み
で
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
は
大
体
四

十
町
歩
の
山
林
が
な
け
れ
ば
や
っ
て
ゆ
け
な
い
。
…
…
山
持
ち
は
粟
、
稗
な

ど
の
雑
穀
を
食
べ
、
貧
乏
人
は
配
給
米
を
食
べ
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
」

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

（
毎
日
新
聞
藤
村
記
者
）
と
い
わ
れ
る
が
、
事
笑
、
勝
賀
瀬
に
お
い
て
も
・
王
食

は
ほ
と
ん
ど
米
麦
に
切
換
え
ら
れ
い
ま
ど
ぎ
粟
や
稗
を
食
す
る
者
は
な
い
。

伐
替
畑
に
大
量
に
蒔
付
け
る
甘
藷
に
し
て
も
、
切
干
し
な
ど
に
し
て
一
部
を

主
食
の
足
し
に
す
る
外
は
、
原
料
と
し
て
伊
野
町
の
澱
粉
工
場
に
売
却
す
る
。

　
焼
畑
は
そ
の
性
質
上
耕
作
に
適
し
な
い
急
勾
配
の
中
腹
や
尾
根
に
所
在
す

る
が
、
ふ
つ
う
の
畑
地
は
概
し
て
山
の
麓
の
緩
傾
斜
に
位
置
し
、
い
わ
ゆ
る

段
々
畑
を
形
成
し
て
い
る
。
勝
賀
瀬
の
部
落
に
つ
い
て
言
え
ば
、
渓
流
を
挾

ん
で
両
側
の
帯
状
の
平
地
は
水
田
で
あ
り
、
平
地
が
尽
き
て
山
麓
の
傾
斜
に

か
か
れ
ば
畑
地
が
段
状
に
展
開
し
、
そ
れ
よ
り
上
方
は
山
林
と
な
る
。
そ
し

て
山
林
の
問
に
焼
畑
が
点
綴
す
る
。
人
家
は
渓
流
沿
い
の
往
還
筋
か
、
又
は

畑
地
と
山
林
の
境
界
付
近
に
集
落
を
つ
く
っ
て
い
る
。
畑
地
に
は
大
豆
、
小

豆
、
馬
鈴
薯
、
に
ん
に
く
、
玉
葱
、
そ
の
他
野
菜
類
を
作
り
、
ほ
と
ん
ど
自

家
消
費
に
あ
て
る
。
焼
畑
作
物
は
主
と
し
て
甘
藷
で
と
う
も
ろ
こ
し
は
上
流

の
開
拓
地
に
多
い
。
焼
畑
に
行
く
と
よ
く
小
屋
を
見
か
け
る
が
、
こ
れ
は
甘

藷
の
貯
蔵
に
あ
て
る
「
芋
ツ
ボ
」
で
あ
り
、
地
形
に
よ
っ
て
「
横
ツ
ボ
」
、

「
平
ツ
ボ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

　
そ
の
他
の
農
作
物
で
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
は
山
間
に
自
生
し
自
家
消
費
に
あ

て
る
。
茶
も
自
然
茶
が
村
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
自
生
す
る
の
で
春
先
に
摘
ん

で
自
家
用
の
茶
を
製
す
る
。
最
近
農
業
会
で
は
長
原
比
に
小
さ
な
茶
の
工
場

を
建
て
、
自
然
茶
の
利
用
と
品
種
改
良
を
目
指
し
て
い
る
が
実
績
を
あ
げ
る
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移
住
者
　
の
　
母
村

に
到
っ
て
い
な
い
。
果
樹
類
で
は
、
柑
橘
も
柿
も
自
家
消
費
程
度
の
生
産
で

あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
試
験
的
に
柑
橘
の
栽
植
を
行
っ
た
農
家
も
あ
る
が
、

こ
こ
数
年
を
経
な
け
れ
ば
そ
の
結
果
は
判
ら
な
い
。
養
蚕
も
戦
前
は
小
規
模

な
が
ら
飼
育
す
る
農
家
が
か
な
り
あ
っ
た
が
、
戦
時
申
食
料
増
産
の
た
め
に

桑
園
と
イ
モ
畑
に
し
た
の
で
、
い
ま
は
勝
賀
瀬
の
地
域
内
で
も
西
谷
に
一
戸

あ
る
の
み
と
な
っ
た
。

　
林
業
（
材
木
と
製
炭
）
　
既
述
の
と
お
り
旧
三
瀬
村
は
約
三
千
町
歩
の
山

林
を
保
有
す
る
。
水
田
は
四
十
数
町
歩
で
主
食
の
自
給
は
僅
か
に
三
割
程
度
、

あ
と
七
割
の
主
食
を
配
給
制
に
依
存
す
る
と
い
う
状
態
で
は
、
村
民
の
生
活

は
ほ
と
ん
ど
材
木
と
製
炭
業
か
ら
生
ず
る
現
金
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
旧
藩
時
代
か
ら
こ
の
地
方
の
山
林
は
領
主
山
内
家
に
と
っ
て
有
力
な
山
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
う
ち

資
源
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
御
一
新
の
と
き
、
勝
賀
瀬
の
奥
三
内
の
藩
有
林

一
、
五
〇
〇
町
歩
が
村
民
に
払
下
げ
ら
れ
た
。
村
の
有
志
を
先
頭
に
、
村
民

一
〇
五
名
の
名
儀
で
払
下
げ
運
動
を
行
い
、
前
例
の
な
い
無
利
無
償
で
貰
受

け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
何
で
も
事
の
成
就
を
祈
っ
て
、
村
民
総
出
で
氏
神

に
願
掛
け
を
し
て
踊
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
払
下
げ
の
実
現
し
た
旧
暦
八
月
十

五
日
に
は
、
い
ま
で
も
毎
年
「
お
願
神
事
」
と
言
っ
て
、
恒
例
の
「
月
待
ち

日
待
ち
」
の
祭
事
を
行
っ
て
賑
わ
う
。
一
、
五
〇
〇
町
歩
の
払
下
げ
山
林
は

あ
と
で
一
部
を
村
の
共
有
林
と
し
、
大
部
分
を
村
民
に
分
配
し
た
。
モ
ミ
、

ト
ガ
な
ど
良
材
が
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
材
木
を
伐
出
し
て
焼
畑
に
し
て
粟
・

稗
を
蒔
い
た
た
め
、
年
を
経
ず
し
て
往
年
の
欝
蒼
と
し
た
森
林
の
姿
は
な
く

な
っ
た
。
そ
の
後
の
売
買
で
、
は
じ
め
均
等
に
分
配
さ
れ
た
山
林
も
漸
次
少

数
の
者
の
手
に
偏
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
モ
ミ
や
ト
ガ
は
良
材
の
筆
頭
だ
が
、
も
と
も
と
自
生
の
も
の
で
、
そ
の
成

育
に
は
数
十
年
以
上
を
要
し
、
一
度
伐
採
さ
れ
る
と
あ
と
は
絶
え
て
し
ま
う
。

植
林
と
し
て
は
杉
、
松
、
ヒ
ノ
キ
が
多
い
が
、
こ
れ
は
伐
採
ま
で
に
三
五
～

四
〇
年
を
要
す
る
の
で
村
民
は
雑
木
林
に
し
て
炭
を
焼
く
と
い
う
現
金
収
入

主
義
に
傾
き
や
す
い
。
雑
木
林
は
カ
シ
、
椎
、
栗
、
ナ
ラ
、
桜
な
ど
が
太
り

や
す
く
、
お
よ
そ
二
〇
年
を
周
期
と
し
て
薪
炭
用
に
伐
採
さ
れ
る
。

　
木
材
業
関
係
を
大
別
す
れ
ば
ヤ
マ
主
、
材
木
商
、
ワ
イ
ヤ
組
が
あ
げ
ら
れ

る
。
山
林
所
有
は
田
畑
所
有
に
お
け
る
よ
り
も
著
し
い
偏
重
が
あ
り
、
勝
賀

瀬
で
は
百
町
歩
を
最
高
と
し
て
五
十
町
歩
以
上
の
山
林
所
有
者
は
僅
か
に
五

戸
で
あ
る
。
勝
賀
瀬
に
接
す
る
隣
村
神
谷
の
大
平
部
落
に
は
地
主
が
多
く
、

百
町
歩
以
上
の
山
林
を
所
有
し
、
年
額
五
百
万
円
以
上
の
材
木
を
出
す
ヤ
や

主
も
あ
る
。

　
材
木
商
は
ヤ
マ
主
か
ら
ヤ
マ
を
貿
っ
て
ワ
イ
ヤ
組
を
使
っ
て
、
伐
採
・
搬

出
を
行
う
。
材
木
商
が
他
所
者
で
あ
れ
ば
取
引
は
、
瀬
ブ
ミ
し
見
積
り
を
す

ま
せ
た
の
ち
ほ
と
ん
ど
即
金
で
行
わ
れ
る
。
大
き
な
材
木
商
は
阪
神
地
方
の

商
社
、
岡
山
、
和
歌
山
な
ど
の
商
人
が
出
張
っ
て
く
る
。
部
落
の
な
か
に
も
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材
木
商
が
二
人
い
る
が
、
彼
ら
は
高
知
や
阪
神
の
問
屋
と
特
殊
の
取
引
関
係

を
結
ん
だ
い
わ
ば
仲
買
人
的
な
材
木
商
で
あ
り
、
ヤ
マ
主
と
の
取
引
も
土
地

者
で
あ
る
だ
け
に
、
即
金
払
い
以
外
に
各
様
の
支
払
方
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ヤ
マ
が
大
き
く
て
金
額
が
何
百
万
円
に
も
及
ぶ
と
き
は
、
こ
う
い
う
下
部
の

材
木
商
が
何
人
か
で
組
ん
で
買
う
こ
と
も
あ
る
。
又
ヤ
マ
主
と
材
木
商
と
の

問
に
は
プ
ロ
L
カ
ー
が
介
在
し
、
ヤ
マ
の
転
売
で
サ
ヤ
を
稼
い
で
い
る
者
も

あ
る
。

　
材
木
屋
が
ヤ
マ
を
買
う
と
そ
の
伐
採
と
搬
出
を
ワ
イ
ヤ
組
に
わ
た
す
。
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

イ
や
組
は
十
六
内
外
か
ら
成
立
っ
て
い
て
、
「
大
将
」
叉
は
「
頭
」
と
よ
ば
れ

る
責
任
者
が
い
る
。
組
の
者
は
隣
村
か
ら
の
通
い
を
傭
っ
て
も
よ
い
が
、
「
大

将
」
は
土
地
の
者
で
な
い
と
信
用
が
お
け
な
い
。
組
の
仕
事
は
伐
採
と
搬
出

と
に
分
れ
る
。
搬
出
は
巾
［
の
尾
根
日
々
に
「
駅
」
を
し
つ
ら
え
、
「
駅
」
か
ら

「
駅
」
へ
渡
し
た
ワ
イ
ヤ
を
使
っ
て
奥
の
ヤ
マ
か
ら
材
木
を
積
出
し
場
ま
で

運
ん
で
く
る
。
　
「
駅
」
毎
に
人
夫
が
い
て
ワ
イ
ヤ
の
カ
ケ
代
え
を
や
る
。
賃

銀
の
支
払
い
は
「
頭
」
が
親
方
（
材
木
商
）
か
ら
あ
ず
か
り
、
ワ
イ
ヤ
組
の

連
中
が
前
金
を
欲
し
い
時
は
親
方
と
交
渉
し
て
前
払
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。

部
落
の
居
酒
屋
で
酒
を
振
舞
う
の
は
「
頭
」
で
、
彼
は
ツ
ケ
を
親
方
へ
ま
わ

す
。
ワ
イ
ヤ
組
に
入
る
と
日
給
が
五
百
円
位
に
な
る
が
、
組
で
働
く
関
係
上
、

勝
手
に
仕
事
を
休
む
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
い
き
お
い
専
業
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
勢
賀
瀬
で
は
約
三
〇
名
の
者
が
ワ
イ
ヤ
組
で
働
い
て
い
る
。

　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

　
次
に
製
炭
が
あ
る
。
こ
の
地
方
の
本
格
的
な
炭
焼
は
明
治
の
初
期
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。
部
落
の
木
炭
商
で
最
も
古
い
の
は
約
八
○
年
前
、
先

々
代
の
時
に
開
業
と
な
っ
て
お
り
、
近
接
の
土
佐
山
で
も
百
年
程
前
に
製
炭

が
始
ま
っ
て
い
る
。
製
炭
の
方
式
は
土
佐
山
と
変
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

桂
井
氏
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、
先
ず
カ
マ
の
様
式
は
有
蓋
式
窯
内
消
火

の
イ
ロ
ズ
ミ
（
黒
炭
）
窯
で
あ
る
。
木
炭
は
原
材
の
種
類
と
焼
け
具
合
に
よ

っ
て
品
級
が
定
め
ら
れ
、
値
段
の
開
き
が
で
き
る
。
　
一
般
の
標
準
元
級
と
し

て
は
、
雑
特
等
（
ボ
ー
リ
ョ
ー
、
ツ
バ
キ
、
サ
ル
タ
）
、
雑
ア
サ
ギ
一
等
小
丸

（
チ
ョ
ー
メ
ン
、
イ
タ
ブ
、
カ
シ
ヨ
セ
、
タ
マ
シ
デ
の
類
）
、
雑
二
等
小
丸

モ
チ
、
ア
ズ
キ
ナ
、
カ
シ
ワ
、
ネ
ズ
、
　
ハ
ぜ
の
類
）
、
こ
の
外
に
カ
シ
、
椎
、

松
の
炭
の
別
が
あ
り
、
ま
た
製
品
の
種
類
で
は
直
径
六
分
以
下
の
ア
サ
ギ
の

炭
を
細
田
一
等
、
径
六
分
六
厘
の
網
目
か
ら
こ
ぼ
れ
る
炭
を
雑
事
二
等
と
よ

ん
で
い
る
。
木
炭
の
品
級
や
木
炭
検
査
員
の
手
で
行
わ
れ
る
が
、
普
と
特
で

は
一
面
に
付
一
〇
～
二
〇
円
の
差
が
生
れ
る
の
で
、
検
査
員
の
手
こ
こ
ろ
に

依
っ
て
も
ち
が
う
。

　
炭
ヤ
マ
は
い
わ
ゆ
る
雑
木
林
だ
が
、
二
〇
町
歩
で
一
万
俵
の
焼
上
り
が
標

準
と
さ
れ
る
。
熟
練
し
た
者
な
ら
材
積
を
調
べ
、
薪
に
す
れ
ば
何
升
、
ま
た

｝
升
で
何
俵
の
炭
が
焼
け
る
か
を
見
積
る
。
新
し
い
カ
マ
を
作
る
に
は
少
く

共
五
〇
〇
俵
は
焼
か
な
い
と
採
算
が
取
れ
な
い
。
一
カ
マ
一
回
分
が
五
〇
俵

と
し
て
一
〇
カ
マ
分
で
あ
る
。
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移
　
住
　
者
　
の
　
母
村

　
炭
俵
（
ラ
ス
）
作
り
は
多
く
は
女
の
副
業
的
な
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
男

が
炭
焼
き
や
ワ
イ
ヤ
組
に
出
れ
ば
女
は
家
で
ラ
ス
編
み
を
す
る
。
叉
、
夜
ナ

ペ
に
炭
俵
を
編
む
こ
と
も
あ
る
。
尺
余
の
高
さ
の
股
木
二
つ
に
横
木
を
打
つ

け
た
台
（
コ
マ
セ
又
は
コ
マ
シ
と
い
う
）
で
、
ス
ガ
ヤ
を
一
本
々
々
編
み
こ

ん
で
い
く
。
一
日
置
一
五
～
二
〇
俵
を
編
む
が
、
材
料
の
ス
ガ
ヤ
を
採
っ
て

来
る
の
が
大
変
な
労
作
で
あ
る
。
縄
は
、
村
で
は
藁
が
少
な
い
の
で
、
隣
接

の
米
作
の
盛
ん
な
部
落
か
ら
買
っ
て
来
る
。
編
賃
一
五
円
、
王
代
一
〇
円
で
、

炭
俵
一
枚
が
二
五
円
に
つ
く
。

　
製
炭
に
も
一
種
の
「
仕
込
」
が
行
わ
れ
る
。
先
ず
製
炭
関
係
業
者
は
山
主
、

き
ん
し
ゅ

金
主
、
炭
焼
き
と
に
大
別
さ
れ
る
。
山
主
と
言
っ
て
も
五
〇
町
歩
以
上
の
地

主
な
ら
炭
ヤ
マ
を
売
っ
て
生
計
も
立
と
う
が
、
そ
れ
以
下
の
地
主
な
ら
自
分

の
ヤ
マ
を
自
分
で
焼
く
、
と
い
う
者
が
多
い
。
山
林
の
な
い
者
は
金
主
に
ヤ

マ
を
買
っ
て
貰
っ
て
そ
れ
を
焼
く
。

　
ヤ
マ
を
買
う
と
き
、
金
主
（
又
は
万
事
と
も
い
う
）
は
炭
ヤ
キ
を
同
伴
で

納
得
ず
く
で
取
引
を
し
て
か
ら
、
ヤ
マ
代
を
払
う
。
そ
の
炭
ヤ
キ
が
初
心
者

の
場
合
に
は
熟
練
の
炭
ヤ
キ
を
傭
っ
て
、
技
術
を
習
得
す
る
。
何
人
か
で
組

ん
で
焼
く
時
は
他
の
者
が
教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
組
だ
。
ヤ
マ
に
依
っ
て

は
二
～
四
人
が
組
む
。
ヤ
マ
が
近
く
て
便
利
な
と
こ
ろ
な
ら
一
人
当
り
】
0

万
円
位
が
妥
当
と
さ
れ
る
。
四
〇
万
の
ヤ
マ
な
ら
四
人
で
組
む
。
遠
く
て
不

便
な
ヤ
マ
に
な
る
と
七
〇
万
円
の
ヤ
マ
に
一
〇
人
も
の
組
に
請
負
わ
せ
る
。

ヤ
マ
の
分
け
方
は
ウ
ネ
に
切
り
、
各
ウ
ネ
の
値
を
決
め
る
。
組
と
は
言
っ
て

も
、
金
主
と
の
清
算
は
炭
焼
の
個
人
層
々
と
な
る
。

　
一
カ
マ
仕
入
れ
る
の
に
約
一
万
円
を
要
す
る
。
製
炭
の
能
率
は
男
一
人
役

で
日
に
三
重
も
焼
け
ば
上
乗
だ
が
雨
天
が
あ
る
の
で
月
産
八
○
俵
が
標
準
量

に
な
る
。
ワ
イ
ヤ
組
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
炭
焼
き
は
女
子
供
が
手
伝
え
る
こ

と
と
、
専
業
と
せ
ず
に
、
農
耕
の
傍
ら
製
炭
に
従
事
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
、
金
主
へ
の
渡
し
値
が
一
章
三
五
〇
円
と
す
れ
ば
、
原
木
材
が
約
七
〇

　
　
ラ
ス

円
、
俵
代
が
二
五
円
で
、
二
〇
〇
円
ば
か
り
が
炭
焼
き
の
手
間
賃
と
な
る
。

焼
上
っ
た
炭
は
俵
に
詰
め
て
、
毎
日
仕
事
か
ら
の
帰
途
一
～
二
里
の
山
径
を

二
～
三
俵
ず
つ
背
負
っ
て
運
ぶ
。

　
金
主
（
叉
は
山
主
）
と
炭
焼
き
（
叉
は
ヤ
キ
コ
）
と
の
関
係
は
、
前
近
代

的
な
親
方
・
子
方
の
性
格
を
も
つ
て
い
る
。
ヤ
キ
コ
か
ら
い
う
と
金
主
の
こ

と
を
ト
イ
と
も
よ
ぶ
が
、
こ
れ
は
「
手
首
を
握
ら
れ
て
抜
け
き
れ
な
い
か
ら

だ
」
と
い
う
。
昔
か
ら
の
シ
キ
タ
リ
で
、
金
主
と
ヤ
キ
コ
と
の
清
算
は
盆
・

暮
の
二
回
だ
け
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ヤ
キ
コ
の
方
で
窮
境
に
立
つ

と
金
主
が
金
銭
を
貸
す
こ
と
も
あ
る
。
焼
上
り
の
木
炭
は
も
ち
ろ
ん
全
部
金

主
に
渡
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
「
抜
け
売
り
」
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
金
主
に
渡
さ
ず

に
農
協
に
販
売
す
れ
ば
幾
ら
か
有
利
で
あ
る
が
、
仕
込
の
関
係
が
あ
る
の
で

農
協
の
取
扱
う
数
量
は
少
な
い
。
或
る
人
は
「
三
瀬
地
下
の
農
協
は
倒
産
一

歩
手
前
だ
か
ら
」
炭
を
渡
さ
な
い
、
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
当
の
理
由
で
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は
な
か
ろ
う
。

　
金
主
と
い
わ
れ
る
木
炭
商
人
が
勝
賀
瀬
部
落
に
三
人
い
る
。
う
ち
二
人
は

材
木
商
を
兼
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
金
主
は
高
知
お
よ
び
阪
神
地
方
の
炭
問

屋
と
取
引
し
、
ヤ
マ
を
買
う
資
金
は
炭
を
入
れ
る
約
束
で
問
屋
か
ら
融
通
し

て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
。
高
知
の
木
炭
商
は
小
売
業
者
な
の
で
好
い
値
で
引

取
っ
て
く
れ
る
が
量
が
ホ
ソ
い
。
大
量
と
な
る
と
大
阪
の
問
屋
が
よ
い
と
さ

れ
る
。
材
木
・
木
炭
兼
業
の
0
氏
に
よ
れ
ば
、

　
「
先
々
代
の
と
き
こ
の
勝
賀
瀬
に
移
っ
て
来
た
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
先

　
々
代
は
川
口
に
住
ん
で
木
炭
と
製
紙
原
料
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
先
代
は

　
弘
瀬
に
移
っ
て
木
炭
ば
か
り
扱
い
ま
し
た
が
、
私
の
代
に
な
っ
て
か
ら
は

　
材
木
も
商
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
木
炭
は
ほ
と
ん
ど
大
阪
の
問
屋
に
出
し
ま
す
。
こ
の
問
屋
と
の
取
引
は

　
戦
後
の
こ
と
で
、
高
知
出
身
の
商
人
が
大
阪
に
い
て
、
初
め
て
注
文
が
来

　
て
、
そ
れ
か
ら
関
係
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
い
ま
画
一
俵
を
三
〇
〇
～
三

　
五
〇
円
で
引
取
り
、
こ
れ
を
大
型
の
オ
ー
ト
三
輪
（
ニ
ト
ン
積
）
に
一
八

　
0
俵
積
ん
で
高
知
に
出
し
ま
す
。
自
家
用
で
な
く
、
運
送
屋
に
頼
む
と
な

　
る
と
、
炭
一
斗
の
運
賃
は
伊
野
ま
で
一
〇
円
、
高
知
ま
で
一
五
円
か
り
ま

　
す
。
」
．

　
金
主
三
人
は
年
問
そ
れ
ぞ
れ
二
万
な
い
し
三
万
俵
の
炭
を
取
扱
う
。
金
主

旺
ヤ
キ
コ
関
係
に
拘
束
さ
れ
な
い
少
数
の
自
前
の
炭
焼
き
が
自
由
に
販
売
で

　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

き
る
が
、
兼
業
に
せ
よ
専
業
に
せ
よ
、
大
部
分
の
炭
ヤ
キ
は
金
主
へ
の
義
理

立
て
か
ら
、
抜
け
売
り
は
で
ぎ
な
い
の
が
笑
情
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
製
炭
に
一
種
の
小
作
関
係
と
も
い
う
べ
き
ヤ
キ
ワ
ヶ
（
焼
分
け
）
が

あ
る
。
こ
れ
は
金
主
が
介
在
し
な
い
の
が
特
色
で
、
ヤ
マ
主
や
ヤ
キ
コ
と
刈

分
で
炭
を
焼
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
マ
の
位
置
と
原
木
の
種
類
に
依
っ
て

五
分
々
々
、
四
分
六
分
、
三
分
七
分
と
い
う
よ
う
に
分
れ
る
。
勝
賀
瀬
で
は

こ
の
方
法
は
余
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
製
炭
に
し
て
も
材
木
に
し
て
も
、
勝
賀
瀬
部
落
に
お
け
る
林
業
の
最
大
の

問
題
は
原
木
の
減
少
と
い
う
一
手
に
か
か
っ
て
い
る
。
或
る
業
者
に
い
わ
せ

る
と
、

　
「
原
木
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
ゆ
く
の
で
、
先
々
の
こ
と
が
案
じ
ら
れ
る
。

　
三
年
前
に
は
部
落
の
す
ぐ
近
く
に
原
木
が
あ
っ
て
、
炭
も
材
木
も
と
れ
た

　
の
が
、
今
で
は
一
里
も
二
里
も
遠
く
へ
で
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
雑
木
や

　
植
林
が
育
つ
よ
り
も
、
伐
出
し
た
り
炭
に
焼
く
方
が
多
い
。
三
年
前
に
比

　
べ
る
と
三
割
方
も
原
木
が
減
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
」

と
い
う
。
金
主
も
炭
焼
き
も
一
様
に
原
木
の
減
少
を
憂
え
て
い
る
。
原
木
が

無
く
な
る
こ
と
は
、
村
の
住
民
の
大
部
分
を
占
め
る
ワ
イ
ヤ
組
や
炭
焼
き
に

と
っ
て
、
そ
の
生
計
の
基
盤
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
問
題
は
．
深

刻
で
あ
る
。

　
そ
し
て
原
木
の
減
少
は
移
住
へ
の
関
心
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
炭
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移
住
　
者
　
の
　
母
　
村

焼
き
や
ワ
イ
ヤ
組
で
働
く
者
の
数
が
減
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
原
木
の
減
少

が
緩
和
さ
れ
、
従
っ
て
現
在
の
よ
う
な
生
計
の
基
般
皿
が
持
続
さ
れ
る
、
と
い

う
論
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
時
的
な
木
炭
の
増
産
や
材
木
の
活
況
を
村
の

人
々
は
歓
迎
し
な
い
。
そ
れ
は
前
途
に
暗
影
を
生
む
か
ら
だ
。
　
「
細
く
長

く
」
原
木
の
続
く
こ
と
が
人
々
の
願
い
の
よ
う
で
あ
る
。
果
し
て
実
状
は
そ

の
と
お
り
で
あ
ろ
う
か
？

　
（
註
一
）
　
有
沢
貞
雄
コ
局
知
県
の
経
済
L
、
高
知
市
民
新
書
1
、
　
一
五
〇
1
五
一
頁
〇

　
　
　
一
九
五
五
年
。
第
一
の
型
は
安
芸
型
と
い
い
東
の
安
芸
郡
室
戸
岬
か
ら
西
へ
高

　
　
岡
郡
興
津
岬
に
い
た
る
太
平
洋
沿
岸
の
帯
状
の
地
帯
で
、
野
菜
の
促
成
及
び
抑

　
　
制
栽
培
を
主
と
す
る
。
第
二
は
中
央
型
と
い
わ
れ
、
米
作
を
中
心
と
し
、
野
菜

　
　
栽
培
を
お
り
こ
ん
で
い
る
。
香
長
、
高
知
の
両
平
野
と
吾
川
、
高
岡
の
両
郡
の

　
　
　
一
部
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
第
三
は
高
知
を
中
心
と
す
る
近
郊
園
芸
の
地
域
で

　
　
あ
り
、
第
四
の
型
は
県
境
型
と
い
わ
れ
、
畑
作
に
よ
る
商
品
作
物
、
と
く
に
三

　
　
極
、
楮
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
玉
、
お
茶
な
ど
に
主
力
を
そ
そ
ぐ
。
第
五
は
幡
多
型
で

　
　
あ
る
、
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
分
類
は
少
し
無
理
で
は
な
い
か
と
思
わ

　
　
れ
、
地
城
中
心
よ
り
も
よ
り
村
の
性
格
に
基
い
て
の
分
類
が
試
ら
れ
て
よ
い
と

　
　
思
う
。

　
　
（
二
）
　
隣
接
の
土
佐
山
村
で
は
紙
ス
キ
の
行
事
は
次
の
通
り
だ
と
い
う
。

　
　
　
コ
月
梶
切
9
0
。
梶
蒸
し
。
新
雪
の
梶
苗
は
こ
の
頃
畠
の
一
隅
に
束
に
し
て
植

　
　
　
え
て
お
く
。
二
月
梶
蒸
し
。
く
さ
（
梶
）
ヘ
グ
リ
。
紙
漉
。
三
月
く
さ
ヘ
グ
リ
。

　
　
紙
漉
。
梶
苗
を
山
の
梶
畠
に
移
し
植
え
る
。
四
月
く
さ
ヘ
グ
リ
。
紙
漉
。
梶
畑
打

　
　
　
ち
。
七
月
梶
山
の
手
入
れ
。
八
月
梶
山
の
手
入
れ
。
十
二
月
梶
切
り
。
L
　
桂
井

　
　
　
和
椎
樺
「
土
佐
由
円
滑
俗
離
隙
」
、
吉
同
知
市
民
新
塁
日
四
、
一
九
五
六
〇
一
六
ニ
ー
三
ぺ
ー
ジ
。

（
三
）
　
梶
原
子
治
「
高
知
県
の
農
業
」
、
高
知
市
民
新
書
五
、
一
九
五
六
。
二
一
六

　
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
四
）
大
野
盛
雄
、
「
沖
家
室
の
漁
業
」
、
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
、
第
十
二
冊
（
昭

　
和
三
十
二
年
）
所
収
。
筆
者
は
一
九
五
三
－
四
年
サ
γ
パ
ウ
戸
市
の
コ
チ
ア
産

　
業
組
合
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
と
き
、
多
く
の
高
知
県
出
身
の
初
期
移
住
者

　
の
な
か
に
、
手
漉
紙
業
出
身
者
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
　
国
一
宕
。
・
匡
。
。
g
一
8
・
0

　
9
。
需
冨
け
三
。
・
ヨ
。
冨
閑
①
α
q
一
⇔
。
自
。
O
g
ド
q
α
き
霊
巳
。
…
も
凱
O
．

（
五
）
久
保
佐
土
美
「
山
村
は
ど
う
し
て
立
直
る
か
」
、
農
民
ク
ラ
ブ
第
七
十
二
号

　
（
高
知
）
一
四
－
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
六
）
村
の
言
伝
え
で
は
天
保
七
年
に
大
き
な
ツ
エ
（
潰
え
）
が
あ
っ
た
ほ
か
、

　
明
治
二
六
年
に
も
山
［
雪
崩
れ
が
起
っ
て
漢
流
が
氾
濫
し
、
長
原
比
の
民
家
が
浸

　
水
し
た
。

（
七
）
　
桂
井
和
雄
、
前
掲
書
九
二
ペ
ー
ジ
。

（
八
）
　
梶
原
子
治
、
前
掲
書
一
一
三
－
四
ペ
ー
ジ
。

（
九
）
　
藩
有
林
の
払
下
げ
は
、
村
民
の
話
で
は
、
明
治
五
年
の
廃
藩
置
県
の
際
に

　
行
わ
れ
た
と
い
う
説
と
、
天
保
七
年
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
何
れ
が
正

　
し
い
か
、
村
誌
も
な
い
儘
に
詳
か
で
は
な
い
。

（
一
〇
）
　
桂
井
和
雄
、
　
飴
別
掲
重
日
一
五
山
ハ
i
一
山
ハ
ー
ペ
ー
ジ
。

二
、
村
の
社
会

　
土
佐
藩
と
し
て
山
内
家
が
領
し
た
時
代
は
、
勝
賀
瀬
は
一
つ
の
村
を
成
し

て
い
た
。
明
治
五
年
の
暫
定
区
制
で
は
勝
賀
瀬
、
楠
瀬
、
柳
瀬
の
三
村
の
組

合
に
よ
り
第
十
一
大
豆
第
三
小
豆
と
称
し
て
、
一
戸
長
役
場
を
お
い
た
。
次
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第二図弘瀬・長原比の略図
■印は移住者を出した家を示す。
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選下。
絶

謎
。
急

い
で
明
治
二
三
年
、
地
方
自
治
法
の
実
施
で
、
右
の
三
村
が
合
併
さ
れ
て
、

み
つ
せ
三
瀬
村
と
な
っ
た
。
楠
瀬
と
柳
瀬
と
は
何
れ
も
仁
淀
川
本
流
に
面
し
た
部
落

で
あ
る
が
、
勝
賀
瀬
の
み
は
部
落
と
同
名
の
支
流
の
流
域
を
占
め
て
い
る
。

昭
和
一
一
、
一
〇
年
に
は
町
村
合
併
促
進
の
た
め
、
隣
接
の
諸
村
が
次
々
と
伊
野
町

に
合
併
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
三
〇
年
に
八
田
、
字
治
、
川
内
、
神
谷
の

諸
村
が
、
’
昭
和
三
一
年
一
月
に
は
三
瀬
が
合
併
さ
れ
た
。

　
家
族
と
親
族

　
現
在
の
伊
野
町
三
瀬
地
区
（
旧
三
瀬
村
）
は
大
小
十
二
の
部
落
を
含
ん
で

い
る
。
部
落
名
と
戸
数
と
を
あ
げ
る
と
出
来
地
（
二
九
戸
）
、
柏
原
（
一
三

　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

戸
）
、
石
見
（
二
七
戸
）
、
柳
瀬
（
四
六
戸
）
、
楠
瀬
（
三
三
戸
）
、
北
谷
（
三

〇
戸
）
、
西
谷
（
三
五
戸
）
、
弘
瀬
（
三
五
戸
）
、
込
谷
（
二
五
戸
）
、
長
原
比

下
（
三
〇
戸
）
、
同
上
（
三
〇
戸
）
、
三
内
（
五
戸
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
勝
賀
瀬
の
地
域
に
含
ま
れ
る
の
は
、
北
谷
、
西
谷
、
弘
瀬
、
込
谷
、
長

原
比
、
上
下
三
内
の
六
部
落
一
九
〇
世
帯
で
あ
る
。
明
治
五
年
の
第
一
回
戸

籍
簿
で
は
一
四
一
戸
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
戸
数
の
み
か
ら
言
っ
た
ら
約
八

五
年
間
に
五
〇
余
世
帯
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
伊
野
町
全
区
と
三

瀬…

n
区
と
の
世
帯
数
及
び
人
口
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
つ

　
叉
明
治
五
年
と
昭
和
三
二
年
に
お
け
る
勝
賀
瀬
σ
性
趾
・
年
令
別
人
口
構

成
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第二表　伊野全区と三瀬丁丁の人口

昭和30
／t　31

tt　32

伊　　野　　町 三瀬地区（旧村）

世帯数

5，109

5，133

5，125

男

ll，360

11，915

11，869

女

12，100

12，423

12，336

計　　世帯数

23，460

24，338

24，205

394

387

379

男

914

922

883

女

957

965

947

計

1，871

1，887

1，830

．　7軋

‘75

＝　　　　　。　　　構ε
盟
男
1
舞

｛　女

1
」

1 1
t

　　塵
@　戸@　峯　　四
P　　　　穴

@　人@　員@　七@　≡≡1　　　・

i

70

U5

U0

T5

T0

S5

S0

R5

R｛〕

Q5

Q0

P5

P0

1
｛
1

i 4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
人
身
戸
籍
よ
り
算
出

l　　l i
1
1 1　ε
4 1

し
i i

「
5　．

、　1
5　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　5

第
三
図
口
構

明
治
五
年
、
勝
賀
瀬
全
村
の
性
別
年
令
別
入

。
戸
数
一
四
一
、
人
員
七
＝
一
。
（
馨
）

移

住

者

の

母

村

？
）
　
著
者
の
調
査
資
料
に
よ
る
。

1 1
男

㌦
l
　
　
　
I
　
　
I

女

卜
［ 1
1 1
1

75　～

V5

V0

U5

U0

T5

T0

S5

S0

R5

R0

Q5

Q0

P5

P0

@5

i
1 i

　
　
I

1
　
　
　
　
1
1

！
【

1
1
1 1

［1 匡・1

一

”
⊃

第
四
図
　
昭
和
三
二
年
、
勝
賀
瀬
部
落
弘
瀬
、
長
原
比
の
性
別
。
年
令
別

　
人
口
構
成
。
戸
数
八
○
、
人
員
三
八
○
。
（
幹
）
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第三表　勝賀瀬部落の人口構成（明治5年）

計
。／

／o

女

％

男

e－
－e

踊
蛆
㎝
舘
即
踊
甜
脇
肪
妬
砺
”
”
皿
M
M
α
⑩

1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
［

90

U5

V2

U2

ｿ
6
1
4
2
4
1
4
6
3
3
3
9
2
8
2
1
3
0
1
0
1
0

712

ω
妬
“
躯
船
脚
％
器
記
田
”
田

49

R
3
‘
3
1
3
0
3
4
2
6
1
7
2
0
2
2
1
3
1
9

13

　6

14

　6

　6

339

　1．8

　0．8

　1．9

　0．8

　0．8

100．0

詔
妬
認
妬
”
翻
舗
”
鍛
器
器
皿
皿
羽
q
6
α
6
IOO．O

41

R2

S
1
．
3
2
2
8
3
5
2
5
2
1
2
4
2
0
2
0
1
5
1
5
1
6
4
4

373

訳
O”一5

6．vlO

11．“15

16N20

21N25

26．v30

31．v35

36戸》40

41．v45

46．v50

51N55

56N60

61N65

66．．70

71．．．75

76”v

　計

家
族
－
一
戸
当
り
世
帯
人
員
は
明
治
五
年
で
は
勝
賀
瀬
村
一
四
一
戸
の

平
均
が
五
・
〇
五
人
、
昭
和
三
二
年
で
は
弘
瀬
・
長
原
比
八
0
戸
の
平
均
が

四
・
七
五
人
制
な
っ
て
い
る
。
次
に
続
柄
別
に
世
帯
構
成
人
員
を
み
る
と
別

表
の
と
お
り
と
な
る
が
、
明
治
五
年
か
ら
昭
和
三
二
年
ま
で
の
八
五
年
間
に

平
均
世
帯
人
員
に
お
い
て
も
、
続
柄
構
成
に
お
い
て
も
、
近
代
的
な
家
族
へ

の
移
行
が
緩
慢
で
は
あ
る
が
、
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た

　
　
　
移
住
者
の
母
村

第四表勝賀瀬の長原比弘瀬両部落の入口構成（昭和32年）

計

％

女

％

男

％

泌
蛎
兜
翻
四
脳
船
舶
脇
舘
”
酩
鍛
皿
B
侃
α
0

1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

47

S4

R5

Q4

R0

R2

R3

Q1

X3

P4

P5

Q6

P5

8
5
B
謝

ω
硲
”
器
鍛
漁
釣
詑
踊
器
皿
妬
妬
B
α
B
”100．0

聡
％
U
U
B
P
蔦
E
、
6
U
8
レ
6
7
3
U
勝

闘
侃
備
謎
妬
謎
郵
泌
　1．8

　0．8

　1．8

　2．4

　2．4

　0．3

　0．5

　1．8

100．0

怨
B
朝
畑
F
聡
B
9
7
3
7
9
9
1
2
7
捌

旧姓
O．v5

6一．10

11．v15

16－v20

21．．25

26．v30

31．v35

36．．，40

41N45

46－v50

51N55

56．v60

61tv65

66一一70

71tv75

76N

　計

だ
、
世
帯
構
成
員
の
な
か
に
、
配
偶
者
の
血
族
や
子
の
配
偶
者
が
全
国
平
均

に
比
し
て
か
な
り
高
率
を
示
し
て
い
る
意
味
は
、
ω
養
子
に
よ
る
家
督
の
相

続
、
回
累
世
代
家
族
の
多
い
こ
と
に
依
っ
て
、
ま
だ
古
い
型
の
日
本
的
家
族

主
義
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
海
外
へ
の
移
住
が
こ
の
部
落
の
家
族
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
い
う
よ

う
な
現
象
は
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
そ
れ
は
海
外
、
主
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
㌦
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第五表　続柄別家族構成

移
住
　
者
　
の
　
母
村

　1，000

　799．0

　　10．7

1，892．0

　122．3

　240，0

　　　2．7

　　69．9

　194．5

　　59．5

　　52．8

　　27．1

　　14．8

　　　5．9

勝賀瀬
（日召和32年）

1，000

　750．0

　112．5

1，875．0

　212，5

　425．0

　　50．0

　230．4

　　12．5

　　62．5

　　12．5

勝賀瀬
（明治5年）

1，000

799．7

　85．7

1，877．8

335．6

435．5

42．8

221．3

92．8

92．8

42．8

21．4

14．3

世　帯　主

配　偶　者
配偶者の血族

　子
子の配偶者

　孫
孫の配偶者

　父
　母
兄　　　弟

姉　　 妹
甥　　　姪

祖　父　母

伯叔父母

向
け
の
移
住
が
家
族
移
民
の
形
式
で
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

初
期
（
大
正
五
六
年
ご
ろ
）
の
移
住
者
で
、
移
住
先
で
妻
と
死
別
し
た
た
め
、

子
供
を
伴
っ
て
帰
村
し
た
と
い
う
例
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
外
地
か
ら
の
引
揚

者
の
家
族
に
こ
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
部
落
出
身
の
男
子
が
出
稼
ぎ

先
（
主
と
し
て
内
地
の
）
で
結
婚
し
た
の
ち
妻
と
死
別
し
て
帰
村
し
た
者
、

部
落
出
身
の
女
子
で
外
地
で
未
亡
人
と
な
り
遺
児
を
抱
え
て
帰
村
し
た
も
の

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
数
例
が
み
ら
れ
る
。
長
原
比
・
弘
瀬
で
調
査
対
象
と
な
っ
た

八
0
世
帯
の
う
ち
、
世
帯
主
の
性
別
は
男
子
六
五
、
女
一
五
と
な
っ
て
お
り
、

女
世
帯
主
の
多
く
は
右
に
あ
げ
た
事
情
の
持
主
で
あ
る
。
．
こ
の
よ
う
な
女
世

帯
主
の
家
族
の
多
く
は
、
世
帯
と
し
て
独
立
し
、
住
居
も
一
戸
を
構
え
て
は

い
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
一
〇
凶
裳
－
詩
邑
ぢ
の
形
態
を
成
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
例
え
ば
H
家
で
は
、
本
家
に
あ
た
る
1
氏
の
家
を
中
心
に
、
寡
婦
と
な

っ
た
娘
の
世
帯
や
妹
の
家
族
が
隣
接
の
家
に
住
ん
で
、
同
居
し
て
い
な
い
ま

で
も
、
1
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
依
存
従
属
関
係
は
、
本

家
1
1
分
家
関
係
よ
り
も
強
く
、
む
し
ろ
す
旨
－
萄
巳
ζ
の
概
念
に
該
当
す
る

よ
う
で
あ
る
。

　
　
通
婚
関
係
　
妄
動
圏
の
問
題
は
部
落
の
封
鎖
性
の
強
度
と
関
連
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
勝
賀
瀬
で
は
や
は
り
内
婚
の
傾
向
が
強
い
。
明
治
五
年
と

昭
和
三
二
年
に
お
け
る
勝
賀
瀬
部
落
の
通
婚
関
係
を
入
嫁
に
つ
い
て
み
る
と

第
六
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
明
治
五
年
現
在
の
入
植
・
入
ム
コ
を
み
る
と
勝
賀
瀬
の
旧
村
内
で
の
実
数

が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
七
件
、
三
三
件
を
示
し
て
い
る
。
同
郡
他
村
か
ら
の
入
門

も
隣
接
の
諸
部
落
が
際
だ
つ
て
多
く
二
七
件
を
算
す
る
。
他
心
で
は
土
佐
郡

領
家
郷
か
ら
の
入
相
が
［
五
件
に
達
す
る
の
は
、
部
落
と
特
別
の
関
係
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
昭
和
三
二
年
現
在
を
見
る
と
、
弟
嫁
は
依

然
と
し
て
同
村
に
集
中
し
て
は
い
る
が
、
他
県
が
で
て
く
る
。
他
県
か
ら
の

．
入
嫁
は
、
主
と
し
て
村
か
ら
出
嫁
ぎ
に
出
た
男
が
妻
帯
の
の
ち
帰
村
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
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勝賀瀬における入嫁（＊）第六表

昭和32年明治5年
％実数％実数

地
域

74．8

　6．4

14．4

　4．4

100．0

83

V
遁
5
m

66．1

12．9

21．0

100．0

黒
子
騒

162

三瀬地区（玉村）

同　郡・他　村

郡
　
三

王
　
他

計

＊明治5年は勝賀瀬全区，昭32年は長原比・弘瀬

　の地域のみを含む。

い
。

　
現
在
は
二
、
一
二
男

の
他
地
方
へ
の
移
動
、

と
く
に
阪
神
地
方
へ

の
移
動
が
多
い
の
で
、

実
際
に
は
他
地
方
で

結
婚
す
る
者
が
少
く

な
い
が
、
多
く
は
帰

村
し
な
い
で
移
動
先

に
居
を
定
め
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
入
嫁
の

み
を
取
上
げ
た
通
婚

関
係
に
は
で
て
来
な

　
出
嫁
の
面
で
は
屡
々
海
外
の
移
住
者
へ
「
嫁
を
送
る
」
と
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
た
。
大
正
の
初
期
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
者
で
も
、
そ
れ
が
独
身
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
数
年
経
て
か
ら
部
落
内
の
娘
が
嫁
と
し
て
呼
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
戦
前
の
移
住
者
の
息
子
の
嫁
と
し
て
渡
っ
た
者

が
二
名
あ
る
。
海
外
の
移
住
者
の
許
へ
縁
ず
く
た
め
、
娘
が
単
身
渡
航
す
る

の
は
、
い
わ
ば
同
族
意
識
の
延
長
で
あ
り
、
そ
の
「
内
婚
」
的
意
味
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
同
族
結
合
と
婚
姻
に
つ
い
て
は
別
の
項
で

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

述
べ
る
。

　
移
動
・
調
節
　
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
田
畑
と
天
然
資
源
と
し
か
有
し
な
い

勝
賀
瀬
が
、
増
え
て
い
く
人
口
を
調
節
す
る
に
は
他
地
方
へ
の
移
動
と
産
児

制
限
以
外
に
は
求
め
ら
れ
な
い
。
村
の
人
口
包
容
能
力
を
増
大
さ
せ
る
よ
う

な
産
業
上
の
改
革
も
生
活
技
術
の
改
善
も
こ
の
部
落
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
県
下
の
山
村
で
は
昔
か
ら
「
間
引
き
」
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
識
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
現
象
が
甚
し
か
っ
た
の
で
、
宝
暦
九
年
壬
七
月
に
藩
主
山
内
豊
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

は
堕
胎
圧
死
禁
令
な
る
藩
令
を
出
し
た
。
禁
令
に
よ
る
と
、
「
貧
家
に
て
数
子

を
養
候
儀
難
儀
仕
者
は
子
出
生
之
後
叉
は
胎
内
に
て
も
殺
棄
事
有
之
、
且
養

な
き
輩
に
も
間
々
有
之
事
に
候
。
習
俗
と
成
候
て
右
等
の
仕
方
も
子
忌
揮
様

に
成
行
候
」
と
て
、
こ
れ
は
天
道
を
恐
れ
ざ
る
儀
だ
と
慎
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
二
子
、
三
子
へ
扶
持
米
の
支
給
が
行
わ
れ
た
。
堕
胎
圧
死
禁
令
は
明
和

八
年
】
た
ん
廃
止
、
寛
政
十
年
に
復
活
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
藩
領
時
代
の
「
間
引
」
は
姿
を
消
し
た
が
、
山
村
で
の
堕
胎
行

為
は
私
か
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
土
佐
山
地
方
で
は
子
を
お
ろ
す
こ
と
を
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

ン
ゴ
ウ
と
よ
ん
で
い
る
。
勝
賀
瀬
で
は
、
近
年
に
お
け
る
薬
品
器
具
の
普
及

に
よ
っ
て
、
妊
娠
調
節
が
か
な
り
広
汎
囲
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
次
は
村
外
へ
の
、
出
稼
ぎ
・
就
職
な
ど
に
よ
る
移
動
が
あ
る
。
長
原
比
・

弘
瀬
両
部
落
の
八
0
戸
に
つ
い
て
、
現
在
同
居
し
て
い
な
い
子
供
を
調
査
し

た
結
果
は
第
七
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第七表　　同居していない子供の移動先

A　職業及び続柄別　　　　　　B　地域　別

移
住
者
　
の
　
母
村

男女地域
量三論女

職業別

2
　
　
1
　
　
2
　
　
2
　
　
1

2
6
9
2
7
3
1
1
1
1
1
2

836

同郡他村

郡他

高知市
四　 国

京阪神
耳ヒ　　プL　　少1・1

中国地方
：東　 京

浜横

北海道
沢金

7フジノレ

26
　
　
3
　
　
3
　
　
2

4

1
　
　
1
　
　
8

1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
4
　
　
1

4
　
　
3
　
　
1
　
　
2
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1

　1

15 21

業
員
員
員
三
道
三
三
員
工
業
業
隊
三
明

　
社
　
　
　
務
　
　
護
　
　
　
　
　
　
搬
衛

農
会
店
主
公
鉄
看
教
船
大
商
運
自
無
不

　
二
、
三
男
の
行
先
は
高
知
と
阪
神
地
方
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
阪
神
の
工

業
地
帯
へ
の
移
動
は
高
知
県
の
一
般
的
傾
向
で
、
と
く
に
新
制
申
学
・
高
校

卒
業
後
間
も
な
く
こ
の
地
帯
に
就
職
す
る
者
が
多
い
の
で
、
毎
年
そ
の
雇
傭

状
況
を
調
査
す
る
た
め
県
か
ら
調
査
員
が
派
遣
さ
れ
る
程
で
あ
る
。
勝
賀
瀬

に
つ
い
て
み
る
と
、
阪
神
よ
り
も
高
知
市
へ
の
移
動
が
多
い
。
村
の
人
の
話

で
は
、
「
新
制
中
学
を
出
て
す
ぐ
就
職
す
る
者
は
高
知
に
行
く
。
阪
神
地
方
で

工
員
に
な
る
の
は
二
〇
才
前
後
で
な
い
と
う
ま
く
行
か
ぬ
」
と
い
う
。

　
姓
と
親
族
勝
賀
瀬
に
お
け
る
同
姓
集
団
の
地
域
的
な
分
布
は
か
な
り
明

確
で
あ
る
。
言
を
換
え
れ
ば
同
姓
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
小
部
落
（
叉
は
家
の
連

合
）
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
藩
領
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
古
い
家

系
と
し
て
は
伊
藤
、
弘
田
、
西
川
、
浜
田
、
田
村
の
諸
士
が
あ
げ
ら
れ
る
。

い
ま
地
域
別
に
み
る
と
、

　
弘
瀬
月
昔
か
ら
弘
田
家
が
有
力
だ
つ
た
。
い
ま
で
も
弘
田
姓
を
名
乗
る
者

　
　
は
戸
数
が
多
く
、
且
つ
財
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
弘
田
姓
で
は
曽
つ

　
　
て
勝
賀
瀬
の
什
長
を
勤
め
、
ま
た
三
瀬
村
の
村
長
を
出
し
て
い
る
。

　
　
弘
瀬
四
二
戸
の
う
ち
弘
田
姓
一
〇
戸
を
算
す
る
。

　
長
原
比
1
1
上
下
二
つ
の
組
に
分
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
圧
倒
的
に
伊
藤
姓
が

　
　
多
い
。
伊
藤
又
は
伊
東
の
両
様
が
あ
る
が
、
先
祖
は
同
じ
だ
と
い
い
、

　
　
同
族
意
識
が
つ
よ
い
。
長
原
比
六
一
戸
の
う
ち
、
伊
藤
・
伊
東
姓
を
名

　
　
乗
る
者
三
七
戸
に
及
ん
で
い
る
。

　
油
谷
一
墓
地
を
み
る
と
田
村
・
西
川
の
両
姓
が
多
い
が
、
西
川
姓
は
明
治

　
　
以
降
無
卦
か
ら
分
散
し
て
、
現
在
は
西
谷
、
弘
瀬
に
散
在
す
る
。

　
西
谷
1
1
浜
田
姓
が
有
力
で
あ
っ
た
。

　
明
治
五
年
の
人
身
戸
籍
を
み
る
と
勝
賀
瀬
姓
を
名
乗
る
士
族
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
士
族
の
本
家
は
高
知
に
転
居
し
、
現
在
で
は
分
家
で
同
姓

の
も
の
が
弘
瀬
に
い
る
。
明
治
以
降
に
勝
賀
瀬
に
定
着
し
た
家
系
と
し
て
は

べ
つ
ち
ゃ
く

別
役
、
高
橋
、
沖
田
の
三
姓
が
あ
る
の
み
だ
。
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別
役
家
は
明
治
の
初
期
（
四
－
五
年
ご
ろ
）
に
香
美
郡
別
役
村
か
ら
四
代

　
前
の
亀
右
エ
門
の
代
に
勝
賀
瀬
に
移
住
し
て
き
た
。
渡
世
が
紺
屋
で
あ

　
つ
た
の
で
、
つ
い
先
代
ま
で
は
村
民
は
姓
を
よ
ば
ず
、
紺
屋
の
た
れ
そ

　
れ
と
い
う
風
に
よ
ん
で
い
た
。
い
ま
、
別
役
姓
は
三
戸
を
算
し
、
農
業
、

　
材
木
商
を
営
ん
で
い
る
。

高
橋
家
は
や
は
り
明
治
の
初
年
、
隣
り
の
下
八
川
村
か
ら
来
た
。
も
と
も

　
と
西
川
姓
の
と
こ
ろ
に
養
子
で
来
た
の
が
、
ど
う
い
う
理
由
か
、
実
家

　
の
姓
を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
で
は
高
橋
姓
は
長
原
比
に
住
ん
で

　
五
戸
を
か
ぞ
え
る
。

沖
田
家
は
も
と
も
と
広
島
の
出
身
だ
が
、
約
七
〇
年
前
に
入
ム
コ
で
勝
賀

　
瀬
に
来
た
の
が
、
沖
田
姓
が
残
っ
た
も
の
。
も
と
は
商
人
で
あ
っ
た
と

　
い
う
か
ら
、
広
島
か
ら
行
商
に
来
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
在
で

　
は
沖
田
姓
は
四
戸
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
み
る
よ
う
に
、
明
治
以
降
に
生
じ
た
同
姓
三
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、

　
二
つ
ま
で
は
養
子
で
来
た
も
の
で
あ
る
。
古
い
血
筋
と
し
て
は
結
局
弘

　
田
、
伊
藤
、
田
村
、
西
川
の
諸
姓
が
勝
賀
瀬
の
各
地
域
に
割
拠
し
て
き

　
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
込
谷
の
田
村
・
西
川
両
姓
が
次
第
に
地

　
域
的
に
分
散
し
て
行
っ
た
理
由
は
詳
か
で
な
い
。
し
か
し
、
分
散
の
結

　
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
両
拳
の
者
は
農
業
以
外
の
職
業
へ
転
ず
る
こ
と
と

　
な
り
、
部
落
の
階
層
分
化
の
上
に
大
ぎ
い
役
割
を
演
ず
る
こ
と
と
な
つ
．

　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

　
　
た
。

　
婚
姻
は
同
族
結
合
の
強
度
を
熱
る
上
の
大
き
な
手
が
か
り
で
あ
る
が
、
勝

賀
瀬
に
お
け
る
各
同
姓
集
団
間
の
婚
姻
関
係
を
み
る
と
、
も
と
も
と
「
他
所

者
」
で
あ
る
別
役
姓
の
者
が
他
姓
の
者
と
縁
組
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二

代
前
（
約
四
〇
年
前
）
か
ら
で
、
そ
れ
も
縁
組
の
相
手
は
西
川
、
伊
藤
姓
が

多
い
。
こ
れ
は
別
役
家
系
が
「
異
集
団
」
か
ら
「
自
我
集
団
」
の
意
識
へ
と

移
行
す
る
の
に
多
く
の
年
月
を
要
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
部
落
の
閉
鎖
性
を

窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
伊
藤
系
の
人
々
は
他
姓
の
者
と
の
通
婚
を
「
血
族
結
婚
」
を
避
け
る
た
め

に
伊
藤
以
外
の
者
と
縁
組
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。
何
れ

に
せ
よ
、
伊
藤
、
西
川
、
田
村
諸
姓
が
こ
こ
二
世
代
の
間
に
か
な
り
開
放
的

に
な
っ
た
の
に
比
べ
て
、
弘
田
系
は
閉
鎖
的
な
点
が
目
立
っ
て
い
る
。
弘
田

姓
の
者
は
伊
藤
姓
と
は
古
く
か
ら
縁
組
を
し
て
き
た
が
、
他
の
姓
は
余
り
婚

姻
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
婚
姻
関
係
に
、
同
族
意
識
の
外
に
家
格

・
身
分
な
ど
階
層
的
な
要
素
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
軽
視
で
き

な
い
。

　
同
族
集
団
の
一
形
態
と
し
て
の
本
家
・
分
家
の
関
係
は
ど
う
か
。
、
呼
称
と

し
て
は
オ
モ
ヤ
（
本
家
）
、
ヘ
ヤ
（
分
家
）
、
コ
ベ
ヤ
（
孫
分
家
）
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
呼
称
の
裏
づ
け
と
い
う
べ
ぎ
本
末
関
係
の
序
列
が
必
ず
し
も

同
族
集
団
の
問
に
明
確
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
長
原
比
上
下
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移
住
者
　
の
　
母
村

組
成
員
の
大
部
分
を
占
め
る
伊
藤
、
伊
東
姓
の
あ
い
だ
で
も
、
ま
た
弘
瀬
で

有
力
な
弘
田
姓
の
あ
い
だ
で
も
、
単
一
中
心
を
め
ぐ
る
整
然
と
し
た
序
列
は

な
い
よ
う
で
、
む
し
ろ
オ
モ
ヤ
と
ヘ
ヤ
、
或
は
ヘ
ヤ
と
コ
ベ
ヤ
の
よ
う
に
小

集
団
の
断
続
が
あ
る
。
人
々
は
こ
の
よ
う
な
関
係
を
、
「
某
の
と
こ
ろ
は
も
と

名
実
と
も
に
オ
モ
ヤ
で
あ
っ
た
」
と
か
、
い
わ
ば
「
某
よ
り
も
某
の
方
が
オ

モ
ヤ
に
あ
た
る
」
と
い
う
様
に
表
現
す
る
。
ヘ
ヤ
が
有
力
な
存
在
と
な
っ
て
、

ヘ
ヤ
・
、
コ
ベ
や
関
係
が
緊
密
な
と
き
は
「
シ
ン
タ
ク
」
と
も
よ
ぶ
。

　
同
姓
集
団
叉
は
広
い
意
味
で
の
同
族
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
身
内
」
を
意

味
す
る
呼
称
と
し
て
「
ホ
ネ
ッ
キ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ホ
ネ
ツ
キ
は
も

と
も
と
血
族
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
は
姻
族
の
親
し
い
者
を
も
含

め
る
よ
う
だ
。

　
同
族
と
祭
祀
　
長
原
比
の
伊
藤
姓
の
家
々
で
は
家
系
の
由
来
に
つ
い
て
、

伝
説
が
あ
っ
て
正
月
の
門
松
（
カ
ド
シ
バ
）
に
カ
シ
の
枝
を
使
う
。
長
原
比

に
あ
る
若
宮
神
社
は
伊
藤
姓
の
氏
神
で
あ
り
、
年
一
回
同
姓
の
者
が
集
っ
て

祈
る
。
し
か
し
氏
子
入
り
に
つ
い
て
の
厳
し
い
儀
礼
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
弘
瀬
の
弘
田
姓
の
氏
神
と
し
て
老
蔦
神
社
が
あ
る
が
、
こ
の

方
も
祭
祀
に
つ
い
て
や
か
ま
し
く
は
な
い
。

　
む
し
ろ
勝
賀
瀬
も
、
か
つ
て
の
隣
村
楠
瀬
に
境
を
接
す
る
地
域
に
位
置
す

る
住
吉
・
星
神
社
の
方
が
「
村
の
氏
神
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
そ
の
発
祀
が

最
も
き
び
し
い
。
部
落
会
や
組
に
設
け
ら
れ
た
社
寺
総
代
は
住
吉
神
社
の
祭

祀
・
管
理
を
申
心
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
維
持
に
は
多
く
の
部
落
費
が
投
じ

ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
血
族
の
象
徴
で
あ
る
氏
神
よ
り
も
、
地
縁
的
な
背
景
を

も
つ
ウ
ブ
ス
ナ
の
神
が
、
部
落
の
あ
い
だ
で
は
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
同
族
間
の
行
事
と
し
て
は
コ
ウ
ロ
ク
、
イ
イ
な
ど
の
協
同
組
織
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
も
隣
保
的
な
性
格
と
重
合
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
地
縁
組
織

　
地
域
社
会
と
し
て
の
勝
賀
瀬
は
、
ま
ず
部
落
会
と
組
と
の
組
織
を
あ
げ
ね

ば
な
ら
な
い
。
村
の
人
々
は
勝
賀
瀬
地
区
を
「
部
落
」
と
よ
び
、
勝
賀
瀬
の

地
域
的
な
区
分
を
「
小
部
落
」
と
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
部
落
は
「
組
」
に

組小部落（戸数）部落

三
組
三
組

の
協
え
縮

松
う
　
ま
　
い

～
L

　
　
鋤

　
　
（

　
　
瀬弘

勝賀瀬

長原比下（，6）5％組

　　　　　　　　した組

長原比購に総

力　　谷（35）

Jll　　　口　 （30）　■■■t．．

込　　　　谷　（25）　…　　　。。・…

三　内（5）…・…・
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分
れ
て
い
る
。
こ
の
関
係
を
弘
瀬
、
長
原
比
の
踏
越
部
落
に
つ
い
て
み
る
と
、

右
の
図
式
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
み
つ
う
ち

　
こ
の
う
ち
三
内
の
開
拓
地
は
戸
数
僅
か
に
五
戸
で
組
織
が
な
い
か
ら
、
勝

賀
瀬
部
落
は
六
小
部
落
に
分
れ
て
い
る
。
部
落
会
は
一
、
教
育
部
（
学
校
、

社
寺
、
厚
生
）
、
二
、
土
木
部
、
三
、
産
経
部
、
四
、
総
務
部
に
分
れ
、
教
育

・
土
木
・
産
経
の
各
部
は
半
畳
部
落
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
委
員
が
選
任
さ
れ
る
。

三
内
は
委
員
制
と
せ
ず
、
代
表
二
名
を
部
落
会
に
お
く
る
。
従
っ
て
部
落
会

は
、
会
長
、
副
会
長
、
監
事
（
二
名
）
、
会
計
、
書
記
（
二
名
）
の
外
に
、
六

小
部
落
代
表
一
八
名
、
三
内
代
表
二
名
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
役
員
は
毎

年
の
初
会
で
選
任
さ
れ
る
が
、
推
薦
に
よ
る
。
初
会
は
伝
統
的
な
「
顔
合

せ
」
の
会
合
で
、
今
で
も
旧
正
月
の
日
を
選
ん
で
催
す
。

　
小
部
落
内
の
組
に
は
組
長
は
な
い
。
部
落
の
構
造
か
ら
い
う
と
小
部
落
会

に
重
点
が
お
か
れ
、
組
は
単
な
る
連
絡
通
達
の
機
能
し
か
具
え
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
長
原
比
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
集
団
移
住
が
行
わ
れ
て

そ
の
成
員
が
減
っ
た
た
め
、
上
下
二
組
に
減
ら
す
と
の
話
が
持
上
っ
て
い
る
。

　
次
に
昭
和
三
一
年
度
の
部
落
会
の
事
業
暦
と
会
計
の
概
況
を
記
そ
う
。

　
三
月
一
〇
日
（
旧
暦
正
月
二
八
）
日
町
役
場
よ
り
来
場
を
得
て
、
初
の
絡

　
　
会
を
催
す
。

　
六
月
二
七
日
　
新
農
村
建
設
、
学
校
運
動
場
問
題
に
つ
い
て
役
員
会
を
催

　
　
す
。

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
　
村

九
月
二
二
日
　
道
路
拡
張
、
神
社
修
理
に
つ
い
て
役
員
会
。

九
月
二
九
～
三
〇
日
（
旧
暦
八
月
二
五
－
六
日
）
　
御
願
祭
の
月
待
ち
・

　
日
待
ち
で
参
拝
、
協
議
を
な
す
。

十
月
二
日
　
社
寺
修
理
の
件
、
学
校
前
道
路
の
件
に
つ
い
て
役
員
会
。

十
月
一
六
日

　
同
　
一
九
日

　
同
　
二
二
日

　
同
　
二
六
日

十
一
月
三
日

　
同
　
　
五
日

　
同
　
一
一
日

十
二
月
一
七
日

昭
和
三
二
年

半
一
月
一
八
日

　
同
　
二
五
日

薪
咽
在
家
山
　
植
林
調
査
（
役
員
六
名
）

産
屋
谷
植
林
調
査
役
員
六
名
。

役
員
会
を
開
き
植
林
調
査
の
結
果
を
報
告
。

臨
時
総
会
に
て
社
寺
修
理
の
件
を
決
定
。

部
落
運
動
会
。
N
氏
、
H
氏
に
感
謝
状
贈
呈
。

産
屋
谷
津
落
札
。

渡
看
者
送
別
会
を
催
す
。

神
社
大
工
工
事
始
。
一
月
一
三
日
大
工
工
事
完
了
。

　
　
　
　
　
　
　
神
社
鍋
板
屋
根
工
事
始
、
光
一
日
工
事
完
了
。

　
　
　
　
　
　
　
仏
性
良
工
事
始
。
二
月
一
二
日
寺
工
事
完
了
。

　
部
落
会
の
会
計
報
告
は
経
常
と
特
別
と
に
分
れ
て
い
る
が
、
経
常
の
方
は

次
表
の
と
お
り
。

　
特
別
会
計
の
詳
細
は
公
表
を
控
え
る
が
、
こ
れ
は
部
落
の
公
有
林
を
公
買

に
付
し
、
そ
の
金
額
を
住
吉
神
社
及
び
仏
性
寺
の
修
理
に
充
当
し
た
明
細
書

で
あ
る
。
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移
住
者
　
の
　
母
村

昭和31年度会計（勝賀瀬部落会）

残高

20，000

21，880

61，293

45，423

2，360

13，475

　　摘　　　　要

学校敷地等借地料，昭和29
年度繰入れ

同上精算受入れ

30年度学校借地料受入

N氏，H氏へ記念品

道路工事推進費及失対関係
立替金

N部落（隣接）より道路工
事協力金

支出収入

20，000

1，380

39，413

15，870

43，063

11，115

　
勝
賀
瀬
青
年
団
は
六
小
部
落
を
包
括
し
、
男
女
会
員
五
十
名
で
、

会
資
格
は
や
か
ま
し
く
言
わ
な
い
。
小
部
落
別
に
班
が
あ
る
が
、

は
「
有
名
無
実
」
に
近
い
。
部
落
の
青
年
団
は
伊
野
町
連
A
呈
門
年
団
に
所
属

す
る
。
役
員
は
団
長
、
副
団
長
、
会
計
、
書
記
、
文
化
部
長
、
体
育
部
長
、

産
業
部
長
、
家
政
部
長
を
お
く
。
年
中
行
事
と
し
て
は
、

　
ω
　
青
年
学
校
　
こ
れ
は
夜
間
週
一
回
開
設
し
、
社
会
科
の
勉
強
や
農
享

　
　
研
究
が
目
的
で
、
指
導
は
小
中
学
校
の
教
師
や
特
別
講
師
を
依
頼
す
る
。

　
部
落
費
と
し
て
は
、

学
校
関
係
以
外
は
、

別
に
取
立
て
な
い
。

町
役
場
か
ら
の
交
付

金
約
四
万
円
の
外
、

部
落
の
共
有
植
林
を

買
平
し
て
事
業
費
に

充
当
す
る
。
部
落
会

財
政
の
財
源
は
主
と

し
て
共
有
林
に
あ
る
。

な
お
、
部
落
会
の
集

会
場
に
は
、
学
校
の

校
舎
が
あ
て
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
特
に
入

　
　
　
　
班
の
活
動

　
　
夏
は
よ
く
参
集
し
て
会
員
の
二
五
％
ぐ
ら
い
、
冬
は
よ
く
な
い
。

　
＠
　
稲
の
消
毒
　
今
年
（
昭
和
三
二
年
）
か
ら
青
年
団
が
共
同
防
除
を
実

　
　
施
し
た
。
部
落
へ
の
奉
仕
と
し
て
無
償
で
や
る
。

　
8
　
映
画
　
村
に
は
映
画
館
が
な
い
の
で
、
月
一
回
ぐ
ら
い
小
学
校
で
映

　
　
画
会
を
催
し
、
フ
イ
ル
ム
借
料
と
入
場
料
と
の
差
額
は
青
年
団
の
財
源

　
　
と
な
っ
て
い
る
。

　
目
　
体
育
大
会
　
部
落
の
運
動
会
を
学
校
・
部
落
会
と
共
催
で
行
う
。

　
困
　
旅
行
　
春
夏
に
か
け
て
団
体
旅
行
を
催
す
。
参
加
者
が
多
く
て
賑
わ

　
　
う
0

　
8
　
そ
の
他
講
演
会
、
村
の
催
し
も
の
に
つ
い
て
協
力
す
る
。

青
年
団
の
経
費
は
月
十
円
の
会
費
と
催
し
物
の
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
、
集
会

に
は
小
学
校
を
使
う
。
青
年
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
部
落
の
父
兄
側
か
ら

い
ろ
い
ろ
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
主
な
点
は
、
　
ω
青
年

は
遊
ぶ
こ
と
し
か
考
え
な
い
、
と
父
兄
か
ら
不
平
が
で
る
。
青
年
団
で
は
ダ

ン
ス
を
や
ろ
う
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
父
兄
の
反
擾
を
お
そ
れ
て
ま
だ
実
現

し
な
い
。
　
囲
映
画
会
を
催
し
す
ぎ
る
。
こ
れ
は
時
々
P
T
A
主
催
の
映
画

会
が
あ
る
と
月
に
二
回
と
な
る
の
で
「
多
す
ぎ
る
」
と
の
不
平
が
で
る
。

　
警
防
団
は
行
政
組
織
に
併
行
し
て
伊
野
町
に
本
部
を
お
き
、
三
瀬
地
区
に

分
団
が
あ
り
、
部
落
に
団
員
が
い
る
。
出
初
式
は
全
員
を
召
集
し
て
毎
春
催

し
、
指
揮
は
伊
野
町
の
警
察
が
行
う
。
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そ
の
他
の
集
団
又
は
制
度
と
し
て
は
学
校
、
農
協
、
P
T
A
、
講
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
学
校
は
旧
三
瀬
村
の
村
役
場
所
在
地
で
、
い
ま
は
町
役
場
三

瀬
支
所
が
お
か
れ
て
い
る
楠
瀬
に
三
瀬
中
学
校
が
あ
り
、
弘
瀬
に
勝
賀
瀬
小

学
校
が
あ
る
。
同
じ
く
三
瀬
農
業
協
同
組
合
が
こ
の
楠
瀬
に
あ
る
が
、
産
業

の
項
で
説
明
し
た
と
お
り
、
地
方
の
主
産
物
で
あ
る
木
炭
や
製
紙
原
料
に
し

て
も
商
人
と
の
競
争
で
甚
し
い
困
難
に
当
面
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
講
は

戦
前
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
余
り
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
勝
賀
瀬
に
は
村
社
一
、
無
恥
社
訓
が
あ
る
Q
村
社
は
住
吉
神
社
で
祭
神
は

中
筒
之
男
命
、
相
殿
と
し
て
星
神
社
、
祖
父
神
社
な
ど
を
祀
る
。
こ
れ
は
氏

神
と
し
て
部
落
民
の
崇
敬
の
的
で
あ
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
、
境
内
や
拝

殿
の
管
理
、
修
理
に
は
並
々
な
ら
ぬ
経
費
と
労
力
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
社

寺
の
こ
と
は
部
落
会
の
教
育
部
委
員
の
担
当
だ
が
、
委
員
の
こ
と
を
今
で
も

「
総
代
」
と
よ
ん
で
お
り
、
又
神
社
に
は
神
職
の
「
太
夫
」
が
い
る
。
あ
と

の
無
格
社
は
坂
本
神
社
、
若
宮
神
社
、
夏
蔦
神
社
な
ど
祭
神
不
詳
で
、
長
原

比
、
弘
瀬
の
氏
神
と
な
っ
て
い
る
が
祭
祀
も
ご
く
内
輪
に
行
わ
れ
る
よ
う
で

あ
る
。

　
寺
と
し
て
は
真
言
宗
の
仏
性
寺
が
川
口
に
位
置
す
る
。
檀
家
は
約
二
五
〇

戸
で
、
う
ち
勝
賀
瀬
（
約
一
五
〇
戸
）
を
中
柱
に
、
隣
接
の
日
高
村
、
鹿
敷
、

中
追
な
ど
の
部
落
に
散
在
す
る
。
檀
家
の
数
は
比
較
的
に
多
い
が
、
寺
の
経

済
は
苦
し
い
と
み
え
て
、
現
住
職
は
農
協
の
書
記
を
勤
め
て
生
計
を
補
っ
て

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

い
る
。

　
隣
組
に
よ
る
隣
保
活
動
の
諸
形
態
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
血
縁
集

団
の
結
合
と
重
合
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
同
姓
・
同
族
集
団
が
地
域
的

に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
共
同
組
織
の
慣
行
と
し
て
は
先
ず
コ
ウ
ロ

ク
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
家
の
普
請
、
田
植
時
の
手
伝
い
で
「
お
返
し
」

が
な
い
。
　
「
コ
ゥ
ロ
ク
と
い
え
ば
メ
シ
を
食
い
に
行
く
。
余
り
仕
事
は
し
な

い
で
ご
馳
走
に
な
る
」
と
村
の
人
は
語
っ
て
い
る
。
コ
ウ
ロ
ク
に
は
近
所
の

者
や
親
類
が
集
ま
る
コ
ウ
p
ク
と
区
別
さ
れ
る
も
の
に
イ
イ
が
あ
る
。
田
植

　
　
こ
う
ぞ

と
か
楮
の
皮
剥
ぎ
作
業
を
イ
イ
で
や
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
必
ず
「
お
返
し
」

を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヒ
ョ
ウ
（
日
傭
）
と
い
う
の
は
賃
銀
を
払
う
場
合
に
限
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
9

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
部
落
内
の
道
路
修
繕
は
、
そ
れ
が
山
林
の
道
で
あ
れ
ば
毎
年
八
月
ご
ろ
、

関
係
地
主
を
集
め
る
た
め
、
前
も
っ
て
貼
紙
を
し
て
触
れ
だ
す
。
出
ら
れ
な

い
者
は
ヒ
ョ
ウ
を
使
っ
て
代
役
さ
せ
る
か
、
金
を
出
す
。
こ
の
金
は
労
役
が
「

終
っ
た
あ
と
酒
食
費
に
使
う
。
手
ま
わ
し
の
よ
い
者
は
不
参
加
の
旨
を
通
じ
、

前
日
に
酒
を
届
け
る
。
タ
ヤ
ク
（
田
役
）
は
、
稲
刈
り
が
済
ん
だ
こ
ろ
、
部

落
会
か
ら
通
知
し
て
、
関
係
地
主
総
出
で
溝
さ
ら
え
を
行
う
。
水
田
の
大
小

は
問
わ
な
い
。
男
手
が
な
け
れ
ば
女
を
出
て
食
事
の
準
備
を
す
る
。
夜
は
ス

シ
、
キ
ュ
ウ
リ
モ
ミ
な
ど
で
飲
む
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。

　
冠
婚
葬
祭
の
儀
礼
で
は
、
出
産
は
隣
組
が
加
わ
ら
ず
、
近
い
親
類
で
祝
う
。



　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

節
は
男
女
と
も
や
っ
た
り
、
や
ら
な
か
っ
た
り
だ
が
、
も
し
招
ば
れ
れ
ば
ツ

ツ
ミ
銭
（
三
〇
〇
円
位
）
を
も
っ
て
い
く
。
招
ぶ
範
囲
は
近
い
親
類
と
隣
組

で
あ
る
。
葬
式
に
は
身
内
の
者
と
隣
組
が
土
葬
の
準
備
を
す
る
。
遣
族
は
酒

肴
で
も
て
な
し
、
悔
み
に
い
く
者
は
香
料
を
ツ
ツ
む
か
、
酒
　
升
も
つ
て
い

く
。
盆
、
一
年
忌
、
ム
カ
ワ
レ
で
は
隣
組
と
親
類
が
、
提
灯
、
ト
ウ
p
ウ
、

ツ
ツ
ミ
銭
を
出
す
。
部
落
会
で
こ
の
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
昭
和
三
二
年
度

か
ら
、
日
用
品
を
供
え
る
こ
と
に
申
合
せ
を
し
た
。

　
次
に
部
落
と
外
界
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
行
政
面
で
は
三
瀬
村
が
伊
野

町
に
併
合
さ
れ
て
か
ら
、
村
役
場
．
は
三
瀬
支
所
と
な
り
、
地
区
内
の
住
民
登

録
・
配
給
・
保
健
の
諸
事
務
を
扱
っ
て
い
る
。
支
所
と
部
落
と
の
接
触
は
部

落
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
伊
野
町
で
は
健
康
保
険
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

部
落
も
こ
れ
に
加
入
し
て
い
る
。
三
瀬
地
区
か
ら
議
員
を
二
名
町
会
に
送
っ

て
い
る
。
一
名
は
柳
瀬
、
一
名
は
勝
賀
瀬
の
長
原
比
か
ら
出
て
い
た
が
、
長

原
比
の
議
員
は
一
家
を
あ
げ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
し
た
た
め
、
そ
の
欠
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
出
来
地
か
ら
一
名
、
長
原
比
か
ら
一
名
の
立
候
補
が
あ
り
、

後
者
が
当
選
し
た
。
当
選
者
は
前
議
員
の
実
弟
に
当
り
、
も
ち
ろ
ん
部
落
の

事
前
工
作
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
知
県
下
に
自
民
党
の
地
盤
が
強

い
よ
う
に
、
勝
賀
瀬
で
も
ま
た
自
民
党
の
勢
力
が
大
き
い
。

階

層

　
川
沿
い
の
平
坦
地
か
ら
山
腹
へ
か
か
る
際
の
屋
地
に
は
、
白
壁
の
蔵
を
も

つ
た
旧
地
主
自
作
の
裕
福
な
農
家
が
多
い
よ
う
だ
。
屋
地
で
は
石
垣
を
築
い
．

て
屋
敷
を
囲
い
、
小
さ
な
城
郭
の
感
を
与
え
る
旧
地
主
の
住
居
も
あ
る
。
川

沿
い
の
道
の
両
側
に
並
ん
だ
民
家
は
、
似
た
り
寄
っ
た
り
の
造
り
で
、
数
少

な
い
商
家
は
表
に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
類
を
掲
げ
て
い
る
の
で
判
別
で
き
る
。

旧
地
主
自
作
の
農
家
は
ほ
と
ん
ど
牛
を
飼
っ
て
い
る
。
牛
小
屋
、
蔵
も
ち
、

石
垣
を
め
ぐ
ら
せ
た
家
構
え
な
ど
で
裕
福
な
農
家
は
象
徴
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
平
常
の
服
装
は
余
り
貧
富
の
識
別
の
指
標
と
は
な
ら
な
い
。
作
業
衣
は
、

夏
な
ら
男
だ
と
木
綿
の
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
を
用
い
、
ヤ
マ
仕
事
で
は
た
ま
に

モ
モ
引
を
見
る
。
女
は
縞
着
物
か
モ
ン
ペ
を
ま
と
い
、
縁
の
広
い
麦
｛
藁
帽
子

を
頭
に
着
け
る
。
水
田
の
仕
事
な
ら
手
甲
を
用
い
る
。

　
伊
野
や
高
知
に
買
物
な
ど
で
外
出
す
る
時
に
は
、
そ
れ
が
若
い
男
女
で
あ

る
と
、
服
装
が
都
会
風
に
な
っ
て
、
農
家
の
子
女
と
思
わ
れ
な
い
程
、
町
住

い
の
人
々
に
似
て
い
る
。
こ
の
点
、
着
こ
な
し
や
衣
料
の
質
で
や
N
判
別
の

指
標
と
な
る
の
は
、
む
し
ろ
職
業
で
あ
る
。
部
落
で
洋
裁
の
賃
仕
事
を
し
て

い
る
人
、
役
場
や
学
校
の
勤
め
に
出
て
い
る
人
は
、
そ
れ
と
な
く
判
別
き
で

る
よ
う
で
あ
る
。

　
職
業
分
化
　
明
治
五
年
の
人
身
戸
籍
簿
で
み
る
と
、
当
時
の
勝
賀
瀬
村
一

四
一
戸
の
職
業
別
戸
数
は
、
農
業
】
二
七
、
雑
業
五
、
士
族
三
、
紺
屋
職
二
、

商
支
度
屋
渡
世
二
、
大
工
職
渡
世
一
、
医
師
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
業
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の
状
態
は
泥
目
で
も
本
質
的
な
変
化
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ま
調
査
対
象
と
な
っ
た
長
原
比
弘
瀬
の
八
○
世
帯
に
つ
い
て
み
る
と
、

業
務
種
目
別
の
就
働
員
数
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
農
家
と
い
っ
て
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
第
一
及
び
第
二
種
兼
業
で
あ
り
、
こ
の
表
は
主
な
生
活
手

段
と
し
て
の
業
務
別
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
婦
人
の
賃
仕
事
と
い
う
の
は
縫

物
が
主
で
あ
り
、
製
炭
・
ワ
イ
ヤ
組
と
言
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
は
、
農
業
と
の

女男別恒業

13

3
　
　
　
1

2

1
　
4
1

43

@
3
4
　
1
0
　
3
1
　
　
　
4
　
　
　
4
　
　
　
8
　
　
　
5
　
　
　
1
　
　
　
5

業
業黒

闇
　
製

木材ワイヤ組

業
事
傭
　
工
員
業

搬
　
仕

社

運
賃
　
日
　
大
会
　
商

官公職員
員
職

教
無

兼
業
で
あ
る
。
商
業
の
な
か
に
は
、
雑
貨
商
、
木
材
・
木
炭
商
を
含
ん
で
い

る
。
官
公
職
員
の
中
に
は
町
役
場
勤
務
の
者
や
郵
便
配
達
夫
な
ど
を
含
ん
で

い
る
。
会
社
員
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
、
電
力
会
社
の
集
金
人
と
し
て

月
に
一
定
の
報
酬
を
得
て
い
る
者
を
含
む
。
叉
、
無
職
の
男
子
で
は
、
恩
給
、

退
職
金
な
ど
で
生
計
の
資
を
得
て
い
る
者
も
あ
る
。

　
部
落
の
職
業
分
化
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
部
落
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

　
　
　
　
移
住
　
者
　
の
　
母
　
村

の
自
立
性
と
関
連
す
る
。
部
落
で
は
弘
瀬
に
二
軒
、
長
原
比
に
】
軒
の
よ
う

つ
雑
貨
商
が
あ
る
。
外
に
駄
菓
子
を
主
と
し
た
副
業
的
な
小
店
が
一
軒
長
原

比
に
在
る
。
雑
貨
屋
で
は
塩
、
味
噛
、
醤
油
か
ら
酒
、
焼
酒
、
石
油
、
油
、

罐
詰
な
ど
の
日
用
雑
貨
か
ら
乾
物
、
豆
腐
、
萄
蕩
、
菓
子
な
ど
も
売
る
。
季

節
の
野
菜
は
付
近
の
農
家
が
持
っ
て
来
た
も
の
を
店
先
に
出
す
。
休
祭
日
雨

天
な
ど
に
は
、
近
所
の
人
々
が
雑
貨
屋
に
集
ま
っ
て
酒
を
呑
ん
だ
り
、
側
聞

話
に
興
ず
る
。
炭
や
も
の
帰
途
立
寄
っ
て
焼
酒
を
呑
ん
で
い
く
た
め
の
居
酒

屋
と
も
な
る
。
部
落
の
有
志
が
相
談
ご
と
で
店
の
奥
の
土
間
に
集
ま
る
こ
と

も
あ
る
し
、
雑
貨
屋
の
主
人
は
紙
原
料
の
下
請
仲
買
も
や
る
。
要
す
る
に
雑

貨
屋
は
部
落
内
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
の
中
心
で
あ
る
。

　
部
落
の
人
々
は
ま
と
ま
っ
た
買
物
が
あ
る
と
、
伊
野
高
知
ま
で
で
か
け
る
。

農
協
や
役
場
の
用
事
は
楠
瀬
に
行
け
ば
ほ
と
ん
ど
用
が
足
り
る
。
病
気
の
時

は
楠
瀬
か
ら
医
師
を
よ
び
、
重
症
の
と
き
は
伊
野
の
保
健
病
院
に
入
院
す
る
。

墓
所
は
部
落
内
に
あ
る
。
供
養
や
法
事
の
と
き
は
、
西
谷
の
仏
性
寺
の
住
職

に
依
頼
す
る
。

　
こ
う
見
る
と
、
勝
賀
瀬
部
落
で
解
決
さ
れ
な
い
行
政
、
経
済
上
の
問
題
は
、

徒
歩
で
は
三
〇
分
の
楠
瀬
ま
で
行
け
ば
ほ
と
ん
ど
解
決
さ
れ
る
。
伊
野
や
高

知
へ
の
用
足
し
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
部
落
に
お
け
る
職
業
分
化
の
程

度
は
き
わ
め
て
低
い
が
、
交
々
の
発
達
は
他
地
域
へ
の
依
存
度
を
弱
め
、
よ

り
容
易
に
住
民
の
生
活
上
の
必
要
を
充
足
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
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移
住
者
　
の
　
母
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
土
地
所
有
と
階
層
　
長
原
比
・
弘
瀬
の
八
○
世
帯
の
う
ち
、
全
く
商
業
を

専
業
を
し
て
い
る
三
戸
を
除
け
ば
、
あ
と
の
七
七
世
帯
は
農
家
叉
は
兼
業
農

家
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
も
、
商
業
の
三
世
帯
に
し
て
も
自
ら
農
業
経
営
は

行
わ
な
く
と
も
山
林
や
畑
を
所
有
し
て
い
る
。

　
先
ず
水
田
保
有
か
ら
み
る
と
、
八
○
世
帯
の
水
田
保
有
面
積
は
一
二
九
反

九
で
、
そ
の
一
世
帯
当
り
平
均
水
田
所
有
は
一
反
六
強
と
な
る
。
叉
、
水
田

・
畑
・
山
林
・
宅
地
に
つ
い
て
所
有
非
所
有
別
を
み
れ
ば

　
水
田
な
し
三
九
、
畑
な
し
二
三
、
山
林
な
し
二
五
、
宅
地
な
し
一
九

と
な
り
、
更
に
田
畑
・
山
林
な
き
世
帯
が
一
九
、
田
畑
・
山
林
・
宅
地
な
し

が
一
三
と
な
る
。
水
田
所
有
四
二
　
の
平
均
所
有
面
積
は
三
反
一
七
で
あ
り
、

一
戸
の
最
高
は
八
反
0
、
最
低
が
0
反
二
で
あ
る
。

　
叉
水
田
所
有
四
一
戸
に
つ
い
て
み
る
と

　
　
、
．
ミ
ー
M
。
謹
　
　
　
　
　
塞
翁
酵
　
　
恒
性
圖
煎
　
　
一
国
叢
脹
剰
葺

H
河
峡
蟄

目
圓
～
。
。
薗

ω
痢
～
軌
陶

凱
知
虹
旨

。。＝まσ、

G
じ
●
曲

Go

ﾐ
●
O

幽
ら
9
・
軌

劇
毒
・
O

O
・
U
刈

鱒
・
鱒
笛

G
。
・
O
ひ

軌
．
○
○
刈

と
い
う
よ
う
な
階
層
性
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
勝
賀
瀬
の
山
村
的
な
性
格

か
ら
言
っ
て
、
水
田
の
所
有
面
積
が
そ
の
ま
ま
部
落
の
経
済
的
な
重
層
を
あ

ら
わ
す
と
い
う
こ
と
は
で
ぎ
ま
い
。
部
落
の
人
に
、
「
最
も
有
力
な
家
は
ど
こ

か
し
と
質
問
す
れ
ば
、
先
ず
水
田
と
並
ん
で
山
林
の
保
有
を
話
題
に
上
せ
る
。

む
し
ろ
、
水
田
よ
り
山
林
の
方
が
人
々
の
考
え
で
は
窟
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
水
田
所
有
面
積
の
比
重
は
、
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
山
林
所
有
の
比
重
と
な
る
こ
と
が
、
両
者
の
関
連
存
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
判
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
仮
り
に
水
田
の

地回

一戸当
り（坪）

　47．6

　39，0

　77．0

　85．5

118．1

所有戸
数

10

T
1
3
1
1
8

地

一戸当
り（反）

　1．14

　1．38

　1．76

　1．36

　3．69

畑林山

所有戸
数

15

U
1
4
1
1
8

一戸当
り（反）

　34．9

　40．7

　97．7

192．7

302．5

所有戸
数

世帯数
水田所有別
グループ

15

S
1
5
1
1
8

39

U
1
6
1
1
8

A
B

c

D
E

水田なし

1反未満

1～3反
3～5反
5反以上

所
有
か
ら
、
A
（
水
田
を
保
有
せ
ず
）
、

B
（
水
田
一
反
未
満
）
、
C
（
水
田
一
～

三
反
）
、
D
（
水
田
三
～
五
反
）
、
E
（
水

田
五
反
以
上
）
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
、
そ
の
山
林
・
畑
地
・
宅
地
の

平
均
所
有
面
積
を
比
べ
て
み
る
と
、
上

表
の
と
お
り
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
水
田
及
び
山
林
の
所
有

に
お
け
る
層
位
的
な
関
連
は
明
ら
か
で

あ
る
。
畑
地
・
宅
地
に
な
る
と
、
こ
の

層
位
的
な
関
連
は
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
い
。
こ
れ
は
、
ω
世
帯
主
が
勤
め
人

や
ワ
イ
ヤ
組
で
あ
る
場
合
に
、
た
と
え

水
田
・
山
林
が
少
な
く
と
も
主
婦
や
子

（82）



供
が
副
業
的
に
畑
作
を
や
る
者
が
多
い
こ
と
、
回
水
田
を
所
有
し
な
い
グ
ル

ー
プ
に
は
商
店
経
営
者
及
び
会
社
員
、
大
工
な
ど
の
兼
業
農
家
が
含
ま
れ
る

こ
と
、
四
右
の
事
情
が
宅
地
所
有
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
に
因
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
一
方
、
水
田
所
有
と
山
林
・
畑
地
・
宅
地
所
有
と
の
重
合
の
関

連
は
、
所
有
の
絶
対
戸
数
の
比
率
に
お
い
て
は
明
確
で
あ
る
。

　
A
群
に
あ
っ
て
は
畑
地
・
宅
地
を
所
有
す
る
者
の
グ
ル
ー
プ
戸
数
に
お
け

る
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
約
三
八
％
、
五
〇
％
で
あ
る
に
対
し
、
C
群
に
あ
っ
て

は
こ
の
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
八
二
％
弱
、
八
七
％
強
と
上
り
、
両
D
、
E
群
に

お
い
て
一
〇
〇
％
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
D
E
両
群
に
お
い
て
は
全
戸
が

山
林
・
畑
・
宅
地
を
所
有
す
る
が
、
こ
の
事
実
は
、
商
店
や
特
殊
の
兼
業
農

家
を
除
く
と
、
い
わ
ば
D
E
が
部
落
で
の
上
層
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
生
活
水
準
　
右
に
述
べ
た
水
田
・
山
林
の
所
有
に
お
け
る
層
位
別
グ
ル
ー

プ
A
B
C
D
E
の
各
群
を
、
家
畜
お
よ
び
生
活
器
具
と
の
関
連
に
お
い
て
見

る
こ
と
に
し
よ
う
。
山
羊
・
ト
リ
な
ど
の
小
家
畜
は
標
準
に
な
ら
な
い
が
、

富
裕
の
象
徴
と
し
て
牛
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
上
皇
に
お
け
る
所
有
率
は
A
B

で
は
皆
無
、
C
で
は
一
五
戸
の
う
ち
七
戸
、
D
は
一
一
戸
の
う
ち
八
戸
、
E

で
は
八
戸
全
戸
が
保
有
し
て
い
る
。

　
生
活
水
準
を
識
る
上
の
手
が
か
り
と
し
て
こ
こ
に
取
上
げ
た
種
目
だ
け
で

は
も
ち
ろ
ん
不
十
分
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

計

23

R
1
7
5
　
　
4
9
3
4
6
5

5
　
　
8
　
　
2
　
　
1
　
　
1
　
　
1

D群11戸E群8戸
（3～　（5反
　5反）　以上）

C群15戸
（1　．一v

　3反）

戸
）
6
反
満

干
－
未
B
（

A群39戸
（水田

　なし）

種目一別個数

8

3
　
　
1
05
　
　
8
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
1

8
2
　
3
2
　
9
9
1
4
1
3
1
1

7

8
　
　
7
5
1
2
　
　
3

6
　
　
　
　
3
　
　
2
　
　
5
　
　
　
　
1

1
1
2
6
　
　
2
0
1
3
2
6
4

畜
　
羊

　
牛

家
　
山

　豚
ト　リ

器　具
ラジオ

ン
車
輪
一
機
機
一
機

　
　
三
カ
　
　
　
タ

シ
転
↓
ヤ
穀
動
型
協

ミ
自
オ
リ
脱
発
小
ト
製

よ
う
。
農
村
の
生
活
改
善
－
そ
れ
は
近
代
化
的
な
偏
向
を
も
つ
も
の
で
あ

る
が
一
の
度
合
が
、
い
ち
お
う
生
活
水
準
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な

ら
ば
、
こ
の
表
に
示
さ
れ
た
ラ
ヂ
オ
ミ
シ
ン
自
転
車
な
ど
そ
れ
に
当
る
。
と

く
に
ラ
ヂ
オ
ミ
シ
ン
の
保
有
率
は
、
A
群
が
ら
E
群
へ
と
上
昇
の
α
q
冨
象
Φ
旨

を
示
し
て
い
る
。
動
力
農
機
具
に
い
た
っ
て
は
、
D
E
両
群
に
し
か
見
る
こ
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移
住
者
　
の
　
母
村

と
が
で
き
な
い
。
但
し
オ
ー
ト
三
輪
が
A
群
に
見
ら
れ
る
の
は
、
材
木
・
木

炭
商
を
こ
の
意
中
に
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
A
・
…
：
E
の
五
グ
ル
ー
プ
は
、
田
畑
・
山
林
・
宅
地
な
ど
不

動
産
の
所
有
、
家
畜
所
有
お
よ
び
生
活
器
具
所
有
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
顕
著
な
層
位
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
ら
各

層
の
、
農
業
以
外
の
職
業
的
な
関
連
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
A
及
び
B
群
　
水
田
を
全
く
所
有
し
な
い
か
、
所
有
し
て
も
一
反
未
満
と

　
　
い
う
こ
れ
ら
両
群
四
五
戸
は
次
の
よ
う
な
ス
テ
ー
タ
ス
宮
雪
島
に
分
類

　
　
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ω
木
材
・
木
炭
商
、
雑
貨
商
な
ど
商
業
で
生

　
　
計
を
立
て
て
い
る
者
が
少
く
と
も
五
戸
は
含
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
木

　
　
材
・
木
炭
商
の
場
合
は
、
「
金
主
的
」
性
格
を
も
つ
て
お
り
、
そ
の
資
力

　
　
か
ら
言
っ
て
、
ま
た
「
親
方
」
的
な
地
位
か
ら
言
っ
て
、
同
じ
A
B
群

　
　
の
他
の
四
〇
戸
か
ら
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
回
同
じ
く
A
B
群
に

　
　
は
会
社
員
、
官
公
職
員
な
ど
給
料
生
活
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
は

　
　
副
業
的
に
少
面
積
の
田
畑
を
耕
し
て
生
活
の
足
し
と
し
て
い
る
。
困
と

　
　
は
言
え
、
田
畑
や
山
林
も
な
く
、
専
ら
製
炭
、
ワ
イ
ヤ
組
で
生
計
を
支

　
　
え
て
い
る
貧
し
い
人
々
が
A
B
群
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
は
否
め
な

　
　
い
。
製
炭
や
ワ
イ
ヤ
組
に
も
出
ら
れ
な
い
人
は
日
傭
に
出
て
そ
の
日
暮

　
　
し
を
立
て
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
商
人
を
除
き
、
A
B
両
群
の
成
員

　
　
は
四
〇
戸
に
及
ん
で
、
部
落
の
約
五
割
を
占
め
て
い
る
事
実
は
注
目
に

　
値
す
る
。

　
C
及
び
D
群
　
水
田
所
有
一
反
～
三
反
が
一
五
戸
、
三
反
～
五
反
が
一
一

　
戸
、
合
せ
て
二
六
戸
の
農
家
が
こ
の
両
面
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

　
　
両
群
に
含
ま
れ
る
農
家
の
大
部
分
は
、
山
林
、
畑
地
、
宅
地
を
所
有
し

　
　
て
い
る
。
か
と
言
っ
て
田
畑
だ
け
で
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
の

　
　
は
余
り
に
も
明
白
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
で
「
自
作
農
」
と
よ
ぶ
こ
と
は

　
　
で
き
な
い
。
し
か
し
、
勝
賀
瀬
部
落
で
言
え
ば
こ
の
層
が
い
わ
ゆ
る
申

　
　
農
叉
は
自
作
農
の
層
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
層
の
人
々
も
ま
た

　
　
材
木
の
伐
採
・
搬
出
に
傭
わ
れ
、
製
炭
に
従
事
し
て
生
計
費
を
補
っ
て

　
　
い
る
が
、
製
炭
の
場
合
に
は
焼
子
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
己
所

　
　
有
の
山
林
で
炭
を
焼
く
こ
と
も
あ
る
。

　
E
群
　
こ
の
層
は
い
わ
ば
部
落
で
の
目
電
工
に
該
当
す
る
。
C
・
D
層
を

　
　
早
り
に
中
農
自
作
農
と
す
れ
ば
、
E
群
は
富
農
・
地
主
層
に
該
当
す
る

　
　
で
あ
ろ
う
。
材
木
・
製
炭
業
と
の
関
係
は
、
E
層
の
人
々
は
ヤ
マ
主
と

　
　
し
て
の
地
位
を
も
つ
て
い
る
。
ま
た
水
田
・
畑
地
の
所
有
面
積
か
ら
言

　
　
つ
て
も
、
食
料
の
自
給
が
可
能
な
層
で
あ
る
。
富
裕
な
農
家
を
象
徴
す

　
　
る
白
壁
の
蔵
や
牛
を
所
有
し
て
い
る
の
も
こ
の
層
で
あ
る
。

　
階
層
と
親
族
と
の
関
係
　
長
原
比
の
伊
藤
・
伊
東
、
弘
瀬
の
弘
田
、
両
地

域
に
分
呈
す
る
西
川
の
三
つ
の
同
姓
集
団
は
、
数
的
に
言
っ
て
A
…
…
E
の

五
グ
ル
ー
プ
に
・
王
流
を
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
E
グ
ル
ー
プ
の
八
戸
が
何
れ

（84）



庵
こ
れ
ら
三
集
団
に
属
し
て
い
る
。
伊
藤
・
弘
田
両
姓
に
お
い
て
は
、
オ
モ

ヤ
（
本
家
）
叉
は
シ
ン
タ
ク
と
呼
ば
れ
る
家
が
こ
の
E
群
に
属
す
る
こ
と
は
、

こ
こ
に
試
み
た
A
…
…
E
グ
ル
ー
プ
別
階
層
が
、
家
格
と
の
関
連
に
お
い
て

意
味
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
興
味
ぶ
か
い
事
実
は
、
材
木
商
、
木
炭
商
、
雑
貨
商
な
ど
農
業

以
外
の
専
業
の
分
野
が
、
伝
統
的
な
伊
藤
・
弘
田
両
姓
以
外
の
、
い
わ
ば
新

し
い
姓
の
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
商
人
の
な
か
に
は

西
川
姓
の
一
家
が
あ
る
が
、
こ
の
人
の
場
合
も
、
昔
か
ら
の
居
住
地
域
で
あ

っ
た
込
谷
か
ら
川
ロ
へ
と
移
動
し
、
更
に
弘
瀬
へ
と
転
住
す
る
う
ち
に
、
農

業
か
ら
商
業
へ
と
鮮
か
な
転
換
に
成
功
七
た
特
殊
な
例
で
あ
る
。

　
言
い
換
え
れ
ば
明
治
の
初
年
以
降
他
村
他
郷
か
ら
勝
賀
瀬
に
移
住
し
て
き

た
人
々
も
、
農
業
、
林
業
の
面
で
、
昔
か
ら
古
い
村
の
住
民
が
何
世
紀
か
か

か
っ
て
築
き
あ
げ
た
地
四
四
に
喰
い
こ
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
古
い
人
々
と
正
面
か
ら
競
争
す
る
必
要
の
な
い

新
た
な
職
業
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
生
活
基
盤
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

（
註
一
）
　
鈴
木
二
郎
（
編
）
「
都
市
と
村
落
の
祉
会
学
的
研
究
」
東
京
・
世
界
書
院
、

　
］
九
五
六
年
。
一
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
註
二
）
　
梶
原
子
治
、
前
掲
書
三
六
七
ペ
ー
ジ
。

（
註
三
）
　
桂
井
和
雄
、
前
掲
書
四
五
ペ
ー
ジ
。

　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

（
註
四
）
　
長
原
比
・
弘
瀬
の
調
査
当
時
の
現
住
世
帯
数
は
合
せ
て
一
〇
三
戸
で
あ

　
る
が
、
う
ち
数
世
帯
は
地
域
的
に
三
内
に
近
い
も
の
を
除
外
し
、
ま
た
調
査
当

　
時
不
在
、
調
査
票
不
回
収
な
ど
の
理
由
で
若
干
世
帯
が
調
査
洩
れ
と
な
り
、
実

　
際
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
の
は
八
○
戸
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
八
0
戸

　
の
う
ち
か
ら
、
移
住
者
の
親
族
や
留
守
世
帯
を
中
心
に
サ
γ
プ
ル
を
抽
出
し
て
、

　
面
接
調
査
を
施
行
し
た
。

三
、
移
り
行
く
入
々

　
二
、
三
男
の
行
方
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
広
く
言
え
ば
内
地
農
村
に
通
有
の

現
象
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
勝
賀
瀬
に
限
ら
れ
た
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か

し
勝
賀
瀬
に
お
け
る
二
、
三
男
の
問
題
の
特
殊
性
は
、
そ
の
山
村
と
し
て
の

性
格
に
根
ざ
し
て
い
る
。
狭
少
な
そ
の
田
畑
を
も
つ
て
し
て
は
年
々
増
加
す

る
人
口
に
包
容
限
度
が
あ
り
、
田
畑
の
分
配
・
相
続
に
あ
ず
か
れ
な
い
二
、

三
男
に
残
さ
れ
た
途
は
養
子
に
い
く
か
、
出
稼
ぎ
か
で
あ
っ
た
。
商
品
経
済

の
浸
透
と
と
も
に
、
や
が
て
村
人
は
自
給
経
済
の
ワ
ク
か
ら
脱
し
、
木
材
を

伐
り
炭
を
焼
い
て
現
金
に
代
え
、
こ
の
現
金
で
ま
た
戦
後
は
主
食
米
の
配
給

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
畑
の
な
い
二
、
三
男
も
、
三
子
と
な
っ
て
製

炭
業
に
従
事
し
、
ワ
イ
ヤ
組
の
材
木
搬
出
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の

資
を
得
る
途
が
開
か
れ
た
が
、
そ
れ
も
永
続
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
や

が
て
材
木
や
木
炭
の
た
め
の
原
木
が
不
足
を
告
げ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば

（85）



　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

再
び
二
、
三
男
の
問
題
が
一
つ
の
危
機
に
当
面
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
い
や
、

そ
の
危
機
は
す
で
に
お
と
ず
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
原
木
の
不
足
は
こ
こ
二
、

三
年
以
来
勝
賀
瀬
部
落
の
人
々
に
深
刻
な
憂
慮
を
生
み
つ
つ
あ
る
。

　
外
部
へ
の
転
出
・
移
住
の
気
運
は
こ
う
い
っ
た
危
機
感
を
契
機
と
し
て
醸

成
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
の
危
機
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
の
初
期
に

か
け
て
、
村
へ
の
交
通
路
の
伸
長
、
機
械
工
業
の
進
出
に
伴
う
手
工
業
的
な

紙
漉
き
の
衰
退
、
商
品
経
済
の
初
次
的
な
浸
透
な
ど
に
依
っ
て
起
さ
れ
た
部

落
の
自
給
体
制
の
崩
壊
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
「
外
地
」
へ
の
転

出
、
二
、
三
男
の
工
場
地
帯
へ
の
吸
収
や
製
炭
・
材
木
業
の
専
業
化
に
よ
っ

て
、
問
題
は
や
や
緩
和
さ
れ
た
が
、
そ
こ
へ
起
つ
た
の
が
第
二
の
危
機
、
つ

ま
り
戦
後
に
お
け
る
原
木
の
減
少
と
「
外
地
」
へ
の
途
の
閉
塞
で
あ
っ
た
。

　
　
初
期
の
移
住
者

　
高
知
県
は
古
く
か
ら
海
外
移
住
が
母
君
に
行
わ
れ
た
。
と
く
に
安
芸
郡
、

高
岡
郡
の
漁
村
、
、
仁
淀
川
中
流
以
上
の
農
村
か
ら
多
く
の
移
住
者
を
出
し
た
。

明
治
の
中
期
以
後
、
北
海
道
へ
の
内
地
移
住
が
行
わ
れ
、
次
い
で
朝
鮮
、
樺

太
、
台
湾
な
ど
へ
も
多
数
が
渡
っ
た
。
明
治
三
四
年
か
ら
昭
和
四
年
に
い
た

る
二
六
年
間
に
一
万
名
以
上
の
高
知
人
が
北
海
道
に
移
っ
て
い
る
。
明
治
の

末
期
に
は
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ
へ
の
移
住
が
、
そ
し
て
大
正
の
初
期
か
ら
昭

和
へ
か
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
が
軽
鴨
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
南
方
へ
の

移
住
も
決
し
て
少
く
は
な
い
。
大
正
一
一
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
に
、
カ
ナ

ダ
九
〇
名
、
北
ボ
ル
、
邪
オ
四
九
名
、
ハ
ワ
イ
三
九
名
、
キ
ュ
ー
バ
ニ
九
名
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
一
九
名
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
九
名
、
ペ
ル
ー
五
名
の
移
住
が
行

わ
れ
た
。
同
じ
期
間
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
者
は
八
二
〇
名
の
多
き
に
上

っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
「
国
策
」
の
波
に
乗
っ
て
、
満
州
へ
の
開
拓
移
民
或

は
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
の
移
住
が
行
わ
れ
、
終
戦
当
時
は
満
州
で
多
く
の

悲
劇
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
勝
賀
瀬
部
落
の
海
外
移
住
は
、
明
治
四
三
年
ご
ろ
、
ア
メ
リ
カ
へ

の
渡
航
者
が
皮
切
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
弘
田
姓
一
名
、
浜
田
姓
二
名
が
移

住
し
た
が
、
う
ち
一
人
は
帰
村
し
て
死
亡
、
一
人
は
帰
国
後
高
知
に
定
住
、

残
り
の
一
人
は
現
在
も
ア
メ
リ
カ
に
居
住
し
、
ホ
テ
ル
経
営
で
「
成
功
」
し

た
。　

次
い
で
数
年
を
経
て
、
大
正
三
年
ご
ろ
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
が
始
ま

り
、
同
じ
こ
ろ
外
地
へ
の
移
住
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
い
ま
勝
賀
瀬
出
身
の
者

で
、
外
地
生
活
の
経
験
の
持
主
を
調
べ
て
み
る
と
、

　
台
湾
　
大
正
七
年
ご
ろ
鉄
道
従
業
員
と
し
て
移
動
、
終
戦
後
に
引
揚
げ
た

　
　
者
二
戸
あ
り
、
二
戸
は
三
内
開
拓
地
に
入
植
し
、
他
は
日
傭
で
生
計
を

　
　
営
ん
で
い
る
。

　
朝
鮮
　
ほ
と
ん
ど
が
大
正
六
一
七
年
の
移
住
叉
は
出
稼
ぎ
で
、
全
部
で
五

　
　
戸
。
う
ち
三
戸
は
戦
前
に
帰
村
し
て
い
ま
は
製
炭
業
や
木
材
伐
出
し
に

（86）



　
　
従
事
、
二
戸
は
戦
後
引
揚
げ
て
一
戸
は
三
内
開
拓
地
に
居
住
し
て
い
る
。

　
満
州
　
い
わ
ゆ
る
「
満
州
グ
ミ
」
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
移
住
者
で
三

　
　
戸
。
　
一
戸
は
戦
後
帰
村
し
て
か
ら
・
王
人
が
死
亡
し
、
妻
子
は
再
び
ブ
ラ

　
　
ジ
ル
へ
渡
っ
た
。
一
戸
は
戦
後
主
人
が
死
亡
し
て
、
妻
の
み
帰
村
し
隠

　
　
居
ぐ
ら
し
を
し
て
お
り
、
他
の
二
　
は
満
州
に
残
留
し
て
消
息
不
明
と

　
　
な
っ
て
い
る
。

　
樺
太
　
約
四
〇
年
前
に
応
募
し
て
、
樺
太
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
者
が
、
二

　
　
戸
あ
っ
た
が
、
終
戦
と
な
っ
て
一
時
部
落
に
帰
っ
た
の
ち
、
再
び
北
海

　
　
道
に
赴
い
て
生
活
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
外
地
か
ら
の
引
揚
げ
者
は
、
多
く
は
帰
村
し
て
も
耕
す
べ
き

田
畑
も
な
く
、
開
拓
地
に
入
っ
た
り
製
炭
・
ワ
イ
ヤ
組
で
働
い
て
い
る
。

　
対
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
面
で
は
、
高
知
県
は
卿
名
も
の
先
覚
者
を
生
ん
で
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
計
画
移
住
の
創
始
者
で
、
「
移
民
の
父
」
と
い
わ
れ
た
水

野
竜
、
竹
村
移
民
会
社
の
竹
村
与
右
衛
門
、
海
外
植
民
学
校
を
主
宰
し
多
く

の
子
弟
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
送
り
、
自
ら
も
開
拓
地
に
骨
を
埋
め
た
崎
山
比
左
衛
、

サ
ン
パ
ウ
の
初
代
総
領
事
と
し
て
移
民
導
入
に
骨
折
つ
た
松
村
貞
雄
な
ど
、

そ
れ
に
あ
た
る
。
明
治
四
〇
年
に
皇
国
移
民
会
社
を
興
し
、
同
四
一
年
（
一

九
〇
八
年
）
に
第
一
回
移
民
を
笠
戸
丸
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
送
っ
た
水
野
竜
の
郷

土
で
あ
る
だ
け
に
、
高
知
県
下
で
は
そ
の
頃
か
ら
移
住
促
進
の
た
め
の
宣
伝

活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

　
部
落
の
者
で
当
時
を
回
顧
し
て
、

　
「
明
治
四
一
年
ご
ろ
、
村
に
移
民
の
宣
伝
の
た
め
、
高
知
か
ら
や
っ
て
き

　
た
。
自
分
も
誘
わ
れ
て
迷
っ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
。
百
円
あ
れ
ば
行

　
け
る
と
言
っ
て
た
が
、
当
時
百
円
の
金
を
調
達
で
き
た
の
は
、
村
で
も
中

　
以
上
の
人
た
ち
だ
っ
た
。
財
産
を
兄
弟
に
托
し
た
人
も
あ
っ
た
し
、
売
つ

　
た
者
も
い
た
。
行
っ
た
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
農
業
を
営
む
と
い
う
の
で
、
農
業

　
の
人
が
行
っ
た
が
、
申
に
は
炭
ヤ
キ
専
門
の
者
も
あ
っ
た
。
」

と
言
い
、
又
別
な
者
は
、

　
「
大
正
三
年
ご
ろ
も
移
民
熱
が
さ
か
ん
だ
っ
た
。
村
の
た
め
に
、
勝
賀
瀬

　
で
も
移
民
を
促
進
せ
ね
ば
な
ら
ん
と
の
声
が
高
か
っ
た
が
、
み
な
行
ぎ
た

　
い
と
思
っ
て
も
決
断
が
つ
か
な
い
。
当
時
の
村
長
は
一
さ
ん
の
父
だ
つ
た

　
が
、
村
の
移
民
熱
を
霞
め
る
に
は
先
ず
自
分
の
子
を
行
か
せ
る
、
と
言
つ

　
て
、
1
さ
ん
の
実
兄
が
渡
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」

と
も
語
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
大
正
三
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
弘
瀬
・
長
原
比
か
ら
六
世
帯

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
。
こ
れ
ら
六
世
帯
の
「
構
成
家
族
員
」
と
し
て
渡

航
し
た
単
独
青
年
数
名
が
あ
り
、
あ
と
で
部
落
か
ら
嫁
を
呼
寄
せ
て
い
る
の

で
、
い
わ
ば
一
〇
戸
の
移
住
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
姓
別
に
み
る
と
、

弘
田
姓
五
、
伊
藤
整
三
、
西
川
姓
一
、
岡
村
姓
一
と
な
っ
て
い
る
。
あ
と
か

ら
他
の
世
帯
に
養
子
縁
組
そ
の
他
の
形
式
に
合
流
し
て
渡
航
し
た
青
年
は
、
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初期移住者を出したH家の略譜第五図

前
に
移
住
し
た
者
の
兄
弟
に
当
る
者
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
初
期
移
住
者
の
う
ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
妻
を
失
っ
た
た
め
子
女
を
同

伴
し
て
帰
国
し
、
の
ち
死
亡
し
た
者
を
除
く
と
、
他
は
何
れ
も
ブ
ラ
ジ
ル
に

定
住
し
て
い
る
。
な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
定
住
し
た
初
期
移
住
者
と
部
落
の
近

親
者
と
の
あ
い
だ
に
は
、
戦
後
通
信
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
近
況
は

よ
く
識
ら
れ
て
い
る
が
、
弘
田
姓
の
者
の
申
に
は
、
終
戦
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お

け
る
日
系
人
コ
ロ
ニ
ア
の
混
乱
に
際
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
勝
組
」
に
く
み
し

戦
後
十
年
余
を
経
て
初
め
て
親
類
と
の
通
信
に
応
じ
た
と
い
う
一
例
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
初
期
移
住
者
の
な
か
で
、
戦
後
の
移
住
を
促
進
す
る
上
に

大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
N
氏
と
1
氏
で
あ
る
。
N
氏
は
大
正
6
年
ご
ろ
、

家
族
を
つ
れ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
。
部
落
で
は
田
畑
や
山
林
も
あ
り
、

中
流
の
農
家
で
あ
っ
た
が
、
製
炭
に
も
従
事
し
て
い
た
。
移
住
後
、
事
業
が

順
調
に
伸
び
た
と
も
思
わ
れ
、
約
二
〇
年
を
経
て
（
昭
和
十
一
年
ご
ろ
）
一

度
帰
国
し
、
こ
の
時
に
住
吉
神
社
の
鳥
居
を
寄
進
し
た
い
、
と
か
な
り
の
寄

附
行
為
を
行
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
終
戦
後
に
な
っ
て
神
社
が
荒
廃
し
、
こ
れ

が
修
復
工
事
の
た
め
部
落
会
か
ら
N
氏
に
援
助
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
間
も

な
く
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
送
金
が
あ
っ
た
。
現
在
、
住
吉
神
社
に
は
N
氏
の
寄
進

行
為
が
貼
出
し
て
あ
る
。
そ
の
N
氏
が
昭
和
三
〇
～
三
一
年
に
か
け
て
再
び

帰
郷
し
た
の
で
、
部
落
会
で
は
記
念
品
と
賞
状
を
贈
っ
た
。
氏
は
帰
郷
し
て

村
の
人
々
に
移
住
を
す
す
め
、
「
村
で
炭
ヤ
キ
を
や
る
だ
け
の
苦
労
を
か
く
ご
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し
た
ら
、
向
う
で
は
何
で
も
で
き
る
。
移
住
し
た
い
者
が
あ
れ
ば
自
分
が
呼

寄
せ
を
引
受
け
る
し
と
人
々
を
励
ま
し
た
。
　
「
成
功
者
」
N
氏
の
帰
郷
が
村

の
移
住
熱
を
煽
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ま
で
漠
然
と
考
え
ら

れ
て
い
た
移
住
の
可
能
性
が
一
つ
の
具
体
性
を
も
つ
て
部
落
の
人
々
を
刺
戟

し
た
。

　
1
氏
は
同
じ
く
大
正
3
年
ご
ろ
実
兄
の
家
族
に
同
行
し
て
移
住
し
、
の
ち

に
嫁
を
呼
寄
せ
た
。
N
氏
と
同
様
、
部
落
出
身
の
移
住
者
と
し
て
は
「
成
功

者
」
に
属
し
、
日
系
コ
ロ
ニ
ア
で
も
か
な
り
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
戦

後
は
や
は
り
部
落
の
親
族
に
移
住
を
す
す
め
て
い
た
。
勝
賀
瀬
の
戦
後
初
め

て
の
呼
寄
移
住
は
1
氏
の
斡
旋
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
戦
後
の
移
住

　
昭
和
三
〇
年
か
ら
翌
三
一
年
に
か
け
て
、
長
原
比
弘
瀬
の
地
域
か
ら
二
〇

世
帯
、
九
一
名
（
男
五
一
、
女
四
〇
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
。
1
氏
の

呼
寄
せ
で
妻
子
を
お
い
て
単
独
で
渡
航
し
た
ケ
ー
ス
を
除
く
と
、
こ
れ
ら
二

〇
世
帯
の
移
住
は
前
後
二
回
に
わ
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
三
〇
年

十
二
月
に
第
一
回
移
住
の
一
二
世
帯
五
三
名
（
男
三
〇
、
女
二
三
）
が
、
翌

一二

齡
N
五
月
に
八
世
帯
三
八
名
（
男
二
一
、
女
一
七
）
が
渡
航
し
た
。
こ
れ

ら
二
〇
世
帯
の
性
別
、
年
令
別
構
成
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
移
住
者
の
集
団
を
姓
か
ら
み
る
と
、
伊
藤
姓
一
〇
戸
、
西
川
姓
三
戸
、
弘

田
、
浜
田
、
高
橋
姓
各
二
戸
、
中
岡
姓
一
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

計
　
1
2
8
9
1
3
1
1
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7
6
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1
3
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16－20

21－25

26－30

31－35

36－40

41－45

46－50

51－55

56－60

61－65

66－70

　
移
住
へ
の
決
意
－
移
住
の
直
接
的
な
動
機
づ
け
と
し
て
は
、
既
述
の
と

お
り
、
「
成
功
者
」
N
氏
の
郷
里
訪
問
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
疑
う

余
地
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
繰
返
し
言
う
よ
う
に
、
部
落
の
人
々

に
移
住
を
決
意
さ
せ
る
基
本
的
な
動
因
と
な
っ
た
の
は
、
原
木
の
減
少
と
い

い
、
田
畑
の
狭
小
と
い
い
、
そ
の
他
山
村
と
し
て
の
勝
賀
瀬
の
性
格
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
生
活
の
困
難
と
そ
の
困
難
が
近
い
将
来
に
倍
加
さ
れ
て
い
く
こ

と
の
危
機
感
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
例
と
し
て
H
・
H
氏
（
二
七
才
）
の
場
合
を
み
よ
う
。
彼
は
N
氏
の
郷

里
訪
問
に
先
だ
ち
、
前
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
も
う
一
人
の
「
成
功
者
」
1

氏
と
文
通
し
、
こ
の
人
の
斜
旋
で
移
住
を
決
意
し
、
若
い
妻
子
は
あ
と
で
呼

寄
せ
る
こ
と
に
し
て
、
単
身
昭
和
二
九
年
に
渡
っ
た
。
H
家
は
オ
モ
ヤ
（
本

家
）
と
し
て
識
ら
れ
た
家
格
で
、
水
田
五
反
、
畑
地
一
・
五
反
、
山
林
二
〇

町
の
、
別
項
の
階
層
分
類
で
い
え
ば
少
く
と
も
E
群
に
含
ま
れ
る
農
家
で
あ

っ
た
。
隣
人
は
「
こ
の
付
近
で
は
大
し
た
モ
ノ
だ
つ
た
」
と
言
い
、
別
な
人
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移
住
者
　
の
　
母
村

は
、
　
「
資
産
が
あ
る
か
ら
何
も
海
外
に
出
る
必
要
は
な
か
っ
た
、
立
派
に
生

活
の
で
き
る
身
分
だ
つ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
彼
は
農
業
の
傍
ら
製
炭
も
や

っ
て
い
た
が
、
原
木
が
年
々
減
少
す
る
の
を
憂
え
て
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
先
細

り
だ
」
と
常
々
友
人
に
強
調
し
、
移
住
の
こ
こ
ろ
を
抱
い
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
H
氏
が
渡
航
し
て
後
も
急
に
は
移
住
熱
は
持
上
ら
な
か
っ
た
。
H
氏

の
通
信
は
楽
観
的
で
、
親
類
や
友
人
に
も
移
住
を
勧
め
て
来
た
が
、
部
落
で

は
半
信
半
疑
で
彼
の
手
紙
に
接
し
た
よ
う
だ
。
長
男
夫
婦
を
送
出
し
た
一
主

婦
（
五
〇
才
）
は
、

「
H
さ
ん
が
向
う
へ
渡
っ
た
こ
ろ
は
、
村
に
は
余
り
移
住
熱
は
な
か
っ
た
し
、

　
中
に
は
H
さ
ん
を
笑
う
人
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
N
さ
ん
が
成
功
し
て
帰

　
つ
て
来
て
、
色
々
話
を
し
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
H
さ
ん
を
笑
っ
て
い
た
人

　
も
急
に
移
住
す
る
気
に
な
っ
た
ん
で
す
。
初
め
は
H
さ
ん
の
手
紙
だ
つ
て

　
半
信
半
疑
で
し
た
。
私
も
長
男
夫
婦
が
行
く
と
言
出
し
た
と
き
は
反
対
し

　
た
の
で
し
た
。
ア
ト
ト
リ
だ
し
、
そ
れ
に
向
う
に
行
け
ば
死
ぬ
目
に
も
会

　
え
ん
と
思
っ
て
反
対
し
ま
し
た
。
ど
う
に
も
行
く
気
ら
し
い
の
で
、
し
ま

　
い
に
ア
キ
ら
め
た
の
で
す
が
、
そ
の
長
男
か
ら
い
ま
来
る
手
紙
を
み
る
と
、

　
こ
ん
ど
は
私
ま
で
行
ぎ
た
く
な
り
ま
す
。
」

と
語
っ
て
い
る
。
　
「
成
功
者
」
N
氏
の
帰
国
は
、
そ
れ
ま
で
H
氏
の
通
信
に

半
信
半
疑
で
あ
っ
た
人
々
が
、
や
が
て
移
住
を
決
意
す
る
ま
で
に
、
重
要
な

契
機
を
与
え
た
。
そ
し
て
移
住
志
望
者
が
何
人
か
あ
ら
わ
れ
る
と
、
．
あ
た
か

も
連
鎖
反
応
の
よ
う
に
、
次
々
と
移
住
を
希
望
す
る
も
の
が
出
て
き
た
。
こ

の
連
鎖
反
応
的
な
行
動
の
裏
づ
け
に
は
、
当
然
、
心
理
的
な
動
機
が
は
た
ら

い
て
い
る
。
個
人
的
な
行
動
が
曲
る
「
冒
険
」
を
意
味
す
る
場
合
で
も
、
そ

れ
が
集
団
的
な
行
動
と
な
れ
ば
同
じ
「
冒
険
」
の
リ
ス
ク
を
分
ち
あ
う
こ
と

に
依
っ
て
生
ず
る
一
つ
の
「
安
全
感
」
が
あ
る
。
移
住
者
の
集
団
行
動
は
、

こ
の
よ
う
な
「
安
全
感
」
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
移
住
志
望
者
が
多
数
で
て
来
る
と
、
「
勝
賀
瀬
の
分
村
を
つ
く
る

う
」
と
い
う
言
葉
が
人
々
の
口
の
上
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
「
分
村
」
と
い
う

言
葉
は
、
こ
の
「
安
全
感
」
を
裏
ず
け
る
以
外
に
は
、
さ
し
て
実
質
的
な
内

容
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
従
っ
て
移
住
の
動
機
と
し
て
人
々
が
列
挙
す
る
の
は
、
一
つ
の
「
理
論
ず

け
」
又
は
「
正
当
化
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
世
間
へ

の
正
当
化
で
あ
り
、
自
己
へ
の
理
論
ず
け
と
も
な
る
。
こ
う
し
て
移
住
に
対

す
る
態
度
の
決
定
が
連
鎖
反
応
的
に
行
わ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
移
住
の
動

機
は
類
型
化
さ
れ
て
い
く
。
勝
賀
瀬
の
人
々
が
移
住
の
動
機
と
し
て
説
明
す

る
と
こ
ろ
も
幾
つ
か
の
類
型
を
も
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
ω
手
狭
な
田
畑
で
は
子
供
へ
分
配
す
る
こ
と
も
で
ぎ
ず
、
か
と
言
っ
て
子

　
　
女
を
上
級
学
校
に
出
す
能
力
も
な
い
。
今
の
ま
ま
で
は
孫
子
の
代
ま
で

　
　
炭
ヤ
キ
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
広
い
土
地
に
行
っ
て

　
　
新
し
い
生
活
を
き
り
ひ
ら
い
た
方
が
よ
い
。
（
1
・
1
）

（90）



　
回
村
の
原
木
は
年
々
減
少
し
て
い
く
。
こ
の
ま
ま
で
推
移
し
た
ら
そ
の
う

　
　
ち
に
部
落
の
者
は
炭
ヤ
キ
も
で
き
ず
、
材
木
も
伐
れ
ず
に
仕
事
が
な
く

　
　
な
っ
て
し
ま
う
。
今
の
う
ち
に
部
落
の
一
部
が
移
住
す
れ
ば
、
残
っ
た

　
　
人
々
の
生
活
も
幾
ら
か
良
く
な
る
筈
だ
。
（
1
・
1
）

　
困
自
分
の
代
な
ら
ま
だ
子
供
へ
財
産
の
分
配
も
で
き
る
が
、
子
の
代
に
は

　
．
ど
う
な
る
か
。
裸
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
、
渡
航
す
る
費
用
も
な
く
な
る
。

　
　
今
の
う
ち
な
ら
田
畑
を
売
れ
ば
何
と
か
渡
航
準
備
も
で
き
る
。
　
（
M
．
・

　
　
H
）

と
言
っ
て
い
る
が
、
ω
、
四
は
村
の
中
農
の
考
え
方
を
打
出
し
た
も
の
で
あ

り
、
回
は
世
間
に
対
す
る
正
当
化
で
あ
る
。
事
実
、
移
住
し
て
い
っ
た
人
々

は
、
い
わ
ば
「
選
ば
れ
た
人
々
」
で
あ
っ
て
、
志
望
者
の
こ
と
ご
と
く
が
移

住
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
生
活
上
の
困
難
が
唯
一
の
移
住
動
機
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
田
畑
や
山
林
を
所
有
し
な
い
ワ
イ
ヤ
組
や
母
子
の
中
か
ら
こ

そ
、
よ
り
多
数
の
移
住
者
を
出
し
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
．
事
実
は
幾
ら
か
田

畑
や
山
林
を
も
つ
て
い
る
部
落
の
申
産
農
家
が
多
く
移
住
し
て
い
、
る
。

　
移
住
者
の
ψ
富
言
ψ
　
「
貧
乏
人
は
移
住
で
き
な
い
。
移
住
し
た
人
た
ち
は

多
か
れ
少
か
れ
、
財
産
も
ち
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
財
産
を
処
分
し
て

費
用
身
こ
し
ら
え
た
。
田
畑
だ
け
を
整
理
し
て
山
林
を
親
類
に
あ
ず
け
た
連

中
は
良
い
方
で
、
田
畑
で
足
ら
ん
人
た
ち
は
山
林
も
売
っ
た
」
一
と
い
う

或
る
村
民
の
話
は
、
移
住
し
た
人
々
の
。
。
8
す
①
8
ぎ
邑
。
。
。
訂
言
。
。
．
を
よ
く
要

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

約
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
〇
～
三
一
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
二
〇
世
帯
の
ほ
と
ん
ど
は

部
落
の
中
産
農
家
の
層
、
つ
ま
り
階
層
か
ら
言
え
ば
C
及
び
D
層
　
（
階
層
の

項
参
照
）
に
層
す
る
人
々
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
D
層
よ
り
E
層
に
属
す
る
と

思
わ
れ
る
も
の
が
二
世
帯
も
あ
っ
た
。
移
住
者
の
な
か
に
は
外
地
か
ら
の
引

揚
者
で
、
不
動
産
を
所
有
し
な
い
も
の
が
一
世
帯
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、

も
と
も
と
そ
の
家
が
部
落
で
の
申
産
農
家
の
層
に
属
し
、
移
住
の
際
に
も
近

親
の
入
達
が
経
済
的
な
援
助
を
行
っ
て
、
渡
航
準
備
費
を
整
え
て
や
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
移
住
者
は
ど
の
位
の
資
金
を
用
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
し

く
は
財
産
処
分
の
項
で
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
要
約
す
る
と
少
く
と
も
．
．
○

万
円
と
い
う
の
が
移
住
志
望
者
の
目
標
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
は
多
い
人

で
五
〇
～
六
〇
万
、
最
低
一
〇
万
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
三
〇
万
と
い

う
資
金
は
、
田
畑
山
林
を
所
有
し
な
い
A
層
や
B
層
で
は
、
ち
よ
つ
と
調
達

が
困
難
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
港
航
資
金
の
多
寡
は
移
住
の
形
態
と
関
連
す
る
。

い
わ
ゆ
る
自
営
開
拓
移
住
者
の
場
合
に
は
、
少
く
と
も
五
〇
～
八
○
万
ぐ
ら

い
の
資
金
が
な
い
と
営
農
資
金
に
不
足
す
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
公
募
雇
傭
移

住
者
や
呼
寄
せ
移
住
者
の
場
合
に
は
、
建
前
と
し
て
携
行
資
金
の
必
要
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
渡
航
準
備
費
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勝
賀
瀬
の
移

住
者
二
〇
世
帯
は
、
先
輩
－
氏
及
び
N
氏
の
呼
寄
せ
形
式
で
移
住
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
営
農
資
金
の
携
行
は
不
必
要
で
あ
っ
た
が
、
出
港
地
神
戸
ま
で
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移
住
者
　
の
　
母
村

の
旅
費
、
神
戸
滞
在
申
の
雑
費
、
支
度
費
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
主
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
渡
航
準
備
費
を
調
達
で
き
る
か
否
か
が
、
自
ず
と
移
住
志
望

者
の
グ
ル
ー
プ
を
限
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「「

純
C
ヤ
組
の
多
く
の
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
田
畑
も
何
も
な
い
人
た

　
ち
は
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。
第
一
に
身
許
引
受
人

　
〔
註
・
呼
寄
人
〕
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
な
い
Q
し
か
し
、
先
発
の
二
〇

　
戸
の
者
が
向
う
で
一
生
け
ん
め
い
に
働
い
て
信
用
を
取
っ
て
く
れ
た
ら
、

　
あ
と
の
無
資
力
の
者
も
行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
希
望
を
つ
な
い
で
い
ま

　
す
」
　
（
A
・
N
）

　
同
郷
出
身
の
先
輩
が
手
引
し
て
く
れ
る
か
ら
安
心
七
て
移
住
で
ぎ
る
が
、

そ
の
他
の
形
式
の
移
住
で
は
心
配
だ
一
と
い
う
疑
惑
が
部
落
の
人
々
に
あ

る
。
　
「
政
府
の
計
画
移
民
な
ら
資
金
も
要
ら
な
い
が
、
そ
う
だ
と
ア
マ
ゾ
ン

に
や
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
心
配
だ
」
と
い
う
。
第
一
回
（
昭
和
三
〇

年
）
渡
航
の
一
世
帯
で
一
〇
余
万
円
の
資
金
し
か
調
達
で
き
な
か
っ
た
者
か

ら
通
信
が
あ
っ
て
、
「
少
く
と
も
三
〇
万
円
は
用
意
し
な
い
と
船
内
の
小
遣
い

に
も
不
足
す
る
」
と
言
っ
て
来
た
こ
と
が
」
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
有
力
に

し
た
。

　
移
住
と
同
族
　
前
に
、
部
落
に
移
住
熱
が
お
こ
り
、
移
住
志
望
者
が
増
え

て
い
く
過
程
は
】
つ
の
連
鎖
反
応
に
似
て
い
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
こ
の
反

応
は
一
つ
の
定
向
性
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
】
つ
は
親
族
で
あ

三関族親
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る
。
長
原
比
で
も
弘
瀬
で
も
同
姓
集
団
の
成
員
は
多
か
れ
少
か
れ
血
縁
的
に

つ
な
が
っ
て
を
り
、
姓
が
ち
が
っ
て
も
部
落
の
人
々
は
ヒ
ツ
パ
リ
に
な
っ
て

い
る
が
、
移
住
熱
は
先
ず
親
族
集
団
の
な
か
で
連
鎖
反
応
を
起
す
。
と
く
に

戦
前
に
移
住
者
を
出
し
た
親
族
の
あ
い
だ
で
こ
の
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
い
。

い
わ
ば
「
類
を
よ
ぶ
」
現
象
と
も
い
え
よ
う
か
。
第
六
図
は
そ
の
一
例
で
あ

る
。
A
B
C
三
家
と
も
同
姓
で
、
も
と
も
と
血
縁
関
係
で
あ
る
。
先
ず
、
7

2
家
が
戦
前
（
大
正
六
年
．
こ
ろ
？
）
に
移
住
し
、
昭
和
三
〇
～
三
一
年
に
A
B

各
家
が
移
住
し
た
。
び
1
2
の
X
女
は
、
同
家
の
嫁
と
し
て
呼
寄
せ
ら
れ
、
7

1
家
の
養
女
と
「
し
て
家
族
構
成
を
し
て
渡
航
し
た
。
こ
の
X
女
の
外
に
も
、

村
出
身
の
初
期
移
住
者
の
家
へ
、
嫁
と
し
て
呼
寄
せ
ら
れ
た
者
が
二
名
い
る

が
、
何
れ
も
写
真
見
合
い
に
よ
る
結
婚
で
あ
る
。

　
　
母
村
へ
の
影
響

　
海
外
へ
の
移
住
が
母
村
へ
及
ぼ
す
影
響
の
一
つ
と
し
て
先
ず
挙
げ
ら
れ
る

の
は
、
移
住
者
の
所
有
し
て
い
た
不
動
産
が
ど
の
よ
う
に
し
て
処
分
さ
れ
る

か
、
そ
し
て
ど
の
層
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
か
、
で
あ
ろ
う
。
前
に
述
べ
た

よ
う
に
、
移
住
者
の
大
多
数
は
部
落
の
中
産
農
家
（
C
、
D
層
）
に
属
す
る

人
々
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
は
多
か
れ
少
か
れ
そ
の
所
有
に
係
る
田
畑
、
山

林
、
家
宅
な
ど
を
処
分
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
同
じ
申
間
層
の
な
か
で
も
、

わ
り
に
富
裕
な
者
は
田
畑
の
み
処
分
す
れ
ば
渡
航
準
備
費
が
調
達
で
き
た
の

　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

と住移第六図
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移
住
者
　
の
　
母
村

で
、
山
林
は
親
類
に
托
し
て
移
住
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
う
で
な
い
者
は
山

林
も
宅
地
も
処
分
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
ま
た
、
未
だ
親
か
ら
財
産
の
分

配
に
あ
ず
か
ら
な
か
っ
た
若
夫
婦
の
世
帯
で
は
、
親
兄
弟
か
ら
資
金
の
調
達

を
う
け
て
、
財
産
分
与
に
代
え
た
事
例
も
あ
る
。
と
く
に
土
地
の
狭
少
な
山

村
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
場
合
は
不
動
産
の
細
分
化
を
避
け
る
た
め
に
も
、

最
も
望
ま
し
い
解
決
方
法
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
移
住
者
か
ら
不
動
産
を
取

得
し
た
者
の
な
か
に
、
移
住
者
と
親
戚
に
当
る
者
の
多
い
こ
と
が
こ
の
よ
う

な
消
息
を
語
う
て
い
る
。
す
な
わ
ち
移
住
者
か
ら
財
産
を
取
得
し
た
も
の
は
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
八
O
世
帯
の
う
ち
の
二
〇
世
帯
で
、
こ
の
う
ち
移
住
者

と
単
に
隣
人
関
係
に
あ
っ
た
も
の
一
一
、
叔
伯
父
i
甥
、
従
兄
、
兄
弟
の
如

ぎ
親
族
関
係
の
も
の
九
、
と
な
っ
て
い
る
。

　
移
住
者
か
ら
不
動
産
を
取
得
し
た
者
は
、
家
屋
の
み
を
買
取
っ
て
、
伊
野

に
運
ん
だ
一
例
を
除
く
と
、
全
部
が
部
落
内
の
居
住
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

取
得
者
を
更
に
A
…
…
E
階
層
別
に
み
る
と
、
別
表
の
と
お
り
と
な
る
。

　
こ
の
表
を
み
て
判
る
よ
う
に
、
所
得
者
全
数
二
〇
戸
の
う
ち
、
A
層
で
は

僅
か
三
戸
、
B
層
に
は
皆
無
、
そ
し
て
C
D
E
各
層
に
集
中
す
る
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
A
B
層
は
、
商
人
を
除
い
て
全
部
で
四
〇
戸
を
算
し
、
従
っ
て

部
落
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
取
得
者
の
比
率
は
六
％
と
な
る
。
あ

と
の
四
〇
戸
を
含
む
c
D
E
層
で
は
、
取
得
者
は
↓
七
戸
を
占
め
る
か
ら
そ

の
層
成
員
に
お
け
る
比
率
は
三
四
％
と
な
る
。
も
と
も
と
移
住
者
そ
の
も
の

第八表　移住者からの不動産取得　（＊）

計EDCBA
＼＿　　層　別
　　　x一．．．x．

種　別　　＼
20

12

7．85

　　7

2．73

　6

27．0

6
劔

4
　
　
4

踊
2
吸
2
㎜
2
鵬

，
4
”
，
聡
、
お
－
蜘

6
4
漏
－
・
。
2
編
－
蜘

3

2
3
3

　
α

2
恥

数
数
風
病
丁
数
反
っ

者
　
颪
　
嵐
　
劉

　
　
件
面
子
至
嘱
一

得

三
階
　
畑
　
蠕

　　　件　　数
宅地
　　　面積（坪）

（＊）層別については階層の項を参照Q

が
C
D
E
層
に
属
す
る
か
ら
、
そ
の
財
産
が
親
族
へ
の
譲
渡
を
通
じ
て
こ
れ

ら
各
層
に
取
得
さ
れ
る
傾
向
は
い
ち
お
う
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
と
に
か

く
移
住
者
の
残
し
て
い
く
不
動
産
が
、
部
落
の
中
以
上
の
家
に
集
中
す
る
と

い
う
事
実
は
否
め
な
い
。

　
財
産
の
処
分
は
微
妙
な
感
情
問
題
を
起
し
や
す
い
。
村
を
去
っ
て
行
く
者

か
ら
は
「
足
許
を
狙
わ
れ
て
」
二
東
三
丈
に
売
り
わ
た
し
た
、
と
い
う
不
平

が
出
る
。
勝
賀
瀬
の
場
合
も
、
高
知
の
新
聞
が
取
上
げ
て
記
事
に
し
た
の
で
、
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部
落
内
や
県
の
移
住
事
務
関
係
者
に
波
紋
を
投
じ
た
。
部
落
の
有
志
は
「
出

て
い
く
人
達
の
財
産
の
処
分
は
隣
組
や
親
類
で
よ
く
世
話
を
し
た
。
大
体
は

妥
当
な
と
こ
ろ
に
落
着
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
い
ま
、
財
産
の
取
得
者
が
、
ω
隣
人
で
あ
る
場
合
と
、
回
親
類
（
兄
弟
、

伯
叔
父
－
甥
、
従
兄
弟
）
で
あ
る
場
合
に
分
け
て
、
そ
の
売
買
価
格
を
み
よ

（
四
）

う
。
先
ず
水
田
で
は
、
ω
の
取
得
値
段
は
平
均
反
当
四
三
万
七
干
円
弱
、
回

の
親
族
に
よ
る
取
得
と
な
る
と
反
当
一
八
万
四
千
強
を
示
し
て
い
る
。
畑
地

に
な
る
と
、
ω
が
反
当
一
二
万
六
千
、
回
が
同
じ
く
反
当
二
〇
万
と
な
る
が
、

こ
の
場
合
の
回
は
一
件
の
み
で
標
準
と
は
し
が
た
い
。
宅
地
で
は
家
屋
を
含

め
て
、
ω
が
坪
当
り
四
千
二
百
円
、
回
が
一
千
七
百
円
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
宅
地
だ
け
な
ら
ば
、
部
落
で
の
標
準
価
格
は
坪
七
〇
〇
円
ぐ
ら
い
と
い

う
。
水
田
の
反
当
四
〇
坪
四
〇
余
万
と
い
う
の
が
目
を
惹
く
が
、
山
村
に
お

け
る
水
田
の
「
稀
少
価
値
」
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
山
林
に
い
た
っ
て
は
、
ヤ
マ
の
状
態
に
応
じ
て
草
草
毎
に
値
段
が
決
め
ら

れ
る
。
移
住
者
に
と
っ
て
は
林
野
の
処
分
が
最
も
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
芽

が
出
た
ば
か
り
の
ヒ
ゲ
山
や
伐
つ
た
ば
か
り
の
バ
グ
山
で
は
、
約
二
〇
年
も

お
か
な
い
と
、
手
間
ば
か
り
か
か
っ
て
、
収
入
が
な
い
の
で
仲
々
買
手
が
つ

か
な
い
。
だ
か
ら
、
ヒ
グ
や
バ
グ
は
親
類
に
あ
ず
け
て
移
住
す
る
者
が
多
い
。

家
屋
の
処
分
も
山
林
に
次
い
で
困
難
で
あ
る
。
宅
地
は
と
も
か
く
、
家
屋
を

引
取
っ
て
も
多
く
の
農
家
で
は
使
い
途
が
な
い
し
、
家
屋
を
所
有
し
な
い
者

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

は
た
と
え
欲
し
く
て
も
買
う
資
力
に
乏
し
い
。
そ
こ
で
部
落
外
か
ら
買
手
が

来
て
引
取
る
場
合
は
よ
い
が
、
さ
も
な
い
と
取
り
こ
わ
し
て
し
ま
う
。

　
移
住
に
対
す
る
人
々
の
態
度
・
海
外
へ
の
移
住
が
果
し
て
母
村
に
ど
の
よ

う
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
か
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
質
問
に
対
す
る
答
は
、
幾

つ
か
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
移
住
を
実
行
し
た
人
々
お
よ
び

移
住
を
予
定
し
て
い
る
人
々
は
、
部
落
の
住
民
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

材
木
・
木
炭
の
原
木
の
不
足
が
緩
和
さ
れ
、
従
っ
て
部
落
民
の
将
来
の
生
活

の
保
障
が
そ
れ
だ
け
強
め
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
を
主
張
す
る
が
、

あ
と
に
残
留
す
る
人
々
は
必
ず
し
も
こ
の
主
張
を
確
認
し
な
い
。
言
を
換
え

れ
ば
、
部
落
が
お
か
れ
て
い
る
】
般
的
な
状
況
と
い
う
次
元
に
お
い
て
は
、

移
住
は
部
落
に
有
利
な
も
の
、
促
進
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
人

々
が
個
々
の
立
場
か
ら
発
言
す
る
時
に
は
、
個
人
的
な
利
害
が
絡
み
あ
っ
て
、

移
住
必
ず
し
も
恩
恵
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
、
と
の
意
見
が
生
れ
る
。

　
例
を
引
こ
う
。
　
「
成
功
者
」
N
氏
は
約
二
〇
年
毎
に
郷
里
を
訪
問
し
、
二

回
に
わ
た
っ
て
部
落
の
た
め
に
寄
付
行
為
を
し
た
。
最
初
は
神
社
の
鳥
居
と

石
造
の
コ
で
犬
の
建
造
を
寄
進
し
、
二
回
目
は
神
社
の
修
復
工
事
に
あ
る
金

額
を
寄
進
し
た
。
こ
の
寄
付
行
為
は
部
落
の
人
々
に
依
っ
て
銘
記
さ
れ
て
い

る
が
、
二
回
目
の
帰
郷
の
と
き
は
、
N
氏
の
親
戚
は
い
ろ
い
ろ
恩
恵
を
得
た

け
れ
ど
も
、
部
落
へ
の
寄
付
行
為
は
な
か
っ
た
。
部
落
で
は
寄
付
行
為
を
期
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移
住
　
者
　
の
　
母
　
村

鋭
し
て
、
N
氏
滞
在
中
の
世
話
を
し
た
り
表
彰
し
た
り
し
た
が
、
そ
の
期
待

は
裏
切
ら
れ
た
、
と
い
う
意
味
の
発
言
す
ら
調
査
中
に
聞
か
れ
た
。
そ
れ
で

も
N
氏
は
良
い
方
で
、
部
落
出
身
の
他
の
初
期
移
住
者
は
こ
れ
と
言
っ
て
部

落
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
、
と
一
部
の
人
々
は
い
う
。
郷
土
出
身
の

先
輩
N
氏
や
1
氏
の
斡
旋
で
部
落
か
ら
の
移
住
の
途
が
聞
か
れ
た
点
に
言
及

し
た
人
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
部
落
の
人
々
の
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
Q

　
ω
「
移
住
は
村
の
生
活
を
楽
に
す
る
」
。
　
人
間
が
増
え
る
と
部
落
の
仕
事

　
　
が
な
く
な
る
。
原
木
が
減
る
。
だ
か
ら
海
外
移
住
は
村
の
為
に
な
る
と

　
　
い
う
考
え
方
。
こ
れ
は
主
と
し
て
部
落
の
有
志
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
。

　
回
「
移
住
は
村
の
為
に
も
当
事
者
の
た
め
に
も
な
る
」
。
　
移
住
し
た
者
か

　
　
ら
の
通
信
だ
と
、
向
う
で
の
生
活
の
方
が
楽
だ
と
い
う
。
行
け
る
人
は

　
　
行
っ
た
方
が
為
に
な
る
。
昔
と
ち
が
っ
て
何
も
故
郷
の
土
を
恋
し
が
る

　
　
必
要
は
な
い
か
ら
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
村
か
ら
出
て
行
っ
て
新
し
い
生

　
　
活
を
き
ず
い
た
方
が
よ
い
、
と
い
う
考
え
方
。
こ
れ
は
主
と
し
て
移
住

　
　
者
の
近
親
に
当
る
者
、
近
い
将
来
に
移
住
し
た
い
と
の
希
望
を
も
つ
て

　
　
い
る
人
々
の
意
見
で
あ
る
。

　
㈲
「
移
住
必
ず
し
も
村
を
潤
さ
な
い
」
。
　
移
住
者
の
も
っ
て
い
た
山
林
や

　
　
田
畑
は
や
は
り
モ
ノ
持
の
手
に
握
ら
れ
る
か
ら
、
他
の
者
に
は
大
し
て

　
　
利
益
は
な
い
。
原
木
の
問
題
だ
つ
て
、
今
の
よ
う
に
他
県
の
金
主
が
ヤ

　
　
マ
を
買
っ
た
り
、
他
所
の
炭
ヤ
キ
が
這
入
り
こ
ん
で
来
る
の
で
は
部
落

　
　
の
者
は
潤
わ
な
い
。
　
「
行
く
、
行
か
な
い
で
別
に
他
の
者
に
関
係
は
な

　
　
い
」
と
い
う
考
え
方
。
こ
れ
は
材
木
の
ワ
イ
ヤ
組
や
製
炭
業
の
人
々
か

　
　
ら
多
く
聞
か
れ
る
。

　
国
「
移
住
の
話
は
余
り
ア
テ
に
な
ら
な
い
」
。
「
行
っ
た
者
は
い
い
話
ば
か

　
　
り
聞
い
て
乗
気
に
な
っ
た
ん
だ
が
、
余
り
ア
テ
に
な
ら
ん
」
。
「
み
ん
な

　
　
自
分
が
行
っ
た
ら
自
分
の
た
め
に
な
る
け
ん
と
思
う
て
じ
ゃ
。
わ
し
の

　
　
伜
な
ど
行
き
た
い
ゆ
う
者
は
お
ら
ん
」
。
　
こ
う
い
う
意
見
は
、
移
住
し

　
　
た
く
と
も
移
住
で
き
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
人
た
ち
、
つ
ま
り
階

　
　
層
で
い
え
ば
A
、
B
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者

　
　
が
部
落
会
主
催
の
講
話
会
で
話
を
し
た
と
き
、
聴
衆
の
な
か
の
】
青
年

　
　
か
ら
質
問
が
あ
っ
て
、
「
郷
里
出
身
の
先
輩
が
村
の
者
を
連
れ
て
い
く
の

　
　
は
向
う
に
行
っ
て
か
ら
安
い
賃
銀
で
搾
取
を
す
る
、
言
っ
て
み
れ
ば
昔

　
　
の
支
那
の
タ
リ
ー
み
た
い
に
使
役
す
る
と
い
う
噂
が
あ
る
が
、
実
際
は

　
　
ど
う
か
」
と
訊
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
移
住
者
か
ら
の
現
地
通
信
が
、
部
落
の
人
々
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
に
解
釈

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
通
信
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
言
崔
§
自
が
行
わ

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
移
住
者
か
ら
そ
の
近
親
の
者
や
友
人
に
通
信
が
あ
る
と
、

手
紙
は
親
類
の
あ
い
だ
叉
は
隣
組
の
あ
い
だ
で
回
覧
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
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い
て
噂
が
流
れ
る
。
筆
者
が
見
せ
て
も
ら
っ
た
書
信
類
が
、
あ
る
も
の
は
判

読
で
き
な
い
ま
で
に
雛
に
な
り
手
垢
で
汚
れ
て
い
た
の
は
、
い
か
に
大
き
な

関
心
を
も
つ
て
現
地
通
信
が
部
落
の
人
々
に
読
ま
れ
て
い
る
か
の
証
左
で
あ

ろ
う
。
個
人
々
々
の
態
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
絡
ん
で
、
移
住
に
対

す
る
態
度
に
大
き
な
偏
差
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
態
度
が
暇
。
に
せ
よ
、

8
工
法
に
せ
よ
、
部
落
の
人
々
が
異
常
な
ま
で
の
関
心
を
こ
の
問
題
に
寄
せ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
移
住
す
る
人
々
へ
の
嫉
視
或
は
反
感
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
タ
タ
リ
の
流

言
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
三
〇
年
こ
の
方
、
移
住
を
希
望
し
計
画
し
て
い

る
家
族
の
な
か
で
、
家
長
が
三
人
も
〃
ヌ
ク
た
”
　
（
死
亡
し
た
）
こ
と
で
あ

る
。
三
人
の
世
帯
主
の
死
に
つ
い
て
は
、
そ
の
死
因
も
病
名
も
判
つ
き
り
し

て
い
る
が
、
部
落
で
は
「
村
を
捨
て
て
ゆ
く
者
に
対
し
て
、
先
祖
の
神
々
が

怒
っ
た
の
だ
」
そ
の
タ
タ
リ
が
あ
っ
た
と
い
う
流
言
が
か
な
り
根
づ
よ
く
部

落
の
な
か
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
の
社
会
か
ら
離
脱
し
、
移
住
し
て
い
く
人
々
に
対
し
て

部
落
の
者
は
微
妙
な
反
応
を
示
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
底
流
と
は
別
に
、
離

脱
し
て
い
く
者
へ
の
集
団
と
し
て
の
行
動
は
、
き
わ
め
て
儀
礼
的
な
性
格
を

帯
び
て
い
る
。
第
一
次
の
移
住
（
昭
和
三
〇
年
）
の
際
は
、
カ
ド
デ
（
門

出
）
と
饒
別
が
派
手
に
行
わ
れ
た
。
カ
ド
デ
の
祝
い
に
は
親
類
と
隣
組
が
集

ま
り
、
お
祝
い
と
し
て
三
〇
〇
円
包
ん
だ
。
饅
別
は
部
落
の
全
員
が
二
〇
〇

　
　
　
　
移
住
者
　
の
　
母
村

円
ず
つ
移
住
者
の
家
族
に
お
く
り
、
出
発
の
と
き
は
バ
ス
の
停
留
場
ま
で
部

落
総
出
で
見
送
り
を
や
っ
た
。
第
二
回
（
昭
和
三
一
年
）
の
と
き
は
、
ま
と

め
て
小
学
校
の
校
舎
で
送
別
会
を
催
し
、
男
二
〇
〇
円
、
女
一
〇
〇
円
の
会

費
で
ま
か
な
っ
た
。

　
移
住
者
の
通
信
　
移
住
し
た
人
達
の
現
地
通
信
は
、
移
住
先
の
風
土
・
社

会
と
の
接
触
が
進
行
す
る
に
伴
っ
て
、
そ
の
社
会
的
な
順
応
蓉
8
日
。
畠
ま
昌

と
環
境
へ
の
適
応
僧
品
番
9
。
賦
8
の
過
程
を
識
る
上
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の

で
あ
る
が
、
私
信
の
閲
覧
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
筆
者
は
勝
賀
瀬
で

何
れ
も
昭
和
三
二
年
に
現
地
か
ら
発
信
さ
れ
た
私
信
七
通
に
目
を
通
し
た
に

す
ぎ
な
い
。

　
移
住
者
は
、
そ
の
母
村
に
在
住
し
て
い
た
と
き
に
そ
の
社
会
生
活
を
律
し

て
い
た
多
く
の
規
範
か
ら
離
脱
す
る
け
れ
ど
も
、
自
ら
が
担
っ
て
い
る
行
動

様
式
や
文
化
要
素
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
母
村
で
の
階
層

的
な
背
景
か
ら
離
れ
て
、
経
済
的
に
同
一
水
準
化
の
行
わ
れ
た
移
住
者
相
互

の
あ
い
だ
に
は
、
移
住
先
で
の
新
た
な
競
争
が
展
開
さ
れ
る
。
と
く
に
移
住

者
の
集
団
が
同
郷
出
身
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
族
へ
の
つ
な
が
り
の
意
識
或

は
母
村
の
人
々
の
「
目
」
を
意
識
し
て
、
こ
の
競
争
は
更
に
拍
車
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
移
住
者
の
現
地
通
信
は
、
同
じ
集
団
の
他
の

移
住
者
に
対
す
る
立
場
や
母
村
の
人
々
に
対
す
る
効
果
を
意
識
し
て
行
わ
れ
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移
住
者
　
の
　
母
村

る
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　
そ
の
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
は
、
「
せ
め
て
人
並
み
に
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

勝
賀
瀬
か
ら
の
移
住
者
で
、
A
市
近
傍
の
コ
ー
ヒ
ー
園
地
帯
に
雇
傭
移
民
と

し
て
配
置
さ
れ
た
小
グ
ル
ー
プ
は
、
現
地
生
活
を
始
め
て
か
ら
一
年
経
た
な

い
う
ち
に
、
土
地
の
購
入
を
行
っ
た
。
そ
の
一
人
は
、

「
勝
賀
瀬
出
身
の
今
次
渡
伯
者
は
皆
一
〇
ア
ル
ケ
ー
ル
購
入
し
ま
し
た
。
開

　
呈
す
る
の
は
先
ず
二
～
三
年
先
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
金
さ
え
あ
れ
ば
人
並

　
に
買
入
れ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
の
半
分
に
止
め
ま
し
た
。
人
の
半
分

　
で
は
成
功
も
人
の
半
分
か
と
心
痛
し
ま
す
が
こ
れ
も
致
し
方
あ
り
ま
す
ま

　
い
。
」
、

と
し
て
人
並
み
に
で
き
ぬ
こ
と
を
嘆
き
、
村
に
残
留
し
た
兄
弟
を
呼
び
た
い
、

そ
う
す
れ
ば
土
地
も
人
並
に
一
〇
ア
ル
ケ
ー
ル
購
入
し
よ
う
、
と
親
許
に
提

案
し
て
い
る
。
　
「
人
並
み
に
」
と
い
う
こ
と
は
現
地
に
着
く
ま
え
、
す
で
に

神
戸
の
移
住
あ
っ
せ
ん
所
で
は
じ
ま
る
。
携
行
品
の
購
入
や
衣
料
の
新
調
な

ど
で
予
定
以
上
の
準
備
費
を
使
う
と
い
う
結
果
を
招
く
。

　
母
村
の
同
族
集
団
か
ら
個
人
が
享
受
し
て
い
た
相
互
的
な
保
障
は
、
移
住

先
の
生
活
で
は
期
待
さ
れ
な
い
。
親
族
集
団
や
隣
組
か
ら
得
て
い
た
保
障
や

連
帯
性
を
償
う
手
段
と
し
て
、
家
族
内
の
結
合
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
郷

里
か
ら
家
族
の
者
や
親
族
を
呼
び
よ
せ
て
、
安
定
感
を
強
化
し
よ
う
と
考
え

る
。
T
N
家
で
は
長
男
夫
婦
が
移
住
し
た
の
で
、
あ
と
に
残
っ
た
母
親
は
大

阪
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
二
男
夫
婦
を
呼
び
か
え
し
て
百
姓
を
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
が
、
長
男
夫
婦
か
ら
頻
り
に
母
ど
弟
夫
婦
に
移
住
し
て
こ
い
、
と

勧
め
の
手
紙
が
く
る
。

「
息
子
か
ら
良
い
け
に
来
い
、
良
い
け
に
来
い
、
と
ビ
ッ
シ
リ
手
紙
が
き
ま

　
す
。
決
し
て
心
配
す
る
な
、
苦
労
し
て
カ
ラ
イ
モ
を
む
し
る
よ
う
な
こ
と

　
は
さ
せ
ん
け
に
来
い
、
こ
っ
ち
で
ノ
ン
ビ
リ
孫
の
子
守
で
も
し
て
ぐ
れ
、

　
と
い
い
ま
す
。
兄
弟
そ
ろ
う
と
気
分
が
良
い
か
ら
弟
夫
婦
も
来
い
と
言
い

　
ま
す
。
」

と
そ
の
母
は
語
っ
て
い
る
。
別
な
若
夫
婦
は
、
や
は
り
両
親
あ
て
の
便
り
で
、

「
勝
賀
瀬
で
百
姓
や
炭
ヤ
キ
を
す
る
く
ら
い
な
ら
、
こ
っ
ち
の
方
が
良
い
。

　
お
父
さ
ん
方
は
渡
伯
の
意
志
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
父
さ
ん
方
が
む
つ
か

　
し
い
な
ら
弟
た
ち
を
よ
こ
し
て
下
さ
い
。
兄
弟
力
を
合
せ
て
、
働
け
ば
…
…

　
位
の
資
産
を
つ
く
る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
に
態
度
を
き
め

　
て
下
さ
い
。
来
て
も
絶
対
に
苦
労
を
か
け
ま
せ
ん
。
二
i
－
三
人
来
て
も
今

　
年
の
米
で
食
う
こ
と
に
欠
き
ま
せ
ん
の
で
心
配
な
く
。
こ
こ
は
町
に
近
い

　
の
で
、
弟
た
ち
が
学
校
へ
行
く
に
も
不
自
由
は
し
ま
せ
ん
。
人
口
約
三
万

　
ぐ
ら
い
の
町
で
、
日
本
人
も
尊
母
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
来
て
言
葉
を
お

　
ぼ
え
て
い
く
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
す
。
」

と
、
部
落
に
残
留
し
た
家
族
の
移
住
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
族

結
合
へ
の
期
待
は
、
更
に
ワ
ク
を
ひ
ろ
げ
る
と
、
「
村
の
復
元
」
へ
の
願
望
に
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も
通
じ
る
。
部
落
出
身
の
移
住
者
が
、
ま
だ
集
団
居
住
を
営
ん
で
い
け
る
と

こ
ろ
で
は
、

「
私
の
と
こ
ろ
も
今
度
は
〔
後
続
の
移
住
者
た
ち
が
来
た
の
で
〕
大
分
賑
や

　
か
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
勝
賀
瀬
が
で
き
た
み
た
い
で
す
。
ち
よ

　
つ
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
た
よ
う
な
気
が
し
な
い
の
も
当
り
前
で
す
…
…
。
」

と
一
青
年
が
母
村
に
の
こ
し
た
祖
母
に
書
送
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族

の
合
流
・
村
の
両
親
へ
の
願
望
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
や
が
て
薄
ら

い
で
い
き
、
移
住
地
社
会
の
新
し
い
瑛
境
へ
の
順
応
が
進
行
し
て
い
く
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
ま
た
移
住
者
が
母
村
の
社
会
的
な
絆
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
新
し
い

社
会
に
根
を
下
し
て
い
く
道
程
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

（
註
一
）
　
毎
日
新
聞
編
「
経
済
風
土
記
」
、
四
国
の
巻
、
昭
和
5
年
、
四
四
一
ペ
ー

　
ジ
。

（
二
二
）
　
同
上
。

（
三
三
）
　
一
九
五
七
年
七
月
、
神
戸
大
学
南
米
研
究
会
が
神
戸
移
住
あ
っ
せ
ん
所

　
で
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
A
開
拓
移
住
者
、
B
公
募
（
雇
傭
）
移
住

　
者
、
C
呼
寄
移
住
者
の
順
位
で
携
行
資
金
を
も
つ
て
お
り
、
A
で
は
五
〇
～
八

　
○
万
、
B
で
は
三
〇
1
四
〇
万
、
C
で
は
三
〇
万
ま
で
と
い
う
結
果
が
出
た
。

（
二
四
）
　
金
銭
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
調
査
等
し
ば
し
ば
困
難
を
感
じ
た
。
各

　
世
帯
の
現
金
収
入
に
つ
い
て
の
調
査
も
、
質
問
票
に
よ
っ
て
は
信
頼
で
き
る
デ

　
ー
タ
は
収
集
で
き
ず
、
も
つ
ば
ら
面
接
に
よ
っ
た
。
不
動
産
売
買
に
つ
い
て
も

　
同
様
で
、
面
接
に
よ
っ
て
確
か
め
得
な
い
場
合
も
何
件
か
あ
っ
た
。
こ
こ
に
掲

　
げ
る
も
の
は
信
頼
で
き
る
事
例
の
み
に
煽
ぎ
、
不
確
実
な
も
の
は
除
外
し
た
。
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国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

1
後
進
国
投
資
の
効
果
の
事
例
的
研
究
f

藤

田

正

寛

　
　
　
目
　
　
　
　
次

一、

?
煦
鼾
総
ﾛ
金
融
政
策
の
目
標

二
、
国
際
金
融
問
題
と
し
て
の
ド
ル
問
題

三
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
投
資
の
形
態
と
そ
の
特
徴

四
、
資
本
輸
出
と
経
済
成
長
の
関
連

五
、
後
進
国
へ
の
資
本
輸
出
と
そ
の
経
済
的
効
果
ー
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
場
合

山ハ

A
・
繕
隅
　
　
　
昌
＝
口

　
「
ド
ル
は
ジ
レ
ン
マ
す
る
」
と
か
「
ド
〃
の
打
樹
て
た
世
界
は
絶
叫
す
る
」
と
か

の
表
現
が
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
投
資
の
効
果
を
物
語
っ
て
い
る
が
一
九
世
紀
に

於
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
帝
国
よ
り
今
世
紀
の
ド
ル
帝
国
へ
の
世
界
経
済
の
変
貌

は
資
本
輸
出
の
形
態
を
も
根
本
的
に
性
格
の
異
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
中
南
米
、
申
近
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
極
東
、
西
ア
フ
リ
カ
は
所
謂
未
開
発
地
域
と

　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

し
て
無
限
の
富
を
内
に
秘
め
て
眠
っ
た
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
加
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
開
発
投
資
の
経
済
的
効
果
は
国
際
的
関
心
の
的
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が

戦
後
の
経
済
学
が
国
際
経
済
学
の
一
分
野
と
し
て
後
進
国
経
済
学
を
生
成
し
つ
つ
あ

る
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
主
要
問
題
は
資
本
形
成
で
あ
り
、
金
融
的
効
果
に

基
づ
い
て
お
り
、
国
際
金
融
政
策
が
こ
の
面
の
開
拓
を
進
め
る
べ
き
課
題
を
担
い
上

げ
て
い
る
。
以
下
の
論
述
に
於
い
て
は
こ
の
関
連
を
と
り
上
げ
た
い
。

一

　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
国
際
金
融
政
策
と
い
う
語
で
国
際
経
済
的
均
衡
に
対
す
る
通
貨
・
金
融
側

の
作
用
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
国
際
経
済
政
策
は
国
際
的
完
全
屈
用
と
景
気
循
環
的
に
発
生
し
、

国
際
的
波
及
性
を
も
つ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
通
貨
安
定
と
が
主
目
標
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国
際
金
融
政
｛
策
の
一
断
面

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

　
既
に
国
際
通
貨
基
金
設
立
に
際
し
て
は
、
そ
の
条
文
に
次
の
如
く
う
た
つ

　
　
　
　
（
2
）

て
い
る
。
即
ち
、

　
6
　
国
際
通
貨
問
題
に
関
す
る
協
議
並
び
に
協
力
の
機
関
を
恒
久
的
に
設

立
し
、
之
を
通
じ
て
国
際
通
貨
協
調
を
推
進
す
る
。

　
口
　
国
際
貿
易
の
発
展
及
び
均
衡
し
た
成
長
を
促
進
し
、
経
済
政
策
の
主

目
的
で
あ
る
全
加
盟
国
の
雇
用
及
び
実
質
所
得
を
高
水
準
に
維
持
・
促
進
し

更
に
、
生
産
資
源
の
開
発
に
貢
献
す
る
。

　
日
　
為
替
の
安
定
を
促
進
し
、
．
加
盟
国
間
の
秩
序
あ
る
為
替
協
約
を
保
持

し
、
競
争
的
為
替
切
下
げ
を
防
止
す
る
。

　
四
　
加
盟
国
間
の
経
常
取
引
に
関
し
多
角
決
済
方
式
の
確
立
及
び
世
界
貿

易
の
増
大
を
阻
害
す
る
為
替
制
限
の
撤
廃
に
努
力
す
る
。

　
㈲
　
十
分
な
保
全
手
段
を
講
じ
た
上
、
基
金
資
金
を
各
加
盟
国
に
使
用
さ

せ
て
各
加
盟
国
に
安
心
を
与
え
て
各
加
盟
国
に
国
内
叉
は
国
際
的
繁
栄
を
阻

害
す
る
よ
う
な
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
対
外
収
支
不
均
衡
を
是
正
す
る
機
会
を

与
え
る
。

　
因
　
之
等
の
措
置
に
よ
り
加
盟
国
の
国
際
収
支
不
均
衡
の
期
間
を
短
縮
し
、

更
に
不
均
衡
を
軽
減
す
る
。

　
い
う
迄
も
な
く
国
際
通
貨
基
金
は
ケ
イ
ン
ズ
的
装
い
を
ま
と
っ
た
ホ
ワ
イ
、

ト
案
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
旨
し
い
金
為
替
本
位
制
度
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
何
よ
り
も
為
替
安
定
を
目
標
と
す
る
も
の
！
で

あ
る
。
併
し
、
国
際
通
貨
基
金
を
生
ん
だ
も
の
は
一
九
三
〇
年
代
に
於
け
る

金
本
位
制
の
崩
壊
、
為
替
の
不
安
定
が
為
替
管
理
↓
プ
ロ
ツ
ク
経
済
の
結
成

↓
多
角
的
貿
易
の
縮
小
化
と
な
り
、
戦
争
と
い
う
犠
牲
に
表
現
さ
れ
る
経
済

秩
序
の
動
揺
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
そ
う
と
す
れ
ば
、
以
前
に
為
替
の
安
定
を
も
た
ら
し
た
金
本
位
制
維
持
と

い
う
こ
と
も
国
際
均
衡
の
前
提
に
立
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
国
際
均
衡
即
ち
完
全
雇
用
の
維
持
が
基
金
設
定
の
目
的
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
基
金
の
基
本
的
性
格
が
為
替
安
定
を
積
極
的
に

維
持
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
基
金
0
想
定
す
る
金
本
位
制
の
自
動
的
調
節
作

用
が
現
実
化
す
る
前
提
の
な
い
こ
と
に
よ
る
甚
だ
不
完
全
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

為
替
安
定
を
加
盟
国
に
強
制
し
て
結
果
的
に
は
各
加
盟
国
の
ド
ル
依
存
度
を

促
進
し
て
い
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
固
定
公
定
為
替
が
、
他
方
で
自
由
為
替
が
存
在
す
る
現
実
の
通
貨

交
換
性
の
自
由
の
な
い
事
態
が
過
渡
的
状
態
と
の
み
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
国
際
通
貨
基
金
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
制
度
の
盲
点
が
あ
る
と
も
い
え

よ
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
叉
、
所
謂
ハ
ヴ
ァ
ナ
憲
章
（
｝
肖
9
く
曽
昌
P
　
畠
Ω
げ
薗
目
け
①
目
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
国
際
貿

易
憲
章
に
は
「
高
度
の
生
活
水
準
・
完
全
雇
用
並
び
に
経
済
的
社
会
的
進
歩

と
発
展
の
諸
条
件
の
達
成
」
を
目
標
と
す
る
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
五
条
の
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究
極
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
憲
章
は
次
の
六
項
目
を
挙
げ
て
い
る
が
、
即
ち
、

　
日
　
実
質
所
得
及
び
有
効
需
要
の
上
昇
を
確
保
し
、
生
産
・
消
費
・
交
換

を
増
大
し
て
均
衡
的
世
界
経
済
の
発
展
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
。

　
口
　
後
進
国
の
経
済
発
展
・
産
業
開
発
を
促
進
援
助
し
、
生
産
的
投
資
の

た
め
の
国
際
資
本
移
動
を
奨
励
す
る
こ
と
。

　
口
　
す
べ
て
の
国
が
均
等
の
条
件
で
経
済
発
展
の
た
め
に
必
要
な
市
場
、

生
産
物
及
び
生
産
的
施
設
を
利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
1
衡
平
待

遇
の
原
則
。

　
四
　
互
恵
的
で
相
互
に
有
利
な
基
礎
に
立
っ
て
関
税
そ
の
他
、
貿
易
障
碍

の
低
減
に
よ
り
自
由
通
商
の
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
。

　
固
　
諸
国
の
貿
易
及
び
経
済
発
展
の
た
め
の
機
会
を
増
大
し
て
諸
国
が
世

界
貿
易
を
破
壊
し
、
生
産
的
雇
用
を
低
下
し
、
叉
は
経
済
進
歩
を
停
滞
さ
せ

る
よ
う
な
貿
易
独
占
国
に
対
す
る
制
御
的
措
置
に
よ
る
調
和
的
世
界
貿
易
の

成
長
を
は
か
る
こ
と
。

　
因
　
相
互
理
解
、
協
議
、
協
力
の
高
揚
に
よ
り
雇
用
、
経
済
発
展
、
貿
易

政
策
、
商
慣
行
及
び
商
品
政
策
の
面
で
国
際
貿
易
に
関
す
る
諸
問
題
の
解
決

を
容
易
に
す
る
1
国
際
貿
易
機
構
（
H
．
目
・
ρ
）
の
設
立
。

　
こ
の
中
で
も
所
謂
、
雇
用
の
増
大
と
後
進
国
の
開
発
は
世
界
経
済
の
拡
張

的
均
衡
原
則
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
原
則
は
一
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の
繁
栄
に

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

か
x
つ
て
お
り
、
後
進
国
が
自
国
の
経
済
開
発
の
進
む
に
つ
れ
て
保
護
政
策

と
し
て
輸
入
制
限
を
と
る
時
期
、
国
際
投
資
の
回
収
の
可
能
性
や
時
期
と
共

に
ハ
ヴ
ァ
ナ
憲
章
の
骨
子
に
も
問
題
と
な
る
も
の
な
し
と
は
し
な
い
。

　
資
本
制
経
済
の
新
し
い
局
面
の
転
回
と
共
に
国
際
経
済
政
策
は
上
述
の
如

き
国
際
的
制
度
の
生
成
・
育
長
・
変
容
を
通
じ
、
自
ら
も
限
定
と
制
約
を
う

け
つ
鼠
も
効
果
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
が
、
二
つ
の
経
済
秩
序
の
存
在
す
る

現
実
の
世
界
経
済
を
前
に
し
て
は
益
々
ア
メ
リ
カ
中
心
、
ド
ル
依
存
度
の
濃

化
す
る
（
貿
易
独
占
の
明
確
化
と
共
に
）
そ
の
構
造
の
変
貌
に
対
応
し
て
行

く
様
相
が
十
分
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
国
際
経
済
の
均
衡
的
発
展
を
考
察
す
る
時
、
完
全
雇
用
達
成
と
い
う
経
済

政
策
の
実
現
の
た
め
に
は
不
況
対
策
と
イ
ン
フ
レ
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
日
、
世
界
経
済
の
主
導
的
地
位
を
も
つ
も
の
は
勿
論
ア
メ
リ
カ
で
あ
る

が
之
に
つ
§
く
イ
ギ
リ
ス
も
亦
、
国
際
均
衡
達
成
に
於
け
る
影
響
度
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
。
之
等
二
大
国
の
財
政
、
金
融
政
策
の
動
向
こ
そ
国
際
通
貨

基
金
及
び
国
際
開
発
銀
行
の
活
動
と
共
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
国
際
通
貨
基
金
の
為
替
政
策
、
「
国
際
開
発
銀
行
の
貸
付
対
策
、
国
際
連
合

経
済
社
会
理
事
会
に
よ
る
国
際
経
済
計
画
の
実
行
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
の
重
要
性
と
ア
メ
リ
カ
自
体
の
直
接
的
国
際
投
資
や
イ
ギ
リ
ス
の

ス
タ
ー
リ
ン
グ
諸
国
に
対
す
る
投
資
が
各
国
の
雇
用
、
所
得
水
準
を
決
定
づ

け
る
か
ら
で
あ
る
。
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国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

註
（
－
）
≦
・
罫
。
。
＄
ヨ
目
・
芦
屋
①
・
ロ
銭
自
巴
冨
8
。
け
・
q
団
島
。
ざ
這
も
。
日
も
も
甲
H
ひ
・

　
（
2
）
　
大
蔵
省
理
財
局
「
ブ
レ
ト
ン
。
ウ
ッ
ツ
協
定
」

　
　
新
庄
博
、
古
田
英
雄
「
新
国
際
金
融
機
構
論
」

　
（
3
）
　
之
に
つ
い
て
は
小
野
一
一
郎
「
国
際
金
融
」
講
座
信
用
理
論
体
系
皿

　
　
一
二
六
六
頁
の
論
文
が
あ
る
。

　
遍
一
罫
q
D
。
卑
ヨ
目
①
鍔
H
巨
。
二
巴
。
冨
一
斗
8
。
冨
団
頃
島
。
ざ
H
O
巽
．
唱
．
で
．
冨
。
。
占
訟
．

　
（
4
）
　
永
田
三
樹
三
、
下
田
吉
人
「
国
際
貿
易
憲
章
解
説
」

　
　
時
事
旧
遍
信
社
「
ハ
ヴ
ァ
ナ
憲
章
研
究
」

　
（
5
）
∪
。
・
畿
§
。
∪
。
轟
9
戸
冨
。
≦
。
邑
U
亀
臼
甲
邑
。
β
H
ゆ
朝
日
・
電
・
。
。
同
O
占
駐
．

二

　
国
際
金
融
政
策
は
所
得
効
果
を
通
ず
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
と
価
格

…
機
構
に
よ
る
コ
ス
ト
乃
至
価
格
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
両
面
の
対
策
が
各

国
政
府
及
び
中
央
銀
行
と
国
際
通
貨
基
金
、
世
界
銀
行
、
国
連
経
済
社
会
理

事
会
の
指
導
の
下
に
調
整
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
、
そ
の
効
果
が
表
れ
る
の
で

あ
る
Q

　
国
際
金
融
の
現
段
階
に
於
け
る
問
題
は
周
知
の
如
く
ド
ル
問
題
に
集
中
す

（
1
）

る
の
で
は
あ
る
が
ア
メ
リ
カ
と
、
そ
の
他
の
諸
国
と
の
間
に
絶
対
的
生
産
力

差
の
存
在
す
る
限
り
は
根
本
的
解
決
は
至
難
の
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

次
善
策
と
し
て
一
応
、
次
の
方
法
に
よ
る
打
開
策
が
可
能
性
を
蔵
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、

　
日
　
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
の
増
大
に
よ
る
解
決
法

　
口
　
多
角
貿
易
に
よ
る
ド
ル
収
入
の
増
大
に
よ
る
解
決
法

　
日
　
非
ド
ル
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る

　
　
打
開
法
。

　
四
　
ド
ル
不
足
国
の
為
替
切
下
げ
に
よ
る
方
法

　
国
　
多
額
で
安
定
性
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
の
推
進
と
維
持
法

　
因
　
ア
メ
リ
カ
の
金
の
買
上
げ
価
格
を
引
上
げ
る
措
置
が
一
応
、
考
え
ら

　
　
れ
る
訳
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
、
対
米
輸
出
の
増
大
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
削
減
は
最
も
理

想
的
な
望
ま
し
い
方
法
で
あ
る
に
不
拘
、
現
実
の
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
を
は
じ
め

と
す
る
ア
メ
リ
カ
以
外
の
自
由
世
界
の
諸
国
に
於
い
て
は
僅
か
の
例
外
を
除

い
て
は
自
国
の
経
済
安
定
の
た
め
の
蓄
積
少
く
開
発
資
金
や
経
済
援
助
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
受
入
れ
て
い
る
事
情
で
あ
り
、
対
米
輸
出
の
増
大
は
ア
メ
リ
カ

の
軍
拡
に
伴
う
消
費
財
不
足
を
補
完
す
る
程
度
迄
可
能
と
な
る
に
し
て
も
輸

入
の
削
減
は
豊
富
な
資
源
を
擁
す
る
ア
メ
リ
カ
相
手
に
は
対
抗
す
る
術
も
な

く
、
全
く
対
米
依
存
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
多
角
貿
易
の
拡
大
に
よ
り
ド
ル
収
入
を
増
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
カ
ナ

ダ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
が
率
先
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
之
は
対
．

米
貿
易
を
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
に
、
よ
り
多
く
転
換
す
る
こ
と
に
よ
る
ド
ル

稼
得
の
増
大
と
ド
ル
支
出
の
節
約
に
外
な
ら
ず
、
へ
ー
グ
・
ク
ラ
ブ
や
パ
リ
・
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（
3
）

ク
ラ
ブ
が
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
主
軸
と
し
て
活
動
し
叉
、
ド
ル
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

約
と
い
う
意
味
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
決
済
同
盟
が
何
回
も
そ
の
期
限
を
延
長
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
ド
ル
節
約
と
い
う
観
点
か
ら
も
経
済
的
国
民
主
義
、
延
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク

化
が
国
際
経
済
平
衡
化
の
問
題
と
な
り
、
貿
易
自
由
化
の
方
向
を
指
向
し
つ

つ
も
輸
入
統
制
（
対
米
）
が
ド
ル
不
足
国
で
は
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り

兼
ね
な
い
。
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
国
際
経
済
の
均
衡
的
発
展
の
た
め

の
ハ
ヴ
ァ
ナ
憲
章
や
国
際
通
貨
基
金
が
等
し
く
貿
易
の
自
由
化
を
謳
い
、
戦

後
の
世
界
経
済
構
造
の
根
本
的
変
動
に
よ
る
調
整
機
関
と
し
て
出
発
し
た
に

も
不
拘
、
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
O
国
国
O
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
市
場
に

結
実
せ
ん
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
へ
の
歩
み
を
見
せ
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
諸
国
も
叉
］
つ
の
紐
帯
に
よ
る
経
済
圏
的
構
想
を
明
確
化
し
つ
つ
あ
る
現

状
こ
そ
が
ド
ル
問
題
の
も
た
ら
し
た
】
つ
の
解
答
と
い
え
な
い
で
も
な
い
。

　
次
に
為
替
切
下
げ
に
つ
い
て
は
ド
ル
と
ポ
ン
ド
や
そ
の
他
の
通
貨
の
強
度

が
実
質
的
に
ド
ル
不
足
打
開
へ
の
対
策
に
限
界
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
一
国
の
通
貨
の
相
対
的
強
度
は
経
済
力
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ

る
が
噛
為
替
切
下
げ
も
強
度
の
関
連
に
於
い
て
合
理
的
に
行
わ
れ
ね
ぽ
ド
ル

不
足
の
解
決
策
に
は
な
ら
ず
、
寧
ろ
、
ド
ル
不
足
を
深
刻
化
す
る
こ
と
に
さ

え
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
翻
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
は
ア
メ
リ
カ
の
経
常

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

勘
定
の
余
剰
を
相
殺
す
る
に
十
分
な
量
で
あ
り
一
九
世
紀
末
葉
か
ら
二
〇
世

紀
初
頭
へ
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
投
資
と
同
じ
性
格
を
も
つ
て
い
た
。

今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
は
血
気
変
動
に
伴
う
景
気
後
退
（
同
①
O
①
の
の
印
O
昌
）

に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
に
よ
っ
て
生
ず
る
他
の
諸

国
の
経
済
変
動
に
伴
う
貿
易
の
変
貌
↓
ド
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
除
去
す
る
た
め

に
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
更
に
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
に
は
、
国
内
に
於
け
る
私
的
資
本
の
投
資
先

が
（
危
険
度
を
含
む
）
多
い
に
不
拘
、
海
外
特
に
カ
ナ
ダ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
そ
の
他
の
後
進
国
へ
の
貸
付
投
資
を
す
る
場
合
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の

対
外
政
策
の
一
環
（
ト
ル
ー
マ
ン
の
フ
ェ
プ
デ
イ
ー
ル
政
策
と
も
い
わ
れ
て

い
る
目
旨
巨
9
。
昌
用
9
旨
同
。
霞
甲
。
α
q
旨
巨
§
①
）
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
が
所
謂
之

等
の
国
際
資
本
投
下
は
資
本
輸
出
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
に
外
な
ら
ず

高
利
潤
と
高
利
子
へ
向
う
資
本
の
属
性
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
（
特
に
ラ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
如
き
は
い
か
な
る
事
業
の
場
．
合
に
も

三
割
を
こ
え
る
高
利
潤
が
確
保
さ
れ
る
投
資
が
多
い
の
で
あ
る
）
。

　
今
日
、
世
界
の
金
価
格
は
ア
メ
リ
カ
の
金
の
購
入
価
格
で
決
定
さ
れ
て
い

る
。
一
オ
ン
ス
三
五
ド
ル
と
い
う
価
格
は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
経
済
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

独
占
的
覇
者
の
地
位
の
不
動
の
ま
ま
一
九
三
四
年
以
来
、
不
変
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
金
価
格
は
非
ド
ル
諸
国
の
金
保
有
量
が
増
大
し
て
金
準
備
に

甚
し
く
影
響
を
与
え
る
場
合
と
新
し
い
金
鉱
の
発
見
に
よ
っ
て
ド
ル
収
入
が

（105）



　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

著
し
く
増
大
す
る
場
合
の
外
は
決
し
て
変
動
せ
ぬ
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。

　
国
際
金
本
位
制
の
下
に
あ
っ
て
は
金
は
国
際
決
済
用
の
国
家
の
流
動
準
備

之
し
て
、
換
言
す
れ
ば
国
際
流
動
性
準
備
と
し
て
機
能
し
た
（
例
え
ば
金
準

備
が
不
十
分
な
ら
ば
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
意
味
を
も
ち
、
価
格
は
下
落

し
金
一
オ
ン
ス
の
商
品
価
値
は
騰
貴
し
、
反
対
の
場
合
は
安
易
な
貸
付
政
策

が
行
わ
れ
て
金
の
商
品
価
値
の
下
落
が
起
り
、
金
の
大
巾
の
欠
乏
さ
え
生
じ

な
け
れ
ば
準
備
の
多
少
の
変
動
も
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
巾
で
調
整
出
来
る
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
）
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
は
既
に
第
一
次
大
戦
後
に
世
界
経
済
が
辛
く
も
体
験
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
二
九
－
三
三
年
の
不
況
に
よ
る
金
価
格
の
暴
落
は

各
国
に
自
覚
的
政
策
を
と
る
余
裕
を
与
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
各
国
の
意

外
な
金
準
備
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
が
之
も
一
九
三
三
年
に
は
じ
ま
っ
た
金

価
格
の
漸
進
的
騰
貴
と
相
倹
っ
て
殆
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
へ
吸
収
さ
れ
て
了
つ

た
。
一
九
五
五
年
迄
に
ア
メ
リ
カ
を
除
く
各
国
の
世
界
輸
出
貿
易
の
二
〇
％

を
充
す
量
に
し
か
達
せ
ず
金
保
有
量
は
年
々
二
％
ず
つ
し
か
伸
び
て
い
な
い
。

　
世
界
的
金
の
不
足
は
国
際
通
貨
基
金
引
出
権
に
よ
る
金
準
備
の
増
額
や
E

P
U
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
と
い
う
方
法
に
よ
り
金
準
備
を
増
額
す
る
以
外
に
緩
和

策
は
見
当
ら
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
併
し
、
真
に
金
が
国
際
流
動
性
の
媒
介
と
し
て
の
地
位
を
回
復
す
る
方
法

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
金
の
商
品
価
値
を
騰
貴
さ
せ
ん
が
た
め
の

金
の
世
界
価
格
の
収
縮
策
と
今
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
財
務
省
に
よ
る
金
買
上

価
格
の
引
上
げ
策
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
前
者
は
実
行
に
難

点
が
あ
り
後
者
は
回
避
が
可
能
で
あ
る
。

　
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
協
定
や
一
九
二
二
年
の
ゼ
ネ
ヴ
ァ
の
国
際
A
ム
蛭
峨
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

九
四
三
年
の
清
算
同
盟
構
想
は
い
ず
れ
も
均
し
く
ド
ル
問
題
解
決
へ
の
努
力

の
表
れ
で
あ
っ
た
が
尚
、
今
日
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
世
界
通
貨
の
も

つ
国
際
流
動
性
が
金
及
び
ド
ル
と
国
際
通
貨
基
金
の
引
出
権
に
基
礎
を
お
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ド
ル
問
題
を
解
決
す
る
に
は
国
際
経
済
構
造
の
変
貌
と
平
衡
化
が
進
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
叙
上
の
論
点
は
い
く
ら
か
の
接
近
で
あ

る
が
決
し
て
抜
本
的
打
開
策
で
な
い
こ
と
は
金
問
題
に
於
い
て
ま
さ
に
そ
の

感
を
深
く
す
る
。
金
の
再
評
価
が
日
程
に
上
っ
た
場
合
の
考
慮
や
為
替
切
下

げ
の
種
々
の
効
果
に
つ
い
て
も
別
に
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

註
（
－
）
≦
・
客
。
。
8
一
食
F
ぎ
臼
冨
ぎ
函
丈
昌
①
§
図
男
島
q
w
ピ
㎝
刈
ら
も
・
。
。
o
P

　
　
曽
c
o
●

　
（
2
）
≦
罫
。
D
B
日
工
二
目
三
。
同
暴
ま
・
巴
竃
。
・
Φ
冨
q
頃
。
＝
。
ざ
H
8
担
℃
も
．
G
。
ら
。
馴
1
も
。
ひ
同
・

　
（
3
）
　
拙
稿
「
国
際
決
済
制
度
の
新
展
開
」
国
際
経
済
研
究
年
報
皿

　
（
4
）
u
。
冨
＝
§
。
∪
自
σ
・
巴
㌍
冨
。
≦
。
昌
山
∪
亀
・
。
『
中
。
げ
♂
β
H
o
鵯

　
　
　
　
切
。
げ
①
詳
目
ユ
田
♪
国
自
名
①
碧
畠
子
。
竃
自
塁
冨
巳
巳
。
レ
O
巽
・

　
　
　
　
O
・
Z
・
目
巴
目
」
三
。
昌
9
ま
二
一
竃
8
①
冨
々
0
8
需
轟
ま
戸
H
O
麟
・

　
（
5
）
即
閃
・
≦
犀
・
。
・
。
戸
d
葺
。
篇
q
。
§
①
ω
国
8
。
a
。
団
。
言
｝
・
弩
自
H
昌
響
冨
ま
邑
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切
¢
】
魯
一
〇
目
。
・
轡
H
ゆ
朝
鱒
．

（
6
）
国
・
〉
・
o
。
夢
睾
。
奮
5
＞
目
豊
。
き
竃
。
昌
①
§
団
ぎ
ぎ
￥
H
。
。
盟
・
唱
・
爬
自
．

（
7
）
9
℃
ご
図
冒
臼
3
。
同
σ
・
9
弓
冨
∪
亀
。
。
乙
｝
μ
。
欝
㎝
①
」
o
ψ
o
．

三

　
ド
ル
問
題
か
ら
必
然
的
に
発
生
す
る
の
は
ド
ル
投
資
の
形
態
で
あ
る
が
そ

の
典
型
的
な
も
の
は
私
的
直
接
投
資
、
対
外
援
助
で
あ
る
。

　
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
資
本
の
対
外
投
資
は
他
の
諸
国
の
場
合
は
逃
避
性
資
本

の
た
め
自
つ
と
短
期
資
本
投
資
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
に
比
し
長
期
資
本
の

投
資
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
と
、
利
子
叉
は
利
潤
の
獲
得
を
主
目
的
と
す
る

証
券
投
資
、
換
言
す
れ
ば
間
接
投
資
よ
り
直
接
、
人
、
及
び
資
源
（
技
術
や

資
金
一
株
式
）
を
も
っ
て
の
直
接
投
資
が
目
立
っ
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

私
的
直
接
投
資
の
行
わ
れ
て
い
る
地
域
は
西
欧
諸
国
に
対
す
る
工
業
投
資
で

之
は
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
市
場
の
保
持
、
促
進
に
重
点
を
お
く
と
見
ら
れ
る
が
、

カ
ナ
ダ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
中
近
東
投
資
に
見
ら
れ
る
特
質
は
国
内
生

産
の
不
足
を
補
完
す
る
新
し
い
原
料
供
給
源
の
確
保
維
持
に
あ
る
と
云
え
る

の
で
あ
る
。
「

　
カ
ナ
ダ
の
場
合
は
い
う
迄
も
な
く
ア
メ
リ
カ
の
投
資
方
向
は
紙
、
パ
ル
プ
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
銅
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
石
油
、
鉄
鉱
、
チ
タ
ン
等
の
鉱
物
論
貝
鞍
で

あ
り
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
ザ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
の
石
油
を
は
じ
め
と

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

す
る
各
地
の
鉱
産
物
、
更
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
工
業
開
発
が
顕
著
で
中
近
東
の

サ
ウ
ジ
・
プ
ラ
ビ
ア
、
イ
ラ
ク
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
地
方
へ

も
石
油
投
資
が
行
わ
れ
て
居
り
三
等
の
後
進
国
へ
の
，
直
接
投
資
の
代
表
的
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

オ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
後
進
国
型
投
資
の
形
態
的
特
質

は
石
油
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
鉱
業
を
主
と
し
、
従
と
し
て
は
ド
ル
地
域
向

け
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
原
料
産
業
投
資
で
あ
る
。

　
西
欧
諸
国
は
之
等
後
進
国
に
比
し
製
造
工
業
国
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
へ
の

直
接
投
資
の
形
態
的
特
質
は
先
述
の
如
く
自
ら
異
り
、
資
本
投
下
国
を
市
場

と
す
る
商
品
生
産
に
向
け
ら
れ
る
所
謂
先
進
国
型
と
も
云
わ
れ
る
べ
き
も
の

に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
カ
ナ
ダ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等

に
近
次
漸
次
多
く
な
っ
て
来
た
鉱
業
の
開
発
や
工
業
化
へ
の
投
資
と
い
う
中

間
型
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
投
資
の
特
質
は
民
間
投
資
と
共
に
政
府
投
資
又

は
政
府
の
仲
介
に
よ
る
投
資
が
重
要
性
を
増
加
し
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
戦
後
の
ド
ル
に
よ
る
対
外
援
助
は
当
初
の
ア
ン
プ
や
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
等
の
援
助
の
頃
は
経
済
援
助
の
色
彩
が
強
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
軍
事
援

助
へ
と
転
化
し
M
S
A
、
F
A
O
で
は
完
全
に
冷
戦
激
化
に
よ
る
軍
事
的
な

様
相
を
明
確
に
し
て
来
た
。

　
ド
ル
の
対
外
貸
付
及
び
投
資
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
所
得
及
び
雇
用
の
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アメリカの国際投資上の地位（単位100万ドル）第1表

国
際
…
金
融
政
策
の
一
断
面

19541953

42．2

26．6

17．7

6．7

2．2

15．6

39．6

23．8

16．3

6．0

1．6

15．7

1946

18．7

13．5

　7．2

　5．1

　1．3

　5．2

1939

11．4

11．4

　7．0

　3．8

　0．6

igi4 Pi9－ti　Li930

17．2

17．2

8．0

72

2．0

鱒
7
0
鍛
踊
α
β

錨
舗
踊
α
9

〔1〕対外投資総額

①民間投資
　（i）長期直接投資

　（　ii）　　長期証券投資

　（iii）　　短　　期　　投　　資

②政府投資

26．8

4．0

7．0

15．7

23．6

3．8

5．4

14．4

15．9

2．5

4．5

8．9

％
齢
粥
脇

樋
M
輪
”

如
α
9
鴻
α
β

η
路
肩
α
忘

②　対米投資総額

　（i）長期直接投資

　（ii）長期証券投資

　（iii）短期投資

15．416．02．81．88．83，03．7〔3）米国の地位（1ト（2）

Source　：　U．　S．　Dept．　of　Commerce，　Survey　of　Current　Business．　1955．

高
水
準
の
達
成
と
そ
の
維
持
を
中
核
と
し
て
恒
久
平
和
の
た
め
の
経
済
的
基

盤
を
確
立
し
て
、
国
外
に
於
い
て
も
所
得
水
準
の
向
上
、
拡
大
の
た
め
に
個

人
的
自
由
と
私
的
創
意
を
基
底
と
す
る
対
外
経
済
政
策
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
と
い
う
認
識
の
上
に
立
ち
政
府
に
よ
る
対
外
援
助
の
ウ
エ
イ
ト
を

民
間
ル
ー
ト
へ
還
元
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
形
態
と
さ
れ
た
。
国
際
復
興
開

発
銀
行
（
I
B
R
D
）
の
保
証
に
よ
る
民
間
資
本
の
輸
出
が
こ
の
場
合
に
最

も
強
く
要
請
さ
れ
た
の
は
上
述
の
事
情
か
ら
理
解
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
I
B
R
D
は
世
界
銀
行
で
は
あ
る
が
動
員
資
金
は
殆
ん
ど
民
間
資
本
で
あ

り
、
こ
の
た
め
（
投
資
保
証
の
見
地
か
ら
）
に
そ
の
活
動
は
保
守
的
で
あ
る
。

更
に
ア
メ
リ
カ
の
資
本
が
三
四
％
を
占
め
て
い
る
た
め
に
プ
メ
リ
カ
金
融
資

本
の
影
響
の
強
い
こ
と
が
ド
ル
制
覇
の
た
め
の
有
力
な
拠
点
と
も
云
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。
併
し
I
B
R
D
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
極
東
等
の
後
進
国

の
経
済
開
発
、
戦
災
地
復
興
の
融
資
と
い
う
点
で
は
加
盟
国
へ
の
援
助
と
い

う
形
で
可
成
り
の
役
割
を
果
し
た
と
い
え
る
。

　
次
に
対
外
投
資
の
機
関
と
し
て
は
輸
出
入
銀
行
が
あ
る
。
之
は
全
額
政
府

出
資
の
政
府
機
関
で
政
府
の
対
外
政
策
の
推
進
を
一
手
に
担
当
し
て
来
て
い

る
。
即
ち
戦
災
的
性
格
の
も
の
が
多
い
が
I
B
R
D
と
共
に
西
欧
等
の
戦
災

復
興
融
資
を
担
い
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
後
は
開
発
資
金
特
に
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム

や
マ
ン
ガ
ン
等
の
鉱
産
物
開
発
資
金
へ
重
点
が
移
っ
て
い
る
。

　
I
B
R
D
は
そ
の
加
盟
国
に
対
し
て
の
み
貸
付
を
ド
ル
資
本
に
有
利
に
行

っ
て
い
る
が
輸
出
入
銀
行
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
外
貸
付
の
専
門
的
な
最
大

な
パ
イ
プ
と
な
り
量
的
に
．
も
質
的
に
も
ア
メ
リ
カ
体
制
の
資
金
的
支
柱
と
な

っ
て
お
り
、
政
治
的
貸
付
が
目
立
ち
I
B
R
D
が
8
ヨ
ヨ
霞
9
巴
冨
。
。
①
に
立

つ
の
に
対
し
て
対
照
的
で
あ
る
。
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例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ィ
ア
へ
の
融
資
あ
た
り
は
対
ソ

金
融
攻
勢
の
一
つ
の
表
れ
と
見
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
訳
で
あ
る
。

　
ト
ル
ー
マ
ン
の
フ
ェ
ア
・
デ
イ
ー
ル
の
一
環
で
あ
る
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
プ

・
プ
・
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
輸
出
入
銀
行
の
果
す
責
任
は
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
が
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
こ
の
反
面
、
政
治
的
資
本
輸
出
に
民
間
資

本
の
動
員
を
先
述
し
た
如
く
動
員
す
る
方
策
を
し
き
り
と
進
め
て
居
り
近
頃

結
ば
れ
て
い
る
通
商
条
約
に
於
い
て
も
資
本
輸
出
に
対
し
て
熱
意
を
見
せ
、

受
入
国
側
の
之
等
進
出
資
本
へ
の
保
護
を
要
求
し
、
国
内
的
に
も
、
民
間
資

本
の
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
参
加
や
未
開
発
地
域
援
助
（
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
）

参
加
態
勢
強
化
策
と
し
て
投
資
保
証
や
二
重
課
税
の
防
止
策
等
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
政
府
に
よ
る
対
外
経
済
政
策
即
ち
ド
ル
投
資
の
積
極
性
に
も

不
拘
、
資
本
輸
入
国
は
先
進
の
西
欧
諸
国
に
於
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め

と
す
る
各
国
に
於
い
て
も
、
叉
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
極
東
の
後
進
国
に
於

い
て
も
不
断
の
政
治
的
動
揺
、
不
安
定
が
あ
り
、
更
に
後
進
国
に
於
け
る
経

済
的
自
立
が
民
族
主
義
の
隆
盛
と
共
に
強
ま
る
一
方
で
資
本
輸
入
、
即
ち
外

資
導
入
へ
の
抵
抗
は
日
を
逐
っ
て
激
化
し
て
い
る
こ
と
は
皮
肉
な
事
実
と
し

て
傍
観
す
る
に
止
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
レ
ー
ニ
ン
の
所
謂
資
本
主
義
の
最
高
段
階
に
於
け
る
資
本
輸
出
と
い
う
こ

と
の
出
来
る
海
外
投
資
が
、
今
日
に
於
い
て
は
こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
り
乍

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

ら
も
、
や
は
り
日
と
共
に
増
大
し
て
行
き
、
資
本
投
下
国
の
経
済
に
効
果
的

に
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
国
内
に
安
全
に
し
て
確
実
な
投
資
機
会
の
存
在
す

る
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
資
本
が
一
応
の
ブ
レ
ー
キ
と
強
弁
の
根
拠
を
求
め
て
も
、

や
は
り
事
実
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

註
（
1
）
　
資
本
輸
出
の
形
態
的
特
質
の
研
究
に
は

　
　
中
西
市
郎
「
戦
後
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
資
本
輸
出
の
形
態
的
特
質
」
長
崎
大
学

　
　
　
経
済
学
部
「
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
」
一
五
四
頁
。

　
　
掘
江
保
蔵
「
第
二
次
大
戦
後
の
対
外
投
資
」
高
垣
寅
次
郎
編
「
ア
メ
リ
カ
経
済

　
　
　
政
策
の
研
究
」
　
一
五
七
頁
。

　
（
2
）
∪
。
邑
負
罫
＆
。
品
・
F
日
工
≦
。
臣
］
）
。
＝
胃
甲
邑
。
β
H
o
笛
刈
・
毛
・
鍾
望
卜
、
刈
。
・

　
（
3
）
　
レ
ー
ニ
ン
、
帝
国
主
義
論
（
堀
江
邑
一
訳
）
。

四

　
ド
ル
投
資
の
現
段
階
的
特
質
に
見
ら
れ
る
資
本
輸
出
に
つ
い
て
は
資
本
は

愉
出
国
で
如
何
に
作
用
し
、
そ
の
国
の
経
済
成
長
を
促
す
か
が
問
題
と
な
る
。

　
ケ
イ
ン
ズ
的
手
法
に
よ
る
接
近
は
色
々
示
唆
に
富
む
も
の
が
多
い
が
、
そ

れ
は
伝
統
的
資
本
輸
出
論
は
資
本
借
入
国
で
は
資
本
形
成
の
た
め
に
輸
入
資

本
を
自
国
の
未
利
用
資
源
を
十
分
に
使
い
尽
す
こ
と
の
出
来
る
種
々
の
方
法

な
り
範
囲
な
り
が
論
ぜ
ら
れ
た
が
之
が
誇
張
に
過
ぎ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
資
本
輸
出
と
対
外
投
資
は
同
じ
意
味
に
理
解
し
、
資
本
輸
出
は
国
際
収
支

の
経
常
勘
定
上
、
民
問
で
あ
ろ
う
と
公
式
で
あ
ろ
う
と
す
べ
て
の
贈
与
に
金

（109）



　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

の
純
流
出
を
加
え
た
も
の
と
し
、
資
本
輸
入
は
技
術
と
資
源
を
利
用
し
て
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

品
と
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
効
率
的
に
す
る
資
金
の
融
資
と
い
う
前
提
を
考
え
る
訳

で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
，
の
資
本
輸
出
は
企
業
家
た
る
と
熟
練
工
、
未
熟
練

工
た
る
と
を
問
わ
ず
広
義
に
於
け
る
国
家
資
本
の
輸
出
と
い
う
形
で
知
識
や

企
業
や
労
働
が
地
球
の
遙
か
果
て
に
或
は
鉄
道
の
建
設
に
、
或
は
農
業
の
発

展
に
工
場
工
業
の
育
成
に
当
り
特
に
、
工
業
の
指
導
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ヤ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
と
相
並
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
次
大
戦
迄
は
云
う
迄
も
な
く
ア
メ
リ
カ
は
債
務
国
で
あ
っ
た
が
大
戦

と
共
に
債
権
国
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
に
は
純
対
外
投
資
は
八
八
億
ド
ル
を

示
し
た
が
、
そ
の
後
、
債
権
は
償
還
と
不
履
行
が
進
み
三
九
年
に
は
一
八
億

ド
ル
に
減
少
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
と
共
に
海
外
派
遣
軍
の
支
出
や
米
国

の
輸
出
が
武
器
貸
与
の
形
で
行
わ
れ
た
た
め
に
海
外
か
ら
の
輸
入
（
軍
需
品

輸
入
…
現
地
調
達
）
が
多
く
な
り
債
務
国
に
転
じ
た
が
第
二
次
大
戦
後
は
各

国
へ
の
借
款
（
イ
ギ
リ
ス
へ
の
ク
レ
ジ
”
．
ト
を
は
じ
め
と
し
て
）
や
国
際
通

貨
基
金
、
世
界
銀
行
の
発
足
と
共
に
、
そ
の
主
導
者
と
な
る
に
及
び
、
再
び

債
権
者
と
な
り
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

　
英
国
は
＋
九
世
紀
に
於
い
て
は
海
外
に
於
け
る
民
間
投
資
の
結
果
（
収
益

を
収
得
）
、
超
過
借
入
が
零
の
場
合
は
四
〇
億
ポ
ン
ド
を
資
本
形
成
に
新
に
附

加
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
超
過
借
入
が
な
い
場
合
に
の
み
資
本
輸
入
は
先
進

国
の
経
済
成
長
を
促
進
す
る
と
い
う
古
典
的
理
論
が
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
社
会
主
義
国
間
の
取
引
で
は
余
剰
（
利
益
）
が
生
ず
る
の
は
消
費
と
投

資
を
犠
牲
に
し
て
生
産
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
不
足
（
損
失
）

が
生
ず
る
こ
と
は
経
済
成
長
と
資
本
形
成
に
寄
与
し
た
こ
と
を
表
す
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
資
本
主
義
国
の
借
入
国
と
同
様
に
社
会
主
義
国
間
で

も
借
入
国
は
負
債
に
対
し
て
は
利
子
を
払
う
か
ら
で
あ
る
。
叉
社
会
主
義
国

間
で
は
貸
付
協
定
に
よ
り
ト
ラ
ス
フ
ァ
す
る
商
品
が
消
費
財
で
あ
っ
て
も
資

本
形
成
へ
の
貢
献
度
は
過
小
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
に
於
け
る
経
験
に
よ
れ
ば
資
本
輸
出
が
債
務
国
で
も
債
権
国
で

も
夫
々
資
本
形
成
を
促
進
し
経
済
成
長
を
究
極
的
に
招
来
し
た
こ
と
は
古
典

派
も
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
も
等
し
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
で
は
資
本
輸
出
は
目
立
つ
た
効
果
を
示
さ
な
か
っ

た
。
こ
の
当
時
の
資
本
借
入
国
は
八
～
一
〇
％
の
長
期
利
子
率
の
下
に
敗
戦

後
の
経
済
政
策
即
ち
賠
償
支
払
や
商
船
隊
の
喪
失
や
海
外
資
産
の
没
収
等
の

た
め
に
為
替
収
入
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
又
金
準
備
の
再
建
の
た
め
に
長
期

・
短
期
の
貸
付
を
仰
い
で
い
た
ド
イ
ツ
が
そ
の
典
型
的
な
例
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
併
し
、
そ
の
後
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
の
擾
頭
と
な
る
や
、
海
外
か
ら
の

借
入
は
ド
イ
ツ
経
済
成
長
の
た
め
の
必
要
条
件
で
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

こ
の
事
実
は
当
時
の
ド
イ
ツ
に
の
み
云
え
る
こ
と
で
あ
り
第
二
次
大
戦
の
経

験
に
徴
し
て
も
先
進
国
、
後
進
国
を
問
わ
ず
経
済
的
疲
弊
の
際
の
資
本
輸
入

（　110　）



が
経
済
成
長
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
必
要
要
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
余
り

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
先
述
の
如
く
第
一
次
大
戦
前
は
ア
メ
リ
カ
は
最
大
の
債
務
国
で
あ
っ
た
が

戦
争
中
の
借
入
資
本
の
活
動
に
よ
る
た
え
ざ
る
生
産
の
増
加
は
、
第
一
次
大

戦
中
に
既
に
借
入
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦

後
は
一
躍
、
債
権
国
の
地
位
を
獲
得
し
、
第
二
次
大
戦
と
そ
の
後
は
更
に
こ

の
地
位
は
揺
ぎ
な
い
恒
久
債
権
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
多
数
の
後
進
国
は
工
業
化
へ
の
計
画
を
進
め
戦
争

中
の
先
進
工
業
国
の
経
済
成
長
率
を
凌
駕
す
る
経
済
成
長
率
を
誇
る
に
至
り

借
入
資
本
の
量
を
漸
次
減
少
し
、
や
が
て
は
債
権
者
の
地
位
を
さ
え
獲
得
せ

ん
と
し
、
あ
る
国
（
イ
ン
ド
）
で
は
原
料
や
資
本
財
の
輸
入
を
工
業
化
が
進

み
資
本
形
成
が
促
進
さ
れ
る
と
共
に
切
下
げ
る
傾
向
を
さ
え
見
せ
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
一
九
三
九
年
か
ら
四
三
年
の
四
力
年
に
国
民
所
得
は
一
九
％
増

加
し
、
工
業
生
産
は
六
〇
％
増
大
し
、
一
九
三
九
年
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
負
債

が
三
章
ポ
ン
ド
を
算
し
て
い
た
の
が
一
九
四
五
年
に
は
逆
に
一
〇
億
ポ
ン
ド

に
達
す
る
債
権
を
も
つ
に
至
っ
た
。

　
戦
後
、
民
間
資
本
輸
出
は
激
減
し
た
と
い
う
国
連
の
報
告
は
最
近
の
先
進

工
業
国
の
長
期
資
本
輸
出
が
一
九
二
〇
年
代
の
半
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
と
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

府
貸
付
の
増
加
か
ら
も
容
易
に
理
解
出
来
る
が
ペ
イ
シ
ュ
の
計
算
で
は
現
在

の
価
格
で
一
九
一
三
年
の
英
国
の
資
本
輸
出
が
爆
管
ボ
ン
ド
に
達
す
る
の
に

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

最
近
の
英
国
の
平
均
資
本
輸
出
量
は
六
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
止
ま
っ
て
い
る

と
い
う
研
究
が
一
層
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
3
）

更
に
ペ
イ
シ
ユ
に
よ
れ
ば
一
九
＝
二
年
以
来
の
英
国
の
G
N
P
の
増
加
は
七

〇
％
で
あ
る
の
で
同
率
で
資
本
輸
出
も
増
大
す
る
も
の
と
す
れ
ば
年
当
り
一

三
億
六
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
第
二
次
大
戦
後
の
資
本
輸
出
の
特
質
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
4
）

　
ヌ
ル
ク
セ
は
ペ
イ
シ
ユ
の
示
す
よ
う
に
英
国
と
同
じ
こ
と
が
米
国
に
つ
い

て
も
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
の
今
日
の
資
本
輸
出
は
↓
二
〇
・
1
二
〇

〇
億
ド
ル
に
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
現
実
は
一
六
億
ド
ル
に
止
ま
っ

て
い
る
と
云
う
。
之
等
の
こ
と
か
ら
も
、
吾
々
は
二
つ
の
大
戦
を
境
と
す
る

世
界
経
済
の
構
造
的
変
貌
が
資
本
輸
出
の
効
果
を
か
く
も
変
質
さ
せ
た
と
い

う
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
併
し
、
ペ
イ
シ
ユ
や
ヌ
ル
ク
セ
の
推
算
に
つ
い
て
怯
検
討
の
要
が
あ
る
。

　
先
ず
、
第
一
に
戦
後
の
資
本
輸
出
の
数
字
を
挙
げ
る
場
合
、
贈
与
や
援
助
．

資
金
は
対
外
投
資
に
含
ま
ぬ
も
の
と
し
て
除
算
さ
れ
て
い
る
が
米
国
の
贈
与

は
軍
事
援
助
を
除
い
て
も
戦
後
最
近
迄
に
二
〇
億
ド
ル
に
達
し
、
尚
、
増
加

の
一
途
に
あ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
計
算
は
当
然
疑
問
が
生
ず
る
。

　
第
二
に
は
資
本
輸
出
が
資
本
借
入
国
の
経
済
成
長
を
促
進
し
、
超
過
借
入

の
起
り
そ
う
な
場
合
に
借
入
が
減
退
す
る
と
、
も
と
の
借
入
国
で
は
経
済
成

（III）



　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

長
率
は
増
大
す
る
。
今
迄
の
資
本
借
入
の
多
く
の
例
は
、
こ
の
超
過
借
入
型

に
属
す
る
の
で
、
対
外
投
資
の
減
退
は
先
進
国
資
本
の
輸
出
に
よ
る
後
進
国

経
済
成
長
を
損
う
と
は
い
え
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
先
進
国
の
資
本
輸
出

率
の
減
退
の
影
響
を
考
え
る
場
合
、
超
過
借
入
が
減
少
す
る
と
共
に
促
進
国

を
も
含
め
て
、
も
と
の
借
入
国
の
生
産
の
成
長
率
は
増
大
す
る
こ
と
が
多
数

の
例
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
超
過
借
入
は
以
下
の
方
法
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
一
九
世
紀
叉
は
一
九
二

〇
年
代
と
比
較
し
て
減
退
し
て
い
る
。

　
①
　
第
二
次
大
戦
は
先
進
工
業
国
よ
ひ
低
所
得
国
へ
の
資
本
乃
至
資
金
の

移
動
を
富
に
対
す
る
国
際
的
請
求
権
の
再
分
配
と
い
う
形
で
行
い
英
・
米
と

も
こ
の
体
験
を
し
た
の
で
あ
る
。
之
は
十
九
世
紀
の
資
本
輸
出
の
場
合
に
利

子
支
払
の
た
め
に
抱
い
た
暗
さ
を
な
く
す
る
の
に
役
立
ち
、
資
本
輸
出
減
少

の
原
因
と
も
な
り
、
も
と
の
借
入
国
に
は
利
益
と
な
っ
た
。
今
日
、
見
ら
れ

る
新
し
い
超
過
借
入
は
後
進
国
や
他
の
借
入
国
が
採
用
し
て
い
る
外
貨
予
算

制
や
金
融
制
度
や
財
政
制
度
の
交
錯
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
て
、
非
常
に
減

少
し
て
い
る
。
超
過
借
入
と
い
う
形
の
も
の
は
一
九
世
紀
、
及
び
一
九
二
〇

年
代
以
来
の
資
本
輸
出
の
減
退
と
共
に
全
面
的
減
少
の
方
向
に
あ
る
と
結
論

づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
②
　
今
日
で
は
輸
入
性
向
が
非
常
に
高
い
た
め
に
超
過
借
入
は
減
少
し
て

い
る
こ
と
は
明
言
出
来
る
。
後
進
地
域
に
於
け
る
借
入
国
は
今
や
大
規
模
な

実
際
的
な
輸
入
選
択
制
度
を
と
っ
て
お
り
実
質
消
費
叉
は
成
長
率
を
減
退
さ

せ
ず
に
国
内
的
措
置
に
よ
り
借
入
国
の
輸
入
比
率
を
低
く
さ
せ
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
以
降
の
資
本
輸
出
の
減
少
は
全
く
借
入
国

の
経
済
成
長
を
促
進
す
る
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

　
③
戦
争
後
、
先
進
国
の
地
位
が
急
激
に
高
ま
り
、
そ
の
経
済
的
実
力
は

著
る
し
く
向
上
し
た
た
め
世
界
的
不
完
全
雇
用
に
よ
る
輸
出
は
一
時
的
減
退

し
、
こ
の
た
め
超
過
借
入
が
生
じ
た
が
、
そ
れ
は
全
体
と
し
て
は
一
九
二
〇

年
代
程
で
な
く
一
九
世
紀
末
期
の
平
均
を
こ
え
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
に
資

本
借
入
国
の
経
済
成
長
は
資
本
受
入
れ
に
よ
り
更
に
促
進
さ
れ
た
こ
と
は
云

う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
今
日
に
於
い
て
は
先
進
工
業
国
の
民
間
の
投
資
誘
因
は
十
九
世
紀
以
下
で

　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
と
い
う
論
者
も
あ
る
が
之
は
ク
ナ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
成
長
理
論
の
基
礎
的

な
問
題
を
ぬ
き
に
し
た
議
論
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
こ
の
見
解
は
再
認
識
の

要
が
あ
る
。

　
先
進
国
は
抑
々
、
現
に
後
進
諸
国
に
投
資
し
て
い
る
以
上
を
量
的
に
も
質

的
に
も
投
資
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
実
際
に
投
資
が
後
進
国
に
行

わ
れ
る
以
上
、
現
実
に
は
経
済
発
展
の
た
め
の
成
長
が
可
能
と
な
り
発
展
理

論
の
一
局
面
を
新
し
く
構
成
す
る
に
違
い
な
い
。

　
英
国
と
そ
の
植
民
地
や
連
邦
諸
国
間
に
於
い
て
は
資
本
移
動
が
行
わ
れ
る

場
合
は
英
本
国
が
超
過
貸
付
を
す
る
と
い
う
形
で
資
本
移
動
が
行
わ
れ
る
が
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こ
の
場
合
は
経
済
成
長
と
資
本
蓄
積
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
行
か
な
い
。
超
過
貸

付
は
次
の
よ
う
な
事
情
の
成
立
し
た
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
最

低
の
借
入
要
求
を
超
過
す
る
ポ
ン
ド
残
高
を
ロ
ン
ド
ン
に
も
っ
て
い
て
同
時

に
理
想
的
で
あ
り
叉
実
際
的
な
投
資
又
は
消
費
計
画
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
な

植
民
地
に
対
し
期
待
さ
れ
る
も
の
が
超
過
貸
付
で
あ
る
が
、
こ
の
状
態
は
ポ

ン
ド
残
高
の
大
小
に
よ
っ
て
の
み
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
植
民
地
経
済
は
時
と
し
て
は
超
過
貸
付
の
場
合
で
も

超
過
借
入
の
場
合
で
も
経
済
の
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
さ
え

考
え
ら
れ
る
。
本
国
の
み
の
資
本
貸
付
に
頼
る
時
は
本
国
経
済
政
策
の
影
響

を
直
ち
に
反
射
的
に
う
け
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
バ
ト
ラ
ー
蔵
相
の
言
明
は
英
国
が
英
連
邦
諸
国
の
経
済
発
展
の
援
助
資
金

の
必
要
な
目
標
額
を
三
三
ポ
ン
ド
と
明
示
し
て
お
り
、
こ
の
目
標
達
成
の
た

め
に
英
国
は
負
債
の
減
小
と
準
備
金
の
増
大
策
（
海
外
へ
の
援
助
用
資
金
と

し
て
）
を
講
じ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
輸
入
の
削
減
と
輸
出
産
業
の

振
興
に
よ
る
輸
出
の
増
大
以
外
に
方
法
は
な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
所
謂
、
「
援
助
よ
り
も
貿
易
を
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
援
助
よ
り
自
立
せ
ん

と
す
る
バ
ト
ラ
ー
政
策
の
一
面
が
こ
こ
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
資
本
輸
出
の
経
済
成
長
に
与
え
る
影
響
は
第
一
次
的
効
果
は
英
国
の
例
を

別
と
し
て
も
後
進
国
の
発
展
に
所
謂
超
過
借
入
の
あ
る
場
合
は
積
極
的
な
訳

で
あ
る
。

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

　
之
等
の
理
論
的
接
近
は
以
下
の
事
例
的
研
究
の
説
明
の
原
理
と
し
て
有
意

義
で
あ
ろ
う
。
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未
開
発
地
域
は
豊
富
な
天
然
資
源
を
擁
し
、
資
本
成
熟
国
に
と
っ
て
は
最

も
魅
力
的
な
地
域
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
の
示
す
通
り
べ
き
る
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
地
域
が
注
目
さ
れ
出
し
た
の
は
一
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

天
然
資
源
特
に
鉱
物
資
源
の
開
発
に
あ
っ
た
。
第
一
次
産
業
国
乃
至
モ
ノ
カ

ル
チ
ュ
ア
経
済
と
い
う
の
は
、
無
限
の
発
展
の
可
能
を
秘
め
て
い
る
之
等
の
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国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

地
域
に
適
用
さ
れ
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
由
来
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
は
多
額
の
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
資
本
が
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
、
そ
れ
を
追
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
が
流
入
し
て
い
た
。
こ
の
資
本
は
之
等

の
国
の
経
済
的
同
軸
を
掌
握
せ
ん
と
し
た
が
第
二
次
大
戦
後
、
各
国
で
民
族

自
立
傾
向
が
強
ま
り
所
謂
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
擾
頭
と
共
に
先
進
国

は
資
本
輸
出
の
形
態
を
漸
次
変
質
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
後
進
国
民
族
資
本

へ
の
合
弁
が
目
立
っ
て
来
て
い
る
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
は
第
一
次
産
業
国
よ
り
工
業
化
計
画
の
実
行

を
進
め
、
近
代
国
家
へ
の
営
み
を
孜
々
と
し
て
歩
み
つ
づ
け
、
資
本
蓄
積
の

低
い
自
ら
の
欠
陥
を
や
は
り
外
資
に
仰
ぐ
方
向
に
再
転
換
し
つ
つ
あ
る
も
の

が
多
い
。

　
工
業
化
の
た
め
の
多
額
の
所
要
資
金
は
一
方
で
は
輸
入
統
制
．
為
替
統
制

を
租
税
政
策
の
一
環
と
し
て
と
り
上
げ
る
複
数
為
替
制
度
に
よ
り
賄
わ
ん
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
も
中
央
部
及
び
南
部
の
一
部
諸
国
は
普
通
、
ド
ル

圏
内
に
あ
る
が
南
米
の
共
和
国
は
軟
貨
圏
に
属
し
対
西
欧
貿
易
や
そ
の
他
の

地
域
と
も
多
角
的
貿
易
を
行
っ
て
い
る
。
南
米
諸
国
は
従
っ
て
戦
後
か
ら
直

ち
に
西
欧
と
の
多
角
決
済
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
申
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
貿
易
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
諸

国
が
戦
争
の
渦
申
に
あ
り
経
済
的
に
隔
絶
の
形
に
な
っ
た
た
め
に
全
面
的
に

対
米
貿
易
に
変
貌
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
之
等
諸
国
は
船
腹
と
商
品
の

不
足
の
た
め
に
、
ず
っ
と
金
及
び
ド
ル
保
有
の
増
加
が
つ
づ
い
た
。
対
英
貿

易
は
戦
争
の
危
険
下
に
あ
り
乍
ら
も
コ
p
ン
ビ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク

プ
ド
ー
ル
で
は
可
成
り
活
澱
で
あ
っ
た
が
一
九
四
五
年
、
戦
争
終
了
と
共
に

ド
ル
勘
定
地
域
の
国
々
と
の
提
携
が
成
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
貨
の
ド
ル
貨
へ

の
交
換
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
…
戦
争
中
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
は
イ
ギ
リ
ス
に
対

し
て
余
剰
を
も
つ
て
い
た
の
が
、
之
が
】
九
四
五
年
七
月
に
至
り
、
｝
億
三

七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
達
し
て
遂
に
交
換
不
能
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス

ほ
動
き
の
と
れ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
了
つ
た
た
め
、
そ
の
後
、
こ
の
三
国
に
あ

る
イ
ギ
リ
ス
の
公
共
企
業
や
私
企
業
の
売
却
等
の
方
法
で
長
期
債
務
を
払
戻

し
た
た
め
に
一
挙
に
負
債
は
減
少
し
一
九
四
九
年
に
は
ポ
ン
ド
保
有
高
は
八

八
○
○
万
ポ
ン
ド
に
迄
落
つ
い
た
。

　
一
九
四
六
－
四
九
年
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
四
〇
に
の
ぼ
る
双

務
協
定
が
西
欧
諸
国
と
の
間
に
成
立
し
た
が
九
分
迄
は
南
米
諸
国
と
西
欧
諸

国
と
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
ル
圏
以
外
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
国
は
対
英

協
定
を
締
結
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
九
四
八
年
五
月
双
務
協

定
国
と
な
り
、
チ
リ
ー
の
み
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
制
度
を
維
持
し
て
い

る
。
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ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
、
そ
の
他
の
諸
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
通
商
・

金
融
協
定
は
綿
密
な
内
容
を
も
ち
、
例
え
ば
一
九
四
六
年
九
月
締
結
の
イ
ギ

リ
ス
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
協
定
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
の
イ
ギ
リ
ス
所
有
の
鉄

道
の
売
却
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
産
食
肉
の
イ
ギ
リ
ス
向
け
輸
出
を
内
容
と
し
て

お
り
、
一
九
四
六
年
＋
二
月
締
結
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
協
定
で
は

フ
ラ
ン
ス
の
債
務
の
現
金
化
の
手
段
と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
に
あ
る
フ

ラ
ン
ス
所
有
鉄
道
の
売
渡
し
を
決
定
し
、
一
九
四
七
年
七
月
成
立
の
フ
ラ
ン

ス
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
協
定
は
フ
ラ
ン
勘
定
維
持
の
た
め
に
六
億
ペ
ソ
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
側
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
と
双
務
的
な
協
定
を
結
ぶ
と
共
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

諸
国
は
相
互
に
双
務
的
協
定
を
も
つ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
に
は
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
内
部
問
の
貿
易
総
額
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
の
六
％
に
す

ぎ
な
か
っ
た
が
戦
時
申
に
飛
躍
的
に
増
大
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
時
中
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
貿
易
の
決
済
は
殆
ん
ど
ド
ル
決
済
で
あ
っ

た
た
め
に
金
及
び
ド
ル
準
備
の
蓄
積
は
い
よ
い
よ
多
額
に
の
ぼ
っ
た
が
戦
後

非
ド
ル
地
域
を
は
じ
め
各
国
と
の
貿
易
が
再
開
さ
れ
る
に
及
び
、
準
備
量
が

減
少
し
出
す
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
一
部
で
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

内
部
の
貿
易
決
済
に
ド
ル
の
使
用
を
好
ま
な
く
な
り
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

内
貿
易
の
維
持
す
ら
消
極
的
に
な
っ
た
の
は
西
欧
へ
の
輸
出
に
「
よ
り
南
米
諸

国
が
受
取
ゐ
ド
ル
は
西
欧
の
ド
ル
不
足
が
ド
ル
節
約
を
促
す
と
共
に
非
常
に

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

困
難
と
な
り
、
自
つ
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
間
の
場
合
も
ド
ル
節
約
的
な
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
情
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
四
三
－
四
八
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
ー
、
ボ
リ
ヴ

ィ
ア
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
と
協
定
を
結
ん
だ
が
パ
ラ
グ
ァ
イ
と
の

決
済
は
イ
ギ
リ
ス
の
仲
介
に
よ
り
ポ
ン
ド
決
済
が
認
め
ら
れ
た
し
、
ブ
ラ
ジ

ル
も
亦
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
チ
リ
ー
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
と
の
決
済

に
つ
い
て
こ
の
方
法
を
と
っ
た
。
併
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク

ア
ド
ー
ル
と
は
ド
ル
決
済
を
拒
否
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
中
で
南
米
諸
国
は
戦
時
申
の
為
替
統
制
を
戦

後
に
至
り
、
世
界
市
場
が
そ
の
需
要
を
充
た
す
迄
に
恢
復
し
て
も
な
お
、
緩

和
は
お
ろ
か
益
々
厳
格
な
も
の
と
し
て
堅
持
し
た
の
に
対
し
、
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
の
中
央
部
の
諸
国
は
戦
争
終
了
と
共
に
為
替
統
制
を
撤
廃
す
る
か
又

は
大
巾
に
緩
和
し
た
の
は
各
国
の
経
済
構
造
の
な
せ
る
と
こ
ろ
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
Q

　
今
日
、
南
米
諸
国
は
依
然
と
し
て
大
勢
は
為
替
統
制
と
輸
入
割
当
の
強
化

　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
よ
り
貿
易
統
制
を
つ
黛
け
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
統
制
の
必
要
の
一
部

の
理
由
は
戦
後
の
経
済
自
立
心
に
対
す
る
一
様
の
工
業
化
政
策
が
赤
字
財
政

で
強
行
さ
れ
、
先
進
国
の
経
済
的
援
助
が
先
進
国
の
消
費
財
市
場
の
好
摩
の

餌
食
と
さ
れ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に
頻
り
、
遂
に
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
激
化
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
如
き
は
ペ
ロ
ン
政
府
に
よ
る
国
営
産
業
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国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

の
失
敗
、
賃
上
げ
の
連
続
が
イ
ン
フ
レ
を
起
し
、
、
結
局
ペ
ロ
ン
失
脚
を
招
来

し
た
）
の
た
め
の
対
策
に
あ
り
、
叉
一
方
向
は
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
決
済
か

ら
生
じ
た
交
換
不
能
通
貨
の
形
で
累
積
し
た
輸
出
余
剰
が
貿
易
統
制
を
強
化

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
南
米
諸
国
は
貿
易
統
制
の
た
め
に
輸
出
入
の
許
可
割
当
制
や
、
為
替
統
制

や
、
関
税
、
為
替
是
等
の
方
法
を
と
っ
た
に
不
拘
、
単
一
レ
ー
ト
の
設
定
は

実
現
せ
ず
大
部
分
の
諸
国
が
複
数
レ
ー
ト
に
復
帰
し
て
了
つ
た
。

　
複
数
為
替
制
度
に
は
一
層
厳
し
い
直
接
的
統
制
手
段
を
講
ず
る
よ
り
も
為

替
の
コ
ス
ト
を
変
化
さ
せ
て
貿
易
統
制
が
出
来
る
と
こ
ろ
に
行
政
的
乃
至
政

…
磐
越
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
戦
後
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
為
替
制
度
は
大
局
的
に
は
西
欧
の
そ
れ
が

戦
前
と
本
々
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
に
比
較
す
れ
ば
戦
前
の
連
続
と
は
い
っ

て
も
一
率
に
語
る
訳
に
は
行
か
な
い
。
ペ
ロ
ン
失
脚
後
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や

ク
ビ
チ
ッ
ユ
ク
出
現
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
経
済
自
立
化
態
勢

の
整
う
と
共
に
単
一
為
替
の
設
定
叉
は
設
定
の
方
向
に
前
進
し
て
い
る
事
実

が
之
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
や
苛
烈
と
な
り
つ
N
あ
る
世
界
の
経
済
的
対
立
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

諸
国
の
生
産
能
力
を
損
減
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
却
っ
て
戦
前
以
上
に
ラ
テ
ン
．

ア
メ
リ
カ
の
生
産
物
に
対
す
る
需
要
を
増
加
さ
せ
且
つ
高
度
に
し
更
に
安
定

的
な
も
の
と
し
て
お
り
世
界
各
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
西
欧
諸
国
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
代
金
決
済
に
ド
ル
叉
は
交
換

可
能
通
貨
を
積
極
的
に
使
用
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
結
果
は
、
否
応
な
く
ラ

テ
ン
」
ア
メ
リ
カ
の
双
務
・
王
義
の
網
の
中
へ
西
欧
諸
国
を
引
摺
り
こ
む
こ
と

に
な
っ
た
と
或
程
度
い
え
な
い
こ
と
も
な
か
っ
た
が
南
米
の
A
、
B
、
C
と

い
わ
れ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
や
チ
リ
ー
の
如
き
大
国
は
貿
易
自
由

化
と
い
う
世
界
的
な
趨
勢
に
お
く
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
為
替
自
由
化
の
た
め

の
経
済
的
実
力
の
瓶
養
と
い
う
目
的
の
た
め
に
も
前
述
の
単
一
レ
ー
ト
へ
の

歩
み
を
怠
ら
ず
、
、
自
由
貿
易
の
彼
岸
へ
の
捷
径
を
自
ら
の
経
済
圏
乃
至
通
貨

　
　
　
（
4
）

圏
の
形
成
に
求
め
て
パ
リ
・
ク
ラ
ブ
、
へ
ー
グ
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
多
角
決
済

化
を
推
進
す
る
E
P
刀
圏
へ
の
接
触
の
中
に
光
明
を
探
心
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
戦
後
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
世
界
市
場
に
於
い
て
は
売
手
市
場
を
特
質

と
し
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
決
済
面
で
ド
ル
支
持
を
要
求
出
来
た
の
で
あ
る
。

こ
の
有
利
さ
も
対
米
貿
易
が
大
部
分
を
占
め
る
之
等
地
域
で
は
相
殺
さ
れ
て

了
う
の
で
前
記
の
如
く
E
p
U
圏
や
ア
ジ
ア
、
特
に
日
本
へ
の
接
近
、
ソ
連
を

中
心
と
す
る
東
欧
圏
へ
の
貿
易
の
転
換
を
志
さ
せ
る
所
以
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
、
畢
寛
す
る
に
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
、
為
替
政
策
の

基
調
は
財
政
、
金
融
政
策
及
び
投
資
政
策
に
よ
り
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
共

に
今
日
迄
、
歩
い
て
来
た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
あ
り
、
特
に
こ
こ
で

は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
す
る
方
向
は
と
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
之
を
形
成

し
て
来
た
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
Q
・

（116）



　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
均
し
く
工
業
化
の
た
め

の
資
本
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
こ
の
後
進
国
へ
の
先
進
国
の
投
資
に
際
し
、

外
資
対
策
と
し
て
は
間
接
投
資
（
証
券
投
資
）
を
含
め
て
為
替
統
制
に
よ
り

収
益
の
持
出
し
を
阻
ん
で
い
る
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
直
接
投
資
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

特
に
ア
メ
リ
カ
の
投
資
は
支
店
設
置
形
成
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と

は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
近
代
産
業
受
入
れ
に
つ
い
て
の
受
入
国
側

の
法
的
措
置
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
資
本
輸
出
奨

第2表
実効税率

所得税及び配
当税を一緒に
したもの

27．75％

27，75

61．56

35．16

68．39

38．90

28．00

法人税率

収入に対配当金
する税率税　　率

臨
正
正
・
P
b
　
　
　
　
1
0

15％

15

54．78

31．75

66．73

35
@
2
8

ブラジノレ
税
．
び
税

　
　
及
潤

得
　
税
利

　
得
過

所
　
所
超
　P

リチ

upy@uS’7 所̂得税
所得税及び
超過利潤税

キ・　ユ　一　バ

ヴェネズエラ

国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

事
由
は
税
法
上
で
は
ア
メ
リ
か
に
於
い
て
は
海
外
で
事
業
を
行
う
ア
メ
リ
カ

会
社
に
対
す
る
所
得
税
の
全
難
ラ
ン
ギ
ル
墾
。
覧
ら
れ
る
二
重
課
税

　
　
（
7
）

の
是
正
（
一
四
％
の
引
下
げ
）
策
等
が
あ
る
が
受
入
れ
側
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
の
対
策
や
如
何
。

　
之
等
の
地
域
で
は
法
意
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
低
率
で

国
内
法
人
と
外
国
法
人
の
差
別
は
見
ら
れ
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
外
国
法
人

の
支
店
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
の
事
業
活
動
に
対
し
一
五
％
の
通
常
所
得
税
と

貸
記
さ
れ
た
利
潤
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
工
場
の
拡
張
に
再
投
資
さ
れ
な
い
限
り

一
五
％
の
課
税
が
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
法
人
は
法
人
所
得
税
三
五
，
％
、
配

当
金
課
税
六
％
で
あ
る
。
叉
外
国
法
人
の
設
立
し
た
新
企
業
に
対
し
て
は
、

例
え
ば
メ
キ
シ
コ
の
場
合
は
最
高
十
年
の
期
限
で
、
あ
る
種
の
連
邦
税
の
免

除
を
行
っ
て
外
資
導
入
を
奨
励
し
て
い
る
。
叉
所
得
税
、
事
業
税
、
財
産
税

を
あ
る
期
間
、
免
除
す
る
（
プ
エ
ル
ト
・
払
イ
コ
）
の
も
こ
の
範
疇
に
入
る
。

　
次
に
租
税
条
約
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
資
本
輸
入
国
に
は
国
内
の
不
動
産

及
び
特
定
の
利
潤
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
所
得
に
対
す
る
課
税
と
、
そ
の

他
の
所
得
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
居
住
す
る
国
の
課
税
と
が
あ
溶
。
ア
メ
リ

カ
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
の
間
に
租
税
条
約
は
な
い
が
、
、
租
税
条
約

が
出
来
る
な
ら
ば
双
方
の
税
制
か
ら
生
ず
る
複
数
課
税
排
除
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
Q
ゴ

　
叉
租
税
条
約
に
よ
っ
て
米
国
の
所
得
税
の
代
り
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の

（lt7　）



　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

諸
国
が
独
自
の
立
場
で
租
税
を
課
す
る
q
と
む
出
来
る
訳
で
あ
る
し
、
租
税

条
約
が
成
立
す
れ
ば
ラ
ン
ド
ー
ル
報
告
等
に
勧
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ア
メ

リ
カ
の
海
外
に
於
け
る
法
人
所
得
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
所
得
税
引
下
げ

　
　
（
8
）

の
契
機
と
も
な
る
こ
ど
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
投
資
の
保
障
が
問
題
と
な
る
が
資
本
受
入
国
が
為
替
管
理
を
行
っ
て

い
る
た
め
に
民
間
資
本
が
投
下
さ
れ
て
も
、
そ
の
元
本
及
び
利
潤
を
ド
ル
に

発
熱
し
て
本
国
送
金
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
資
本
受
入
国
が
強
制
収
用
叉
は

没
収
等
の
強
権
行
為
を
強
行
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
う
ン
ド
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ル
報
告
で
は
勧
告
し
て
い
る
。

　
更
に
資
本
投
下
に
つ
い
て
は
勧
告
は
相
互
主
義
に
基
づ
く
投
資
条
約
が
成

立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
条
約
の
内
容
は
①
資
本
受
入
国
で

事
業
活
動
を
す
る
資
本
の
権
利
、
②
受
入
国
で
は
外
国
資
本
に
対
し
自
国
民

に
よ
る
投
資
の
場
合
と
完
全
に
公
平
な
待
遇
を
与
え
る
こ
と
、
③
投
資
資
本

は
第
三
国
国
民
の
投
資
資
本
と
全
く
公
平
無
差
別
な
待
遇
を
保
障
さ
れ
る
こ

と
、
④
買
入
国
民
と
同
等
に
事
業
遂
行
の
た
め
の
財
産
所
得
、
課
税
、
裁
判

所
へ
の
提
訴
等
に
つ
い
て
保
護
を
う
け
る
こ
と
、
⑤
外
国
人
企
業
の
所
有
乃

至
経
営
に
つ
い
て
は
現
地
人
参
加
を
必
須
条
件
と
し
な
い
こ
と
、
⑥
利
潤
の

本
国
送
金
及
び
資
本
接
収
に
つ
い
て
は
拘
束
を
与
え
な
い
こ
と
、
⑦
外
国
人

財
産
の
強
制
収
用
に
つ
い
て
は
受
入
国
国
民
の
場
合
よ
り
不
利
な
条
件
を
課

さ
ず
叉
収
用
の
場
合
は
正
当
に
し
て
十
分
な
補
償
を
行
う
こ
と
等
が
考
え
ら

れ
る
項
目
で
あ
ろ
う
。

　
外
国
資
本
の
輸
入
に
つ
い
て
の
各
国
の
態
度
は
特
別
法
の
制
定
の
中
に
見

出
さ
れ
る
が
①
受
入
国
で
の
経
済
活
動
の
場
合
、
投
資
に
つ
い
て
は
外
国
人

の
参
加
が
株
式
資
本
の
四
九
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
メ

キ
シ
コ
の
場
合
で
も
現
実
に
は
全
面
的
に
笑
施
し
た
場
合
、
必
要
な
資
本
を

受
入
れ
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
場
合
が
多
い
の
で
不
完
全
な
施
行
が
な
さ

れ
て
お
り
、
他
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
別
し
て
法
的
規
定
を
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ぬ
も
の
が
多
い
。
②
外
国
人
所
有
財
産
の
取
扱
、
財
産
収
用
の
諸
条
件
に
つ

い
て
規
定
を
先
述
の
如
く
設
け
る
場
合
が
あ
る
が
後
進
国
は
政
治
的
不
安
定

が
絶
え
ぬ
の
で
特
別
法
叉
は
憲
法
体
系
の
中
に
財
産
権
尊
重
や
契
約
神
聖
の

原
則
を
成
丈
化
し
た
り
、
課
税
、
利
潤
送
金
に
つ
い
て
政
府
と
外
国
企
業
と

経
済
協
力
叉
は
資
本
輸
入
協
定
の
、
如
き
も
の
を
締
結
す
る
こ
と
が
一
つ
．
の
方

法
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
③
後
進
国
で
は
資
本
受

入
れ
に
際
し
て
は
許
可
制
に
よ
り
（
一
定
基
準
の
設
定
を
行
う
）
外
資
導
入

を
規
制
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
政
府
投
資
の
形
態
に
よ
る
資
本
輸
出
は
拘
束
貸
付
的
色
彩
を
も
ち
後
進
国

の
政
治
へ
の
発
言
と
も
見
ら
れ
る
場
合
さ
え
あ
る
が
民
間
資
本
の
輸
出
に
は

積
極
的
誘
．
因
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
単
な
る
資
本
市
場
の
行
詰
り
の
打
開
な
る
語
の
背
後
に
、
上
述
の
要
請
の

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
投
資
誘
因
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は
資
本
輸
出
国
政
府
の
側
で
も
研
究
さ
れ
る
が
後
進
国
自
体
も
積
極
的
に
導

入
資
本
優
遇
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
幾
度
も
触
れ
た
如
く
租

税
条
約
、
租
税
上
の
譲
歩
、
財
産
の
取
得
乃
至
長
期
貸
付
へ
の
援
助
、
資
本

輸
出
国
と
の
連
絡
調
整
が
な
さ
れ
資
本
の
安
全
性
と
利
潤
性
が
確
保
さ
れ
て

積
極
策
が
奏
功
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
外
資
が
流
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
民
間
資
本
の
輸
出
の
障
碍
と
な
る
も
の
に
は
輸
入
制
限
、
利
潤
及
び
資
本

移
動
の
制
限
、
複
数
為
替
レ
ー
ト
の
三
つ
が
更
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
、

輸
入
制
限
は
現
地
産
業
の
保
護
手
段
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
る
が
原
料
、
機

械
部
品
の
輸
入
制
限
は
云
う
迄
も
な
く
外
国
投
資
の
阻
害
要
因
と
な
る
。

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
為
替
事
情
が
困
難
に
直
面
し
て
利
潤
送
金

を
制
限
し
た
場
合
が
あ
る
。
国
際
収
支
の
赤
字
の
際
は
特
に
こ
の
措
置
が
と

ら
れ
易
い
が
外
国
投
資
家
の
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
一
因
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

　
複
数
為
替
に
レ
ー
ト
つ
い
て
は
不
利
な
レ
ー
ト
が
輸
入
品
に
適
用
さ
れ
る

場
合
は
コ
ス
ト
高
と
な
り
利
潤
に
影
響
を
与
え
、
輸
出
品
に
対
す
る
場
合
は

輸
出
額
に
対
す
る
課
税
を
意
味
し
、
投
資
資
本
は
必
要
物
資
を
輸
入
す
る
こ

と
に
な
り
現
地
調
達
を
し
な
く
な
る
か
ら
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
で
あ
る
。
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

複
数
為
替
ソ
ー
ト
の
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
資
本
輸
入
、
利
潤
送
金
、

資
本
の
撤
収
（
本
国
へ
の
引
上
げ
）
の
レ
ー
ト
が
夫
々
相
異
る
こ
と
も
あ
る

た
め
外
国
資
本
の
利
潤
に
と
り
之
亦
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
等
が
資
本
輸
出

　
　
　
　
．
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

国
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
後
進
国
の
外
資
対
策
の
事
例
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
を
観
察
す

　
　
　
（
1
2
）

る
な
ら
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
工
業
化
と
国
際
収
支
の
改
善
の
た
め
に
積
極
的
に

外
資
導
入
政
策
を
と
っ
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
既
に
法
的
措
置
が
実
行

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
根
拠
法
規
ば
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
九
日
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

「
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
外
国
貿
易
局
設
置
に
関
す
る
法
律
」
の
申
の
ブ
ラ
ジ
ル
の

外
資
導
入
に
関
す
る
箇
処
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
法
律
の
第
三
十
四
条
か
ら

第
四
十
四
条
に
亘
る
規
定
で
外
資
導
入
に
つ
い
て
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
所
謂
導
入
資
本
の
衡
平
無
差
別
の
原
則
が
確
認
さ
れ
（
第
三
十
四

条
）
導
入
外
国
資
本
は
国
家
経
済
に
特
別
の
利
益
を
も
た
ら
す
資
本
で
そ
の

形
態
は
外
貨
、
機
械
、
機
械
装
置
及
び
器
具
、
原
材
料
で
あ
る
べ
し
と
し
て

い
る
。
亦
、
利
潤
送
金
は
外
国
か
ら
の
借
款
で
通
貨
信
用
監
理
委
員
会
（
。
∩

d
竃
O
O
）
に
登
録
さ
れ
た
も
の
で
利
息
は
八
％
、
ω
q
竃
O
O
に
登
録
さ

れ
た
も
の
の
利
潤
は
一
〇
％
が
公
定
為
替
相
場
で
送
金
す
る
の
で
あ
る
（
第

三
十
五
条
）
。
尚
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
に
顕
著
な
利
益
を
与
え
る
と
大
統
領
が
決

定
し
た
産
業
」
向
外
国
資
本
の
年
一
〇
％
迄
の
利
潤
送
金
は
自
由
為
替
相
場

で
行
わ
れ
（
第
三
十
六
条
）
、
Q
。
d
冒
0
6
に
登
録
さ
れ
大
統
領
が
ブ
ラ
ジ
ル

経
済
に
顕
著
な
利
益
を
齎
す
と
決
定
し
た
産
業
向
の
借
款
の
年
八
％
迄
の
利

息
及
び
元
金
の
送
金
も
自
由
相
場
で
差
支
え
な
い
（
第
三
十
六
条
補
填
）
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
も
注
目
に
値
す
る
。
之
を
普
通
投
資
と
も
云
う
が
、
之
は
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国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

鉱
業
、
石
油
精
製
業
そ
の
他
の
特
定
の
業
種
に
対
す
る
も
の
以
外
は
完
全
な

自
由
で
あ
る
。

　
ω
d
と
O
O
に
登
録
の
必
要
な
投
資
は
原
投
資
通
貨
で
表
示
さ
れ
る
が

く
第
三
十
八
条
）
之
は
優
遇
投
資
と
も
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
優
遇
投
資
は

気
候
条
件
の
不
利
な
地
域
叉
は
未
開
発
地
域
開
発
計
画
向
の
外
国
資
本
及
び

政
府
が
料
金
を
決
定
す
る
電
力
・
通
信
文
は
運
輸
事
業
の
設
備
の
新
設
叉
は

拡
張
計
画
向
の
外
国
資
本
（
第
三
十
四
条
）
を
云
う
の
で
あ
る
。

　
外
国
資
本
登
録
に
は
。
D
d
冒
O
o
の
事
前
許
可
が
次
の
事
項
を
確
認
の
上

で
与
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
の
導
入
外
国
資
本
が
政
府
の
開
発
計
画
の
中
に
入
っ
て
い
る
事
業
に
投
資

・
さ
れ
る
こ
と
、
⑨
導
入
資
本
が
外
貨
の
増
大
叉
は
節
約
に
役
立
つ
こ
と
、
㊦

導
入
資
本
が
現
物
の
形
を
と
る
場
合
は
、
こ
の
現
物
資
本
財
が
新
品
で
而
も

適
当
で
有
効
な
使
用
に
た
え
る
こ
と
、
㊥
事
業
を
行
う
た
め
の
技
術
的
及
び

金
融
的
保
証
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
（
第
三
＋
九
条
）
。

　
。
Q
d
g
O
O
に
登
録
さ
れ
た
特
別
の
利
益
を
国
家
経
済
に
齎
す
外
国
資
本

ば
車
7
業
漫
引
潮
開
始
日
か
ら
十
年
経
…
弾
琴
、
毎
年
投
資
元
本
の
一
〇
i
二
〇
4
％

を
公
定
相
場
で
送
金
出
来
る
の
で
あ
り
（
第
四
十
条
）
、
登
録
資
本
は
自
発
的

に
利
潤
を
送
金
し
な
い
場
合
は
Q
Q
d
冒
O
O
の
承
認
を
経
て
投
資
元
本
に
利

潤
を
繰
入
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
延
払
に
よ
る
…
磯
械
の
外
貨
融
資
に
よ
る
輸
入
は
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
に
利
益
を

与
え
る
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
機
械
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
生
産
さ
れ
ず
、
将
来

の
外
貨
支
払
の
約
束
が
外
貨
の
即
時
的
調
節
又
は
外
貨
予
算
の
範
囲
内
で
、

こ
の
取
引
に
q
D
ご
竃
O
O
が
承
認
を
与
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
外
貨
の

当
該
品
の
属
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
最
近
三
回
の
為
替
競
売
平
均
プ
レ
ミ
ア
ム

を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
許
可
さ
れ
る
こ
と
（
第
四
十
二
条
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
原
材
料
や
重
要
消
費
財
の
輸
入
は
Q
。
d
冨
O
O
の
許
可
を
要
し
、
為
替
プ

レ
ミ
ア
ム
の
支
払
に
は
。
n
d
］
≦
O
O
の
指
示
が
必
要
で
あ
る
（
第
四
十
四
条
）
。

　
外
国
投
資
に
は
m
d
竃
O
∩
指
令
に
よ
る
機
械
設
備
の
無
為
替
輸
入
が
あ

る
が
之
に
は
。
。
d
冒
O
O
の
登
録
の
要
は
な
く
、
単
に
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
貿
易

局
の
許
可
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
。
こ
の
種
の
投
資
の
利
潤
送
金
は
自
由
為
替
市

場
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
中
心
は
コ
ー
ヒ
栽
培
を
中
心
と
す
る
農
業
経
済
で
あ
り

豊
富
な
鉱
産
物
の
存
在
と
共
に
先
進
資
本
の
集
中
す
る
場
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
国
民
が
貯
蓄
性
向
低
く
従
っ
て
資
本
蓄
積
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
で
あ

る
（
貯
蓄
性
向
は
農
民
の
土
地
へ
の
執
着
が
強
く
土
地
買
取
の
た
め
に
保
蔵

貨
幣
を
支
出
し
て
了
い
銀
行
の
資
金
源
と
な
る
貯
蓄
の
集
積
が
形
成
さ
れ
な

い
た
め
に
低
い
）
が
、
之
は
既
述
の
通
り
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
こ
の
傾
向
は

強
ま
る
一
方
で
あ
る
。

　
俗
に
一
様
に
未
開
発
地
域
と
い
っ
て
も
東
南
ア
ジ
ア
は
そ
の
社
会
構
造
が

二
重
社
会
で
あ
り
独
立
の
た
め
の
反
植
民
地
意
識
が
強
烈
で
あ
る
の
に
対
し
、
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ブラジルの賓三相一国比率　（％）第．3表

19551954195319521937

輸出1輸入輸出1輸入『出1輸入1輸出1輸入輸入輸T出

25

Q2

R0

U
4
1
1
3

43

P0

Q8

黷
U
4
1
3

36

P4

R0

W
2
1
1
0

38

X
3
5
　
　
6
5
1
1

31

Q3

R0

W
5
4
3

50

V
3
0
1
6
5
6

44

X
2
9
6
1
1
9
2

53

X
2
7
1
4
3
6

25

P6

R9

R
1
4
1
2
3

37

V
3
7
1
1
0
9
8

アメリカ，カナダ

ラテン・アメリカ

EPU諸国（大陸）

　〃　〃（属領）

スターリング地域

英　　　　　国

その他の世界

Source　：　lnternational　Financial　Statistics　Jan．　1957．
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ブラジルに於けるイソフンーショyの動向第4表

19561954 19551947 1951

210

57

65

320

465

　86

　71

－15

認
姐
撤
α
朝
川
、
砧
5
6
」

旧
版
旧
％
蜥
鵬
　
的
妬
眉

91

P2

W7

R0

118

147

　　24

　27

十3

47

U
4
0
2
3

100

100

　13

　14

十1

通貨供給量（10億クルゼイロ）

政府への貸出（　”　　　）
企業及び値入への貸出（　　〃　　）

自由市場のクルゼ・f　li（1ドル当りクルゼイ戸）

生計費（1947＝100）
＝［二業賃金　（1947＝100）

連邦財政
歳　　出（10億クルゼイロ）

歳　　入（　〃　）
財政収支（　〃　）

Source　：　lnternational　Financial　Statistics．　Jan．　1957．

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
社
会
的
階
級
矛
盾
の
明
確
な
も
の
を

各
人
が
容
易
に
見
出
す
程
で
な
く
、
独
立
以
来
の
古

い
歴
史
を
も
ち
十
九
世
紀
か
ら
既
に
外
国
資
本
が
導

入
さ
れ
て
之
が
現
地
に
定
着
じ
て
確
だ
る
基
盤
を
も

つ
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
中
心
の
経
済
構
造
が
強
く
外
国

資
本
や
移
民
を
導
入
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た
等
の
理

　
　
　
　
　
（
1
6
）

由
や
貧
困
の
度
合
い
も
ア
ジ
ア
的
貧
困
と
は
著
る
し

く
様
相
を
異
に
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
諸
国
や
中
近
東

諸
国
ほ
ど
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
熾
烈
で
な
く
外
国

資
本
に
よ
る
工
業
化
政
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
政
権
の
下
に
あ
る
こ
と
が
外
国
資
本
の
進
出
意
欲

を
駆
り
立
て
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
投
資
気
候
と
し
て
は
消
費
財
や
完
成
財
工
業
品
の

輸
入
に
は
高
い
為
替
競
売
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
く
た
め

輸
入
価
格
が
割
高
と
な
り
、
国
内
生
産
の
有
利
性

（
高
利
潤
）
が
期
待
さ
れ
、
政
府
よ
り
土
地
の
提
供

や
租
税
政
策
に
よ
る
減
免
措
置
が
あ
り
豊
富
な
鉱
物

水
力
資
源
が
存
在
し
、
無
限
の
投
資
機
会
と
利
益
が

期
待
さ
れ
る
等
の
有
利
性
が
ア
メ
リ
カ
、
西
欧
（
特

に
最
近
は
西
独
）
、
ソ
連
、
日
本
の
資
本
進
出
が
盛
ん
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第5表 SMOCに登録された外国融資　　（1956・1．1　　単位1000ドル）

融資国（叉は機関）別

　
門
関
鶏
機
計
謬

　
　
　
　
　

合
I
l

　
（
　
　
」

国際復興開発銀行（IBRD）

ッ
直
間
ア
共
間
一
尊
詠
ダ
共
間

　
　
　
リ

　
　
　
ト
　
　
　
ギ

ィ
貧
蚕
養
ナ
食

ド
　
　
　
オ
　
　
　
ベ
　
　
　
カ

2
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
5

力
業
間

リ
メ
公
民

ア6

ス
業
間
ス
共
間
［
共
間
本
尊
間

ン
　
　
リ
　
　
レ

ラ
公
民
留
口
公
民
　
タ
公
民
　
　
公
民

ブ
　
　
　
イ
　
　
　
イ
　
　
　
日

7
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ン
共
間

デ［
エ
公
民

ウス皿

ス
共
間

イ　
公
民

スn

　
　
の

う
　
の
カ
　
へ
　
ス
　
へ
　

ロ
　
　
　
　
　
く

螂
蕊
・
　
・

馳
轟
・
食
ギ
食

そ
晶
・
　
・

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

α
1
　
2
　
3

債務残高優先／刀xu非翫三二　
f
t

974518．7

290520．7

38547．9

38547．9

9449．0

9449．0

1121．5

1121．5

1671．8

1671．8

156356．9

145114．2
11242．7

64251．1

64251．1

1323．7

1323．7

10537．4

10537．4

1896．2

1896．2

2383．9

2383．9

2981．3

2981．3

683998．0

65500．0

65500．0

561619．0

290627．0
270992．0

56879．0

56879．0

297939．1

297，939．1

1．6

81．6

238．7

238．7

255118．1

255118．1

36166．9

33000．0
3166．9

785．7

685．7

5015．9

5015，9

239．9

289．C）

292．3

2923

1272457．8

583459．8　’

38547．9

38547．9

9530．6　・

　59530．6
238．7

238．7

1121，5

1121．5

256789．9

256789．9

192523．8

178114．2
14409．6

65036　8

65036．8

6339．6

6339．6

1077．3

1077．3

1896．2

1896．2

2383．9

2383．9

3273．6

3273．6

3273．6

683998，0

65500．0
65500，0

561619．0
29062．0

270992．0

56879．0

56879．0

国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

Source　：　SUMOC，　Bulletin　1956．
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と
な
っ
て
い
る
根
拠
で
あ
る
。

　
間
接
投
資
の
形
の
外
国
融
資
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
於

い
て
は
海
運
業
・
航
空
業
・
電
力
業
・
漁
業
・
鉱
業
に
は
持
株
の
制
限
が
あ

る
だ
け
で
そ
の
他
の
事
業
へ
の
外
国
企
業
参
加
の
制
限
は
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
（
例
え
ば
一
九
五
三
年
設
立
の
西
独
の
フ
オ
ル
ク
ス
ワ
ー
グ
ン
の
場
合
は

出
資
比
率
・
は
西
独
八
○
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
ニ
○
％
で
あ
る
）
こ
と
で
あ
る
。

　
叉
外
国
資
本
の
強
制
収
用
に
つ
い
て
は
憲
法
（
第
一
四
一
条
）
の
規
定
（
公

共
の
必
要
叉
は
利
益
の
た
め
に
、
叉
は
社
会
的
利
益
の
要
求
す
る
場
合
、
予

め
金
銭
を
以
て
正
当
な
保
証
を
与
え
て
収
用
を
行
う
以
外
は
、
之
を
保
証
す

る
）
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
。

　
資
本
の
導
入
に
よ
り
一
国
経
済
の
成
長
を
促
進
す
る
た
め
の
態
度
は
以
上

の
如
く
で
あ
り
安
全
性
と
高
利
潤
を
求
め
る
資
本
の
要
求
に
合
致
し
た
対
策

が
飽
く
迄
も
貫
か
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
質
が
あ
る
が
、
更
に
資
本
は
国
内

政
治
の
安
定
度
と
国
際
的
義
務
（
例
え
ば
債
務
履
行
）
に
対
す
る
国
家
的
態

度
、
国
内
経
済
の
構
造
及
び
経
済
進
歩
の
段
階
、
貿
易
構
造
及
び
国
際
収
支

の
見
透
し
、
経
済
及
び
金
融
政
策
の
健
全
性
を
判
断
の
基
本
と
す
る
こ
と
は

い
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
尚
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
外
資
は
一
九
五
五
年
末
で
は
総
残
高
一
三
億
ド
ル
見
当

と
云
わ
れ
、
そ
の
内
訳
は
間
接
投
資
（
外
国
融
資
）
の
中
、
優
遇
さ
れ
る
も
の
一
二

億
ド
〃
、
外
国
投
資
の
巾
、
優
遇
さ
れ
る
も
の
一
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
で
両
方
で
一

　
　
　
国
際
金
融
政
～
策
の
一
断
面

三
億
六
〇
〇
万
ド
ル
で
約
八
割
に
達
す
る
。
無
為
替
輸
入
に
よ
る
投
資
は
三
〇
〇
〇

万
ド
ル
、
普
通
投
資
及
び
融
資
は
一
億
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
優
遇
を
う
け
る
融
資
の
中
、
四
六
。
二
％
が
経
済
開
発
部
門
へ
の
も
の
で
電
力
、

．
運
輸
通
信
、
農
業
等
の
基
礎
産
業
融
資
で
あ
る
。
非
経
済
開
発
部
門
へ
の
も
の
は
輸

入
ユ
ー
ザ
ン
ス
決
済
資
金
、
国
庫
不
足
補
助
金
で
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
銀
行
団
の
協
調
融
資
、
輸
出
入
銀
行
の
融
資
で
あ
る
。

　
I
B
R
D
、
I
M
F
、
輸
出
入
銀
行
か
ら
の
融
資
が
四
五
％
で
国
別
で
は
ア
メ
リ

カ
融
資
は
全
体
の
五
九
％
、
ヨ
i
戸
ッ
パ
諸
国
一
二
％
で
あ
る
が
民
間
ベ
ー
ス
で
は

ヨ
ー
官
ッ
パ
諸
国
一
六
・
八
％
、
ア
メ
リ
カ
ニ
・
四
％
と
な
り
戦
時
中
、
杜
絶
え
て

い
た
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
資
本
進
出
の
遅
れ
を
挽
回
せ
ん
と
し
て
い
る
様
子
が
端
的
に
表

わ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
投
資
方
向
は
製
造
工
業
の
分
野
で
既
述
し
た
通
り
傘

下
会
社
な
り
支
店
を
介
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
海
外
投
資
の
二

〇
・
五
％
を
ラ
テ
ン
。
ア
メ
リ
カ
に
注
ぎ
そ
の
中
の
＝
％
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
当
て
て

い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
投
資
は
石
油
に
集
中
的
で
最
も
能
率
的
で

あ
り
後
進
国
へ
の
資
本
輸
出
の
理
想
型
と
も
見
ら
れ
て
い
る
が
ブ
ラ
ジ
ル
型
は
異
っ

て
い
る
。

　
次
に
西
独
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
進
出
に
力
を
入
れ
海
外
投
資
の
二
〇
・
一
％
を
割
い

て
い
て
鉄
鋼
、
化
学
・
電
気
・
機
械
等
の
重
工
業
が
主
体
で
あ
る
。
西
独
は
資
本
財

輸
出
市
場
の
確
保
と
安
定
化
の
第
一
歩
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　
英
国
に
つ
い
て
は
海
外
投
資
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
束
強
化
に
重
点

を
お
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
発
行
外
債
の
買
入
れ
が
主
な
も
の

で
あ
り
西
独
に
比
し
開
発
投
資
は
低
調
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
日
本
の
企
業
の
ブ
ラ
ジ
ル
進
出
に
つ
い
て
は
別
皿
を
期
し
た
い
。
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国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

註
（
1
）
　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
第
一
次
産
業
国
で
あ
り
、
単
一
耕
作
（
モ
ノ
カ
ル

　
　
チ
ユ
ア
）
で
特
色
づ
け
ら
れ
て
お
り
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
、
ド
ミ
ニ
カ
の
コ
コ

　
　
ア
レ
チ
リ
ー
の
銅
、
（
硝
石
）
、
キ
ュ
ー
バ
の
砂
糖
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
羊
毛
、

　
　
（
食
肉
）
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
の
羊
毛
、
メ
キ
シ
コ
の
亜
鉛
と
鈴
、
ヴ
エ
ネ
ズ
エ
ラ
の

　
　
石
油
、
ボ
リ
ビ
ア
の
錫
、
ペ
ル
ー
の
鉛
と
い
う
よ
う
に
生
産
物
が
一
力
国
に
集

　
　
中
し
て
い
る
。

　
（
2
）
o
鼻
巴
蜜
ま
β
閃
。
『
。
曹
。
畳
芭
出
時
爵
出
ヨ
①
碁
陶
』
k
・
H
o
駅

　
（
3
）
　
拙
稿
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
主
要
国
に
於
け
る
為
替
政
策
の
展
望
と
特
質
、

　
　
南
米
研
究
第
4
号
。

　
（
4
）
　
拙
稿
、
国
際
決
済
制
度
の
新
展
開
、
国
際
経
済
研
究
年
報
珊
。

　
（
5
）
　
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
ド
イ
ツ
の
資
本
進
出
も
南
米
に
つ
い
て
は
支
店
や

　
　
子
会
社
を
通
ず
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
（
6
）
困
曇
。
≡
畳
8
巴
∪
①
＜
①
一
。
窟
①
纂
と
く
冨
曙
じ
ロ
。
・
。
5
剛
畏
器
冨
ヨ
中
。
α
・
周
。
ω
。
・
”

　
　
H
ゆ
ω
卜
。
●
や
唱
・

　
（
7
1
）
　
準
。
。
。
①
暮
亀
8
0
。
語
聾
。
・
g
。
ざ
昌
自
国
。
至
近
悶
島
。
ざ
ω
三
角
団
巷
①
『
ω
レ
。
駅
↑
マ
O
c
。
●

　
（
8
）
　
パ
ン
。
ア
メ
リ
カ
、
ユ
ニ
オ
ン
の
作
成
の
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
於
け

　
　
る
外
国
投
資
」
（
外
務
省
言
訳
）
七
一
頁
参
照
Q

　
（
9
）
三
軒
巨
巴
ぎ
O
。
ヨ
巨
。
・
の
一
自
学
悶
。
邑
α
・
5
切
島
。
ざ
。
D
け
騨
中
b
署
。
声
ち
罫

　
（
1
0
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
敵
情
保
蔵
、
第
二
次
大
戦
後
の
対
外
投

　
　
資
、
（
高
垣
寅
次
郎
編
、
ア
メ
リ
カ
経
済
政
策
の
研
究
、
所
収
）
が
あ
る
。

　
（
1
1
）
　
≦
O
●
即
≦
。
。
臼
Φ
ざ
冨
①
d
器
亀
ω
も
①
。
芭
穿
。
芝
煮
①
切
雪
。
ω
h
。
同
目
冨
昌
ω
舘
－

　
　
ま
霧
三
子
国
。
邑
α
q
昌
9
目
で
国
巳
。
。
・
魏
富
南
勺
碧
①
『
ω
」
O
器
・
O
。
け
・

　
（
1
2
）
　
d
巳
冨
幽
＝
国
島
8
9
司
8
。
㎡
昌
9
思
け
巴
ぎ
冨
鼠
昌
諺
目
・
鼠
。
臼
層
客
団
・
H
O
ま

　
　
　
叉
日
本
輸
出
入
銀
行
「
海
外
調
査
資
料
」
第
八
号
、
第
一
一
号
の
記
事
に
詳

　
し
い
Q

（
1
3
）
　
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
中
央
銀
行
的
機
能
を
果
し
て
お
り

　
為
替
行
政
を
中
心
と
す
る
担
．
当
は
、
外
国
貿
易
局
が
専
管
で
あ
る
。
国
・
爵
冨
昌

　
野
垂
直
σ
・
。
。
透
①
霧
知
。
α
ひ
・
（
塩
野
谷
九
十
九
訳
、
各
国
銀
行
制
度
概
観
）

（
1
4
）
　
一
九
五
四
年
二
月
、
創
設
さ
れ
た
大
蔵
省
直
属
機
関
で
為
替
金
融
市
場
全

　
般
の
統
制
を
行
っ
て
い
る
。
い
毛
豊
三
①
島
。
暮
貯
計
竃
。
①
曾
①
ま
9
巴
ぎ
・

（
1
5
）
　
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
五
〇
年
、
時
の
サ
ル
テ
蔵
相
が
大
規
模
な
経
済
開
発

　
五
古
年
計
画
を
作
成
し
そ
の
所
要
貸
金
を
約
一
〇
億
ド
ル
と
見
積
り
、
五
億
ド

　
ル
を
ア
メ
リ
カ
よ
り
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
両
国
問
で
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
、

　
不
調
に
了
り
、
こ
の
計
画
は
一
九
五
三
年
失
敗
し
た
。
当
初
の
計
画
は
次
の
よ

　
う
で
あ
っ
た
。

　
．
即
ち
、
資
金
源
と
し
て
は
一
般
会
計
よ
り
一
一
七
億
五
〇
〇
〇
万
ク
ル
ゼ
イ

　
す
、
七
分
利
付
公
債
五
〇
億
ク
ル
ゼ
イ
只
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
融
資
二
〇
億
ク
ル

　
ゼ
イ
ロ
、
交
付
金
一
二
億
五
〇
〇
〇
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
で
合
計
二
〇
〇
億
ク
ル
ゼ

　
イ
ロ
が
計
画
さ
れ
、
支
出
は
運
輸
計
画
に
五
六
・
七
％
、
資
源
開
発
に
一
六
％
、

　
食
糧
増
産
に
二
二
・
七
％
、
衛
生
計
画
に
二
二
・
二
％
、
行
政
費
及
び
予
備
費

　
六
・
九
％
と
さ
れ
た
が
、
一
九
五
〇
1
五
三
年
の
四
翌
年
の
麦
出
総
額
は
計
画

　
の
半
分
以
下
の
九
五
億
ク
ル
ゼ
イ
ロ
（
約
五
億
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。

（
1
6
）
、
ア
ジ
ア
的
貧
困
と
の
比
較
は
一
人
当
り
国
民
所
得
の
比
較
を
す
れ
ば
容
易

　
に
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、

“
ラ
テ
ン
．
・
ア
メ
リ
カ
の
．
一
．
人
当
り
国
民
所
得
の
平
均
は
一
七
〇
ド
ル
（
最
高
は

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
三
五
〇
ド
ル
、
’
ウ
ル
グ
ア
イ
三
三
〇
ド
ル
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
「
エ
．
ラ

　
三
二
〇
ド
ル
で
最
低
は
ボ
リ
ザ
ィ
ア
の
六
〇
ド
ル
〉
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ジ

　
ア
で
は
五
〇
ド
ル
（
最
高
は
日
本
の
一
〇
〇
下
ル
、
．
最
低
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
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三
〇
ド
ル
）
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
が
貧
困
の
度
合
を
示
す
に
十
分
な
指
標
で
あ
る
。

　
因
み
に
ア
メ
リ
カ
は
一
四
五
〇
ド
ル
で
世
界
の
平
均
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、

　
ア
メ
リ
カ
四
七
八
、
欧
州
諸
国
一
六
五
、
ソ
連
二
二
五
、
南
米
七
四
、
ア
ジ
ア

　
ニ
ニ
と
な
る
。

（
1
7
）
　
興
銀
調
査
月
報
7
、
五
二
頁
に
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

pL一
ノ、

　
之
を
要
す
る
に
国
際
的
完
全
屈
用
の
達
成
と
イ
ン
フ
レ
な
き
安
定
せ
る
国

際
均
衡
と
の
同
時
的
達
成
に
よ
り
国
際
経
済
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
国

際
経
済
政
策
は
財
政
・
金
融
政
策
を
そ
の
中
心
と
し
而
も
中
核
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
国
際
金
融
政
策
は
今
日
の
世
界
経
済
が
二
つ
の
大
戦
を
経

て
構
造
的
に
根
本
的
変
質
を
遂
げ
所
謂
恒
久
化
し
た
ア
メ
リ
カ
以
外
の
主
要

国
の
ド
ル
問
題
就
中
、
ド
ル
不
足
の
解
決
を
第
一
次
目
的
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

　
こ
．
の
た
め
に
は
ド
ル
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
投
資
が
ド
ル
不
足
対
策
と

し
て
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
所
謂
後
進
国
型
が
天
然
資

源
の
開
発
に
、
先
進
国
型
が
工
業
投
資
に
、
中
間
型
が
前
二
者
の
混
合
さ
れ

た
も
の
と
し
て
存
在
す
る
場
合
、
ド
ル
投
資
の
現
段
階
的
特
質
は
ア
メ
リ
カ

の
対
外
貸
付
が
政
府
機
関
に
よ
る
も
の
が
非
常
に
多
く
民
間
資
本
の
投
下
が

直
接
投
資
た
る
と
間
接
投
資
た
る
と
を
問
わ
ず
、
量
的
に
も
質
的
に
も
公
共

　
　
　
　
国
際
金
融
政
策
の
一
断
面

性
を
も
つ
金
融
機
関
（
輸
出
入
銀
行
）
を
通
ず
る
投
資
に
劣
る
の
は
ア
メ
リ

カ
国
内
に
尚
、
有
利
な
投
資
市
場
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
経
済
の
特
徴
で
も
あ
る

と
い
え
る
。

　
ド
ル
投
資
は
後
進
国
に
対
す
る
経
済
援
助
や
西
欧
を
は
じ
め
と
す
る
高
度

資
本
主
義
国
へ
の
復
興
援
助
や
そ
の
他
、
政
治
的
拘
束
貸
付
に
属
す
る
軍
事

援
助
を
も
含
め
る
な
ら
ば
雇
大
な
額
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
ド
ル
投
資
は
原
理

的
に
は
市
場
の
狭
小
化
の
ゆ
き
つ
く
資
本
主
義
に
と
っ
て
必
然
的
で
宿
命
的

な
資
本
輸
出
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が

こ
の
型
の
典
型
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
経
済
の
実
質
的
分
析

の
態
度
如
何
に
か
か
る
と
い
え
る
。

　
後
進
国
開
発
に
は
多
額
の
資
本
を
必
要
と
し
例
え
ば
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

地
域
の
開
発
に
は
年
々
十
億
ド
ル
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
資

本
輸
出
に
は
何
よ
り
も
高
度
の
利
潤
性
と
資
本
の
安
全
の
保
証
、
相
手
国
の

金
融
政
策
の
健
全
性
に
よ
る
経
済
の
安
定
、
政
治
的
不
安
の
な
い
こ
と
等
が

前
提
条
件
と
な
る
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
如
き
地
域
は
第
二
次

大
戦
と
共
に
民
族
主
義
の
興
隆
が
遂
に
は
急
速
な
る
経
済
の
近
代
化
意
欲
を

生
み
、
而
し
て
計
画
経
済
方
式
に
よ
る
工
業
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
貧

困
経
済
の
意
趣
の
国
民
経
済
で
は
資
本
不
足
が
頻
り
で
あ
り
、
こ
の
た
．
め
に

政
治
的
独
立
の
た
め
の
民
族
主
義
が
目
標
と
す
る
経
済
的
独
立
は
こ
の
旗
を

蔽
っ
て
迄
も
外
資
の
導
入
に
よ
る
経
済
発
展
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
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国
際
金
融
政
策
の
］
断
面

う
に
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
外
国
資
本
の
圧
制
下
に
苦
吟
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
鉄
鎖
を
断
っ
て
低
し

い
出
発
を
し
た
筈
の
後
進
国
経
済
は
、
自
立
経
済
の
た
め
の
資
本
を
再
び
先

進
資
本
、
特
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
等
を
先
頭
と
す
る
成
熟
せ
る
資
本
主

義
国
に
仰
が
ざ
る
を
え
な
い
現
状
を
我
々
は
直
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
工
業
化
強
行
の
余
り
赤
字
財
政
を
も
辞
さ
な
か
っ
た
之
等
国
民
経
済
の
前

進
に
対
す
る
壮
ん
な
意
欲
は
、
工
業
化
計
画
の
失
敗
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
昂
進
に
よ
る
生
計
費
の
暴
騰
を
魁
け
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
訳
で
あ
る
Q

　
後
進
国
経
済
の
発
展
の
鍵
と
な
る
資
本
輸
出
も
資
本
輸
出
国
の
国
民
経
済

は
勿
論
、
輸
入
国
経
済
を
も
同
時
に
力
強
く
発
展
さ
せ
る
国
際
経
済
政
策
が

と
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
か
ら
政
策
決

定
に
際
し
て
は
慎
重
に
し
て
徹
底
的
な
原
理
的
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
す
る
。

　
可
能
性
の
大
陸
と
も
い
わ
れ
亦
、
暗
黒
の
荒
野
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
地
域

が
か
く
し
て
黄
金
の
楽
土
と
な
る
日
は
さ
し
て
遠
い
日
の
事
で
は
あ
る
ま
い
。
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再
生
産
と

国
際
分
業

二
国
、
　
三
商
品
の
ケ
ー
　
ス

片

野

彦

二

こ
の
論
文
の
作
成
に
当
り
、
多
く
の
助
言
を
与
え
ら
れ
た
置
塩
助
教
授
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
長
石
文
中
に
誤
解
誤
謬
が
あ
れ
ば
、

ら
は
す
べ
て
筆
者
の
責
任
で
す
。

そ
れ

　
目
　
　
　
次

6
問
題
の
所
在

口
問
題
の
設
定

日
予
備
的
考
察

　
一
、
価
格
比
平
面

　
二
、
グ
領
域
の
設
定

　
三
、
研
領
域
の
設
定

　
四
、
F
領
域
に
お
け
る
．
．
o
島
、
．
領
域
と
、
．
①
く
魯
、
．
領
域

四
国
際
分
業

　
一
、
国
際
的
再
生
産
の
為
の
「
弱
」
条
件
と
「
強
」
条
件

　
二
、
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域

　
三
、
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
と
特
化
状
態

㈲
　
国
際
分
業
の
利
潤
率
に
対
す
る
効
果

　
残
さ
れ
た
問
題

　
再
生
産
と
国
際
分
業

以
　
上

（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
近
代
貿
易
論
に
お
け
る
国
際
分
業
論
の
多
く
に
お
い
て
、
共
通
な
性
格
は

次
の
二
点
に
集
約
で
き
る
。
　
（
じ
そ
れ
ら
の
理
論
が
再
生
産
に
つ
い
て
は

何
も
触
れ
な
い
こ
と
。
　
（
二
）
す
べ
て
消
費
者
行
動
の
原
理
に
基
い
て
組
立

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
弁
明
の
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
の
点
は
、
そ
れ
ら
の
理
論
に
お
い
て
扱
か
わ
れ
る
商
品
が
す
べ
て
消
費

財
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
ら
の
理
論
が
「
交
換
の
一
般
均
衡
理
論
」
に
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

展
開
さ
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
私
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
国
際
分
業
論
を
、
　
（
一
）
再
生
産

を
議
論
の
中
心
に
お
き
、
　
（
二
）
資
本
制
経
済
の
下
に
お
け
る
資
本
家
の
行

動
原
理
に
基
い
て
構
成
す
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
近
代
貿
易
論
に
お
い
て
重
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再
生
産
と
国
際
分
業

点
が
お
か
れ
て
い
る
消
費
者
行
動
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
議
論
か
ら
し
め
だ

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
面
、
私
の
議
論
を
不
完
全
な
も
の
に
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
私
は
、
資
本
制
経
済
を
対
象
と
し
て
「
経
済
学
を
真
に
研

究
す
る
人
々
」
が
為
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
に
重
要
な
事
は
（
消
費
者
の

行
動
は
一
応
不
問
に
附
す
る
と
し
て
も
）
与
え
ら
れ
た
情
況
に
応
じ
て
資
本

家
達
が
、
ど
の
様
に
則
卜
し
て
ゆ
く
か
を
分
析
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
消

費
者
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
が
充
分
に
議
論
さ
れ
た
後
に
取
り
扱

か
つ
て
も
、
決
し
て
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
更
に
、
ど
ん
な
社
会

に
と
っ
て
も
、
再
生
産
は
そ
の
社
会
の
存
続
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
再
生
産
と
い
う
観
点
を
離
れ
た
経
済
学
、
殊
に
社
会
全
体
と

し
て
の
再
生
産
の
問
題
に
否
応
な
し
に
直
面
せ
し
め
ら
れ
る
国
際
経
済
学
、

の
研
究
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
私
は
、
国
際
分
業
論
を
、

上
記
二
個
の
方
針
に
従
っ
て
構
成
す
る
。

　
私
は
ま
た
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
．
多
数
国
・
多
数
商
品
を
含
む
一
般

化
さ
れ
た
場
合
を
議
論
す
る
こ
と
は
や
め
る
。
こ
の
主
要
な
原
因
は
、
か
か

る
一
般
化
さ
れ
た
場
合
を
扱
う
に
際
し
て
の
、
技
術
的
（
数
学
上
の
）
困
難

が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、

平
面
幾
何
学
的
な
思
考
を
許
す
範
囲
に
お
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
二
国
・
三
商
品
の
場
合
を
考
え
る
。
（
後
程
判
明
す
る
様
に
、

国
の
数
は
ど
れ
だ
け
増
え
て
も
、
平
面
幾
何
学
的
な
思
考
に
は
少
し
も
支
障

存
齎
ら
さ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
二
国
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
）
。

こ
の
場
合
に
え
ら
れ
る
結
論
は
、
議
論
を
多
数
国
か
多
数
商
品
の
場
合
に
拡

張
し
た
際
の
結
論
に
つ
い
て
、
非
常
に
多
く
の
暗
示
を
与
え
る
。
ま
た
、
そ

の
様
な
場
合
を
扱
う
為
の
技
術
的
な
方
法
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
手
掛
り
を

与
え
る
。

註
（
1
）
　
私
は
（
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
は
）
≦
・
ド
。
自
二
鉱
教
授
の
次
の
論
文
だ

　
　
け
は
、
こ
の
場
合
の
例
外
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
≦
・
目
。
8
鐵
。
や
、
、
臣
g
自
団
同
。
零
肖
舘
8
き
山
け
げ
。
q
n
訂
琴
言
冨
亀
匪
ヨ
。
ユ
8
ロ
目
同
巴
。
”

　
　
閃
弓
子
霞
目
ゲ
①
o
話
江
。
巴
碧
山
国
ヨ
嵐
ユ
。
巴
〉
冨
ζ
。
・
冒
．
．
》
目
ぎ
開
①
〈
・
o
h
国
。
8
・
⇔
巳

　
　
Q
q
鼠
～
く
。
H
図
×
区
く
H
戸
宕
。
●
幽
（
乞
。
〈
㌔
ω
ひ
）

　
　
　
こ
の
論
交
に
お
い
て
彼
は
、
貿
易
品
の
内
に
生
産
財
を
含
め
、
更
に
経
済
全

　
　
体
と
し
て
の
再
生
産
を
考
え
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
再
生
産
と

　
　
い
う
の
は
、
所
謂
い
①
自
江
。
h
－
Q
Q
図
ω
亜
目
の
こ
と
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
更
に
、
彼

　
　
の
言
8
巨
ざ
昌
と
私
の
そ
れ
と
の
相
異
は
、
価
格
決
定
に
際
し
、
彼
は
需
給
論

　
　
に
よ
る
に
対
し
、
私
は
生
産
費
説
に
よ
る
と
い
う
こ
と
に
も
現
わ
れ
る
。

　
（
2
）
　
こ
の
様
な
見
方
に
対
し
て
、
　
〃
そ
こ
で
は
消
費
者
行
動
だ
け
で
な
く
、
生

　
　
産
者
活
動
も
共
に
考
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
見
方
は
妥
当
で
な
い
。
”
と

　
　
言
う
入
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
扱
か
わ
れ
る
生
産
者
活
動
の
分
析

　
　
は
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
、
消
費
者
活
動
に
つ
い
て
の
分
析
と
全
く
同
じ
形
式
を
、

　
　
生
産
者
活
動
に
つ
い
て
の
言
葉
で
言
い
換
え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
内

　
　
容
は
全
く
消
費
者
活
動
の
分
析
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
生
産
」
を
、
交
換

　
　
を
通
し
て
他
の
人
々
の
欲
望
を
満
足
せ
し
め
る
活
動
と
し
て
の
み
理
解
し
、
従

　
　
　
つ
て
、
生
産
を
商
品
生
産
と
混
同
し
て
考
え
、
ま
た
、
物
質
的
生
産
だ
け
が
、
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社
会
存
続
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
こ
と
を
忘
却
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

（
置
塩
信
雄
「
ピ
ッ
ク
ス
」
、
近
代
経
済
学
批
判
五
参
照
。
）

（
二
）

　
国
際
分
業
論
に
お
い
て
解
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
　
ω
資
本
制
諸
国
民
経
済
間
に
お
い
て
、
貿
易
は
、
如
何
な
る
原
因

に
よ
り
（
ま
た
ど
の
様
に
し
て
行
な
わ
れ
る
か
。
‘
②
資
本
制
諸
国
民
経
済

の
間
で
行
な
わ
れ
る
貿
易
は
、
貿
易
当
事
諸
国
に
お
け
る
労
働
生
産
性
に
ど

の
様
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
内
、
私
は
こ
の
論
丈
に
お
い

て
は
、
第
一
の
問
題
の
み
を
扱
う
。

　
こ
の
第
一
の
問
題
に
お
い
て
解
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
問

題
で
あ
る
。

　
初
期
条
件
（
生
産
条
件
と
実
質
賃
金
）
が
与
え
ら
れ
た
場
合
。

　
ω
　
国
際
均
衡
価
格
比
は
ど
の
範
囲
に
て
成
立
す
る
か
。

　
②
　
そ
の
範
囲
内
の
ど
の
状
態
に
対
応
し
て
、
各
国
は
ど
の
様
な
特
化
を

　
　
行
う
か
。

　
国
　
そ
の
心
打
状
態
に
対
応
し
て
、
各
国
の
平
均
利
潤
率
は
ど
の
様
に
変

　
　
化
す
る
か
。

　
．
私
は
こ
の
問
題
を
、
こ
の
論
難
に
お
い
て
は
、
二
国
・
三
商
品
の
場
合
に

つ
い
て
議
論
す
る
。

　
　
　
’
再
．
生
．
産
と
国
際
分
業

　
問
題
を
解
く
に
当
っ
て
の
前
提
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
二
国
を
1
国
と
耳

国
と
し
、
三
商
品
を
第
一
商
品
・
第
二
商
品
及
び
第
三
商
品
と
す
る
。
但
し
、

こ
の
三
商
品
の
内
（
何
れ
が
生
産
財
で
あ
り
何
れ
が
消
費
財
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、
特
に
指
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
商
品
が
す

べ
て
生
産
財
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
す
べ
て
消
費
財
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は

な
い
も
の
と
す
る
。
更
に
こ
こ
で
考
え
る
状
態
に
お
い
て
は
、
　
ω
独
占
的

な
傾
向
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
、
　
②
生
産
は
常
に
規
模
に
対
し
て
生
産

費
不
変
で
あ
る
こ
と
、
團
労
働
及
び
資
本
の
国
際
移
動
は
な
い
こ
と
、
囲
国

際
的
な
輸
送
費
そ
の
他
の
附
随
費
用
を
無
視
す
る
こ
と
、
等
々
を
前
提
す
る
。

（
三
）

　
貿
易
が
行
な
わ
れ
る
状
態
の
分
析
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
、
貿
易
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
る
両
国
の
内
部
に
お
い
て
、
貿
易
が
行
な
わ
れ
な
い
な

ら
ば
ど
の
様
な
状
態
が
生
ず
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
足
場
と
し
て
、

後
の
議
論
の
為
の
準
備
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
さ
し
当
り
必
要
な
記
号
を
次
の
様
に
定
義
す
る
。
ゐ
国
に
お
い
て
、
生
産

条
件
と
実
質
賃
金
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
・
L
商
品
一
単
位
の
生
産
に
必
要

な
第
．
ノ
商
品
の
量
を
意
味
す
る
生
産
係
数
を
略
と
す
る
。
こ
れ
は
、
第
ノ
商

品
が
生
産
財
を
示
す
場
合
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
第
ノ
商
品
が
消
費
財
を
示
す
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再
生
産
と
国
際
分
業

場
合
に
は
脅
鷲
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
鷲
は
、
ん
国
に
お
い
て
第
．
呂
商
品
の

一
単
位
を
生
産
す
る
に
必
要
な
直
接
労
働
量
で
あ
り
、
勢
は
、
国
に
ん
お
い

て
直
接
労
働
一
単
位
を
再
生
産
す
る
に
必
要
な
第
．
ノ
商
品
（
消
費
財
）
の
量

で
あ
る
。
従
っ
て
跳
の
ベ
ク
ト
ル
（
ぴ
．
：
ぴ
　
噂
　
　
℃
）
は
、
ん
国
に
お
け
る
実
質
賃

金
を
意
味
す
る
。
と
も
あ
れ
、
第
．
ノ
商
品
が
生
産
財
で
あ
る
に
せ
よ
消
費
財

で
あ
る
に
せ
よ
、
生
産
係
数
は
吃
に
て
示
す
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
三
商

品
の
何
れ
が
生
産
財
で
何
れ
が
消
費
財
で
あ
る
か
を
、
特
に
指
定
す
る
こ
と

を
し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
確
に
指
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
る
の
は
、
国
際
貿
易
に
対
す
る
実
質
賃
金
の
効
果
を
分
析
す
る
立
場
に
お

か
れ
た
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
ん
国
に
お
け
る
第
ゴ
商
品
の
価
格
を
諺
と
し
、

ゐ
国
に
お
け
る
第
～
商
品
生
産
部
門
の
利
潤
率
を
疫
と
す
る
。

　
こ
の
節
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
各
国
共
通
の
状
態
に
つ
い
て
扱

う
為
、
各
記
号
に
ん
の
首
星
を
附
け
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

　
扱
、
各
国
共
に
、
貿
易
開
始
前
の
価
格
比
の
間
に
は
次
の
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
ゆ

　
（
ω
山
）
M
黛
こ
ミ
（
H
＋
・
廟
）
1
1
3
軸
H
ど
ρ
。
。

　
　
　
　
　
㍉
口
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
か
1
1
謹

　
こ
X
で
は
、
第
三
商
品
を
貨
幣
商
品
昌
偉
目
曾
巴
器
と
し
て
い
る
。
（
以
下

同
じ
）
。
　
こ
の
関
係
は
、
利
潤
率
が
各
商
品
生
産
部
門
の
間
で
平
均
す
る
時

に
均
衡
し
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
生
産
係
数
の
函
数
と
し
て
、
平
均
利
潤
率

と
均
衡
価
格
比
バ
が
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
の

（
Q
Q
●
図
）
M
9
毛
㌦
－
き
（
同
＋
・
）
H
葱
甚
な
H
ポ
凶
。
。

　
　
　
　
、
口
N

こ
x
で
与
え
ら
れ
る
均
衡
価
格
比
の
組
は

　
　
　
　
　
（
曹
管
℃
、
の
聾
）

で
あ
る
。
第
三
商
品
に
つ
い
て
の
価
格
比
は
常
に
一
で
あ
る
為
、
明
示
す
る

こ
と
は
し
な
い
。

　
（
。
。
・
H
）
よ
り
明
ら
か
な
様
に
、
各
生
産
部
門
の
利
潤
率
は
、
二
個
の
価
格

比
角
及
び
侮
を
囁
蜀
§
魯
霞
と
し
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
の

（・・

c
）
恥
－
潮
象
・
、
、
、
鉱
ト
つ
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
　
　
　
　
　
　
　
鳩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

　
　
　
　
　
　
　
曹

こ
X
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
勲
1
－

　
　
　
　
　
　
　
　
H
十
」

で
あ
る
。
こ
の
＆
に
対
応
す
る
価
格
比
の
組
（
、
じ
曹
）
を
一
個
の
点
P
と

定
義
し
、
ヤ
配
。
に
お
け
る
す
べ
て
の
点
の
集
合
を
「
価
格
比
平
面
」
と
定

義
し
て
お
く
。

　
こ
の
集
合
を
X
に
て
示
す
。
X
は
価
格
昇
平
面
上
の
点
全
体
の
集
合
で
あ

る
。

　
（
Q
Q
●
ら
）
　
図
川
N

こ
の
集
合
に
つ
い
て
、
次
の
二
種
類
の
部
分
集
合
を
定
義
す
る
。

　
（
9
）
　
麹
叫
（
、
酬
膨
「
）
博
網
州
（
強
く
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
き
㌦
H
　
℃
凶
こ
。

　
（
げ
）
　
図
母
（
・
㍉
・
、
）
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当
然
こ
X
で
は

　
（
も
Q
●
い
）
　
属
叫
⊂
図
州
1
1
き
　
図
叫
⊃
図
N
1
1
0

　
　
　
　
網
こ
⊂
図
畿
“
き
図
嚢
⊃
図
工
1
1
壇
寧

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

で
あ
る
。
こ
X
で
壇
は
（
、
酬
1
1
ぐ
）
の
状
態
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
ま
つ
第
一
の
種
類
の
部
分
集
合
と
、
そ
れ
に
附
随
し
て
生
ず
る
状
態
を
考

え
る
。

　
　
ご
　
　
ヘ
ニ

　
X
と
X
の
境
界
線
は
、
各
々
の
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
平
均
利
潤
率
に
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
あ

し
い
領
域
に
よ
り
示
さ
れ
る
。
　
（
こ
の
領
域
は
X
に
含
ま
れ
る
）
Q
　
こ
れ
は

夫
々
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

（。。

E
ひ
）

（
ω
・
日
）

（
ω
●
o
o
）

こ
瓦
で
、

ト
（
ミ
・
）
－
・
「
9
、
畿
群
9
、
、
・
・
＋
講
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

謡
（
ミ
・
）
“
・
「
ぶ
聡
訂
恥
・
「
。
．
、
、
、

染
、
§
）
謬
＋
辮
、
「
＆
ω
も
．
％
＋
9
鬼
ゆ

（
g
ゆ
●
ひ
）
・
（
Q
。
る
）
　
　
恥
騎

及
び
（
。
。
・
。
。
）

商
品
生
産
部
門
に
つ
い
て
の
十
二
（
「
“
H
・
）
領
域
を
示
す
。
ま
た
、

直
ち
に
明
ら
か
な
様
に
、
五
は
常
に
ぎ
。
胃
で
あ
り
、

　
（
Q
Q
●
ゆ
）
　
卜
、
V
ρ
　
　
　
　
　
談
、
V
ρ
　
　
　
　
　
瀞
、
〈
O

　
（
。
。
・
H
O
）
ト
（
、
ご
O
）
1
1
ρ
　
謡
（
ρ
詮
）
H
ρ
　
謡
（
P
O
…
O
矯

　
（
ω
●
H
H
）
卜
（
萄
聾
博
曹
条
）
”
謡
（
萄
静
”
曹
受
）
H
》
（
習
莞
℃
、
の
蔚
）

　
　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
0

　
　
　
ぶ
も
㌦
十
ぶ
釦
・

　
　
　
　
　
　
－
一
O

　
　
ぶ
い
。

は
夫
々
、
第
一
・
第
二
及
び
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
よ
り

、
b
・
）
H
o

の
性
質
を
持
つ
。
（
。
。
・
℃
）
は
夫
々
の
直
線
の
勾
配
を
示
し
、
（
。
。
・
H
O
）
は
習

載
片
及
び
唐
載
片
の
状
態
を
示
す
。
刀
は
侮
の
角
に
関
す
る
微
分
を
示
す
。

　
（
。
。
・
ひ
）
～
（
ω
・
○
。
）
に
て
示
さ
れ
る
三
直
線
は
、
価
格
比
平
面
上
の
一
点
に

お
い
て
必
ず
交
わ
る
。
こ
れ
は
平
均
利
潤
率
が
成
立
す
る
限
り
必
ず
可
能
で

あ
る
。
こ
の
点
を
、
静
（
、
凶
静
℃
、
N
襲
）
に
て
示
す
。

　
価
格
比
平
面
の
内
部
の
一
点
μ
に
て
三
個
の
直
線
が
交
叉
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
平
面
は
六
個
の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
六
個
の
領
域
は
、

点
μ
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
位
置
関
係
は
、
初
期
条
件
と
は
無
関
係
に
不
変

で
あ
る
。
（
曹
“
ρ
曹
罰
。
）
点
に
対
応
す
る
も
の
を
耽
に
て
代
表
さ
せ
、
こ

れ
よ
り
μ
の
周
囲
を
左
回
り
に
評
・
…
》
評
に
て
示
す
と
、
こ
れ
ら
の
領
域

は
夫
々
、
次
の
性
質
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
朗
1
1
図
団
⊃
図
M
⊃
図
叫
H
（
ー
ー
十
）

　
　
　
　
　
評
卜
書
叫
⊃
図
M
⊃
鐸
“
（
十
1
十
）

　
　
　
　
　
評
“
鋼
轡
⊃
詳
⊃
図
画
H
（
十
ー
ー
）

　
（
q
o
・
H
鱒
）

　
　
　
　
　
ぶ
H
図
叫
⊃
幻
⊃
詳
聾
（
十
十
1
）

　
　
　
　
　
斜
胆
図
図
⊃
鋒
⊃
錦
“
（
一
十
－
）

　
　
　
　
　
詳
1
1
却
⊃
飾
⊃
鐸
H
（
1
十
十
）

夫
々
の
式
の
右
辺
は
、
左
辺
の
省
略
形
を
示
す
。
括
弧
内
の
符
号
は
、
左
よ

り
、
第
一
商
品
生
産
部
門
、
第
二
商
品
生
産
部
門
及
び
第
三
商
品
生
産
部
門

を
代
表
し
、
（
十
）
は
平
均
利
潤
率
以
上
の
利
潤
率
を
持
つ
状
態
を
意
味
し
、
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再
生
産
と
国
際
分
業

は
（
一
）
そ
う
で
な
い
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
次
に
、
第
二
の
種
類
の
部
分
集
合
と
、
そ
れ
に
附
随
し
て
生
ず
る
状
態
を

考
え
る
。

　
㍉
之
嶺
の
境
界
線
は
、
各
二
個
の
生
産
部
門
間
の
利
潤
率
が
均
等
す
る
領

域
諮
ス
副
H
・
覧
）
に
よ
り
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
夫
々
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

　
（
g
o
●
H
Q
Q
）
陣
吋
（
P
曹
）
1
1
∂
意
＋
（
∂
一
§
）
、
善
＋
9
ト
ト
。
詮
1
β
蕊
一
ぶ
ω
萄

　
　
1
1
0

　
（
ω
・
置
）
簿
ω
（
で
ト
も
ト
・
）
H
δ
℃
㎞
＋
3
も
　
曹
＋
（
δ
ω
1
§
博
）
詮
一
書
曹
一
ぶ
ω
H
O

　
（
こ
。
●
H
切
）
轡
（
｝
、
障
）
H
ぎ
、
・
、
「
黛
晃
N
＋
書
方
＋
（
。
ひ
「
翁
し
、
「
壽
H
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
れ
ら
三
個
の
境
界
線
は
、
何
れ
も
双
曲
線
の
…
部
分
で
あ
り
、
価
格
比

平
面
に
お
い
て
は
次
の
性
質
を
持
つ
。

　
（
G
Q
●
H
ひ
）
　
取
鱒
〉
ρ
甑
恥
V
ρ
甑
N
＞
O

　
（
Q
Q
・
H
日
）
　
駅
b
”
評
甑
軸
く
ρ
臨
N
V
O

　
（
ω
・
H
c
。
Y
爵
（
O
b
）
1
1
ρ
爵
ω
（
ρ
曹
）
1
1
ρ
野
ト
（
P
O
）
碗
O

　
（
し
。
・
H
ゆ
）
昏
沁
（
萄
，
。
毛
鱒
勢
）
1
1
頓
卜
。
ω
（
曹
強
毛
駆
。
静
）
1
1
野
戸
（
、
　
二
毛
N
静
）

（
ω
・
H
①
）
と
（
Q
。
・
胃
）
は
夫
々
の
境
界
線
の
勾
配
の
状
態
を
示
し
、
（
ω
・
H
O
。
）
は
、

角
釘
片
及
び
饅
載
片
の
状
態
を
示
す
。
幽
は
、
陸
の
角
に
関
す
る
一
次
微
分

を
示
し
、
”
翫
は
同
じ
く
二
次
微
分
を
示
す
。

　
こ
れ
ら
三
個
の
境
界
線
も
、
価
格
比
平
面
内
に
お
い
て
は
、
平
均
利
潤
率

に
対
応
す
る
均
衡
価
格
比
の
組
を
示
す
点
μ
に
お
い
て
、
ま
た
こ
の
点
に
お

い
て
の
み
、
必
ず
交
叉
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
価
格
比
平
面
は
、
再
び
、

異
な
る
六
個
の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
六
個
の
領
域
も
、
三
宿
を
中
心

と
し
て
、
そ
の
位
置
関
係
は
、
初
期
条
件
と
は
無
関
係
に
不
変
で
あ
る
。

（
吾
H
ρ
曹
H
O
）
点
は
常
に
、
略
と
屍
の
境
界
に
対
応
せ
し
め
ら
れ
、
略

よ
り
μ
の
周
囲
を
左
廻
り
に
、
騨
℃
…
噂
」
爵
と
配
列
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
夫

夫
次
の
性
質
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
ぶ
1
1
図
お
⊃
爵
ゆ
⊃
♂
H
H
（
G
◎
H
図
）

　
　
　
　
　
騨
H
図
詰
⊃
謎
N
⊃
図
峯
H
（
］
．
ω
卜
。
）

　
　
　
　
　
騨
H
）
（
昌
⊃
図
卜
・
恥
⊃
）
（
に
H
（
H
図
。
。
）

　
（
G
Q
●
鱒
O
）

　
　
　
　
　
さ
1
1
き
　
⊃
趣
“
⊃
却
。
“
（
卜
⊃
H
も
Q
）

　
　
　
　
　
忍
H
濱
卜
⊃
き
ω
⊃
♂
　
1
1
（
図
ら
。
H
）

　
　
　
　
　
溶
H
き
ト
⊃
図
認
⊃
図
曽
H
（
も
Q
ト
っ
目
）

夫
々
の
式
の
右
辺
は
左
辺
の
省
略
形
を
示
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
、
夫
々
、

各
商
品
生
産
部
門
の
番
号
を
示
し
、
r
そ
の
序
列
は
、
利
潤
率
の
高
低
の
順
序

を
示
す
。
即
ち
、
左
よ
り
、
第
一
・
第
「
二
及
び
第
三
番
目
に
高
い
利
潤
率
を

持
つ
生
産
部
門
を
示
し
て
い
る
ゆ

註
（
」
）
　
本
丈
（
Q
。
・
H
Q
。
）
～
（
ω
高
し
．
）
に
示
さ
れ
る
各
函
数
は
何
れ
も
、
二
次
曲
線
を

　
　
示
し
て
い
る
。

　
　
　
一
般
に
二
次
曲
線
は
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嚢
の
室
戸
3
か
蔓
十
ミ
N
十
凹
讐
十
零
十
6
1
1
0

　
　
の
形
式
に
て
示
さ
れ
、
こ
の
式
の
実
係
数
の
間
の
関
係
に
よ
り
、
そ
の
二
次
曲

　
　
線
の
性
格
は
判
別
さ
れ
る
。
即
ち

　
　
　
（
餌
）
　
鳶
一
客
V
o
　
　
双
曲
線
類

　
　
　
（
げ
）
　
混
一
客
1
1
0
　
拠
物
書
類

　
　
　
（
。
）
鳶
一
s
八
。
　
楕
円
類

　
　
　
そ
こ
で
（
Q
Q
●
H
g
Q
）
～
（
G
。
・
冨
）
の
二
次
曲
線
を
、
こ
の
規
則
に
よ
り
分
類
す
る
と

　
　
　
（
Q
Q
・
H
Q
Q
）
［
騨
－
（
β
忌
卜
・
）
〕
の
ま
ド
書
〉
。

　
　
　
（
Q
Q
●
H
藤
）
　
　
　
　
（
野
臥
N
＞
。

　
　
　
（
・
。
・
H
㎝
）
　
　
　
　
（
申
・
・
b
・
）
N
＞
。

　
　
と
な
り
、
何
れ
も
双
曲
線
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
に
お
い
て
、
二
種
類
の
利
潤
率
状
態
に
対
応
し
て
、
価
格
比
平
面
を

分
割
す
る
二
種
類
の
方
法
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
の
種
類
の
分

割
に
よ
れ
ば
、
各
領
域
に
お
け
る
、
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
つ
生
産
部
門

と
そ
う
で
な
い
生
産
部
門
は
区
別
し
て
示
さ
れ
る
が
、
各
生
産
部
門
の
利
潤

率
の
高
低
に
よ
る
序
列
は
示
さ
れ
な
い
。
他
方
、
第
二
の
種
類
の
分
割
に
よ

れ
ば
、
各
生
産
部
門
の
利
潤
率
の
高
低
に
よ
る
序
列
は
示
さ
れ
る
が
、
そ
の

序
列
の
ど
の
部
分
に
平
均
利
潤
率
が
位
置
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
二
種
の
も
の
を
組
合
わ
せ
る
。
第
一
の
種
類
の
領
域
を
生
み
出
す
三
個

の
境
界
線
の
交
点
と
、
第
二
の
も
の
に
つ
い
て
の
そ
れ
と
は
同
一
の
点
で
あ

　
　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

る
。
こ
れ
は
、
こ
の
点
が
、
何
れ
の
組
に
お
い
て
も
、
平
均
利
潤
率
を
威
立

せ
し
め
る
価
格
比
の
組
に
対
応
す
る
点
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、

容
易
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
こ
の
同
一
の
点
轡
で
交
叉
す
る

六
個
の
境
界
線
が
、
価
格
比
平
面
を
ど
の
様
に
分
割
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
α

　
第
「
の
種
類
に
属
す
る
三
個
の
境
界
線
は
、
各
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
平

均
以
上
で
あ
る
か
否
か
の
境
界
を
示
す
。
第
二
の
種
類
に
属
す
る
三
個
の
境

界
線
は
、
利
潤
率
の
高
低
に
よ
る
生
産
部
門
の
序
列
の
異
る
領
域
の
境
界
を

示
す
。
こ
の
第
二
の
種
類
の
境
界
線
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
領
域
に
お
い
て
、

序
列
の
最
初
に
位
置
す
る
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
平
均
以
上
で
あ
り
、
最
後

の
も
の
が
平
均
以
下
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
申
間
の
順

位
の
も
の
が
、
そ
の
何
れ
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
何
も
言
え
な
い
。
第

一
の
種
類
の
三
個
の
境
界
線
は
、
正
に
、
こ
の
不
確
定
な
部
分
を
明
確
に
す

る
情
報
を
与
え
る
。
即
ち
、
第
一
の
種
類
の
第
⊥
商
品
生
産
部
門
に
つ
い
て

の
境
界
線
は
、
第
二
の
種
類
の
贋
と
吸
の
二
個
の
領
域
の
み
を
横
断
し
、
こ

れ
以
外
の
領
域
に
は
侵
入
し
な
い
。
ま
た
第
二
商
品
生
産
部
門
に
つ
い
て
の

境
界
線
は
礁
と
礁
の
二
個
の
領
域
を
、
第
三
商
品
生
産
部
門
の
境
界
線
は
砺

と
耽
の
二
個
の
領
域
の
み
を
夫
々
横
断
し
、
そ
れ
以
外
の
領
域
に
は
侵
入
し

　
（
－
）

な
い
。
か
く
し
て
、
価
格
比
平
面
は
、
一
点
μ
に
て
交
叉
す
る
六
個
の
境
界

線
に
よ
り
、
十
二
個
の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
。
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再
生
産
と
国
際
分
業

　
前
に
示
し
た
通
り
、
第
乙
種
の
分
割
も
第
二
種
の
分
割
も
共
に
、
初
期
条

件
と
は
無
関
係
に
、
位
置
関
係
は
不
変
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
ら
し
い
十
二

個
の
領
域
も
、
初
期
条
件
と
は
無
関
係
に
、
位
置
関
係
は
不
変
で
あ
る
。

（
、
ト
H
o
も
彫
。
）
点
が
常
に
、
諮
費
と
認
凝
．
の
境
界
に
対
応
せ
し
め
ら
れ
、

認
費
よ
り
μ
の
周
囲
を
左
廻
り
に
蕊
凝
．
”
…
噛
需
旙
．
の
順
序
で
配
列
せ
し
め

ら
れ
る
。
こ
れ
の
領
域
は
夫
々
次
の
性
格
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
蒔
ミ
u
朗
⊃
鳶
H
（
1
一
十
）
⊃
（
q
。
曽
）
H
（
ω
・
卜
o
H
）

　
　
　
　
　
蕊
凝
嵩
1
1
ぶ
⊃
§
H
（
一
1
十
）
⊃
（
ω
旨
）
1
1
（
Q
。
・
置
）

　
　
　
　
　
諮
＆
1
1
ぶ
⊃
ぶ
H
（
十
一
十
）
⊃
（
ω
H
卜
3
）
H
（
ω
H
・
卜
⇒
）

　
　
　
　
　
単
名
高
1
1
評
⊃
ぷ
H
（
十
一
十
）
⊃
（
H
q
。
図
）
H
（
H
Q
。
・
卜
。
）

　
　
　
　
　
諮
＆
“
♪
⊃
さ
1
1
（
十
i
一
）
⊃
（
H
Q
。
ト
っ
）
H
（
H
・
Q
。
ト
っ
）

　
　
　
　
　
需
遍
“
爵
⊃
詳
H
（
十
一
i
）
⊃
（
冨
Q
。
）
H
（
H
・
図
Q
。
）

　
（
ω
・
図
H
）

　
　
　
　
　
蔚
ミ
ー
1
評
⊃
ぷ
1
1
（
十
十
1
）
⊃
（
H
卜
o
Q
。
）
1
1
（
匿
・
G
。
）

　
　
　
　
　
需
講
嵩
H
さ
⊃
ぷ
1
1
（
十
十
1
）
⊃
（
ト
ひ
H
9
。
）
1
1
（
卜
診
　
・
Q
。
）

　
　
　
　
　
需
＆
1
1
評
⊃
騨
U
（
！
十
1
）
⊃
（
圏
G
。
）
1
1
（
鱒
・
お
）

　
　
　
　
　
需
璽
瓢
♪
⊃
騨
H
（
一
十
一
）
⊃
（
卜
o
Q
。
H
）
1
1
（
卜
Q
・
も
Q
H
）

　
　
　
　
　
需
農
1
1
評
⊃
ぷ
H
（
1
十
十
）
⊃
（
卜
⊃
ω
H
）
“
（
卜
o
G
。
・
H
）

　
　
　
　
　
蔚
璽
正
論
⊃
鳶
1
1
（
一
十
十
）
⊃
（
ω
卜
9
H
）
1
1
（
認
・
　
）

左
辺
の
括
弧
内
の
数
字
が
各
商
品
生
産
部
門
を
代
表
し
、
そ
の
順
序
が
利
潤

率
の
高
低
に
従
う
各
生
産
部
門
の
序
列
で
あ
る
こ
と
は
前
に
示
し
た
通
り
で

あ
る
。
こ
こ
で
新
ら
し
い
記
号
は
、
各
々
の
序
列
の
数
字
の
問
に
狭
ま
れ
る

ピ
リ
オ
ド
（
・
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
均
利
潤
率
が
こ
の
位
置
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
よ
り
左
方
の
数
字
の
示
す
生
産
部
門
は

平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
ち
、
右
方
の
数
字
は
そ
う
で
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
ま
た
、
左
辺
の
耽
の
肩
に
附
け
ら
れ
た
。
．
。
＆
、
、
及
び
．
．
①
＜
窪
．
、
の

記
号
は
、
後
節
に
到
っ
て
有
効
に
な
る
。

註
（
1
）
　
第
一
商
品
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
平
均
以
上
で
あ
る
か
否
か
を
示
す
境
界

　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　

　
　
線
が
、
必
ず
伊
と
〃
の
二
個
の
領
域
の
み
を
横
断
し
、
そ
れ
以
外
の
領
域
に
は

　
　
侵
入
し
え
な
い
の
は
、
次
の
様
に
し
て
理
解
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
ま
ず
、
他
の
四
個
の
領
域
7
・
7
・
7
及
び
研
に
お
い
て
は
、
第
一
商
品
生

　
　
産
部
門
の
利
潤
率
が
必
ず
、
平
均
以
上
で
あ
る
か
平
均
以
下
で
あ
る
こ
と
は
明

　
　
白
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
領
域
に
、
第
一
商
品
生
産
部
門
の
利
潤
率
が

　
　
平
均
以
上
で
あ
る
か
否
か
を
示
す
境
界
線
は
侵
入
し
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
贋

　
　
　
　
　
　

　
　
及
び
研
の
二
個
の
領
域
に
お
い
て
は
、
第
一
商
品
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
平
均

　
　
以
上
で
あ
る
か
否
か
不
確
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
く
と
も
こ
の
二
個
の
領
域

　
　
に
お
い
て
は
、
問
題
の
境
界
線
は
存
在
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
耽
と
骸
は
甦
に

　
　
関
し
て
対
称
な
位
置
に
あ
り
、
外
を
通
る
直
線
が
同
時
に
こ
の
二
個
の
部
分
を

　
　
通
過
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
問
題
の
境
界
線
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
7
と
解
の
み
を
通
過
し
、
他
の
部
分
に
は
侵
入
し
な
い
。

　
　
　
他
の
二
個
の
境
界
線
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
理
解
し
う
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
】
国
の
経
済
に
と
っ
て
の
利
潤
率
状
態
に
つ
い
て
の
予

備
的
な
考
察
を
終
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
様
な
国
が
相
互
に
貿

易
を
行
う
場
合
、
ど
の
様
な
事
情
が
発
生
す
る
か
を
検
討
す
る
。
以
下
の
議
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論
の
過
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
国
際
的
な
価
格
比
は
ど
の
様
な

範
囲
内
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
か
を
示
し
、
第
二
に
、
か
か
る
範
囲
内
よ
り

国
際
的
な
均
衡
価
格
比
は
ど
の
様
に
成
立
す
る
か
を
示
し
、
第
三
に
、
こ
れ

ら
の
均
衡
価
格
比
に
対
応
し
て
、
各
国
は
ど
の
密
な
薫
化
を
行
う
か
を
示
し
、
、

最
後
に
、
そ
の
様
な
特
化
状
態
に
対
応
す
る
各
国
の
平
均
利
潤
率
の
変
化
を

明
ら
か
に
す
る
。

（
四
）

　
前
節
で
述
べ
た
様
な
国
が
、
こ
の
論
文
で
は
、
世
界
全
体
と
し
て
二
国
あ

る
も
の
と
す
る
。
更
に
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
こ
れ
ら
二
国
に
つ
い
て
の
初

期
条
件
は
、
異
る
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
、
何
ら
か
の
特
殊
な
場
合
を
除
い

て
は
、
一
国
の
国
内
均
衡
価
格
比
の
組
は
、
他
国
の
そ
れ
と
は
等
し
く
な
い
。

か
か
る
場
合
に
は
、
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
？
　
そ
し
て
そ

の
結
果
、
ど
の
様
な
事
情
が
生
ず
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
前
に
示
し
た
通
り
、
こ
の
問
題
を
扱
う
に
当
っ
て
は
、
　
ω
独
占
的
傾
向

は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
、
　
囲
生
産
は
常
に
規
模
に
対
し
て
生
産
費
不
変

で
あ
る
こ
と
、
圖
労
働
及
び
資
本
の
国
際
的
な
移
動
の
な
い
こ
と
、
㈲
国

際
的
な
輸
送
費
そ
の
他
の
附
随
費
用
を
無
視
す
る
こ
と
、
等
々
を
前
提
す
る

こ
と
に
し
た
。
か
か
る
状
態
に
お
い
て
、
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
場
合
、
新
た

　
　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

に
ど
の
様
な
状
態
が
生
ず
る
か
は
、
次
の
二
個
の
公
準
に
依
存
す
る
。

　
ω
　
世
界
的
に
み
て
、
再
生
産
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　
②
　
各
国
内
に
お
け
る
資
本
は
利
潤
率
の
高
い
生
産
部
門
に
集
申
さ
れ
、

　
　
従
．
つ
て
各
国
共
、
夫
々
の
鐘
化
部
門
間
に
て
平
均
利
潤
率
を
成
立
さ
せ

　
　
る
様
な
資
本
の
配
分
が
行
わ
れ
る
。

　
再
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
二
種
の
、
制
限
の
程

度
を
異
に
す
る
、
仕
方
で
規
定
す
る
。
第
一
に
、
再
生
産
の
「
弱
」
条
件
に

つ
い
て
。
こ
の
場
合
、
再
生
産
が
可
能
で
あ
る
為
に
は
、
世
界
全
体
を
通
し

て
、
生
産
の
行
な
わ
れ
な
い
生
産
部
門
が
一
個
も
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
、
ど
の
生
産
部
門
も
、
世
界
の
何
れ
か
の
国
に
お
い
て
は
活
動
せ
し
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
各
国
の
資
本
は
、

与
え
ら
れ
た
国
際
価
格
の
下
で
、
貿
易
開
始
前
の
平
均
利
潤
率
以
上
の
利
潤

率
を
持
ち
う
る
生
産
部
門
に
集
申
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
両
国
を
通
し
て
再
生

産
が
可
能
で
あ
る
為
に
は
、
同
一
種
類
の
商
品
の
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
、

共
に
各
国
の
貿
易
前
の
平
均
利
潤
率
以
上
で
あ
る
か
、
ま
た
は
何
れ
か
一
方

の
国
に
お
い
て
そ
う
で
あ
れ
ば
よ
い
。
か
か
る
状
態
の
下
に
お
い
て
の
み
、

世
界
全
体
と
し
て
の
再
生
産
は
、
「
少
な
く
と
も
」
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

再
生
産
の
「
弱
」
条
件
が
充
た
さ
れ
る
と
言
う
。
ま
た
、
何
れ
の
国
の
資
本

家
も
、
利
潤
率
の
高
い
生
産
部
門
に
資
本
を
投
入
す
る
。
封
鎖
さ
れ
た
一
国

の
経
済
に
お
い
て
は
、
資
本
は
平
均
利
潤
率
が
成
立
す
る
様
に
配
分
さ
れ
る
。
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再
生
産
と
国
際
分
業
、

資
本
の
国
際
移
動
の
認
め
ら
れ
な
い
状
態
に
お
い
て
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
と
、

与
え
ら
れ
た
国
際
価
格
の
下
で
不
利
な
生
産
部
門
の
生
産
は
、
外
国
の
同
一

商
品
生
産
部
門
に
委
ね
ら
れ
、
有
利
な
生
産
部
門
に
資
本
は
集
申
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
特
化
部
門
が
二
個
以
上
と
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
善
化
部
門
の

間
で
平
均
利
潤
率
が
成
立
す
る
様
に
資
本
は
配
分
さ
れ
る
。
こ
の
様
な
均
衡

状
態
の
下
に
お
い
て
も
、
猶
、
世
界
全
体
と
し
て
の
再
生
産
が
保
証
さ
れ
る

場
合
、
再
生
産
の
「
強
」
条
件
が
充
さ
れ
る
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
議
論
の
順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
．
再
生
産
の
「
弱
」
条
件
を
充
た
す
領
域
を

確
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
国
際
価
格
比
は
、
必
ず
こ
の
領
域
内
に
お
い

て
成
立
す
る
。

　
初
期
条
件
が
与
え
ら
れ
る
と
、
何
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
均
衡
価
格
比
の

組
（
吾
勢
℃
淳
柴
）
が
、
従
っ
て
ま
た
、
価
格
比
平
面
に
お
け
る
等
訓
点
が
確
定

さ
れ
る
。
前
節
で
示
し
た
通
り
、
価
格
比
平
面
は
、
こ
の
㌻
静
点
を
中
心
と

し
て
、
各
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
平
均
以
上
で
あ
る
か
否
か
を
示
す
三
個
の

境
界
線
に
よ
り
六
個
の
領
域
潮
（
刷
1
1
H
：
●
ひ
　
鴇
矯
）
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

両
国
に
つ
い
て
の
夫
々
の
初
期
条
件
が
与
え
ら
れ
る
と
、
価
格
比
平
面
上
に

お
い
て
醤
瀞
及
び
鞄
H
静
が
確
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
相
対
的
位
置
に
よ
り
夫

々
の
場
合
に
対
応
す
る
再
生
産
の
「
少
く
と
も
」
可
能
と
な
る
領
域
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
様
に
し
て
導
き
出
さ
れ
る
。

　
各
国
共
に
、
価
格
比
平
面
上
の
騨
。
，
点
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
六
個
の
、
V

領
域
は
（
ω
・
H
　
）
に
て
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
1
国
の
均
衡
価
格
比

の
組
（
乱
瀞
鴇
蕊
．
）
が
与
え
ら
れ
た
時
、
こ
．
の
価
格
比
を
相
手
国
の
立
国
に

移
し
た
場
合
に
生
ず
る
皿
国
に
お
け
る
利
潤
率
状
態
（
上
述
の
六
個
の
領
域
「

の
夫
々
は
、
各
々
一
個
の
利
潤
率
状
態
を
代
表
す
る
）
が
ど
の
様
で
あ
る
か
、

ま
た
島
国
の
均
衡
価
格
比
の
組
（
、
唄
静
℃
．
、
田
園
）
は
、
1
国
に
お
い
て
ど
の
様

な
利
潤
率
状
態
を
生
み
出
す
か
を
検
討
す
る
。

　
1
国
の
均
衡
価
格
比
が
皿
国
に
占
め
る
利
潤
率
状
態
と
、
∬
国
の
均
衡
価

格
比
が
1
国
に
て
占
め
る
利
潤
率
状
態
の
、
可
能
な
相
対
的
組
合
は
、
次
の

漁
期
に
従
っ
て
見
出
さ
れ
る
。

　
〔
O
＆
o
一
．
〕

　
　
里
国
の
均
衡
価
格
比
が
1
国
に
て
占
め
る
利
潤
率
状
態
馬

　
　
－
国
の
均
衡
価
格
比
が
皿
眼
に
て
占
め
る
利
潤
率
状
態
句

　
｝
、
第
二
種
の
状
態

　
　
（
暫
）
　
」
洋
・
ロ
コ
斗
＋
こ
1
1
軸
十
項
。
＝
1
劇
　
　
　
　
　
　
　
　
（
面
1
1
ρ
♪
ひ
）

　
　
（
げ
）
　
」
叫
＋
6
㌧
…
㌦
H
執
二
心
。
こ
1
卜
。

　
二
、
第
二
種
の
状
態

　
　
（
9
）
　
さ
＋
・
ミ
“
、
蕊
昨
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
置
卜
。
噂
直
糟
ひ
）

　
　
（
げ
）
、
舞
・
◎
口
茸
…
、
H
単
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
貼
H
ど
。
。
温
）

　
三
、
第
三
種
の
状
態
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（
p
）
　
L
叫
』
ご
㍉
“
馬
十
図
。
こ
一
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
執
目
ど
Q
。
㌔
）

　
　
（
げ
）
　
」
∵
切
ご
㌦
u
馬
十
心
。
匡
一
鱒

こ
こ
で
馬
・
傷
は
夫
々
、
1
国
及
び
皿
国
に
お
け
る
ろ
・
ろ
を
示
す
。
ま
た

め
肩
に
附
け
た
（
＋
）
符
号
は
、
そ
の
領
域
が
、
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
つ

生
産
部
門
を
幾
個
含
む
か
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
規
則
は
、
問
題
と
し
た
三
個
の
境
界
線
が
冒
昌
①
臼
で
あ
り
、
更
に
ご

、
れ
ら
の
直
線
の
勾
配
の
符
号
及
び
焼
載
片
の
符
号
が
、
初
期
条
件
と
は
無
関

係
に
不
変
で
あ
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
容
易
に
明
ら
か
と
な
る
。

　
6
巳
①
一
に
お
い
て
示
さ
れ
る
の
は
次
の
事
柄
で
あ
る
。
ム
、
と
a
、
と
の
可
能

な
相
対
的
組
合
は
、
（
＋
＋
）
領
域
と
（
＋
＋
）
領
域
と
の
組
合
（
第
一
種
）
、

（
十
十
）
領
域
と
（
十
）
領
域
と
の
組
合
（
第
二
種
）
及
び
（
十
）
領
域
と

（
十
）
領
域
と
の
組
合
（
第
三
種
）
の
三
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
、
後
の

議
論
の
為
に
便
利
で
あ
る
。
更
に
、
第
一
種
の
状
態
に
お
い
て
は
、
場
と
瑞

と
の
関
係
は
、
1
1
軸
十
爬
（
o
目
舳
－
鼻
）
及
び
、
H
四
十
群
（
自
帖
ー
ト
。
）
　
の
二
種
類
に

分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
・
乙
及
び
」
の
「
算
え
方
」
は
、
す
べ
て
六
進
法
に
よ

り
、
ま
た
常
に
、
そ
の
一
位
の
数
字
だ
け
が
有
効
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
以
下
同
じ
）
。
　
第
二
種
の
状
態
に
お
い
て
は
、
4
と
葛
と
の
関
係
は
㌦
1
1

馬
昨
ω
で
あ
り
、
第
三
種
の
状
態
に
お
け
る
そ
れ
は
、
、
1
1
執
十
卜
。
（
弓
馬
i
↑
）
及

び
、
1
1
帖
十
《
。
＝
1
卜
。
）
の
二
種
類
で
あ
る
。
ま
た
第
二
種
の
状
態
に
お
い
て

は
、
何
れ
の
国
の
利
潤
率
状
態
が
（
十
十
）
領
域
に
属
す
る
か
に
よ
り
、
二

　
　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

種
の
場
・
合
に
分
け
ら
れ
る
。

　
以
上
で
、
6
。
山
①
一
に
よ
り
、
各
国
の
．
中
心
の
可
能
な
相
対
的
組
合
を
示
し

た
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
の
可
能
な
組
合
の
夫
々
に
つ
い
て
、
再
生
産
の

「
弱
」
条
件
を
充
た
す
。
領
域
を
導
き
出
す
。
再
生
産
の
「
弱
」
条
件
が
何

を
意
味
す
る
か
は
既
に
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ど
の
生
産
部
門
も
世
界

の
何
れ
か
の
国
に
お
い
て
活
動
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
ど
の
生
産
部
門
を
と
っ
て
み
て
も
、
世
界
の
何
れ
か
の
国
に
お
い

て
、
少
く
と
も
一
個
、
平
均
以
上
の
利
潤
率
を
持
っ
て
い
れ
ば
よ
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
各
国
の
持
つ
夫
々
六
個
の
領
域
の
内
、
少
な
く
と
も

再
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
う
る
組
合
を
選
ぶ
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。

　
〔
O
乱
Φ
同
ご

　
　
1
国
に
お
け
る
利
潤
率
状
態
　
4

　
　
当
国
に
お
け
る
利
潤
率
状
態
　
瑞

　
μ
・
」
障
↓
し
6
ス
Q
◎
躰
。
。
l
N
し
6
計
恥
切
論
馳
＋
」
）
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
H
卜
。
〉
ひ
）

　
　
　
切
斗
＋
↓
き
（
」
躰
恥
⊥
」
計
恥
き
評
よ
）

　
N
」
叫
↓
し
q
」
（
b
◎
『
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
界
H
押
。
。
”
q
）

　
　
　
切
開
↓
き
（
」
『
）

O
a
①
昌
は
、
（
十
十
）
領
域
ま
た
は
（
十
）
領
域
を
持
つ
4
6
及
び
且
，
が
、
再

生
産
の
「
弱
」
条
件
を
充
た
す
為
に
結
び
つ
く
領
域
（
夫
々
括
弧
内
に
て
示

さ
れ
る
領
域
）
を
示
し
て
い
る
。
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再
生
産
と
国
際
分
業

　
そ
こ
で
、
∩
亀
①
一
に
て
示
さ
れ
た
可
能
な
組
合
の
夫
々
に
対
応
し
て
、
再

生
産
の
「
弱
」
条
件
を
充
た
す
領
域
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
次
の
規
則
に
従

っ
て
見
出
さ
れ
る
。
今
、
旺
国
の
均
衡
価
格
比
が
1
国
に
て
占
め
る
利
潤
率

状
態
を
4
、
1
国
の
均
衡
価
格
比
が
憂
国
に
て
占
め
る
利
潤
率
状
態
を
易
と

す
る
。
o
亀
①
目
に
従
っ
て
、
ろ
に
対
応
し
て
再
生
産
の
「
弱
」
条
件
を
充

た
す
領
域
を
窃
ず
・
∵
b
騨
．
で
あ
り
、
8
1
」
に
対
応
す
る
同
じ
領
域
を
も
℃
…
℃
渓
§

で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、

　　

@　
@　
@（
曙
y
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
噛
　
　
博

の
対
応
を
考
え
、
上
段
の
各
領
域
と
下
段
の
各
領
域
と
の
す
べ
て
の
組
合
を

作
り
、
そ
の
組
合
の
内
か
ら
、
6
。
退
口
を
充
た
す
も
の
の
み
を
残
す
。
こ
れ

ら
の
も
の
の
和
の
状
態
を
考
え
る
。
こ
れ
が
、
与
え
ら
れ
た
状
態
に
対
応
す

る
、
求
む
べ
き
領
域
で
あ
る
。

　
上
述
し
た
規
則
に
従
っ
て
、
o
。
盆
H
に
て
示
さ
れ
た
夫
々
の
状
態
に
対
応

す
る
、
再
生
産
の
「
弱
」
条
件
を
充
た
す
領
域
を
示
す
と
次
の
如
《
な
る
。

　
第
一
種
の
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
。

　
　
（
心
・
H
）
　
（
帥
）
　
〔
」
叫
＋
⊃
（
b
コ
辞
む
⊂
⇔
冒
叫
ポ
⊂
b
口
讐
む
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊂
〔
（
」
唱
酬
⊂
」
㍗
q
⊂
」
叫
＋
）
⊂
b
◎
叫
計
〕

　
　
（
曲
・
ト
っ
）
　
（
げ
）
　
〔
」
叫
＋
⊃
（
b
q
叫
計
⊂
門
門
恥
⊂
切
軒
む
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊂
〔
（
鼠
汁
⊂
鼠
新
N
⊂
」
叫
む
）
⊃
b
口
歪
む
〕

　
第
二
種
の
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
。

　
　
（
群
・
c
。
）
　
（
費
）
　
白
酒
＋
⊃
（
b
◎
個
計
⊂
b
口
話
恥
⊂
0
6
叫
む
）

　
　
（
鼻
ム
）
　
（
ぴ
）
　
（
臥
当
面
⊂
」
叫
⊂
」
腎
む
）
⊃
駒
軒
計

　
第
三
種
の
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
。

　
　
（
膳
鋲
）
　
（
餌
）
　
〔
鼠
腎
計
つ
（
し
口
牡
贈
⊂
鵯
叫
計
）
〕
⊂
〔
（
」
叫
計
⊂
」
叫
）
⊃
b
6
井
巴

　
　
（
心
・
ひ
）
　
（
び
）
　
〔
」
鮮
む
⊃
（
ヒ
ロ
軒
計
⊂
切
牡
し
⊂
〔
（
臥
等
⊂
」
腎
ひ
）
⊃
b
6
軒
計
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
以
上
に
お
い
て
、
初
期
条
件
の
如
何
に
よ
っ
て
異
る
種
々
の
状
態
に
対
応

す
る
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
る
。
そ
こ
で
次
に
、

こ
れ
ら
の
夫
々
の
領
域
に
お
い
て
、
均
衡
価
格
比
は
ど
の
様
な
範
囲
に
お
い

て
成
立
す
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の
均
衡
価
格
比
に
対
応
し
て
、
ど
の
様
な
特

電
状
態
が
現
わ
れ
る
か
を
問
題
と
す
る
。

　
以
下
の
議
論
の
為
の
予
備
的
考
察
を
行
う
。
1
国
の
あ
る
利
潤
率
状
態
郎

と
、
皿
国
の
あ
る
利
潤
率
状
態
♪
と
の
結
合
領
域
を
一
個
の
正
方
形
に
て

代
表
さ
せ
る
。
こ
れ
に
は
次
の
四
種
類
の
も
の
が
あ
り
う
る
。

　
黙
一
圃
　
（
ゆ
）
　
（
渓
瞥
＋
・
b
口
内
＋
…
、
“
帖
十
目
。
）
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
軽
ρ
♪
ひ
）

　
　
　
　
　
（
げ
）
　
（
」
叫
＋
・
切
陣
w
、
1
1
執
十
ら
）

　
髄
閏
圃
　
（
9
）
　
（
」
叫
＋
・
戸
毎
、
H
帖
十
ω
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
執
H
押
♪
ひ
）

　
　
　
　
　
（
げ
）
　
（
」
叫
』
前
脚
、
“
馬
弓
Q
。
）
　
　
　
　
　
．
　
　
（
帖
1
1
ど
ω
㌔
）

　
こ
の
正
方
形
に
お
い
て
、
縦
は
1
国
を
、
横
は
皿
国
を
夫
々
代
表
す
る
。
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次
に
、
彫
領
域
を
こ
の
正
方
形
に
導
入
す
る
。
こ
の
正
方
形
の
二
組
の
相

対
す
る
辺
の
申
点
を
結
び
、
四
個
の
部
分
正
方
形
に
細
分
す
る
。
更
に
、
こ

の
部
分
正
方
形
の
“
方
向
づ
け
”
a
①
三
二
ざ
昌
を
次
の
様
に
規
定
す
る
。
正

方
形
の
左
上
隅
の
頂
点
を
原
点
と
し
て
、
1
国
に
つ
い
て
は
下
方
に
託
っ
て

正
、
皿
国
に
つ
い
て
は
右
方
に
向
っ
て
正
と
す
る
。
オ
領
域
・
B
領
域
共
に
、

（9Q

恂
ﾚ
O
）
の
ろ
領
域
の
．
．
o
山
山
、
、
領
域
と
．
．
Φ
＜
Φ
昌
。
．
領
域
の
二
個
宛
を
含
む
。

従
っ
て
、
ら
領
域
の
方
向
づ
け
を
考
慮
す
れ
ば
、
上
述
の
四
個
の
部
分
正
方

形
の
夫
々
は
、
次
の
特
性
を
持
つ
。

　　　　　Bj
　　　，一一一一ノL＿
　　　　　ビリどけ

澱諏）

の
四
種
の
性
格
を
持
つ
。

は
角
領
域
に
つ
い
て
、

に
属
す
る
か
を
明
示
す
る
。

異
っ
た
均
衡
価
格
比
の
成
立
す
る
領
域
を
持
つ
。

　
こ
れ
ら
の
正
方
形
の
内
の
何
処
で
均
衡
価
格
比
が
成
立
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
次
の
規
則
に
従
う
。
即
ち
、
ω
各
国
共
に
、
資
本
は
最
高
の
利
潤
率
を

　
　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

　
　
上
図
に
示
し
た
様
に
、
四
個
の
部
分
正
方
形
の

夫
々
に
、
－
（
左
上
）
、
2
（
左
下
）
、
3
（
右
上
）

　
及
び
4
（
右
下
）
の
番
号
を
つ
け
る
。
こ
の
番
号

　
の
順
に
、
各
部
分
正
方
形
は

　　

@（ﾘ
（
縫
二
罪
）
∴
四
月

　
こ
民
で
括
弧
内
の
上
段
は
4
6
領
域
に
関
し
、
下
段

夫
々
、
、
。
ま
、
．
領
域
に
属
す
る
か
、
　
．
．
①
＜
。
吃
。
領
域

　
　
こ
の
四
種
の
状
態
の
夫
々
に
対
応
し
て
、
各
々

持
つ
部
門
に
集
中
さ
れ
る
。
勿
論
、
生
産
部
門
の
数
が
一
国
内
に
お
い
て
二

個
以
上
と
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
部
門
の
問
に
平
均
利
潤
率
が
成
立
す
る
様
に

資
本
は
配
分
さ
れ
る
。
更
に
②
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
再
生
産
は
保
証
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
二
個
は
、
要
す
る
に
前
に
示
し
た
、
再

生
産
の
「
強
」
条
件
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
充
た
す
、
上
記
の
正
方
形
の
内

部
の
領
域
は
夫
々
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
膳
・
刈
）
　
H
ム
　
．
、
H
伴
ω
。
．
濤
q
．
、
。
。
吋
劇
．
．
㊦
無
軸

　
（
夢
Q
。
）
　
7
ぴ
　
．
．
H
伽
卜
。
．
．
薄
黛
。
．
ト
っ
田
々
、
、
θ
精
細

　
（
峰
・
ゆ
）
　
目
ム
　
。
、
H
伴
鱒
．
．
薄
q
．
、
Q
。
陛
心
．
、
㊦
鹸
胸

　
（
鼻
・
H
O
）
　
目
き
　
．
、
H
鮮
も
。
．
、
渾
黛
．
．
臣
事
嵯
、
、
㊦
舗
細

　
こ
れ
は
次
の
様
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。

　
ま
つ
H
：
良
型
正
方
形
に
つ
い
て
。
ん
、
の
。
．
。
象
．
．
領
域
を
（
象
“
。
o
）
と
す
る

と
、
正
方
形
は
左
図
の
如
く
な
る
。
こ
＼
で
、
各
部
分
正
方
形
を
個
々
に
と

　
。
α
．
［
c
α
　
り
上
げ
る
と
、
三
個
の
生
産
部
門
の
内
何
れ
か

め
坐
鰍
の
一
掃
墨
磨
荒
・
な
く
な
・
か
ら
、
・

　
昭
　
α
…
当
例
仙
　
　
の
様
な
領
域
で
均
衡
価
格
が
成
立
す
る
こ
と
は

　
　
ク
　
　
む
　
　
　
の
　
　
り

　
ゆ
　
ろ
り
　
　
じ
り
　
ろ

　
一
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
各
二
個
宛
の
部
分
正
方

形
の
境
界
を
考
え
る
。
（
H
・
図
）
の
境
界
に
お
い
て
は
1
国
は
α
と
み
を
生
産

し
H
国
は
ゐ
を
生
産
す
る
。
（
『
ω
）
の
境
界
に
て
は
1
国
が
α
・
皿
国
が
6

と
。
を
生
産
す
る
。
（
団
幽
）
の
境
界
に
て
は
1
国
が
わ
・
揃
踏
が
み
と
。
を
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再
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国
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分
業

生
産
す
る
。
そ
し
て
（
ω
眞
）
の
境
界
で
は
、
1
国
が
σ
と
6
・
皿
国
が
。
を

生
産
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
四
個
の
状
態
で
「
強
い
」
再
生
産
が
可
能
な
の

は
（
同
凸
）
及
び
（
Q
。
・
膳
）
の
境
界
の
み
で
あ
る
。

　
〒
い
型
正
方
形
に
お
い
て
、
4
の
、
。
．
。
注
。
、
領
域
を
（
S
＆
）
と
す
る
と
、

正
方
形
は
左
図
の
如
く
な
り
、
上
と
同
様
に
老
え
て
、
結
局
（
H
・
卜
。
）
と
（
ト
っ
直
）

の
夫
々
の
境
界
が
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
と
な
る
。

伽
諾
即
劃
篇
寒
鯛
門

島
一
篇
σ
臨
．
鳥
α
雛
麗
．
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
目
ム
型
正
方
形
に
お
い
て
、
4
の
．
．
巳
臼
．
領
域
を
（
き
＆
）
と
す
る
と
、

正
方
形
は
右
図
の
如
く
な
り
（
ゲ
ト
っ
）
及
び
（
。
。
き
）
の
夫
々
の
境
界
線
が
求
む

る
領
域
と
な
る
。

　
閏
占
型
正
方
形
に
お
い
て
、
ん
、
の
、
、
。
象
。
。
領
域
を
（
9
・
警
）
と
す
る
と
、

正
方
形
は
右
図
の
如
く
な
り
、
こ
x
で
は
、
（
H
・
。
。
）
及
び
（
図
・
心
）
の
夫
々
の

境
界
線
が
求
む
る
領
域
と
な
る
。

　
本
論
に
戻
る
。
4
と
且
，
と
の
結
合
領
域
を
一
個
の
正
方
形
に
て
代
表
さ
せ

る
と
す
る
と
い
前
節
で
示
し
た
第
一
種
・
第
二
種
及
び
第
三
種
の
状
態
に
夫

々
対
応
す
る
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
は
、
（
ら
・
H
）
～
（
曲
・
ひ
）
か
ら
明
ら
か

と
な
る
様
に
、
夫
々
次
の
如
く
に
な
る
。
即
ち
、
第
↓
・
種
の
「
弱
い
」
再
生

産
可
能
領
域
は
、
五
個
の
正
方
形
が
対
称
な
鍵
形
に
並
び
、
α
型
に
て
は
左

下
に
凸
、
6
型
に
て
は
右
上
に
凸
の
形
を
と
る
。
第
二
種
の
「
弱
い
」
再
生

産
可
能
領
域
は
、
三
個
の
正
方
形
が
一
・
列
に
並
び
、
α
型
は
横
に
、
ゐ
型
は

縦
に
並
ぶ
。
ま
た
第
三
種
の
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
は
、
三
個
の
正
方

形
が
対
称
な
鍵
形
に
並
ぶ
、
そ
し
て
α
型
は
右
上
に
凸
、
ゐ
型
は
左
下
に
凸

の
形
を
と
る
。

　
こ
の
様
に
配
列
さ
れ
る
各
々
の
．
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
に
お
い
て
、

そ
こ
に
含
ま
れ
る
個
々
の
正
方
形
は
、
夫
々
次
の
平
ぎ
性
格
を
持
つ
。

（II・a）1　（1・b）

（1・b）

（II・b）

（1・a）

（1一．x）

CI・a）　1（II・a） （1・b）

1（ii．b）

1q・a）
（II・a）　1’　（1・b）

（1・a）

（1－6）

（II－a）

（1・b）

（II・ろ）

（1・a）
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（1・b）
1（ii・a）

（II・b）

（III・a）

（II・b）

（II・a）（1・a）

（III・b）

こ
製
で
、
角
括
弧
内
の
記
号
は
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
の
種
類
を
示
し
、

丸
括
弧
内
の
記
号
は
正
方
形
の
種
類
を
示
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
情
報
が
与
え
ら
れ
る
と
、
夫
々
の
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領

域
の
内
か
ら
、
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
か

に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
は
、
夫
々
の
正
方

形
．
に
つ
い
て
現
わ
れ
る
四
個
の
部
分
正
方
形
が
、
す
べ
て
実
領
域
で
あ
る
と

仮
定
し
て
議
論
を
進
め
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
各
国
の
μ
が
相

手
国
の
グ
領
域
の
内
、
．
．
a
臼
、
領
域
に
属
す
る
か
、
、
、
①
＜
窪
．
、
領
域
に
属
す

る
か
に
よ
り
、
虚
領
域
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
部
分
正
方
形
も
あ
る
』
「
弱
い
」

再
生
産
可
能
領
域
の
夫
々
に
つ
い
て
、
ど
の
部
分
正
方
形
が
虚
領
域
と
な
る

か
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
第
1
種
の
「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
の
虚
領
域

　
（
騨
）
　
H
）
　
（
」
黙
・
b
口
㎞
§
）
↓
き
＋
ト
⊃
（
⊂
融
芝
＠
＋
b
）
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
ー
ト
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⊂
鯨
旧
嵐
†
漏
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感
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
卜
◎
）
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蕊
。
⑩
。
・
b
◎
騎
§
）
↓
潮
ー
ト
⊃
（
⊂
蝕
1
1
N
ぶ
I
b
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

　
　
　
　
ω
）
　
（
」
繋
・
b
口
隅
）
並
き
＋
ト
⊃
（
⊂
毎
戸
潮
＋
』
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
。
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↑
）

（
げ
）
　
H
）

　
　
　
卜
。
）

　
　
　
。
。
）

　
　
　
曲
）

第
2
種
の

（
曽
）
　
H
）

　
　
　
爬
）

　
　
　
q
。
）

　
　
　
齢
）

（
げ
）
　
　
）

　
　
　
爬
）

　
　
　
。
。
）

　
　
　
ら
）

第
3
種
の

（
曽
）
　
H
）

　
　
　
図
）

　
　
　
。
。
）

　
　
　
膳
）

（
蕊
§
・
b
。
遷
）
↓
6
巨
も
曙

（
蕊
豊
・
鳴
穐
・
。
。
）
↓
。
ヨ
℃
ξ

（
蕊
§
・
蜘
博
。
嵩
）
↓
き
ー
ト
⊃
（
⊂
蝕
一
－
瓦
き
一
』
し

　
　
　
　
　
　
　
　
b
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

（
蕊
亀
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b
。
噛
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↓
b
コ
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ト
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⊂
納
N
き
＋
b
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口
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N
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糟

　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
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b
コ
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卜
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（
⊂
緊
き
＋
b
）

　
　
　
　
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婚

コ
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
の
虚
領
域
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蕗
＆
・
罐
§
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ト
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＋
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馳
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繭
1
1
N
♪
I
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ト
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蕊
ミ
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恥
§
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♪
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C
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ト
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鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

（
蕊
§
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↓
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⊃
（
⊂
㍗
」
㍗
吟
）

（
」
婆
・
鰭
ミ
）
↓
　
鈎
＋
ト
⊃
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⊂
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M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

（
無
鴨
㊥
部
・
切
憶
）
↓
沖
⊃
（
⊂
『
き
－
“
）

「
弱
い
」
再
生
産
可
能
領
域
の
虚
領
域

（
島
二
戸
§
）
↓
。
日
℃
ξ

（
蕊
§
・
鳶
§
）
↓
き
＋
ド
⊃
（
⊂
『
b
6
￥
b
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

（
訟
＆
』
唱
）
↓
・
⇔
◎
憶
日
⊃
（
⊂
腎
。
ぶ
†
p
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

（
蕊
§
・
b
◎
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）
↓
き
＋
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⊂
触
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馳
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し
◎
駄
↓
⊃
（
⊂
r
」
学
田
）

　
（
ぴ
）
　
H
）
　
（
」
喰
．
・
禽
嘘
．
部
）
↓
き
↓
⊃
（
⊂
晒
1
1
。
潮
ー
ト
’
）
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
＋
ト
⊃
（
⊂
臥
愚
き
＋
ゆ
）

　
　
　
　
卜
。
）
（
蕊
§
・
b
ロ
鴫
§
）
↓
⇔
⇔
、
＋
う
（
⊂
慰
」
㍗
吟
）

　
　
　
　
。
。
）
（
蕊
篭
・
b
。
壌
）
↓
き
l
N
⊃
（
⊂
寒
⇔
口
・
＋
峰
）

　
　
　
　
戯
）
　
（
」
翰
唱
①
嵩
・
銀
ミ
）
↓
①
目
℃
身

　
上
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
虚
領
域
の
除
か
れ
た
「
弱
い
」
再
生
産
可
能

領
域
に
お
い
て
、
均
衡
価
格
比
の
成
立
す
る
領
域
、
即
ち
、
「
強
い
」
再
生
産

可
能
領
域
は
、
ま
た
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

　
第
1
種
の
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
（
」
濃
一
1
（
S
＆
）
）

（
・
）
・
）
・
、
鞭
　
黛
帥
尊
　
誌
h
恥
）
　
黛
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、
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Mv
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v
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員
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轟
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沖
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轟
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@
塵
）
・
、
聾
　
。
㎝
ぴ
　
轟
誌
）
　
聾

第
2
圃
の
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
（
蕊
＆
1
1
（
黛
・
曾
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
中
　
　
　
　
　
　
　
　
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
H
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
、
目
嬰

（
恥
）
　
］
．
）
薄
q
ω
）

、
（
讐

、
（
§

轟
轡
）

、
（
塁

？
o

ぴ
　
　
、
【
騨

、
H
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
9
き

鱒
）
瀬
儀
戯
）
　
、
軍

（
ぴ
）
　
同
）
潮
蟻
g
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）
　
、
目
↓
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a
●
O

　
　
、
H
冨

　
　
　
　
b
。
）
渇
q
心
）
、
．
管
　
守
　
　
　
　
　
ぎ

　
第
3
種
の
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
（
這
潰
“
（
宇
讐
）
）

（
・
）
H
）
～
畠
）
、
．
馨
9
㎝
ぴ
轟
h
㈹
）
駄
6
、
、
、
聾

（
げ
）
目
）
～
膳
）
、
．
聾
9
帥
。
、
（
鷲
）
」
舗
、
．
．
聾

こ
・
で
、
℃
（
辱
句
配
、
も
、
）
は
、
1
躍
お
け
る
笏
商
品
生
産
部
門
・
第
β
商

品
生
産
部
門
の
利
潤
率
が
常
に
等
し
い
領
域
鱗
巳
と
、
∬
国
に
と
っ
て
の
同

…
様
な
領
域
昏
・
㎏
と
の
交
点
を
示
す
。
ま
た
、
各
P
点
を
結
ぶ
線
の
上
・
下

に
附
け
ら
れ
た
記
号
は
、
上
段
が
1
国
、
下
段
が
皿
国
を
代
表
し
、
そ
の
範

囲
に
お
い
て
各
国
が
特
化
す
る
（
な
ら
ば
有
利
で
あ
る
）
生
産
部
門
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
上
段
・
下
段
か
ら
な
る
一
組
の
記
号
の
内
、
何
れ
か

一
方
は
二
個
の
記
号
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
範
囲
内
に
て
は
、
こ
の

二
個
の
記
号
を
持
つ
側
の
国
に
お
け
る
、
そ
の
二
種
の
生
産
部
門
の
利
潤
率

が
均
等
す
る
領
域
に
対
応
す
る
価
格
比
の
組
だ
け
が
、
こ
の
範
囲
内
に
お
け

？
o

　
　
、
昌
蔚

（142　）



る
均
衡
価
格
比
の
成
立
す
る
領
域
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
各
国
の
均
衡
価
格
比
が
相
手
国
に
て
占
め
う
る
利
潤
率

状
態
の
夫
々
に
応
じ
て
異
な
る
、
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
を
確
定
し
た
。

従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
各
国
の
貿
易
開
始
前
の
均
衡
価
格
比
が
、
相
手
国

に
お
い
て
ど
の
通
な
利
潤
率
状
態
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
の
情
報
さ
え
あ
れ

ば
、
各
国
の
資
本
の
特
化
す
る
仕
方
を
決
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
特
化
が
ど
こ
へ
落
着
く
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
際
価
格

が
ど
こ
に
定
ま
る
か
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
為
に
、
こ
こ
で
は
答
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

（
五
）

　
似
上
に
お
い
て
、
初
期
条
件
が
与
え
ら
れ
た
場
合
の
国
際
的
な
再
生
産
の

可
能
領
域
を
示
し
、
更
に
、
そ
の
領
域
内
の
何
処
で
均
衡
価
格
比
が
成
立
し
、

ま
た
そ
の
均
衡
価
格
比
に
対
応
し
て
、
ど
の
様
な
熟
化
が
行
わ
れ
る
か
を
示

し
た
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
特
化
状
態
が
、
各
国
の
平
均
利
潤
率
の

変
化
に
ど
の
様
に
影
響
す
る
か
を
検
討
す
る
。

　
第
三
節
に
お
い
て
、
各
国
の
各
生
産
部
門
の
利
潤
率
は
二
個
の
価
格
比
を

窟
鍔
日
9
霞
と
し
て
定
ま
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
勲
1
1
陪
P
　
　
貼
し
1
1
H
㌔
矯
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ご

　
　
　
　
　
　
　
〒
H
＋
「
画

　
　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

ま
た
同
じ
節
に
お
い
て
、
9
函
数
に
つ
い
て

　　

@　

@
恥
〒
玲
v
。
（
8
邑
ミ
ー
；
・
。
）

で
あ
る
こ
と
も
示
し
た
。

　
こ
の
二
種
の
情
報
を
用
い
る
と
、
夫
々
二
個
の
生
産
部
門
に
お
い
て
利
潤

率
が
等
し
く
な
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
平
均
利
潤
率
の
仰
に
対
す
る
変
化
の

仕
方
は
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。

　　

@　

@　�
磨
B

（
u
．
H
）
　
乏
く
。

　
　
　
　
　
　
辱
。
・
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
O

　
　
　
　
　
　
暑
ド

　
次
に
ま
た
、
同
じ
情
報
を
用
い
て
、
各
一
個
の
生
産
部
門
の
利
潤
率
の
仰

に
対
す
る
変
化
の
仕
方
は
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
騨
H

　
　
　
　
　
　
　
　
V
O

　
　
　
　
　
　
暑
H

（、

秩
@
鱒
v
。

　　

@　

@　
浮
ｭ
。

　
更
に
、
例
え
ば
、
♂
1
1
。
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
過
程
に
お
い
て
、
特
化
の
仕

方
が
、
そ
れ
以
前
の
α
及
び
δ
の
両
生
産
部
門
か
ら
、
何
れ
か
一
方
の
部
門

へ
の
完
全
特
化
に
変
化
し
た
と
し
て
も
、
♂
1
1
。
か
ら
砺
ま
た
は
％
へ
の
変
化

は
、
価
格
比
に
不
連
続
な
変
化
の
な
い
限
り
、
連
続
的
で
あ
る
。
逆
は
逆
。

「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
を
構
成
す
る
の
は
、
両
国
に
お
け
る
働
曲
線
の
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再
生
産
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国
際
分
業

一
部
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
醐
曲
線
の
】
部
が
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域

の
構
成
部
分
と
な
る
為
に
は
、
そ
れ
は
・
z
及
び
．
1
が
共
に
平
均
以
上
の
利
潤

率
を
持
つ
領
域
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
巨
日
曾
巴
器
商

品
生
産
部
門
を
含
む
砺
鳳
、
常
に
そ
の
国
の
中
心
μ
点
よ
り
南
西
の
部
分
に

の
み
属
し
う
る
。
ま
た
昌
ロ
日
魯
p
マ
商
品
生
産
部
門
を
含
ま
な
い
助
は
、
常

に
μ
点
よ
り
北
東
の
部
分
に
の
み
属
し
う
る
。

　
最
後
に
、
「
強
い
」
．
再
生
産
可
能
領
域
に
つ
い
て
の
条
件
を
考
え
る
と
、
こ

の
領
域
は
、
各
国
に
つ
い
て
の
μ
点
よ
り
南
西
の
部
分
の
和
領
域
の
内
に
必

ず
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
よ
り
、
各
国
の
相
対
的
位
置
関
係
は
二

個
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
一
国
の
南
西
領
域
の
内
に
他
国
の
中
心

が
含
ま
れ
る
場
合
、
第
二
は
各
国
共
に
相
手
国
の
中
心
を
自
国
の
南
西
領
域

に
含
ま
な
い
場
合
で
あ
る
。

　
上
述
し
た
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
の
有
効
構
成
部
分
に
つ
い
て
の
規

定
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
二
種
の
状
態
の
夫
々
に
対
応
す
る
「
強
い
」
再
生

産
可
能
領
域
の
各
種
の
組
合
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
の
状
態
に
お
け
る
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
は
、
価
格
比
平
面
に

お
い
て
、
必
ず
、
次
の
二
種
の
場
合
の
何
れ
か
と
な
る
。
第
一
の
場
合
は
、

両
国
の
申
心
（
オ
及
び
B
）
か
ら
出
る
夫
々
の
8
曲
線
が
常
に
同
種
の
場
合

（
α
）
で
あ
り
、
第
二
の
場
合
は
そ
れ
が
異
種
の
場
合
（
ろ
）
で
あ
る
。

　
夫
々
め
場
合
は
図
に
示
さ
れ
る
。

　
…
　
一．
旦

　
一

　
一
　
㎝
　
｝

　
　
｝

　
　
　B
｝

－
－
一

　
　
一

　
　
一

　
　
㎜

b
隔
C

（b－1）

－
獅
8

a
　
　
　
D

b
「
　
㍗

　
　
　
（

　
　
一
8
。
到

　
　
｝

　
　
｝

　
　
聯

a

；

Al

b　一一．，．p’　一B一一一

　　1／
　　　iBc　：；；i”一一’

b

（b　一2）一

a

ン訓ワー
　　Al
　　　．：

（a－2）

a

（144）



　
第
一
の
場
合
に
お
い
て
、
オ
と
B
を
結
ぶ
三
子
は
次
の
四
個
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
9
山
）
　
」
ム
ー
ア
。
一
こ
口

　
　
　
　
　
（
宇
ε
　
鼠
ム
ー
趣
　
　
切

　
（
切
・
も
Q
）

　
　
　
　
　
（
象
一
同
＝
）
　
」
一
騨
よ
1
切

　
　
　
　
　
（
〒
ぞ
）
　
」
一
中
i
切

　
ま
た
第
二
の
場
合
に
お
い
て
は
、
」
と
B
を
結
ぶ
需
爵
は
次
の
二
個
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
（
餅
占
）
　
臥
一
9
　
　
鴨

　
（
い
・
劇
）

　
　
　
　
　
（
7
ε
　
鼠
－
騨
　
　
ヒ
ロ

　
第
二
の
状
態
に
お
け
る
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領
域
は
、
価
格
比
平
面
に

お
い
て
、
次
図
に
示
さ
れ
る
様
な
重
言
①
邑
お
商
品
を
含
む
8
曲
線
の
み
よ

り
な
る
鵠
爵
に
て
両
国
の
中
心
（
4
及
び
B
）
を
結
ぶ
。
こ
の
場
合
の
男
爵

は
次
の
一
個
の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
訊
・
q
）
　
（
エ
）
臥
一
象
一
⇔
。
　
　
　
　
　
B
一

　
以
上
の
（
い
・
ω
）
～
（
9
笛
）
に
て
示
さ

れ
た
各
種
の
弓
．
呼
は
、
す
べ
て
前
節
　
　
　
A

に
て
示
し
た
「
強
い
」
再
生
産
可
能
領

域
に
対
応
す
る
し
、
ま
た
そ
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

を
含
ん
で
い
る
。
　
（
但
し
、
本
節
に
示

し
た
鳴
さ
の
何
れ
が
、
前
節
の
ど
の
種
類
の
領
域
に
対
応
す
る
か
に
つ
い

　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

て
の
明
確
な
関
係
は
求
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
関
係
は
（
㎝
・
。
。
）
に
つ
い
て
は
比

較
的
求
め
易
い
が
、
（
U
ム
）
及
び
（
q
凸
）
に
つ
い
て
は
求
め
難
い
）
。

　
こ
の
何
れ
の
状
態
に
お
い
て
も
、
（
凱
・
H
）
及
び
（
い
・
図
）
の
条
件
を
考
え
る

と
、
何
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
土
工
に
沿
っ
て
、
自
国
の
中
心
か
ら

相
手
国
の
中
心
に
接
近
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
国
の
平
均
利
潤
率
は
上
昇
す

る
。
更
に
こ
の
利
潤
率
の
変
化
は
、
嚇
臣
が
連
続
的
で
あ
り
、
従
っ
て
価
格

比
の
変
動
が
連
続
的
で
あ
れ
ば
、
必
ず
連
続
的
で
あ
る
。

（
六
）

　
以
上
に
お
い
て
、
最
初
に
設
定
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
の
分
析
を
終
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
に
よ
り
、
国
際
分
業
の
問
題
が
す
べ
て
解
か
れ
た
訳

で
は
な
い
。
残
さ
れ
た
問
題
を
整
理
す
る
。

　
第
一
に
、
国
際
分
業
の
労
働
生
産
性
に
対
す
る
効
果
の
分
析
が
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
問
題
は
、
当
然
、
国
際
価
値
の
問
題
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
て

現
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
私
の
現
在
の
関
心
は
、
大
部
分
が
こ
れ
に
集
中
せ
し
め

ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
本
論
に
お
い
て
扱
っ
た
問
題
の
展
開
の
方
向
に
お
い
て
も
、
多
く

の
残
さ
れ
た
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
例
え
ば
、
独
占
的
傾
向
が
顕
著

で
あ
る
状
態
に
お
け
る
国
際
分
業
の
問
題
、
ま
た
は
、
．
規
模
に
対
す
る
生
産

費
の
割
合
が
変
化
す
る
状
態
に
お
け
る
国
際
分
業
の
問
題
、
等
々
、
私
は
、

（145）



　
　
　
再
生
産
と
国
際
分
業

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
更
に
、
こ
の
問
題
を
、
多
数
国
・
多
数
商
品
を
含
む
場
合
に
拡
張
し
て
分

析
す
る
こ
と
が
、
最
後
に
求
め
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
得
ら
れ
た
諸
結
果
を
、
ど
の
様
に
上
記

諸
問
題
の
内
に
転
置
し
て
ゆ
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
、
為
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
最
初
の
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
以
上
一
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

山

本

泰

督

　
目
　
　
　
　
　
次

一、

竭
閧
ﾌ
所
在

二
、
貨
物
優
先
積
取
法
酬
制
定
の
背
一
暑
回

雪
、
法
律
の
制
定
過
程

四
、
貨
物
優
先
積
取
法
の
意
義

五
、
結
　
　
　
三

一、

竭
閧
ﾌ
所
在

　
弱
体
な
プ
メ
リ
カ
海
運
業
を
保
護
す
る
措
置
と
し
て
一
九
三
六
年
商
船
法

は
、
造
船
差
額
補
助
金
お
よ
び
運
航
差
額
補
助
金
の
制
度
を
設
け
た
が
、
戦

後
薪
た
に
援
助
貨
物
の
半
分
以
上
を
米
国
商
船
に
回
送
せ
し
め
る
貨
物
優
先

積
取
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
海
運
業
者
は
前
二
者
と
併
せ
て
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
）

物
優
先
積
取
法
を
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
の
三
つ
の
武
器
と
呼
び
、
海
運
業
に

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

対
す
る
こ
の
法
律
の
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
貨
物
優
先
積
取
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

項
は
戦
後
の
多
数
の
援
助
立
法
申
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
一
九
五
四
年
の
法

律
、
　
即
ち
一
九
三
六
年
商
［
船
法
言
叩
九
〇
一
条
　
h
　
（
団
ロ
げ
一
ぎ
目
p
芝
ひ
ひ
戯
一
Q
㊤
Q
Q
同
自

0
8
σ
Q
塞
の
）
の
成
立
に
よ
っ
て
こ
の
政
策
は
文
字
通
り
そ
の
意
義
を
再
確
認
さ

れ
、
永
久
法
化
さ
れ
た
。

　
小
論
は
こ
の
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
一
九
三
六
年
商
船
法
へ
の
組
入
れ
を

め
ぐ
っ
て
法
律
の
制
定
過
程
を
眺
め
、
ア
メ
リ
カ
海
運
業
に
対
す
る
こ
の
法

律
の
意
義
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
零
』
．
竃
9
。
♂
冨
碑
（
中
。
ω
箆
①
昌
併
。
h
重
日
Φ
ユ
。
碧
竃
。
同
。
訂
韓
竃
舞
。
触
毛
①
ぎ
。
。
島
言
8
）

　
　
”
掌
①
〉
ヨ
①
ユ
。
鎚
Q
D
三
唱
ぎ
α
q
U
。
窪
ρ
守
丁
場
墜
『
碧
●
虞
Ψ
H
O
置
ら
』
一
ρ

　
（
2
）
　
小
論
二
、
C
参
照
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

二
、
貨
物
優
先
証
取
法
制
定
の
背
景

　
（
a
）
　
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
商
船
隊
の
衰
退

　
第
二
次
大
戦
中
の
戦
時
大
量
造
船
に
よ
り
合
衆
国
は
一
躍
戦
前
の
約
四
・

五
倍
に
相
当
す
る
四
六
、
五
四
〇
千
重
量
ト
ン
の
船
腹
を
擁
し
て
世
界
第
一

位
と
な
っ
た
が
、
戦
後
世
界
各
国
が
海
運
業
の
復
興
に
努
力
し
始
め
海
運
市

場
が
正
常
な
状
態
に
回
復
す
る
に
至
る
と
ア
メ
リ
カ
海
運
は
た
ち
ま
ち
高
運

航
費
に
基
く
競
争
力
の
欠
如
を
露
呈
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
六
年

に
は
ア
メ
リ
カ
商
船
隊
は
四
六
、
五
四
〇
万
重
量
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
船
腹
は
次
第
に
減
少
の
一
路
を
辿
り
一
九
五
四
年
に
は
三
五
、
八
六
〇
万

重
量
ト
ン
と
一
千
万
重
量
ト
ン
以
上
も
船
腹
が
減
少
し
て
来
て
い
る
。
単
に

船
腹
量
が
減
少
し
た
に
止
ま
ら
ず
運
航
さ
れ
る
船
腹
自
体
も
減
少
し
て
来
た
。

全
船
腹
中
に
非
稼
動
船
腹
が
占
め
る
比
率
も
戦
後
年
を
経
る
に
従
っ
て
増
大

し
一
九
五
四
年
に
は
穴
一
・
九
％
の
船
腹
が
遊
休
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
現
実
に
稼
動
し
て
い
る
船
腹
は
一
九
五
四
年
に
は
第
二
次
大
戦

終
結
時
の
半
分
以
下
の
一
二
、
六
二
］
二
千
重
量
ト
ン
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
船
腹
量
の
減
少
に
み
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
海
運
の
衰
退
傾
向
は
外
国
貿
易

船
に
つ
い
て
み
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
一
九
四
六
年
の
外
国
貿
易
船
腹
を
一

〇
〇
と
す
れ
ば
、
一
九
五
四
年
に
は
約
三
分
の
一
汁
に
ま
で
減
少
し
て
来
て

い
る
。
戦
後
世
界
の
船
腹
量
は
増
大
の
一
路
を
た
ど
っ
た
の
と
は
逆
に
ア
メ

米国商船腹の変化
全船舶中
非稼動船
の占める
比率　％

20．4

45．4

39．2

46．8

55．7

62．1

46．9

53．0

53．8

61．9

59．4

易
化
　
o
o

貿
変
＝
－

国
の
4
6

外
船
1
9

非稼動船舶

13．6

100．0

83．7

66，8

55．5

40．6

55．5

44．0

35．9

35．4

34．0

1，000

D／T

2，391

21，140

15，231

17，222

20，184

22，698

17，053

19，106

19，517

22，216

20，786

隻数

回船舶
計1外国貿易

稼全船舶
総

　306

2，090

1，582

1，767

1，993

2，263

1，732

1，903

1，934

2，210

2，072

1，000

DIT
2，804

20，593

17，238

13，767

11，416

8，353

11，425

9，052

7，390

7，299

6，992

1傍，隻数

　319

1，890

1，603

1，246

1，004

　711

　988

　782

　629

　623

　601

9，303

25，400

23，651

19，552

16，044

13，828

16，761

14，242

13，115

12，623

12，872

隻　数

1，091

2，332

2，114

1，723

1，386

1，145

1，414

1，177

1，066

1，021

1，026

1，000

DIT

11，699

46，540

38，882

36，774

36，228

36，526

36，336

36，081

36，255

35，860

35，017

隻数

1，398

4，422

3，692

3，490

3，379

3，408

3，386

3，350

3，349

3，333

3，235

1939

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1・1，000G／T以上の船舶
2・非稼動船舶は一時的非稼動及予備船隊を合したもの

3・五大湖航行船を除く

4・6月30日現在　但し1946年は9月30日　1947年は12月31日現在
（Sourse）　Statistical　Abstra¢t　of　the　United　States．　1951，　1956
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米国船積取比率
　　　　　（総量は100万ロングトン）

輸出入
積層比率
　（％）

出輸入輸

米国船積取
比率　（％）総量

米国船積取
比率　（％）総量

皿
鱗
銘
踊
”
％
％
脇
兜
篇
％

2
6
5
4
4
3
3
3
2
2
2

U
聡
射
飢
砧
％
葡
妬
侃
舗
鮒

1
5
4
3
3
3
3
2
2
2
1

55．1

77．7

111．0

78．8

64．2

56．0

103．0

92．0

71．9

69．3

100　O

％
銘
蕊
侃
鎚
鍼
脳
躍
踊
α
の
邸

2
6
6
6
5
4
4
3
3
3
2

37．5

43．9

52．9

60．2

69．1

86．3

90．2

95．9

106．3

107．5

126．0

1939

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

Gorter．　United　States　Shipping　Policy，　1956

Statistical　appendix，　p．202．より引用

リ
カ
商
船
隊
は
減
少
し
続
け
て
い
る
。
米
国
船
の
自
国
輸
出
入
貨
物
に
対
す

る
積
取
比
率
も
戦
争
直
後
の
一
九
四
六
年
の
六
〇
・
四
％
か
ら
次
第
に
減
少

し
、
一
九
五
四
年
に
は
二
七
・
五
％
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
船

腹
量
、
積
取
比
率
の
減
少
傾
向
の
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
海
運
の
衰
退
傾
向
を
う

か
が
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
海
運
の
か
か
る
衰
退
原
因
は
主
と
し
て
高
賃
金
か
ら
齎
ら
さ
れ

る
高
運
航
費
の
た
め
、
国
際
競
争
力
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

一
九
四
九
年
の
米
国
海
事
委
員
会
の
推
定
に
よ
れ
ぽ
リ
バ
テ
ィ
ー
型
船
舶
を

五
十
日
間
運
航
し
た
場
合
、
外
国
船
の
総
運
航
費
は
米
国
船
の
半
分
乃
至
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

分
の
一
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
米
国
船
の
乗
組
員
給
料
は
外
国
船
に

比
し
で
三
倍
か
ら
五
倍
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
海

運
は
戦
時
中
お
よ
び
戦
争
直
後
あ
る
い
は
朝
鮮
動
乱
の
如
き
異
常
な
海
上
輸

送
．
需
要
が
存
在
し
運
賃
が
山
脚
罪
し
た
場
合
を
除
い
て
は
利
潤
を
え
ら
れ
る
運

航
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
主
要
航
路
を
運
航
し
て
い
る
定
期
船
会
社
に

対
し
て
は
運
航
差
額
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
コ
ス
ト
・
パ

リ
テ
ィ
の
下
で
外
国
船
と
競
争
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
補
助
金
は
船

会
社
に
高
収
益
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
殊
に
補
助
金
の
給
付
が
な
く

し
か
も
自
由
競
争
運
賃
に
従
う
不
定
期
船
は
世
界
商
船
隊
の
回
復
、
海
運
市

況
の
平
常
化
に
よ
っ
て
高
運
四
面
に
あ
え
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
と
も

と
第
二
次
大
戦
前
に
は
ア
メ
リ
カ
に
は
不
定
期
船
隊
は
存
在
せ
ず
戦
時
中
お

よ
び
戦
争
直
後
の
海
運
界
の
好
況
期
に
乗
じ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
競
争
が
激
化
し
て
来
る
と
、
米
国
不
定
期
船
会
社
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
不
況
に
苦
し
む
ア
メ
リ
カ
海
運

界
は
企
業
活
動
を
存
続
す
る
た
め
何
ら
か
の
形
で
利
潤
を
彼
ら
に
保
証
す
る

政
府
の
保
護
政
策
を
希
望
し
た
。

（
b
）
　
戦
後
ア
メ
リ
カ
海
浬
政
策
の
力
点
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
．
考
察

　
一
方
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
は
戦
後
一
貫
し
て
国
防
上
必
要
な
商
船
隊
を
維

持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
強
力
に
支
持
さ
れ
た
。
周
知
の

ご
と
く
ア
メ
リ
カ
の
海
運
政
策
の
基
本
的
目
的
は
一
九
三
六
年
商
船
法
の
政

策
宣
言
に
表
明
さ
れ
て
お
り
、
自
国
輸
出
入
貿
易
の
相
当
部
分
を
運
送
す
る

に
足
り
、
か
つ
叉
国
家
緊
急
時
に
お
け
る
海
上
輸
送
需
要
を
充
当
す
る
海
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

補
助
船
隊
と
な
り
う
る
商
船
隊
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
在
も
こ
の
政

策
宣
言
の
規
定
は
有
効
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
海
運
を
維
持
し
て
い

る
二
目
的
で
あ
る
輸
出
入
貨
物
の
運
送
お
よ
び
国
防
が
同
一
平
面
上
に
並
置

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
防
上
海
運
業
が
必
須
で
あ
る
こ
と
の
認
識

が
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
を
実
施
す
る
際
の
推
進
力
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
戦
後
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
海
運
業
に
関
す
る
政
府
報
告
か
ら
そ
れ
を

う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
米
国
が
極
め
て
非
経
済
的
な
自
国
海
運
を
強

力
に
保
護
し
て
い
る
の
は
国
防
上
の
観
点
か
ら
で
あ
り
、
貨
物
優
先
積
極
法

制
定
の
際
に
も
立
法
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
的
趨
勢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
（
C
）
　
貨
物
優
先
積
算
法
規
の
先
行
例

　
貨
物
優
先
積
量
法
規
は
必
ず
し
も
第
二
次
大
戦
後
に
初
め
て
登
場
し
た
も

の
で
は
な
い
σ
む
し
ろ
相
当
以
前
か
ら
米
国
船
に
自
国
輸
出
入
貨
物
の
相
当

部
分
を
運
送
せ
し
め
る
べ
き
だ
と
す
る
政
策
意
図
が
、
ア
メ
リ
カ
の
海
運
政

策
中
に
み
う
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
｝
九
〇
四
年
の
法
律
は
、
陸
海

軍
が
使
用
す
る
た
め
法
律
に
従
っ
て
購
入
さ
れ
た
る
石
炭
、
食
料
、
飼
料
そ

の
痒
い
か
な
る
種
類
の
供
給
品
も
そ
の
海
上
輸
送
は
米
国
籍
船
（
公
有
又
は

民
有
）
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
運
賃
率
が
過
度
叉
は
不
合
理
な
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
他
の
船
舶
を
使
用
し
て
よ
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。

　
更
に
叉
一
九
三
四
年
に
議
…
会
は
土
柿
同
決
議
第
十
七
号
を
通
過
せ
し
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
「
復
興
金
融
会
社
叉
は
農
産
物
そ

の
他
製
品
の
輸
出
を
育
成
す
る
た
め
の
政
府
機
関
が
与
え
た
借
款
の
場
合
に

は
、
か
x
る
生
産
物
は
す
べ
て
（
①
巨
鼠
く
①
ζ
）
合
衆
国
船
舶
に
て
運
送
す

べ
き
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
一
部
叉
は
全
部
に
つ
い
て
船
舶
院

（。。

ﾚ
骨
導
切
。
ゆ
乙
野
円
①
呂
）
が
調
査
の
後
に
、
米
国
船
が
充
分
な
隻
数
、
叉

は
充
分
な
積
載
能
力
、
叉
は
必
要
な
航
海
計
画
ま
た
は
合
理
的
な
運
賃
率
で

使
用
出
来
ぬ
こ
と
を
、
復
興
金
融
会
社
ま
た
は
そ
の
他
の
政
府
機
関
に
証
明

し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
」

　
こ
の
二
つ
の
貨
物
優
先
積
取
条
項
は
、
そ
の
適
用
範
囲
が
極
め
て
限
定
さ

れ
て
い
た
上
、
プ
メ
リ
カ
合
衆
国
の
世
界
経
済
中
に
占
め
る
地
位
が
第
二
次

大
戦
後
と
比
較
し
て
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
一
般
の
注
目
を
惹

く
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
条
項
の
存
在
は
第
二
次
大
戦

後
に
援
助
貨
物
に
対
し
て
米
国
船
の
貨
物
優
先
粕
取
を
規
定
し
た
条
項
に
つ

い
て
反
対
の
声
が
高
ま
っ
た
と
き
に
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
た
と
い
う
の
が
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実
情
で
あ
る
。
従
っ
て
戦
前
に
は
貨
物
優
先
魚
取
条
項
に
よ
っ
て
は
米
国
海

運
に
も
世
界
海
運
に
も
殆
ど
取
上
げ
る
ほ
ど
の
影
響
は
な
か
っ
た
と
見
倣
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
ア
メ
リ
カ
の
海
運
政
策
の
基
本
的
理
念
と
し
て

自
国
の
水
上
貿
易
貨
物
の
出
来
る
だ
け
多
く
を
自
国
船
に
て
輸
送
せ
し
め
よ

う
と
す
る
狙
い
は
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
商
船
法
で
は
商
業
貨
物
の
大
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
鴨
①
魯
霞
陰
三
。
昌
）
を
輸
送
す
る
こ
と
、
を
政
策
と
し
て
宣
言
し
、
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

．
八
年
商
船
法
は
そ
の
意
図
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
し
、

一
九
三
六
年
商
船
法
で
は
輸
出
入
貿
易
の
相
当
部
分
（
。
。
ロ
げ
の
討
目
吊
眼
智
註
。
コ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

・
を
運
送
す
る
こ
と
を
政
策
宣
言
申
で
う
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
大
部
分
と
か

相
当
部
分
と
云
う
表
現
は
輸
出
入
貨
物
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
来
た
。
こ
の
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
は
自
国
船
に
自
国
の
輸
出
入
貿
易
貨
物
の
半
ば
以
上
を
運

送
せ
し
め
よ
う
と
す
る
政
策
は
相
当
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
と

・
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
単
に
政
策
が
実
現
す
べ
き
目
標
と
し
て

掲
げ
海
運
業
の
自
由
競
争
の
原
則
に
従
い
つ
つ
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と

と
、
具
体
的
な
法
律
制
定
に
よ
り
自
国
船
に
貨
物
の
半
分
以
上
を
積
取
ら
せ

る
べ
く
強
制
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
の
問
に
は
大
き
な
差
異
が
存
す
る
。

総
じ
て
云
え
ば
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
優
先
墨
取
は

重
要
性
の
少
な
い
影
響
力
の
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
は
相
次
い
で
制
定
さ
れ
た
援
助
立
法
に
貨
物
優
先
積
取
条
項
が
含
ま

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ
て
い
る
。
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
1
、
一
九
四
八
年
経
済
協
力
法
（
一
九
四
九
年
修
正
法
）
　
公
法
四
七

　
　
第
八
一
議
会

　
2
、
一
九
五
〇
年
極
東
経
済
援
助
法
　
公
法
四
四
七
　
八
一
議
会

　
3
、
一
九
五
〇
年
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
緊
急
救
済
援
助
法
　
公
法
八
九

　
　
七
　
八
一
議
会

　
4
、
一
九
五
一
年
イ
ン
ド
緊
急
食
料
援
助
法
　
公
法
四
八
　
八
二
議
会

　
5
、
相
互
防
衛
援
助
法
　
公
法
三
二
九
　
八
一
議
会

　
6
、
一
九
五
】
年
相
互
安
全
保
障
法
　
公
法
一
六
五
　
八
二
議
会

　
7
、
パ
キ
ス
タ
ン
小
麦
法
　
公
法
七
七
　
八
三
議
会

　
こ
れ
ら
の
法
律
中
に
含
ま
れ
て
い
る
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
法
文
は
何
れ

も
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
九
四
八
年
経
済
協
力
法
第
一
＝
条
の

条
文
を
一
例
と
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

「
長
官
は
本
法
に
基
く
物
品
の
調
達
に
関
し
本
法
の
も
と
で
利
用
さ
れ
る
資

金
に
よ
り
調
達
せ
ら
れ
、
外
航
船
舶
に
よ
り
合
衆
国
へ
或
は
合
衆
国
か
ら
輸

送
せ
ら
れ
る
物
品
の
総
ト
ン
数
の
少
く
と
も
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
撒
荷
貨
物

船
、
乾
貨
定
期
船
、
油
槽
船
別
に
計
算
し
て
、
合
衆
国
国
籍
の
た
め
の
市
場

運
賃
率
で
利
用
可
能
な
限
度
に
お
い
て
合
衆
国
国
籍
船
で
輸
送
せ
ら
れ
る
よ
、

う
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
此
の
規
定
の
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
長
官
は
本
法
の
目
的
に
合
致
す
る
限
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

り
、
出
来
る
だ
け
地
理
的
地
域
別
に
合
衆
国
国
籍
船
が
貨
物
輸
送
に
公
正

且
つ
合
理
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
も
の
と
す

（
1
1
）

る
。
L

　
各
援
助
法
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
条
項
は
何
れ
も
右
に
み
る
よ
う
に
特
定

の
援
助
立
法
に
よ
り
輸
送
さ
れ
る
諸
貨
物
に
関
し
て
そ
の
半
ば
以
上
の
運
送

を
米
国
船
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
既
に
一
九
四

八
年
経
済
協
力
法
中
に
か
か
る
条
項
が
含
ま
れ
た
時
か
ら
世
界
各
国
か
ら
非

難
の
声
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
小
論
に
お
い
て
考
察
せ
ん
と
す
る
一
九

五
四
年
の
法
案
に
関
し
て
は
殊
に
激
し
か
っ
た
。
こ
の
法
案
は
従
来
の
諸
条

項
の
適
用
範
囲
が
何
れ
も
特
定
の
政
府
援
助
貨
物
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
適
用

期
間
も
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
貨
物
優
先
弓
取
を
永
久
法
化
し
、

更
に
そ
の
適
用
範
囲
を
一
層
拡
大
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
O
。
円
8
コ
d
巳
8
山
ω
冨
8
。
・
ω
ゲ
ゼ
覧
轟
頃
島
。
ざ
H
O
ま
・
唱
．
喝
．
8
占
O
H
●

　
（
2
）
　
罎
。
肖
。
訂
三
二
薗
二
器
ぎ
け
亀
H
ゆ
。
。
ρ
。
。
。
。
」
O
H
’

　
（
3
）
　
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
の
戦
後
の
力
点
が
殊
更
強
く
国
防
に
お
か
れ
て
い
る

　
　
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

　
（
4
）
諺
9
。
h
言
邑
鱒
。
。
し
8
鼻
．
。
p
d
・
。
ゆ
．
∪
・
営
．
亀
O
§
暮
§
”
野
鳳
け
ぎ
。

　
　
Q
D
ロ
ぴ
ω
己
図
弓
。
ぎ
ざ
H
O
置
》
や
ゆ
ド

　
（
5
）
い
睾
。
。
邑
彗
ぎ
σ
q
8
ω
ぼ
竈
ぎ
α
・
㊤
巳
一
円
。
冨
9
罫
9
①
噂
同
O
笛
ひ
。
畠
竜
・
旨
ひ

　
　
（
頃
昌
ま
即
。
。
・
o
旨
二
8
一
渚
9
H
刈
一
刈
窪
O
自
鳴
。
ω
㎝
）

　
（
6
）
い
睾
。
・
邑
・
。
菅
㎝
8
。
。
匿
唱
ぎ
α
q
9
巳
露
§
冨
三
罫
巨
。
ら
・
鼻
9
国
臣
。
日
婁

　
　
累
。
』
ひ
H
・
ひ
ひ
爵
Ω
8
㎝
同
。
ω
p
の
。
。
・
H
・

（
7
）
雪
臣
。
p
碧
冥
。
・
＆
。
。
気
。
爵
。
。
・
鴨
。
・
。
・
。
・
。
ρ
＝
臣
や
刈
↑

（
8
）
　
二
戸
。
い
脅
嚇
9
。
。
G
。
凱
●
課
子
0
8
㎝
塞
の
．

（
9
）
　
団
口
二
。
同
上
院
議
員
の
鉾
Q
。
卜
。
ω
G
。
提
出
演
説
　
O
。
ロ
鴨
・
ω
ω
ご
ロ
仁
。
一
男
。
8
導
く
。
ピ

　
H
8
2
。
・
岩
男
・
G
。
O
H
O
。
節

（
1
0
）
　
列
挙
し
た
七
法
律
は
、
一
九
三
六
年
商
船
法
修
正
前
に
成
立
し
て
い
た
も

　
の
で
あ
る
。
そ
の
後
更
に
、
次
の
二
法
律
が
貨
物
優
先
積
取
条
項
を
含
ん
で
い

　
る
。

　
一
九
五
四
年
安
全
保
障
法
　
公
法
六
六
五
　
八
三
議
会

　
一
九
五
五
年
安
全
保
障
資
金
割
当
法
　
公
法
七
七
八
　
八
三
議
会

（
1
1
）
　
q
巳
8
自
ω
富
8
ω
O
亀
①
レ
撰
団
巴
．
目
三
。
B
．

三
、
一
九
三
六
年
商
船
法
九
〇
一
条
b
の
制
定
過
程

　
（
a
）
　
法
案
の
内
容
お
よ
び
法
案
の
意
図

　
一
九
五
四
年
三
月
三
一
日
バ
ト
ラ
ー
上
院
議
員
の
提
出
法
案
と
し
て
上
院

法
案
三
二
三
三
号
（
貨
物
優
先
積
取
を
一
九
三
六
年
商
船
法
九
〇
一
条
に
追

加
す
る
法
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。
同
時
に
ト
レ
フ
ソ
ン
下
院
議
員
が
同
一
法

案
を
下
院
に
提
出
し
て
い
る
。
所
謂
バ
ト
ラ
ー
1
ー
ト
レ
フ
ソ
ン
法
案
叉
は
五

〇
1
五
〇
ル
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
同
法
案
は
公
聴
会
の

後
大
き
く
修
正
さ
れ
て
六
月
十
五
日
修
正
通
過
し
、
大
統
領
の
署
名
を
得
て

八
月
二
十
六
日
に
発
効
し
て
い
る
。
現
在
の
一
九
三
六
年
商
船
法
九
〇
一
条

b
が
そ
れ
で
あ
る
。
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こ
の
法
案
の
意
義
を
知
る
た
め
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
れ
ば
左
の
通
り
で
あ

る
。

「
上
院
法
案
三
二
三
三
号
　
第
八
三
議
会
第
二
会
期
、
合
衆
国
船
舶
に
水
上

　
貨
物
の
相
当
部
分
を
運
送
せ
し
め
る
た
め
永
久
的
法
律
を
制
定
し
、
一
九

　
三
六
年
商
船
法
を
修
正
す
る
法
案

　
合
衆
国
が
合
衆
国
内
外
に
お
い
て
、
設
備
、
物
資
、
叉
は
商
品
を
自
国
の

た
め
に
調
達
、
契
約
、
も
し
く
は
入
手
す
る
場
合
、
ま
た
は
外
国
に
叉
は
外

国
の
た
め
に
供
給
す
る
場
合
、
叉
は
か
か
る
設
備
、
物
資
ま
た
は
商
品
の
供

給
に
関
連
し
て
資
金
を
前
貸
し
、
叉
は
信
用
を
供
与
し
ま
た
は
外
国
通
貨
の

交
換
性
を
保
証
す
る
場
合
は
、
航
洋
船
で
運
送
し
う
る
か
か
る
設
備
、
物
資

ま
た
は
商
品
の
総
ト
ン
数
の
少
く
と
も
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
拳
螺
貨
物
船
、

，
乾
貨
定
期
船
、
油
槽
船
は
別
個
に
計
算
さ
れ
る
）
は
、
合
衆
国
国
籍
船
の
移

動
に
あ
た
り
こ
れ
ら
の
船
舶
が
公
正
か
つ
合
理
的
な
運
賃
率
で
利
用
可
能
で

あ
る
限
り
、
地
理
的
地
域
別
に
合
衆
国
国
籍
船
の
公
正
か
つ
合
理
的
な
貨
物

運
送
参
加
を
保
障
す
る
方
法
で
、
民
有
合
衆
国
商
船
で
運
送
さ
れ
ね
ば
な
ら
「

な
い
。

　
但
し
、
商
務
長
官
が
公
聴
会
の
後
に
適
当
な
政
府
機
関
に
対
し
て
、
合
衆

国
の
外
国
商
業
が
促
進
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
民
有
合
衆
国
商
船
が

充
分
な
隻
数
、
充
分
な
積
載
能
力
、
ま
た
は
前
述
の
合
理
的
な
運
賃
率
で
利

用
出
来
ぬ
こ
と
を
、
発
見
し
証
明
せ
ぬ
限
り
は
、
か
か
る
設
備
、
物
資
又
は

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

商
品
は
全
て
民
有
合
衆
国
商
船
で
運
送
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
但
し
更
に
、
荷
主
国
叉
は
荷
受
人
国
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
外
国
国
籍
船

は
、
か
か
る
国
が
自
国
国
籍
船
を
充
分
な
隻
数
、
充
分
な
積
載
能
力
に
て
所

有
し
て
い
な
い
範
囲
ま
で
の
み
、
か
か
る
設
備
、
物
資
ま
た
は
商
品
の
運
送

に
参
加
し
う
る
。

　
こ
の
条
項
は
第
七
三
議
会
共
同
決
議
第
十
七
号
（
法
令
集
四
八
巻
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

頁
）
の
条
文
を
撤
廃
叉
は
修
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。
L

　
こ
の
法
案
の
意
図
は
何
で
あ
っ
た
か
。

　
基
本
的
に
は
高
運
官
費
に
悩
む
競
争
力
の
弱
体
な
ア
メ
リ
カ
海
運
業
に
、

貨
物
一
楽
章
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
国
防
上
重
要
な
意
義
を
持

つ
商
船
隊
を
維
持
し
保
護
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

後
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
Q

　
こ
の
法
案
に
新
た
に
加
わ
っ
た
意
図
は
第
一
に
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
永

久
法
化
で
あ
る
。
従
来
の
援
助
立
法
申
に
含
ま
れ
て
い
た
貨
物
優
先
魚
取
条

項
は
全
て
終
結
期
日
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
援
助
法
律
の
制
定
目
的
が

達
成
さ
れ
る
か
又
は
援
助
が
不
要
と
な
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

は
援
助
法
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
援
助
法
中
に
含
ま

れ
て
い
る
貨
物
優
先
掴
取
条
項
も
そ
の
時
を
以
て
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ

れ
に
反
し
て
本
法
案
で
は
一
九
三
六
年
商
船
法
の
一
部
に
組
込
ま
れ
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
効
力
が
永
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
今
後
制
定
さ
れ
る
援
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

連
立
法
に
基
い
て
運
送
さ
れ
る
援
助
貨
物
の
全
て
に
対
し
て
貨
物
優
先
嫁
取

条
項
が
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
か
る
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
永
久
法

化
に
よ
っ
て
海
運
業
者
お
よ
び
そ
の
利
益
を
代
表
す
る
議
員
た
ち
は
個
々
の

援
助
立
法
の
審
議
に
当
り
、
一
々
か
か
る
条
項
を
法
律
中
に
挿
入
せ
し
め
る

た
め
に
努
力
を
払
う
必
要
は
な
く
な
る
。
こ
と
に
世
界
各
国
か
ら
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
積
取
条
項
に
対
し
て
非
難
の
声
が
高
く
、
更
に
国
内
に
お
い
て
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

九
五
〇
年
の
グ
レ
ー
報
告
、
一
九
五
四
年
の
ラ
ン
ド
ー
ル
報
告
が
貨
物
優
先

搾
取
条
項
の
廃
止
を
大
統
領
に
勧
告
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら

ば
、
こ
の
条
項
を
個
々
の
援
助
立
法
中
に
組
入
れ
る
こ
と
は
相
当
の
困
難
が

予
測
さ
れ
、
海
運
関
係
者
の
努
力
も
失
敗
に
帰
す
る
恐
れ
は
充
分
あ
る
か
ら
、

本
条
項
を
永
久
法
化
す
る
こ
と
は
海
運
業
に
と
り
は
か
り
知
れ
ぬ
利
益
を
供

与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
の
意
図
は
援
助
貨
物
の
出
来
る
だ
け
多
く
を
米
国
船
に
よ
り
輸
送
せ

し
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
法
案
は
一
般
に
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
積

取
法
案
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
法
案
の
最
初
の
但
し
書
を
み
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
商
船
の
事
実
上
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
魚
取
を
意
図
し
た
も
の

と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
米
国
商
船
で
輸
送
せ
ぬ
こ
と
が
米
国
の

、
対
外
商
業
の
発
達
に
役
立
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
米
国
商
船
が
充
分
な
隻
数
ま

た
は
積
載
能
力
を
有
せ
ぬ
か
ま
た
は
合
理
的
な
運
賃
率
で
利
用
し
え
ぬ
こ
と

を
商
務
長
官
が
公
聴
会
を
開
い
て
決
定
せ
ぬ
限
り
、
援
助
計
画
の
遂
行
機
関

は
援
助
貨
物
の
全
体
を
米
國
駈
に
よ
り
運
送
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
規
定
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
法
律
が
規
定
し
て
い
る
事
実
を
具
体
的
に
証
明
す
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
か
ら
笑
事
上
は
米
国
商
船
に
援
助
貨
物
の
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
積
取
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
倣
し
て
良
い
。
従
来
の

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
援
助
条
項
に
は
か
か
る
規
定
は
全
く
な
く
、
こ
れ
は
米
国

海
運
に
対
す
る
保
護
を
拡
大
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
米
国
船
の
積
取
貨
物
の
量
の
増
大
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、

そ
れ
は
又
質
に
民
間
海
運
の
貨
物
積
取
量
の
増
大
に
努
力
し
て
い
る
。
法
案

　
　
　
　
や
　
　
も

中
に
は
「
民
有
米
国
籍
商
船
（
、
・
馬
§
ミ
検
。
§
ミ
9
Q
∩
・
』
嶺
8
日
ヨ
鶏
。
巨
く
①
ω
－

ω
塞
）
」
（
傍
点
及
下
線
引
用
者
）
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
従
来
の
貨
物
優
先
積

取
条
項
中
に
は
「
民
有
」
と
い
う
限
定
は
全
く
見
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
新
し
く
迫
加
さ
れ
た
文
言
は
法
案
の
意
図
が
単
に
米
国
船
　
　
政
府
所

有
の
船
隊
、
海
軍
省
の
M
S
T
S
船
隊
を
含
む
　
　
に
援
助
貨
物
の
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
を
積
取
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
米
国
籍
の

船
舶
で
ゴ
塁
間
の
船
腹
の
み
に
限
定
し
て
援
助
貨
物
の
半
ば
以
上
を
積
取
ら

せ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
政
府
所
有
船

隊
が
援
助
貨
物
の
運
送
に
参
加
す
る
こ
と
を
殊
更
に
制
限
し
て
い
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
案
が
ア
メ
リ
カ
商
船
隊
の
維
持
と
は
云
い
つ
つ

も
民
間
海
運
業
界
の
利
益
擁
護
を
第
一
義
と
し
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
と
み

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
事
笑
ア
メ
リ
カ
海
運
の
業
界
雑
誌
は
提
出
法
案
は
部
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分
的
に
は
M
S
T
S
（
察
犀
曽
q
Q
∩
窪
早
睾
。
。
唱
。
昌
9
ま
昌
。
。
①
三
8
）
の
活
動
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

制
を
意
図
し
た
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
法
案
の
重
大
な
従
来
の
条
項
か
ら
の
変
化
と
し
て
は
外
国
船
の
競
争
を
制

限
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
案
の
第
二

の
但
し
書
、
一
般
に
8
昌
ω
粛
ロ
。
円
－
。
8
。
。
㎡
器
①
。
一
応
器
と
呼
ば
れ
た
但
し
書
は
、

援
助
貨
物
は
荷
・
王
国
又
は
荷
受
人
国
の
船
籍
を
有
す
る
船
舶
に
よ
り
運
送
さ

る
べ
き
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
の
国
の
船
腹
が
不
足
し
て
お
り
、
援
助
貨
物
の

運
送
が
不
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
限
っ
て
第
三
国
船
舶
が
援
助
貨

物
の
運
送
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
と
規
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
例
え
ば
イ
ン

ド
へ
援
助
小
麦
を
運
送
す
る
場
合
、
イ
ン
ド
の
船
腹
が
不
足
し
て
い
る
場
．
合

に
限
り
、
海
運
国
の
船
舶
が
援
助
貨
物
の
運
送
に
参
加
出
来
る
わ
け
で
あ
っ

て
、
海
運
国
と
し
て
は
自
国
へ
の
援
助
貨
物
乃
至
は
米
国
政
府
が
自
国
か
ら

購
入
し
た
物
資
以
外
に
は
、
い
わ
ゆ
る
援
助
貨
物
の
運
送
に
参
加
す
る
機
会

は
奪
わ
れ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
。
殊
に
、
こ
の
規
定
は
前
述
の
一
〇
〇
パ

ー
セ
ン
ト
条
項
と
相
侯
っ
て
米
国
商
船
の
援
助
貨
物
の
積
取
量
を
極
め
て
増

大
せ
し
め
、
一
層
海
運
国
の
援
助
貨
物
運
送
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
の
規
定
は
い
わ
ば
貿
易
に
お
け
る
双
務
主
義
的
な
色
彩

を
極
め
て
強
度
に
し
て
、
多
年
に
わ
た
る
海
運
業
の
運
送
機
会
へ
の
自
由
な

参
加
と
い
う
基
本
的
な
原
則
と
全
く
相
反
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も

と
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
積
取
条
項
な
る
規
定
は
、
自
国
海
運
保
護
の
た
め
の
国

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

旗
差
別
の
手
段
と
し
て
海
運
の
自
由
化
と
相
反
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ

の
規
定
は
そ
の
特
質
を
極
め
て
路
費
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
指
摘
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
こ
の
法
案
に
よ
り
貨
物
優
先
採
取
条

項
の
適
用
対
象
と
な
7
負
物
の
範
囲
が
著
し
く
拡
大
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
積
取
条
項
が
一
九
三
六
年
商
船
法
に
挿
入
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
永
久
的
効
力
を
生
じ
、
従
っ
て
今
後
制
定
さ
れ
る
援
助
立

法
に
基
く
貨
物
運
送
全
て
に
こ
の
条
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
に
挙
げ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
適
用
範
囲
の
拡
大
は
そ
れ
の
み
に
は
止
ま
ら

な
い
。
援
助
貨
物
、
貯
蔵
物
資
を
海
外
で
調
達
す
る
場
合
に
も
こ
の
条
項
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
を
法
案
は
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
は
米
国
が
海

外
調
達
を
行
う
場
合
、
貨
物
引
渡
し
場
所
へ
の
到
着
価
格
で
入
札
を
行
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
運
賃
込
み
の
C
＆
F
、
叉
は
C
I
F
で
入
札
を
行
っ
て
い

た
か
ら
高
運
賃
の
米
国
船
は
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
又
米
国
船

に
貨
物
の
半
分
以
上
を
積
取
ら
せ
る
た
め
の
強
制
的
措
置
は
採
用
さ
れ
て
お

　
　
　
　
（
4
）

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
事
情
に
対
し
て
、
法
案
は
「
三
界
昌
。
門

乱
葺
。
暮
d
巳
ε
α
Q
喚
訂
8
ω
」
の
暴
言
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
資
調
達

が
た
と
え
海
外
で
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
米
国
船
が
そ
の
貨
物
の
少
く

と
も
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
運
送
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
、
米
国
が
外
国
の
た
め
に
物
資
の
購
入
に
当
り
通
貨
の
交
換
性

を
保
証
し
て
や
る
に
過
ぎ
ぬ
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
条
項
は
適
用
さ
れ
る
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
く
法
案
で
は
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
来

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
b
）
　
公
聴
会
に
示
さ
れ
た
賛
否
と
修
正
案

　
こ
の
法
案
に
関
し
て
一
九
五
四
年
五
月
に
四
日
間
に
わ
た
っ
て
上
院
海
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

運
送
分
科
委
員
会
で
公
聴
会
が
開
か
れ
た
が
、
海
運
業
界
は
労
使
と
も
全
面

的
な
賛
意
を
表
明
し
た
が
、
政
府
行
政
部
は
挙
っ
て
法
案
に
反
対
す
る
と
い

う
奇
妙
な
状
態
を
示
し
た
Q

　
こ
の
法
案
に
対
す
る
主
要
な
賛
成
団
体
は
ア
メ
リ
カ
海
運
協
会
、
太
平
洋

米
国
汽
船
協
会
、
ア
メ
リ
カ
不
定
期
船
・
王
協
会
、
ア
メ
リ
カ
商
業
会
議
所
、

海
上
労
働
組
織
、
在
郷
軍
人
団
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
国
務
省
、
国
防
省
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

対
外
活
動
局
（
F
O
A
）
、
予
算
局
は
こ
の
法
案
に
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

叉
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

、
昂
ザ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
の
九
力
国
は
国
務
省
に
法
案

に
対
す
る
反
対
の
覚
え
書
を
送
付
し
て
来
た
。

　
今
、
賛
否
の
見
解
を
詳
細
に
紹
介
し
、
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。

た
だ
そ
の
骨
子
の
み
を
記
し
て
お
け
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

　
賛
成
理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
海
運
に
対
す
る
唯
一
の
真
に
直
接
的
な
支
持
は

「
貨
物
」
な
の
で
あ
っ
て
、
ド
ル
そ
の
他
の
形
の
政
府
援
助
は
貨
物
の
代
替

物
と
は
な
り
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
海
運
は
平
時
に
は
外
国
貿
易
を
輸
送
し
、

戦
時
に
は
軍
事
輸
送
を
遂
行
す
る
た
め
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

海
運
業
を
維
持
す
る
と
い
う
伝
統
的
政
策
に
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
与
え
る
も

の
が
正
に
こ
の
法
案
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
賛
成
意
見
の
中
で
直

接
的
な
補
助
金
そ
の
他
の
政
府
補
助
よ
り
も
、
貨
物
を
要
求
し
て
い
る
「
ド

ル
よ
り
も
貨
物
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
は
後
に
検
討
す
る
。
賛
成
者
達
の
見
解
が
全
く
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し

て
法
案
に
反
対
す
る
理
由
は
種
々
雑
多
で
あ
る
。
反
対
の
覚
え
書
を
送
っ
た

諸
外
国
は
勿
論
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
積
取
条
項
の
精
神
そ
の
も
の
に
対
し
て
反

対
な
の
で
あ
り
、
国
務
省
の
見
解
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
世
界
貿
易
お

よ
び
海
運
の
自
由
化
を
図
る
こ
と
が
各
国
の
経
済
発
展
、
貿
易
海
運
の
伸
長

に
と
り
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
貨
物
優
先
積
取
条
項
は
そ
れ
と
は
逆
に
明
ら

か
に
自
国
海
運
の
み
に
利
益
を
図
る
国
旗
差
別
行
為
で
あ
っ
て
双
務
主
義
的

傾
向
が
強
い
。
そ
し
て
合
衆
国
の
貨
物
優
先
手
取
は
諸
外
国
の
模
倣
を
招
き
、

一
層
世
界
の
国
旗
差
別
の
傾
向
を
激
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
非
難
し
、
殊
に
一

〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
に
対
し
て
強
い
反
対
の
意
を
表
明
し
て
い
る
。

　
国
務
省
以
外
の
政
府
部
局
は
貨
物
優
先
積
取
そ
の
も
の
に
反
対
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
こ
の
法
案
の
意
図
し
た
貨
物
優
先
虫
取
条
項
の
永
久
法
化
お
よ

び
従
来
の
法
律
の
範
囲
を
拡
大
し
た
部
分
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、

従
来
の
如
き
五
＋
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
で
充
分
法
案
提
出
者
の
意
図
は
達
成
さ

れ
る
と
し
た
。
F
O
A
は
対
外
援
助
は
一
時
的
な
性
格
を
有
し
て
お
り
、
か
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つ
又
そ
の
援
助
貨
物
量
も
漸
次
減
少
す
る
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
か
ら
、
各
援

助
立
法
申
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
積
取
条
項
を
織
込
ん
で
お
け
ば
法
案
提
出
者

の
意
図
は
充
分
に
達
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
法
案
の
如
く
永
久
法
化
す
る

必
要
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
た
。
国
防
省
は
戦
時
に
お
け
る
海
上
輸
送
の

責
任
は
同
省
が
負
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
戦
時
輸
送
需
要
を
満
し
う
る
船

隊
を
平
時
か
ら
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
法
案
は
M
S
T
S
船

隊
の
活
動
を
阻
害
し
て
お
り
そ
の
た
め
国
防
上
の
目
的
に
合
致
す
る
と
は
考

え
難
い
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
各
政
府
部
局
は
貨
物
優
先
積
怒
条
項
そ
の
も

の
に
反
対
す
る
国
務
省
を
初
め
と
し
て
、
法
案
が
従
来
の
貨
物
優
先
弓
取
条

項
の
規
定
を
拡
大
し
た
部
分
に
は
全
て
反
対
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
公
聴
会
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
強
い
反
対
が
生
じ
た
た
め
法
案
は
上
院
に

お
い
て
大
巾
に
修
正
さ
れ
た
。
主
要
修
正
点
は
　
一
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

条
項
の
除
去
　
二
、
荷
主
国
i
荷
受
人
国
条
項
の
除
去
　
三
、
償
還
条
項
に

よ
り
米
国
が
他
国
の
購
入
代
理
者
と
し
て
物
資
の
購
入
を
行
う
場
合
に
は
適

用
し
な
い
。
そ
の
た
め
「
斗
芽
。
暮
謹
直
げ
霞
器
ヨ
窪
け
」
の
文
言
を
追
加
　
四
、

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
議
会
叉
は
大
統
領
、
叉
は
国
防
長
官
の
宣
言

に
よ
り
一
時
的
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
の
適
用
が
停
止
さ
れ
る
旨
の
但
し

書
を
新
た
に
追
加
し
、
米
国
船
の
援
助
貨
物
の
半
分
以
上
を
積
取
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

規
定
し
た
条
項
の
表
現
を
や
わ
ら
げ
て
い
る
。

　
こ
の
修
正
法
案
は
六
月
十
六
目
上
院
本
会
議
で
可
沢
さ
れ
下
院
に
回
付
さ

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

れ
た
。
下
院
に
お
い
て
海
運
委
員
会
は
上
院
回
付
法
案
に
、
パ
ナ
マ
運
河
会

社
の
船
舶
に
関
し
て
は
貨
物
優
先
積
取
条
項
が
適
用
さ
れ
ぬ
旨
の
但
し
書
を

追
加
修
正
し
て
七
月
十
八
日
可
決
し
た
。
し
か
し
下
院
本
会
議
に
は
上
程
さ

れ
ず
法
案
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
海
運
界
お
よ
び
法
案
提
出
者
ト
レ
フ
ソ

ン
下
院
議
員
の
大
統
領
、
政
府
当
局
、
下
院
議
長
等
へ
の
活
量
な
働
き
か
け

に
よ
り
八
月
十
二
日
下
院
本
会
議
に
上
程
可
決
さ
れ
、
同
日
上
院
は
下
院
修

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

正
案
を
通
過
せ
し
め
た
。
こ
の
修
正
案
は
遂
に
一
九
五
四
年
八
月
二
六
日
大

統
領
の
署
名
を
得
て
成
立
し
た
が
、
署
名
に
当
り
大
統
領
は
「
こ
の
立
法
中

の
一
部
条
項
は
私
の
関
心
を
惹
い
て
お
り
次
期
国
会
で
そ
の
部
分
を
再
考
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
。
こ
の
条
項
は
外
国
通
貨
交
換
性
に
関
す
る
も
の
お
よ

び
海
外
買
付
物
資
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
船
が
通
常
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

航
し
て
い
な
い
航
路
に
進
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
声
明

の
内
に
大
統
領
が
法
案
の
承
認
に
際
し
躊
躇
の
色
を
み
せ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
で
あ
ろ
う
Q

　
と
も
あ
れ
諸
外
国
お
よ
び
政
府
各
行
政
部
か
ら
の
強
い
反
対
に
も
拘
わ
ら

ず
海
運
業
界
お
よ
び
法
案
提
出
者
の
活
譲
な
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
に
よ
つ

（
1
0
）

て
、
法
案
は
大
巾
の
修
正
こ
そ
蒙
っ
た
け
れ
ど
も
貨
物
優
先
腺
病
条
項
は
一

九
三
六
年
商
無
法
に
組
込
ま
れ
永
久
法
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
行
法
丈
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

「
合
衆
国
が
設
備
、
原
料
、
商
品
を
合
衆
国
墨
田
は
合
衆
国
外
で
自
国
の
た

（　157　）



　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
］
考
察

め
に
調
達
、
契
約
叉
は
入
手
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
償
還
条
項
な
く
し
て
外

国
に
叉
は
外
国
の
た
め
に
供
与
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
か
か
る
設
備
、
原
料
、

商
品
の
供
給
に
関
連
し
て
資
金
を
前
貸
、
信
用
供
与
叉
は
外
国
通
貨
の
交
換

性
を
保
証
す
る
場
合
は
何
時
に
て
も
、
適
当
な
機
関
又
は
諸
機
関
は
航
洋
船

で
運
送
し
う
る
か
か
る
設
備
、
原
料
、
商
品
の
総
ト
ン
数
（
乾
貨
貨
物
船
、

貨
物
定
期
船
、
お
よ
び
タ
ン
カ
ー
は
別
個
に
計
算
さ
れ
る
）
の
少
く
と
も
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
地
域
毎
に
か
か
る
貨
物
に
関
す
る
合

衆
国
籍
商
船
の
公
正
か
つ
合
理
的
な
参
加
を
保
証
す
る
ご
と
き
方
法
で
、
合

衆
国
籍
商
船
の
公
正
か
つ
合
理
的
な
運
賃
で
利
用
可
能
で
あ
る
範
囲
ま
で
、

民
有
合
衆
国
船
舶
で
輸
送
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
実
行

可
能
な
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

但
し
共
同
決
議
そ
の
他
に
よ
り
議
会
が
、
或
は
大
統
領
叉
は
国
防
長
官
が

九
〇
］
条
（
b
）
の
条
文
の
一
時
的
停
止
を
正
当
化
す
る
緊
急
事
態
が
存
す

る
旨
を
宣
言
し
適
当
な
機
関
叉
は
諸
機
関
に
通
告
し
た
時
は
何
時
で
も
、

の
項
の
条
文
は
拗
棄
さ
れ
う
る
。

こ

　
但
し
更
に
、
こ
の
項
α
条
文
は
パ
ナ
マ
運
河
会
社
の
船
舶
で
運
送
さ
れ
る

貨
物
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
条
項
は
第
七
三
議
会
共
同
決
議
第
十
七
号
（
法
令
集
四
八
巻
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

頁
）
の
条
文
を
撤
廃
叉
は
修
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。
L
（
傍
線
引
用
者
。
法

案
と
の
相
違
点
を
示
す
。
）

　
こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
船
の
貨
物
優
先
霜
取
規
定
は
永
久

鐘
化
さ
れ
た
た
め
今
後
制
定
さ
れ
る
全
援
助
立
法
に
適
用
さ
れ
る
し
、
海
外

調
達
の
場
合
に
も
適
用
群
団
が
拡
大
さ
れ
、
叉
民
有
商
船
の
み
に
貨
物
優
先

積
取
の
適
用
対
象
を
限
定
し
た
た
め
M
S
T
S
船
隊
の
活
動
を
抑
制
す
る
と

い
う
一
連
の
結
果
を
生
じ
た
。

　
具
体
的
に
貨
物
優
先
蕊
取
条
項
が
適
用
さ
れ
る
貨
物
の
種
類
は
　
一
、
海

外
合
衆
国
軍
隊
へ
の
供
給
品
お
よ
び
物
資
　
二
、
連
合
国
へ
の
軍
事
援
助

三
、
国
際
協
力
局
I
C
A
（
お
よ
び
そ
の
前
身
機
関
）
管
轄
下
の
経
済
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

貨
物
　
四
、
輸
出
入
銀
行
の
借
款
に
基
く
貨
物
　
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
海
外

毒
心
－
向
貨
物
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
は
プ
メ
リ
カ
船
（
政
府
お
よ
び
民
間

船
）
が
そ
の
全
て
を
積
取
っ
て
お
り
、
そ
の
他
は
外
国
船
と
五
〇
　
　
五
〇

に
貨
物
を
分
け
合
っ
て
い
る
。

　
（
C
）
　
貨
物
優
先
積
年
法
の
運
用

　
一
九
三
六
年
商
船
法
第
九
〇
一
条
第
二
項
が
成
立
し
た
一
九
五
四
年
に
は

相
互
安
全
保
障
法
（
公
法
六
六
五
号
）
、
翌
年
に
は
相
互
安
全
保
障
法
資
金

割
当
法
（
公
法
七
七
八
号
）
の
援
助
立
法
が
制
定
さ
れ
た
が
何
れ
も
貨
物
優

先
積
量
条
項
を
含
ん
で
い
た
。
従
っ
て
一
九
三
六
年
法
第
九
〇
一
条
の
適
用

を
う
け
た
の
は
一
九
五
四
年
の
い
わ
ゆ
る
余
剰
農
産
物
処
理
法
に
基
い
て
輸

送
さ
れ
る
貨
物
が
最
初
と
な
っ
た
。
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農
産
物
貿
易
促
進
援
助
法
い
わ
ゆ
る
余
剰
農
産
物
処
理
法
は
三
章
に
分
れ

て
お
り
、
第
一
章
は
余
剰
農
産
物
、
第
二
章
は
救
済
援
助
、
緊
急
救
済
用
の

農
産
物
処
理
、
第
三
章
は
バ
ー
タ
ー
協
定
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
第

一
章
に
規
定
し
た
余
剰
農
産
物
処
理
に
当
り
、
一
九
三
六
年
法
九
〇
一
条
の

通
貨
交
換
性
保
証
に
関
す
る
条
項
が
適
用
さ
れ
う
る
か
否
か
疑
義
が
あ
っ
た

た
め
、
大
統
領
は
法
務
総
裁
に
諮
問
し
た
。
一
九
五
四
年
十
二
月
十
五
日
付

の
法
務
戴
の
大
統
領
宛
の
回
窩
よ
り
翁
農
産
物
の
海
外
へ
の
外
国
通

貨
で
の
売
却
の
場
合
に
貨
物
優
先
積
取
条
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。

　
し
か
し
外
国
通
貨
で
の
余
剰
農
産
物
の
海
外
売
却
に
貨
物
優
先
録
取
条
項

を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
は
強
く
反
対
し
て
叉
国
内
農
業
団

体
、
農
務
省
も
反
対
し
だ
。
そ
の
具
体
的
な
表
わ
れ
と
し
て
一
九
五
五
年
に

は
英
本
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
全
品
剰
曲
辰
産
｛
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
購
入
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
適
用
を
理
由
と
し
て
拒
絶
し
て
い
る
。
国

内
農
業
団
体
お
よ
び
農
務
省
は
上
の
事
実
の
外
、
余
剰
農
産
物
の
海
外
輸
出

に
当
り
米
国
籍
船
運
賃
が
次
第
に
騰
貴
し
、
し
か
も
船
腹
手
当
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
余
剰
農
産
物
処
理
計
画
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
米
国
籍
船

に
高
運
賃
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
結
果
、
資
金
が
次
第
に
欠
乏
し
余
剰
農
産

物
の
国
内
購
入
量
が
減
少
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
第
八
四
議
会
第
一
会
期

に
余
剰
農
産
物
を
海
外
に
売
却
す
る
場
合
は
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
適
用
を

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

除
外
す
る
む
ね
を
内
容
と
す
る
法
案
を
上
院
に
提
出
し
て
い
る
が
、
結
局
議

会
を
通
過
せ
ず
に
終
っ
た
。
叉
上
下
院
で
も
余
剰
農
産
物
の
処
理
に
関
連
し

て
貨
物
優
先
積
取
条
項
に
関
し
て
議
論
が
国
内
に
起
つ
た
た
め
、
公
聴
会
が

　
　
　
　
　
（
1
6
）

開
か
れ
て
い
る
。

　
公
聴
会
お
よ
び
法
案
審
議
の
過
程
で
一
九
五
六
年
四
月
に
商
務
省
が
貨
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

優
先
積
取
法
に
関
す
る
報
告
を
完
成
し
て
米
国
海
運
に
対
し
て
こ
の
措
置
が

極
め
て
有
効
で
あ
り
、
こ
れ
に
代
る
べ
ぎ
代
替
手
段
の
な
い
こ
と
、
お
よ
び

国
際
的
に
悪
影
響
が
な
い
こ
と
を
結
論
し
た
。
こ
の
報
告
の
発
表
の
結
果
、

米
政
府
内
で
の
最
も
強
力
な
貨
物
優
先
積
取
規
定
に
対
す
る
反
対
者
で
あ
っ

た
国
務
省
も
そ
の
主
張
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
国

内
に
は
農
務
省
、
農
業
団
体
を
除
い
て
は
こ
の
規
定
に
対
す
る
反
対
者
は
な

い
と
い
う
状
態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
貨
物
優

先
積
取
立
法
は
ア
メ
リ
カ
海
運
業
に
対
す
る
重
要
な
保
護
政
策
と
し
て
そ
の

有
効
性
が
確
認
さ
れ
、
対
外
的
な
悪
影
響
も
な
い
も
の
と
結
論
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
果
し
て
商
務
省
の
云
う
如
く
我
々
が
支
持
し
う

る
も
の
で
あ
ろ
5
か
、
商
務
省
の
論
点
を
遂
一
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
O
。
日
月
。
。
。
。
。
ざ
暴
一
閑
Φ
8
其
く
。
】
」
O
P
累
。
・
陽
毛
．
ω
℃
這
．

（
2
）
　
両
報
告
書
は
何
れ
も
邦
訳
が
あ
る
。

　
外
務
省
政
務
局
経
済
第
一
課
訳
　
グ
レ
ー
報
告
書

　
大
蔵
省
、
調
査
月
報
　
第
四
三
巻
第
四
号
　
ラ
ソ
ド
ー
ル
報
告
書
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公
聴
会
記
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し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
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。
・
。
。
・
。
・
ざ
口
も
旨
q
Q
・
ら
。
卜
。
ω
。
。
ご
竃
塁
伊
H
。
。
L
刈
9
巳
図
♪
H
O
置

　
　
記
述
は
、
こ
の
公
聴
会
記
録
に
基
ず
く
。

（
6
）
　
商
務
省
及
び
冨
⇔
同
三
言
。
と
旨
巨
ω
9
鼠
。
ロ
は
大
統
領
の
要
求
に
基
き
、
国

　
防
上
適
切
な
商
船
隊
の
維
持
手
段
を
研
究
中
で
あ
り
、
未
だ
結
論
が
出
て
い
な

　
い
と
の
理
由
に
基
き
、
態
度
を
留
保
し
て
い
る
。

（
7
）
0
8
σ
q
H
。
。
・
ω
ご
邑
國
①
8
H
山
く
9
日
8
累
9
H
H
9
や
↓
。
。
o
↓

　
　
尚
、
睾
墾
器
ヨ
窪
8
ξ
ω
。
冨
§
切
昇
一
震
亀
罫
曙
蜀
巳
㍉
び
出
唱
・
謡
。
っ
膳
塗

（
8
）
O
自
σ
・
目
。
・
・
ω
幽
8
巴
閑
・
8
臣
く
。
ピ
H
o
o
乞
。
」
ま
Ψ
H
。
。
幽
ゆ
。
。
薗
巳
唱
山
。
。
笛
。
刈

（
9
）
ぎ
α
q
．
＜
9
＄
冒
9
H
o
（
ω
①
も
『
同
。
興
）
唱
』
刈

（
1
0
）
　
海
事
研
究
第
十
九
号
四
八
頁
　
海
外
海
運
事
情
参
照
。

　
　
尚
日
。
α
q
喝
ω
Φ
隣
・
H
O
課
臣
ぎ
臥
零
・
一
も
ア
メ
リ
カ
海
運
界
が
法
案
成
立
の
た
め

　
に
一
致
し
た
努
力
を
払
っ
た
こ
と
を
示
す
に
充
分
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
訂
器
同
①
『
二
昌
㎝
8
Q
。
臣
も
官
昌
α
q
曽
全
盲
。
岩
ぎ
三
冒
β
。
二
昌
①
レ
O
笛
ρ
二
野
じ
。
O
．

（
1
2
）
　
O
。
詳
。
コ
ぎ
置
噂
」
＄
・

（
1
3
）
　
θ
巨
8
。
h
さ
。
匿
8
ヨ
留
Ω
窪
。
邑
。
＝
ゲ
・
d
・
G
∩
・
∪
。
。
・
H
凱
レ
ゆ
置
田
＜
。
い

　
自
w
O
雫
宏
。
・
Q
。
♪
O
・
即
ρ
H
O
切
心
・

（
1
4
）
　
螢
雷
ユ
ロ
㎝
ω
8
0
需
冨
ぎ
霧
9
巳
〉
画
工
巳
皇
軍
ま
買
。
鴨
9
門
α
q
。
中
①
す
。
目
。

　
b
。
辞
藁
O
誤
”
Q
Q
冨
8
目
・
三
。
h
臼
●
ρ
い
着
炉
〉
目
。
ユ
。
碧
臣
門
曇
ピ
d
5
0
き
岡
＆
。
冨
二
8
。

（
1
5
）
　
（
1
6
）
　
。
施
b
目
①
愛
日
。
喜
8
∩
母
σ
q
。
団
同
①
三
門
。
ロ
8
q
n
婁
9
①
P
国
Φ
碧
一
轟
ω
8

　
睾
。
Q
Q
唱
げ
8
目
巨
一
葺
。
①
亀
§
。
O
o
言
目
●
8
目
銃
器
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選
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三
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上
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O
o
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。
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げ
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・
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・
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。
。
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も
島
．
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。
凱
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諺
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8
。
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冥
。
・
斡
証
亀
ω
目
覧
房
9
σ
q
・
8
阜

　
言
冨
｝
8
目
日
。
幽
三
8
♂
居
♂
同
9
鵯
2
則
同
2
9
0
ω
守
。
ヨ
8
＃
巴
昌
。
・
導
け
三
。
。
・
同
巴
。
。
江
品

　
け
。
ω
臣
毛
ぎ
σ
Q
）
d
●
ω
．
O
．
即
O
・
L
O
ま
●

（
1
7
）
　
d
●
ψ
】
）
。
営
．
。
h
o
。
二
二
。
同
8
・
〉
男
。
幕
宅
。
h
u
一
器
。
冨
巳
H
巳
跨
。
。
σ
目
弓
。
。
・
。
恥

　
冨
臼
三
日
。
Q
。
島
ω
集
Φ
の
乱
け
7
q
D
娼
。
。
芭
菊
。
す
。
ロ
8
8
0
舘
α
q
。
中
。
貯
。
昌
8
匿
負

　
目
O
朝
9

四
、
貨
物
優
先
土
取
法
の
意
義

　
一
九
五
六
年
四
月
に
、
余
剰
農
産
物
処
理
法
に
基
く
貨
物
輸
送
は
貨
物
優

先
返
照
法
の
適
用
除
外
例
と
す
る
旨
の
法
案
を
め
ぐ
っ
て
公
聴
会
が
開
催
さ

れ
た
が
、
こ
の
時
商
務
次
官
の
L
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
貨
物
優
先
積
取
立

法
を
支
持
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
貨
物
優
先
積
取
法
は
一
九
三
六
年
商
船
法
お
よ
び
一
九
四
六
年
商
船
売
却

法
に
み
ら
れ
る
議
会
の
政
策
指
示
を
遂
行
す
る
こ
と
を
助
け
、
平
時
の
必
要

お
よ
び
国
防
拡
張
能
力
の
最
小
限
と
認
め
う
る
水
準
に
達
し
た
稼
動
商
船
隊

の
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
一
九
五
五
年
の
経
験
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
公
法
第
六
六
四
号
の
目
的
お

よ
び
運
営
を
充
分
に
理
解
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
…
…
海
事
局
は
民
有
米
国
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商
船
に
よ
る
米
国
政
府
融
資
貨
物
の
運
送
に
対
し
て
一
定
の
公
正
か
つ
合
理

的
な
最
高
運
賃
を
決
定
し
て
い
る
。
も
し
民
有
米
国
商
船
が
こ
の
最
高
運
賃

率
で
確
保
し
え
ぬ
場
合
に
は
、
政
府
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
規
則
に
関
係
な
く

政
府
融
資
貨
物
を
自
由
に
船
積
出
来
、
国
旗
に
拘
わ
ら
ず
最
低
の
市
場
運
賃

で
、
運
賃
を
自
由
に
融
資
し
う
る
。
・

　
公
法
第
六
六
四
号
の
反
対
者
は
そ
れ
が
外
国
に
と
っ
て
自
国
海
運
に
有
利

で
あ
り
、
か
つ
又
他
国
に
対
し
て
差
別
的
な
政
策
を
設
定
す
る
こ
と
を
正
当

化
す
る
た
め
の
口
実
と
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
外
国
の
差

別
は
商
業
貨
物
に
迄
も
及
ん
で
い
る
も
の
で
あ
っ
て
貨
物
優
先
積
取
法
の
精

神
と
遠
く
隔
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
米
国
海
運
は
外
国
の
輸
入
統

制
お
よ
び
通
貨
統
制
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
方
策
の
あ
る
も
の
は
明
ら
か

に
自
国
海
運
を
利
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
こ
の
差
別
は
商
業
貨
物
に

も
適
用
さ
れ
て
お
り
、
米
国
は
そ
の
訂
正
に
努
力
し
て
い
る
。
貨
物
優
先
積

取
立
法
は
あ
る
程
度
ま
で
外
国
の
政
策
の
差
別
的
効
果
を
相
殺
す
る
。
商
務

省
は
商
業
貨
物
は
そ
の
性
格
が
国
際
的
で
あ
り
、
国
旗
に
拘
わ
ら
ず
全
て
の

船
は
等
し
く
競
争
機
会
を
有
す
べ
き
だ
と
の
原
則
に
厳
密
に
従
っ
て
い
る
。

　
商
務
省
は
大
統
領
の
た
め
に
直
接
お
よ
び
間
接
補
助
金
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
た
。
…
…
貨
物
優
先
丸
取
援
助
に
つ
い
て
は
、
、
利
用
可
能
な
代
替
手
段

と
し
て
示
唆
さ
れ
て
．
い
る
他
の
型
の
海
運
援
助
を
考
慮
し
た
け
れ
ど
も
、
貨

　
　
　
来
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

物
を
得
る
た
め
の
適
当
な
代
替
手
段
は
な
い
。
貨
物
こ
そ
は
海
運
業
に
と
り

中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
代
替
手
段
は
貨
物
優
先
鎌
取
法
か
ら
生
ず
る
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

接
的
利
益
と
対
照
し
て
そ
の
利
益
は
間
接
的
で
あ
る
…
…
。
L

　
そ
の
論
点
を
整
理
す
れ
ば
　
一
、
貨
物
優
先
積
取
法
は
国
防
上
商
業
上
ア

メ
リ
カ
海
運
に
と
っ
て
必
須
で
あ
っ
て
他
の
代
替
手
段
に
よ
っ
て
は
そ
の
効

果
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
二
、
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
優
先
平
取
は
政
府
融

資
貨
物
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
て
諸
外
国
が
採
用
し
て
い
る
国
旗
差
別
政
策

の
如
く
商
業
貨
物
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
諸
外
国
の

国
旗
差
別
を
撤
廃
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
、
と
い
う
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
の
問
題
に
対
す
る
我
々
の
検
討
は
二
つ
の
面
に
分
れ
る
。
第
一
は

貨
物
優
先
積
取
法
の
ア
メ
リ
カ
海
運
業
に
対
す
る
影
響
お
よ
び
同
法
の
ア
メ

リ
カ
海
運
政
策
中
に
占
め
る
地
位
、
第
二
は
同
法
の
世
界
海
運
に
対
す
る
国

際
的
影
響
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
よ
り
検
討
を
行
う
。

　
（
a
）
　
貨
物
優
先
積
肥
法
の
ア
メ
リ
カ
海
運
に
対
す
る
意
義

　
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
大
き
さ
の
米
国
の

商
船
隊
殊
に
不
定
期
船
隊
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
法
律
が
存
し
な

け
れ
ば
商
船
隊
の
規
模
が
縮
小
す
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の

法
律
に
よ
っ
て
米
国
船
が
輸
送
し
た
貨
物
量
が
ど
の
程
度
の
大
き
さ
に
達
し

て
い
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ゴ
ー
タ
ー
の
推
．
算
に
よ
れ
ば
一

九
五
二
年
か
ら
五
四
年
に
至
る
三
年
間
に
米
国
乾
貨
商
船
隊
に
年
間
】
三
二
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

○
万
ト
ン
の
貨
物
を
積
取
ら
せ
て
お
り
、
そ
れ
は
往
航
業
務
の
2
［
5
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
貨
物
優
先
積
取
法
は
一
九

三
六
年
商
船
法
の
政
策
宣
言
に
み
ら
れ
る
商
業
上
お
よ
び
国
防
上
の
目
的
に

合
致
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
倣
し
て
も
差
支
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　
た
だ
我
々
が
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
法
律
が
国
防
上
の
目

的
に
商
務
省
そ
の
他
の
賛
成
者
が
述
べ
る
程
合
目
的
的
で
あ
る
か
否
か
と
い

う
点
に
あ
る
。
米
国
政
府
が
融
資
す
る
援
助
貨
物
の
量
は
相
当
不
安
定
な
も

　
　
　
（
3
）

の
で
あ
り
従
っ
て
援
助
貨
物
の
輸
送
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
し
う
る
ア

メ
リ
カ
商
船
隊
の
大
き
さ
は
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
防
上
の
観
点
か
ら
は
一
定
規
模
の
民
間
商
船
隊
が
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
各
政
府
機
関
が
数
回
に
わ
た
り
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

必
要
規
模
に
関
し
て
推
計
を
行
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
対
外
援
助
そ
の
他
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
が
適
用
さ
れ
る
貨
物
の
数
量
が
増
減
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
の
貨
物
輸
送
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
商
船
隊
の
規
模
も
当
然
増
減
す
る

わ
け
で
あ
っ
て
、
国
防
上
必
要
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
船
腹
量
を
上
廻
る
こ
と

も
あ
れ
ば
下
廻
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
結
果
が
齎
ら
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の

貨
物
優
先
耳
翼
法
は
賛
成
者
の
述
べ
る
よ
う
に
一
定
規
模
の
商
船
隊
を
維
持

す
る
と
い
う
国
防
上
の
目
的
に
対
し
て
合
致
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
一
定
規
模
の
商
船
隊
を
維
持
す
る
た
め
に
は
直
接
的
補
助
金
を
供
与
す

る
方
が
よ
り
合
目
的
的
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
こ
と
に
こ
の
点
に
関
連
し
て
貨
物
優
先
積
取
法
中
に
は
船
腹
の
増
強
、
優

秀
船
腹
の
維
持
更
薪
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
規
定
が
全
く
な
い
こ
と
に
留
意

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
現
行
の
運
航
差
額
補
助
金
の
場
合
で
は
資
本

準
備
金
、
特
別
準
備
金
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
船
舶
の
代
替
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

船
の
維
持
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し

て
貨
物
優
先
積
取
条
項
申
に
は
こ
の
よ
う
な
規
定
は
全
然
見
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
つ
ま
り
援
助
貨
物
運
送
に
よ
っ
て
得
た
収
益
の
処
分
は
海
運
業

者
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
法
律
は
国
防
上
必
要
と
さ
れ

る
性
能
・
規
模
を
有
す
る
商
船
隊
の
維
持
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
内
容
は
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
不
完
全
極
ま
り
な
い

も
の
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
一
方
で
は
こ
の
貨
物
優
先
積
取
法
は
米
国
船
に
確
実
に
利
潤
を

保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
同
法
で
は
政
府
融
資
貨
物
の
運
送

に
あ
た
っ
て
は
「
米
国
籍
船
に
と
り
公
正
か
つ
合
理
的
な
運
賃
率
で
（
雷
同

9
巳
話
9
。
。
。
轟
匡
①
§
①
h
8
d
葺
巴
。
∩
§
串
評
㈹
8
目
日
①
目
。
芭
く
①
ω
。
・
①
芭
米
国
船

が
利
用
可
能
で
あ
る
か
ぎ
り
は
米
国
籍
船
を
使
用
す
べ
き
こ
と
」
を
規
定
し

て
い
る
が
、
こ
の
規
定
こ
そ
米
国
船
に
貨
物
す
な
わ
ち
収
益
を
保
障
す
る
た

め
の
条
項
に
外
な
ら
な
い
。
米
国
船
に
と
り
、
公
正
か
つ
合
理
的
な
運
賃
と

は
「
米
国
船
の
運
航
に
当
っ
て
公
正
か
つ
合
理
的
な
運
賃
」
な
の
で
あ
っ
て
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不
定
期
船
貨
物
の
場
合
に
米
国
船
が
赤
字
採
算
で
つ
け
た
運
賃
よ
り
も
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
も
低
い
運
賃
を
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
そ
の
他
の
諸

国
の
船
が
つ
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
実
は
援
助
施
行
機
関
が
米
国
船
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

船
積
拒
否
の
理
由
と
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
け
だ
し
米
国
船
の
使
用
に
当
っ

て
ど
の
程
度
の
高
さ
ま
で
の
運
賃
が
公
正
か
つ
合
理
的
な
運
賃
で
あ
る
か
を

定
め
る
た
め
に
米
国
船
に
お
け
る
最
高
運
賃
（
8
管
濡
雪
①
）
を
海
事
局
が
決

定
し
て
い
る
。
そ
し
て
米
国
船
の
応
募
運
賃
が
此
の
最
高
運
賃
を
超
過
し
た

際
に
は
米
国
船
の
使
用
が
不
能
で
あ
る
と
援
助
施
行
機
関
は
判
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
外
国
船
の
提
供
す
る
最
低
運
賃
で
貨
物
を
運
送
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
高
運
賃
の
決
定
機
関
た
る
海
事
局
の
解

釈
に
よ
れ
ば
運
賃
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
は
「
利
潤
要
素
お
よ
び
船
舶

運
航
に
附
随
し
て
生
ず
る
他
の
資
本
費
用
を
含
む
民
有
船
舶
の
適
正
か
つ
合

理
的
な
最
高
運
賃
」
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
運
賃
は
米
国
船
主
の
内
で
も
高

費
用
運
航
者
で
あ
る
も
の
に
も
若
干
の
利
益
を
与
え
る
補
償
的
運
賃
（
8
目
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

鷲
塁
9
。
曙
§
。
）
」
た
ら
ん
と
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
米
国
船
・
王

は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
積
取
条
項
に
よ
り
政
府
融
資
貨
物
の
半
分
の
輸
送
を
保

障
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
輸
送
か
ら
確
実
に
収
益
を
挙
げ
う
る
こ
と
を

保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
条
項
の
結
果
、
同
じ
米
国
政
府
融
資
貨

物
を
運
送
す
る
米
国
船
と
外
国
船
と
の
運
賃
の
間
に
は
相
当
の
開
き
を
生
じ
、

往
々
に
し
て
米
国
船
の
運
賃
が
外
国
船
運
賃
の
二
倍
近
く
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

例
え
ば
一
九
五
七
年
度
の
我
国
向
余
剰
農
産
物
輸
送
の
場
合
で
は
邦
船
出
定

期
船
運
賃
が
穀
物
ト
ン
当
り
五
・
八
○
～
六
・
0
0
ド
ル
で
あ
る
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

米
国
不
定
期
船
運
賃
は
一
一
・
0
0
～
一
二
・
0
0
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
競
争
力
の
弱
体
な
ア
メ
リ
カ
海
運
は
か
く
て
援
助
貨
物
に
関
し
て
は
諸

外
国
の
競
争
か
ら
完
全
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
運
賃
決
定
が
自
由
競
争

原
理
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
不
定
期
船
の
場
合
、
そ
の
効
果
は
ま
こ
と

に
大
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
上
述
の
如
く
米
国
船
と
外
国
船
の
間
に
同
一
援
助
貨
物
の
運
送
に
際
し
て

運
賃
の
相
異
が
あ
っ
て
米
国
船
が
外
国
船
の
二
倍
近
い
運
賃
を
支
払
わ
れ
て

い
る
事
実
は
、
貨
物
優
先
画
具
規
定
に
よ
っ
て
米
国
船
は
い
わ
ば
運
航
差
額

補
助
金
的
な
も
の
を
受
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー

上
院
議
員
は
貨
物
優
先
摂
取
法
案
提
出
演
説
に
お
い
て
「
こ
の
法
案
申
に
は

か
く
さ
れ
た
補
助
金
が
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
」
と
述
べ
た
が
、

実
は
高
利
潤
を
米
国
船
に
保
証
す
る
か
く
さ
れ
た
補
助
金
給
付
こ
そ
、
こ
の

法
案
、
一
般
に
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
制
定
の
本
来
的
意
図
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
こ
こ
で
運
航
収
益
に
関
す
る
直
接
的
補
助
金
と
こ
の
か
く
さ
れ
た

補
助
金
と
の
相
異
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
現
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
実
施
さ
れ

て
い
る
運
航
差
額
補
助
金
に
あ
っ
て
は
被
補
助
会
社
が
一
定
割
合
以
上
の
収

益
（
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
あ
げ
た
場
合
に
は
支
給
さ
れ
た
補
助
金
の
全
額

に
達
す
る
ま
で
そ
の
収
益
を
政
府
に
返
済
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

（
9
）

る
。
す
な
わ
ち
運
航
差
額
補
助
金
は
そ
の
算
定
方
法
が
極
め
て
ず
さ
ん
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
非
難
は
あ
る
に
せ
よ
、
一
応
は
外
国
船
と
の
コ
ス
ト
・
パ

リ
テ
ィ
に
基
い
て
算
出
給
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
米
国
船
の
高
運
航
費
に

基
く
競
争
力
の
弱
体
性
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
高
収
益

を
米
国
船
に
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
利
潤
の
処
分
方
法
に
関
し
て
も

前
述
の
如
く
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
貨
物
優
先
積

取
法
に
よ
る
貨
物
輸
送
で
は
米
国
船
は
い
わ
ゆ
る
「
適
正
」
収
益
を
保
証
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
米
船
主
中
の
高
費
用
運
航
者
に
と
っ
て
さ
え
補
償
的
な

運
賃
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
収
益
の
処
分
は
船
舶
運
航
者
の
自
由
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
規
定
は
米
船
会
社
に
と
り
確
実
に
し
か
も
相
当
量
の

収
益
を
与
え
る
も
の
と
見
徹
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
米
船
主
協
会
の
代
表
者
が

貨
物
優
先
積
取
法
の
公
聴
会
で
「
ド
ル
よ
り
も
貨
物
を
」
と
述
べ
た
の
は
正

に
直
接
的
補
助
金
よ
り
も
収
益
を
彼
ら
に
保
証
す
る
か
く
さ
れ
た
補
助
金
を

与
え
よ
と
述
べ
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

　
貨
物
優
先
介
惜
法
は
、
だ
か
ら
不
定
期
船
主
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
海

運
業
者
に
利
潤
を
保
障
す
る
こ
と
が
そ
の
客
観
的
役
割
の
最
大
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
国
防
上
必
要
な
商
船
隊
を
維
持
す
る
手
段
と
通
常
説
明
さ
れ

て
は
い
る
が
、
既
に
我
々
が
み
た
よ
う
に
そ
の
目
的
に
合
致
し
た
合
理
的
な

手
段
た
り
え
ず
、
叉
優
秀
船
舶
を
維
持
す
る
と
い
う
国
防
上
の
目
的
を
満
す

に
必
要
な
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
法
律
は
部
分
的
乃
至

副
次
的
効
果
と
し
て
国
防
上
必
要
な
船
隊
維
持
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
に
し

て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
些
細
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
国
際
競
争
裡
に
あ
っ
て
槌

勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
海
運
界
へ
の
救
い
水
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て

い
る
も
の
と
見
倣
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
（
b
）
　
貨
物
優
先
積
善
法
の
国
際
的
影
響

　
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
優
先
面
取
法
に
対
し
て
諸
外
国
お
よ
び
海
運
関
係
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

団
体
か
ら
激
し
い
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
同
法
支
持

者
は
、
こ
の
法
律
の
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
政
府
援
助
貨
物
の
み
に
限
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
商
業
貨
物
は
完
全
に
自
由
な
競
争
機
会
に
委
ね
ら
れ
・

て
い
る
と
反
論
し
て
、
南
米
諸
国
に
み
る
が
如
き
貿
易
協
定
申
に
含
ま
れ
た

貨
物
優
先
積
取
条
項
と
同
一
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
果
し

て
援
助
貨
物
そ
の
他
政
府
融
資
貨
物
で
あ
る
な
ら
ば
貨
物
優
先
卵
綴
を
実
施

す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
特
定
の
貨
物
を
自
国
商
船
隊
の
た
め
に
留
保
し
て
お
こ
う
と
す

る
貨
物
優
先
積
取
に
対
す
る
反
対
の
理
由
は
、
そ
れ
が
海
運
業
に
お
け
る
伝

統
的
な
自
由
競
争
機
会
を
外
国
商
船
に
対
し
て
拒
否
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ

る
。
海
運
業
に
お
け
る
自
由
競
争
拒
否
は
必
然
的
に
違
送
費
を
高
騰
せ
し
め

世
界
貿
易
ひ
い
て
は
世
界
海
運
業
の
混
乱
縮
小
を
齎
ら
す
こ
と
に
な
る
。
か

り
に
世
界
各
国
が
こ
ぞ
っ
て
貨
物
優
先
積
取
を
実
施
し
た
場
合
を
想
定
す
る
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な
ら
ば
各
国
商
船
は
自
国
か
ら
の
往
航
貨
物
の
全
体
の
輸
送
は
可
能
と
な
る

に
し
て
も
復
航
は
空
航
海
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
か
る
片
荷
航
海
は
貨
物
運

賃
を
著
し
く
騰
貴
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
人
為
的
制
限
が
海
運
界
に

及
ぼ
す
影
響
は
、
貨
物
を
求
め
て
自
由
に
各
航
路
を
運
航
す
る
不
定
期
船
に

お
い
て
甚
し
い
。
叙
上
の
事
情
は
輸
送
さ
れ
る
貨
物
の
種
類
の
如
何
を
問
う

も
の
で
は
な
い
。
商
業
貨
物
で
あ
れ
政
府
融
資
貨
物
で
あ
れ
、
自
国
貨
物
の

自
国
船
へ
の
優
先
積
取
は
他
国
海
運
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
輸
送
機
会
が
人

為
的
に
除
去
さ
れ
る
点
に
お
い
て
は
何
ら
変
り
は
な
い
。
も
っ
と
も
貨
物
優

先
積
取
が
適
用
さ
れ
る
貨
物
量
が
小
さ
け
れ
ば
比
較
的
外
国
海
運
業
に
対
す

る
影
響
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
貨
物
が
量
的
に
も
相
当
の

大
き
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
従
っ
て
援
助
貨
物
で
あ
る

が
故
に
貨
物
優
先
餌
取
規
定
の
適
用
は
妥
当
で
あ
る
と
す
る
如
き
ア
メ
リ
カ

の
主
張
は
海
運
国
に
と
っ
て
は
全
く
首
肯
し
難
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
加
う
る
に
ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
援
助
貨
物
中
に
は
可
成
り
商
業
的
色
彩

が
強
い
貨
物
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
出
来
る
。
余
剰
農
産
物
お
よ
び
政
府
貯
蔵

物
資
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
余
剰
農
産
物
処
理
法
の
正
式
名
は
】
九
五

四
年
農
業
貿
易
発
展
援
助
法
で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
は
余
剰
農
産
物
を
海
外

に
売
却
し
て
そ
れ
と
同
時
に
米
国
農
産
物
に
対
す
る
海
外
市
場
を
確
立
し
よ

う
と
す
る
目
的
を
も
つ
た
法
律
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
格
は
商
業
取
引
的
性
格

　
　
　
　
米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
一
考
察

が
強
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
余
剰
辰
産
物
売
却
に
よ
っ
て
得
た
外
国
通
貨
を

経
済
援
助
に
使
用
す
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
副

次
的
な
要
因
で
あ
る
。
従
っ
て
援
助
計
画
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
米
国
内
に

お
け
る
多
量
の
余
剰
農
産
物
の
販
路
発
見
の
必
要
性
と
諸
外
国
の
一
般
的
な

ド
ル
不
足
と
い
う
二
要
因
が
結
合
し
て
、
外
国
通
貨
を
以
て
米
国
余
剰
農
産

物
を
購
入
せ
し
め
そ
の
外
国
通
貨
は
叉
米
国
の
農
産
物
輸
出
市
場
拡
大
の
目

的
に
合
致
し
た
用
途
に
使
用
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
間
の
変

則
的
な
商
業
取
引
と
見
倣
す
方
が
妥
当
で
あ
る
。
事
実
こ
の
取
引
へ
の
貨
物

優
先
柔
取
法
適
用
に
際
し
て
大
統
領
が
法
務
総
裁
に
対
し
て
、
そ
の
適
法
性

の
有
無
を
尋
ね
て
い
る
の
は
、
本
法
が
極
め
て
商
業
取
引
的
色
彩
が
強
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
か
か
る
商
業
取
引
的
色
彩

が
強
い
余
剰
農
産
物
の
海
外
売
却
へ
の
貨
物
優
先
積
取
の
た
め
、
一
九
五
五

年
に
は
英
本
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
貨
物
ば
憐

先
積
取
法
適
用
を
理
由
と
し
て
そ
の
取
引
を
拒
絶
し
て
い
る
。
か
く
の
如
き

事
実
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
貨
物
優
先
積
取
が
援
助
貨
物
の
み
に
限
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
弁
明
を
い
さ
さ
か
怪
し
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
ア

メ
リ
カ
の
貨
物
優
先
積
取
法
は
純
然
た
る
商
業
貨
物
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
の
国
旗
差
別
行
為
の
外
国
海
運
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
南
米

諸
国
に
み
ら
れ
る
貿
易
協
定
に
含
ま
れ
て
い
る
貨
物
優
先
積
重
規
定
と
は
別

個
の
性
格
を
有
す
る
、
叉
は
そ
れ
に
比
し
て
極
め
て
小
さ
い
も
の
と
考
え
る

（　165　）
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（
1
1
）

こ
と
は
出
来
な
い
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
弁
護
論
と
し

て
外
国
の
差
別
的
政
策
の
効
果
の
相
殺
乃
至
は
差
別
的
政
策
の
…
撤
廃
に
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

法
律
が
有
効
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　
ア
メ
リ
カ
が
直
面
し
て
い
る
差
別
行
為
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
如
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
…
田
外
国
為
替
統
制
、
②
自
国
船
に
よ
る
貨
物
運
送

を
確
保
す
る
た
め
政
府
自
身
に
よ
り
又
は
政
府
の
決
定
し
た
政
策
の
適
用
に

よ
り
貨
物
に
加
え
ら
れ
る
統
制
、
㈹
自
国
船
に
対
す
る
埠
頭
の
優
先
割
当

ゆ
自
国
船
並
び
に
自
国
船
で
運
送
さ
れ
た
貨
物
に
対
す
る
港
税
叉
は
領
事

手
数
料
の
減
額
。
こ
の
よ
う
な
差
別
行
為
に
対
し
て
貨
物
優
先
積
塔
を
報
復

手
段
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
米
国
海
運
の
状
態
改
善
へ
と
導
く

も
の
た
り
え
な
い
。
差
別
行
為
に
対
す
る
、
差
別
行
為
に
よ
る
報
復
は
、
自

国
船
が
蒙
っ
た
不
利
な
影
響
を
一
時
的
に
は
相
殺
し
て
も
、
相
互
の
報
復
行

為
の
激
化
は
却
っ
て
ア
メ
リ
カ
海
運
を
含
む
全
世
界
海
運
に
不
利
益
を
齎
ら

す
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
海
運
が
蒙
っ
て
い
る
差
別
待
遇
の
内
重

大
な
効
果
を
有
す
る
も
の
の
多
く
は
西
半
球
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
で
あ

り
、
こ
れ
ら
諸
国
で
相
当
量
の
軍
事
お
よ
び
民
間
援
助
を
受
け
て
い
る
国
は

僅
か
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
ト
ル
コ
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
外
国
の
差
別

行
為
に
対
す
る
報
復
乃
至
相
殺
の
目
的
の
た
め
に
は
米
国
の
貨
物
優
先
地
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

法
は
的
は
ず
れ
な
も
の
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
外
国
の
差
別
行
為
を

除
去
す
る
た
め
に
、
米
国
船
に
対
す
る
差
別
行
為
の
撤
廃
に
同
意
し
た
国
に

つ
い
て
は
貨
物
優
先
積
取
法
を
適
用
し
な
い
旨
の
折
衝
を
行
う
こ
と
の
主
張

も
同
様
の
理
由
か
ら
的
は
ず
れ
な
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
米
国
船
が
蒙
っ
て
い
る
外
国
の
差
別
行
為
の
う
ち
、
為
替
統
制
は
他

の
差
別
政
策
よ
り
広
汎
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
こ
の
場
合
に
お

い
て
も
差
別
行
為
の
除
去
に
あ
た
り
援
助
貨
物
に
関
し
て
貨
物
優
先
連
取
を

実
施
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
逆
効
果
を
有
し
て
い
る
。
け
だ
し
諸
国
が
為
替
統

制
を
実
施
す
る
の
は
単
に
自
国
海
運
の
保
護
育
成
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
な
い
。
　
一
般
的
な
ド
ル
不
足
の
結
果
、
外
貨
支
払
を
出
来
る
だ
け
縮
小

す
る
た
め
外
国
船
の
使
用
を
抑
制
し
て
自
国
船
の
使
用
を
奨
励
す
る
の
が
海

運
関
係
に
お
け
る
為
替
統
制
の
意
図
で
あ
る
。
だ
か
ら
米
国
が
貨
物
優
先
積

取
法
に
基
い
て
自
国
船
に
政
府
融
資
貨
物
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
積
取
ら
せ

る
こ
と
は
外
国
船
が
さ
な
く
ば
獲
得
し
え
た
ド
ル
収
入
を
人
為
的
に
除
去
す

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
も
の
で
あ
っ
て
諸
外
国
の
為
替
統
制
を
却
っ
て
継
続
乃
至
は
強
化
せ
し
め

る
に
役
立
つ
に
過
ぎ
な
い
。
叉
か
り
に
貨
物
優
先
積
重
心
中
の
共
同
決
議
第

十
七
号
に
お
け
る
貨
物
優
先
積
取
運
棄
条
項
を
利
用
し
て
、
外
国
の
海
運
関

係
に
お
け
る
為
替
統
制
を
撤
廃
せ
し
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
国
の
・
ド
ル
不
足
事
情
が
解
決
せ
ぬ
限
り
は
他
の
部
面
で
の
為
替
統
制
あ
る

い
は
輸
入
割
当
へ
と
導
く
こ
と
に
な
り
、
為
替
統
制
の
有
す
る
悪
影
響
が
米

国
海
運
か
ら
米
国
の
他
の
産
業
部
門
へ
と
移
転
せ
し
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
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米
国
が
諸
外
国
の
為
替
統
制
を
撤
廃
せ
し
め
る
た
め
に
は
貿
易
・
海
運
の
自

由
化
を
通
じ
て
世
界
経
済
の
拡
大
均
衡
を
実
現
せ
し
め
る
た
め
の
諸
政
策
こ

そ
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
援
助
貨
物
に
貨
物
優
先
前
回
法
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
は
諸
外
国
の
為
替
統
制
撤
廃
に
関
し
て
成
功
を
収
め
る
ど
こ
ろ

か
逆
効
果
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
以
上
を
要
す
る
に
米
国
貨
物
優
先
弓
取
法
は
そ
の
適
用
範
囲
が
政
府
融
資

貨
物
に
限
定
さ
れ
て
い
る
事
実
を
以
て
そ
れ
が
国
旗
差
別
行
為
に
属
さ
ぬ
と

い
う
弁
護
論
は
誤
り
で
あ
り
、
む
し
ろ
諸
外
国
の
国
旗
差
別
政
策
を
激
化
さ

せ
る
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
）
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D
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O
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3
）
　
政
府
融
資
貨
物
量
の
各
年
の
変
動
を
表
示
す
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こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

　
政
府
の
対
外
贈
与
お
よ
び
信
用
供
与
額
の
変
動
を
示
せ
ば
、
下
表
の
如
く
で
あ

　
る
。
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米国政府対外贈与及信用供与額

（100万ドル）

1955195419531952195119501949
1945年7月

1948年12月

3，958

4，Q59

－101

4，767

4，880

－113

6，414

5，182

1，232

5，041

4，642

　399

4，634

4，515

　118

4，154

4，027

　127

5，651

5，196

　455

18，533

9，782

8．751

純贈与及信用

　純贈与
　純信用

2，218

1，740

3，230

1，537

4，345

2，069

2，664

2，378

1，478

3，156

　524

3，629

　213

5，438

1，117

17，416

与
島
用

曽
贈

貝　
他
信

事
の
軍
そ
及

（Source）　Dept．　of　Commerce，　OMce　of　Business　Economics　：　Quarterly　Report，　Foreign

　　　　　　　Grant　and　Credits　by　the　United　States　Government．　Statistical　Abstract　of

　　　　　　　曲eUnited　States，1956．
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（
8
）
　
尚
、
運
賃
較
差
の
そ
の
他
の
例
に
関
し
て
は
、
上
田
浩
「
五
十
パ
ー
セ
ン

　
ト
輸
送
条
項
に
つ
い
て
」
海
運
　
昭
和
二
九
年
六
月
号
五
九
頁
参
照
。

（
9
）
さ
Φ
冒
①
岩
訂
三
冒
巴
器
諺
。
ぎ
＝
O
ω
ρ
§
●
ひ
O
◎

（
）
（
1
）
　
新
日
本
汽
船
　
海
外
海
事
情
報
　
第
五
号
参
照
。

（
1
1
）
　
釜
敷
は
援
助
と
貿
易
の
区
別
が
判
ら
ぬ
国
が
、
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
優
先

　
下
取
を
模
倣
し
て
い
る
と
述
べ
、
両
者
の
適
用
が
夫
々
異
っ
た
結
果
を
齎
ら
す

　
と
考
え
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
（
。
h
切
・
H
ロ
巳
“
ζ
8
ヨ
四
三
。
ロ
信
。
一
m
ぽ
毛
ぎ
σ
q
頃
。
財
。
ざ

　
爵
。
2
。
冨
。
目
碧
Ψ
＜
。
冒
図
押
2
。
●
ρ
累
。
＜
、
∪
。
。
．
H
O
器
ら
』
）

　
　
し
か
し
、
両
者
へ
の
貨
物
優
先
積
取
政
策
適
用
の
結
果
の
相
違
は
せ
い
ぜ
い

　
量
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

（
1
2
）
　
前
出
閑
。
芽
。
・
鼻
ま
声
明
参
照
。

（
1
3
）
　
d
・
q
目
・
ω
8
9
ρ
冒
m
。
二
巨
冨
8
曙
＞
9
ω
。
頃
岡
。
重
言
O
。
〈
。
ヨ
ヨ
・
ロ
直
写
験
。
鼠
品

　
O
日
冒
9
昏
9
。
三
日
舞
ぎ
ρ
国
。
帥
臨
嶺
・
。
レ
O
認
ら
・
O
H
中

（
1
4
）
　
O
。
詳
・
同
し
げ
三
唱
・
H
器
ム
・

（
1
5
）
　
米
国
援
助
貨
物
を
第
三
国
船
舶
が
積
取
っ
た
場
合
は
明
ら
か
に
そ
の
国
の

　
海
運
関
係
の
ド
ル
収
入
が
増
加
す
る
。
被
援
助
国
の
船
舶
が
積
取
っ
た
場
合
に

　
は
被
援
助
国
内
の
通
貨
で
決
済
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
対
外
援
助
総
額
中
米
国
船

　
へ
の
運
賃
支
払
額
だ
け
節
約
し
う
る
か
ら
実
質
的
援
助
額
が
そ
れ
だ
け
増
大
す

　
る
こ
と
に
な
る
。
尚
米
国
船
と
外
国
船
と
の
間
の
運
賃
較
差
（
外
国
船
運
賃
の

　
約
二
倍
）
は
余
剰
農
産
物
の
場
合
に
は
米
国
政
府
が
負
担
し
て
い
る
が
、
そ
の

　
他
の
場
合
は
援
助
額
か
ら
米
国
船
運
賃
全
額
を
支
払
う
の
で
あ
る
か
ら
援
助
貨

　
物
の
米
国
船
輸
送
に
よ
り
被
援
助
国
の
実
質
的
な
被
援
助
額
は
総
額
よ
り
可
成

　
り
減
少
す
る
。
い
わ
ば
被
援
助
国
が
米
国
の
対
外
援
助
資
金
を
以
て
米
国
船
を

　
補
助
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

結

甑口口

　
貨
物
優
先
積
取
条
項
の
一
九
三
六
年
商
船
法
の
組
入
れ
に
よ
る
永
久
法
化

は
政
府
当
局
の
、
叉
諸
外
国
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
強
引
に
実
現
さ
せ
ら
れ

た
が
、
貨
物
優
先
積
取
法
の
本
質
が
米
国
海
運
業
者
へ
の
利
潤
供
与
、
世
界

海
運
に
お
け
る
国
旗
差
別
政
策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
既
に
わ
れ
わ
れ
の
知

り
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
米
国
で
一
つ
の
法
律
が
制
定
施
行
さ
れ
る
道
程
に
お
い
て
プ
レ
シ
ヤ
・
グ

ル
ー
プ
が
介
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
殊
に
海
運
界
に
お

い
て
は
軋
り
で
あ
り
議
会
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
シ
ツ
ビ
ン
グ
・
ロ
ビ
イ
ス
ト

た
ち
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
、
ジ
ェ
ー
ス
の
分
析
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

（
1
）

る
。
海
運
業
の
利
益
を
図
る
立
法
活
動
の
た
め
に
ロ
ビ
イ
ス
ト
た
ち
が
活
動

す
る
に
し
て
も
海
運
業
は
米
国
内
に
お
い
て
重
要
産
業
で
な
く
、
従
っ
て
そ

の
消
長
は
基
幹
産
業
の
よ
う
に
他
の
議
員
た
ち
の
関
心
を
ひ
く
こ
と
は
少
な

い
。
そ
れ
故
シ
ッ
ビ
ン
グ
・
ロ
ビ
イ
ス
ト
は
自
己
の
提
出
法
案
の
議
会
通
過

の
た
め
に
は
他
の
議
員
た
ち
の
利
害
と
結
び
付
く
よ
う
な
形
で
、
こ
と
に
】

般
有
権
者
の
政
治
感
情
を
満
足
せ
し
め
る
よ
う
な
形
で
提
出
理
由
を
装
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
国
防
上
、
海
運
業
は
第
四
の
武
器
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
は
屈
強
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
の
で
あ
っ
た
。

　
貨
物
優
先
称
取
法
が
そ
の
制
定
理
由
と
し
て
国
防
上
必
要
な
最
低
限
の
商
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船
隊
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
云
わ
れ
な
が
ら
、
優
秀
な
商
船
隊

維
持
に
有
効
な
規
定
を
欠
除
し
し
か
も
海
運
業
者
に
充
分
な
利
益
を
供
与
し

て
い
る
事
実
は
、
こ
の
法
律
が
海
運
業
者
の
た
め
の
利
益
立
法
に
外
な
ら
ぬ

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
議
会
に
お
い
て
法
案
の
通
過
が
困
難
視
さ
れ
た
際
に

お
け
る
海
運
業
界
、
法
案
提
出
議
員
た
ち
の
活
動
は
右
の
事
実
を
裏
書
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
。
h
N
。
一
の
”
跨
目
Φ
ユ
8
昌
Q
。
三
署
ぽ
6
q
聞
。
冨
ざ
H
O
ら
。
c
Q
．

　
　
　
＜
．
ρ
国
①
ざ
冒
∴
ぎ
H
三
β
℃
壁
心
一
。
。
・
噸
餌
獄
中
。
ω
ω
霞
Φ
9
。
毛
g
・
写
し
。
a
巴
●

　
　
や
同
O
ρ

H
O
ま
●
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米
国
貨
物
優
先
積
取
法
に
関
す
る
】
考
察
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資

料

連
邦
準
備
政
策
の
国
際
的
側
面

藤

田

正

寛

　
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
準
備
政
策
の
研
究
は
国
際
金
融
機
構
や
金
融
政

策
の
研
究
に
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
が
、
囲
米
に
つ
い
て
は

本
邦
に
於
い
て
も
日
本
学
術
振
興
会
の
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
第
八
十
七
小
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

員
会
に
於
い
て
専
門
的
に
研
究
さ
れ
、
既
に
そ
の
成
果
は
公
刊
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
が
更
に
日
本
銀
行
調
査
局
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
之
等
の
本
邦
に
於
け
る
諸
研
究
を
補
う
意
味
に
於
い
て
最
近
刊
の

》
扇
げ
霞
累
島
・
。
ぴ
9
口
β
目
『
①
霞
ω
8
蓋
車
U
巳
四
♂
H
ゆ
鶏
及
び
O
．
2
●
出
語
β
H
昌
9
ッ

塁
凱
8
象
虫
8
①
訂
q
O
8
喝
①
審
畝
8
“
ち
ホ
w
国
■
鋭
O
。
＝
。
昌
≦
①
認
r
｝
ヨ
巴
。
き

と
8
①
鼠
Q
弼
呂
q
Ψ
H
℃
摯
“
宮
・
罫
ω
雷
目
巨
Φ
戸
八
三
①
窪
g
帥
8
巴
竃
8
0
富
曙

℃
。
ま
ざ
H
ゆ
い
S
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
連
邦
準
備
政
策
の

国
際
的
局
面
に
つ
い
て
多
少
の
意
見
を
加
え
つ
つ
歴
史
的
展
開
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
為
替
政
策
及
び
之
と
の
連
邦
準
備
政
策
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
今
や
、
米
国
に
於
い
て
は
連
邦
準
備
制
度
は
一
九
一
四
年
発
足
後
の
金
融

的
発
展
と
金
融
政
策
は
国
際
財
政
金
融
政
策
と
の
関
連
で
主
要
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
日
、
米
国
の
金
融
政
策
の
動
向
を
探
る
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
国
際

金
融
政
策
の
歴
史
と
方
向
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
歴
史
的
考
察
を
試
み
る
な
ら
ば
、
連
邦
準
備
制
度
の
外
国
と
の
接
触
面
の

一
つ
は
引
受
市
場
（
8
8
歩
き
8
目
宥
パ
雪
）
で
あ
る
が
訂
巴
①
碧
8
窟
碧
8
は

ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
・
ク
レ
ヂ
ッ
ト
を
拡
大
す
る
加
盟
銀
行
を
決
定
し
た
連
邦

準
備
銀
行
法
が
成
立
し
て
か
ら
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

　
い
う
迄
も
な
く
連
邦
準
備
制
度
は
海
外
の
中
央
銀
行
制
度
を
慎
重
に
研
究

の
上
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
準
備
制
度
設
立
を
提
議
し
た
人
々
は
ヨ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ロ
ッ
パ
の
金
融
市
場
や
申
央
銀
行
の
事
情
に
精
通
し
た
面
々
で
あ
っ
た
。

（　171　）
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（
資
料
）
連
邦
準
備
政
策
の
国
際
的
側
面

　
連
邦
準
備
制
度
は
銀
行
家
が
引
受
市
場
で
活
動
す
る
場
合
に
、
こ
の
市
場

の
育
成
、
維
持
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
之
等
の
ア

ク
セ
プ
タ
ン
ス
は
輸
出
入
に
伴
う
も
の
で
、
直
接
国
際
金
融
取
引
に
繋
り
を

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
尚
更
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
嘗
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
市
場
の
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
の
量
は
凡
そ
十
一
億
ド
ル

と
見
積
ら
れ
た
が
近
年
は
減
少
の
］
途
と
な
り
、
そ
の
代
り
に
連
邦
準
備
制

度
の
政
府
証
券
の
運
用
量
が
増
加
し
て
居
り
、
外
国
取
引
先
の
便
宜
の
た
め

を
除
い
て
は
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
を
す
る
機
会
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
連
邦
準

備
銀
行
は
設
立
当
初
か
ら
、
そ
の
取
引
先
に
外
国
の
中
央
銀
行
を
も
つ
て
い

る
が
、
こ
の
取
引
関
係
は
預
金
取
扱
（
預
金
の
保
有
）
、
担
保
附
又
は
無
担
保

の
貸
付
（
投
資
残
高
）
、
そ
の
他
の
顧
客
取
引
（
金
の
イ
ヤ
マ
ー
ク
及
び
イ
ヤ

マ
ー
ク
解
除
）
等
で
あ
り
、
こ
の
種
の
銀
行
間
で
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

　
併
し
、
連
邦
準
備
銀
行
の
信
用
の
性
格
及
び
、
銀
行
準
備
金
に
対
す
る
態

度
か
ら
、
連
邦
準
備
銀
行
の
国
際
取
引
は
米
国
の
信
用
状
態
の
重
要
要
素
で

あ
る
こ
と
が
分
る
が
、
外
国
銀
行
が
、
ア
メ
リ
カ
の
商
業
銀
行
か
ら
資
金
を

引
揚
げ
て
連
邦
準
備
銀
行
に
移
す
場
合
は
公
開
市
場
で
連
邦
準
備
銀
行
が
売

操
作
を
す
る
の
と
同
じ
効
果
を
加
盟
銀
行
の
準
備
金
に
与
え
る
こ
と
に
な
り
、

叉
外
国
の
中
央
銀
行
が
連
邦
準
備
銀
行
に
預
金
の
形
で
資
金
を
も
つ
て
い
る

場
合
に
金
融
市
場
に
於
い
て
必
要
の
た
め
に
手
形
を
振
出
す
と
前
と
逆
の
効

果
が
表
わ
れ
る
。
同
時
に
、
国
内
信
用
政
策
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
市
場
に
於

け
る
外
国
取
引
銀
行
の
活
動
を
考
慮
し
て
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
於
け
る
諸
銀
行
の
対
外
短
期
負
債
の
総
計
は
一
九
二

九
年
に
は
三
十
二
ド
ル
に
達
し
た
が
、
こ
の
数
字
は
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
体
系

と
連
邦
準
備
銀
行
の
所
要
の
金
の
量
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
。

　
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
の
基
礎
が
弱
い
と
い
う
こ
の
要
素
は
当
時
は
ま
だ
金
融

当
局
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
連
邦
準
備
理
事
会
は
国
際

活
動
に
対
す
る
理
事
会
の
特
別
監
督
権
と
連
邦
準
備
銀
行
と
の
協
議
に
つ
い

て
の
特
別
権
を
要
求
し
て
連
邦
準
備
法
を
修
正
す
る
よ
う
議
会
へ
申
入
れ
た

（
連
邦
準
備
法
第
一
四
コ
入
の
で
あ
る
。

　
連
邦
準
備
銀
行
と
外
国
の
中
央
銀
行
の
関
係
は
お
互
に
取
引
銀
行
と
い
う

こ
と
の
外
に
、
連
邦
準
備
銀
行
が
外
国
の
中
央
銀
行
に
資
金
の
貸
付
を
与
え

た
り
ク
レ
ヂ
ッ
ト
を
設
定
し
た
り
す
る
形
式
が
あ
る
。
貸
金
の
一
つ
の
型
は

一
九
一
七
年
以
降
、
普
通
は
金
で
の
貸
付
が
必
須
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

金
で
の
貸
金
を
す
る
場
合
に
は
財
務
省
の
許
可
は
不
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

金
輸
出
や
イ
ヤ
マ
ー
ク
か
ら
の
転
換
の
場
合
と
同
じ
方
法
が
と
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
貸
金
は
金
の
所
要
権
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
た
め
に
望
ま

し
い
こ
と
で
あ
り
、
又
ド
ル
・
タ
ー
ム
で
の
金
の
将
来
の
再
評
価
に
よ
っ
て

生
ず
る
利
益
の
中
央
銀
行
の
報
告
書
に
金
の
損
失
を
表
示
せ
ぬ
た
め
に
も
望

ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
之
等
の
貸
金
は
金
や
ド
ル
で
の
決
済

を
一
時
的
に
転
換
す
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
で
金
融
政
策
と
し
て
の
重
要
性

は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
の
金
保
有
量
や
、
国
際
流
動
性
準
備
量
は
変
化

せ
ず
、
叉
ア
メ
リ
カ
の
信
用
状
態
判
断
の
重
要
な
要
素
に
も
な
ら
ず
連
邦
準

備
銀
行
が
拡
大
す
る
対
外
貸
付
の
一
層
重
要
な
型
は
一
時
的
な
特
別
援
助
の

た
め
に
行
わ
れ
る
外
国
中
央
銀
行
へ
の
直
接
貸
金
や
そ
の
契
約
で
あ
る
。
歴

史
的
に
は
、
こ
の
種
の
も
の
で
最
も
重
要
な
の
は
一
九
二
五
年
に
金
支
払
回
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収
と
関
連
し
て
拡
大
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
の
貸
付
で
、
之
は
二
億

ド
ル
の
金
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
売
渡
す
協
定
の
形
を
と
り
、
あ
と
で
一

億
ド
ル
の
追
加
は
モ
ル
ガ
ン
商
↑
会
か
ら
英
国
政
府
が
獲
得
し
た
が
、
こ
の
対

英
貸
付
は
金
支
払
回
収
の
引
受
に
よ
り
英
国
の
自
力
で
そ
の
信
用
を
増
加
さ

せ
よ
う
と
す
る
双
方
の
意
図
の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
一
九
二
六
年
連
邦
準
備
銀
行
は
ベ
ル
ギ
ー
通
貨
で
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
迄
、

優
良
手
形
を
買
上
げ
る
協
定
に
同
意
し
て
中
央
銀
行
間
の
借
款
国
に
加
盟
し

た
が
、
こ
の
目
的
は
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
の
安
定
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
七
年
に
は
ポ
ル
ス
キ
イ
銀
行
に
対
し
て
五
二
五
万
ド
ル
の
借
款
を

与
え
る
協
定
に
も
ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
同
様
に
加
盟
し
、
同
年
、
イ
タ
リ
ー
銀

行
に
は
］
五
〇
〇
万
ド
ル
が
与
え
ら
れ
た
が
、
之
等
の
信
用
は
い
つ
れ
も
効

率
的
に
運
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
一
九
二
九
年
、
ル
ー
マ
ニ

ア
銀
行
へ
の
借
款
を
二
九
五
〇
万
ド
ル
迄
拡
大
、
　
一
九
三
一
年
に
は
国
際
決

済
銀
行
に
加
盟
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
へ
の
一
〇
八
万
三
〇
〇
〇
ド
ル
の
借
款

（
国
際
決
済
銀
行
の
貸
付
総
額
は
一
四
〇
七
万
ド
ル
）
に
参
加
し
、
同
年
ハ

ン
ガ
リ
ー
銀
行
に
対
す
る
国
際
決
済
銀
行
の
二
〇
〇
万
ド
ル
と
三
〇
〇
万
ド

ル
の
二
回
忌
借
款
供
与
に
も
参
加
し
た
。

　
一
九
三
一
年
の
ド
イ
ツ
の
金
詰
り
苦
境
に
際
し
て
国
際
決
済
銀
行
の
ラ
イ

ヒ
ス
・
バ
ン
ク
へ
の
一
億
ド
ル
の
借
款
に
は
二
五
〇
〇
万
ド
ル
だ
け
参
加
し
、

一
九
三
一
年
の
ド
イ
ツ
の
諸
銀
行
の
崩
壊
の
危
険
に
際
し
て
英
国
の
損
害
を

防
ぐ
た
め
、
連
邦
準
備
制
度
は
一
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
手

形
の
買
上
げ
に
同
意
し
た
が
、
こ
の
借
款
は
英
国
が
数
ケ
月
を
出
で
ず
し
て

金
支
払
が
回
復
す
る
と
共
に
流
動
化
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
資
料
）
連
邦
準
備
政
策
の
国
際
的
側
面

　
壮
挙
の
信
用
協
定
は
最
初
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
す
る
も
の
を
除
い

て
は
全
部
、
手
形
買
上
げ
の
協
定
の
形
を
と
っ
た
が
、
そ
れ
は
信
認
を
増
大

す
る
配
慮
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
に
於
い
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
の
ス
ト
ロ
ン

総
裁
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
ノ
ー
マ
ン
総
裁
の
指
導
の
下
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
金
融
情
勢
の
検
討
が
行
わ
れ
、
安
定
的
金
融
状
態
の
再
建
の
た
め
に
中
央

銀
行
政
策
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
骨
子
は
金
本
位
復
帰
と
、
正
常
な
国
際
信

用
関
係
の
再
建
に
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
優
越

的
地
位
の
復
活
は
こ
の
際
は
考
え
ら
れ
ず
、
国
際
均
衡
へ
の
金
融
的
働
き
か

け
は
政
治
の
安
定
に
よ
る
各
国
間
の
相
互
信
頼
と
短
期
的
な
見
地
に
立
っ
て

の
支
払
の
流
出
入
の
均
衡
と
価
格
や
利
子
の
調
整
に
よ
る
市
場
勢
力
の
活
動

と
に
よ
る
貿
易
量
の
増
大
回
復
に
向
け
ら
れ
た
。

　
安
全
性
を
も
と
め
る
資
本
移
動
は
経
常
利
潤
の
可
能
性
に
即
応
ぜ
ず
、
同

時
に
叉
国
内
の
利
子
政
策
や
信
用
政
策
か
ら
も
何
の
影
響
も
う
け
な
か
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
の
不
況
と
そ
の
後
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
出
現
、
そ
し
て
第
二
次

大
戦
へ
の
脅
威
の
深
ま
る
と
共
に
、
中
央
銀
行
に
よ
る
政
策
は
各
国
共
、
金

融
統
制
の
方
向
へ
と
動
き
出
し
、
国
際
政
治
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
接
衝
の
際

の
一
つ
の
手
段
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
く
な
り
、
中
央
銀
行
は
国
際
関
係
で
の

第
二
次
的
役
割
を
担
当
す
る
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
併
し
連
邦
準
備
制
度
の
代
表
達
は
国
際
金
融
会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
て

ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ツ
ヅ
協
定
や
国
際
通
貨
基
金
の
設
立
、
国
際
復
興
開
発
銀
行

の
設
立
の
気
運
を
捉
え
て
公
式
に
連
邦
政
府
に
働
き
か
け
町
議
会
の
批
准
を

促
進
し
た
。
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叉
更
に
、
之
等
の
国
際
機
関
に
ア
メ
リ
カ
の
参
加
を
可
能
に
す
る
法
律
の

制
定
に
努
力
し
財
務
、
国
務
、
商
務
長
官
及
び
連
邦
準
備
制
度
総
裁
と
輸
出

入
銀
行
総
裁
か
ら
構
成
す
る
国
際
金
融
財
政
問
題
に
対
す
る
国
家
諮
問
会
議

の
発
足
を
さ
せ
た
が
、
こ
の
会
議
の
構
成
員
は
政
府
の
一
切
の
国
際
金
融
取

引
に
密
接
に
タ
ッ
チ
し
、
国
際
金
融
機
構
の
活
動
を
監
視
し
、
｝
九
四
六
年

の
対
英
貸
付
の
よ
う
な
重
要
な
案
件
の
決
定
に
際
し
て
は
、
協
議
を
う
け
た

…
場
合
は
連
邦
準
備
理
事
会
に
通
報
連
絡
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

だ
か
ら
連
邦
準
備
制
度
は
こ
の
よ
う
な
国
際
金
融
的
動
向
に
つ
い
て
の
十
分

な
情
報
を
も
ち
、
又
上
記
に
つ
い
て
直
接
間
接
に
意
見
を
徴
さ
れ
た
場
合
、

重
要
な
答
弁
を
準
備
し
て
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逸
さ
ぬ
よ
う
に
し
、
叉
国
内
た

る
と
海
外
た
る
と
を
問
わ
ず
金
の
移
動
や
信
用
移
動
や
そ
の
他
の
金
融
情
勢

に
つ
い
て
常
に
勧
告
を
す
る
用
意
を
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
取
り
も
直
さ

ず
、
連
邦
準
備
制
度
の
金
融
政
策
関
与
か
ら
立
案
の
第
一
次
的
接
近
で
あ
る
。

　
次
に
、
連
邦
準
備
政
策
の
申
で
国
内
信
用
政
策
へ
の
効
果
と
い
う
見
地
か

ら
も
重
要
な
の
は
金
移
動
で
あ
ろ
う
。
’

　
金
保
有
は
一
九
一
四
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
｝
五
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
一

九
四
九
年
に
は
二
五
〇
億
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増
加
は
一
九
三
四
年

の
一
オ
ン
ス
ニ
○
．
六
七
ド
ル
止
い
う
金
価
格
が
再
評
価
に
よ
り
一
オ
ン
ス

三
五
ド
ル
と
な
っ
た
こ
と
に
も
田
部
原
因
が
あ
る
が
大
部
分
は
金
保
有
量
の

物
理
的
増
加
で
あ
る
。
理
論
的
に
重
要
な
の
は
物
理
的
な
量
で
な
く
て
金
の

価
値
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
以
来
の
金
の
ス
ト
ッ
ク
、
準
備
銀
行
の
ク
レ
ヂ

ッ
ト
、
通
貨
、
加
盟
銀
行
の
準
備
金
の
変
動
が
関
係
を
も
つ
が
、
加
盟
銀
行

の
準
備
金
は
一
九
一
七
年
以
前
は
運
邦
準
備
銀
行
に
対
す
る
予
金
に
対
す
る

制
限
を
加
え
ら
れ
た
時
に
第
一
に
、
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
金
移
動
の
重
要
性
は
以
下
の
事
実
に
示
さ
れ
る
。
即
ち
一
九

一
七
年
か
ら
一
九
四
九
年
迄
の
年
を
と
る
な
ら
ば
（
こ
の
間
は
加
盟
銀
行
準

備
残
高
が
数
字
と
し
て
は
利
用
可
能
）
連
邦
準
備
銀
行
の
信
用
の
総
額
の
増

加
は
流
通
貨
幣
の
増
加
の
た
め
五
百
万
ド
ル
減
少
し
、
こ
の
五
〇
〇
万
ド
ル

の
減
少
を
起
し
た
信
用
の
不
足
分
を
補
う
金
の
ス
ト
ッ
ク
の
成
長
と
し
て
は

加
盟
銀
行
の
準
備
金
を
｝
五
〇
〇
万
ド
ル
増
大
す
れ
ば
十
分
越
あ
っ
た
。

　
一
九
一
八
一
二
〇
年
に
は
南
ア
メ
リ
カ
と
極
東
諸
国
で
は
第
一
次
大
戦
申
、

蓄
積
し
た
残
高
を
金
輸
出
禁
止
と
共
に
回
収
し
た
が
｝
九
二
七
年
一
二
八
年

頃
金
輸
出
は
連
邦
準
備
制
度
の
安
易
な
金
融
政
策
の
結
果
で
あ
り
、
更
に
、

一
九
三
一
－
三
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
金
支
払
を
放
棄
す
る
と
共
に
金
は
、
ア

メ
リ
カ
よ
り
移
動
し
た
が
、
当
時
、
世
界
的
に
見
ら
れ
た
も
の
は
金
に
対
す

る
信
頼
の
危
機
と
流
動
化
へ
の
待
望
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
三
三
年

初
頭
、
金
の
わ
っ
か
な
流
出
が
あ
り
、
銀
行
恐
慌
は
終
末
を
遂
げ
、
遂
に
第

二
次
大
戦
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
と
共
に
対
々
武
器
貸
与
が
連
合
国
に
貸
与

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
の
他
国
か
ら
の
輸
入
代
金
は
現
金
払
い
と

な
る
と
金
の
流
出
は
一
九
四
二
年
か
ら
四
五
年
保
つ
づ
き
実
質
的
金
流
出
は

一
九
五
〇
年
の
年
央
に
な
っ
て
開
始
さ
れ
た
が
今
度
は
戦
後
復
興
の
た
め
の

必
要
上
か
ら
ド
ル
叉
は
金
の
富
裕
国
へ
の
還
流
と
な
っ
て
表
れ
、
ア
メ
リ
カ

は
世
界
の
金
準
備
の
四
分
の
三
を
（
p
シ
ヤ
は
除
い
て
）
集
申
す
る
に
至
り

所
謂
ド
ル
帝
国
を
出
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
連
邦
準
備
制
度
設
立
以
来
今
日
迄
の
歴
史
は
海
外
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
へ
の

金
の
流
入
期
に
於
け
る
銀
行
の
機
能
で
充
た
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
準
備
政
策
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の
国
際
的
背
景
は
殆
ん
ど
金
流
入
が
生
ず
る
連
綿
と
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
圧
力
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
第
一
次
大
戦
時
の
安
易
な
金
融
政
策
、
第
一
次
大
戦
終
了
後
の
銀
行
債
務

の
迅
速
な
流
動
化
、
一
九
二
〇
年
代
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
、
一
九
三
〇
年
代
の

楽
観
的
金
融
政
策
、
第
二
次
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
影
響
の
再
燃
は

す
べ
て
金
の
形
式
に
於
け
る
ド
ル
の
高
度
の
経
済
支
配
力
が
海
外
か
ら
流
入

し
て
来
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。
一
九
三
六
－
三
七
年
の
準
備
増
強
政
策
、

一
九
三
七
！
三
八
年
の
金
匠
胎
化
政
策
や
そ
の
他
の
関
連
政
策
は
金
の
受
入

に
よ
っ
て
生
ず
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
を
護
る
た
め
に

と
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
抑
々
、
金
移
動
は
金
本
位
制
が
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
時
に
の
み
生

ず
る
本
質
的
特
徴
で
は
な
い
。
一
九
二
〇
年
代
は
部
分
的
に
は
開
店
休
業
の

状
態
に
あ
っ
た
の
で
こ
の
場
合
の
金
移
動
は
正
常
な
金
本
位
制
の
も
と
で
は

利
子
率
の
差
や
商
品
の
価
格
差
か
ら
説
明
は
出
来
な
い
。
金
移
動
は
経
常
利

潤
よ
り
む
し
ろ
資
本
の
安
全
性
を
求
め
る
資
本
移
動
的
性
格
が
一
部
に
は
見

ら
れ
、
金
移
動
は
金
利
の
高
い
と
こ
ろ
が
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
移
動
す
る
と
い

う
現
象
が
大
規
模
に
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
金
本
位
制
の
下
で
の
金
移
動
の

自
己
規
制
は
輸
出
国
で
生
ず
る
信
用
引
締
政
策
と
輸
入
国
で
生
ず
る
信
用
緩

和
政
策
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
連
邦
準
備
政
策
の
今
迄
の
経
過
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
普
通
の
規
制
方
法

で
は
感
応
し
な
い
金
の
大
規
模
な
一
方
的
な
だ
れ
込
み
に
対
し
て
連
邦
準
備

制
度
が
対
策
を
し
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
四
九
年
夏
に
金
の
ド
ル
価
格
の
騰
貴
が
非
常
に
麗
々
し
く
行
わ
れ
よ

（
資
料
）
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準
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国
際
的
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う
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
単
に
外
国
人
に
ド
ル
を
安
く
す
る
だ
け

で
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
を
奨
励
す
る
に
止
ま
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
輸

入
減
退
に
よ
る
外
貨
の
引
上
げ
改
訂
を
伴
う
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
お
互

の
効
果
を
も
無
効
の
も
の
と
し
て
了
う
訳
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
フ
レ
的
状
態
を
阻
止
す
る
方
法
と
し
て
金
を

移
動
を
さ
せ
た
こ
と
が
却
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
負
担
の
大
き
い
問
題
か

否
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
国
で
は
所
謂
テ
ー
プ
・
マ
ネ
ー
が
あ
り
、

物
価
は
騰
貴
し
、
輸
出
は
価
格
が
高
い
た
め
に
減
退
す
る
一
方
で
、
外
国
商

品
が
国
民
に
歓
迎
さ
れ
て
輸
入
は
い
よ
い
よ
増
大
し
、
ア
メ
リ
カ
と
他
の
諸

国
と
の
貿
易
の
収
支
を
改
善
す
る
と
い
う
の
が
金
本
位
制
下
の
正
統
的
国
際

貿
易
及
び
金
融
理
論
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
に
、
こ
の
理
論
は
二
つ
の

大
戦
に
よ
り
世
界
経
済
の
構
造
の
根
本
的
変
革
を
遂
げ
た
今
日
の
国
際
金
融

関
係
の
十
分
な
る
説
明
の
理
論
と
し
て
は
も
は
や
現
実
性
を
も
た
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
Q

　
事
実
、
資
本
逃
避
に
よ
っ
て
生
ず
る
金
移
動
に
対
し
て
は
、
上
述
の
抑
制

力
は
も
は
や
作
用
し
な
く
な
っ
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
以
後
こ
の
種
の
金

の
量
は
多
額
に
上
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
国
内
信
用
の
状
態
に
対
し
て

金
輸
入
の
効
果
は
必
ず
し
も
中
立
的
で
あ
っ
た
り
、
相
殺
を
し
て
い
る
訳
で

な
い
。
一
九
二
四
年
、
一
九
三
五
年
、
一
九
三
八
年
春
、
一
九
四
七
・
四
八

年
に
は
金
は
ア
メ
リ
カ
の
信
用
状
態
に
全
く
楽
観
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

連
邦
準
備
銀
行
の
楽
観
的
金
融
政
策
は
金
融
当
局
の
活
動
を
相
殺
せ
ず
し
て

銀
行
の
準
備
金
を
増
大
す
る
金
の
動
き
を
相
当
程
度
認
め
て
い
た
の
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
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金
移
動
は
国
際
収
支
と
い
う
問
題
に
は
そ
の
根
底
深
く
あ
る
困
難
に
つ
い

て
は
何
等
解
決
を
与
え
な
い
。

　
そ
の
他
に
楽
観
的
金
融
政
策
は
専
門
的
に
は
外
国
為
替
の
引
締
緩
和
の
た

め
に
一
九
二
四
年
及
び
二
七
年
に
と
ら
れ
た
が
之
は
価
格
イ
ン
フ
レ
の
た
め

で
は
な
く
、
一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
の
不
況
が
も
た
ら
し
た
不
動
産
や
証

券
に
対
す
る
投
機
の
た
め
の
対
策
と
し
て
国
内
信
用
政
策
と
共
に
実
行
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
際

協
力
促
進
の
た
め
に
信
用
政
策
の
推
進
を
容
易
に
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
如

き
対
外
貿
易
が
さ
し
て
重
要
で
な
い
国
の
場
合
は
有
効
と
は
い
い
難
い
。

　
対
外
貿
易
収
支
の
改
善
の
促
進
の
た
め
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
の
は
豚
の
焼
肉
を
作
る
た
め
に
家
を
焼
く
程
悪
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
焼
肉
を
温
く
し
て
お
く
た
め
に
家
の
温
度
を
健
康
を
害
す
る
程
に
迄
上
昇

さ
せ
る
よ
う
な
も
の
と
い
う
例
を
ひ
き
一
国
経
済
に
と
り
決
し
て
と
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

策
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
論
者
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　
次
に
世
界
的
ド
ル
不
足
の
救
済
法
と
し
て
自
由
金
市
場
の
設
立
を
好
ま
ぬ

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
も
し
財
務
省
が
金
一
オ
ン
ス
を
一
二

五
ド
ル
で
買
上
げ
な
い
な
ら
ば
、
金
の
価
格
は
、
公
開
市
場
に
於
け
る
需
給

で
決
定
さ
れ
為
替
は
利
用
に
適
し
た
条
件
に
調
整
さ
れ
て
世
界
貿
易
は
拡
大

し
世
界
経
済
は
大
巾
に
回
復
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
併
し
、
こ
の
論
理
は
貫
徹
し
そ
う
に
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
財
務
省
は
市

場
に
働
き
か
け
る
訳
で
は
な
い
が
最
大
の
金
の
保
有
者
で
あ
り
且
つ
金
の
買

上
げ
を
す
る
の
で
金
の
価
格
は
財
務
省
の
政
策
に
よ
っ
て
騰
貴
す
る
よ
り
は

む
し
ろ
下
落
す
る
こ
と
が
賄
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
金
は
価
値
貯
蔵
手
段

と
し
て
、
叉
国
際
決
済
手
段
と
し
て
の
伝
統
的
地
位
を
い
つ
迄
確
保
出
来
る

か
、
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
金
の
価
格
は
ア
メ
リ
カ
財
務
省
が
市
場
か

ら
引
き
上
げ
る
場
合
、
騰
貴
す
る
と
い
う
保
証
は
な
い
筈
で
あ
り
、
逆
に
下

落
す
る
で
あ
ろ
う
。
財
務
省
が
行
動
を
起
さ
な
い
限
り
、
公
定
価
格
は
事
実

上
は
何
人
で
も
彼
が
財
務
省
よ
り
受
取
る
金
よ
り
も
低
く
な
く
三
五
オ
ン
ス

以
上
で
あ
る
な
ら
ば
、
特
定
の
人
や
機
関
が
決
定
す
る
必
要
は
な
く
誰
で
も

決
定
権
を
も
つ
訳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
の
ス
プ
p
ウ
ル
（
自
薦
。
∩
暇
。
巳
）
は
「
秩

序
の
乱
れ
た
世
界
で
、
か
く
の
如
き
決
定
点
を
維
持
す
る
こ
と
は
賢
明
な
こ

と
」
で
あ
る
が
金
と
通
貨
と
の
繋
り
を
強
化
し
て
金
融
上
の
安
定
の
回
復
を

切
望
し
て
い
る
人
々
は
、
こ
の
連
繋
を
財
務
省
が
決
定
す
る
と
い
う
点
で
断

ち
切
っ
て
了
う
と
い
う
こ
と
で
決
定
を
回
避
す
る
の
は
肯
定
し
難
い
と
こ
ろ

で
あ
る
と
の
意
味
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
叉
別
の
グ
ル
ー
プ
は
ア
メ
リ
カ
が
金
貨
本
位
制
に
復
帰
す
る
こ
と
が
、
回

復
へ
の
方
策
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
之
は
金
の
自
動
的
移
動
制
と
ア
メ

リ
カ
通
貨
が
需
要
に
よ
り
金
貨
に
免
換
を
復
活
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

　
ド
ル
は
交
換
に
弱
い
通
貨
で
は
な
い
が
ド
ル
を
他
の
通
貨
と
交
換
し
よ
う

と
い
う
選
好
の
存
在
す
る
の
が
現
実
の
ド
ル
不
足
の
一
要
素
な
の
で
あ
る
。

金
は
今
日
、
公
共
機
関
に
保
有
さ
れ
ず
民
間
に
潜
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

問
題
が
あ
る
。
連
邦
準
備
制
度
が
議
会
に
対
し
て
公
共
支
出
を
対
外
的
に
も

対
内
的
に
も
増
大
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
画
因
も
、
こ
こ
に
あ
る
と
見
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
い
う
迄
も
な
く
、
諸
国
通
貨
間
の
一
定
の
関
連
や
金
と
通
貨
の
関
係
を
一
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定
に
保
っ
て
い
く
事
が
、
世
界
的
な
経
済
行
動
の
自
由
の
た
め
に
不
可
能
で

あ
り
為
替
の
伸
縮
性
や
非
伸
縮
性
の
問
題
を
解
決
し
て
安
定
為
替
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
国
際
的
金
融
秩
序
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
要
請

の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
国
際
通
貨
基
金
（
I
M
F
）
で
あ
る
。
I
M
F

は
新
し
い
貨
幣
本
位
の
基
盤
で
あ
り
、
こ
の
機
能
に
つ
い
て
は
既
に
論
述
さ

れ
て
い
る
め
で
贅
言
を
加
え
る
要
は
な
い
が
、
連
邦
準
備
制
度
が
推
進
役
と

な
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
案
を
結
実
さ
ぜ
た
こ
と
を
述
べ
れ
ば
い
い
。

　
第
乙
次
大
戦
以
来
の
国
際
金
融
関
係
に
と
っ
て
重
要
な
ご
．
と
は
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
資
本
逃
「
避
が
断
え
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
年
々
海
外
投
資
を

し
て
い
る
と
同
時
に
資
本
が
逃
避
し
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
】
九
二
〇

1
三
〇
年
間
の
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
は
｝
O
O
億
ド
ル
で
あ
る
の
に
ア
メ

リ
カ
へ
の
金
の
流
入
は
一
〇
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
中
、
資
本
逃
避
が
一
「
5
‘

少
か
っ
た
な
ら
ぼ
渦
金
を
輸
出
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

嘗
っ
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
金
の
流
入
は
ド
ル
・
の
安
全
性
に
対
し
て
資
本
が
逃
避

し
た
の
が
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
の
外
国
の
短
期
資

本
の
流
入
は
、
軍
需
品
融
資
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
、
ア
メ
リ
カ

の
輸
出
は
商
業
ベ
ー
ス
に
よ
る
も
の
は
ご
く
少
く
、
殆
ん
ど
が
武
器
貸
与
法

に
よ
る
武
器
そ
の
他
戦
略
輸
出
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
は
戦
争
目
的

の
た
め
に
ド
ル
資
源
を
引
き
つ
づ
き
買
取
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
を
若

干
手
放
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
が
、
戦
争
終
了
と
共
に
武
器
貸
与
も

打
切
ら
れ
、
外
国
は
そ
の
熾
烈
な
ア
メ
リ
カ
製
品
へ
の
需
要
を
充
た
す
た
め

に
ア
メ
リ
．
ヵ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
残
高
を
削
減
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
が
更

に
ド
ル
不
足
が
戦
後
深
刻
と
な
る
と
共
に
輸
出
入
銀
行
貸
金
が
之
を
埋
め
合

（
資
料
）
連
邦
準
備
政
策
の
国
際
的
側
面

せ
る
た
め
に
支
出
さ
れ
一
九
四
六
年
に
は
対
審
借
款
が
、
叉
マ
ー
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
に
よ
る
諸
贈
与
や
援
助
が
支
出
さ
れ
る
に
及
び
一
九
四
八
年
末
迄
に

之
等
貸
付
や
贈
与
や
援
助
の
総
計
は
二
六
五
億
ド
ル
に
達
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
メ
再
建
に
際
し
て
ア
メ
リ
カ
の
最
大
の
寄
与
鳳
マ
ー
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
援
助
で
あ
り
之
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
復
興
は
そ
の
緒
に
つ
き
、

ド
ル
不
足
は
著
る
し
く
改
善
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
九
年
秋
の
ポ
ン
ド
の
下
落
に
は
じ
ま
る
各
国
通
貨
の
平
価
切
下
げ

と
共
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
輸
出
は
増
大
し
従
っ
て
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
輸
入
は
減
少
し
、
ア
メ
リ
カ
に
原
料
が
蓄
積
さ
れ
て
価
格
は
上
昇

し
た
が
、
朝
鮮
動
乱
の
発
生
後
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
の

ド
ル
準
備
と
金
保
有
高
は
急
速
な
成
長
を
遂
げ
反
対
に
ア
メ
リ
カ
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
巨
額
の
支
出
の
た
め
に
国
内
の
反
対
の
声
が
手
強
い
も
の
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
基
本
的
問
題
は
各
国
が
現
存
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ

り
、
再
軍
備
の
世
界
的
傾
向
と
ド
ル
蓄
積
に
よ
る
国
内
再
建
と
を
調
和
さ
せ

る
方
法
如
何
に
あ
る
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
中
核
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
に
対
し
て
連
邦

準
備
制
度
は
如
何
な
る
寄
与
を
し
た
か
に
つ
い
て
は
前
述
来
の
記
述
の
中
に

既
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
（
一
）
国
家
諮
問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

た
る
総
裁
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
国
際
金
融
政
策
に
発
言
権
を
も
ち
且
つ
そ

れ
を
遂
行
し
、
（
二
）
他
の
申
央
銀
行
と
の
交
渉
を
通
じ
て
連
邦
準
備
当
局
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
そ
の
貸
付
政
策
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
信
用
体
制
を

共
同
し
て
論
議
し
且
つ
こ
の
共
通
目
的
の
た
め
に
最
善
の
方
法
で
国
際
資
金

の
移
動
を
規
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
で
あ
る

（177）



（
資
料
）
連
郭
準
備
政
策
の
国
際
的
側
面

（
三
）
為
替
市
場
の
自
由
化
を
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
経
常
勘
定

上
も
資
本
勘
定
上
も
）
で
あ
る
が
こ
の
こ
と
は
資
本
移
動
を
効
果
的
に
完
全

に
統
制
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
は
既
に
経
験
ず
み
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
、
叉
為
替
取
引
の
厳
重
な
統
制
を
せ
ず
に
為
替
自
由
化
を
究
極
的

に
実
現
す
る
こ
と
は
至
難
中
の
難
事
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
　
（
四
）
連
邦

…
準
備
制
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
再
建
へ
の
貢
献
の
最
も
重
要
な
も
の
は
、
ア

メ
リ
カ
の
金
融
市
場
の
統
制
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
提
供
さ
れ
て
い
る

外
国
証
券
や
国
際
証
券
の
コ
ス
ト
や
性
格
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
決
定
的
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
連
邦
準
備
制
度
の
通
貨
管

理
の
国
際
面
で
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
し
、
国
際
金
融
政
策

的
見
地
か
ら
も
大
き
な
期
待
を
も
た
れ
る
訳
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
於
い
て
、
・
そ
の
活
動
の
全
分
野
に
亘
り
、
そ
の
影
響
の
程
度
と
質

は
経
済
的
準
備
、
技
術
的
熟
練
と
創
造
的
経
済
政
策
の
形
成
と
建
設
如
何
に

か
か
つ
て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ρ

　
二
つ
の
世
界
大
戦
が
世
界
経
済
に
も
た
ら
し
た
破
壊
の
一
つ
の
結
果
は
国

際
経
済
関
係
調
整
の
た
め
に
自
動
的
装
置
を
不
安
の
ま
x
に
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
自
動
装
置
こ
そ
停
止
さ
れ
て
い
る
国
際
金
本
位
制
で
あ
る
。

国
際
金
本
位
制
の
消
失
と
共
に
国
際
金
融
の
・
現
段
階
的
様
相
は
通
貨
管
理
が

重
要
視
さ
れ
、
嘗
っ
て
の
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
が
世
界
の
申
心
で
あ
っ
た
時

代
の
主
軸
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
で
あ
っ
た
如
く
そ
の
役
割
を
果
さ
す
も
の

が
必
要
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
が
I
M
F
で
あ
り
、
I
M
、
F
の
運
営
は

そ
の
理
事
者
の
良
識
と
す
ぐ
れ
た
国
際
経
済
の
診
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
ア

メ
リ
カ
が
こ
の
組
織
の
主
導
権
を
と
る
以
上
、
連
邦
準
備
制
度
の
見
解
が
強

力
に
反
映
す
る
訳
で
あ
る
。

　
過
去
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
金
本
位
制
の
自
動
調
節
作
用
の
下
で
の
各
国
の

弧
立
主
義
は
今
日
で
は
、
も
は
や
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
国
際
経
済
面
で

の
協
力
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
金
融
的
協
同
体
制
は
連
邦
準
備

制
度
を
頂
点
と
す
る
各
国
申
央
銀
行
の
協
力
の
上
に
築
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
以
上
の
叙
述
か
ら
し
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
は
戦
時
中
に
累
積
し
た
多
額
に
達
す
る
国

債
管
理
を
主
な
る
任
務
と
す
る
財
務
省
の
政
策
と
信
用
調
整
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

連
邦
準
備
政
策
を
い
か
に
合
理
的
に
調
整
す
る
か
に
問
題
が
集
中
さ
れ
て
来

た
が
連
邦
準
備
制
度
の
国
際
面
で
の
活
動
も
こ
の
問
題
の
円
滑
な
る
解
決
の

上
に
立
っ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
国
際
金
融
政
策
の
リ
イ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も

つ
ア
メ
リ
カ
の
金
融
当
局
特
に
連
邦
準
備
制
度
に
課
さ
れ
る
課
題
は
非
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

重
大
な
も
の
が
あ
り
各
種
の
委
員
会
で
の
検
討
の
結
果
に
も
こ
れ
が
表
明
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る

　
尚
連
邦
準
備
制
度
の
国
際
金
融
主
導
性
に
つ
い
て
の
文
献
は
資
料
的
意
味

に
於
い
て
外
国
文
献
に
限
り
註
の
後
に
以
下
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

註
（
1
）
　
高
垣
寅
次
郎
編
、
ア
メ
リ
が
経
済
政
策
の
研
究

　
　
　
伊
東
政
吉
、
「
ア
メ
リ
カ
戦
後
の
金
融
政
策
」
経
済
研
究
七
の
㎝

　
（
2
）
　
日
本
畑
銀
行
調
査
局
「
連
邦
一
気
－
備
…
の
金
融
里
心
爪
」

　
（
3
）
　
例
え
ば
安
井
孝
治
「
戦
後
に
於
け
る
連
邦
進
・
備
政
策
の
推
移
」
バ
ン
キ

　
ン
グ
七
七
号

　
大
野
喜
久
之
輔
「
戦
後
連
邦
準
備
政
策
の
特
質
と
問
題
点
－
特
に
公
債
価
格

　
麦
藁
政
策
と
の
関
連
よ
り
み
て
」
神
戸
大
学
経
済
学
部
年
報
4

　
（
4
）
　
菊
・
円
寓
目
δ
負
目
H
Φ
】
）
g
一
9
目
篇
。
器
（
東
京
銀
行
調
査
部
訳
「
ド
ル
」
）
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．
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●
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短
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h
o
§
暮
§
・
…
b
筥
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8
昌
穿
。
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薯
①
g
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司
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9
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Φ
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三
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①
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①
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①
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①
）
b
玉
薬
z
b
o
ロ
。
b
ω
目
b
目
。
。
目
。
ω
b
密
》
閑
国
団
。
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。
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図
。
。
・
諸
宗
。
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や

　
　
　
　
　
こ
の
文
献
リ
ス
ト
の
作
製
に
当
っ
て
は
本
学
図
書
館
、
経
済
経
営
研
究
所
図
書

　　

@
室
所
蔵
の
も
の
を
中
心
と
し
、
本
学
経
済
学
．
部
大
野
喜
久
之
輔
、
本
学
経
営
学
部

　　

@
石
井
隆
一
郎
両
氏
と
の
協
同
作
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
　
（
本
稿
は
文
部
省
科

　　

@
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
附
記
し
て
謝
す
。
）
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事

業

要

專
門
委
員
会

録

一、

A
ジ
ア
経
済
專
門
委
員
会

　
日
本
商
品
の
市
場
と
し
て
、
ま
た
、
原
料
の
供
給
源
と
し
て
日
本
経
済
再

建
に
重
大
な
る
意
義
を
も
つ
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
情
勢
の
理
論
的
な
ら
び
に

実
証
的
研
究
を
進
め
て
い
る
当
研
究
所
ア
ジ
ア
経
済
専
門
委
員
会
は
昭
和
二

十
五
年
九
月
設
立
以
来
、
研
究
報
告
会
三
十
二
回
、
研
究
成
果
の
発
表
を
み

た
る
も
の
主
要
論
文
の
み
三
十
数
篇
、
叢
書
二
冊
を
数
え
た
。
特
に
各
方
面

よ
り
注
目
さ
れ
た
中
国
経
済
情
報
（
月
刊
）
は
、
昭
和
二
十
六
年
一
月
、
第

一
号
を
刊
行
し
て
以
来
第
＝
七
号
を
発
行
す
る
ま
で
実
に
五
年
半
の
長
き

に
渉
り
、
新
中
国
へ
の
世
人
の
関
心
を
う
な
が
そ
う
と
い
う
啓
蒙
的
任
務
を

も
つ
て
刊
行
し
て
き
た
が
、
一
応
そ
の
目
的
を
達
し
た
段
階
に
入
っ
た
の
で
、

昭
和
三
十
】
年
九
月
を
も
つ
て
停
刊
し
、
他
日
、
全
面
的
に
構
想
を
新
た
に

し
て
、
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
年
報
皿
所
載
後
の
研
究
報
告
会
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一、

､
究
報
告
会

昭
和
三
十
二
年
四
月
三
十
日

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

南
米
各
地
を
め
ぐ
っ
て

欧
米
を
め
ぐ
っ
て

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
四
日

　
ア
ジ
ア
経
済
地
理
に
関
し
て

ス
エ
ー
デ
ン

神
戸
大
学
教
授

　
　
田
　
　
　
中

神
戸
大
学
教
授

　
　
藤
　
　
井

薫茂

マ
ラ
ヤ
大
学
教
授

E
・
H
・
G
・
ド
ビ
i
氏
夫
妻

・
バ
ー
グ
ン
山
局
竺
V
商
尋
果
学
校
教
授

　
　
A
　
・
　
ゾ
　
一
　
メ
氏

二
、
中
南
米
経
済
專
門
委
員
会

　
申
南
米
諸
国
の
政
治
経
済
情
勢
、
移
民
問
題
な
ど
を
研
究
す
る
目
的
を
も

つ
て
当
研
究
所
専
門
委
員
会
の
規
定
に
よ
り
、
中
南
米
研
究
会
（
専
門
委
員

会
）
が
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
設
立
さ
れ
、
爾
来
、
研
究
報
告
会
、
在
伯

邦
人
帰
朝
懇
談
会
、
中
南
米
諸
国
駐
日
外
交
官
、
外
務
省
、
民
間
研
究
家
等

を
交
え
懇
談
会
等
の
開
催
、
研
究
成
果
の
刊
行
等
を
行
っ
て
き
た
。
な
お
、

神
戸
大
学
学
生
の
研
究
団
体
「
南
米
研
究
会
」
を
指
導
し
機
関
誌
「
南
米
研

究
」
を
発
行
し
て
い
る
。
年
報
冊
所
載
後
の
研
究
報
三
会
は
次
の
通
り
で
あ

る
Q
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

一、

､
究
報
告
会

昭
和
三
十
二
年
五
月
二
十
五
日

ブ
　
ラ
　
ジ
　
ル
　
一
経
済
…
雑
感

ブ
ラ
ジ
ル
東
山
農
場
麦
配
人

　
　
農
学
博
士
山
本
喜

誉
　
司
氏

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
云
う
迄
も
な
く
農
業
中
心
の
低
開
発
団
の
範
疇
に
属
す
る
が
、

今
か
ら
約
五
十
年
前
に
は
じ
．
め
て
日
本
移
民
が
入
り
こ
ん
だ
頃
と
は
、
全
く

近
代
化
さ
れ
て
来
て
い
る
。

　
農
業
で
は
コ
ー
ヒ
栽
培
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
日
本
人
は
こ
の
コ
ー
ヒ

産
業
の
弐
心
で
あ
る
。
明
治
の
末
葉
に
海
外
雄
飛
の
志
に
燃
え
て
渡
伯
し
、

悪
条
件
と
岡
っ
て
粒
々
辛
苦
の
上
、
成
功
を
お
さ
め
た
日
本
移
民
は
ブ
ラ
ジ

ル
農
業
の
か
く
べ
か
ら
ざ
る
担
い
手
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
今
日
、
産

を
成
す
も
の
多
く
土
地
所
有
者
の
中
に
は
邦
貨
換
算
数
億
円
に
上
る
農
園
主

が
あ
る
。
邦
人
は
コ
ー
ヒ
栽
培
の
み
で
な
く
西
欧
人
の
好
む
香
料
で
あ
る
胡

椒
の
生
産
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
南
部
は
地
味
が
肥
え
て
い
る
が
ア
マ
ゾ

ン
は
悪
条
件
で
あ
り
日
本
人
は
特
に
こ
こ
で
辛
酸
を
経
て
農
業
研
究
を
行
っ

て
画
期
的
偉
業
を
成
し
つ
つ
あ
り
陸
稲
や
棉
に
迄
も
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
、

単
に
熱
帯
農
作
物
と
云
わ
れ
る
も
の
の
踏
襲
に
の
み
甘
ん
じ
て
い
な
い
不
屈

の
精
神
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　
東
山
農
場
も
之
等
の
日
本
移
民
の
研
究
心
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
も
色
々
と

過
去
努
力
を
し
て
来
た
。

　
第
二
次
大
戦
が
日
本
の
敗
戦
と
な
る
迄
は
日
本
移
民
の
終
局
の
目
標
は
成

功
の
錦
を
故
郷
に
か
ざ
り
、
祖
国
日
本
で
老
後
を
安
ら
か
に
過
す
た
め
の
毎

日
の
不
携
の
努
力
で
あ
り
ブ
ラ
ジ
ル
に
永
住
す
る
意
欲
は
極
め
て
低
か
っ
た

が
戦
後
は
永
住
の
決
心
を
明
確
に
せ
ざ
．
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
人
第
二
世
の
経
済
界
、
政
界
へ
の
進
出
は
移
民
五
十
年
を
迎
え
非
常

に
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
入
の
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
へ
の
同
化
と
寄

与
に
対
し
て
日
本
本
国
で
も
移
民
の
送
り
出
し
に
当
っ
て
も
優
秀
な
る
人
材

の
選
抜
に
心
が
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
永
久
的
植
民
地
獲
得
と
い
え
ば
、
用

語
は
悪
い
が
平
和
的
領
土
の
拡
張
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
か
け
る
と
い
う
意
味
で
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
移
民
が
と
も
す
れ
ば
労
せ
ず
し
て
千
金
、
を
夢
み
て

渡
伯
す
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
叉
資
本
進
出
に
つ
い
て
も
例
え
ば
富
士
銀
行
や
東
京
銀
行
や
三
菱
系
の
場

合
で
も
現
地
の
財
政
金
融
事
情
の
綿
密
な
把
握
の
上
に
立
っ
て
叉
、
現
地
ブ

ラ
ジ
ル
当
局
の
意
向
を
よ
く
研
究
し
又
日
本
人
移
民
の
資
本
を
蒐
め
る
際
に

も
よ
く
移
民
の
心
理
を
構
え
た
行
き
方
を
す
る
車
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
安
易
な
る
行
き
方
は
日
本
の
場
合
、
断
じ
て
と
る
べ
き
で
な
い
。

西
欧
資
本
及
び
西
欧
資
本
の
進
出
が
成
功
し
而
も
、
し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ジ
ル

経
済
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
現
実
を
率
直
に
反
省
し
て
、
そ
の
教
訓
に
学
ぶ

態
度
が
特
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
い
よ
い
よ
壮
年
期
に
入
ら
ん
と
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
豊
富
な
資
源
の
宝
庫
の

扉
を
押
し
あ
け
る
者
を
ロ
バ
管
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
藤
田
記
）
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昭
和
三
十
二
年
十
二
月
四
日

ブ
ラ
ジ
ル
の
経
洛
一

　
　
　
　
金
融
問
題
の
特
質
に
つ
い
て

南
米
銀
行
専
務
取
締
役

　
　
宮
　
　
坂
　
　
国

人
氏

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
所
謂
人
口
稀
薄
で
天
然
資
源
は
石
炭
を
除
き
す
べ
て
豊
富
に

埋
蔵
さ
れ
て
い
る
未
開
発
国
で
あ
り
主
要
産
業
は
輸
出
産
業
と
な
っ
て
い
る

農
業
特
に
コ
ー
ヒ
栽
培
業
で
あ
る
。
世
界
の
コ
ー
ヒ
の
九
割
迄
は
ブ
ラ
ジ
ル

で
産
出
す
る
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
国
が
後
進
国
で
あ
る
こ
と
は
モ
ノ
カ
ル
チ
ア
型
で
あ
る
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
が
新
旧
文
明
の
混
在
し
た
広
大
な
地
域
を
擁
し
て
い
る
こ
と

で
も
分
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
奥
地
ア
マ
ゾ
ン
の
叢
林
で
は
動
物
同
様
で
ロ
ビ
ジ
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
以
前
の
幼
稚
な
経
済
生
活
が
土
着
イ
ン
デ
ア
ン
の
中
で
営
ま
れ
て
お

り
、
わ
っ
か
な
交
換
経
済
す
ら
見
ら
れ
ず
勿
論
金
銭
の
授
受
は
な
く
木
の
皮

や
木
の
葉
の
家
屋
で
自
然
の
な
す
木
の
実
や
鳥
肉
・
魚
を
手
づ
か
み
で
獲
て

食
と
す
る
生
活
が
あ
る
か
と
思
う
と
近
代
生
活
の
極
が
リ
オ
や
サ
ン
パ
ウ
p

で
は
見
ら
れ
建
築
に
つ
い
て
も
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
見
ら
れ
ぬ
最
新
式
の
高
層

ビ
ル
が
林
立
し
そ
こ
に
住
む
人
々
は
、
最
新
の
文
化
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
い
る
と
い
う
風
に
極
端
な
る
混
在
の
存
立
が
特
徴
で
あ
る
。

　
は
て
し
な
い
土
地
と
め
ぐ
ま
れ
た
資
源
を
も
つ
た
め
労
せ
ず
し
て
生
活
が

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

可
能
で
あ
る
た
め
に
勤
労
意
欲
は
低
く
文
明
生
活
を
楽
し
む
都
会
人
は
ご
く

先
進
国
の
プ
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
贅
沢
を
模
回
す
る
た
め
に
貯
蓄
性
向

は
至
っ
て
低
く
、
そ
の
日
暮
し
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
銀

行
の
預
金
も
非
常
に
少
額
で
あ
り
投
資
は
外
国
資
本
の
流
入
に
ま
つ
よ
り
は

外
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
貨
幣
保
有
性
向
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
現
地
人
は
じ

め
在
留
邦
人
に
も
至
っ
て
低
く
、
却
っ
て
現
物
投
資
と
い
う
か
、
土
地
所
有

へ
の
関
心
は
極
め
て
強
い
。
農
業
国
の
国
民
即
ち
農
民
の
土
地
へ
の
執
着
の

強
さ
は
何
処
で
も
同
じ
で
あ
る
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
特
に
甚
し
い
。
南
米
銀

行
も
発
足
当
時
は
預
金
を
邦
人
か
ら
集
め
る
の
に
非
常
に
苦
労
し
投
資
の
た

め
の
資
金
を
民
間
の
休
息
資
本
か
ら
蒐
集
す
る
場
合
所
謂
金
融
的
説
明
を
忍

耐
強
く
一
人
一
人
に
説
い
て
歩
い
た
程
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
富
裕
な
国
家
を
背
景
と
し
て
い
る
た
め
行
動
が
ス
ロ
ー
モ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
万
事
に
つ
け
て
楽
観
主
義
で
あ
る
の
で
金
融
問
題
の
解
決

も
容
易
で
は
な
い
。
現
在
の
金
融
聞
題
は
外
資
導
入
で
あ
る
が
現
実
に
現
地

人
の
眼
前
で
膏
利
潤
の
す
ぐ
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
も
の
で
な
い

限
り
現
地
資
本
は
投
下
さ
れ
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
資
本
進
出
が
日
本
の

大
蔵
省
の
為
替
管
理
の
た
め
に
資
本
を
現
地
で
合
弁
的
に
調
達
せ
ね
ば
な
ら

な
い
場
合
に
特
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
日
本
の
資
本
は
西
欧
に
比
し
弱
小

で
あ
り
ブ
ラ
ジ
ル
の
財
界
は
西
欧
人
で
抑
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
技
術
進
出
が

最
も
有
効
で
あ
る
と
思
う
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
金
融
問
題
で
大
切
な
の
は
今
一
つ
は
赤
字
予
算
に
よ
る
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
之
は
当
初
か
ら
赤
字
を
過
大
に
計
上
す
る
ブ
ラ
ジ

ル
の
予
算
編
成
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
。
（
藤
田
記
）
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

部
門
研
究
会

、

辞
戸
貿
易
研
究
会

　
神
戸
貿
易
研
究
会
は
、
学
会
と
業
界
と
の
知
識
の
交
流
に
よ
り
、
我
国
貿

易
の
振
興
樹
立
の
目
的
を
も
つ
て
、
当
研
究
所
長
柴
田
銀
次
郎
教
授
が
主
査

と
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
神
戸
商
工
会
議
所
に
お
い
て
結
成
さ
れ
、
更

に
第
三
十
三
回
例
会
よ
り
は
、
当
研
究
所
川
田
富
久
雄
教
授
が
主
査
と
な
り
、

研
究
報
告
会
を
継
続
し
て
い
る
。
年
報
皿
所
載
後
の
研
究
報
告
会
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
第
三
十
八
回
（
昭
和
三
十
二
年
六
月
七
日
）

　
　
　
　
ブ
ラ
ジ
ル
の
商
慣
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
人
氣
質
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齊
　
　
藤
　
　
広
　
　
志

第
一
二
⊥
T
九
同
【
　
（
昭
和
一
二
十
二
年
八
日
〃
山
ハ
ロ
昌
）

　
　
輸
出
入
取
引
法
成
立
の
由
來
と

　
　
　
そ
の
経
過
な
ら
び
に
今
女
改
正
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
外
大
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
井
　
　
省
　
　
三

二
、
金
融
研
究
会

　
金
融
研
究
会
は
神
戸
経
済
大
学
経
済
研
究
所
金
融
調
査
室
研
究
会
を
継
承

し
、
新
庄
教
授
主
任
と
な
り
金
融
問
題
を
理
論
的
、
実
際
的
に
研
究
す
る
目

的
で
再
発
足
し
定
例
研
究
会
を
行
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
神
戸
大
学
経
済

経
営
研
究
所
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
金
融
関
係
教
授
を
中
心
と
し
た
学
界

側
と
京
阪
神
に
本
店
を
も
つ
銀
行
調
査
部
関
係
の
人
々
に
よ
る
業
界
側
か
ら

成
立
っ
て
い
る
。

　
昭
和
二
＋
二
年
四
月
以
降
、
研
究
会
を
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
内
で

開
催
し
て
い
る
が
年
報
皿
所
載
後
の
研
究
報
告
及
び
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

第
六
八
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
二
年
五
月
十
目
）

金
融
資
本
の
本
質
と
そ
の
現
象
形
態

－
日
本
金
融
資
本
の
形
威
過
程
序
説
－

神
戸
大
学
経
済
学
部
助
教
授

　
　
　
　
新
　
野
　
幸

次
　
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
1

　
こ
の
報
告
は
、
日
本
金
融
資
本
の
形
成
過
程
と
そ
の
特
質
に
関
す
る
研
究

の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、

日
本
に
お
け
る
銀
行
資
本
お
よ
び
産
業
資
本
の
具
体
的
客
観
的
な
把
握
の
な

か
で
取
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
概
念
の
多
義
性
と
不
明
確
さ

（　188　）



と
の
た
め
に
、
こ
の
こ
と
ば
が
乱
用
さ
れ
て
い
る
実
情
を
考
え
、
始
め
に
こ

の
よ
う
な
問
題
を
取
扱
う
こ
と
も
必
ず
し
も
無
意
昧
で
な
い
と
考
え
た
。

　
　
　
　
　
　
皿

　
金
融
資
本
と
い
う
概
念
は
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
大
略
次
の
如
く
分
類
で
き
る
。
　
ω
現
段
階
に
お
け
る
銀
行
資
本
の
影
響

力
と
作
用
の
巨
大
さ
か
ら
、
銀
行
資
本
の
う
ち
、
と
く
に
大
き
な
も
の
を
指

し
て
い
る
…
場
合
。
　
②
一
般
に
「
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
ン
グ
の
定
義
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
。
　
個
「
レ
ー
ニ
ン
の
規
定
」
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
ω
は
あ
き
ら
か
に
、
と
く
に
こ
の
概
念
の
有
効
性
を
保
証

す
る
も
の
で
は
な
く
、
無
規
定
無
内
容
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
②
は
③
の
批
判
が

生
ず
る
よ
う
に
、
不
十
分
で
あ
る
ば
か
り
か
、
こ
の
概
念
を
ド
イ
ツ
資
本
主

義
の
特
殊
形
態
に
あ
ま
り
に
密
着
さ
せ
す
ぎ
た
た
め
に
本
質
論
と
し
て
必
ず

し
も
明
確
で
な
い
。
も
っ
と
も
、
資
本
主
義
の
新
し
い
傾
向
の
発
見
と
し
て

の
位
置
か
ら
見
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
圖
は
一
般
に
ヒ
ル
フ
プ
ー
デ

ン
グ
説
の
批
判
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
の
観
点
か
ら
み
る
限
り
、
そ
の

意
味
を
深
く
広
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
殊
に
、
②
の
通
俗
的
理
解
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
金
融
資
本
探
し
」
の
如
き
、
非
科
学
的
態
度
が
生
れ
、
而
も
②

の
通
俗
的
理
解
を
金
融
資
本
の
本
質
と
す
る
所
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
複
雑
な

形
態
を
、
す
べ
て
特
殊
的
現
象
形
態
と
考
え
る
態
度
が
生
れ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
連
関
を
つ
け
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
m

　
以
上
の
観
点
か
ら
、
ヒ
ル
フ
ア
ー
デ
ン
グ
の
所
説
を
再
吟
味
し
た
結
果
、

わ
れ
わ
れ
は
金
融
資
本
を
資
本
の
集
積
・
集
中
に
典
型
的
に
現
わ
れ
た
巨
大

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

資
本
設
備
に
よ
る
競
争
の
な
か
で
の
、
資
本
蓄
積
の
新
し
い
形
式
、
（
し
た
が

っ
て
ま
た
支
配
の
新
形
態
）
と
し
て
の
金
融
資
本
の
必
然
性
を
見
出
す
。
そ

の
い
み
で
は
宇
野
教
授
の
業
績
に
負
う
所
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。

　
資
本
蓄
積
の
諸
形
態
、
し
た
が
っ
て
ま
た
経
済
構
造
の
諸
形
態
は
、
何
よ

り
も
主
と
し
て
夫
々
の
国
の
、
封
建
制
が
い
つ
、
如
何
な
る
形
態
で
、
い
か

に
し
て
資
本
制
に
移
行
し
た
か
、
お
よ
び
そ
の
後
の
発
展
形
態
に
依
存
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
か
か
る
も
の
と
し
て
の
金
融
資
本
の
具
体
的
形
態
は
、
叙
上

の
性
質
に
よ
っ
て
国
に
よ
っ
て
異
っ
て
発
現
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
単
な
る
銀

行
資
本
と
産
業
資
本
と
の
融
合
、
も
し
く
は
、
前
者
に
よ
る
後
者
の
支
配
、

等
々
い
わ
ゆ
る
②
的
通
俗
見
解
か
ら
は
、
前
述
し
た
金
融
資
本
探
し
、
乃
至

P
・
ス
ウ
イ
ジ
ー
的
解
釈
が
生
れ
る
に
止
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
叙
上
の
分
析
に
よ
っ
て
、
本
来
自
由
競
争
的
資
本
に
対

す
る
独
占
資
本
と
、
金
融
資
本
と
の
関
連
も
朋
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
私
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
主
と
し
て
抽
象
的
に
報
告
し
た
が
、
そ

の
さ
い
、
新
庄
教
授
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
、
具
体
的
な
問
題
と
も
関
連

さ
せ
乍
ら
、
多
く
の
点
を
教
え
て
頂
い
た
。
附
記
し
て
、
本
委
員
会
の
皆
様

に
謝
意
を
表
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。
い
つ
れ
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は

別
の
機
会
に
十
分
考
慮
し
た
い
と
思
う
。

（　189　）



事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

第
六
九
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
）

戦
後
連
邦
準
備
銀
行
政
策
の
諸
特
徴
に
つ
い
て

　
1
特
に
公
債
価
格
支
持
政
砕
策
と
の
関
連
に
お
い
て
一

神
戸
大
学
経
済
学
部
講
師

　
　
　
　
大
　
野
　
喜

久
　
之
　
輔

　
独
占
資
本
主
義
の
確
立
を
基
盤
と
し
て
い
る
国
家
の
経
済
へ
の
介
入
の
増

加
、
財
政
の
国
民
経
済
に
占
め
る
地
位
の
増
大
、
財
政
政
策
の
直
接
的
・
積

極
的
方
策
と
し
て
の
優
位
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
自
由
主
義
的
資
本
主
義
を
基

調
と
し
た
従
来
の
金
融
政
策
は
一
九
三
〇
年
代
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
ま
た
理
論
的
な
分
野
に
お
い
て
も
金
利
政
策
を
中
軸
と
す
る
従
来
の
金
融

政
策
に
疑
問
が
投
げ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
に
基
づ
き
、
特
に
第
二
次
大
戦
期
よ
り
、
金
融
政
策
は
財

政
政
策
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
（
金
利
固
定
政
策
）
。

　
し
か
し
、
戦
後
の
「
高
圧
力
」
経
済
の
も
と
で
は
引
締
的
手
綱
と
し
て
の

金
融
政
策
の
魅
力
は
見
逃
せ
な
い
。
特
に
現
実
の
財
政
収
支
が
経
済
的
要
求

に
対
応
し
て
い
な
い
（
し
え
な
い
）
時
に
は
尚
の
こ
と
、
そ
う
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
金
融
政
策
復
活
の
声
が
起
る
が
、
公
債
管
理
の
必
要
、
巨
額

公
債
現
存
の
事
実
を
前
に
し
て
金
融
政
策
が
有
効
に
働
き
う
る
で
あ
ろ
う
か

が
問
題
と
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
報
告
で
は
、
戦
後
連
邦
準
備
銀
行
政
策
が
復
活
し
て
ゆ
く
過
程
と
そ
の

論
拠
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
現
行
の
政
策
の
指
導
的
理
念
と
し
て
の
次
の
二
つ

の
見
解
に
対
し
て
疑
問
を
提
出
し
た
。

　
（
一
）
　
金
利
政
策
の
使
用
は
公
債
が
巨
額
に
な
っ
て
い
る
時
、
証
券
市
場

に
混
乱
を
も
た
ら
さ
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
有
効
で
す
ら
あ
る
。

　
（
二
）
　
連
邦
準
備
銀
行
の
公
開
市
場
操
作
は
財
務
省
証
券
に
限
っ
た
方
が
、

金
融
政
策
に
と
っ
て
も
、
証
券
市
場
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。

（
こ
れ
に
対
す
る
反
対
の
論
拠
な
ら
び
に
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
神
戸

大
学
・
経
済
学
研
究
・
年
報
第
四
号
所
掲
「
戦
後
連
邦
準
備
銀
行
政
策
の
特

質
と
問
題
卓
一
特
に
公
債
価
格
支
持
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
」
を
参
照

さ
れ
た
い
）

第
七
十
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
四
日
）

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
と

　
　
　
　
　
　
清
費
者
．
信
用
に
つ
い
て

神
戸
大
学
経
営
学
三
助
手

　
　
　
　
石
　
　
井

隆
　
　
一
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
一

　
米
国
に
お
い
て
商
業
銀
行
が
消
費
者
信
用
に
積
極
的
且
つ
組
織
的
に
の
り

出
し
た
の
は
最
近
三
〇
年
以
内
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
消
費
者

信
用
は
商
業
銀
行
の
伝
統
的
な
業
務
の
枠
外
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
八
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ナ
シ
。
ナ
ル
シ
テ
ィ

バ
ン
ク
が
個
人
貸
付
部
を
開
設
し
て
以
来
、
商
業
銀
行
で
個
人
貸
付
部
を
も

つ
て
消
費
者
信
用
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
が
増
加
し
、
い
ま
や
商
業
銀
行
貸
出
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総
額
の
風
湿
〇
％
と
重
要
な
消
費
者
信
用
の
供
給
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二

「
消
費
者
信
用
の
膨
張
に
と
も
な
っ
て
消
費
者
信
用
の
規
制
が
連
邦
準
備
当

局
の
重
要
な
問
題
と
な
る
に
至
っ
た
。
消
費
者
信
用
の
規
制
は
、
一
九
四
一

年
大
統
領
が
行
政
命
令
に
よ
り
連
邦
準
備
制
度
理
專
会
に
対
し
一
時
的
に
消

費
者
信
用
統
制
の
権
限
を
与
え
、
こ
れ
に
基
き
同
年
九
月
理
事
会
が
規
則
W

を
制
定
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
戦
後
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
は
消
費
者

信
用
統
制
の
権
限
を
恒
久
的
に
与
え
ら
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
議
会

の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
規
則
W
は
一
九
四
七
年
廃
止
さ
れ
た
。
四
八

年
一
時
的
に
復
活
さ
れ
た
が
翌
年
再
び
廃
止
、
そ
の
後
一
九
五
〇
年
朝
鮮
動

乱
の
勃
発
に
よ
り
国
防
生
産
法
が
制
定
さ
れ
る
に
及
び
再
度
復
活
さ
れ
た
が
、

五
二
年
六
月
同
法
の
改
正
に
よ
り
停
止
さ
れ
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
、
し
か

し
一
九
五
五
年
の
ブ
ー
ム
の
苦
い
経
験
か
ら
、
最
近
に
お
い
て
連
邦
準
備
当

局
が
消
費
者
信
用
統
制
の
権
限
を
平
素
よ
り
与
え
ら
る
べ
き
か
否
か
に
関
し

議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
、
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
は
こ
れ
を
否
と
す
る
意
見

を
表
明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
利
子
率
の
僅
か
な
騰
貴
が
商
業
銀
行
と
そ
の
他
金
融
機
関
の
政
府
証
券
か

ら
貸
出
へ
の
ス
イ
ッ
チ
を
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
と
の
ロ
ー
ザ
（
菊
・
く
。
即
O
g
D
P
）
の

議
論
は
、
各
種
の
こ
れ
に
対
す
る
逆
の
流
れ
が
勘
定
に
入
れ
ら
れ
る
時
、
　
一

九
五
五
年
の
場
合
に
そ
の
支
え
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
期
問
を
通
じ

て
利
子
率
は
騰
貴
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
商
業
銀
行
と
そ
の
他
金
融
機
関
は
】

般
大
衆
へ
の
政
府
証
券
の
売
却
か
ら
企
業
へ
の
貸
出
を
急
激
に
拡
張
し
て
い

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

た
。
こ
の
時
、
消
費
者
信
用
の
引
締
め
は
あ
る
程
度
か
か
る
ス
イ
ッ
チ
を
抑

制
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
選
択
的
な
消
費
者
信
用
統
制
は
自

由
価
格
制
度
へ
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
干
渉
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
依
然
支
配

的
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
か
ね
合
い
で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
消
費
者
信
用
は
そ
の
目
的
が
個
人
的
消
費
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
返
済
の

た
め
の
資
金
源
が
将
来
所
得
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
が
企
業
金
融

と
の
差
を
つ
く
る
。
し
か
し
企
業
金
融
を
す
べ
て
安
全
な
り
と
し
、
企
業
に

お
け
る
商
品
の
売
却
が
円
滑
に
進
行
す
る
た
め
の
消
費
者
に
対
す
る
貸
付
を

安
全
な
る
ざ
る
も
の
と
し
て
峻
別
す
る
態
度
は
理
論
的
に
い
っ
て
も
問
題
が

あ
る
。
こ
の
点
と
関
連
し
て
最
近
プ
ロ
ク
ノ
ー
（
一
坐
●
＜
●
辛
目
O
O
犀
冨
O
ミ
）
が
新

ら
し
い
銀
行
流
動
性
理
論
と
し
て
「
期
待
所
得
理
論
」
を
展
開
し
て
い
る
の

が
わ
れ
わ
れ
の
注
目
を
惹
く
。

第
六
十
八
回
経
済
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
所
講
演
会

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
二
日

南
　
米
　
講
　
演
　
会

　
久
し
く
申
断
さ
れ
て
い
た
研
究
所
講
演
会
が
研
究
所
創
立
三
十
五
周
年
を

記
念
し
て
復
活
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
十
二
月
二
日
午
後
六
時
よ
り
神
戸
聴
聞
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事
　
　
業

要
　
　
録

会
館
四
階
集
会
室
（
神
戸
新
聞
社
文
化
セ
ン
タ
ー
・
K
C
C
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
中
南
米
講
座
新
設
の
披
露
を
も
兼
ね
て
南
米
問
題
に
テ
ー
マ
を
限

定
し
て
三
人
の
講
師
が
夫
々
専
門
的
な
立
場
か
ら
非
常
に
広
範
囲
に
亙
る

（
高
校
生
か
ら
一
般
婦
人
に
至
る
）
　
一
般
聴
衆
に
理
解
し
易
い
話
題
を
選
定

し
た
が
予
想
外
の
好
評
を
博
し
会
場
を
う
づ
め
る
参
会
者
は
長
時
間
の
講
演

と
田
中
薫
教
授
の
ス
ラ
イ
ド
の
終
了
す
る
迄
熱
心
に
終
始
、
静
聴
さ
れ
た
の

は
感
慨
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
語
頭
、
柴
田
所
長
よ
り
講
演
会
の
開
会
の
辞
に
於
い
て
神
戸
大
学
経
済
経

営
研
究
所
の
前
身
の
神
戸
高
商
商
業
研
究
所
が
大
正
八
年
設
立
さ
れ
て
か
ら

数
十
回
の
公
開
講
演
を
行
っ
て
来
た
が
戦
争
と
共
に
途
絶
え
て
い
た
の
を
今

回
、
神
戸
に
関
心
の
深
い
南
米
問
題
を
と
り
上
げ
て
復
活
し
た
こ
と
を
強
調

さ
れ
、
講
演
に
移
り
、
閉
会
の
辞
に
立
つ
た
神
戸
新
聞
社
の
原
社
会
事
業
局

次
長
は
こ
の
種
講
演
会
に
つ
き
ま
と
う
聴
衆
動
員
難
が
雲
散
霧
消
し
た
今
回

の
成
功
を
喜
び
且
つ
讃
え
、
い
よ
い
よ
今
後
の
神
戸
に
於
い
て
の
学
術
講
演

会
開
催
の
意
義
を
再
認
識
し
た
旨
述
べ
ら
れ
た
。

一
、
南
米
の
産
業
金
融
問
題

経
済
経
営
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
藤
　
　
田

正

寛

　
　
　
　
　
一
、
南
米
の
経
済
的
特
徴

　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
所
謂
後
進
国
で
あ
り
政
治
的
に
も
経
済
的
に

も
先
進
諸
国
に
と
り
魅
力
あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
南
米
諸
国
は
そ

の
国
土
の
広
大
さ
と
天
然
資
源
の
豊
富
さ
（
モ
ノ
カ
ル
チ
ユ
ブ
に
特
徴
づ
け

ら
れ
る
型
を
示
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
食
肉
、

羊
毛
、
チ
リ
ー
の
銅
、
ヴ
エ
ネ
ズ
エ
ラ
の
石
油
、
ボ
リ
ビ
ア
の
錫
、
ウ
ル
グ

ブ
イ
の
羊
毛
で
あ
り
、
単
一
耕
作
は
外
国
市
場
へ
の
依
存
度
が
大
き
く
な
ら

ざ
る
を
得
な
く
、
景
気
の
変
動
に
よ
り
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
甚
し
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
自
国
経
済
の
隷
属
性
を
強
め
る
こ
と
に
も
な
る
）
に
比
し
て
人

口
の
稀
薄
な
こ
と
（
国
土
の
総
面
積
が
世
界
の
一
三
％
を
占
め
る
の
に
対
し

人
口
は
世
界
人
口
の
五
％
弱
）
が
一
般
に
ア
ジ
ア
の
後
進
国
の
場
合
程
深
刻

な
貧
困
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ず
、
い
わ
ば
余
裕
の
あ
る
未
開
発
地
域
と
い
う

の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
的
貧
困
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
さ
の
相
違
は
一
人
当
り
国

民
所
得
が
平
均
一
七
〇
ド
ル
（
最
高
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
三
五
〇
ド
ル
、
ウ

ル
グ
ア
イ
の
三
三
〇
ド
ル
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
三
二
〇
ド
ル
で
最
低
は
ボ
リ

ヴ
イ
ア
の
六
〇
ド
ル
）
を
南
米
諸
国
が
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
ジ
ア
で

は
五
〇
ド
ル
（
最
高
は
日
本
の
一
〇
〇
ド
ル
、
最
低
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
三

〇
ド
ル
）
に
過
ぎ
ず
ア
メ
リ
カ
が
一
四
五
〇
ド
ル
で
世
界
の
平
均
を
一
〇
〇

と
し
た
場
合
、
四
七
八
を
示
せ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
六
五
、
ソ
連
一
三
五
、
南

米
七
四
、
ア
ジ
ア
ニ
ニ
と
い
う
数
字
が
如
実
に
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
的
貧
困
は
産
業
の
中
心
が
、
も
っ
と
も
能
率
の
悪
い
原
始
的
経
営
の

農
業
に
非
常
に
凋
密
な
人
口
が
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
質
を
そ
の
経
済
構
造
の
中
に
も
つ
南
米
諸
国
で
は
近
代
国

家
へ
の
息
吹
を
近
次
と
み
に
強
く
見
せ
、
所
謂
資
本
制
へ
の
移
行
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
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ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
特
に
南
米
の
大
国
た
る
A
・
B
・
C
即
ち
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
ー
の
経
済
は
非
常
に
近
代
的
な
工
業
が
一
部

に
あ
り
近
代
都
市
の
出
現
と
共
に
そ
こ
で
は
近
代
文
明
が
築
か
れ
て
ア
メ
リ

カ
等
に
見
ら
れ
る
景
気
政
策
の
指
標
と
も
な
る
よ
う
な
建
築
ブ
ー
ム
さ
え
見

ら
れ
る
の
に
反
し
奥
地
は
勿
論
、
こ
の
都
心
を
離
れ
る
こ
と
一
歩
に
し
て
た

ち
ま
ち
原
始
的
経
済
生
活
が
始
ん
ど
の
地
域
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
早
期
諸
国
の
真
の
独
立
達
成
の
た
め
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
点
で

あ
ろ
う
。

　
近
代
化
へ
の
道
は
当
然
、
工
業
化
計
画
の
遂
行
推
進
に
あ
る
。
所
謂
典
型

的
な
経
済
発
展
段
階
を
順
調
に
経
過
せ
ず
に
一
挙
に
工
業
国
家
化
し
て
先
進

国
、
就
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
や
ア
メ
リ
カ
と
の
鎖
を
断
つ
こ
と
が
至
上

命
令
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
恰
も
日
本
が
明
治
開
国
と
共
に
と
っ
た
産
業
資

本
の
確
立
へ
の
国
家
資
本
の
援
助
と
国
家
資
本
自
ら
に
よ
る
工
業
化
の
た
め

の
資
本
投
下
の
よ
う
な
形
態
が
之
等
の
国
々
で
見
ら
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

於
け
る
ペ
ロ
ン
に
よ
る
第
一
次
、
第
二
次
の
五
力
年
計
画
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ル
テ
・
プ
ラ
ン
等
が
こ
の
例
で
あ
る
。
ぺ
p
ン
は
民
族
・
王
義
の
旗
の
下
に
外

国
資
本
の
駆
逐
に
よ
る
経
済
自
立
の
た
め
に
先
ず
動
力
と
鉄
道
の
国
営
の
計

画
を
行
っ
た
が
国
営
企
業
の
失
敗
を
赤
字
で
埋
合
す
た
め
に
財
政
政
策
を
あ

や
ま
り
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
激
化
さ
せ
、
さ
な
き
だ
に
本
源
的
蓄
積
の
な

い
こ
の
後
進
国
の
経
済
を
危
く
し
、
叉
そ
の
支
持
層
で
あ
っ
た
労
働
者
の
賃

上
げ
の
要
求
と
自
立
計
画
推
進
の
た
め
の
資
本
不
足
を
結
局
、
外
資
に
求
め

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
民
族
主
義
者
の
反
対
を
う
け
政
権
を
奪
わ
れ

る
に
至
っ
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
そ
の
後
親
米
政
権
に
よ
り
為
替
の
単
一

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

相
場
設
定
を
は
じ
め
と
す
る
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
報
告
を
申
心
と
す
る
政
策
が
と

ら
れ
た
が
そ
の
後
ベ
リ
エ
ル
・
プ
ラ
ン
に
よ
り
資
本
財
の
輸
入
の
緩
和
や
公

定
為
替
市
場
で
の
ド
ル
赤
字
軽
減
策
、
補
助
金
の
廃
止
、
物
価
統
制
の
廃
止
、

賃
上
げ
の
ス
ト
ッ
プ
、
増
税
に
よ
り
経
済
危
機
を
克
服
せ
ん
と
し
た
が
賃
上

げ
凍
結
が
閣
内
の
反
対
で
こ
の
プ
ラ
ン
は
画
餅
に
帰
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
自
立
政
策
は
ク
ビ
チ
ッ
ク
に
よ
り
引
つ
が

れ
た
も
の
の
外
資
依
存
政
策
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
事
情
か
ら
自
立
化
は
む

し
ろ
後
退
し
て
い
る
と
見
て
も
よ
い
。
之
等
の
南
米
諸
国
の
輸
出
産
業
は
既

述
の
如
く
農
業
が
主
で
そ
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
景
気
に
左

右
さ
れ
る
と
こ
ろ
甚
大
で
ア
メ
リ
カ
の
原
料
基
地
で
あ
る
限
り
ア
メ
リ
カ
の

こ
こ
か
ら
の
原
料
輸
入
関
係
如
何
が
大
き
く
ひ
び
く
訳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
、
南
米
の
金
融
制
度
の
特
質

　
後
進
国
で
あ
る
の
で
金
融
制
度
の
近
代
化
は
殆
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
例
は
中
央
銀
行
を
と
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
南
米
の
中
央
銀
行
は
四
つ

の
範
疇
に
分
け
ら
れ
る
。

吋
、
割
引
銀
行
　
ボ
リ
ビ
ア
、
チ
リ
i
、
エ
ク
ア
ド
ー
ル
、
ペ
ル
ー
。

二
、
近
代
的
中
央
銀
行
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
。

三
、
綜
合
銀
行
　
商
業
銀
行
的
機
能
も
産
業
銀
行
的
機
能
も
併
せ
も
つ
も
の
。

　
グ
ア
テ
マ
ラ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
。

四
、
中
央
銀
行
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
政
府
金
融
機
関
叉
は
そ
の
類
似
機
関

　
と
し
て
財
務
代
理
を
行
い
、
商
業
銀
行
業
務
や
抵
当
銀
行
業
務
等
も
並
行

　
し
て
営
ん
で
い
る
も
の
。
　
　
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
Q

　
南
米
諸
国
民
は
そ
の
国
民
性
か
ら
も
貯
蓄
性
向
低
く
、
資
本
蓄
積
の
た
め
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録

に
銀
行
へ
預
入
を
す
る
迄
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
も
あ
り
、
銀
行
政
策
が
政

府
に
よ
り
行
わ
れ
、
特
に
中
央
銀
行
の
金
利
政
策
が
一
国
の
金
融
政
策
に
と

り
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
所
謂
近
代
的
金
融
体
系
が
確
立
し
て
い

な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
資
本
制
の
高
度
化
し
た
諸
国
で
見
ら
れ
る
固
有
の
意
味
で
の
産
業
金
融

雨
音
。
・
巳
巴
嘗
碧
8
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
こ
の
面
は
外
国
資
本
に
負
う
て

い
る
。

　
南
米
で
は
産
業
資
金
を
う
る
た
め
に
各
国
と
も
財
政
政
策
の
一
環
と
し
て
、

複
数
レ
ー
ト
制
度
を
為
替
面
で
布
い
て
之
を
財
源
と
し
て
、
工
業
化
を
進
め

た
が
時
代
の
進
運
に
遅
れ
ぬ
た
め
に
は
、
一
本
レ
ー
ト
が
必
要
と
な
り
つ
N

あ
る
。
そ
こ
で
外
資
に
よ
る
多
量
の
資
本
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
訳
で
あ
る
。

　
商
業
銀
行
も
前
述
の
如
ぎ
一
般
大
衆
の
貯
蓄
態
度
か
ら
雇
愚
な
資
本
を
も

つ
て
い
ず
叉
そ
の
た
め
も
あ
り
、
貸
付
は
短
期
商
業
貸
付
の
み
に
限
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
の
農
工
業
信
用
局
が
農
業
金
融
を
僅
か
乍
ら
行

っ
て
居
る
に
止
ま
り
、
貯
蓄
銀
行
が
工
業
融
資
を
あ
る
程
度
や
る
外
は
す
べ

て
申
央
銀
行
的
な
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
が
融
資
機
関
も
兼
ね
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
叉
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
場
合
は
中
央
銀
行
が
預
金
の
統
制
を
行
っ
て
お
り
、

商
業
銀
行
は
単
な
る
中
央
銀
行
の
代
理
店
に
過
ぎ
な
い
訳
で
、
中
央
銀
行
の

許
可
の
あ
る
場
合
に
限
り
貸
付
を
行
え
た
が
、
一
九
五
七
年
十
二
月
よ
り
申

央
銀
行
の
預
金
統
制
は
緩
和
さ
れ
漸
次
撤
廃
の
方
向
に
あ
る
。
長
期
投
資
機

と
し
て
は
産
業
銀
行
が
あ
り
産
業
投
資
（
鉱
業
を
含
む
工
業
金
融
）
を
行
い
、

農
業
・
牧
畜
・
金
融
機
関
と
し
て
は
国
立
銀
行
、
抵
当
信
用
は
国
家
抵
当
銀

行
が
あ
っ
て
金
融
を
行
っ
て
い
る
が
年
々
必
要
な
開
発
、
工
業
化
の
資
金
は

南
米
全
体
と
し
て
五
億
ド
ル
に
達
す
る
が
之
は
国
内
で
は
到
底
調
達
出
来
な

い
。
　
尚
、
貿
易
金
融
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
貿
易
促
進
機
構
が
行
っ
て
い
る
が

強
力
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
三
、
南
米
諸
国
に
於
け
る
金
融
問
題
と
し
て
の
外
資
導
入

　
南
米
諸
国
は
無
限
の
黄
金
境
と
も
叉
可
能
性
の
大
陸
と
い
わ
れ
、
こ
の
宝

庫
を
開
拓
す
る
こ
と
が
先
進
諸
国
に
と
り
、
狭
め
ら
れ
つ
瓦
あ
る
資
本
市
場

の
打
開
の
場
で
も
あ
る
。

　
と
同
時
に
南
米
諸
国
自
体
、
金
融
制
度
が
未
熟
で
工
業
化
資
金
が
不
足
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
外
資
の
進
出
は
急
務
と
な
る
。
一
九
五
六
年
迄
に
プ

メ
リ
カ
が
こ
の
地
域
へ
投
下
し
た
資
本
は
七
〇
億
ド
ル
を
こ
え
、
ア
メ
リ
カ

の
海
外
投
資
総
額
の
四
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
特
に
南
米
が
い
か
に
ア
メ
リ
カ
に
と
り
安
定
的
市
場
で
あ
っ
た
か
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
は
地
下
資
源
が
豊
か
で
あ
る
た
め
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
石
油
へ
の
ア

メ
リ
カ
の
執
着
や
チ
リ
ー
の
銅
へ
の
関
心
は
旺
盛
で
あ
り
、
之
等
は
国
防
産

業
の
見
地
か
ら
も
い
よ
い
よ
重
要
と
な
り
つ
N
あ
る
。
第
二
に
は
投
資
利
潤

率
の
高
い
こ
と
で
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
卸
売
で
三
割
、
小
売
で
五
割
の
純
利
潤
は

確
実
に
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
如
実
に
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
先
進
資
本
の
要
求
と
後
進
国
の
工
業
化
資
本
の
必
要
と
が
相

交
っ
て
投
資
を
促
進
し
て
い
る
が
、
資
本
は
何
よ
り
利
潤
の
保
証
を
必
要
と
」

し
、
そ
の
た
め
に
経
済
の
安
定
、
そ
し
て
政
治
の
安
定
が
望
ま
れ
る
が
、
後

進
国
で
は
政
治
の
安
定
↓
経
済
の
安
定
の
た
め
に
こ
そ
外
資
が
必
要
な
の
で
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あ
る
Q

　
今
日
、
南
米
で
は
所
謂
自
由
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
の
進
出
も
目
立
っ

て
お
り
、
国
際
的
資
本
の
血
み
ど
ろ
の
戦
は
今
後
、
南
半
球
で
つ
づ
く
で
あ

ろ
う
。
日
本
は
為
替
管
理
と
い
う
国
内
的
な
障
壁
が
厳
と
し
て
存
在
す
る
以

上
、
技
術
援
助
を
申
心
と
し
て
五
十
年
の
移
民
の
基
盤
の
上
に
進
出
を
企
て

る
よ
り
外
に
案
は
な
い
と
も
思
え
る
。

　
南
米
諸
国
は
対
米
貿
易
一
辺
倒
に
よ
る
重
圧
を
排
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
貿
易
や
ア
ジ
ア
貿
易
へ
の
転
換
の
た
め
、
多
角
貿
易
を
策
し
へ
ー
グ
・

ク
ラ
ブ
や
パ
リ
・
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
接
触
の
強
化
と

申
南
米
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
作
ろ
う
と
し
て
お
り
共
同
市
場
化
を
目
指
す
単
一

通
貨
圏
の
構
想
の
推
進
と
い
う
民
族
自
立
の
面
と
先
述
の
外
資
の
輸
入
と
の

二
つ
の
関
係
を
い
か
に
の
り
切
る
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

二
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
現
状
と
日
系
肚
会

　
　
　
　
　
　
　
経
済
経
営
研
究
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齊
　
藤
　
　
広
　
志

　
　
　
　
　
一
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
柄

　
日
本
人
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
広
大
な
国
土
に
（
日
本
の
二
二
倍
）
稀

薄
な
人
ロ
（
六
〇
〇
〇
万
）
で
藤
下
に
於
い
て
も
叉
国
土
の
面
積
に
於
い
て

も
南
米
の
二
分
の
一
を
占
め
る
大
国
と
い
う
通
念
を
も
つ
て
い
る
が
、
こ
の

六
〇
〇
〇
万
の
人
月
は
南
．
部
の
海
岸
地
方
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
三
〇
〇
万
、
リ

オ
ニ
八
O
万
、
サ
ツ
バ
ウ
ロ
州
だ
け
で
一
〇
〇
〇
万
以
上
の
人
口
を
も
つ
）

に
集
中
し
て
お
る
の
は
産
業
的
・
経
済
的
廻
心
が
こ
の
地
域
に
集
中
さ
れ
て

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

い
る
か
ら
で
全
国
土
の
四
五
％
を
占
め
る
ア
マ
ゾ
ン
は
人
ロ
は
僅
か
に
五
％

に
過
ぎ
な
い
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
暑
い
処
と
い
う
の
が
日
本
で
の
常
識
で
あ
る
が
平
均
し
て
、

日
本
よ
り
気
候
は
暑
い
が
南
部
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
い
気
候
で
あ
る
こ
と

も
見
落
さ
れ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
所
謂
、
特
徴
こ
そ
が
日
本
で
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
一
国
の
国
柄
が
そ
の
国
民
性
に
表
れ
る
と
よ
く
い
う
が
、
そ
の
ブ

ラ
ジ
ル
人
は
三
つ
の
系
統
か
ち
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
即
ち

　
イ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
　
之
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
の
系
統
で
日
本
人
に
近
い
。

　
ロ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
　
之
は
後
に
開
拓
初
期
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
イ
ン
デ

　
　
ィ
ア
ン
と
の
混
血
。

　
ハ
、
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
奴
隷
　
之
も
後
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
イ
ン
デ
ィ
ア

　
　
ン
と
の
混
血
。

　
ボ
ル
ト
ザ
ル
人
は
元
来
白
人
と
ア
ラ
ビ
ア
人
の
混
血
で
も
あ
る
の
で
、
彼

等
は
進
ん
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
黒
人
と
混
血
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
混
血

の
伝
統
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
一
八
五
〇
年
か
ら
一
九
五
〇
年
迄
に
約
四
〇
〇

万
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
を
主
と
す
る
移
民
（
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
、
ロ
シ
ア
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
）
が
入
り
混
血
は
い
よ
い
よ
複
雑
と
な

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
霊
化
は
混
血
の
上
に
花
咲
く
こ
と
と
な
っ
て
来
た
。

　
　
　
　
　
二
、
人
種
関
係
の
社
会
経
済
的
影
響

　
南
米
は
旧
き
も
の
と
新
し
い
も
の
が
、
又
、
都
市
と
農
村
の
文
化
の
差
が
．

叉
、
奉
じ
都
市
で
も
上
層
階
級
と
下
層
階
級
の
間
隔
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　
イ
、
旧
い
社
会
関
係
、
前
近
代
鶏
人
澗
関
係
は
京
ル
ト
ガ
ル
人
（
征
服
者
）
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事
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録

と
黒
人
（
奴
隷
）
や
土
人
の
混
血
関
係
に
基
ず
く
社
会
秩
序
が
温
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

　
ロ
、
近
代
的
社
会
乃
至
近
代
的
人
間
関
係
は
移
住
者
が
作
り
上
げ
て
い
る

点
が
多
い
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
地
方
の
如
き
、
外
国
移
民
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
の

早
く
か
ら
入
っ
て
来
た
南
部
の
各
国
寄
合
世
帯
と
、
そ
の
他
の
地
方
と
を
比

較
す
る
時
、
明
ら
か
と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
移
住
問
題
や
企
業
の
進
出
に

際
し
、
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三
、
新
興
国
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
特
殊
性

　
未
開
発
国
で
あ
る
だ
け
に
鉱
物
資
源
は
豊
富
で
も
石
炭
と
石
油
が
な
く
、

工
業
化
の
た
め
の
動
力
源
が
不
足
で
電
力
の
開
発
が
重
要
性
を
も
つ
て
い
る
。

生
産
関
係
に
つ
い
て
も
進
歩
的
労
働
法
が
あ
る
の
に
、
農
村
や
奥
地
は
人
間

以
下
の
状
態
で
あ
る
。
鉄
の
時
代
を
飛
び
こ
え
て
軽
金
属
、
飛
行
機
の
時
代

に
入
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
が
年
々
の
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
種
々
な
矛

盾
を
も
ち
つ
つ
も
経
済
全
体
と
し
て
無
限
の
発
展
を
た
え
ず
つ
づ
け
る
と
こ

ろ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
魅
力
と
強
味
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
四
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
日
系
人

　
移
民
渡
伯
以
来
五
〇
年
、
今
や
日
系
人
の
数
は
五
〇
万
に
達
し
年
々
五
〇

〇
〇
人
が
送
出
さ
れ
て
い
る
。

笹
堂
二
七
四
六
三
三
％
）
　
ω
　
　
　
一

第
二
生

一
九
〇
、
三
六
八
（
五
一
％
）

第
三
堂

五
九
、
三
〇
九
（
二
％
）

計

三
六
七
、
七
六
七

　
　
　
日
系
人
の
将
来

九
〇
八
年
以
来
の
邦
人
移
住

者
の
人
口
総
計
は
山
本
博
士

に
よ
る
と
（
一
九
五
七
年
現

在
）

　
こ
の
表
も
内
輪
の
見
方
で
あ
る
が
第
一
世
と
二
世
」
人
世
の
比
は
一
〇
〇

対
二
二
二
と
な
り
移
民
が
根
を
お
ろ
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
回
　
ブ
ラ
ジ
ル
の
邦
人
四
〇
万
は
数
量
的
に
は
、
か
つ
て
は
満
蒙
、
支
那
、

朝
鮮
で
の
日
本
人
に
及
ば
な
い
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
同
胞
の
場
合
は
ブ
ラ
ジ
ル

に
根
を
お
ろ
し
本
当
に
他
民
族
に
融
合
し
、
文
化
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
国
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
か
つ
て
の

植
民
地
に
於
け
る
日
本
人
と
異
っ
て
い
る
。

　
8
　
日
系
人
の
質
的
成
長

　
四
〇
万
の
日
系
人
の
数
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
領
土
の
延
長
で
は
な
い
。

第
一
世
は
一
〇
〇
％
日
本
人
で
あ
る
が
二
世
・
三
世
と
な
る
と
、
そ
う
は
い

か
ず
却
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
的
意
識
が
一
〇
〇
％
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
目
本

人
は
す
べ
て
日
本
人
か
非
日
本
人
か
と
い
う
二
者
択
一
的
考
え
方
を
す
る
が
、

ハ
ー
フ
日
本
人
も
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
は
大
別
し
て
次
の
三
つ
の
範
疇
に
か
け
ら
れ
る
。

　
　
四
五
才
以
上
　
日
本
的
日
本
人

　
　
三
〇
才
i
四
五
才
　
日
本
的
か
つ
ブ
ラ
ジ
ル
的
な
日
系
人

　
　
三
〇
才
以
下
　
ブ
ラ
ジ
ル
的
日
系
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
場
合
、
戦
後
の
移
住
者
を
除
く
）

　
こ
れ
は
日
系
人
の
成
長
を
示
し
、
日
本
人
が
国
際
人
化
し
つ
つ
あ
る
過
程

を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
欧
米
人
が
国
際
人
化
す
る
の
に
海
外
発
展
に

よ
る
幾
世
紀
を
も
費
し
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
内
地
の
人
の
知
ら
ぬ
問
に
ブ

ラ
ジ
ル
の
日
系
人
は
今
迄
の
日
本
人
の
概
念
で
は
わ
り
切
れ
な
い
日
系
人
を

生
み
出
す
迄
に
成
長
し
た
。
之
は
何
よ
り
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
柄
、
即
ち
人
種
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的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
は
、
日
本
人
と
い
う
概
念
の
枠
或
は
外
延
を
、
次
の

次
元
に
も
っ
て
い
く
た
め
の
実
例
を
示
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
同
化
し
て
行
く
こ
と
が
、
こ
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
り
、
．

こ
の
心
掛
は
あ
っ
て
も
一
朝
に
し
て
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
企
業
の
進
出
で
も
過
去
の
駐
在
員
意
識
で
な
く
、
土
着
の
幹
部
や
ス
タ
ッ

フ
を
養
成
す
る
こ
と
が
、
同
化
と
も
並
行
し
て
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
　
記
）

三
、

ア
マ
ゾ
ン
に
於
け
る
日
本
移
民
と

そ
の
將
詩

経
済
学
部
教
授

　
　
田
　
　
　
中

薫

　
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
日
本
移
民
は
時
間
的
経
過
か
ら
見
て
0
ペ
ル
ー
降
り
の
難

民
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た
計
画
移
住
以
前
期
、
e
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
時
代

で
国
民
の
間
に
海
外
移
住
の
意
欲
が
高
ま
盗
と
共
に
企
業
家
問
に
も
海
外
投

資
熱
が
高
ま
り
、
は
じ
め
て
計
画
移
民
の
形
の
出
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
獲
得

期
、
θ
農
業
移
民
と
し
て
暗
中
模
索
の
末
、
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
成
功
し
企
業

の
組
織
化
が
創
め
ら
れ
た
第
二
次
大
戦
前
期
、
⑭
日
本
移
民
が
組
織
を
失
っ

て
個
々
に
分
散
し
た
第
二
次
大
戦
中
期
、
⑪
胡
椒
の
値
上
り
に
よ
り
局
地
的

に
そ
の
栽
培
が
異
常
の
成
果
を
あ
げ
た
が
、
之
は
む
し
ろ
例
外
で
ジ
ュ
ー
ト

栽
培
の
主
動
力
は
日
本
人
の
手
に
戻
ら
ず
、
全
地
域
的
に
は
日
本
移
民
の
地

盤
が
崩
れ
た
跡
へ
、
薪
時
代
の
計
画
移
住
が
行
わ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

第
二
次
大
戦
以
後
期
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
さ
て
第
一
期
は
ペ
ル
ー
降
り
で
あ
る
が
、
日
本
か
ら
ペ
ル
ー
に
第
一
次
契

約
移
民
が
出
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
九
年
で
南
ブ
ル
ジ
ル
に
第
一
次
契
約
移

民
が
出
さ
れ
た
よ
り
九
年
早
く
一
九
二
三
年
契
約
移
民
禁
止
迄
五
隠
詞
○
○

○
人
に
達
し
た
が
、
こ
の
成
果
は
見
る
べ
き
も
の
な
く
生
活
は
不
安
定
で
移

動
性
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
第
一
次
大
戦
と
共
に
天
然
ゴ
ム
の
好
景

気
の
到
来
に
誘
わ
れ
、
日
本
移
民
の
一
部
は
ア
ン
デ
ス
を
こ
え
て
ア
マ
ゾ
ン

に
入
り
こ
ん
だ
。

　
第
二
次
大
戦
に
際
し
て
も
ペ
ル
ー
で
圧
迫
を
受
け
た
日
本
人
の
一
部
が
ア

マ
ゾ
ン
へ
入
っ
た
が
、
密
航
で
明
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
降
り

は
時
代
的
意
義
よ
り
河
川
流
域
に
於
け
る
移
住
の
経
路
と
し
て
の
意
義
の
方

が
大
き
い
。
彼
等
は
団
結
は
せ
ず
、
広
大
な
地
域
に
分
散
し
、
土
着
民
と
結

婚
し
民
族
的
に
も
ア
マ
ゾ
ン
の
申
に
吸
収
さ
れ
て
了
つ
た
。

　
第
二
期
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
日
本
人
の
活
動
で
は
、
フ
ォ
ー
ド
ラ
ン
ジ

ア
・
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
南
拓
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
蔓
未
研
究

所
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　
紛
　
フ
ォ
ー
ド
ラ
ン
ジ
プ
・
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
一
九
二
四
年
に
フ
ォ
ー
ド
財
団
に
よ
る
フ
ォ
ー
ド
産
業
会
社
が
設
立
さ
れ
、

土
地
開
発
の
た
め
に
国
有
地
を
無
償
で
払
下
げ
ら
れ
ア
マ
ゾ
ン
の
タ
パ
ジ
ョ

i
河
と
ア
マ
ゾ
ン
の
合
流
点
で
、
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
一
三
〇
万
本
の

ゴ
ム
が
植
付
け
ら
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
之
を
フ
ォ
ー
ド
ラ
ン
ジ
ァ

と
い
う
。
併
し
こ
こ
で
の
成
績
が
悪
か
っ
た
の
で
サ
ン
タ
レ
ー
ン
市
附
近
で

二
八
万
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
を
開
拓
し
、
ベ
ル
ー
テ
ー
ラ
、
ゴ
ム
園
を
拓
い
た
。
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

」
九
四
六
年
に
フ
オ
ー
ラ
ン
ジ
ア
産
業
会
社
は
、
ベ
ル
テ
ー
ラ
農
場
を
ブ
ラ

ジ
ル
政
府
に
譲
渡
し
た
が
、
之
は
労
働
問
題
を
中
心
と
す
る
経
済
の
失
敗
と

国
際
情
勢
が
第
二
次
世
界
大
戦
と
共
に
変
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
回
、
南
拓
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
一
九
二
五
年
ベ
ン
テ
ス
・
パ
ラ
州
知
事
が
わ
が
田
付
大
使
に
対
し
五
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
る
約
束
を
し
た
の
が
契
機
と
な
り
、

一
九
二
八
年
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
の
南
米
拓
殖
株
式
会
社
が
、
日
本
で
鐘

紡
武
藤
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
で
設
立
さ
れ
、
福
原
八
郎
氏
が
重
役
と

な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
り
、
一
九
二
八
年
十
二
月
パ
ラ
州
か
ら
一
〇
三
門
ヘ

ク
ダ
ー
ル
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
を
と
り
つ
け
た
。
．
一
九
二
九
年
ム
ラ
ー

タ
植
民
地
、
ア
カ
ラ
植
民
地
を
拓
い
た
。
之
が
太
平
洋
戦
争
で
ブ
ラ
ジ
ル
政

府
に
接
収
さ
れ
る
迄
経
営
が
つ
づ
い
た
。

　
今
一
つ
は
、
一
九
二
九
年
ベ
レ
ー
ン
市
の
前
田
光
世
氏
に
州
政
府
が
与
え

た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
つ
之
は
営
農
資
金
の
不
足
の
た
め
に
間
も
な
く

放
棄
さ
れ
た
。

　
8
　
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
‘

　
一
九
二
七
年
山
西
源
三
郎
氏
が
、
ア
マ
ゾ
ー
ナ
ス
州
政
府
と
一
〇
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
を
ニ
ケ
年
の
オ
プ
ソ
ン
方
式
で
結
ん
だ

が
資
金
の
行
詰
り
で
、
上
塚
王
氏
に
委
託
し
た
の
で
上
塚
氏
は
バ
リ
ン
テ
ン

ス
町
の
ヴ
ィ
ー
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
ア
マ
ゾ
ニ
ア
研
究
所
を
一
九
三
〇
年
設

立
し
、
八
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
経
営
に
乗
出
し
之
を
土

台
と
し
て
、
一
九
三
五
年
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
を
設
立
し
た
が
、
一

九
三
四
年
改
正
の
ブ
ラ
ジ
ル
憲
法
一
三
〇
条
の
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土

地
の
下
付
の
際
は
連
邦
上
院
の
許
可
を
要
す
る
と
い
う
一
項
に
よ
り
拒
否
さ

れ
、
一
九
三
六
年
夏
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
獲
得
の
望
み
は
失
わ
れ
た
。
併
し
コ
ン

セ
ッ
シ
・
ン
の
準
備
の
た
め
に
渡
航
し
た
者
が
定
住
し
て
、
日
本
人
の
ア
マ

ゾ
ン
移
住
の
基
礎
を
作
っ
た
。

　
ア
マ
ゾ
ン
の
日
本
移
民
は
適
性
主
作
物
の
発
見
に
苦
労
し
た
が
、
一
九
三

三
年
来
ジ
ュ
ー
ト
の
栽
培
に
．
薄
寒
し
、
叉
ト
メ
・
ア
ー
ス
植
民
地
で
、
一
九

三
三
年
に
胡
椒
の
栽
培
に
成
功
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン
の
移
民
の
将
来
に
光
明
が

さ
し
た
の
で
あ
っ
た
Q

　
第
二
次
大
戦
中
期
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
会
社
は
、
辻
小
太
郎
氏
が
解
散
を

決
意
し
た
り
し
た
が
、
枢
軸
人
資
産
と
し
て
政
府
に
移
管
ざ
れ
た
た
め
に
日

本
人
は
各
自
、
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
で
自
活
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
ジ
ュ
ー
ト
国

産
政
策
の
た
め
に
、
生
活
を
保
証
さ
れ
た
ト
メ
・
ア
ー
ス
植
民
地
や
ア
カ
ラ

ー
植
民
地
は
敵
国
人
と
し
て
軟
禁
の
捕
虜
時
代
に
入
り
農
業
（
胡
椒
、
ジ
鈎

ー
ト
栽
培
）
に
専
念
し
て
い
た
。

　
大
戦
以
後
は
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
の
国
産
化
の
大
統
領
の
政
策
に
よ
り
、
一
九

五
一
年
サ
ン
タ
ー
レ
ン
・
ジ
ュ
ー
ト
株
式
会
社
が
資
本
金
七
〇
〇
〇
コ
ン
ト

で
辻
氏
等
の
奔
走
で
設
立
さ
れ
、
一
九
四
六
年
以
後
の
胡
椒
景
気
に
よ
り
、

一
九
四
九
年
ト
メ
・
ア
ー
ス
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
、
こ
こ
で
は
一
九
五

三
年
一
〇
月
に
二
九
二
家
族
を
擁
す
る
に
至
っ
た
。

　
一
九
五
一
年
上
塚
氏
と
大
統
領
間
に
移
民
再
開
に
つ
い
て
の
接
衝
が
あ
り
、

一
九
五
二
年
二
月
戦
後
初
の
移
民
船
が
神
戸
を
出
帆
し
た
。
之
は
ジ
ュ
ー
ト

栽
培
を
目
的
と
し
て
入
国
が
認
め
ら
れ
、
ヴ
ア
ル
ガ
ス
大
統
領
の
個
人
的
・

政
治
的
支
持
に
よ
り
促
進
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
開
発
計
画
の
発
足
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等
の
事
情
に
も
よ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
移
民
は
今
迄
、
辻
氏
に
委
さ
れ
て
い
た
の
を
日
本
海
外
移
民
協
会
ア

マ
ゾ
ン
支
部
に
引
つ
が
れ
て
続
行
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
の
日
本
移
民
の

将
来
は
ジ
ュ
ー
ト
、
胡
椒
よ
り
進
ん
で
米
作
生
鮮
跳
菜
果
物
に
も
手
を
延
し
、

こ
の
市
場
開
拓
の
進
む
と
共
に
各
植
民
地
の
地
域
的
結
合
の
強
化
を
促
進
せ

ね
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
の
日
本
人
移
民
の
浮
動
性
を
防
ぎ
成
功
を
求
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
交
通
輸
送
の
た
め
の
有
機
的
、
機
動
性
の
あ
る
出
荷
販
売
組
識

の
結
成
も
地
域
的
結
合
促
進
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
藤
田
記
）

執
筆
者
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介
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　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

RESUME
［lhe　Development　of　Japan’g　Trade

with　South　and　South－east　Asia

　　　　　　sinee　the　Korean　War

　　During　the　1951－1956　period，　Japan’s　export　expanded　by　85％　and　import　by

58％．　But　our　export　to　the　South－east　Asian　markets　increased　only　by　6％，

although　our　import　from　this　region　gained　by　53％．

　　The　relative　importance　of　this　area　in　our　international　trade　decreased．　lts

share　in　export　declined　from　37％　in　1951　to　21％　in　1956，　although　its．　relative

position　in　our　import　was　almost　unchanged．　（Table　1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1

Relative　Share　of　South　and　South－east　Asia　in　Japan’s　Foreign　Trade　（．“／o）

　　　　　　　　　　　　　Year　Export　lmport

　　　　　　　　　　　　1934－36　18　16
　　　　　　　　　　　　　1950　28　21
　　　　　　　　　　　　　1951　37　21
　　　　　　　　　　　　　1952　30　21
　　　　　　　　　　　　　1953　26　22
　　　　　　　　　　　　　1954　28　19
　　　　　　　　　　　　　1955　24　22
　　　　　　　　　　　　　1956　21　20
　　　　　　　　　　　　　1957　22　16
　　　　　　　　　　（JanrSept．）

　　　　　　　　　　　　　1956　20　21
　　　　　　　　　　（JanrSept．）

　　The　decline　of　the　relative　share　o

of　their　foreign　exchange　reserves．

because　the　export　price　of　their　pro

volume　somewhat　increased．　While　their　im

their　export，　because　they　had　to　import　capital　g

economic　development　programmes．

　　They　enforced，　therefore，　a　strict　import　control，

goods．　As　Japan’s　export　to　this

is　liable　to　undergo　severe　restrictions．

are　not　so　strong　as

fore，　necessary　to　foster　the　competitive　power　of　our

order　to　expand　our　trade　with　this　region．

　　As　for　our　import　from　this　region，　it　is

tance　of　rice　and　cotton　is　decreasing，　w

is　increasing．　This　implies　the　changing

Total　Trade

　　　　17

　　　　24

　　　　27

　　　　24

　　　　24

　　　　23

　　　　23

　　　　21

　　　　18

21

f　this　maket　is　attributed　chiefly　to　the　shortage

They　suffer　from　a　decrease　of　export　earnings，

ducts　declined　heavily，　although　their　export

　　　　　　　　port　did　not　decline　so　remakably　as

　　　　　　　　　　　　　oods　necessary　to　carry　out　their

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　especially　against　consumer

　　　　　　　　　　　　region　is　composed　mainly　of　consurner　goods，　it

　　　　　　　　　　　　　　　　　　On　the　other　hand，　Japan’s　capital　goods

her　consumer　goods　in　international　competition．　lt　is，　there－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　capital　goods　industries　in

　　　　notewort4hy　that　the　relative　impor－

hile　that　of　iron　ore　and　crude　petroleum

character　of　this　region　from　the　sources

（1）



of　our　staple　food　and　clothing　materials　to　those　of　raw　materials　for　our　heavy

and　chemical　industries．

　　　　　　　　　　　　　　　　FulSUO　1（窃砂α彦α

　　　　　　　　　　　Professor　of　lnternational　Trade

Th・R・・eα・cんfn・tie・t・f・・　E・働肌iCS　and　B・・in・・S　Ad脇醜α‘‘・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　1（0ろθ　Universiり’

　　　　　　　　　　　　　　A　Study　on　the　“Shagaisen”　（Tramps），　No．　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－KyushU　and　Setottchi　Group－

1）　The　characteristics　of　the　SetoUchi　Shipping．

2）　Some　types　of　their　enterprises．

3）　The　development　of　the　“Yu”　port　and　their　ships．

　　a）　forword．

　　b）　origin　and　their　specialitieg．

　　c）　fleet　of　the　“Yu”　sailing－vessels．

　　d）　the　growth　of　Shimatani　shipping　business．

4）　The　general　decline　of　the　“Yu”　shipping　and　the　only　development　of　the

　　Shimatani．

　　a）　the　decline　process　of　the　“Yu”　sailing－vessels．

　　b）　the　transition　from　sailig　to　steamer　in　the　Shimatani．

　　c）　the　early　activity　of　the　“Urato－maru”．

　　d）　the　development　to　“Common　Carrier”　in　the　Shimatani　shipping　business．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆趨sαsaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A∬i・‘磁P’ψ∬・r〔ゾ必痂eE・・n・漉・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Research　institute　for　Economics　and　Business　Admi・nistration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Koゐθ　Universiりr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Emigrants，　Ho皿e　Village

　　A　sociological　survey　was　carried　out　during　August，　1957，　in　a　small　village

named　Sh6gase，　Kochi　Prefecture．　The　field　work　including　interviews　took　place

with　the　assistance　of　Masao　GAMOU，　Meiji　University，　and，　Kiyoshi　SHIMA，

Meiji　Pharmaceutical　College．　Our　purposes　focalizing　this　community　as　a

home　village　of　emigrants　was　based　on　principally　such　circumstances　that　from

here　an　intensive　emigration　toward　foreign　countries　has　been　observed　during

both　periods　before　and　after　World　War　II．

　　The　village　of　Sh6gase　is　situqted　in　the　valley　of　the　Niyodo　River　and　the

region　is　characterized　as　a　transitional　zone　distinguished　both　by　mountains　in

the　north　and　coastal　low　larid　in　the　south，　Under　the　ecological　aspect，　however，

the　localityエnay　bc　classified　as　a　mountain． 魔奄撃撃≠№?@due　to　the　inhabitants’

techniques　of　subsistance．　As　a　locality　group，　Sh6gase　village　presents　almost

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）



the　same　organization　commonly　observed　through　the　rural　communities　of　the

country．　The　village　is　divided　into　smallろ防rα鉱each　of　which　consists　of

approximately　twenty　to　fifty　households．　Among　them，　two　buraZ；・u　were　included

in　our　research，　Hirose　and　Nagarabi，　arnounting　to　eighty　households．　The

increase　of　the　pDpulation　has　been　relatively　small　during　the　last　eighty　years　；

the　means　controlling　the　populational　increase　consisted　formerly　in　a　high　infant

mortality　and，　later　by　intensive　emigration　into　and　out　of　the　country．

　　Numerous　youth　of　both　sexes　emigrate　each　year　toward　cities　principally　to

metropolitan　areas　of　Osaka　and　Kobe，

　　The　valley　of　’Niyodo　River　was　famous　for　its　traditional　techniques　of　preparing

Tosa　paper．　And，　the　cultivation　of　some　plants　as　1〈oxo　and　mitsumata　for　this

purpose　constituted　the　most　interesting　activity　for　subsistance，　especially　in

money　income，　for　the　village　inhabitants．　The　agriculture　due　to　topggraphic

acccidents　and　consequent　small　cultivable　areas　tended　always　more　to　certain

crop　cu1tivation　rather　than　to　paddy　eu1tivation　which　continues　to　be　the　largest

activity　in　Japanese　agriculture．　Yet　the　forest　has　also　been　a　subsidiary　means

of　subsistance　furnishing　wood　and　vegetal　carbon．

　　During　the　last　fifty　years，　the　economic　activities　in　Sh6gase　village　suffered

many　changes　because　of　the　crescent　influence　of　urbanization　and　wide　com－

munication．　Primitive　tcchniques　Qf　paper　making　was　gradatlve1y　succeeded　by

modern　factories　which　began　to　absorb　a　number　of　youth　laborers　of　the

locality；　numerous　small　farms　located　in　svrrounding　land　slopes　of　the　village

have　become　farms　for　such　crops　such　as　sweet　potatoes　purchased　by　starch

mills　of　a　nearby　city．　lt　Means　that　the　regular　supply　of　food　no　more

depends　exclusively　upon　farming　except　for　a　few　land　owners　who　own　relatively

large　properties．　Thus，　the　top－ranking　activity　consistes　in　recent　vears　of

mqking　vegetal　carbon　and　forest　work．　On　the　other　h4nd，　the　decrease　of

wood　resources　has　accelerated　in　late　years　and，　this　fact　seriously　preoccupy　the

inhabitants．

　　The　present　economic　situation　appears　to　be　clearer　when　we　consider　the

weight　of　occupational　groups．　Among　eighty　families　included　in　our　research，

approximately　forty　of　them　depend　upon　carbon　and　wood　labor　becouse　of　the

lack　of　farm　proprieties；　about　thirty　depending　partially　on　agriculture　and

partially　on　the　same　labors，　and，　others，　numbering　ten，　are　“　rich　”　farmers　or

belong　to　different　occupations　such　as　small　merchants，　local　government　oMcers

and　teachers．　Our　ranking　of　these　eghty　families　into　socioeconomic　status

showed　the　grouping　as　follows　：

　　　　　　Group　NhUolllsRfirolaf　characterisiics

　　　A　（upper）　eight　paddy　owners　more　than　five　tan，　large　wood　lots，　cows

　　　　B　（rniddle　upper’｝　seventeen　．　paddy　owners　three－five　tan，　wood　lots

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）



　　　C　（middle　lower）　fifteen　paddy　owners　one－three　tan，．lack　or　small　wood　lots

　　　D　（lower）　forty　no　properties　neither　paddy　nor　wood　lots

　　It　seems　certain　that　the　community　had　had　twice　the　local　economic　crises

during　the　last　fifty　years：　the　first　occurred　about　fifty　to　fortyfive　years　ago

when　the　construction　of　new　roads’　and　technological　innovations　motivated　an

abrupt　decline　of　the　traditional　paper　mills；the　second　taking　place　at　present

with　the　decrease　of　wood　resources　threatening　the　means　of　livelihood．　lt　should

be　noted　that　in　both　local　crises　an　intensive　movement　of　population　toward

other　areas　was　observed．　During　and　after　the　first　crisis　or，　more　precisely

1905－15，　a　successive　wave　of　emigrants　streamed　out　for　Hawaii，　Korea，　Sakhaline，

Formosa，　and　Brazil．　ln　recent　years，　the　emigration　for　Brazil　has　been

undertaken　again，　and　since　1955　about　twenty　families　have　emigrated　to　that

country．

　　Yet，　it　may　be　p6inted　out　that　the　status　groups　from　which　emigrants

originated　are　the　local　middle　class，　or　precisely，　groups　B　and　C．　The　fact　is

apparently　illustrative　because　group　D　represents　just　victims　of　local　economic

crises　and　have　a　more　precarios　living　condition　under　such　circumstances，　so

emigration　would　appear　to　a　more　attractive　solution　for　that　group．　ln　fact，

the　individuals　ranked　into　group　D　showed　during　our　interviews　apparent

“　apathy　”　in　relation　to　emigrating　chances．　Meanwhile，　the　woQd　lots　and　farm

properties　formerly　owned　by　emigrants　become，　in　most　cases，　the　property　of

families　ranked　in　group　A．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　Saito

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A∬ε・伽彦P・・～fess・rげA・θα5彦吻・n　Lα伽Am・・i・α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Rese・arch　Jnstitute　for　Economics　and　Business　Adntinistration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K・うθ翫漉r吻・

　　An　Aspect　of　the　lnternational　Monetary　Policy　一A　case　study　of　the

　　　　　　　　　　　investment　e・ffe；ct　of　the　under－developed　countries－

　　The　essential　object　of　the　lnternational　Economic　Policy，　including　its　lntern－

ational　Monetary　Policy　which　aims　at　the　control　of　inflation　and　to　attain

capital　growth，　exists　in　the　simultaneous　realization　of　full　employment　and　inter－

national　epuilibriuM，　and　development　（which　are　promoted　by　the　improvement

of　balance　of　interational　payments）．

　　All　advanced　industrial　countries　will　export　their　surplus　capital　for　the　sake

of　income　and　investment　effect　for　the　backward　or　under－developed　countries．

These　exported　capital　must　be　useful，　and　positive　to　the　economic　self－reliance

programme　as　a　measure　of　modernization　or　industrialization　in　Latin　America

and　the　South　and　the　South－east　areas．

　　The　lnvestment　from　the　advanced　countries　（i．　e．　U．　S．　A．　and　Great　Britain，

Germany－West　and　other　European　countries）　was　received　very　warmly，　so　we

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）



find　many　independent　regulation　and　laws　in　these　areas．

　　But，　the　largest　concern　for　imported　capital，　first　of　all　is　to　sepure　the　highest

profit　and　safety　by　economic　and　political　stabilization．

　　Then，　we　want　to　discuss　the　conditions　of　capital　export　and　growth　（based

by　economic，　theoritical　field）　to　Brasil　in　accordance　with　SUMOC　report，　for

Brasil　forms　a　typical　form　of　the　underdeveloped　investment　effect．

　　Now，　the　solution　of　world－wide　dollar　shortage　is　the　most　important　problem

of　the　present　international　monetary　aspect，　so　the　dollar　investment　becomes　a

powerful　counter－part　for　the　dollar　crisis．

　　In　this　article，　we　attempt　to　examine　this　question　by　the　following　plan：

1．　lntroduction　一　the　object　o£　lnternational　Monetary　Policy．

2．　The　Dollar　problem　as　the　lnternational　Monetary　Problem．

3．　The　form　and　feature　of　American　Dollar　investment．

4．　Relationship　between　capital　export　and　economic　growth．

5．　Capital　export　for　the　underdeveloped　countries　and　economic　influence

actual　investment　conditions　for　Latin－America．

6．　Concluding　notes．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masahiro　Fuiita

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　lnternational　Finance

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’h・　Re・Cα・・ん∫漉如君・プb・Ec・n・miCSαnd　Bu・ineSS　Administ・α伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ζ0ろe　Universiり’

Rcproduction　and　lnternational　Diyision　of　Labor

　　Reproduction　is　the　foundation　of　economies．　This　is　true　for　international

economy．　ln　this　paper，　1　attempt　to　build　the　theory　of　international　division

of　labor　according　to　the　theory　of　reproduction．　1　divide　my　argument　into

two　parts；　one　is　the　weal〈　condition　of　reproduction，　the　other　is　the　strong

condition　of　reproduction．　The　former　decides　the　internationally　reproducible

region　under　a　general　state．　The　latter　decides　the　internationally　reproducible

region　under　an　average　rate　of　profit　in　each　country．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hilvaii　Katano

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A・・’istant　P・・fess・r（ゾJnternati・nal　T・αde

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Re・eαπんJn・彦it・te／b・E－C・n・煽・・αnd　B・・ineSS　Administrαti・・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universiりr

On　the　Cargo　Prefercnce　Act　of　the　United　States

　　Under　this　article　the　writer　wishes　to　research　the　process　of　legislation　of

Public　Law　664　（sec．　901　（b）　of　the　Merchant　Marine　Act，　1936）　and　to　examine

the　effect　of　the　law　to　the　internationa正merchant　marine．

　　After　world　war　II　the　United　States　had　the　largest　merchant　fleet　in　world

（5）



shipping．　However　its　merchant　fleet　began　its　decline　because　of　its　high

operating　cost　in　the　face　of　the　recovery　of　foreign　shipping．　ln　those　circu－

mstances　the　bill，　S．　3233　was　introduced　for　the　purpose　of　making　the　cargo

preference　rules　a　permanent　law．　The　bill　contained　so－called　I　OO　pcr　centum

rule，　the　consignor－consingee　clause　and　other　provisions　which　were　different

from　the　usual　cargo　preference　rules　included　in　aid　programs．　These　newly－

born　prescriptions　seemed　to　have　the　effect　that　private　ship－operatorsi　could

carry　more　government－financed　cargoes．　Though　the　bill　met　severe　objection

by　the　Department　of　States　and　other　governmental　agencies　and　also　of　the

foreign　maritime　nations，　shipowners　and　maritime　labor　unions　supPorted　its

legislation．　After　the　revision　of　the　provisions　of　the　bill，　Public　LaSNr　664　was

established，　and　the　cargo　preference　act　became　a　permanent　law．

　　The　supporters　of　the　act　argue　that　Public　Law　664　and　other　cargo　preference

act　are　essential　for　national　defense．　So　long　as　the　carriage　of　aid　cargoes

enables　the　private　ship－operators　maintenance　of　vessel　operation，　we　may　say　the

act　is　useful　to　maintain　the　merchant　marine　which　may　be　used　in　an

emergency．　However，　the　act　has　no　provisions　for　ship　replacement　and　others

which　is　necessary　in　order　to　have　an　adequate　merchant　fleet　for　national

defense．　And　also　the　act　does　not　satisfy　the　criteria　of　open　and　direct　subsidy

because　the　profit　gained　from　the　carriage　of　aid　cargoes　may　be　used　for　any

purpose　that　the　ship－operator　wishes．　Then　we　can　not　regard　the　act　as　the

proper　means　to　attain　the　aim　of　national　defense．　On　the　other　side　the　act

gives　the　private　ship－operators　the　chance　to　carry　a　half　of　the　government－fina－

nced　cargoes　at　fair　and　reasonable　rates　which　surely　provide　profits　to　operators．

Therfore　the　cargo　preference　act　should　be　regarded　as　a　legislation　which

intended　to　give　private　ship－operators　profit．

　　The　cargo　preference　act　restricts　foreign　competition　by　means　of　“　a”　nation’s

law．　Shipping　market　has，　as　is　well－known，　the　tradition　of　free　competition

of　private　enterprises．　The　supporters　of　the　act　argue　that　it　applies　only　for

aid　cargoes．　But　from　the　maritime　nations？　point　of　view　there　is　no　difference

between　cargo　preference　applied　to　commercial　cargoes　and　those　applied　to　aid

cargoes，　because　both　of　them　restrict　their　chance　to　carry　cargoes．　lf　there　is

any　difference　between　them，　it　is　only　in　regard’to　the　volume　of　cargoes．　Then

we　may　conclude　that　the　act　is　a　discriminatory　practice　to　restrict　free

compeittion　of　other　countries’　vessels，　and　that　it　contradicts　the　fundamental

idea　of　liberalization　of　foreign　trade　and　shipping　which　is　necessary　for　the

economic　development　and　stability．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ffirornasa　Ycemarnoto

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　in　Marirte　Economics　Se（tion
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universiり’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
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　　　8－1　（1957．　5）　94－118

虎　尾　正助
　　異常時に於ける貿易売買の形態に就て

　　　一Exship（着船渡）売買契約の特殊約款一

　　　商経法論叢（近畿大）7－2（1957．1）1－23

土　屋　六　郎

　　近代経濱学貿易理論　世界経済評論37
　　　（1957．5）　22－35

土　屋　六　郎
　　資本供給における貿易の役割　経済学季報

　　　（立正大）17（1957．5）30－45

内　田　勝　利
　　Japan’s　foreign　trade　after　the　war－With

　　　special　emphasis　on　the　structure　of

　　　foreign　markets一　Bulletin　of　Univ．

　　　of　Osaka　Prefecture，　Ser．　D（大阪府大）

　　　1．　（1957）　117－132

わが国の輸出入需要の所得価格弾力性（試算）

　　　調査月報（大蔵）46－7（1957．7）108－114

渡辺福太郎
　　国際貿易と独占的競争　季刊理論経済学8－
　　　1／2　（1957．6）　33－42

渡辺福太郎
　　国際貿易と投入産出分析　商学論集（福島

　　　大）26－1（1957．6）152－180

渡　辺　太　郎

　　レオンティエフの逆説と伝統的理論　大阪

　　　大学経済学6－3／4（1957・　3）149－161

Wolley，　Herbert　B．

　　国際貿易と決済の構造に関する考察

　　　世界経済12－1（1957．1）49－60

山　本謙一
　　商業信用状の諸形態松山商大論集8－2
　　　（1957．　6）　69－95

八　城　政　基

　　アジアの交易条件　アジア問題7－3
　　　（1957．　9）　86－97

八　城　政　基

　　第一次生産物の価格安定（3－6）世界経済
　　　12－3　（1957．3）　28－42，　12－4　（1957．4）

　　　38－50，　12－6　（1957．6）　21－45，　12－7

　　　（1957．7）　27－40

八　城政基
　　第一次生産物の価格安定一問題の綜合的一・

　　　考察一　世界経済12－10（1957．10）22－

　　　34
八　城　政　基

　　経済成長国際会議　世界経済12－5（1957．

　　　5）　10－34

吉村正　晴
　　第二次世界大戦後の貿易問題　産業労働研
　　　究所報（九六）15（1957．　10）22－38

吉　信　　粛
　　マルクス派貿易理論　世界経済評論37
　　　（1957．5）　13－21

行　沢　健　三

　　比較生産費説と労働価値説経済学論究（関
　　　学大）11－2（1957．7）41－66

行　沢　健　三

　　資本主義の国際分業について　経済学論究
　　　（関学大）11－3（1957．10）31－50

Zassenhaus，　Herbert　K．

　　アメリカにおける輸入需要変動のパターン
　　　とその安定性（Review　of　Economics＆

　　　Statistics，　Aug．1955．訳）通商産業研究

　　　5－1　（1957．　1）　66－73

相 　
3
7

　
論
　
評
　
済
策
経
　
界
政
世
易
展
　
発
4
3

　
の
昏

貿

●
策
3

2
光
政
の

　
欝

原
羅
σ

アメリカの貿易自由化政策（互恵通商協定計画

に関する第一回ア大統領報告）世界週報
38－8　（1957．3．11）　60－66

米大統領の互恵通商協定計画に関する第1回年

　　　次報告　税関調査i月報10－3（1957．3）

　　　25－33

白　　宗　元
　　「吟醸友好および通商・航海条約」の本質
　　　朝鮮∫ヨ報　（駄目鮮研）　3　（1957．2）　13－22

樺　島　光　次

　　日本国とノールウェーとの問の通商航海条

　　　約の締結について税関調査月報（大蔵）

（4）



　　　10－3　（1957．3）　1－24

川田富久雄
　　三期貿易関係の一考察一米比通商協定を中

　　　心として一一国民経済雑誌（神戸大）95－4

　　　（1957．4）　1－17

川田富久雄
　　回船通商協定の研究　国際経済研究年報
　　　（神大経研）7（1957．3）53－110

黒　川　芳　蔵

　　日本貿易信用株式会社の発足について

　　　同志杜商学9－1（1957．6）73－80

永　本　幸　一

　　外国の輸出優遇策と日本　エコノミスト
　　　35－29　（1957．7．20）　32－35

中　井　省　三

　　戦前及び戦時における日本貿易・為替・金

　　　融政策の史的考察　神戸外大論叢7－4
　　　（1956．　12）　87－133

大　木　文　男

　　輸出促進のための税制上の措置　外国為替
　　　173　（1957．10．1）　15－18

岡　本　広　作

　　アメリカ植民地に於ける1763年以後のイギ

　　　リス貿易政策　商経学叢（近畿大）5－2
　　　（1957．　2）　71－102

戦後の貿易・関税政策（上，下）貿易と関税
　　　5－7　（1957．7）　30－35，　5－8　（1957．8）

　　　31－34

副島万里夫
　　経済発展と貿易政策の展開松商論叢（松
　　　商学園短大）4（1957．3）1－10

通商に関する日本国とオーストラリア連邦との

　間の協定について　税関調査月報（大蔵）
　10－6　（1957．7）　1－34

山　口　和　男

　　各国の輸出保険制度　通商産業研究
　　　5－2　（1957．　2）　66－75

米　沢　秀　夫

　　中国の対外貿易と貿易政策東亜経済研究
　　　（山口大）1（1957．3）26－57

輸出における二重価格現象の考察　調査時報
　　　（伊藤忠）95（1957．10）8－36

輸出奨励のための租税特別措置一臨時税制調査

　　　会の答申一　外国為替158（1957．2．15）

　　　25－27

　　　　　　　（関　　　税）

馬　場　圭　史

　　ニュージーランドの関税制度について

　　　税関調査月報（大蔵）10－9（1957．10）

　　　28－43

米国関税委員会の第40回（1956年度）年次報告

　　　（1，2）税関調査月報（大蔵）10－3

　　　（1957．3）　34－52，　10一一4　（1957．4）　29－38

米国の「関税及び互恵通商協定小委員会」報告

　　　書（ボッグス委員会報告）経済資料（経
　　　団連）　170　（1957．10．7）　1－137

ブラジルの新関税制度について　税関調査月報
　　　（大蔵）1〔F9（1957．10）1－22

ダンピング防止及び補助金相殺に関する英国の

　　　関税法案の全容　税関調査月報（大蔵）
　　　10－1　（1957．1）　30－34

英国関税及び消費税庁の組織と業務　税関調査
　　　月報（大蔵）1（〉一7（1957．　8）4（》一53

フランス植民地の特恵制度について　税関調査
　　　月報（大蔵）10－4（1957．4）22－28

平岡謹之助
　　わが国関税制度の推移（1－3）貿易と関税
　　　5－10　（1957．10）　42－46，　5－11　（1957．11）

　　　46－50，　5－12　（1957．12）　40－49

平　竹　伝　三

　　社会主義貿易におたる関税制度　早稲田商

　　　学128（1957．5）29－52

蔵　重　昌　輔

　　米国における税関の価格鑑定（6－8完）

　　　税関調査月報（大蔵）10－2（1957．2）

　　　42－48，　10－4　（1957．4）　39－44，　10－8

　　　（1957．　9）　37－44

品目多良夫
　　ガット第11回締約国団会議を願みて　税関
　　　調査月報（大蔵）1（〉一1（1957．1）1－17，

Meade，　J．　E．

　　ガットと日本（The　Three　Banks　Review，

　　　June　1957訳）　調査月報（大蔵）46－11・

　　　（1957．11）　49－60

水　島　正　時

　　米国の関税率とその変更の方法一大蔵省の

　　　権限を中心として一税関調査月報（大
　　　蔵）　10F2　（1957．2）　31－41

水　島　正　時

　　各国の課税価格規定について　税関調査月
　　　幸侵　1（トー8　（1957．9）　16－36

日中貿易と中国の関税税関調査月報（大蔵）
　　　10－5　（1957．5／6）　46－62

奥　　山　　　尚

　　無体財産権について一関税評価をめぐる諸

　　　問題一　税関調査月報（大蔵）10－1

　　　（1957．　1）　18－29

柴　崎　芳　博

　　貿易の自由化と関税率体系　外国為替

　　　163　（1957．5．1）　10－13

田　中　：喜　助

　　関税同盟の結成　早稲田商学127（1957．3）

　　　37－50
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　　　　　　3．貿易統計
フランスの外国貿易及び運輸統計作成に関する

　　　規則（訳）（1）税関調査月報（大蔵）

　　　10－9　（1957．10）　44－50

自由諸国と共産圏との貿易統計・通商協定集

　　　海外市場附録7－67（1957．5）1－45
日本紡績協会調査部

　　共産圏諸国綿布輸出の進出に関する統計的

　　　一・考察　日本紡績月報127（197．7）

　　　67－77

1965年における世界海上石炭貿易量の試算　海
　　　事資料　6－10　（1957．6）　2－9

　　　　　　4・世　界　貿　易
プアンスワース，ヘレンC．

　　国際小麦協定とその問題点一1949年～1956

　　　年における一（1－3完）国際食糧農業
　　　5－12　（1956．12）　33－41，　6－1　（1957．1）

　　　43－47，　6－2　（1957．2）　55－58

ガット第5回年次報告（1956年の国際貿易）の

　　　概要　税関調査月報（大蔵）10－6
　　　（1957．7）　49－60

逸　見　謙　三
　　戦後の国際小麦協定　農業総合研究11－3
　　　（1957．7）　1－52

海外におけるスフ工業と貿易の動向について

　　　興銀調査月報4（1957．1）100－112

北　田　芳　治

　　世界貿易地域化の意味するもの　通商産業
　　　研究　5－9　（1957．9）　2－12

木内　孝，小島叉雄
　　世界貿易の実証的研究一（1）主要国．主要

　　　商品について．（2）商品構成地域構成

　　　について一世界経済12－11（1957。11）
　　　31－45，　12－12　（1957．12）　35－48

国　際　連　合
　　1956年ECE報告（上，中，下）一転機に立つ

　　　西欧経済，西欧の貿易自由化，ソ連東欧

　　　と西方の貿易増大一世界週報38－17
　　　（1957．5．18）　36－49，　38－18　（1957．5．25）

　　　38－51，　38－19　（1957．6．1）　38－51

国　際　連　合
　　世界経済1955年報告　第1部（上，下）

　　　調査月報（大蔵）46－2（1957．2）

　　　34－130，　46－3　（1957．3）　124－171

水　田　　博
　　戦後十年における経済成長の特質　一国連

　　　「1955年世界経済調査報告」の紹介一

　　　世界経済評論36（1957．4）4－9

小　川　晴　男

　　世界石油の需給と貿易構造（1－3）海運

　　　358　（1957．7）　g12，　359　（1957．8）

　　　68－70，　360　（1957．9）　41－43

小　椋　広　勝

　　世界経済の構造変化　後進国と国連報告に

　　　ついて一　世界経済評論36（1957．4）

　　　1CP－15

最：近の世界経済の推i移　財政金融統計月報77

　　　（1957．10）　2－29

斎　藤　隆　助

　　ITO（国際貿易機構）とカトリシズム　ア
　　　カデミア（南山大）15（1957．1）25－45

戦後世界貿易の発展傾向と問題点　調査月報
　　　（神戸銀）174（1957．2）1－7

1956年のスタe一　・」　Yグ地域貿易　東京銀行9－7

　　　（1957．7）　60－67

柴　田　政　利

　　世界経済把握の方法についての一試論一世

　　　界経済論の方法論（1）一　明大商学論叢
　　　40－3　（1957．4）　51－65

Strange，　Susan

　　戦後の世界貿易の問題点一イギリス人の見

　　　た通商政策批判一　調査月報（大蔵）
　　　46－7　（1957．7）　48－58

転換期にのぞむ世界経済一1956～57年の動向一
　経済1情勢　（三菱経研）　334　（1957，7）　3－77

　　　　　　　（東西貿易）
英国のチンコムリスト廃止をめぐって　外国為
　　　替　168　（1957．7．18）　14－16

川　尻　　武
　　東西貿易の性格について　経商論纂（中央

　　　大）72（1957．2）1－26

川　尻　　武
　　：東西貿易の性格について　国際経済（国際

　　　経済学会）　9　（1967．9）　181－184

欧州東西貿易の最近の発展（国連ECE報告要
　　　約）調査時報（富士銀）106（1957．1）

　　　44－55

相互防衛援助統制法（バトル法）第9回半年次
　　　報告　世界週報38－28（1957．8．3）40－48

東西貿易の動向（国連世界経済報告，ガット年

　　　次報告より）　世界週報38－32
　　　（1957．8．31）　38－46

東西貿易の現状と問題点　調査月報（日銀）
　　　8一・7　（1957．7）　6－12

東西貿易の発展とその構造調査時報（富士銀）

　　　113　（1957．9）　20－40

　　　　　　　（共同市場）

赤　松　　要
　　欧州共同市場形成の理論　世界経済評論

　　　39　（1957．8）　4－8

Balogh，　T．，　Harrod，　R．　F．，　Sergent，　J．　R，

Kahn，　R．　F．，　Wirthwick，　G．　D．　N．

　　欧州自由貿易地域一シンポジゥムー　（1－4

（6）



　　　完）（Oxford大学統計研究四季報ユ957

　　　年2号訳）外国為替164（1957．5．15）
　　　12－14，　165　（1957．6．1）　16－19，　166

　　　（1957．6．15）　13－16，　167　（1957．7．1）

　　　17－20

古　畑　　建
　　ソヴェトからみた欧州共同市場　世界経済

　　　評論39（1957．8）16－20

原　　覚　夫
　　アジア共同市場の構想とその成立条件

　　　アジア問題6－6（1957．6）52－58

原　　覚　天
　　アジア共同体の構想とその成否世界経済
　　　評論39（1957．8）31－36

長谷川信彦
　　ヨー一Pッパ自由貿易地域外国為替161
　　　（1957．4．　1）　22－24

林　　信太郎
　　アジア共同市場論一その可能性と接近方策

　　　一　通商産業研究5－6（1957．6）32－47

北欧共同市場に関するスカyヂナビや経済協力
　　　委員会の報告について税関調査月報（大
　　　蔵）　10－9　（1957．10）　23－27

出　光宏　一
　　欧州共同市場と国際コンツェルy王国の誕
　　　生　　工こユノ　ミスト　35－17　（1957．4．27）

　　　34－37

伊　東光　男
　　欧州共同市場　日機連会報6－3（1957．3）

　　　12－15

片　山　謙二
　　欧州共同市場とアジア経済　アジア問題
　　　6－6　（1957．6）　25－43

片　山　謙　二

　　欧州共同市場計画とその問題点　世界経済

　　　評論34（1957．2）24－31

川田富久雄
　　欧州共同市場とアジア。スターリング圏
　　　アジア問題6－6（1957．　6）79－89

窪　田　　康
　　欧州共同体と各国の立場一フランス20世紀

　　　のレセ・フェールー　世界経濱評論39
　　　（1957．　8）　9－12

功力喜久男
　　欧州共同市場と自由貿易地域　アジア問題

　　6－6　（1957．6）　68－78

桑　原　　晋
　　欧州経済統合とアジア経済統合　調査時報

　　（伊藤忠）89（1957．4）17－45

前田多良夫
　　欧州共同市場及び欧州自由貿易地域の設立

　　をめぐって財政経済弘報625

　　　（1957．　4．　1）　1－3

森永和彦
　　生れ出る欧州経済圏一欧州共同市場一ユ
　　　ーラトム両条約一　世界週報38一・11
　　　（195Z　4．　13）　16．27

村　本浩　二
　　欧州経済統合の問題点　エコノミスト
　　　35－8　（1957．2．23）　34－37

中　島　正信
　　西ヨ・一Vッパ共同市場と＝…一ラトム計画の

　　　経済白勺背景　　早看雇田商学　129　（1957．7）

　　　67－83

詳論紡績協会調査部

　　西欧市場の共同化と綿業　日本紡績月報

　　　124　（1957．4）　19－31

尾身幸次
　　ヨーPッパ共同市場成立上の問題点　通商

　　　産業研究5－9（1957r　9）32－39

欧州経済共同体・原子力共同体条約の全容　世
　　　界週報　38一ユ3　（1957．4．27）　16－27

欧州経済共同体条約の調印　東京銀行月報9－5
　　　（1957．　5）　4－34

欧州経済共同体を設立する条約の概要について
　　　税関調査月報（大蔵）ユ0－4（1957・4）1－13

欧州経済統合の動向　経済月報（住友銀）99
　　　（1957．　2）　21－27

欧州共同市場の概観　経済月報（三虚無）245

　　　（1957．6）　34－45

欧州共同市場の概要と問題点　調査月報（神戸
　　　銀）　177　（1957．5）　1－10

欧州共同市場をめぐる各国の反響　海外市場
　　　7－65　（1957．3）　76－81

欧州共同市場設立の過程一覧　税関調査月報
　　　（大蔵）10－6（1957．7）61－71

欧州共同市場創設への歩み　海外市場7－63
　　　（1957．　1）　70－79

欧州共同市場と世界の反響東洋経済新報277
　　　73　（1957．4．　13）　48－55

坂　内　富雄
　　共同市場と英国の立場　世界経済評論39
　　　（1957．　8）　20－24

佐　藤　　進
　　具体化した共同市場案と英・仏・独の世論

　　　アナリスト3－4（1957．4）54－59

西欧経済統合計画の概要と問題点　調査月報
　　　（日銀）　8－4　（1957．4）　7－11

白　石　　孝
　　アジア共同市場案と日本の立場　アジア問

　　題6－6　（1957．6）　90－99

スパーク報告「欧州共同市場計画」（全訳1－3）

　　貿易と関税5－2（1957．2）2936，5－3

　　（1957．3）　28－38，　5－4　（1957．4）　23－39
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高　杉次郎
　　自立か，米国への依存か一欧州共同体と各

　　　国め立場一　世界経済評論39（1957．8）

　　　24－26

武井満　男
　　欧州における原子力国際体制一ユーラトム

　　　とOEEC計画一世界経済評論38
　　　（1957．6）　4－10

月　村市郎
　　欧州共同市場と資本主義の新局面

　　　経済評論6－7（1957．7）116－127

月　村市郎
　　欧州自由貿易地域問題の動向　外国為替
　　　176　（1957．11．　15）　5－8

佃　　近　雄
　　西欧の経済的統合の進展一欧州共同市場と
　　　その背景一通商産業研究5－1（1957．1）

　　　55－65

上　田　市　郎

　　欧州共同市場と資本主義の新局面　経済評
　　　論　6－7　（1957．7）　116－127

宿　利　　武
　　ヨー官ッパ経済統合・nt　一Pッパの経済統

　　　合への前進，欧州共同市場ベネルクス
　　　（海外論調）世界経済125（1957．5）45

　　　62
山　本　　登
　　欧州共同市場計画と日本経済

　　　世界経済評論39（1957．8）27－30

山　本　　登
　　欧州共同市場成立の世界経済的意義　三田
　　　学会雑誌　50－5　（1957．5）　1－10

山　崎　隆　造

　　欧州経済共同体の調印と今後の問題

　　　経団連月報5－5（19575）38－41
ヨ・・一　Pッパ自由貿易地域に関する資料（ヨe－P

　　　ッパ自由貿易地域創設の可能性に関する

　　　OEEC報告・ヨーロッパ自由貿易地域に
　　　関するイギリス政府白書）’調査月報（大

　　　蔵省）46－3（1957．3）78－106

ヨーロッパ自由貿易地域における毛製品　東洋

　　　紡，経済研究所月報8G（1957．12）4－14

ヨーロッパ共同市場外国為替159（1957．3．　1）

　　　12－14

吉　田　英　三

　　ソ連の「欧州共同市場」論争　エコノミス

　　　ト35－15（1957．4．13）39－42

　　　　　　　（貿易仲裁）

稲脇修一郎
　　契約違反による契約解消につき英米法の研

　　　究一（4）　貿易クレr・“ムと仲裁4－1（1957．

　　　1）　2－17

倉地　圭　二
　　日本。チニしッコス騨ヴァキア貿易仲裁協定

　　　の成立外国為替162（1957．4．15）33－

　　　36

倉　地　圭　二

　　日本ルーマニア　ポーランド貿易仲裁協
　　　定の成立外国為替167（1957．7．1）5－8
PaM3tigeB，　II．

　　ソヴェトの外国貿易仲裁委員会におけるク

　　　ソーム処理の実際（訳）　貿易クソーーム

　　　と（中裁4－2（1957．4）23－26

関　口　猛　夫
　　私法の国際的関連から見た統一仲裁法草案
　　　貿易クレノームとイ中i裁4－3（1957．6）

　　　42－48

関　口　猛　夫

　　国連社会経済理事会の条約草案の紹介と批

　　　判一外国仲裁裁定の承認および執行に関
　　　する条約一（1，2）貿易クレt一一ムと仲裁
　　　4－1　（1957．　1）　24－31，　4－3　（1957．　6）　16－20

津　田　　昇
　　貿易クレーームの研究（7－11）貿易クレーム

　　　と（中裁4－1（1957．1）33－41，4－2（1957．

　　　4）　6－22，　4－3　（1957．6）　33－41，　4－4

　　　（1957．　8）　23－31，　4一一5　（1957．　10）　16－28

依田信太郎
　　仲裁合意と裁判権の排除　貿易クレームと
　　　イ中…裁　4－3　（1957．6）　1－6

依田信太郎
　　英国における商事仲裁制度の史的考察貿
　　　易クレームとイ中i裁4－5（1957．10）8－11

依田信太郎
　　フランス法下の商事仲裁　貿易クレームと
　　　イ中裁　4－4　（1957．8）　2－10

　　　　　　5・各国貿易事情
　　　　　　　（日　　　本）

アジア地域に対する日本の鉄鋼輸出　エカフェ

　通信127（1957．7．21）46－103

Bell，　W．　Ray

　　日本の対米綿製品輸出調整計画について

　　　一ニュー・ヨーク綿織物商協会ベル会長
　　　の所見・一一一一日本紡績月報124（1957．4）

　　　32－41

Bell，　W，　Ray

　　再び日本の輸出調整計画について一ベル会

　　　長の所見一（日本紡績協会調査部訳）

　　　E［本紡績月報　126　（1957．6）　45－48

海老沢道進
　　32年度貿易明転の動向　外国為替162
　　　（1957．　4．　15）　28－32

林　雄二郎

（8）



　　日本の長期計画と対東南アジア貿易
　　　アジア問題7－3（1957．9）32－51

原　山　義　史

　　日本の輸出市場一市場別にみた輸出の動ぎ

　　　一通商産業研究5－1（1957．1）36－54
服　部　勝　蔵，　藤　井　潤　二二

　　日本の対米・対共産圏貿易一戦前戦後の比

　　　較と動向一経済情勢（三菱自益）
　　　332　（1957．5）　31－40

平岡健太郎
　　日中貿易について　経営研究（大阪市大）

　　　17／18藤田教授訪華記念論文集76－97
　　　（1955．　2）

岩　田　幸基
　　輸出商品の二重価格一最近の二重価格の性

　　　格と輸出への影響一　通商産業研究5－5
　　　（1957．　5）　58－66

金　森　久　雄

　　日本貿易の二面性と二重経済　通商産業研
　　　究　5－9　（1957．9）　53－61

片　山　謙二
　　経済発展とわが国の輸入貿易経済評論6
　　　－7　（1957．7）　3848

片　山　謙　二

　　上申貿易をめぐる諸問題　大阪商工会議所

　　月報83（1957．3）42－51

毛製品の貿易動向について　興銀調査月報15
　　　（1957．　12）　59－90

木村三八郎
　　第4次協定交渉の基本点一申共貿易拡大の
　　　展望一エコノミスト35－18（1957．5。4）

　　　20－23

神戸市貿易力の測定

　　　神戸商］二会議所報98（1957．3）2－13

小　段　文　一
　　日本経済の発展と雑貨貿易（1，2）

　　　経済理論（和歌山大）38（1957．7）47－68，

　　　39　（195Z　9）　69－91

小　　島　　清
　　低賃金と日本貿易・エコノミスト35－24
　　　（1957．　6．　15）　28－32

小　松　　栄
　　米国向綿製品輸出についての日米交渉

　　　外国為替158（1957．2．15）12－16

倉　地　圭　二

　　輸出検査法の輪廓貿易クtz　一ムと仲裁

　　　4－3　（1957．6）　21－32

桑　原　　晋
　　日露貿易と日ソ貿易　調査時報（伊藤忠）

　　　86　（1957．1）　5－29

松尾泰一郎
　　日本の対東南アジア貿易の構造分析

　　　アジア問題7－3（1957．9）69－85

　　島　　彰
　　貿易商社の過当競争　エコノミスト35－29
　　　（1957．　7．　20）　49－44

森　　　　　弘

　　オープy協定廃止前後の各国との貿易事情
　　　外国為替162（1957．　4．　15）37－41

牟田口道夫
　　対米貿易振興に関する一考案　通商産業研
　　　究5－7　（1957、7）　77一一87

村　野　　孝
　　スターリング地域の貿易循環と日本貿易
　　　通商産業研究5－1（1957．1）22－35

村　田　　宏
　　米国綿花政策の動向と我が国輸出繊維の市

　　　場対策を論ず　調査時報（伊藤忠）86
　　　（1957．　1）　41－58

名　島　修　三
　　日ソ貿易の展望と問題点　アジア問題7－3
　　　（1957．9）　118－126

日中貿易緩和を示唆（米国上院対外援助委ハソ

　　　ナ報告）世界週報38－13（1957．4．27）

　　　37－39

日中貿易の現状と問題点　調査月報（日銀）8－
　　　3　（1957．3）　7－11

日中貿易の展望と問題点　興銀調査月報4
　　　（1957．1）　42－56

日中貿易の新展開一双方の事情と商品出展開一

　　　東洋経済新報2766（1957．2．23）22－37

日本貿易の前途（米国下院歳入委員会ボックス

　　　小委員会報告）世界週報38－12（1957．
　　　4．　29）　28－33

日本の対米と対中共貿易の相関関係　エカフェ

　　　通信137（1957．　11．1）1－20

日本の対米・対共産圏貿易一戦前戦後の比較と

　　　動向一　経済情勢（三菱経研）332
　　　（1957．　5）　31－40

大来佐武郎
　　日本経済の長期計画と貿易一言15回国際経

　　　濱学会での報告一
　　　エコノ　ミスト　35－24　（1957．6．15）　32－36

大来佐武郎
　　H本経済の長期計画と貿易　国際経済

　　　（国際経濱学会）9（1957．9）85－100

追いつめられた日米貿易の現状一懸念される明

　　　年度輸入制限の激化一貿易と関税5－10
　　　（1957．10）　28－35

雷　　任　民
　　中日貿易を発展：させよう

　　　世界139（1957．7）64－67　・’，、

昨年の日中貿易の概況　エカフェ通信112
　　　（1957．　2．　21）　66－71
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関　　邦　雄
　　昭和31年の日本貿易の回顧税関調査月報
　　　（大蔵）10－2（1957．2）1－30

昭和31年の輸入の分析外国為替168（1957．7．

　　　15）　11－13

昭和32年上半期におけるわが国貿易の概況　税

　　　関調査月報（大蔵）10－7（1957．8）1－20

鈴木不二男
　　第4次日中貿易協定交渉経過とクレーム処
　　　理条項に鞭て　貿易クンームと仲裁4－6
　　　（1957．12）　25－28

鈴木一雄
　　日中貿易の現段階とその将来　アジア問題
　　　7－3　（1957．9）　127－135

対中共貿易拡大の問題点貿易と関税5－6
　　　（1957．6）　24－35

谷　林　正　敏

　　日本の対東南アジア貿易拡大のための前提

　　　条件　アジア問題7－2（1957．8）94－109

鉄鋼輸出の動向　調査月報（神戸銀）184
　　　（1957．12）　34－48

東商調査部
　　統計より見た世界貿易と日本の地位（上，

　　　下）東商117（1957．3）31－34，

　　　118　（1957．4）　23－26

わが国プラyト輸出の現状とその振興策
　　　調査時報（伊藤忠）88（1957．　3）18－27

渡　三光　則
　　我が国プラyト輸出の現状とその振興策を
　　　論ず　調査時報（伊藤忠）87（1957．2）

　　　19－27

吉　原　秀　通
　　中南米貿易re感　一経済担当官会議に出席し

　　　て一東商126（1957．12）7－11
　　　　　　　（アジア各国）

中国貿易と西方諸国経済情勢（三菱経研）330
　　　（1957．3）　29－32

ECAFE諸国の対米貿易　東京銀行月報9－7
　　　〈1957．7）　4－59

藤　井　正　夫
　　セイロンの経済と外国商社（1，2）

　　　国際食糧農業6－10（1957．10）43－50，

　　　6－11　（1957．11）　42－46

画面畑　　建
　　アジアの対ソヴェト圏貿易　アジア問題7
　　　－3　（1957．9）　98－109

弘　田　嘉　男

　　東南アジア貿易の構造変化と国際収麦

　　　アジア問題7－3（1957．9）29－30

片山謙二，古畑　建
　　アジア地域貿易とその帰趨　通商産業研究

　　　5－9　（1957．9）　ユ4－25

マ・ナイ・シユPt
　　中華人民共和国の外国貿易　アジア経済研

　　究資料（大阪市大経研）11（1957．3）1－

　　　12

皇

国

小

島　　彰
再検討を要する東南ア貿易　エコノミスト
　35一一9　（1957．3．2）　27－32

島　　彰
再検討を要する：東南ア貿易　エコノミスト
　35－9　（1957．2．3）　27－32

島　　彰
1956年度における東南アジア貿易の現勢

　アジア問題6－2（1957．2）128－137

下　忠　雄
新中国の対外貿易　国際経済研究年報

　（神大荒研）7（1957．3）111－143

　非　助
インドと社会主義国家の経済・貿易関係の

　発展（人民日報，1956．　8．　10訳）アジア

　経済研究資料（大阪市大経研）11（1957・

　3）　25－29

沢　　元
中共市場をめぐる各国貿易一中共貿易拡大

　の展望一　エコノミスト35－18（1957．5．

　4）　31－35

Rao，　Y．　S．

　　経済発展に関するインド外国貿易の類型

　　　アジア経済研究資料（大阪市大経研）
　　　11　（1957．3）　30－37

最近における中共の対外貿易　エカブエ通信
　　　108　（1957．1．11）　59－74

最近におけるアジアの貿易と国際収支（国連・

　　　アジア経済i報告1956年訳）　エカフェ通

　　　信114（1957．3．11）35－65

高　見　重　i義

　　中共の対日経済政策と貿易促進の可能性

　　　アジア問題6－1（1957．1）42－53

寺　尾　義　男
　　中共貿易の回顧と展望　外国為替161
　　　（1957．　4．　1）　7－10

徳　永　　博
　　インドの外貨危機と貿易対策外国為替
　　　160　（1957．　3．　15）　9－12

東南アジア諸国の対共産圏貿易協定一覧　エカ

　　　フエ通信108（1957．1．11）75－88

牛　場信彦
　　共産圏貿易拡大の可能性．アジア問題7－2
　　　（1957．8）　110・一一115

米　沢　秀　夫

　　第二次5力年計画と対外貿易一中共貿易拡

　　　大の展望一　エコノミスト5－18（1957．

　　　5．4）　27－30

〔1の



　　　　　　　（欧州各国）
チyコムの崩壊と中国市場　中国資料月報
　　　（中国研）112（1957．8）1－20

英国の1956年における外国貿易（Board　of　Tra－

　　　de　Journa1，26　Jan．　1957．訳）税関調査月

　　　報（大蔵）10一・5（1957．5／6）19－38

英国輸出品の新しい発展　調査資料（東京商工
　　　会議所）140（工957．　2）1－29

海外経済動向の分析（総論，アメリカ，西欧，

　　　後進諸国）経済分析（通産省）22
　　　（1957．2）　1－189

西ドイツから見たアジア貿易の現在と将来（ユ，

　　　2）エカフェ通信137（1957．11．1）

　　　21－38，　138　（1957．11．11）　44－64

西ドイツの貿易構造一その異常な出超をめぐつ

　　　て…　調査時報（富士銀）109（1957．5）

　　　31－48

野　村　昭　雄

　　欧州共同市場と西ドイツの外国貿易

　　　世界経済評論39（1957．8）12－16

欧州市場における繊維製品貿易の現状一その統

　　　三王モー東洋紡経済研究所月報75
　　　（1957．4／5）　11－27

ポe一一ランドおよび東独の外国貿易一統計による

　　　紹介一調査月報（大蔵）46－7（1957．7）

　　　43－47

1956年における英・西独・伊の化繊輸出（1，2）

　　　東洋紡経済研究所月報77（1957，5）4－22，

　　　78　（1957．8）　9－24

白　鳥　正　明

　　ソヴェトの貿易公社について（上，下）

　　　外国為替155（1957．1．1）47－49，

　　　157　（1957．　2．　1）　23－25

白　鳥　正　明

　　ソヴ＝トの輸出入業務とその管現（1－3完）

　　　外国為替159（1957．3．1）23－25，160
　　　（1957．3．15）　17－19，　161　（1957．4．1）

　　　25－27

　　　　　　　（アフリカ）
中近東アフリカの輸入業者の実態　海外市場
　　　7－64　（1957．2）　2－25

　　　　　　　（北　　　米）

アメリカの対後進国貿易について経済情勢（三

　菱経研）331（1957．4）29－37

米国の外国貿易の概要とその見通し（1，2）（米

　商務省Foreign　Commerce　Weekly．8，　Apr．

　1957訳）税関調査月報（大蔵）10－5（1957．
　5f6）　1一一18，　10－6　（1957．7）　72－86

弘　田　嘉　男

　　アメリカ貿易の構成変化と世界貿易　経済
　　　」唐勢　（三菱経研）　330　（1957．3）　21－28

弘　田　嘉　男

　　戦後の景気循環とアメリカの輸入一その世

　　　界経済への影響をめぐって一　通商産業

　　　研究5－1（1957．1）12－21

柴田銀次郎
　　カナダの経済構造と外国貿易　国際経済研

　　　究年報（神大経研）7（1957．3）1－52

　　　　　　　（南　　　米）

藤　田　正　寛

　　国際経済制度の官展開一ラテン・アメリカ

　　　に於ける多角化傾向を饒って一

　　　国際経済研究年報（神大経研）7
　　　（1957．　3）　195－226

藤　田　正　寛

　　ラテン・アメリカに於ける通貨，為替問題

　　　国際経済研究年報（神大経研）7（1957、

　　　3）　263－278

大　平　善治
　　ラテン・アメリカの貿易問題一ソ連の南米

　　　経済進出一

　　　外国為替162（1957．4．15）16－20

　　　　　　6．後進国開発問題
秋　本　育　夫

　　後進国における開発計画と貿易　国際経済
　　　（国際経済学会）9（1957．9）159－166

ECAFE
　　アジア諸国の経済開発計画の特徴（ECAF
　　　E経済年報1956年直訳）エカフェ通信
　　　121　（1957．5．21）　1－29

エカブエ三綱・小委員会

　　エカフェ地域における鉄鋼業および関連産

　　　業の開発計画と問題点　エカフェ通信
　　　124　（1957．6．21）　1－51

エカフェ第3回経済開発計画面業部会公式議事
　　　録　エカフェ通信136（1957．10．21）

　　　34－74

エジプト経済開発の現段階　経済情勢（三i解由

　　　研）339（1957．12）27－30

藤　井　正　夫

　　後進国経済の問題と展望　エコノミスト
　　　別冊（1957．　5．　1）54－56

原　　覚　夫
　　経済開発の効果と共産主義

　　　アジア問題5－6（1956，12）48－58

原　　覚　天
　　東南アジア開発基金の成立条件　エコノミ

　　　スト35－30（1957．7．27）44…47

逸　見　重雄
　　：東南アジアの経済開発と労働事情

　　　アジア問題7－1（1957．7）10－21

家　田　茂　一

　　経済開発の資本主義的方式と社会主義的方
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　　　式アジア問題5－6（1956．12）38－47

伊　原　　隆
　　東南アジアの経済開発と資金調達の諸問題

　　　アジア問題7－4（1957．10）1G－27

伊　藤　佐　代．

　　コ官ンボ計画一アメリカの後進国援助との

　　　対比　世界経済12－2（1957．2）37－44

岩　永　　博：

　　中近東の経済開発問題アジア問題6－2
　　　（1957．2）　52－66

金　子　一　夫
　　コロンボ計画の成果　アジア問題6－5
　　　（195Z　5）　64－73

金　子　一　夫
　　ウエリソトy会議から見たコロンボ計画一

　　　第8回コpンボ会議に出席して一
　　　アジア問題5－6（1956－12）136－142

川　野　電　任
　　アジアの土地改革と経済開発　アジア問題
　　　5－6　（1956．　12）　59－67

後進国における二つの問題（Kindlberger，　C．P．

　　　：The　terms　of　trade．第8－11章及Rao，

　　　K．　：　lndian　Economic　Review　V．　1（1），

　　　Feb．1952の要訳）通商産業研究5－1
　　　（1957．　1）　80－84

後進国における工業化の現状　東洋紡経済研月
　　　報　76　（1957．6）　4－17

後進国における国際合弁事業の実態調査につい

　　　て　アジア問題6－2（1957．2）138－141

栗　本　　弘
　　インド第1次5ヵ年計画の成果の検討
　　　エカフェ通信112（1957．　2．　21）1－48

栗　本　　弘
　　インド第2次5力年計画の最近の発展
　　　エカフェ通信134（1957．10。1）16－39

栗　本　　弘
　　イyド第2次5ヵ年計画の諸問題
　　　エカフェ通信116（1957．4）1－51

松　井　　清
　　後進国の開発における外国資本の役割通
　　　商産業研究5－6（1957．6）2－14

松　井　　清
　　Prodlems　of　the　economic　development　in

　　　underdevelope　countries．

　　　Kyoto　Univ．　Economic　Review（京大）

　　　1－9　26－2　（1956．　10）

松坂兵三郎
　　後進低開発経済の成長と資本蓄積季刊理
　　　論経済学7－3／4（1957．　3）283－289

松任谷健太郎
　　アジアの開発と日本の農業　アジア問題7

片　岡　　貢

　　　ソ連の対アジア経済援助活動　アジア問題
　　　　6－5　（1957．5）　74－83

　木　内　信胤
　　　自由諸国家の対アジア経済政策一とくにア

　　　　メリカの政策を申心として一　アジア問
　　　　題　6－5　（1957．5）　10－21

i小浪　充
　　　アメリカの対外援助削減問題　世界経済1
　　　　2－2　（1957．2）　45－53

　森　村　　勝
　　　ソ連圏諸国の経済交流　通商産業研究5－9
　　　　（1957．9）　4e－52

　斎　藤　一　夫

　　　ヨーPッパ諸国における地域開発農業総
　　　　合研究11－4（1957．10）201－213

　清　水　知　久

　　　アメリカの後進国援助（2－6，補完）世界経
　　　　済　12－1　（1957．1）　34－42，　　12－2　（1957．

　　　　2）　31－37，　12－3　（1957．3）　42－53，　12－4

　　　　（1957．4）　30－38，12－5　（1957．5）　37－44，

　　　　12－6　（1957．6）　16－21

　鈴　木鼻　靖
　　　東南アジア諸国のソ同盟との経済交流
　　　　：東亜経済研究（山口大）1（1957．3）

　　　　300－218

　滝　川　　勉
　　　後進国開発と過剰農産物一米印余剰農産物

　　　　協定を中心に一　農業総合研究11－2（1
　　　　957．4）　69－106

　山　ロ　哲　夫
　　　米国余剰農産物受入の問題点　経済情勢
　　　　（≡二菱経研）　333　（1957．6）　30－37

　　　　　　　　（賠　　　償）

　赤　津　　学
　　　ビルマの経済開発と賠償の比重

　　　　アジア問題〔ト3（1957．3）70－78

　賠償の経済的効果　経済月報（三和銀）241
　　　　（1957．　2）　32－39

　ビルマに対する賠償および経済協力　調査月報
　　　　（≡1器物）　265　（1957．8）　46－51

入江猪太郎
　　投資ブtr一一ムと賠償支払　世界経済評論40

　　　（1957．9）　123－130

松　井　　清
　　賠償と経済協力の経済的基礎　日本の国際

　　　的地位（別冊法律時報1）（1957．2）149

　　　－154

三　辺　信　夫

　　賠償麦三国における関税問題についての一

　　　試論一工Eミードの貿易理論に沿って

　　　一経済学雑誌（大阪市大）36－5（1957．

　　　5）　26－59

（12）



三好俊吉郎
　　インドネシア賠償交渉の問題点　アジア問
　　　題　6－3　（1957．3）　88－93

武藤和雄
　　「無拘束賠償論」について　アジア問題6
　　　－3　（1957．3）　22－33

岡野鑑記
　　日本賠償問題の性格　金融経済43（1957．
　　　4）　1－20

鈴木哲太郎
　　ビルマ賠償実施の現状アジア問ee　6－3（1

　　　957．3）　50－60

対フィリピン賠償実施状況　外国為替164（19
　57．　5．　15）　15－17

谷　敷　　寛
　　賠償と経済協力通商産業研究5－6（1957．
　　　6）　56－63

浦部清　治
　　ヴェトナムとの賠償問題及び経済協力

　　　アジア問題6－3（1957．3）94－99

吉　田　　稔
　　賠償とフィリピン経済　アジア問題6－3
　　　（1957．3）　79－87

　　　－4　（1957．10）　36－49

松　浦茂　治
　　後進国開発における国連方式とフラγケノレ

　　　方式との対比　名城商学6－2（1957．1）

　　　21－48

箕　輪　　哲
　　後進国経済変動の問題点　外国為替168
　　　（1957．7．　18）　24－27

三　宅武雄
　　後進国における資本蓄積季刊理論経済学
　　　7－3／4　（1957．3）　267－274

宮沢　健一
　　後進国開発計画の計量的模型　季刊理論経

　　　済学7－3／4（1957．3）290－298

那　須　　皓
　　アジア農業の開発と日本の技能　世界経済
　　　12－3　（1957．3）　2－11

Nurkse，　Ragnar

　　インド第2次5力年計画批判（Quarterly
　　　Journal　of　Economics，　May　1957訳）

　　　エカフェ通信131（1957．9．1）41－76

岡　崎陽　一
　　後進国の資本係数一インドと日本について

　　　一季刊理論経済学7－3／4（1957．　3）

　　　275－282

小野一一・郎
　　後進国開発理論（対決する二つの経済学

　　31）　エコノミスト35－33（1957．　8．　17）

　　52－55

小野一一郎
　　後進国における経済発展一国連報告の紹介

　　　と検討一　世界経済評論36（1957．4）

　　　16－21

斎　藤一　夫
　　地域開発と産業構造　農業総合研究11－2
　　　（1957．4）　35－67

佐瀬六　郎
　　アジアの経済開発と日本の立場　アジア問
　　　題　7－2　（1957．8）　16－26

傍　島省　三
　　後進国開発理論（対決する二つの経済学

　　　32）エコノミスト35－34（1957．8．24）

　　　52－55

高　田　保　馬

　　後進国の経済発展について　エコノミスト
　　35－16　（1957．　4．　20）　36－40

武　　博　宜
　　エカフェ地域の農業開発計画の概要

　　　工ヵブエ通信136（1957．10．21）1－33

武　　博　宜
　　イyドネVア開発計画の基本問題　工ヵフ
　　　ェ通信110（1957．　2．1）1－26

武　　博　宜
　　最近におけるアジア経済開発の進展状況

　　　工ヵブエ通信121（1957　’5．21）30－37

東南アジア諸国の経済発展と資金調達問題

　　　調査月報（日銀）8－5（1957．5）14－18

ヴオィチンスキー教授のインド第2次5力年計
　　　画批判　エカフェ通信134（1957．10．1）

　　　5＆74

山口辰六郎
　　工業化と農業の発展（1，2）国際食糧農業
　　　6－11　（1957．11）　36－41，　6－12　（1957．12）

　　　37－44

柳父徳太郎
　　後進国発展理論の新分野一アメリカ経済学

　　界の一側面観一　エコノミスト35－16
　　　（1957．4．　20）　41－43

　　　7・経済協力・対外援助・賠償
　　　　　　　（経済協力）
アジア問題研究会

　　アジアにおける経済協力の受入れ体制

　　　アジア問題6－4（1957．4）115－121

アジア問題研究会

　　中共とアジア諸国の経済提携iの現状　アジ

　　　ァ問題6－5（1957．5）84－91

英連邦の開発におけるイギリスの役割　調査月

　報（大蔵）46－12（1957．　12）4－15

藤　崎信幸
　　アジア経済協力の具体的展開の方向一「ア
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　ジァ広域経済圏の形成」を目指しつつ一

　アジア問題7－2（1957．8）62－80

村　竜　男

アジア地域における相互協力の問題点

　アジア問題6－5（1957．5）104－114

　覚　天
経済協力はどう行われるべきか
　エカフェ通信115（1957．　3．21）1－21

　正　流
社会主義における工業化と経済的面面ーポ

　P一ランド・ハソガリア問題に関連して一

　世界経済評論35（1957．3）22－29

Harrod，　Roy

　　当面の英国景気動向並びにヨー一・Ptッパの経

　　　済統合について　東京銀行月報9・一8（19
　　　57．　8）　57－64

林　　俊　範
　　アジア諸国に対する技術協力の在り方

　　　アジア問題6－3（1957．3）110－133

北欧諸国と欧州経済統合　海外市場7－74
　　　（1957．12）　82－86

インドとわが国の経済協力　貿易と関税5－7
　（1957．　7）　46－49　．

石　丸　忠　富

　　地域的経済統合の諸条件とアジアの特性

　　　アジア問題6－6（1957．6）60－67

伊　東　隆　清

　　特需の再編成経団連月報5－7（1957．7）

　　　51－55

川　崎　一　斉
　　東南アジア（フィリッピン，タイ，マレー，

　　　南ヴェトナム，香港）鉱山の開発協力に

　　　干て　調査時報（伊藤忠）91（1957．6）

　　　35－47

小　長　啓　一

　　経済協力の現状と問題点　通商産業研究5
　　　6　（1957．6）　4＆55

宮　下　武平
　　ビルマの経済開発と日本の経済協力

　　　貿易と関税5－6（1957．　6）36－39

武　藤　和雄
　　ビルマとの経済協力の新方式　通商産業研
　　　究　5－6　（1957．6）　69－79

ミユルダール教授の東南アジア地域経済協力論

　　　経済作皆勢　（≡三菱経研）　331　（1957．4）　26－

　　　28

日本及び東南アジテ諸国の域内協力について

　　　経済調査（大和銀）114（1957．　7）4－13

欧州合衆国の設計図一欧州経済共同体・原子力

　　　共同体条約の全容一　世界週報38－13
　　　（1957．4．　27）　16－27

佐　瀬　六　郎

　　東南ア経済協力の諸問題　エコノミスト3
　　　5－9　（1957．3．2）　23－27

佐　藤　和　男

　　シューマンプラyの法的体制一欧州石炭鉄
　　　鋼共同体による国際経済行政一　アジア

　　　問題6－6（1957．6）112－12

西欧経済統合計画の概要と問題点　調査月報
　　　（日銀）　8－4　（1957．4）　7－11

千田文七郎
　　アジアの林業開発と日本の協カ　アジア問
　　　題　7・一4　（1957．10）　58－67

谷

寺

内

渡

　江

山

　匡

吉

敷　　寛
ビルマに対する経済協力の現状と問題点

　アジア問題6－3（1957．3）61－69

村　鉄　三

ソ連の対外経済関係の変容東欧諸国との
　経済協力の調整の問題を中心として一
　エコノミスト35－26（1957．　6．　29）24－27

田　勝敏
シェーマソ・プランの足跡一ヨー一・Pッパ経

　済統合論序説一　アジア問題6－6（1957．

　6）　100－111

辺　誠　毅

ソ連と東欧の経済的協力と対立　世界経済

　評論35（1957．3）16－21

本　　　登

アジア経済協力の問題点一経済協力の前提

　条件一アジア問題6－3（1957。3）10－20

本　　　登

アジアの地域協力と共同市場問題　アジア
　問題6－6（1957．　6）10－24

崎　隆　造：

H本誌アジア経済協力の実績と問題点

　アジア問題6－4（1957．4）60－71

村　　寿
アジア諸国に対する技術協力の在り方　六
甲台論集（神戸大）4－2（1957．7）55－67

　　　　　（対外援助）
アメリカの対外援助とその経済効果（上，下）

　　　東京銀行月rU　9－9（1957．9）23－44．9－10

　　　（1957．　10）　26一一38

アメリカ相互援助計画に関する大統領民間諮問

　　　委員会の報告書　調査月報（大蔵）46－5

　　　（1957．5）　19－27

米国の新対外援助方針一フェアレス委員会報告

　　　一　世界週報38－10（1957．4．6）44－51

米国の低開発諸国援助方針（ジ3ンクトソ委員

　　　会報告）世界週報38－11（1957．　4．13）

　　　36－43

米国余剰農産物貿易について（上，下）

　　　外国為替154（1955．12．1）11－12，155

　　　（1957．1．1）　32－33
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江頭数　馬
　　中国の対外援助と被援助　アジア問題6－1
　　　（1957．　1）　120－129

秦　　正　流
　　共産諸国家の対アジア経済政策一とくにソ

　　　ヴェトの政策を中心として一　アジア問
　　　題　6－5　（1957．5）　22－32

逸　見　謙　三

　　農産物過剰問題一長期的視点による一

　　　農業総合研究11－2（1957．4）107－144

伊　藤　政　雄

　　国連諸機関の技術援助活動　アジア問題6
　　－5　（1957．5）　55－63

国際金融・為替
1．貨幣・金融理論（貨幣・金融・支払準備制

　度）

2・国　際通　貨
3．為　　　　　替

4．国際資本移動
5・国　際投　資
6．国際決済制度
7・国　際収亥
8・各国金融為替制度（日本・アジア各国・英

　・西独・欧州各国・米・米州各国）

　　　　　　1．貨幣・金融理論
　　　　　　　（貨　　　幣）

天沼紳一郎
　　Pウンゾとロック　一磨滅銀貨の一考察一
　　　経済学季報（立正大）16（1957．2）24－50

天　利　長　三

　　現代における金利理論についての一つの反

　　　省一金利は純然たる貨幣現象か一回
忌　　互銀行79（1957．　8）37－42

天　利　長　三

　　インフレーションの理論　エコノミスト別
　　　冊（1957．5．1）17－20

現金通貨の需要と供給　一経済成長と通貨との

　　　関連に関する一考二一　経済調査（大和
　　　銀）　117　（1957．10）　4－15

⑱tiaeilLHaHT，　A．（エイゼリナyト）

　　戦後の資本主義諸国における信用統制（「貨

　　　幣と信用」1957年5，月号訳）世界経済評
　　　論　41　（1957．10）　53－59

後藤新一
　　わが国現行補助貨制度小論　金融経済　45
　　　（1957．8）　66－77

藤野正三郎
　　投資効率について　電力経済研究所所報5
　　　（1957．2）　9－17

藤　田　正　寛

　　後進国の金利市場　国民経済雑誌（神戸大）
　　　96一一2　（1957．8）　78－84

麓　　健　一
　　銀行券の紙幣化にかんする…考察金融経
　　　済43　（1957．4）　21－36

麓　　健　一

麓

古

花

花

花

花

原

原

銀行信用論　銀行研究299（1957．1）1－17

　健　一
「近代的不換紙幣」論　一岡橋保教授の反

　批判によせて一　バンキング113（1957．
　8）　12－26

谷弘稲田献一資本蓄積の均衡成長経路と有効経路　季刊
　理論経済学8－1／2（1957．6）6〔ト・73

井　益　一
「貨幣範疇をめぐる弁証法の問題点（上）

　一北川宗蔵氏の説を中心に一　富山大学
　経済学音1～論集　12　（1957．3）　1－12

井　益　一

「貨幣の前貸か資本の前貸か」問題再論

　一銀行業者の立場一　富山大学経済学部

　論集11（1956．12）23－31

井　益　一

最近の信用理論にたいする若干の主張　経

　済評論6－10（1957．10）84－95

井　益　一

信用表記と信用貨幣　一不換銀行券の問題

　によせて一　バンキング113（1957．8）
　80－92

　純　子
利子率の決定および変動に関して　経商論
　纂（申央大）72（1957．2）71－93

　純　子
不換銀行券の特質について　経商論纂（中
　央大）75（1957．9）69－89

一谷藤一郎
　　革新的なマネー・フロー分析エコノミス
　　　ト35－12（1957．3．23）20－22

一谷藤一郎
　　流動性選好説をめぐる問題　バンキング
　　　108　（1957．　3）　12－25

一谷藤一郎
　　流動性選好説と貸付資金説との関係　大阪

　　　大学経済学6－3／4（1957．3）25－50

飯　田　正　義
　　信用制度と貸付資本　産業経済研究（久留

　　　米大）7（1957．3）1－35

飯　田　　繁
　　ふたたび「党換銀行券と不換銀行券」
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献

目　石

録

石

石

伊

伊

極

極

豊

里

金

金

管理通貨制度と通貨政策の地位

片

　一三宅義夫教授の批判にたいして一i一金
　門経鞍琴45　（1957．8）　20－51

田　　繁
貨幣資本と利子つき資本　一ヒルフアデイ

　ソグの「資本信用論」にたいする一批判

　一　バン’キング107（1957．2）12－26

田　　繁
利子つき資本における「貨幣の資本化」

　経済学雑誌（大阪市大）36－4（1957・4）

　1－41

田　興平
「一般理論」におけるケインズ物価理論の

　性格　バソキン’グ109（1957．4）31－44

川　常　雄
二つの利子理論をめぐって　一流動性選好

　説か貸付資金説か一　経済論叢（京大）

　80－2　（1957．8）　56－73

川　常雄
貨幣需給の投資乗数効果に与える影響経
　済論叢（京大）80－6（1957．　12）21－38

藤　　岩
貨幣と価格　単純な流通を中心として一
　法制論集（新潟大）7－1（1957．7）23－46

藤　　岩
貨幣より資本へ　一資本論で消えた論理的

　展開一　法経論集（新潟大）6－2（1956・

　12）　25－44

藤　　岩
資本制信用と不換銀行券　法経論集（新潟

　大）7－2（1957．10）27－48

藤　　岩
単純な貨幣流通と資本制的貨幣流通

　法器論集（新潟大）6－3（1957．2）1－14

尾　裕　純

資本循環の二重性　一質疑と批判にこたえ
　て一経営セミナ・・一2－8（1957．　8）20－

　25

山　武雄
貨幣の本質について　銀行論叢51－9（195
　7．　9）　1－16

森　恒　利

流動性選好説と貸付資金説一チャンの総
　合説について一　香川大経済論叢　29－6
　（1957．3）　1－27

子　精次
戦前の日本における貯蓄率と所得分配率

　一特に1920年代以後の分析一　経済学論

　究（関学大）11－3（1957・10）51－89

　　　　　　　　　　　　調査月報（日
　銀）　8－12　（1957．12）　1－7

山　貞　雄

南北戦争期の「グリー一　］／　2〈ックス・インフ

ー1ノ

ーiノ

ー｝ノ

ー1ノ

木

北

小

沓

桑

京都大学

正

　レーション」　彦根論叢40（1957．　11）

　59－81

ロ　　弘
マノレキストの流動性選好説批判・バソキソ

　グ113（1957．7）27－37

ロ　　弘
投資と利子率　銀行論叢　51－7（1957．　7）

　1－12

口　慎　二

定式的貨幣政策と経済安定　一シカゴ学派

　政策思想の一論点一　大阪大学経済学
　63／4　（1957．3）　249－272

合　一　郎

不換銀行券の伸縮について　一管理通貨論

　序説一　経済学雑誌　（人阪市大）36－4
　（1957．4）　42－68

村増　三
流動性選好説と貸付資金説　一利子率につ

　いての一考察一（1，2）商学討究（小樽
　商大）7－4（1957．2）1－34，8－1（1957．　6）

　25－74

村　元　一

：景気循環と物価変動下関商経論集（下関

　商短大）1－1（1957．1）55－67

山　省　三

国庫制度の改正私案　一通貨政策の円滑実

　施のために一　エコノミスト35－19
　（1957．11）　36－40

水　　勇
ペイメント。マトリックスと貨幣の諸問題
　経済志林（法政大）25－4（1957．10）48－

　78

原　　晋
：景気循環と国際関係　一貨幣的景気論・金

　為替本位制の著者としての松岡教授にさ

　さぐ一　経済学研究（北海道大）12
　（1957．9）　1－23

　　　中谷実研究室

マネー・フロー分析とわが国についての試
　算　パンキン’グ112（1957。7）73－85

井　敬次
貨幣資本における利子発生の根拠　一マル

　クス・シュムペーター・ケインズの立場
　を饒って一　経済論集　（関西大）7－3
　（1957．6）　1－24

上　正　之

インフレーション分析の諸方法一金解禁と

　その再禁止をめぐって一　金融経済　46
　（1957．　10）　16－32

三木谷良一
　　銀行学派における銀行券過剰発行をめぐつ

　　　て　神戸商科大学紀要4（1956．12）99一
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　　　122

源　　秀　夫
　　貨幣経済の正視一一ケインズ経済学における

　　　貨幣思想の省察一一　バyキング108
　　　（1957．3）　53－64

三　宅　義　夫

　　三山銀行券と不換銀行券一岡橋・飯田両教

　　授の所説によせて一経済評論6－3
　　　（1957．　3）　117一一127

長尾義　三
　　ケイyズ利子概念の一考察一　価格と利子
　　　（2）一　同志社商学8－5（1957。12）1－20

長　尾　義　三

　　投入産出と資金循環の綜合表　バンキング
　　　111　（1957．　6）　24－32

中　村　広　治

　　ソナソトン1’紙券信用論」の一考察←一スミ

　　　スとの関連を中心に一　金融経済46
　　　C1957．　10）　57－74

中　村重夫
　　標章貨幣論　．〈yキyグ111（1957．　6）12

　　　－22

中　西　仁　三

　　近代貨幣政策に於ける未解決問題について
　　　経済学論叢（同志社大）7－6（1957．10）

　　　97－104

日本における適正通貨：量と安定成長率（経済再

　　　建研究会討論記録）　アナリスト　3－7

　　　（1957．7）　19－31

西　村　　久
　　信用創造理論に関する基礎的考察　六甲台
　　　論集（神戸大）3－4（1958．12）96－108

則　武　保　夫
　　ケイシズの貨幣観　国民経済雑誌（神戸大）

　　　95－2　（1957．2）　18－33

則武保　夫
　　洗骨性選好について　国民経済雑誌（神戸
　　　大）96－5（1957．11）47－60

岡　橋　　保
　　不換銀行券と紙幣流通の法則　バンキング
　　　109　（1957．4）　46－58

岡　橋　　保
　　不換銀行券再論一飯田・三宅・麓三教授の

　　批判に答う一　バンキング・111（1957．

　　　6）　82－95

岡　橋　　保
　　銀行券について一飯田・三宅両教授の批判

　　　に答えて一経済評論6－6（1957．　6）138

　　－148

岡　橋　　保
　　価格標準の変更と物価　経済学研究（九大

　　22－3　（1957，12）　1－41

岡　橋　　保
　　紙幣の価値について一ヒルブァ・・一ディyグ

　　　の紙幣法則批判一　銀行研究　301
　　　（1957．　3）1－14

岡　橋　　保
　　戦後のイyフレ理論一その成果と今後の問
　　　題点一経済評論　6・一12（1957．12）79－

　　　89

岡　崎陽　一
　　貸付資金説と流動性選好説の問題一ハソ．セ

　　　yの所説に対する批判一　銀行研究301
　　　（1957．　3）　31－43

奥　　田　　勲
　　ランゲの利子理論　商学：論究（関学大）16

　　　（1957．2）　1－20

奥　　田　　勲

　　短期利子率と長期利子率との関係　商学論

　　　究（関学大）19（1957，9）1－34

奥村茂次
　　戦後アメリカにおける固定資本投資の変動

　　　について　経済学雑誌（大阪市大）36－3
　　　（1957．　3）　35－109

大野喜久之輔
　　銀行信用と利子率一その貨幣経済における
　　　地位一　　国民経済雑誌（神戸大）　96－5

　　　（1957．11）　61－80

大野喜久之輔
　　貨幣的経済理論としての「一般理論」に対

　　　する一考三一「一般理論」における貨幣

　　　信用をめぐって一　国民経濱雑誌（神戸

　　　大）95－1（1957．1）47－64

大野喜久之輔
　　洗動性選好説と貸付資金説一S．C．チャy

　　　グの調停の試み一　国民経済雑誌（神戸
　　　大）95－4（1957．　4）62－67

大　自信　三
　　ケ・fン’ズ主義のi悲劇　銀行研究306（1957．

　　　8）　7－22

太　田　明　二

　　成長経済における貨幣と技術の役割　松山

　　　商大論集7－4（1956．12）1－24

Potut，　Georges

　　アフタリヨン教授を悼みその業績を偲ぶ

　　　（Banque，　Mars．1957訳）　バンキング

　　　111　（1957．6）　101－107

利子率（3．完）調査月報（大蔵省）46－3

　　　（1957．　3）　1－77

酒　井　一　夫

　　計算貨幣について　経済学研究（北大）12

　　　（1957．9）　99－125

作道洋太郎
　　近世貨幣金融思想の展開　大阪大学経済学
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　　6－3f4　（1957．3）　273－302

作道洋太郎
　　The　reform．　of　the　monetary　system　in

　　the　early　years　of　Meiji．　Osaka　Econ．

　　　Papers（大阪大）6－2（Sept．1957）32－47

桜井欣一郎
　　経済成長と貨幣供給一クラーク・クーバト

　　　y氏の提案について一　バンキング111
　　　（1957．　6）　48－58

真藤素一
　　党換銀行券および不換銀行券について　金
　　融経済　42　（1957．2）　18－44

真藤素　一
　　金輸出禁止下の物価一日本・fンフv一シ’ヨ

　　　ン史（1，　2）経営と経済（長崎大）37－1

　　　（1957．6）　131－156，　37－2　（1957．8）　111－

　　　128

新　庄　　博
　　信用および通貨の資金的考察一資金フP　’一

　　分析への序説一経営セミナt一一2－8（19
　　57．8）　9－13

新　庄　　博
　　通貨政策と資金フロー　国民経済雑誌（神

　　戸大）96－5（1957．11）17一一32

新　庄　　博
　　有効需要と消費者信用　　バンキング　114
　　　（1957．9）　12－20

傍　島　省　三

　　貨幣の諸機能について　大阪大学経済学
　　6－3／4　（1957．　3）　68－86

高　　田　　博

　　グソブリッジ派貨幣理論の性格（1）一参

　　照基準・ワルラスにおける貯蓄投資方程

　　式の三昧と貨幣の析出一経済学季報
　　　（立正大）17（1957・5）11』29

高　田　保　馬

　　利子論についての覚書　青山経済論集8－4
　　　（1957．　3）　1－19

高木暢哉
　　退蔵貨幣の概念をめぐって　バンキング
　　115　（1957．10）　75－85

高橋長太郎
　　政府投資と民間投資一橋論叢38－5（195
　　7．11）　15－27

高　橋泰蔵
　　「最高発行額制限制度」をめぐる問題　バ

　　　ソキング115（（1957．10）12－19

高　　崎　　　久

　　貸付資金説の再検討　大分大学35周年記念

　　論文集（1957．6）45－68

武　田　隆　夫

　　ドイツ公債についての覚書一金融資本成立

　　　との関連においてみた一　＝r7uクス経済

　　学体系（宇野弘蔵還歴記念論文集）下巻
　　　（1957．　10）　77－98

竹　村　脩一
　　不換銀行券の本質一不換銀行券問題の一論

　　点一大分大学35周年記念論文集（1957．
　　6）　91－110

竹　村　脩一
　　不換銀行券論一その貨幣規定をめぐって一一

　　　バソキン・グ111（1957．　6）34－46

竹村脩一
　　銀行券の直通について　大分大学経済論集
　　8－4　（1957．2）　23－46

玉野井昌夫
　　イギリス金融資本の成立と貨幣市場の展開

　　　マルクス経済学体系（宇野弘蔵還歴記念

　　論文集）下巻（1957．10）217－233

田　中　生　夫

　　地金論争と細入階級　法官学会雑誌（岡山

　　大）19（1957．2）1－29

田　中　生　夫

　　18世紀末一19世紀初期のイギリスにおける

　　信用流通　金融経済46（1957．10）1－15
田　中　生　夫

　　リカア、ドオとボウズンキット　経済学研究
　　　（北大）12（1957．・9）77－97

田　中　生　夫

　　（融訳）C．ボウズンキット「地金委員会の

　　報告書に対する実際的批判」1810年（1，2

　　完）法身学会雑i誌（岡山大）20（1957．
　　3）　107－134，　21　（1957．6）　53－88

田

建

戸

豊

中　　稔
利子率決定論の二形態（1）経済集志（日
　大）26－5（1956．　12）53－72

村　正喜
再生産過程に於ける貨幣流通および実現恐
　慌　工業経営　（広島大）7－1（1957．2）

　1－23

田　正　志

銀行券の最高発額制限制度について　アカ

　デミア（南山大）15（1957．1）1－23

原　治　郎

アメリカ産業資本の形成　大分大学経済論
　集　9－1　（1957．8）　25－46

通貨の流通速度について一米国の金融逼迫下に

　　おける所得速度上昇の検討を中心として

　　一　無異調査（大和銀）119（1957．12）

　　4－14
内　田　武　男

　　対外設備投資の若干問題一特に中小規模投

　　資について一一大分大学35周年記念論文
　　集　（1957．6）　361－382
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唄　　野　　隆

　　ハソセソの利子率決定理論について　六甲
　　　台論集（神戸大）3－4（1956．　12）83－95

渡　辺　　　弘

　　（紹介）ハーンとチャyとの流動性選好説
　　　と貸付資金説　経済学論叢（同志社大）

　　　7－4　（1957．3）　127－143

Whittlesey，　C．　R．

　　均衡的成長における貨幣の役割一経済成長

　　　と貨幣との関係一（American　Econ．　R

　　　papers＆proceedings．　May．1956訳）

　　　調査月報（大蔵省）46－3（1957・3）115－

　　　123

山　田　良　治

　　貨幣の循環と「貨幣論」のケインズ　青山

　　　経済論集8－4（1957．3）21－45

山　　ロ　　茂

　　銀行券発行制度の問題点　国民経済雑誌

　　　（神戸大）96－5（1957・11）1－16

山本二三丸
　　貨幣理論の根本問題一「貨幣の本質：」論に

　　　ついて一（2）法経論集　（愛知大）　20
　　　（1957．　10）　1－39

矢　尾　次　郎

　　田中金司先生の学問　国民経済雑誌（神戸

　　　大）96－5（1957．11）81－96

安　　田　　充

　　利子の一般均衡理論t一ピックスとパテfy
　　　キンを中心として一　　バンキング　106

　　　（1957．1）　35－46

吉　田　義　三
　　「適正成長率」の概念　　バンキング　114
　　　（1957．9）　22－32

吉　本　真　二
　　利子率と安定条件　調査月報（大蔵）46－11

　　　（1957．　11）　142－155

吉　野　昌　甫
　　金本位制における信用供給の強力性　季刊
　　　王里論経済学　7－3／4　（1957．3）　312－320

　　　　　　　（金融・銀行）

荒　牧　正　憲
　　通貨論争と銀行制度（1）一発券銀行の発展

　　　を中心として一経済学研究（九大）23
　　　－1　（1957．5）　65－99

千葉　秀雄
　　外国にみる金利政策の効果　エコノミスト
　　　35－22　（1957．　6．　1）　32－35

中央銀行政策と景気循環（ドイツチェバンク・

　エコノミックンビェー1957年7／8月号訳）　調

　査時報（富士銀）115（1957．11）39－48

深貝善太郎

　　銀行資本と銀行利潤　バンキング107（19
　　　57．2）　58－72

藤　沢　正也
　　カーtル・トーマス「信用銀行の貸出割引及

　　　び有価証券投資」商学討究（小樽商大）
　　　8－2　（1957．10）　61－76

銀行預金に関する若干の考察一預金の増減と流

　　　動について一　経済調査（大和銀）109
　　　（1957．2）　4－19

原

原

　司　郎
明治初期金融史への一考察一為替会社の設

　立を中心として一銀行研究300（1957．
　2）　3146

　司　郎
わが国金融政策の性格　商経法論叢（近畿
　大）8－1（1957，5）137－156

Harrod，　Roy

　　国内活動と対外バランス　（The　Banker’s

　　　Magazine，　May　1957訳）世界経済評論
　　　41　（1957．　10）　50－52

飯　田　正　義

　　発券取引と銀行業　産業経済研究（久留米

　　　大）8（1957，6）1－26

飯　田　正　義

　　近代的銀行の分析視角　産業経済研究（久

　　　留米大）9（1957．9）129－150

今酉庄次郎
　　株式の市場性価値の大いさ　関西大学商学
　　　論集　1－5　（1957．1）　29－39

石井隆一郎
　　銀行流動性比率は法定すべきか　国民経済

　　　雑誌（神戸大）95－2（1957．2）76－79

石井隆一郎
　　銀行資本金比率の意義について　六甲台論
　　　集（神戸大）4－1（1957．4）1－12

石井隆一郎
　　銀行資金運用論への序説　六甲台論集（神

　　　戸大）4－3（1957．10）1－14

石井隆一郎
　　金融財政政策と経済成長　国民経済雑誌

　　　（神戸大）96－3（1957・9）68－73

石井隆一郎
　　商業銀行第二次準備案の再検討　国民経済
　　　i雑誌（神戸大）96－2（1957．8）53－69

Jacobsson，　Per

　　金融政策に関する覚え書　（Skandinaviska

　　　Banken　Quarterly．　Oct．1956訳）調査

　　　月i報（三井銀）260（1957．3）32－41

梶　山　武雄
　　銀行信用とは何か　銀行論叢51－4（1957．

　　　4）　1－13

柿沼幸一郎
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　　金融政策と申央銀行制度　　銀行研究　309

　　　（1957．11）　15－23

各国の公開市場操作（＝一・，一ヨーク連邦準備銀

　　　行月報1957年3月号訳）調査月報（日銀）
　　　8－5　（195Z　5）　44－51

加　藤　俊　彦

　　井上準之助についての覚書一9代・11代日

　　　銀総裁としての井上準之助一　金融経済
　　　43　（1957．　4）　37－50

加　藤俊　彦
　　日本興業銀行設立についての一考察　マル

　　　クス経済学体系（宇野弘蔵還歴記念論文

　　　集）下巻（1957．10）298－315

川　　口　　弘

　　銀行の極大利潤原則　銀行論叢51－10
　　　（1957．　10）　2－16

川　口　慎　二

　　銀行同一歩調論の再吟昧　大阪大学経済学
　　　7－2　（1957．7）　79－94

川　口　慎　二

　　銀行組織と貨幣創出一預金貨幣創出機構の

　　　基礎一　バンキング115（1957．10）50－

　　　62
川　合　一　郎

　　株式市場と資金拘束　インヅェストメント
　　　10－10　（1957．11）　1－8

川　合　一　郎
　　金融政策の限界　世界経済評論40（1957・

　　　9）　24－30

川　合　安雄
　　投資評価の一考察　同志社商学8－6
　　　（1957．　2）　67－83

木　村増　三
　　分散投資の原理と方法　インヴェストメン
　　　s　10－4　（1957．5）　9－21

木　村　増　三
　　貸付資金と証券の面通　一橋論叢38－3
　　　（1957．　9）　90－95

金融経済研究所

　　金融政策の在り方と限界　金融経済44
　　　（1957．6）　15－81

金融市場における現金の需給バランスの概念に

　ついて　調査月報（日銀）8－4（1957．4）1－6

小　牧　聖　徳

　　戦後普通銀行政策の基本的性格　立命館経

　　　済学5－6　（1957．2）　121－156

近　藤　清　彦

　　準備預金制度について　銀行研究302
　　　（1957．　4）　87－97

紅　林　茂　夫

　　金利引上げの効果と限界　経済評論　6－7

　　　（1957．7）　30－37

紅林茂　夫
　　金利政策の意義とその展開　金融123
　　　（195Z　6）　17－20

紅　林　茂　夫

　　資本優遇の重要性　経営セミナ2－11
　　　（1957．11）　2－6

紅林茂夫
　　財政・金融一体化問題の本質　アナリスト
　　　3－4　（1957．　4）　1－6

黒　川　芳蔵
　　貿易金融機関について一輸出入銀行一　同
　　　志社商学9－3（1957．9）69－90

三　宅武雄
　　流動資産から見た経済の鋤き　経商論纂
　　　（中央大）73（1957．　6）71－88

守　田　志　郎

　　明治期における地方銀行の展開と地主及び

　　　商業資本一新潟県第四国立銀行を中心に

　　　一　社会科学研究（東大社研）9－1
　　　（1957．6）　1－37

長　尾　義　三

　　産業連関に於ける証券の地位　イyヴェス

　　　トメント10－7（1957．8）8－21

長　坂　　聰
　　交互計算信用と発行業務一ドイツ信用銀行

　　　の本質一　マルクス経済学体系（宇野弘
　　　蔵還暦記念論文集）下巻（1957．10）99－

　　　121

長　沢　惟　恭

　　貯蓄投資の均等と金融の問題

　　　一橋論叢38－5（1957．11）28－50

名　東　孝　二

　　金融乗数効果をめぐる経済発展の一模型

　　　季刊理論経済学8－1／2（1957，6）79－84

名　東　孝　二

　　金融職能の統一的展望のために（貨幣静態

　　　観より動態観へ）　銀行論叢51－8
　　　（1957．8）　1－23

沖　中　恒幸
　　銀行の独占と競争銀行研究　298（1956．
　　　12）　1－9

沖　中　恒　幸

　　銀行融資の構造について　金融経済45
　　　（1957．8）　1－19

小野寺秀文
　　貯蓄についての覚え書一貯蓄の増強につい

　　　て一銀行研究309（1957．11）34－43

尾　崎　康夫
　　経済発展：の金融的側面　大阪大学経済学

　　　6－3f4　（1957．　3）　345－365

尾崎　康夫
　　経済成長と金融政策一均衡成長における金
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　　　融の役割一下関薄野論集（下関商短大）
　　　1－2　（1957．　7）　51－70

Perlo，　Victor

　　The　Empire　of　High　Finance（英文）世

　　　界経済評論37（1957．6）62－74

Perlo，　Victor

　　最高の金融帝国（名和献三訳）世界経済評
　　　論43　（1957．12）　48－55

斎　藤　晴造
　　19世紀末におけるドイツの地方銀行一ライ
　　　ソヴェストファーレ・ンにおける大銀行と

　　　中小銀行一　マルクス経済学体系（宇野

　　　弘蔵還暦記念論文集）下巻（1957．10）

　　　145－196

斎　藤　二黒
　　19世紀末におけるドイツ信用銀行の成立と

　　　その産業金融の本質　経済学（東北大）
　　　41　（1956，　12）　78－114

酒　井　安　隆

　　金融政策の効果と限界について一通貨と資

　　　金の関連を中心として一経済学雑誌（大

　　　阪市大）36－4（1957．4）69－113

坂　本　二　郎

　　資本蓄積と経済体制　一橋論叢38－5
　　　（1957．　11）　109－119

政府と中央銀行との関係　調査月報（日銀）8－

　　　9　（1957．9）　36－49

芹　沢　彪　衛

　　日本金融資本再生の跡を辿る　経済学論集
　　　（東大）25－1／2（1956，12）193－222

志　賀　金吾
　　独占期のイギリス預金銀行　マルクス経済

　　　学体系（宇野弘蔵還暦記念論文集）下巻
　　　（1957．　10）　234－255

新　庄　　博
　　金融政策と財政政策の関係　アナリスト
　　　3－12　（1957．　12）　1－6

新金融分析の発展と諸類型一Vネーサプライ分

　　　析からマネーフP一分析へ一調査月報
　　　（日銀）8－5（1957．5）1－7

傍　島　省　三

　　財政と金融　銀行研究302（1957．4）5－19

住の江佐一郎
　　株式価格の構成にかんする二つの見解一ド

　　　ソナーとレフラ・・一のばあい一　立命館経

　　　済学6－3（1957．8）1－38

鈴木安　三
　　わが国における企業資金調達の実態　経済

　　　情勢（三菱経研）329（1957．2）32－40

高木暢哉
　　信用制度と銀行業　経済学研究（九大）22
　　　－3　（1956．　12）　43－82

玉野井昌夫
　　金融市場に関する一考察　学習院大学政経

　　　学部研究年報4（1957．3）209－226

戸　原　四　郎

　　金融資本成立期におけるドイツチェバンク

　　　の変遷　マルクス経済学体系（宇野弘蔵

　　　還暦記念論文集）下巻　（1957．10）122－

　　　144

徳永清行
　　中国における私営金融の限界一旧式金融機

　　　関の存続性について一　同志社商学9－3
　　　（1957．　9）91－107

土屋喬雄
　　日本における銀行業黎明期に関する一考察
　　　経済学論集（東大）25－1／2（1956．12）

　　　139－168

津谷彰一一
　　現段階に驚ける企業金融の特質一銀行資本

　　　と産業資本との関係一　アナリスト3－4
　　　（1957．4）　7－18

矢　島　保　男

　　英国における銀行の洗動性の変化について

　　　早稲田商学127（1957．　3）91－99

矢　島　保　男

　　銀行準備の量的測定について　バンキング
　　　112　（1957．7）　61－71

矢　島　保　男

　　金融政策の目標と技術の変遷　銀行論叢
　　　51－12　（1957．　12）　2－14

山　崎　研治
　　経済発展の金融的側面　経済科学（名古屋
　　　大）　5－2　（1957．9）　28－44

楊井　克己
　　アメリカ銀行の対外発展について　経済学
　　　論集（東大）25－1／2（1956．12）45－64

矢内原　　勝
　　英領植民地の銀行問題一植民地富低開発国

　　　の銀行について一　バンキング112
　　　（1957．7）　45－59

矢　尾次郎
　　資本蓄積の金融的側面　　バンキング　107

　　　（195Z　2）28－42

横　山　　保
　　修正株価について　大阪大学経済学6－3／4

　　　（1957．　3）　177－193

吉　田　正三
　　流通性比率政策について　バンキング111
　　　（1957．　6）　60－80

吉川光治
　　国内金融と国際金融との調整一ソーントン

　　「紙券信用論」を申心として一　バソキソ

　　　グ107（19572）44－56
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　　　　　　（支払準備制度）

藤　沢　正　也

　　支払準備制度の当否をめぐるバンカー誌上

　　　の金融論争について　商学討究（小樽商

　　　大）7－4（1957．2）83－111

後藤新一
　　米国における支払準備率法定制度　金融経
　　　済42　（1957．2）　45－65

河　本　博　介
　　支払準備及び準備率操作についての一覚書

　　　経営と経済（長崎大）36－2（1956．10）

　　　107－129

中　村綻　治
　　支：払準備制度の機能について　金融　119
　　　（1957．　2）　15－18

諸外国における支払準備制度の運用　調査月報
　　　（日銀）　8－7（1957．7）1－5

友杉芳春
　　支払準備制度の性格と問題点　富山大学経

　　　済学部論集11（1956．12）109－120

吉　野俊彦
　　支払準備制度の類型について　バンキ・ング

　　　108　（1957．3）　27－38

　　　　　　2．国　際　通　貨
ブvトYウ・Yヅ機構一10年の融資実績一東京
　　　銀行月報　9－4（1957．4）4－21

梶　山　武雄
　　リカードに於ける金の国際的移動配分の理

　　　論について　銀行研究303（1957．5）135

　　－146

加瀬正一
　　ボンド問題その後　貿易クtz・一一ムと仲裁

　　　4－6　（1957．　12）　34－38

金の自由市場とドルの問題　金融　122（1957．

　　　5）　22－27

小　　島　　清

　　通貨自由交換実現の好機　エコノミスト
　　　35－37　（1957．9．13）　16－20

国際通貨基金
　　IMF　1956年年次報告　世界週報38－40
　　　（1957．　10．　26）　46－51

桑　田　英次
　　金の自由市場とドルの問題金融122
　　　（1957．5）　22－27

松村善太郎
　　国際通貨基金とアメリカの平価政策経済

　　　評論6－3（1957．3）107－116

松村善太郎
　　国際通貨政策の性格と限界一特に両大戦間

　　　のアメリカを中心として一世界経済評

　　　論　38　（1957．6）　26－33

松村善太郎
　　ポンド交換性回復と米英金融協定一交換性

　　　回復にたいするアメリカの推i進カー経
　　　済理論（和歌山大）139（1957．　9）1－16

村　野　　孝
　　国際通貨基金の一面一平価システム・コン

　　　トラ・屈伸システムー　世界経済評論
　　　35　（1957．　3）　65－74

尾　崎英二
　　国際通貨調整の今後の方向　貿易と関税
　　　5－11　（1957．　11）　2・O－23

最近の金問題　東京銀行月報　9－12（1957．12）

　　　4－9

佐々木　　畢
　　ブレトン。ウッズ協定改訂論の根拠　国際

　　　経済（国際経済学会）9（1957．9）174－

　　　180

佃　　近　雄i
　　西欧の通貨問題と経済統合への展望通商
　　　産業研究5－9（1957．9）26－31

宇　野　健　吾

　　金価格引上の意味について　バンキング
　　　114　（1957．9）　34－46

山　崎　　清
　　通貨交換性とドル問題　アナリスト　3－11
　　　（1957．　11）　19－28

安　田　信　一

　　ポンドの将来とイギリスの産業構造　国際

　　　経済（国際経済学会）9（1957．9）146－

　　　149

行沢健　三
　　ポンド・スタPtリング論の展望（3完）経
　　　済学論究（関学大）10－4（1957．1）111－

　　　144

行　沢　健　三

　　スターリング地域における通貨問題　世界

　　　経済評論　34（1957．2）10－15

　　　　　　3．為　　　　　替

安東盛人
　　為替相場自由化の理論（1－4完）銀行研究
　　　306　（1957．8）　23－38，　307　（1957．9）　26－

　　　35，　308　（1957．10）　22－42，　309　（1957．

　　　11）　44－61

有木宗一郎
　　均衡為替相場論に関する一考察　下関商経

　　論集（下関商短大）1－2（1957．7）71－86

有木宗一郎
　　伸縮的為替相場と経済活動　下関商経論集

　　　（下関商短大）1－1（1957・1）69－88

有木宗一郎

（22）



　　伸縮的為替相場と経済活動の関連について

　　　国際経済（国際経済学会）9（1957．9）

　　　124－128

海老沢道進
　　為替切下げ効果の限定条件　外国為替175
　　　（1957．ユ1．ユ）　13一ユ5

藤　田　正　寛

　　ラテン・アメリカ主要国に於ける為替政策

　　　の展望と特質　南米研究（神戸大）4
　　　（1957．7）　12－23

外貨保有量：をめぐる諸問題経済月報（住友銀）

　　　102　（1957．5）　23－29

一　木　　弘
　　為替相場の本質について一銀行主義的為替

　　　相場理論特に川合一郎氏の理論を批判す

　　　る一　アナリスト3～2（1957．2）48－56

春日井　　薫
　　為替レートの疑問　銀行研究　309（1957．

　　　11）　7－14

金原賢之助
　　世界為替政策の動向と若干特徴一第二次大

　　　戦後の世界為替研究序説一　三田学会雑
　　　誌　50－2　（1957．2）　1－17

金原賢之助
　　為替相場と国際丁合に関する若干問題一第

　　　二次大戦後の世界為替研究一　三田学会
　　　雑誌　50－10／11　（1957．11）　23－46

木　内　信　胤

　　外貨保有量論　ダイヤモンド　45－23（195
　　　7．　5．　21）　17－23

小　泉　　明
　　外貨の適正保有論　ビジネスレビュー（一
　　　橋大）5－1（1957．　7）27－45

国際為替自由化の動向一EPUを中心として一
　　　経済調査（大和銀）112（1g57．5）4g＿58

小　山　満　男
　　可変価格下における為替相場切下の効果

　　　政経論叢（広島大）6－3／4（1957．3）129

　　　－151

馬　淵　　透
　　A．J．ブラウンの為替理論一「外国為替理論

　　　の研究」（1）一六甲台論集（神戸大）4一一

　　　2　（1957．　7）30－44

マハループの平価切下げ効果（1，2）外国為替
　　　173　（1953．　10．　1）　12－14，　174　（1957．　10．

　　　工5）　30－32

松　村　正　巳

　　為替相場と国際収支（1．2完）銀行研究

　　　306　（1957．8）　116－130，　307　（1957．9）

　　　90－103

村　野　　孝
　　ヨーロッパ為替相場体系の問題一諸外国の

　　　実情とその解決策一　貿易と関税　5－10
　　　（1957．　10）　20－23

村　山　正　砧
　　適正外貨準備について（1，2）　財政経済弘

　　　報633（1957．5．22）　3－5，　　634　（1957．5．

　　　27）　9－10

難　波勝　二
　　為替相場調整と為替管理　　銀行研究　304

　　　（（1957．6）　18－28

大　平　善　治

　　ドル為替中心の世界経済とポyド貨の軟調

　　　が貿易に及ぼす影響外国為替176
　　　（1957．　11．　15）　17－19

尾　上利　治
　　ヘッジング（Hedging）外国為替160
　　　（1957．　3．　15）　4－8

ローダン’，ローゼンスタイン’

　　国際再割引機関の提案　エコノミスト35－
　　16　（1957．4．20）　27－29

社会主義諸国の国際経済と為替関係　調査月報
　（大蔵）46－9（1957．9）51－88

柴　田　　裕
　　為替市場の安定性一二国四財モデルー　国

　　　際経済（国際経済学会）9（1957．9）110

　　　－123

適正外貨保有量　調査時報（富士銀）1ユ1
　　　（1957．7）　9－24

土　屋　六　郎
　　基礎的不均衡と伸縮為替相場制度　銀行研
　　　究　301　（1957．3）　15－30

安　井　孝　治
　　リカァドオの外国為替論　三田学会雑誌
　　　50－9　（1957．9）　38－57

頼　川　治　久

　　適正外貨保有高について　外国為替　161
　　　（1957．　4．　1）　16－18

続ドル’プール再論（1，2）　東京銀行月報9－3
　（1957．3）　4－14，　9－6　（1956．6）　4－12

　　　　　　4．国際資本移動

藤　田　正寛
　　資本移動と後進国金融一申南米を中心とし

　　　て一　国民経済雑誌（神戸大）96－6

　　　（1957．12）　55－70

　　　　　　5・国　際投資
アメリカの後進地域に対する資本輸出の実態

　　　エカフェ通信　137（1957．11．1）39－73

ビルマの外資政策とその運営（米国商務省編：

Establishing　a　Business　in　Burma，　1956要

　　　約）エカフェ通信109（1957．121）25－46

エカフェ地域の外資法規（ECAFE　Laws：and
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小

　Regulations　affecting　foreign　invest－

　ment　in　Asia＆the　Far　East訳）エカ

　フェ通信130（1957．8．21）1－23

　信太郎
職印円借款の背景とその意義　アジア問題
　7－2　（1957．8）　124－138

藤　寛　一

わが国海外投資の方向と輸銀法改正

　アジア問題6－4（1957．4）72－81

　　　　恭
外資導入の現状について

　銀行研究303（1957．5）162－174

島慶三，　田中誠一郎
日本経済の発展と海外投資一貿易の拡大を

　中心にして一通商産業研究5－6（1957．
　6）　16－25

後進諸国の外資導入法叉に外資に対する措置
　（続）海外調査資料（輸銀）10（1956．12）

　105－161

黒　JJ芳蔵
　　国際金融会社（IFC）について　同志社
　　　商学　8－5　（1956．12）　56－72

松村善太郎
　　アメリカ国家資本輸出の二形混一戦債と武

　　　器貸与一

　　　バン’キyグ115（1957．10）33－48

松尾　成美
　　海外投資保険制度の改正一海外投資元本保

　　　険と海外投資利益保険一　外国為替166
　　　（1957．　6．　15）　6－8

西ドイツの海外投資に関する若干の考察

　　海外調査資料（輸銀）11（1957．3）3－47

岡　田　賢一
　　米国海外投資の成熟と停滞一1920年代およ

　　　び世界恐慌期における形態凝望賃一

　　　経済論叢（京大）79－3（1957．3）14－36

フィリピンにおける投資（ブイリピン商務省編
　　　：　lnvestment　opportunities　in　the　Phi－

　　　lippines．要訳）エカフェ通信120
　　　（1957．　5．　11）　20－47

戦前における外資導入について

　調査月i報（El銀）8－6（1957．6）4－11

タイの外資政策とその運営（米国商務省編Est－

　　　ablishing　a　Business　in　Thailand　1956

　　　要約）　エカフェ通信111（1957．2．11）

　　　23－39

高橋　哲　雄
　　第一次戦前のイギリス海上投資の一側面一

　　　寄生化傾向をゆぐつて一　商学論究（関

　　　学大）17（1957．3）107－129

わが国の海外投資の現況について　調査時報

　　　（富士銀）106（1957．1）4－24
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　　　　　　6．国際決済制度
EPUのメカニズム　一その変遷と問題点一
　　東京銀行月報9－10（1957．10）4－25

藤　田　正　寛

　　国際決済制度の新展開一ラテンアメリカに

　　　於ける多角化傾向を饒って一　国際経済

　　　研究年報（神大経研）7（1957．3）195－2

　　　26
国際決済銀行（BIS）第27回年次報告　世界週
　　　幸浸　38－24　（1957．6）　56－65

国際決済方式の一考面一屈伸為替相場制とその

　　　背景に就いて一　調査時報（伊藤忠）92
　　　〈1957．7）　43－52

社会主義諸国の国際決済と為替関係（続）

　　　調査月報（大蔵）46－11（1957．11）115－

　　　141

新　庄　　博
　国際決済制度とポンドの低迷

　　　世界経済評論34（1957．2）4－9

　　　　　　7．国　際　収　支
Bernstein，　E．　M．国際収支調整における戦略

　　的諸要因　調査月報（大蔵）46－8（1957．8）

　　　76－87

海老原武邦
　　「ドル不足」と貿易構造の調整　アナリス
　　　F　3－11　（1957．11）　29－36

弘　田　嘉　男

　　世界貿易と国際収支一地域化傾向とドル問

　　　題の性格一　世界経済評論36（1957．4）

　　　22－31

イギリスの1946－1956年の国際収麦（国際収麦

　　　白書）調査月報（大蔵）46－6（1957．6）

　　　85－132

危機に立つ国際収支と外貨事情（座談会：村野

　　　孝，小島三下）　東洋経済新報2781
　　　（1957．　6．　8）　46－53

小寺武四郎
　　国際収麦論における価格効果と所得効果

　　　経済学論究（関学大）11－1（1957．4）

　　　1－35

国　際連合
　　戦後の国際収支一世界経済概論1956年第1

　　　部nt一（1－3）　世界経済評論41（1957．

　　　10）　18－449，　42（1957．11）4－55，

　　　43（1957．　12）　4－42

久保田高明
　　最近の国際収麦とドル不足　経済情勢（三

（24）



　　　1菱i経口）　337　（1957．10）　32－39

森田善二郎
　　インドの国際収支と貿易

　　　エカフェ通信134（1957．10．1）40－57

中　村又雄
　　昭和31年国際収支の概観　財政金融統計月
　　　報74　（1597．6）　3－6

戦後における米国国際収麦の動き
　　　調査月報（日銀）8－2（1957．2）6－12

新　開　陽　一

　　アメリカの経済優位とドル不足

　　大阪大学経済学7－2（1957．7）95－1181

新　開　陽　一

　　ドル不足理論の展望　大阪大学経済学7－1
　　　（1597．　4）　57－77

竹村　豊，金森久雄，下村　治
　　在庫変動と国際収支一下村説に対する疑問

　　　一疑問に答える　アナリスト3－11
　　　（1957．　11）　41－53

田　申　金　司

　　「交易条件効果」を含む国際収支の弾力性

　　　国民経済雑誌（神戸大）95－3（1957．3）

　　　1－16

建元　正　弘
　　景気変動と国際収支一大戦間についての実

　　　証的研i究一エコノミスト35－24（1957．
　　　7．　15）　19－23

建　元　正　弘

　　景気変動と日本の国際収支一大戦間につい

　　　ての実証的研究一　国際経済（国際経済
　　　11iZk）　9　（1957．9）　32－54

建　元　正　弘

　　経済成長と国際収麦　　大阪大学経済学6－
　　　3／4　（1957．3）　331－344

建　元正　弘
　　Productivity　growth　and　trade　balance．

　　　Osaka　Econ・PaPers（大阪大）6－2（Sept．

　　　1957）　16－24

内　田　忠　夫

　　国際収支の巨視的分析について　経済研究

　　　（一橋大経研）8－3（1957．7）269－273

　　　　　　8．各国金融為替事情

　　　　　　　（日　　　本）

荒井　正　夫
　　日本における地方銀行の発展（4）経商論纂

　　　（中央大）76（1967．10）57－82

外国為替統計の収支尻はなぜ外貨残高の増減と

　一致しない　貿易と関税　5－6（1957．　6）50－

　52

原　　吾　郎
　　わが国為替相場体系の回顧と現状金融

　　　123　（1957．　6）　5－15

本位田祥男
　　労働金庫政経論叢（明大）25－6（1957．3）

　　　42－66　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雑
市　村　　斌
　　両替商の歴史（1－7）外国為替　168（1957．誌
　　　7．　15）　19－23，　169　（1957．　8．　1）　13－15，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文
　　　170　（1957．　8．　1）　28－31，　171　（1957．　9．　1）

　　　31－34，172（1957．9．15）11－13，176献
　　　（1957．　11．　15）25－27，　177（1957．　12．　1）　29

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目
　　　一31

インドネシア対日オープン・アカウント廃止語録
　　　告の背景　海外市場7－68（1957．6）5－10

：景気上昇過程における通貨情勢　調査月報（日
　　　＄R）　8－1　（1957．　1）　1－6

金融財政事情研究会

　　　金融機関の株式分布と資本系統（上，下）

　　　金融財政事情　8－35（1957．　9．2）32－41，

　　　8－36　（1917．　9．　9）　36－42

小　林　　敏
　　輸入外貨当制と自動承認制の経済効果を論

　　　ず　調査時報（伊藤忠）86（1957．　1）5g

　　　－70

紅林茂　夫
　　戦後の我国金利政策批判　相互銀行79（1
　　　957．8）　30－36

宮本　一　三
　　わが国為替市場における最近のポンド相場

　　　の動きについて　外国為替161（1957．
　　　4．　1）　11－15

武藤謙二郎
　　主要国との貿易為替事情　財政経済弘報
　　　658　（1957．　10．23）　1－16

石渡慎五郎
　　日本開発銀行について　銀行研究310
　　　（1957．　12）　115－122

最近における金利の実態と問題点　経済調査
　　　（大和銀）112（1957，5）13－25

戦前戦後の購買力平価と能率賃銀平価の推移

　　　調査月報（大蔵）46－9（1957．9）89－100

内　野　達　郎

　　日本における資本蓄積の謎　経済評論6－8
　　　（1957．　8）　29－38

わが国金融機関の現状とその問題点経済調査
　　　（大和銀）112（1957．5）26－42

吉　田　義　三

　　現在の投資ブームの不安性　経済評論6－7

　　　（1957．　7）　22－29

吉田精太郎
　　大銀行の支配力と企業結合の現状（1－13）

　　　ダイヤモンド45－7（1957．2．12）70－77，

　　　45－8　（1957．2．19）　72－77，　45－9　（1957．2．一
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26）　72－77，　45－12　（1957．　3．　12）　50－55，

45－13　（1957．　3．　19）　72－77，　45－18　（1957．

4．23）　74－79，　45一一22　（1957．5．14）　78－81，

45－24　（1957．5．28）　72－77，　45－30　（1957．

7．9）　75－79，　45－32　（1957．7．23）　52－57，

45－35　（1957．8．13）　56－59，　45－36　（1957．

8．　20）　76－79，　45－41　（1957．　9．　17）　76－79

　　　　　　（アジア各国）
Cheng，　Cho－Yuan

　　中共の金融問題（金森三郎訳）調査月報

　　　（大蔵）46－1（1957。1）60－12

徳永清行
　　中国金融の一系列について同志社商学28
　　　－6　（195Z　2）　108－127

徳　永　清　行

　　新中国の金融　東亜経済研究（山ロ大）1
　　　（1957．　3）　1－25

インドユ二業金融公社について　経済情勢（三菱i

　　経研）　336　（1957．9）　35－41

徳　永　　博
　　インドの外貨危機と貿易対策外国為替
　　　160　（1957．　15）　9－12

カンボディアの為替・貿易欄度　外国為替159
　　（1957．　3．　1）　15－18

1956年の・fyドネシア経済（インドネシア銀行

　　年報　1956－57一部訳）調査月報（大蔵）
　　　46－12　（1957．　12）　40－66

　　　　　　（英　　　　　国）

安　部　一　成

　　ハロッドによる英国ブームの分析によせて

　　　バンキング　113（1957．8）67－78

英国経済とイyプレ問題東京銀行月報9－9
　　　（1957．　9）　4－22

英国における銀行預金量の決定について　経済

　　　調査（大和銀）114（1957．7）27－37

英国最近の金融政策　調査月報（日銀）　8－11
　　　（1957．　11）　1－7

Harrod，　Roy

　　1956年の停滞と逡巡一金融緩和の時期は来

　　　ている一東京銀行，月報9－2（1957．2）49

　　　－58

Hawtrey，　S．　R．

　　「イギリスのブームについて」のハPッド

　　　氏の解釈（Economic　Journal，　Dec．195

　　　6訳）世界経済評論37（1956．　6）55－61

イギリスの金融引締政策の緩和をゆぐる論争

　　（Pイ．ノ、Pッドとノ、ロノレド・ウノfンコッ

　　　ト）調査月報（大蔵）46－2（1957．2）7－

　　　16

加　瀬　正　一

　　ポンド問題の考え方貿易クレームと仲裁
　　　4－1　（1957．1）　18－23

尾　崎　英ニ
　　ポンド実勢の分析（1，2）調査月報（大蔵）
　　　46－10　（1957．10）　1－7，　46－12　（1957．12）

　　　1－3

昨年度のイギリス金融概観（ミドランド銀行四

　　　季報57年5月号訳）調査月報（三井銀）
　　　264　（1957．7）　42－53

1955年一56年の英国の金融引締政策に就いて調
　　　査　（三菱銀）　45　（1957，9）　25－51

高　橋　　弘
　　英国産業の長期資本調達　バンキング
　　　113　（1957．8）　39－49

内　田　勝　敏

　　スターリング地域機構の一一側面一ポγド残

　　　高について一　経済研究（大阪府大）2
　　　（1957．3）　121－140

Withers，　Hartley

　　英国証券発生史要　（Stocks　and　Shares，

　　　4th　ed。1948訳）インヴェストメント10－

　　　7　（1957．8）　61－70

矢　島　保　男

　　英国における銀行の流動性の変化について

　　　早稲田商学127（1957．3）91－99

矢内原　勝
　　スターリング地域の内核一植民地保有ポン

　　　ド残高について一　国際経済（国際経済
　　　学会）9（1957．9）150－154

　　　　　　（西　ド　イ　ツ）

西ドイツにおける大銀行の再結合（1－3完）金
　　　融127　（1957．10）10－15，　128（1957．11）

　　　18－22，　129（1957．12）　10－14

西デイッの新中央銀行法について　ドイツ・ブ

　　　yデス・バンクに関する法律　調査月報
　　　（日銀）　8－8　（1957．8）　4－10，　39－50

西独の「減税預金制度」調査月報（三井銀行）
　　　265　（1957．8）　52－58

西独及び英国における最近の金融・財政政策

　　　金融126（1957．9）13－23

田　村　俊　夫

　　西ド・fッにおける新中央銀行法案と支：払準

　　　備制度金融121（1957．4）13－16

田　村　俊夫
　　西ドイツにおける新中央銀行法案と支払準

　　　備制度金融121（1957．4）13＿16

田　村　俊　夫

　　西ドイツの中央銀行法案をゆぐる問題金
　　　融　　119　（1957．2）　8－14

田　村　俊　夫

　　西独為替管理法解説（4－7完）東京銀行月
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va　9－1　（1957．1）　61－73，　9－2　（1957．2）

59－76，　9－4　（1957．4）　22－46，　9－8　（1957．

8）　47－56

　　　　　　（欧　州　各　国）

調整を迫られる各国通貨の実勢　東洋経済統計
　　　ノヨ幸侵　17－9　（1957．9）　2－5

安　：東　盛　人

　　西欧為替調整問題の視点アナリスト3－11
　　　（1957．　11）　1－18

西欧諸国の為替調整問題について　：東京銀行

　　　月報9－11（1957．11）11－21

麓　　健　一
　　「フラン’切下げ」の諸問題　銀行論叢51－
　　　10　（1957．　10）　17－34

松岡健三郎
　　フラン地域（1－3完）外国為替162（1957．
　　　4．　15）　42－44，　163　（1957．　5．　1）　27－29，

　　　164　（1957．　5．　5）　18－20

島　　久　代
　　フランス連合　世界経済12－12（1957．12）

　　　11－34

竹島富三郎
　　フラン平価切下げと世界経済　銀行研究
　　310　（1957．　12）　7－17

月　村　市　郎

　　仏フランの危機　外国為替　166（1957．6．

　　15）　17－19

梅　津　和　郎
　　（紹介）ブロック・レ！イネ著「フラン地域」

　　　世界経済評論35（1957．3）58－64

イタリア銀行関係法規　調査月報（日銀）8－2
　　　（1975．2）　37－51

イタリア銀行の新金融分析　一IMF第11回総
　　　会におけるイタリア銀行当局者の報告一

　　　調査月報旧銀）8－1（1957．1）38－40

イタリアの為替管理（下）東京銀行月報　9－3
　　（1957．　3）　1　一32

オランダ銀行法　調査月報（日銀）8－3（1957。

　　　3）　37－44

オランダの為替管理　東京銀行月報　9－6
　　　（1957．6）　13－36

重　井　真　吉

　　スイスの金融及び銀行　バンキング　115

　　　（1957．　10）　91－103

谷　　頼　孝
　　ポンド地域における豪州の役割とその第二

　　　次産業保護政策に関する若干の考察（上，

　　　下）外国為替157（1597．2．1）5－8，159

　　　（1957．　3．　1）　19－23

最近における豪州の金融政策一国際収支の危機

　　　と金融引締政策　調査月報（日銀）8－10

　　　（1957．　10）　8－13

ソヴィエトの銀行制度（紹介）調査（三菱銀）

　　　38　（1957．1）　23－37

白　鳥　正　明

　　ソヴェト圏諸国の通貨為替制度（1－5）外
　　　国為替　170（1957．　8．　15）22－24，171（1

　　　957．9．1）　21－23，　172　（1957．9．15）

　　　23－25，　173　（1957．10．1）　23－25，　175

　　　（1957．　11．　1）　28－29

イラyの為替管理　東京銀行月報9－12（1957．

　　　12）　le－24

　　　　　　（米　　　　　国）

アメリカの消費者信用について　東京銀行月報
　　　9－5　（1957．　5）　35－40

米国の国庫金市中預託制度と国庫制度について
　　　調査月幸崎　（≡二井銀）　261　（1957．4）　33－39

岩　崎　　博
　　変貌するアメリカ銀行業態一最近のアメリ

　　　カ金融機構を観る一　バンキング　116
　　　（1957．　11）　67－90

各国における過去1年の金融引締政策（ニュ・t一

　　　ヨーク連邦準備銀行月報1956年11月号
　　　訳）調査月報（日銀）8－1（1957．1）32－37

鎌　倉　　昇
　　アメリカの消費信用一月賦制度を中心とし

　　　て一銀行研究308（1957．10）103－115

松井真太郎
　　米国における銀行監査及び検査制度　一N

　　　AVACの全国的調査一　バンキング
　　　107　（1957．2）　125－157

岡　村　正　人

　　米国株式会社金融の変貌　バンキング108
　　　（1957．　3）　80－90

連邦準備法（訳）（1，2）　調査月報（日銀）8－

　　　11　（1957．11）　34－39　8－12（1957．12）　39

　　　－53

Roosa，　Robert　V．

　　連邦準備制度の市場操作　バンキング113
　　　（1957．　8）　98－113

　　　　　　（米州各国）
カナダの外国為替市場について　東京銀行月報
　　　9－11　（1957．　11）　4－10

カナダの金融政策　調査月報（日銀）8－5（1957．

　　　5）　8－13

藤　田　正　寛
　　ラテン・アメリカに於ける通貨為替問題
　　　国際経済研究年報（神大経研）7（1957．
　　　3）　263－278

アルゼンチン金融制度の概要　東京銀行月報
　　　9－7　（1957．7）　68－74

ブラジルの外国為替管理制度について　調査月
　　　報　（三ヲ十；S艮）　263　（1957．6）　49－59

雑
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録

1．理論・政策

海 事

2・各国海運造船事情世界・日本・米・英・独）

3．港　　　　　湾

4・海法。海上保険

　　　　　　L理　論・政　策
秋　山　一　郎

　　交通経済学の対象について　国民経済雑誌
　　　（神戸大）95－6（1957．6）76－80

秋　山　一　郎
　　運賃理論の発展　国民経済雑誌（神戸大）

　　　96－3　（1957．9）　44－58

麻生平八郎
　　日本海運政策の再検討　エコノミスト35－
　　　25　（1957．6．22）　16－19

麻生平八郎
　　最近の海運状況及び政策　商学研究年報
　　　（明治大）2（1957．・5）1－64

Bessell，　Georg

　　北独ロイド百年史（Norddeutscher　Lloyd；

　　　Geschichte　einer　bremischen　Reedevei，

　　　Bremen　1957．訳）海運研究資料（日本船

　　　主協会）16（（1957．6．20）1－140

地　田　知　平

　　日本海運業の問題点一戦後における変貌を

　　　中心として一一橋論叢38－5（1957．11）

　　　87－108

FCAFE
　　海上運賃に関するエカフェ報告　エカフェ
　　　通信　132（1957．9，11）1－28

越後和典
　　S．　Pollard，　Laissez－Faire　and　Shipbuild－

　　　ingについて一造船業に関する外国文献
　　　紹介（1）f経済論集（関西大）7－1
　　　（1957．　4）　84－97

枝　吉　正保
　　海運と税制　 海事研究　 28（1957．1）1－11

井　上忠勝
　　モルガン海運トラストの失敗　一国際経営

　　　問題の性格に関連して一　国民経済雑誌
　　　（神戸大）95－3（1957．3）17－32

石　津　　漣
　　亜細亜諸地域における海運問題　東亜経済

　　　研究（山口大）1（1957．3）133－156

海運業の運航採算をめぐって　調査時報（富士

　　　銀）　111　（1957．7）　25－45

海運市況に関する計量的解析　海運研究資料

　　　（日本船主協会）15（1957．　5．　15）1－27

児　玉忠　康
　　主要海運国の海運政策　エコノミスト35一

経 済

　　　25　（1957．　6．　22）20－23

小　泉　貞　三

　　海上輸送力経済の本質一主体的なるものを

　　　中心として一　商学論究（関学大）17
　　　（1957．　3）　31－84

小門和之助
　　航海安全へのたたかい（イギリス海事行政

　　　百年史）海事研究29（1957．4）43－69

小　杉　隆祥
　　貨物船の経済性判定の基準とその利用につ

　　　いて海運調査月報57（1957．4）4－7

工　藤和　馬
　　欧州経済委員会の交通調整研究活動につい

　　　て　運輸と経済17－5（1957．5）5－19

前　田　義　信
　　不定期船企業の行動　甲南論集4－4（1957．

　　　3）　59－76

前　田　義　信
　　貨物運賃と長距離漸減制甲南論集5－4
　　　（1957．　11）　91－109

前　田　義信
　　タyカー運賃市場の一分析　甲南論集（甲
　　　南大）5－2（1957．　7）64－83

松　隅　国　健
　　ゴPt　Pt　・一疋tu著「アメリカ海運政策」を読

　　　む海事研究29（1957．4）16－25

申　西　健　一

　　マルクスにおける交me一一生産説の二つの根

　　　拠一交通生産説論争によせて一　経済学

　　　雑誌（大阪市大）37－4（1957．10）22－60

日本交通学会　第16回研究報告会報告要旨　運

　　　輸と経済17－12（1957．12）41－47

野村寅三郎
　　運送に於ける航空機と地表機関の競争

　　　一脈ンセyの研究とその批判一国民経
　　　済雑誌（神戸大）96－6（1957．12）1－16

沼　田　照　夫
　　海運経営とその経営経済的問題　関西大学

　　　商学論集1－5（1957．1）66－75

崎　山　一　雄
　．生産的労働と交通労働　経済論叢（京大）

　　　79－1　（1957．　1）　108－127

三国間輸送について　海事資料6－12（1957．7．

　　　25）　2－5

佐々木誠治
　　ノルウェー海運業史要一中世および近世

　　　前期の海運活動一（1－3完）海運360
　　　（1957．9）　28－32，　361　（1957．10）　9－12，

　　　362　（1957．11）　17－20

佐々木誠治
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　　欧州航路競争史　国際経済研究年報（神大
　　　経研）7（1957．3）145－193

佐々木誠治
　　わが国貨物蒸気船業の生成事情　国民経済
　　　雑誌（神戸大）95－1（1957・1）17－31

佐　竹　義　昌

　　交通労働の生産性の諸問題　学習院大学政
　　　経学部研究年報4（1957．3）1－32

佐　波　宣　平

　　海上運賃に関する予想　海事研究29（195
　　　7．　4）　1－15

佐　波宣平
　　小島昌太郎先生の海運研究業績　海運353
　　　（1957．2）　22－27

佐　幽玄　平
　　Master，　Mariner　and　Merchant（邦文）

　　　経済論叢（京大）80－5（1957．11）1－30

戦後我国海運助成策の回顧と展望　興銀調査月
　　　幸長　2　（1956．11）　31－51

島　田　孝　一

　　交通事業の経営に於ける近代化の問題点

　　　早稲田商学129（1957．　7）1－10

下　条　哲　司

　　不定期船市況の予測における資料と方法
　　　海事研究　31　（1957．10）　1－23

東海林　滋
　　各国の商船士官養成制度　海事研究28
　　　（1957．　1）　33－44

高　橋　秀　雄

　　交通政策の転換一競争と公共性の減退一
　　　運輸と経済17－12（1957。12）1－15

高　村　忠　也

　　米合衆国における契約運賃制論争の史的考

　　　察（2．完）経営と経済（長崎大）37－2
　　　（1957．　8）　71－90

鷹　取　　稠
　　傭船契約に於けるDemise　Charterについ
　　　て（1）経済集誌（日大）26－4（1956．10）

　　　95－119

竹　中　竜　雄

　　アメリカの経営学部所属交通学者一覧表
　　　国民経済雑誌（神戸大）95－1（1957．1）

　　　65－71

富　永　祐　治

　　交通用役について経済学雑誌（大阪市大）

　　　37－4　（1957．　10）　1－21

植　村　福　七

　　海運政策の問題点と対策　一わが国外航船

　　　を中心として一香川大経済論叢29－6
　　　（1957．3）　28－68

和　田　茂雄
　　アジアの開発と日本海運　アジア問題7－4

　　　（1957．　10）　76－85

わが国における船舶償却制度について　海運砥
　　　究資料（日本船主協会）13（1957．3．11）

　　　1－14

脇村義太郎
　　ギリシア船主の生態一スタヴロス・ニア
　　　ルコスの生活と意見一世界137（1957．
　　　5）　207－215

スーパー・タンカーについて　一技術革新と経

　　　済との相関関係一　世界135（1957．3）

　　　93－107

矢　部　正　信

　　海運業における設備投資についての一考察
　　　海運　354　（1957．3）　2－4

八　雲　香　俊

　　交通経済研究者の任務一ソヴェトにおけ
　　　る自己批判一運輸と経済17－4（1957．
　　　4）　42－47

山　本　泰　督

　　マルクスのNutzeffektについて　一i交通
　　　業を産業資本と規定する根拠一　国際経

　　　済研究年報（神大喪心）7（1957・　3）249

　　　－261

山　用言　督
　　政策の手段としての運送における競争　国

　　　民経済雑誌（神戸大）95－4（1957．4）67

　　　－70

横　山　　保

　　輸送能力に制限がある場合の輸送計画の問

　　　題大阪大学経濱学7－2（1957．7）33－46

　　　　　　2．各国海運造船事情

　　　　　　（世　　　　　界）

伊　坂　市　助

　　世界海上主要貨物の移動実態海運357
　　　（1957．6）　2－13

伊　坂市助
　　世界海上主要貨物の移動実態（1955年）一

　　　併せて日本中心主要貿易貨物の出入近況
　　　一（1－3完）海運調査月報　60（1957。7）

　　　4－6，　61　（1957．8）　9－18，　62　（1957．9）　4

　　　－19

Jamieson，　W．

　　世界の石油貿易構造の変化と将来のタンカ

　　　一船腹需要の見通し　海運調査月報54
　　　（1957．　1）　4－7

森　永幸　平
　　世界海上荷動量の増大と世界造船船腹量

　　　海事研究28（1957。1）12－20

中　曽　　敬
　　世界の石油荷動きおよびタンカー船腹需要

　　　の将来についての一考察　海運362
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　　　（1957．11）　6－12

世界貿易におけるスエズ運河の重要性　海運調

　　　≡査月報55（1957。2）11－14

戦後における世界船腹需給の動向と運賃につい

　　　て　興銀調査月報4（1957．1）57－88

鈴木　広　吉
　　世界船腹動向に関する考察　海運356（195
　　　7．　5）　2一一5

鈴　木　広　吉

　　戦後に於ける世界定期船界の全貌　海運
　　　360　（1957．9）　7－10

鉄鉱石輸送船の発達　海運調査月報56（1957．

　　　3）　8－10

通貨調整問題と海運（上，下）海事資料6－18
　　　（1957．　11．　25）　le－17，　6－19　（1957，　12，　25）

　　　2－17

結　城　郷　生

　　原子力商船への胎動通商産業研究5－12
　　　（1957．　12）　64－72

　　　　　　（日　　　　　本）

第13次計画造船の経過と批判　海事資料　6－11
　（1957．6）　8－14

土　井智　喜
　　昭和32年度経済計画と海運　海運355
　　　（1957．4）　2－4

外航船建造計画の問題点と今後の方向　海事資
　　　料　6－15　（1957．10．10）　2－12

本邦周辺における海運競争　海運研究資料（日

　　　本船主協会）22（1957．11）1－27

自己資金船建造の現状と見透しに就いて　海事
　　　資料　　6－4　（1957．3．10）　2－5

海運市況の回顧と展望　海運調査月報54
　　　（1957．1）　8－12

加　地　照　義

　　日本海三業の勢力分布　エコノミスト　35
　　　－25　（1957．　6．　22）　28－31

海運市況の回顧と展望　海運調査月報54（195
　　7－1）　8－12

小　金芳　弘
　　造船計画における問題点海事資料6－6
　　　（1957．　4，　25）　2－7

松　尾　　進

　　本邦周辺における海運競争運輸と経済17
　　　－12　（1957．12）　36－40

宮木宗昭前田三郎
　　計画造船における融資比率の在り方　海運

　　　調査月報54（1957．1）12一一14

村上弥寿夫
　　世界海運市場の構造変化と日本海運業の特

　　　殊性　海運；調査月報64（1957．11）4－6

内航海運の概観　一運航業者の近況を中心とし

　　　て一　経済調査（大和銀）114（1957．7）

　　　14－26

内航タンカー業について　海事資料6－7（1957．
　　5．　10）　6－7

内航タンカーの沿革と現況について　海事：資料
　　6－3　（1957．2．25）　7－11

中川久成，足立知巳
　　13次船をめぐる諸問題海運355（1957．4）
　　　16－22

申　曽　　敬
　　労働面から見た造船業　一国民経済との関

　　　連性を中心として一　海運356（1957。
　　　5）　60－65

日本外航海運の見通し　海運研究資料（日本船
　　　主協会）17（1957．8）1－9

日本海運の不定期船活動について　海運研究資

　　　料（日本船主協会）20（1957．9）1－45

日本海運の不定期船活動についての諸統計資料

　　　海運研究資料（日本船主協会）21（1957．

　　　9）　1－131

岡　庭　　博
　　海運金融機関設立の提唱海運360（1957．
　　　9）　2－6

岡　庭　　博
　　海運金融の特殊性と今後の方向　海運358
　　　（1957．7）　2－8

大沢沼一郎
　　計画造船に行詰つた海運業　エコノミスト
　　　35－51　（1957．　12．　21）　44－48

欧州同盟問題落着の経緯　海事資料6－3（1957。
　　　2．　25）　2－6

最近に於ける本邦定期船業渚の新ルート開設の

　　　動向と問題点　海事資料6－14（1957，9．

　　　25）　2－6

最近に於ける傭船市況の動向と今後の課題　海

　　　事資料6－18（1957．11．25）2－9

佐々木　景
　　日本海運の現状と見透しの分析　財政経済
　　　弘幸浸　　635　（1957．6．3）　6－7

鈴　木　　登
　　小型船海運組合法のあらまし　海事資料
　　　6－8　（1957．　5．　25）　2－7

太平洋横断客船建造に就いて　海事資料6－15
　　　（1957．　10．　10）　14－19

高　久　塵　一

　　太平洋横断客船の建造にまつわる諸元一斑

　　　の解明　海事研究30（1957．7）1－10

タンカ・・一一　ee係統計資料　海運356（1957．5）40

　　　－53

造船業における設備投資の動向と今後の造船需

　　　要について興銀調査月報9（1957．6）

　　　32－56

（30）



造船関連工業の現状　一関西地区を中心にして

　　　一　経済調査（大和銀）113（1957．6）

　　　16－28

　　　　　　（米・英・独）
米国民間商船隊の現状（1，2）海運調査月報59
　　　（1957．6）　4－7，　60　（1957．7）　7－10

米国商船法による運航差額補助制度（1－3）　海

　　　運調査月報57（1957．4）7－10，58
　　　（1957．5）　13－15，　59　（1957．6）　11－14

英国主要海運会社の業績（1956年）海運調査月

　　　ee　56　（1957．3）　12－14

Goodeve，　C．　＆　Terrington，　J．　S．

　　イギリスの鉱石専用船一最適の船型と設
　　　計上の特質に関する研究一　海運調査月
　　　幸浸　58　（1957．5）　4－13

東独乙における造船の推移（志鎌一之訳）海運
　　　354　（1957．3）　8－11

日本と独逸造船事情の比較　海事：資料6－16
　　　（1957．　10．　25）　8－15

　　　　　　3．港　　　　　湾

有田喜十郎
　　国際海上物品運送法の制定とそれが港湾経

　　　済に及ぼす影響について　商学論究（関

　　　学大）19（1957．9）153－170

橋本　英　≡三

　　名古屋港の性格名城商学6－3／4（1957．3）

　　　101－121

住　田　正　二
　　文献目録（港湾一般）神戸港（神戸市港湾
　　　局）　49（1957．9）　17－25

　　　　　　4・海法・海上保険
浜　谷　源　蔵

　　Shortageに関する海上保険上の問題貿易
　　　クレームと仲i裁4－3（1957・6）7－15

浜　谷　源　蔵

　　スエズ動乱を饒る海運及び保険問題の回顧

　　　損害保険研究19－3（1957．8）79－113

橋　本　　昇．
　　本邦海上保険約款の改訂を提唱する　損害
　　　保険研究　19－2（1957，6）92－104

橋　本　　昇
　　海上危険と戦争危険　損害保険研究　19－1

　　　（1957．　2）　35－50

橋　本　　昇
　　入渠費用に対する海上保険者の責任につい

　　　て　損害保険研究19－4（1957．11）1－38

林　田　金　ニ

　　アyドレア・ドリア号事件の其の後　損害

　　　保険研究　10－4（1957．11）188－195

伊賀山巣雄
　　チリ海上保険証券（ホーム・イン・・Y・＝tアラ

　　　ンス社使用）訳　損害保険研究19－1
　　　（1957．2）　216－228

今　村　　有
　　1950年ヨーク・アントワープ規則の解釈
　　　（9，10）損害保険研究19－3（1957．8）

　　　147－184，　19－4　（1957．11）　196－250

石

石

亀

加

葛

宮

則

大

川　　実
英法上の航海喪失と保険者責任に関する若

　干の考察損害保険研究19－2（1957．6）

　131－157

津　　漣
共同海損負担標準としての船価　海運359
　（1957．　8）2－9

井　利　明

海上保険におけるストライキ危険の取扱と

　その約款　関西大学商学論集1－6（1957・
　3）　103－141

藤　由　作

船舶不堪航の意義　損害保険研究19－2
　（1957．6）　1－25

城　照　三

スエズ運河封鎖事件と海上保険者の責任

　一Frustration　Clauseの適用の諸問題一

　早稲田商学129（1957．7）101－121

武　和　雄

1930年ノルウェー海上保険通則（2－4）損
　三保「倹研究　19－1　（1957．2）　104－130，　19

　－2　（1957．6）105－130，　19－3　（1957．8）

　124－146

木　低　知

二つの海上戦争保険補償制度　海運　359
　（1957．　8）　21－23

武　昌　和

保険金請求権iの質入について　一船舶保険

　金請求権の質入を中心にして一　損害保

　険研究19－1（1957．2）193－215

野　栄　三

衝突約款（RD．C）及び補唄方式について
　一考察　産業経済研究（久留米大）9（19
　57．　9）　103－128

志津田氏治
　　船舶不堪航と乗組員の不服申立　大分大学

　　　35周年記念論文集（1957．6）383－404

勝　　呂　　弘

　　共同海損行為の成立要件について　海運

　　　359　（1957．8）　le－14

住　田　俊　一

　　海上旅客運送約款の改正をめぐって　一特

　　　に運航責任の問題を中心として一　海運

　　　362　（1957．11）　2－5
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横尾登米雄
　　海固有の危険と非定常性　損害保険研究
　　　19－4　（1957．　11）　39－66

吉　田　　隆
　　ロードス法成立の歴史的経済的背景　経済

　　　集志（日本大）26－6（1957．2）124－167

中　南　米　経　済

1・中南米全般
2．各国経済事情（アルゼンチン・ブラジル・

　其他諸国）

　　　　　　L中南米全般
中南米の資源とその開発状況　調査時報（伊藤
　　　忠）　92　（1957．7）　54－63

米国資本のラテン・アメリカ経済に於て果す役
　　　害U（Survey　of　Current　Business．　Jan．

　　　1957訳）　海外調査資料（輸銀）11
　　　（1957．　3）　51－96

米州経済会議の経過と成果一ラテン・アメリ
　　　カの苦悩一外国為替174（1957．　10．　15）

　　　27－29

藤　田　正　寛

　　国際決済制度の新展開一ラテン・アメリカ

　　　に於ける多角化傾向を続って一　国際経

　　　済研究年報（神大経研）7（1957．3）195

　　　－226

藤　田　左寛
　　ラテン・アメリカに於ける通貨・為替問

　　　題　国際経済研究年報（神大経研）7
　　　（1957．　3）　263－278

藤　田　正　寛
　　ラテン・アメリカ主要国に於ける為替政策

　　　の展望と特質　南米研究（神戸大）4
　　　（1957．7）　12－23

藤　田　正寛
　　資本移動と後進国金融　一斗南米を中心と

　　　して一　国民経済雑誌　（神戸大）96－6

　　　（1957．　12）　55－70

古　畑　　建
　　欧州共同市場とラテン・アメリカ　エコノ
　　　ミスト35－26（1957．6．29）44－46

林　信太郎
　　中南米市場の分析と日本産業　アナリスト
　　　3－5　（1957．5）　14－27

Hoselily，　Bert　F．

　　中米の経済発展　（Weltwirtschaftliches
　　　Archiv．　Bd　76，1956．　Heft　2．訳）調査月

　　　報（大蔵）46－1（1957．1）35－59

金　田　近　二
　　海外移住と国民経済　南米研究（神戸大）

　　　4　（195Z　7）　6－11

ラテン・アメリカ経済の現状（チェイス・マン

　　　ハツタン銀行Latin　American　Business

　　　Highlights．1957年3月号訳）調査時報

　　　（富士銀）111（1957．7）59－70

ラテy・アメリカの経済情勢（経済絞計）経済

　　　人11－5（1957．5）1－14

美濃部亮吉
　　ラテン・アメリカの経済　一後進国の経済

　　　発展における一つの実例一　経済学論集
　　　（東大）25－1／2（1956．12）65－88

大　平　善　治

　　ラテy・アメIJカの貿易問題一ソ連の南
　　　米経済進出一　外国為替162（1957，4．

　　　15）　16－20

大　島　　正
　　ラテン・アメリカにおける米国の投資　同

　　　二叉商学9－2（1957．7）81－85

ラテン・アメリカ諸国の現状（ブラジル，アル
　　　ゼンチン，メキシコ）（Current　History

　　　1957年4月号訳）世界経済13－12
　　　（1957．8）　32－51

佐々木高明
　　南米における焼畑農業1こついての二，三の

　　　考察　人文地理9－3（1957．8）1－23

1947～1945年のラテン・アメリカの財政　（1，2

　　　完）（Economic　Survey　of　Latin　America

　　　1955，Part　I訳）調査月報（大蔵）46－
　　　7　（1957．7）21－42，　46－8（1957．8）　50－75

谷　野　英雄
　　ラテン・アメリカ共同市場の構想について
　　　外国為替168（1957．7．　15）2－4

投資市場としてみた　ラテン。アメリカ地域
　　　海外調査資料（輸銀）12（1957．6）1－72

吉　原　秀　通
　　中南米貿易雑感一経済担当重三議に出席し

　　　て一　東商126（1957．12）7－11

　　　　　　2．外国経済痴情
　　　　　　（アルゼンチン）
アルゼンチン金融制度の概要　東京銀行月報
　　　9－7　（1957．7）　68－74

アルゼンチンに画期的大量移民（現地報告）世
　　　界週幸侵　38－32　（1957．8．31）　48－51

リバープレートの穀物とその海上輸送（1，2完）

　　　海運調査月報62（1957．9）19－20，63
　　　（1957．　10）　9－12

　　　　　　（ブ　ラ　ジ　ル）

アVゾy地域における日本人の移住　国際食糧

　　　農業　　6－11　（1957．11）　19－27
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アマゾyの将来とハイリァン研究所　国際食糧
　　　農業　　6－7　（1957．7）　10－17

ブラジルの外国為替管理制度について　調査月
　　　幸侵　（≡三井銀）　263　（1957．6）　49－59

ブラジルの新関税制度について　税関調査月報
　（大蔵）10－9（1957．10）1－22

堀　越　頽　三

　　ミナス製鉄調印報告経団連月報5－7
　　　（1957．7）　42－48

投資市場としてのブラジル（1，　2）調査時報（伊

　　　藤忠）　93　（1957．8）　12－26，　94　（1957．9）

　　　12－41

塚　本　哲　人

　　ブラジルにおける小都市の発達都市問題
　　　（東京市政調査会）48－2（1957．2）50－

　　　61

和　田　俊　ニ

　　ブラジル経済開発史上における労働力気候

　　　適応の問題一サン・パウロ高原への珈誹

　　　プランテーション立地移動要因としての

　　　自然条件優越説への批判一彦根論叢36
　　　（1957．　3）　23－39

和　田　俊　ニ

　　ブラジル国エスピリト・サyト州における

　　　珈排栽培の発達と独乙入移民労働力　彦

　　　根論叢40（1957．　11）39－58

和　田　俊　ニ

　　サン・パウP高原における珈誹ブランデー

　　　ションの発達と欧州移民労働カ　ーブラ

　　　ジル経済開発史上における労働力気候適

　　　応の問題一　彦根論叢38（1957．7）65－

　　　83

　　　　　　（其の他諸国）
インフレとチリ経済　海外市場7－64（1957．　2）

　　　84－89

除　野　信　道

　　コロンビア経済とその対米関係　国際経済
　　　（国際経済学会）9（1957．9）167－173

揚　井　克　已

　　メキーシコ石油業史の一一節　マルクス経済学

　　　体系（宇野弘蔵還暦記念論文集）下巻
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